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（1）本マニュアルの内容の一部または全部を無断で複写、複製、転載することを禁じます。
（2）本マニュアルの内容に関しては、改良のため予告なしに仕様などを変更することがありますので、予めご了承ください。
（3）本マニュアルの内容に関しては万全を期しておりますが、万一ご不審な点や誤りなどお気付きの
ことがありましたら、お手数ですが巻末記載の当社支店または営業所までご連絡ください。
その際、巻末記載のマニュアルNo.も併せてお知らせください。

おことわり

COMBICONは、フエニックス･コンタクト株式会社の登録商標です。
ODVA、CIP、CompoNet、DeviceNet、EtherNet/IPはODVAの商標です。
その他、本文中に記載されている商品名および会社名は、それぞれ各社の商標または登録商標です。
本商品の著作権は、オムロン株式会社が有します。

著作権・商標について
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はじめに

はじめに
このたびは、DeviceNet スマートスレーブをお買い上げいただきまして、ありがとうござ
います。
DeviceNet スマートスレーブは、当社の高度な制御技術と豊富な経験を元に開発された、
DeviceNet 準拠のスレーブユニットです。
機能・性能などを十分ご理解いただき、DeviceNet マスタと併せて、システム構成にご活
用ください。

対象となる読者の方々
本マニュアルは、次の方を対象に記述しています。

電気の知識（電気工事士あるいは同等の知識）を有する方で
FA機器の導入を担当される方
FAシステムを設計される方
FA機器を設置、接続される方
FA現場を管理される方

お願い
本マニュアルは、DeviceNet スマートスレーブを使用する上で、必要な情報を記載してい
ます。お使いになる前に本マニュアルをよく読んで、十分に理解してください。また、お読
みになった後も本マニュアルは大切に保管して、いつも手元においてお使いください。



ご承諾事項
ご承諾事項
「当社商品」について特別の合意がない場合には、お客様のご購入先にかかわらず、本ご承諾
事項記載の条件を適用いたします。

 定義
本ご承諾事項中の用語の定義は次のとおりです。
「当社商品」：「当社」の FAシステム機器、汎用制御機器、センシング機器、電子・機構部品
「カタログ等」：「当社商品」に関する、ベスト制御機器オムロン、電子・機構部品総合カタ
ログ、その他のカタログ、仕様書、取扱説明書、マニュアル等であって電磁的方法で提供
されるものも含みます。
「利用条件等」：「カタログ等」に記載の、「当社商品」の利用条件、定格、性能、動作環境、
取り扱い方法、利用上の注意、禁止事項その他
「お客様用途」：「当社商品」のお客様におけるご利用方法であって、お客様が製造する部
品、電子基板、機器、設備またはシステム等への「当社商品」の組み込み、または利用を
含みます。
「適合性等」：「お客様用途」での「当社商品」の (a) 適合性、(b) 動作、(c) 第三者の知的財産
の非侵害、(d) 法令の遵守および (e) 各種規格の遵守

 記載事項のご注意
「カタログ等」の記載内容については次の点をご理解ください。
定格値および性能値は、単独試験における各条件のもとで得られた値であり、各定格値およ
び性能値の複合条件のもとで得られる値を保証するものではありません。
参考データはご参考として提供するもので、その範囲で常に正常に動作することを保証する
ものではありません。
利用事例はご参考ですので、「当社」は「適合性等」について保証いたしかねます。
「当社」は、改善や当社都合等により、「当社商品」の生産を中止し、または「当社商品」
の仕様を変更することがあります。

 ご利用にあたってのご注意
ご採用およびご利用に際しては次の点をご理解ください。
定格・性能ほか｢利用条件等｣を遵守しご利用ください。
お客様ご自身にて｢適合性等｣をご確認いただき、｢当社商品｣のご利用の可否をご判断くださ
い。｢当社｣は｢適合性等｣を一切保証いたしかねます。
 ｢当社商品｣がお客様のシステム全体の中で意図した用途に対して、適切に配電・設置され
ていることをお客様ご自身で、必ず事前に確認してください。
 ｢当社商品｣をご使用の際には、(i) 定格および性能に対し余裕のある｢当社商品｣のご利用、冗
長設計などの安全設計、(ii) ｢当社商品｣が故障しても、｢お客様用途｣の危険を最小にする安
全設計、(iii) 利用者に危険を知らせるための、安全対策のシステム全体としての構築、(iv) ｢
当社商品｣および｢お客様用途｣の定期的な保守、の各事項を実施してください。
「当社」はDDoS攻撃（分散型DoS攻撃）、コンピュータウイルスその他の技術的な有害プ
ログラム、不正アクセスにより、「当社商品」、インストールされたソフトウェア、または
すべてのコンピュータ機器、コンピュータプログラム、ネットワーク、データベースが感
染したとしても、そのことにより直接または間接的に生じた損失、損害その他の費用につ
いて一切責任を負わないものとします。
お客様ご自身にて、①アンチウイルス保護、②データ入出力、③紛失データの復元、④「当
社商品」またはインストールされたソフトウェアに対するコンピュータウイルス感染防止、
⑤「当社商品」に対する不正アクセス防止についての十分な措置を講じてください。
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ご承諾事項
 ｢当社商品｣は、一般工業製品向けの汎用品として設計製造されています。従いまして、次に
掲げる用途での使用は意図しておらず、お客様が｢当社商品｣をこれらの用途に使用される
際には、｢当社｣は｢当社商品｣に対して一切保証をいたしません。ただし、次に掲げる用途
であっても「当社」の意図した特別な商品用途の場合や特別の合意がある場合は除きます。
(a） 高い安全性が必要とされる用途（例：原子力制御設備、燃焼設備、航空・宇宙設備、鉄
道設備、昇降設備、娯楽設備、医用機器、安全装置、その他生命・身体に危険が及び
うる用途）

(b） 高い信頼性が必要な用途（例：ガス・水道・電気等の供給システム、24時間連続運転
システム、決済システムほか権利・財産を取扱う用途など）

(c） 厳しい条件または環境での用途（例：屋外に設置する設備、化学的汚染を被る設備、電
磁的妨害を被る設備、振動・衝撃を受ける設備など）

(d） ｢カタログ等｣に記載のない条件や環境での用途
上記の (a) から (d) に記載されている他、｢本カタログ等記載の商品｣は自動車（二輪車含む。
以下同じ）向けではありません。自動車に搭載する用途には利用しないで下さい。自動車
搭載用商品については当社営業担当者にご相談ください。

 保証条件
「当社商品」の保証条件は次のとおりです。

保証期間　ご購入後1年間といたします。
（ただし「カタログ等」に別途記載がある場合を除きます。）
保証内容　故障した「当社商品」について、以下のいずれかを「当社」の任意の判断で実施
します。
(a） 当社保守サービス拠点における故障した「当社商品」の無償修理
（ただし、電子・機構部品については、修理対応は行いません。）

(b） 故障した「当社商品」と同数の代替品の無償提供
保証対象外　故障の原因が次のいずれかに該当する場合は、保証いたしません。
(a） 「当社商品」本来の使い方以外のご利用
(b） 「利用条件等」から外れたご利用
(c） 本ご承諾事項「ご利用にあたってのご注意」に反するご利用
(d） 「当社」以外による改造、修理による場合
(e） 「当社」以外の者によるソフトウェアプログラムによる場合
(f） 「当社」からの出荷時の科学・技術の水準では予見できなかった原因
(g） 上記のほか「当社」または「当社商品」以外の原因（天災等の不可抗力を含む）

 責任の制限
本ご承諾事項に記載の保証が、「当社商品」に関する保証のすべてです。　
「当社商品」に関連して生じた損害について、「当社」および「当社商品」の販売店は責任を
負いません。

 輸出管理
「当社商品」または技術資料を、輸出または非居住者に提供する場合は、安全保障貿易管理に
関する日本および関係各国の法令・規制を遵守ください。お客様が法令・規則に違反する場
合には、「当社商品」または技術資料をご提供できない場合があります。
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安全上のご注意
安全上のご注意

安全に使用していただくための表示と意味について
本マニュアルでは、DeviceNet スマートスレーブを安全に使用していただくために、注意
事項を次のような表示と図記号で示しています。ここで示した注意事項は、安全に関する重
大な内容を記載しています。必ず守ってください。
表示と意味は次のとおりです。

製品を安全に使用するために実施または回避すべきことを示します。

製品が動作不能、誤動作、または性能・機能への悪影響を予防するために実施または回避す
べきことを示します。

本文中の「お願い」は安全上の要点、使用上の注意と同等の内容を示します。

警告

注意

正しい取扱いをしなければ、この危険のために、軽
傷・中程度の傷害を負ったり万一の場合には重傷
や死亡に至る恐れがあります。また、同様に重大な
物的損害をもたらす恐れがあります。

正しい取扱いをしなければ、この危険のために、時
に軽傷・中程度の傷害を負ったり、あるいは物的損
害を受ける恐れがあります。
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安全上のご注意
図記号の説明

 記号は、禁止（してはいけないこと）を意味しています。
   
   
具体的な内容は、  の中と文章で示します。
左図の場合は、「分解禁止」を表します。

 記号は、注意（警告を含む）を意味しています。
  
   
具体的な内容は、  の中の文章で示します。
左図の場合は、「一般的な注意」を表します。

 記号は、強制（必ず守ること）を意味しています。
  
    
具体的な内容は、  の中の文章で示します。
左図の場合は、「一般的な強制事項」を表します。
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安全上のご注意
通電中は、ユニットを分解したり内部に触れたりしないで
ください。                                             
感電の恐れがあります。

ユニットに入力する電圧／電流は、定められた範囲で入力
してください。
範囲外の電圧／電流を使用すると故障や火災の原因となり
ます。

プログラマブルコントローラ（PLC）の故障や外部要因に
よる異常が発生した場合も、システム全体が安全側に働くよ
うに、PLCの外部で安全対策を施してください。異常動作
により、重大な事故につながる恐れがあります。

非常停止回路、インターロック回路、リミット回路など、安
全保護に関する回路は、必ずPLC外部の制御回路で構成し
てください。
PLCは、自己診断能力で異常を検出したときや、運転停止
故障診断（FALS）命令を実行したとき、運転を停止して
全出力を OFF します。ただし、PLC 自己診断機能では検
出できない、入出力制御部や I/O メモリなどの異常時は、
意図しない出力をすることがあります。これらのいずれの
ときでも、システムが安全側に動作するよう、PLC外部で
対策を施してください。
出力リレーの溶着や焼損、出力トランジスタの破壊などに
よって、PLC の出力が ONまたは OFF になったままにな
ることがあります。このとき、システムが安全側に動作す
るよう、PLC外部で対策を施してください。
PLCのDC24V出力（サービス電源）が過負荷の状態また
は短絡されると、電圧が降下し、出力はOFFとなることが
あります。このとき、システムが安全側に動作するよう、
PLC外部で対策を施してください。

警 告
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安全上のご注意
運転を停止している状態（「プログラム」モード）において
も、CPUユニットは、I/O リフレッシュを行っています。
従って、以下のいずれかの操作によって、出力ユニットに割
付けられた出力リレーエリアのデータ、または高機能 I/Oユ
ニット／CPU高機能ユニットに割付けられた各リレーエリ
アのデータを変更する場合、十分に安全を確認してから行っ
てください。出力ユニットまたは高機能 I/Oユニット／
CPU高機能ユニットに接続された負荷が思いがけない動作
をする恐れがあります。

周辺ツール（パソコンツール）による、I/O メモリのCPU
ユニットへの転送操作
周辺ツールによる、現在値変更操作
周辺ツールによる、強制セット／リセット操作
メモリカードまたはＥＭファイルメモリからの、I/Oメモリ
ファイルのCPUユニットへの転送操作
 ネットワーク上の他の PLC または上位コンピュータから
の、I/Oメモリの転送操作

リレー出力をもつユニットは、常に振動が発生する場所に
設置しないでください。故障や誤動作の原因となります。

注 意
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安全上の要点
安全上の要点
信号線の断線、瞬時停電による異常信号などに備えて、ご使用者側でフェールセーフ対策を
施してください。
安全のために、インターロック回路、リミット回路などを、必ずPLCの外部回路に組込ん
でください。
 DIN レール取付、またはねじ取付は確実に行ってください。
電源事情が悪い場所では、定格の電圧（や周波数）の電源を供給できるようにしてご使用く
ださい。
外部配線の短絡に備えて、ブレーカなどの安全対策を施してください。
据付工事の際は、必ずD種接地（第3種接地）をしてください。
次のことを行うときは、PLC本体やスレーブの電源、通信用の電源をOFFにしてください。
・I/OユニットやCPUユニット、メモリカセット、マスタユニットの着脱
・リモート I/O ターミナルの端子台の着脱
・装置の組立
・ロータリスイッチの設定
・ケーブルの接続、配線
本製品を、分解して修理、改造しないでください。
端子台のネジは、マニュアルで指定した規定トルクで締めてください。ネジがゆるむと、発
火、誤動作、故障の原因となります。
 PLC のベース取付ネジ、スレーブの取付ネジ、ケーブルの取付ネジは、マニュアルで指定
した規定トルクで締めてください。
ラベルを付けたまま配線してください。
配線後は、放熱のため必ずラベルを外してください。
配線は、圧着端子を付けてください。撚合わせただけの電線を直接、端子台に接続しないで
ください。
配線やスイッチの設定に間違いがないかを十分確認してから通電してください。
 端子の極性、通信路と電源の配線および I/O 渡し時の電圧仕様は正しく行ってください。間
違われた場合、故障の原因となります。
正しく配線してください。
配線時は端子の極性に注意してください。
端子台、通信ケーブルなどロック機構のあるものは、必ずロックしていることを確認してか
ら使用してください。
製品を落下させたり、異常な振動・衝撃を加えないでください。故障や誤動作の原因になり
ます。
ユニットを輸送するときは、専用の梱包箱を使用してください。また、輸送中に過度な振動
や衝撃が加わらないように注意してください。
出力ユニットは、最大開閉能力を超える電圧の印加および負荷の接続をしないでください。
入力ユニットは、定格値を超える電圧を印加しないでください。
運転再開に必要なデータメモリや保持リレーの内容、パラメータおよびデータは、交換した
CPUユニット、高機能 I/Oユニットに転送してから運転を再開してください。
作成したユーザプログラムは、十分な動作確認を行った後、本運転に移行してください。
通信ケーブルの配線時には、以下の注意をお守りください。
・通信ケーブルは、動力線、高圧線からは離してください。
・通信ケーブルを折曲げないでください。
・通信ケーブルを過度に引張らないでください。
・通信ケーブルに重いものを載せないでください。
・通信ケーブルは、必ずダクト内に配線してください。
次の動作を行うときは、設備に影響がないことを確認してください。
・ PLC動作モードの変更
・リレー接点のセット／リセット
・ユーザプログラム上の設定値や現在値の変更
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安全上の要点
 設置した金属に触れるなどして、人体の静電気を放電させてからユニットに触れてくださ
い。
部品（リレー等）を交換する際は、必ず仕様が正しいことを確認した上で行ってください。
配線および施工の際は、ユニット内部に金属屑が入らないように注意してください。
配線をする際は、正しい配線部品をご使用ください。
通信ケーブル、コネクタは必ず指定のものをご使用ください。
運転時には、必ずスキャンリスト有効モードで使用してください。
リモート I/O の自由割付を設定したユニットのスキャンリストをクリアする場合は、I/O エ
リアが固定割付エリアに変更されても問題ないことを確認してから行ってください。
動作中のネットワークに新たなノードを追加する場合は、通信速度が一致していることを確
認してから行ってください。
通信距離および接続台数は仕様の範囲内でご使用ください。
耐環境スレーブは IP67の保護構造となっていますが、常時水没させての使用はしないでく
ださい。
本製品の I/O電源を投入した後に、負荷側の電源を投入するように、外部回路を構成してく
ださい。I/O 電源の投入時に、デジタル出力ユニット等の出力が瞬時的に ON することが
あります。
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EC指令への適合について
EC指令への適合について

適合指令
EMC指令

適合の考え方

■EMC指令
オムロンの EC 指令適合商品は各種機械、製造装置に組込まれ使用される電気機器であるた
め、組込んだ機械・装置がより容易に EMC 規格に適合できるように、関連する EMC 規格
の適合を図っています。よって、商品自身についての EMC 規格への適合性については確認
できますが、お客様の使用状態での適合性確認はできません。
EMCの性能は EC指令適合商品を組込んだ機器・制御盤の構成、配線状態、配置状態などに
より変化しますので、機械・装置全体での最終的な EMC 適合性の確認は、お客様自身で実
施していただくようにお願いいたします。

EC指令への適合について
DeviceNet の EC指令適合品は、設置するに当たり、以下の注意が必要です。
1． DeviceNet ユニットは盤内蔵型として定義されるため、必ず制御盤内に設置してくださ
い。

2． 通信電源、内部電源、I/O電源として使用するDC電源は、強化絶縁、または二重絶縁さ
れたものを使用してください。

3． DeviceNet の EC指令適合品は、EN61000-6-2、EN61000-6-4 に適合しています
が、特に Radiated emission（10m 法）に関しては、ご使用になる制御盤の構成、接
続される他の機器との関係、配線等により変化することがあります。従って、EC指令適
合品であるDeviceNet をご使用の場合でも、お客様にて機械・装置全体で EC指令適合
性を確認・対応していただく必要があります。

4． I/O 配線 30m未満の構成で適合性を確認しています。
10



EC指令への適合について
以下に、ノイズを減衰するための対策の一例を示します。
1． DeviceNet マスタユニットから 10cm 以内の通信ケーブルにフェライトコアを装着す
ると、通信ケーブルからの放射ノイズを減衰させることができます。
フェライトコア（データラインフィルタ）：0443164151（Fair-Rite 社製）
    
連絡先
   株式会社　日辰電機製作所　第三営業部
    TEL　04-2934-4151　FAX　04-2934-4155

2． 制御盤は、できるだけ太く短い電線で、確実にD種接地（第3種接地）してください。
3． DeviceNet 通信ケーブルは、できるだけ短い電線で、確実にD種接地（第3種接地）し
てください。

インピーダンス仕様

25MHz 100MHz

156Ω 250Ω

30mm

29mm

33mm

13mm
11
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使用上の注意

使用上の注意
本マニュアルに示すとおり、正しく設置してください。

次のような環境には設置しないでください。
日光が直接当たる場所
周囲温度や相対湿度が仕様値の範囲を超える場所
温度の変化が急激で結露するような場所
腐食性ガス、可燃性ガスのある場所
ちり、ほこり、塩分、鉄粉が多い場所
水、油、薬品などの飛沫がかかる場所（一般スレーブ）
酸、薬品などの飛沫がかかる場所（耐環境スレーブ）
本体に直接振動や衝撃が伝わる場所

次のような場所で使用する際は、遮蔽対策を十分に行ってください。
静電気などによるノイズが発生する場所
強い電界や磁界が生じる場所
放射能を被曝する恐れのある場所
電源線が近くを通る場所
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マニュアル改訂履歴

マニュアル改訂履歴
マニュアル改訂記号は、裏表紙の左下に記載されている Man.No. の後尾に付記されていま
す。

改訂記号 改訂日 改訂内容

－ 2002年 2月 初版印刷

B 2002年 5月 「5-1一般スレーブの共通仕様」に記載の耐衝撃、使用周囲湿度の
誤記修正

「6-1耐環境スレーブの共通仕様」に記載の耐衝撃の誤記修正

アナログスレーブの追加による改訂

C 2002年 12月 センサコネクタターミナルの追加による改訂

D 2003年 6月 リモート I/Oターミナル（リレー出力タイプ、3段端子台タイプ）
コネクタターミナル（MIL コネクタタイプ）の追加による改訂

E 2003年 11月 スクリューレスクランプターミナル、コネクタターミナル（センサ
コネクタ16点入出力タイプ）の追加による改訂

F 2004年 7月 新アナログスレーブ（アナログ入力ターミナル高分解能タイプ、温
度入力ターミナル）、ボードターミナル（MIL コネクタタイプ）の
追加による改訂

G 2005年 11月 耐環境ターミナル（標準タイプ）追加による改訂

H 2006年 6月 一般スレーブ（8点入力タイプ／8点出力タイプ／16点入出力タ
イプ）、コネクタターミナル（MIL コネクタ16点入力タイプ／
MIL コネクタ16点出力タイプ）、耐環境ターミナル（4点入力タ
イプ／4点出力タイプ）の追加による改訂

J 2008年 3月 スクリューレスクランプターミナル（16点入力タイプ／16点出
力タイプ）の追加による改訂

K 2009年 1月 誤記訂正による改訂

L 2009年 11月 誤記訂正による改訂

M 2014年6月 誤記訂正による改訂

N 2017年 8月 誤記訂正による改訂

P 2017年 12月 誤記訂正、ユニット通電時間に関する説明追加に伴う改訂

R 2022年 2月 誤記訂正、説明追加による改訂

S 2024年 1月 説明追加による改訂

T 2024年 6月 誤記訂正による改訂

Man. No. SBCD-324T
改訂記号
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関連マニュアル

関連マニュアル
DeviceNet に関わるマニュアルには、次のものがあります。併せてご覧ください。

Man.No. マニュアル名称 内容

SCCC-308□ DeviceNetTM ユーザーズマニュアル DeviceNet ネットワークの構成や接
続形態などについて説明しています。
ネットワークで使用するケーブルや
コネクタなどの接続関連機器の取付
方法や仕様、通信電源の供給方法の
詳細についても記載しています。

SBCD-312□ CVM1／ CV用DeviceNetTM マスタユ
ニット
SYSMAC α／ C200HS用
DeviceNetTM マスタユニット
ユーザーズマニュアル

C200HX／HG／HE／HS用、
CVM1／CVシリーズ用
DeviceNet マスタユニットの種類や
仕様、機能、使用方法などの詳細に
ついて説明しています。

SBCD-314□ CSシリーズ用DeviceNetTM ユニット
CJシリーズ用DeviceNetTM ユニット
ユーザーズマニュアル

CS／CJシリーズ用DeviceNet マ
スタユニットの種類や仕様、機能、
使用方法などの詳細について説明し
ています。

SBCD-324□
（本書）

DeviceNetTM DRT2シリーズ
スレーブマニュアル

DeviceNet スレーブの種類や機能、
仕様、使用方法などの詳細について
記載しています。

SBCD-305□ DeviceNetTM DRT1シリーズ
スレーブマニュアル

DeviceNet スレーブ DRT1シリー
ズの種類や機能、使用方法などの詳
細について記載しています。

SBCD-316□ DeviceNetTM コンフィグレータ Ver.2. □
オペレーションマニュアル

DeviceNet コンフィグレータの使用
方法について説明しています。

SBCD-306□ DeviceNetTM マルチプル I/Oターミナル
マニュアル

DeviceNet マルチプル I/Oターミナ
ルの種類や機能、仕様、使用方法な
どの詳細について記載しています。
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本書の構成

本書の構成

章タイトル 概要

第1章 特長とスレーブ一覧 DRT2シリーズ（スマートスレーブ）の機能概要、お
よびスレーブの種類について説明しています。

第2章 サンプルシステムでの立上げ

DeviceNet を使用できるようにするまでの手順を、例
を使って説明しています。簡単なシステムであれば、
説明に従って作業することで、動作確認まで行うこと
ができます。基本スレーブの動作確認用の簡単なプロ
グラム例も記載しています。

第3章 スレーブ共通の仕様
全スレーブに共通している通信仕様や、通信 LED表示
について説明しています。また、スマートスレーブで
のリモート I/O割付の詳細を説明しています。

第4章 各機能の説明

DRT2シリーズに搭載されたスレーブ全般の機能詳
細、および使用方法について説明しています。耐環境
スレーブのみ使用可能な機能などもありますので本章
でご確認の上、ご使用ください。

第5章 一般スレーブ

通常のスレーブ（一般スレーブ）の各部の名称や、端
子の配置などについて説明しています。また、一般ス
レーブで共通の仕様や、通信ケーブルの接続方法につ
いては章の冒頭で、スレーブの設定についてはスレー
ブ種別ごとの節の冒頭で、取付・配線方法については
節の最後で説明しています。

第6章 耐環境スレーブ

防塵・防水性能を高めたスレーブ（耐環境スレーブ：
IP67）の各部の名称や、端子の配置などについて説明
しています。また、耐環境スレーブで共通の仕様や、
通信ケーブルの接続方法については章の冒頭で、ス
レーブの設定についてはスレーブ種別ごとの節の冒頭
で、取付・配線方法については節の最後で説明してい
ます。

第7章 アナログスレーブ

アナログスレーブの概要、割付方法、各部の名称や配
線などについて説明しています。また、アナログス
レーブ特有の機能についての説明、および設定方法は
4章でなく本章にまとめて掲載していますのでこちら
をご覧ください。

第8章 通信タイミング

リモート I/O通信機能やメッセージ通信機能使用時の、
応答時間や伝送遅延時間など、通信の詳細について説
明しています。厳密な入出力タイミングが必要な場合
の参考としてください。

第9章 異常時の処置とメンテナンス

異常発生時の処置や、日常の点検などを行う方を対象
に、トラブルシューティングや、点検方法について記
載しています。異常に対する迅速な処置が行えるよう
に、マスタの取扱説明書と併せて、あらかじめよくお
読みください。

付録

Explicit メッセージの概要（コマンドの発行方法な
ど）、および各機能のコマンド一覧を掲載しています。
また、マルチベンダ環境で必要となる設定用ファイル
（EDSファイル）の取扱い、スレーブのデバイスプロ
ファイル、スレーブ・接続関連製品の一覧も記載して
います。



目次

はじめに............................................................................................. 1
ご承諾事項......................................................................................... 2
安全上のご注意................................................................................. 4
安全上の要点..................................................................................... 8
EC指令への適合について............................................................... 10
使用上の注意..................................................................................... 12
マニュアル改訂履歴 ......................................................................... 13
関連マニュアル................................................................................. 14
本書の構成......................................................................................... 15

第 1章 特長とスレーブ一覧
1-1 スマートスレーブDRT2の特長............................................................1-1
1-2 スレーブ形式一覧 .....................................................................................1-7

第 2章 サンプルシステムでの立上げ
2-1 基本的な使用手順と構成例......................................................................2-1
2-2 作業前の準備.............................................................................................2-3
2-3 ハードウェアの設定と配線......................................................................2-5
2-4 通信の開始.................................................................................................2-9
2-5 動作の確認.................................................................................................2-12

第 3章 スレーブ共通の仕様
3-1 スレーブ共通の仕様 .................................................................................3-1
3-2 DeviceNet リモート I/O通信...............................................................3-3

第 4章 各種機能の説明
4-1 DeviceNet コンフィグレータの画面説明............................................4-1
4-2 全スレーブ共通の機能..............................................................................4-5
4-3 一般スレーブ、耐環境スレーブの機能 ..................................................4-18

第 5章 一般スレーブ
5-1 一般スレーブの共通仕様..........................................................................5-1
5-2 一般スレーブへの通信ケーブルの接続 ..................................................5-3
5-3 終端抵抗の取付.........................................................................................5-8
5-4 メンテナンス情報画面..............................................................................5-9
5-5 リモート I/Oターミナル .........................................................................5-16
5-6 コネクタターミナル .................................................................................5-75
5-7 スクリューレスクランプターミナル ......................................................5-139
16



目次

第6章 耐環境スレーブ

6-1 耐環境スレーブの共通仕様 ..................................................................... 6-1
6-2 耐環境スレーブへの通信ケーブルの接続.............................................. 6-4
6-3 メンテナンス情報画面............................................................................. 6-8
6-4 耐環境ターミナル（高機能タイプ）........................................................ 6-14
6-5 耐環境ターミナル（標準タイプ）............................................................ 6-32
6-6 耐環境スレーブの取付と配線 ................................................................. 6-64

第 7章 アナログスレーブ
7-1 アナログスレーブの概要......................................................................... 7-1
7-2 アナログスレーブ共通の説明 ................................................................. 7-21
7-3 メンテナンス情報画面............................................................................. 7-25
7-4 アナログ入力ターミナル......................................................................... 7-31
7-5 アナログ出力ターミナル......................................................................... 7-83
7-6 温度入力ターミナル................................................................................. 7-108

第 8章 通信タイミング
8-1 リモート I/O通信の性能......................................................................... 8-1
8-2 メッセージ通信の性能............................................................................. 8-13

第 9章 異常時の処置とメンテナンス
9-1 LED表示の意味と異常時の処置............................................................ 9-1
9-2 トラブルシューティング......................................................................... 9-2
9-3 機器のメンテナンス................................................................................. 9-12

付録
付 -1 DeviceNet Explicit メッセージ機能...................................................付 -1
付 -2 他社製マスタと接続する場合 .................................................................付 -25
付 -3 ON積算時間／接点動作回数の一括読出を行う場合の制限事項........付 -77
付 -4 接続関連機器形式一覧.............................................................................付 -90
付 -5 消費電流一覧.......................................................................................................付 -101
付 -6 直流2線式センサとの接続の留意点...........................................................付 -104
付 -7 外部出力信号線の配線......................................................................................付 -105
付 -8 用語解説................................................................................................................付 -106
17





第 1章
特長とスレーブ一覧

1-1 スマートスレーブDRT2 の特長 .......................... 1-1
概要........................................................................................ 1-1
スマートスレーブDRT2シリーズの特長........................ 1-1

1-2 スレーブ形式一覧.................................................. 1-7
一般スレーブ........................................................................ 1-8
耐環境スレーブ.................................................................... 1-10
アナログスレーブ ................................................................ 1-11
スマートスレーブで使用できる各機能の有無一覧 .......... 1-12
各スレーブの取付方法、接続方式 ..................................... 1-18



1-1 スマートスレーブDRT2 の特長

 １

特
長
と
ス
レ
l
ブ
一
覧

1特長とスレーブ一覧

1-1 スマートスレーブDRT2の特長

概要
スマートスレーブDRT2シリーズは、単にON／OFF信号を入出力するだけでなく、設備
の稼働率向上に貢献する様々な情報を収集できます。
制御系システムとは別に、保全系システムを構築できます。これにより、既存のDeviceNet
配線のまま、制御と保全を両立させ、お客様の設備の立上げ時間の短縮、トラブル時の復旧
時間の短縮、設備の予防保全に貢献できます。

制御系システム：
PLCとのリモート I/O通信では、デフォルトでは、従来のスレーブと同様に実際の入出力
がノードアドレスごとに割付けられます。ただし、従来と異なり、実際の入出力以外にス
マートスレーブのステータス情報をマスタの IN エリアに割付けることもできます（コン
フィグレータまたはExplicit メッセージを使用して設定することによります）。
保全系システム：
コンフィグレータから、本スレーブ内部に記憶される各種の設備情報を読書きします。ま
たはマスタ（PLC、パソコン用 DeviceNet マスタボードなど）から本スレーブ宛てに
Explicit メッセージを発行することによって、同様の設備情報を読書きすることができま
す。

スマートスレーブDRT2 シリーズの特長
DRT2シリーズには次のような特長があります。

■全スレーブ共通の特長

ロータリスイッチによるノードアドレス設定
ノードアドレスの設定を、従来のディップスイッチ設定から、値がわかりやすいロータリス
イッチ設定にしました。また、ノードアドレスを、コンフィグレータから設定することも可
能です。

通信速度自動認識
従来はスレーブ側のディップスイッチで通信速度を設定することが必要でしたが、スマー
トスレーブでは、通信速度の設定は不要です。自動的にマスタの通信速度に合わせます。

リモート I/O通信
デフォルトの設定で割付を行うと、PLCからリモート I/O 通信をする場合の本スレーブの
割付は、従来のDRT1シリーズと同様に、実入出力のみの割付です。
スマートスレーブでは、コンフィグレータまたは Explicit メッセージを使用してユーザ設
定（デフォルトコネクションパスの設定）をすることにより、実際の入出力以外にスマー
トスレーブの以下のステータス情報をマスタに割付けることができます。
「汎用ステータスフラグ」、「Top／Valley検出タイミングフラグ」、「アナログステータスフラグ」

ネットワーク電源電圧モニタ機能
リモート I/O としては初めて、スレーブ内部でネットワーク電源電圧値（現在値、最大値、
最小値）を記憶できます。（コンフィグレータで読出可能）さらに、スレーブ内部に設定値
（監視電圧）を持っておき、ある電圧値まで下降したら、ステータスにより通知することが
できます。
1-1
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ユニット通電時間モニタ機能
スレーブ自体の内部回路電源の通電時間を積算し記録できます。（コンフィグレータまたは
Explicit メッセージで読出可能）さらに、スレーブ内部に設定値を持っておき、一定積算
時間に達したら、ステータスにより通知することができます。

ユニットコメント機能
ユニットごとにユーザが任意の名称を設定し、その名称をスレーブ内部に記憶できます。

接続機器コメント機能
スレーブに接続されているセンサやバルブなどの入出力接点ごとに任意のネーミングを設
定し、その名称をスレーブ内部に記憶できます。

通信異常履歴モニタ機能
過去4回分の通信異常発生時のエラー状態（通信異常要因コード、そのときの通信電源電
圧値）をスレーブ内部に蓄積することができます。（コンフィグレータで読出可能）

ラストメンテナンスデイト（メンテナンス機能）
メンテナンスした日付をユニット内に書込むことができます。コンフィグレータにより書
込可能です。

■一般スレーブ／耐環境スレーブ共通の特長

スレーブ用内部回路電源配線不要
ユニット自体の内部回路電源を通信電源からとります。そのため、ユニット自体の内部回
路電源配線が不要です。

I/O 電源状態モニタ機能
I/O 電源が入っているかどうかを検知し、ステータスで通知することができます。（コン
フィグレータまたはExplicit メッセージで読出可能）

入力フィルタ機能
設定時間間隔の間に複数回、入力値を読出し、ノイズ等によるデータとび、またはスイッ
チのチャタリングの除去をすることができます。
なお、この機能を使用して、 ONディレー動作、 OFFディレー動作をさせることもできます。

I/O 電源投入時の突入電流による誤動作防止機能
I/O 電源がOFFのときと、I/O電源がOFF→ ONになってからの100msの間は入力を
取込まないようにし、電源投入から安定するまでの間待機する機能です。これにより、I/O
電源での、立上がり時の突入電流による誤入力をなくすことができます。

接点動作回数モニタ機能
各入力接点または出力接点ごとのOFF→ONした回数をカウントし（分解能最大50Hz）、
記憶できます。（コンフィグレータまたは Explicit メッセージで読出可能）さらに、スレー
ブ内部に設定値を設定でき、設定値以上の値に達すると、ステータスにより通知すること
ができます。
注：1 つの接点における接点動作回数モニタ機能と、ON 積算時間モニタ機能との同時使用は
できません。

ON積算時間モニタ機能
スレーブ内部にセンサ、リレーなどの接続機器がONしている時間を積算し、記録します。
（コンフィグレータまたはExplicit メッセージで読出可能）さらに、スレーブ内部に設定値
を設定でき、設定値以上の値に達すると、ステータスにより通知することができます。
注：1 つの接点における ON 積算時間モニタ機能と、接点動作回数モニタ機能との同時使用は
できません。
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センサ電源短絡検知機能
I/O 電源電流を監視し、規定以上の電流が流れた場合、「センサ電源短絡」と判断して、セン
サ電源出力を強制的にOFFにします。
耐環境スレーブ（高機能タイプ）の場合
短絡を検知した場合、該当する接点番号を I/O状態 LEDで確認でき、コンフィグレータま
たは Explicit メッセージ通信によって、どのコネクタのセンサが短絡しているかを読出す
ことができます。短絡要因が除去されると、自動復帰します。

センサコネクタターミナルの場合
使用している接点のうち、どれか1つでも短絡を検知すると、ユニット単位で I/O電源を
OFF します。短絡検知異常はSHT0 LEDで確認でき、コンフィグレータまたは Explicit
メッセージ通信でも状態を読出すことができます。

スクリューレスクランプターミナル（形DRT2- □ D□□SLH（-1）のみ）の場合
短絡を検知した場合、該当する接点番号を I/O状態 LEDで確認でき、コンフィグレータま
たは Explicit メッセージ通信によって、どの端子のセンサが短絡しているかを読出すこと
ができます。短絡要因が除去されると、自動復帰します。

外部負荷短絡検知機能
出力部の負荷電流を監視し、出力ユニットに一定以上の電流が流れた場合、「外部負荷短絡」
と判断して、ユニットの出力回路の破壊防止のため、出力を強制的にOFFにします。外部
負荷短絡が検知された場合、ステータスビットの「外部負荷短絡検知フラグ」が ON とな
ります。「外部負荷短絡検知フラグ」はコンフィグレータ、またはExplicit メッセージで読
出すことも可能です。

センサ未接続検知機能
I/O 電源電流を監視し、「センサ未接続」を判断します。コンフィグレータ、または Explicit
メッセージ通信によって、どのセンサが未接続かを読出すことができます。

■一般スレーブ（リモート I/Oターミナル）の特長

端子台着脱構造
端子台を着脱することができます。

拡張 I/O ユニットの増設が可能
基本ユニットに対し1台の拡張ユニットを組合わせることができます。これにより、入力
16点＋出力8点や、入力24点（入力16点＋入力8点）などの、様々な I/O の組合わ
せが可能となり、システム構築の可能性を広げます。

動作時間モニタ機能
基本 I/Oユニット+拡張ユニットの場合
出力を ON にしてから入力が ON になるまでの時間を（ラダープログラム側に依存せず）
スレーブ側で高速に計測することができ、スレーブ内部に設定値を持っておくことにより、
一定時間を超えるとステータスで通知することができます。（コンフィグレータまたは
Explicit メッセージで読出可能）
ただし、形 DRT2-MD16（-1）は拡張ユニットの増設は不可ですが、動作時間の計測は
行えます。
3段端子台ターミナルの場合
従来は入出力（OUT-IN）の計測しかできなかったのに対し、これらのユニットでは、IN-
IN、OUT-OUTといった組合わせでも動作時間を計測できます。また、トリガエッジ（ON
→ OFF またはOFF → ON）の選択や、入力No.、出力 No. の組合わせも自由に行え、フ
レキシブルな設定が可能です。
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■一般スレーブ（コネクタターミナル）の特長

業界標準センサコネクタによる配線（センサコネクタターミナル）
業界標準のセンサコネクタを搭載することにより、入出力部の配線を標準化し、より簡単
な省工数での配線が可能です。

動作時間モニタ
センサコネクタターミナルの場合
出力を ON にしてから入力が ON になるまでの時間を（ラダープログラム側に依存せず）
スレーブ側で高速に計測することができ、スレーブ内部に設定値を持っておくことにより、
一定時間を超えるとステータスで通知することができます。（コンフィグレータまたは
Explicit メッセージで読出可能）
MIL コネクタターミナル／ボードターミナルの場合
従来は入出力（OUT-IN）の計測しかできなかったのに対し、これらのユニットでは、IN-
IN、OUT-OUTといった組合わせでも動作時間を計測できます。また、トリガエッジ（ON
→OFF またはOFF → ON）の選択や、入力No.、出力 No. の組合わせも自由に行え、フ
レキシブルな設定が可能です。

■一般スレーブ（スクリューレスクランプターミナル）の特長

省工数にこだわったクランプ端子台
I/O の配線には棒端子を差込むだけの省配線型スクリューレスクランプ端子台を搭載。取
外しもリリースボタンを押すだけです。

検知機能を標準装備（形DRT2- □ D□□ SLH（-1）のみ）
センサの短絡・未接続（開放）、外部負荷の短絡・断線の検知機能を使用することにより、
コンフィグレータまたは Explicit メッセージ通信で検知結果を読出せます。故障箇所の早
期特定、復帰を実現可能にします。

動作時間モニタ
従来は入出力（OUT-IN）の計測しかできなかったのに対し、これらのユニットでは、IN-
IN、OUT-OUTといった組合わせでも動作時間を計測できます。また、トリガエッジ（ON
→OFF またはOFF → ON）の選択や、入力No.、出力 No. の組合わせも自由に行え、フ
レキシブルな設定が可能です。

■耐環境スレーブの特長

高い耐環境性の防塵・防滴（IP67）を実現
油・水が飛散する厳しい環境でもご使用いただける耐環境性能を有していますので
（IP67）、耐環境用ボックスが不要となり、装置の小型化および配線工数の削減が可能とな
ります。

入力機器用電源配線不要（高機能タイプのみ）
通信用電源、内部回路電源、および入力機器用電源を共用し、通信用電源1系統だけの配
線となります。標準タイプの場合は入出力機器の電源配線は必要となります。

高負荷の機器を接続可能（最大 1.5A　高機能タイプのみ）
定格出力電流が1.5Aであるため、負荷の大きな出力機器でも直接接続可能となります。

動作時間モニタ機能（形DRT2-MD16CL（-1）／形 DRT2- □ D04CL（-1）のみ）
出力を ON にしてから入力が ON になるまでの時間を（ラダープログラム側に依存せず）
スレーブ側で高速に計測することができ、スレーブ内部に設定値を持っておくことにより、
一定時間を超えるとステータスで通知することができます。（コンフィグレータまたは
Explicit メッセージで読出可能）
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■アナログスレーブの特長

AD変換点数の設定（形DRT2-AD04 のみ）
アナログ入力4点をすべて使用するときの変換サイクルは4ms以下です。使用点数（AD
変換点数）を少なくすることにより、AD変換サイクルを速めることができます。

移動平均処理機能（入力ユニットのみ）
アナログ入力ターミナル、または温度入力ターミナルでは過去8回分の入力の平均値（移
動平均）を演算し、変換データとします。入力が細かく変動しているような場合には平均
化処理を行うことにより、滑らかな入力値を得ることができます。

スケーリング機能
変換されたデータをユーザ任意の値にスケーリングすることができます。スレーブ側での
スケーリング機能を使用することにより、マスタ側でのラダープログラム上の演算処理を
省くことができます。また、オフセット補正機能により、スケーリング後の値をオフセッ
ト調整することができます。

ピークボトムホールド機能（入力ユニットのみ）
アナログ入力ターミナル、または温度入力ターミナルに取込まれた入力値の最大（ピーク）
値、または最小（ボトム）値を保持します。なお、最大（ピーク）値、最小（ボトム）値
を警報設定値と比較演算し、ステータス情報としてフラグを立てることもできます。（コン
パレート機能）

トップバレーホールド機能（入力ユニットのみ）
アナログ入力ターミナル、または温度入力ターミナルに取込まれた入力値の「山の頂上」、
または「谷の底」の値を保持します。Top 値（山の頂上）、Valley 値（谷の底）は「Top
／ Valley 検出タイミングフラグ」により山または谷が検出されたタイミングを確認するこ
とができます。なお、警報設定値と比較演算し、ステータス情報としてフラグを立てるこ
ともできます。（コンパレート機能）

変化率演算機能（入力ユニットのみ）
アナログ入力ターミナル、または温度入力ターミナルに取込まれた入力値のデータの設定
サンプリング周期ごとの変化率を求めることができます。

コンパレート機能（入力ユニットのみ）
アナログ入力ターミナル、または温度入力ターミナルに取込まれた入力値のデータ、また
は演算処理されたデータを警報設定値（上上限、上限、下下限、下限）と比較し、結果を
「アナログステータスフラグ」に反映させることができます。なお、設定範囲以外の場合は
正常フラグ（Pass 信号）がONとなります。

断線検知機能（入力ユニットのみ）
アナログ入力ターミナルの場合は AD 変換点数の設定で有効となっているチャネルのアナ
ログ入力配線（電圧入力、または電流入力）が断線しているかをチャネルごとの断線検知
フラグにより、マスタ側で確認することができます。本機能は入力レンジが「1～5V」ま
たは、「4～20mA」のみ、有効となります。
温度入力ターミナルの場合も、接続されているセンサ入力を各接点ごとに断線しているか
どうかのチェックを行います。断線した箇所は断線検知フラグにてマスタ側で確認するこ
とができます。

ユーザー校正機能
入力または出力機器の特性や接続方法などにより、入力値（または出力値）にずれが生じ
るような場合に「ずれ」を補正し、入力（または出力）を調整することができる機能です。
0％および100％の2点で変換直線を補正します。
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積分機能
入力（または出力）したアナログ値、または温度入力値の時間積分を演算し、累積値を読
出せる機能です。
また、ユニット内に監視値を設定することができ、積分値が監視設定値を超えた場合、汎
用ステータスフラグの「積分値監視ビット」がONします。

異常時の出力値設定機能（出力ユニットのみ）
通信異常が発生した際の出力ユニットの出力値をチャネル単位で設定することができま
す。

トップバレーカウント機能（温度入力ユニットのみ）
温度入力値が一定の温度変化を繰返すサイクルを持つようなアプリケーションで、極大（極
小）の数をカウントします。そのサイクル数が監視設定値を超えた場合、ステータスを
Explicit メッセージにて読出せます。

設定範囲内時間カウント機能（温度入力ユニットのみ）
温度入力値がユーザ任意に設定した温度範囲内で取込まれている時間のみを1秒単位で計
測することができます。計測値が監視設定値を超えた場合、ステータスを Explicit メッセー
ジにて読出せます。

入力CH間温度差検出機能（温度入力ユニットのみ）
ユニットの入力間（0 ～ 3）のそれぞれの温度差を検出し、内部でその温度差と監視設定
値との比較演算を行います。温度差が監視設定値を超えた場合、ステータスを Explicit メッ
セージにて読出せます。
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1-2 スレーブ形式一覧
スマートスレーブDRT2シリーズは、以下のように分類することができます。

・一般スレーブ： 通信ケーブルの接続に通常のコネクタを使用するデジタル値
の入出力機能を持ったスレーブ

・耐環境スレーブ： 通信ケーブルの接続に丸型防水コネクタを使用する入出力機
能を持ったスレーブ

・アナログスレーブ： 通信ケーブルの接続に通常のコネクタを使用するアナログ値
の入出力機能を持ったスレーブ
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一般スレーブ

種類 外観 I/O点数 形式 特長

リ
モ
ｌ
ト
Ｉ
／
Ｏ
タ
ｌ
ミ
ナ
ル

トランジスタ
タイプ

入力8点（NPN対応） 形DRT2-ID08

端子台はネジによる着
脱方式

入力8点（PNP対応） 形DRT2-ID08-1

出力8点（NPN対応） 形DRT2-OD08

出力8点（PNP対応） 形DRT2-OD08-1

入力16点（NPN対応） 形DRT2-ID16

入力16点（PNP対応） 形DRT2-ID16-1

出力16点（NPN対応） 形DRT2-OD16

出力16点（PNP対応） 形DRT2-OD16-1

入力8点／出力8点
（NPN対応） 形DRT2-MD16

入力8点／出力8点
（PNP対応） 形DRT2-MD16-1

リレー出力
タイプ 出力16点 形DRT2-ROS16 リレー出力タイプ

拡張ユニット
トランジスタ
タイプ

入力16点（NPN対応） 形XWT-ID16

基本ユニットに対し、
点数の拡張が可能な増
設型ユニット

入力16点（PNP対応） 形XWT-ID16-1

出力16点（NPN対応） 形XWT-OD16

出力16点（PNP対応） 形XWT-OD16-1

入力8点（NPN対応） 形XWT-ID08

入力8点（PNP対応） 形XWT-ID08-1

出力8点（NPN対応） 形XWT-OD08

出力8点（PNP対応） 形XWT-OD08-1

3段端子台
トランジスタ
タイプ

入力16点（NPN対応） 形DRT2-ID16TA

共締めなしで配線箇所
がわかりやすい
拡張ユニットの増設は
不可

入力16点（PNP対応） 形DRT2-ID16TA-1

出力16点（NPN対応） 形DRT2-OD16TA

出力16点（PNP対応） 形DRT2-OD16TA-1

入力8点／出力8点
（NPN対応） 形DRT2-MD16TA

入力8点／出力8点
（PNP対応） 形DRT2-MD16TA-1
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コ
ネ
ク
タ
タ
ｌ
ミ
ナ
ル

センサ
コネクタ
トランジスタ
タイプ

入力16点（NPN対応） 形DRT2-ID16S

業界標準センサコネク
タを搭載

入力16点（PNP対応） 形DRT2-ID16S-1

入力 8点／出力8点
（NPN対応） 形DRT2-MD16S

入力8点／出力8点
（PNP対応） 形DRT2-MD16S-1

MIL コネクタ
トランジスタ
タイプ

入力16点（NPN対応） 形DRT2-ID16ML
MIL 対応ケーブルを介
してリレーターミナル
などと接続可能

入力16点（PNP対応） 形DRT2-ID16ML-1

出力 16点（NPN対応） 形DRT2-OD16ML

出力16点（PNP対応） 形DRT2-OD16ML-1

入力 16点（NPN対応） 形DRT2-ID16MLX

コネクタケーブル
（10cm）付き

入力16点（PNP対応） 形DRT2-ID16MLX-1

出力 16点（NPN対応） 形DRT2-OD16MLX

出力16点（PNP対応） 形DRT2-OD16MLX-1

入力 32点（NPN対応） 形DRT2-ID32ML

MIL 対応ケーブルを介
してリレーターミナル
などと接続可能

入力32点（PNP対応） 形DRT2-ID32ML-1

出力 32点（NPN対応） 形DRT2-OD32ML

出力32点（PNP対応） 形DRT2-OD32ML-1

入力 16点／出力16点
（NPN対応） 形DRT2-MD32ML

入力16点／出力16点
（PNP対応） 形DRT2-MD32ML-1

ボード
ターミナル
MIL コネクタ
トランジスタ
タイプ

入力32点（NPN対応） 形DRT2-ID32B

MIL コネクタが平行方
向に実装

入力32点（PNP対応） 形DRT2-ID32B-1

出力 32点（NPN対応） 形DRT2-OD32B

出力32点（PNP対応） 形DRT2-OD32B-1

入力 16点／出力16点
（NPN対応） 形DRT2-MD32B

入力16点／出力16点
（PNP対応） 形DRT2-MD32B-1

入力 32点（NPN対応） 形DRT2-ID32BV

MIL コネクタが垂直方
向に実装

入力32点（PNP対応） 形DRT2-ID32BV-1

出力 32点（NPN対応） 形DRT2-OD32BV

出力32点（PNP対応） 形DRT2-OD32BV-1

入力 16点／出力16点
（NPN対応） 形DRT2-MD32BV

入力16点／出力16点
（PNP対応） 形DRT2-MD32BV-1

種類 外観 I/O点数 形式 特長
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耐環境スレーブ

ス
ク
リ
ュ
ｌ
レ
ス
ク
ラ
ン
プ
タ
ｌ
ミ
ナ
ル

トランジスタ
タイプ

入力16点（NPN対応） 形DRT2-ID16SL

検知機能なしタイプ
入力16点（PNP対応） 形DRT2-ID16SL-1

出力16点（NPN対応） 形DRT2-OD16SL

出力16点（PNP対応） 形DRT2-OD16SL-1

入力16点（NPN対応） 形DRT2-ID16SLH

検知機能ありタイプ
入力16点（PNP対応） 形DRT2-ID16SLH-1

出力16点（NPN対応） 形DRT2-OD16SLH

出力16点（PNP対応） 形DRT2-OD16SLH-1

入力32点（NPN対応） 形DRT2-ID32SL

検知機能なしタイプ

入力32点（PNP対応） 形DRT2-ID32SL-1

出力32点（NPN対応） 形DRT2-OD32SL

出力32点（PNP対応） 形DRT2-OD32SL-1

入力16点／出力16点
（NPN対応） 形DRT2-MD32SL

入力16点／出力16点
（PNP対応） 形DRT2-MD32SL-1

入力32点（NPN対応） 形DRT2-ID32SLH

検知機能ありタイプ

入力32点（PNP対応） 形DRT2-ID32SLH-1

出力32点（NPN対応） 形DRT2-OD32SLH

出力32点（PNP対応） 形DRT2-OD32SLH-1

入力16点／出力16点
（NPN対応） 形DRT2-MD32SLH

入力16点／出力16点
（PNP対応） 形DRT2-MD32SLH-1

名称 外観 I/O点数 形式 特長

耐環境ターミナル
（高機能タイプ）

入力8点（NPN対応） 形DRT2-ID08C

IP67の防水・耐油・
耐スパッタ構造
検知機能ありタイプ

入力8点（PNP対応） 形DRT2-ID08C-1

入力16点（NPN対応） 形DRT2-HD16C

入力16点（PNP対応） 形DRT2-HD16C-1

出力8点（NPN対応） 形DRT2-OD08C

出力8点（PNP対応） 形DRT2-OD08C-1

種類 外観 I/O点数 形式 特長
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1-2 スレーブ形式一覧

 １

特
長
と
ス
レ
l
ブ
一
覧

アナログスレーブ

耐環境
ターミナル
（標準タイプ）

入力4点（NPN対応） 形DRT2-ID04CL

IP67の防水・耐油・
耐スパッタ構造
検知機能なしタイプ

入力4点（PNP対応） 形DRT2-ID04CL-1

出力4点（NPN対応） 形DRT2-OD04CL

出力4点（PNP対応） 形DRT2-OD04CL-1

入力8点（NPN対応） 形DRT2-ID08CL

入力8点（PNP対応） 形DRT2-ID08CL-1

入力16点（NPN対応） 形DRT2-HD16CL

入力16点（PNP対応） 形DRT2-HD16CL-1

出力8点（NPN対応） 形DRT2-OD08CL

出力8点（PNP対応） 形DRT2-OD08CL-1

出力16点（NPN対応） 形DRT2-WD16CL

出力16点（PNP対応） 形DRT2-WD16CL-1

入力8点／出力8点
（NPN対応） 形DRT2-MD16CL

入力8点／出力8点
（PNP対応） 形DRT2-MD16CL-1

名称 外観 I/O点数 形式 特長

アナログ
ターミナル

入力4点
（0～5V、1～5V、0～10V、
ｰ 10～ +10V、0～ 20mA、4
～20mA）

形DRT2-AD04

端子台はネジによ
る着脱方式
形DRT2-
AD04Hは高分解
能タイプ
（1／30000フ
ルスケール）

入力4点
（0～5V、1～5V、0～10V、
0～20mA、4～20mA）

形DRT2-AD04H

出力2点
（0～5V、1～5V、0～10V、
ｰ 10～ +10V、0～ 20mA、4
～20mA）

形DRT2-DA02

温度入力
ターミナル

入力4点
（R、S、K1、K2、J1、J2、T、
E、B、N、L1、L2、U、W、
PLⅡ切替可）

形DRT2-TS04T 熱電対タイプによ
る入力

入力4点
（PT、JPT、PT2、JPT2切替可） 形DRT2-TS04P

測温抵抗体タイプ
による入力

名称 外観 I/O点数 形式 特長
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1-2 スレーブ形式一覧

　１

特
長
と
ス
レ
l
ブ
一
覧

スマートスレーブで使用できる各機能の有無一覧
                                                                                   ○：機能あり、－：機能なし

*1：形DRT2- □ D08（-1）は動作時間モニタ機能は使用できません。
*2：形DRT2- □ D08（-1）／形DRT2-MD16（-1）は拡張ユニットの増設は行えません。

1つの接点において、接点動作回数モニタ機能とON積算時間モニタ機能は同時に使用でき
ませんのでご注意ください。

機能

一般スレーブ

リモート I/Oターミナル

スタンダードタイプ リレー出力 3段端子台タイプ

入力 出力 入出力 出力 入力 出力 入出力

動作時間モニタ機能 ○（入力+出力のみ）*1 ○

接点動作回数モニタ機能 ○

ユニット通電時間モニタ機能 ○

ON積算時間モニタ機能 ○

ユニットコメント機能 ○

接続機器コメント機能 ○

ネットワーク電源電圧モニタ機能 ○

I/O電源状態モニタ機能　 ○ － ○

通信異常履歴モニタ機能 ○

入力フィルタ機能 ○ － ○ － ○ － ○

電源投入時の突入電流による誤動作防止機能 ○ － ○ － ○ － ○

センサ電源短絡検知機能 －

センサ未接続検知機能 －

外部負荷短絡検知機能 －

外部負荷断線検知機能 －

端子台脱着構造　 ○

通信速度自動認識機能 ○

ユニット用電源配線不要 ○

入力機器用電源配線不要 － ○ － － －

拡張 I/Oユニットの増設が可能 ○*2 － － －

スケーリング機能 －

ユーザー校正機能 －

ラストメンテナンスデイト ○

積分機能 －

移動平均処理機能 －

AD変換点数（変換サイクル）の設定 －

ピークボトムホールド機能 －

トップバレーホールド機能 －

変化率演算機能 －

コンパレート機能 －

異常時の出力値設定機能 －
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1-2 スレーブ形式一覧

 １

特
長
と
ス
レ
l
ブ
一
覧

                                                                                   ○：機能あり、－：機能なし

1つの接点において、接点動作回数モニタ機能とON積算時間モニタ機能は同時に使用でき
ませんのでご注意ください。

機能

一般スレーブ

コネクタターミナル

センサコネクタタイプ MIL コネクタタイプ
（ボードターミナル）

入力 入出力 入力 出力 入出力

動作時間モニタ機能 － ○ ○

接点動作回数モニタ機能 ○

ユニット通電時間モニタ機能 ○

ON積算時間モニタ機能 ○

ユニットコメント機能 ○

接続機器コメント機能 ○

ネットワーク電源電圧モニタ機能 ○

I/O電源状態モニタ機能　 － ○

通信異常履歴モニタ機能 ○

入力フィルタ機能 ○ ○ － ○

電源投入時の突入電流による誤動作防止機能 ○ ○ － ○

センサ電源短絡検知機能 ○ －

センサ未接続検知機能 －

外部負荷短絡検知機能 － ○ －

外部負荷断線検知機能 －

端子台脱着構造　 －

通信速度自動認識機能 ○

ユニット用電源配線不要 ○

入力機器用電源配線不要 ○ －

拡張 I/Oユニットの増設が可能 －

スケーリング機能 －

ユーザー校正機能 －

ラストメンテナンスデイト ○

積分機能 －

移動平均処理機能 －

AD変換点数（変換サイクル）の設定 －

ピークボトムホールド機能 －

トップバレーホールド機能 －

変化率演算機能 －

コンパレート機能 －

異常時の出力値設定機能 －
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1-2 スレーブ形式一覧

　１

特
長
と
ス
レ
l
ブ
一
覧

                                                                                   ○：機能あり、－：機能なし

1つの接点において、接点動作回数モニタ機能とON積算時間モニタ機能は同時に使用でき
ませんのでご注意ください。

機能

一般スレーブ

スクリューレスクランプターミナル

DRT2- □ D16SLH
（検知機能あり）

DRT2- □ D16SL
（検知機能なし）

入力 出力 入力 出力

動作時間モニタ機能 ○

接点動作回数モニタ機能 ○

ユニット通電時間モニタ機能 ○

ON積算時間モニタ機能 ○

ユニットコメント機能 ○

接続機器コメント機能 ○

ネットワーク電源電圧モニタ機能 ○

I/O電源状態モニタ機能 ○

通信異常履歴モニタ機能 ○

入力フィルタ機能 ○ － ○ －

電源投入時の突入電流による誤動作防止機能 ○ － ○ －

センサ電源短絡検知機能 ○ － －

センサ未接続検知機能 ○ － －

外部負荷短絡検知機能 － ○ －

外部負荷断線検知機能 － ○ －

端子台脱着構造　 ○

通信速度自動認識機能 ○

ユニット用電源配線不要 ○

入力機器用電源配線不要 －

拡張 I/Oユニットの増設が可能 －

スケーリング機能 －

ユーザー校正機能 －

ラストメンテナンスデイト ○

積分機能 －

移動平均処理機能 －

AD変換点数（変換サイクル）の設定 －

ピークボトムホールド機能 －

トップバレーホールド機能 －

変化率演算機能 －

コンパレート機能 －

異常時の出力値設定機能 －
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1-2 スレーブ形式一覧

 １

特
長
と
ス
レ
l
ブ
一
覧

                                                                                   ○：機能あり、－：機能なし

　*1：形 DRT2-OD32SLH-1/MD32SLH-1 はユニットバージョン 2.0 より「外部負荷短絡検知機能」
が搭載されています。

1つの接点において、接点動作回数モニタ機能とON積算時間モニタ機能は同時に使用でき
ませんのでご注意ください。

機能

一般スレーブ

スクリューレスクランプターミナル

DRT2- □ D32SLH
（検知機能あり）

DRT2- □ D32SL
（検知機能なし）

入力 出力 入出力 入力 出力 入出力

動作時間モニタ機能 ○ ○

接点動作回数モニタ機能 ○

ユニット通電時間モニタ機能 ○

ON積算時間モニタ機能 ○

ユニットコメント機能 ○

接続機器コメント機能 ○

ネットワーク電源電圧モニタ機能 ○

I/O電源状態モニタ機能　 ○

通信異常履歴モニタ機能 ○

入力フィルタ機能 ○ － ○ ○ － ○

電源投入時の突入電流による誤動作防止機能 ○ － ○ ○ － ○

センサ電源短絡検知機能 ○ － ○ －

センサ未接続検知機能 ○ － ○ －

外部負荷短絡検知機能 － ○*1 ○ *1 －

外部負荷断線検知機能 － ○ ○ －

端子台脱着構造　 ○

通信速度自動認識機能 ○

ユニット用電源配線不要 ○

入力機器用電源配線不要 －

拡張 I/Oユニットの増設が可能 －

スケーリング機能 －

ユーザー校正機能 －

ラストメンテナンスデイト ○

積分機能 －

移動平均処理機能 －

AD変換点数（変換サイクル）の設定 －

ピークボトムホールド機能 －

トップバレーホールド機能 －

変化率演算機能 －

コンパレート機能 －

異常時の出力値設定機能 －
1-15



1-2 スレーブ形式一覧

　１

特
長
と
ス
レ
l
ブ
一
覧

                                                                                   ○：機能あり、－：機能なし

　*1：DRT2- □ D04CL（-1）については動作時間モニタ機能は使用できます。

1つの接点において、接点動作回数モニタ機能とON積算時間モニタ機能は同時に使用でき
ませんのでご注意ください。

機能

耐環境スレーブ

高機能タイプ 標準タイプ

入力 出力 入力 出力 入出力

動作時間モニタ機能 － －*1 ○

接点動作回数モニタ機能 ○ ○ ○ ○ ○

ユニット通電時間モニタ機能 ○ ○ ○ ○ ○

ON積算時間モニタ機能 ○ ○ ○ ○ ○

ユニットコメント機能 ○ ○ ○ ○ ○

接続機器コメント機能 ○ ○ ○ ○ ○

ネットワーク電源電圧モニタ機能 ○ ○ ○ ○ ○

I/O電源状態モニタ機能 － ○ ○ ○ ○

通信異常履歴モニタ機能 ○ ○ ○ ○ ○

入力フィルタ機能 ○ － ○ － ○

電源投入時の突入電流による誤動作防止機能 ○ － ○ － ○

センサ電源短絡検知機能 ○ － － － －

センサ未接続検知機能 ○ － － － －

外部負荷短絡検知機能 － ○ － － －

外部負荷断線検知機能 － － － － －

端子台脱着構造 － － － － －

通信速度自動認識機能 ○ ○ ○ ○ ○

ユニット用電源配線不要 ○ ○ ○ ○ ○

入力機器用電源配線不要 ○ － － － －

拡張 I/Oユニットの増設が可能 － － － － －

スケーリング機能 － － － － －

ユーザー校正機能 － － － － －

ラストメンテナンスデイト ○ ○ ○ ○ ○

積分機能 － － － － －

移動平均処理機能 － － － － －

AD変換点数（変換サイクル）の設定 － － － － －

ピークボトムホールド機能 － － － － －

トップバレーホールド機能 － － － － －

変化率演算機能 － － － － －

コンパレート機能 － － － － －

異常時の出力値設定機能 － － － － －

トップバレーカウント機能 － － － － －

設定範囲内時間カウント機能 － － － － －

入力CH間温度差検出機能 － － － － －
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1-2 スレーブ形式一覧

 １

特
長
と
ス
レ
l
ブ
一
覧

                                                                                   ○：機能あり、－：機能なし

1つの接点において、接点動作回数モニタ機能とON積算時間モニタ機能は同時に使用でき
ませんのでご注意ください。

機能

アナログスレーブ

アナログターミナル 温度入力
ターミナルDRT2-AD04 DRT2-AD04H DRT2-DA02

入力 出力 入力

動作時間モニタ機能 － － － －

接点動作回数モニタ機能 － － － －

ユニット通電時間モニタ機能 ○ ○ ○ ○

ON積算時間モニタ機能 － － － －

ユニットコメント機能 ○ ○ ○ ○

接続機器コメント機能 ○ ○ ○ ○

ネットワーク電源電圧モニタ機能 ○ ○ ○ ○

I/O電源状態モニタ機能 － － － －

通信異常履歴モニタ機能 ○ ○ ○ ○

入力フィルタ機能 － － － －

電源投入時の突入電流による誤動作防止機能 － － － －

センサ電源短絡検知機能 － － － －

センサ未接続検知機能 － － － －

外部負荷短絡検知機能 － － － －

外部負荷断線検知機能 － － － －

端子台脱着構造 ○ ○ ○ ○

通信速度自動認識機能 ○ ○ ○ ○

ユニット用電源配線不要 ○ ○ ○ ○

入力機器用電源配線不要 － － － －

拡張 I/Oユニットの増設が可能 － － － －

スケーリング機能 ○ ○ ○ ○

ユーザー校正機能 ○ ○ ○ ○

ラストメンテナンスデイト ○ ○ ○ ○

積分機能 ○ ○ ○ ○

移動平均処理機能 ○ ○ － ○

AD変換点数（変換サイクル）の設定 ○ － － －

ピークボトムホールド機能 ○ ○ － ○

トップバレーホールド機能 ○ ○ － ○

変化率演算機能 ○ ○ － ○

コンパレート機能 ○ ○ － ○

異常時の出力値設定機能 － － ○ －

トップバレーカウント機能 － － － ○

設定範囲内時間カウント機能 － － － ○

入力CH間温度差検出機能 － － － ○
1-17



1-2 スレーブ形式一覧

　１

特
長
と
ス
レ
l
ブ
一
覧

各スレーブの取付方法、接続方式

ス
レ
 l
ブ
種
別

通
信
ケ
 l
ブ
ル

名称 形式 スレーブ
取付方法

I/O
接続形態 内部電源 I/O電源

一
般
ス
レ
 l
ブ

通
常
の
角
型
コ
ネ
ク
タ

リモート I/Oターミナル
（トランジスタタイプ）

形DRT2-ID08（-1）

DIN レール

M3端子台

通信電源
と共用

外部より
電源供給
が必要

形DRT2-OD08（-1）

形DRT2-ID16（-1）

形DRT2-OD16（-1）

形DRT2-MD16（-1）

リモート I/Oターミナル
（3段端子台トランジス
タタイプ）

形DRT2-ID16TA（-1） DIN レール
または
ネジ取付

形DRT2-OD16TA（-1）

形DRT2-MD16TA（-1）

リモート I/Oターミナル
拡張ユニット
（トランジスタタイプ）

形XWT-ID16（-1）

DIN レール

次ページ
「お願い」
参照

形XWT-OD16（-1）

形 XWT-ID08（-1）

形 XWT-OD08（-1）

リモート I/Oターミナル
（リレー出力ユニット） 形DRT2-ROS16 リレー 通信電源

と共用
ただし、
形
MD16S
（-1）の
出力部は
外部より
電源供給
が必要

センサコネクタ
ターミナル
（トランジスタタイプ）

形DRT2-ID16S（-1）

DIN レール
または
ネジ取付

業界標準
コネクタ形DRT2-MD16S（-1）

コネクタターミナル
（MIL コネクタトランジ
スタタイプ）

形DRT2-ID16ML（-1）

DIN レール
または
取付金具で
ネジ取付

MIL タイプ
コネクタ

外部より
電源供給
が必要

形DRT2-OD16ML（-1）

形DRT2-ID16MLX（-1）

形DRT2-OD16MLX（-1）

形DRT2-ID32ML（-1）

形DRT2-OD32ML（-1）

形DRT2-MD32ML（-1）

ボードターミナル
（MIL コネクタトランジ
スタタイプ）

形DRT2-ID32B（-1）

ネジ取付

形DRT2-OD32B（-1）

形DRT2-MD32B（-1）

形DRT2-ID32BV（-1）

形DRT2-OD32BV（-1）

形DRT2-MD32BV（-1）
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拡張ユニットへの I/O 電源供給は下表に従って行ってください。

ス
レ
 l
ブ
種
別

通
信
ケ
 l
ブ
ル

名称 形式 スレーブ
取付方法

I/O
接続形態 内部電源 I/O電源

一
般
ス
レ
 l
ブ

通
常
の
角
型
コ
ネ
ク
タ

スクリューレスクランプ
ターミナル
（トランジスタタイプ）

形DRT2-ID16SL（-1）

DIN レール
スクリュー
レスクラン
プ

通信電源
と共用

外部より
電源供給
が必要

形DRT2-OD16SL（-1）

形DRT2-ID32SL（-1）

形DRT2-OD32SL（-1）

形DRT2-MD32SL（-1）

形DRT2-ID16SLH（-1）

形DRT2-OD16SLH（-1）

形DRT2-ID32SLH（-1）

形DRT2-OD32SLH（-1）

形DRT2-MD32SLH（-1）

組合わせ 拡張ユニットへの I/O電源供給の要／不要

基本ユニット入力（IN）＋拡張ユニット入力（IN）の場合 供給不要
（基本ユニットの I/O電源と共用）（例）形DRT2-ID16＋形XWT-ID16

基本ユニット入力（IN）＋拡張ユニット出力（OUT）の場合 供給必要
（両ユニットに I/O電源の供給が必要）（例）形DRT2-ID16＋形XWT-OD16

基本ユニット出力（OUT）＋拡張ユニット入力（IN）の場合 供給必要
（両ユニットに I/O電源の供給が必要）（例）形DRT2-OD16＋形XWT-ID16

基本ユニット出力（OUT）＋拡張ユニット出力（OUT）の場合 供給必要
（両ユニットに I/O電源の供給が必要）（例）形DRT2-OD16＋形XWT-OD16

基本ユニット出力（OUT）＋拡張ユニット入力（IN）の場合 供給必要
（拡張ユニットのみ I/O電源の供給が必要）（例）形DRT2-ROS16＋形XWT-ID16

基本ユニット出力（OUT）＋拡張ユニット出力（OUT）の場合 供給必要
（拡張ユニットのみ I/O電源の供給が必要）（例）形DRT2-ROS16＋形XWT-OD16
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　１

特
長
と
ス
レ
l
ブ
一
覧

ス
レ
 l
ブ
種
別

通
信
ケ
 l
ブ
ル

名称 形式 スレーブ
取付方法

I/O
接続形態

組合わせ
機器 内部電源 I/O電源

耐
環
境
ス
レ
 l
ブ

丸
型
通
信
コ
ネ
ク
タ

耐環境
ターミナル

形DRT2-ID08C（-1）

ネジ取付

丸型防水
コネクタ
（形XS2
対応）

形XS2コ
ネクタ付き
ケーブル＋
コネクタ直
出センサ

通信電源
と共用

通信電源
と共用形DRT2-HD16C（-1）

形DRT2-OD08C（-1）

外部より
電源供給
が必要
形XS4□
のコネク
タで接続

形DRT2-ID04CL（-1）

形DRT2-OD04CL（-1）

形DRT2-ID08CL（-1）

形DRT2-HD16CL（-1）

形DRT2-OD08CL（-1）

形DRT2-WD16CL（-1）

形DRT2-MD08CL（-1）

ア
ナ
ロ
グ
ス
レ
 l
ブ

通
常
の
角
型
コ
ネ
ク
タ

アナログ
ターミナル

形DRT2-AD04

DIN レール M3端子台
（着脱式） 端子台接続

接続する
センサ、
アクチュ
エータへ
の電源供
給は別途
必要

形DRT2-AD04H

形DRT2-DA02

温度入力
ターミナル

形DRT2-TS04T

形 DRT2-TS04P
1-20





第 2章
サンプルシステムでの立上げ

2-1 基本的な使用手順と構成例................................... 2-1
基本的な使用手順 ................................................................ 2-1
システム構成例.................................................................... 2-2

2-2 作業前の準備.......................................................... 2-3
ユニットの選定.................................................................... 2-3
配線方法の決定.................................................................... 2-3
通信電源供給方法の決定..................................................... 2-3

2-3 ハードウェアの設定と配線................................... 2-5
マスタユニットの設定と取付............................................. 2-5
スレーブの設定と取付......................................................... 2-6
接続関連機器の取付 ............................................................ 2-7
ケーブルの接続.................................................................... 2-8

2-4 通信の開始.............................................................. 2-9
マスタユニットの I/Oテーブルの作成 ............................. 2-9
システムの起動.................................................................... 2-10
スキャンリストの作成・登録............................................. 2-10

2-5 動作の確認.............................................................. 2-12
ユニットの LEDの確認...................................................... 2-12
データの読書きによる確認................................................. 2-12



2-1 基本的な使用手順と構成例
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 ２
2サンプルシステムでの立上げ

2-1 基本的な使用手順と構成例
この章では、DeviceNet の使用手順を、具体的な例を基に示します。

基本的な使用手順
以下に、基本的な使用手順を示します。設定・接続の詳細については、各マスタユニットの
マニュアル、または各スレーブの詳細説明（第5～7章）を参照してください。

作業前の準備
ユニットの選定（2-3 ページ）

↓
配線方法の決定（2-3 ページ）

↓
通信電源供給方法の決定（2-3 ページ）

↓

ハードウェアの設定と配線
ケーブルの敷設

↓
マスタユニットの設定と取付（2-5 ページ）

↓
スレーブの設定と取付（2-6 ページ）

↓
接続関連機器の取付（2-6 ページ）

↓
ケーブルの接続（2-7 ページ）

↓
入出力の配線（2-7 ページ）

↓

通信の開始
I/O テーブルの作成（2-8 ページ）

↓
システムの起動（2-9 ページ）

↓
スキャンリストの作成・登録（2-9 ページ）

↓

動作の確認
ユニットの LEDの確認（2-11ページ）

↓
データの読書きによる確認（2-11ページ）

この章では、最低限の設定で動作させる場合を例に示します。実際の運用において詳細な設
定が必要な場合は、各マスタユニットのマニュアル、または各スレーブの詳細説明（第 5
～7章）を参照してください。
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システム構成例
この章では、下図のシステム構成を例に、使用手順を示します。
ケーブルには、すべて細いケーブルを使用するものとします。
下図では省略していますが、出力ユニット（または拡張出力ユニット）には別系統で I/O 電
源供給を行ってください。

3分岐タップ
形DCN1-3C

DC24V電源（AC100V、50W）
形S82K-05024

1分岐タップ
形DCN1-1C

リモートI/Oターミナル
形DRT2-OD16
出力16点（TR出力）
（ノードアドレス2）

リモートI/Oターミナル
形DRT2ｰID16
入力16点（TR入力）

リモートI/Oターミナル拡張ユニット
形XWT-ID08
入力8点（TR入力）
（ノードアドレス3）

1分岐タップ
形DCN1-1C

リモートI/Oターミナル
形DRT2-ID16
入力16点（TR入力）
（ノードアドレス1）

リモートI/Oターミナル
形DRT2ｰOD16
出力16点（TR出力）

リモートI/Oターミナル拡張ユニット
形XWT-OD08
出力8点（TR出力）
（ノードアドレス4）

終端抵抗

マスタユニット
形CS1W-DRM21-V1
（ノードアドレス63）
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2-2 作業前の準備

ユニットの選定
2-2 ページの「システム構成例」で示したように、以下の機器を選択するものとします。

当社では DeviceNet の対応商品として、豊富なマスタユニット・スレーブユニットを用意
しています。用途に応じて選択してください。

配線方法の決定
DeviceNet では、ケーブルとして以下の種類を使用できます。
太いケーブル
細いケーブル

また、T 分岐方式またはマルチドロップ方式で、通信ケーブルを自由に分岐させることがで
きます。
ただし、使用する通信速度やケーブルの種類によって、ネットワーク最大長や、総支線長が
制限を受けることがあります。詳細については、DeviceNet ユーザーズマニュアル（SCCC-
308）のネットワークの構成と仕様の説明を参照してください。
2-2 ページの「システム構成例」で示したように、ケーブルには細いケーブルを使用し、T
分岐方式でスレーブを幹線に接続することとします。

通信電源供給方法の決定
DeviceNet では、通信を使用するために、DC24Vの電源を各ノード（マスタ・スレーブ）
に供給する必要があります。
ただし、通信電源は通信ケーブルで供給することができるため、別に配線する必要はありま
せん。
ネットワーク最大長が短いシステムでは、1 個の通信電源供給装置で、全ノードに一括して
給電できます。
通信電源の供給には、様々な条件や制約、手段がありますが、ここでは1個の電源供給装置
で一括給電する場合で説明します。また、通信ケーブルには、T 分岐タップで接続すること
とします。
詳細については、DeviceNet ユーザーズマニュアル（SCCC-308）の通信電源の供給方法
の説明を参照してください。

マスタユニット   ： 形 CS1W-DRM21-V1

スレーブユニット： 形DRT2-ID16＋形XWT-ID08
形DRT2-OD16＋形XWT-OD08
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太いケーブルを使用してマルチドロップ方式で配線するときは、下記のコネクタをご使用く
ださい。
形XW4B-05C4-TF-D（オムロン製、固定用ネジ付き）

形XW4G-05C4-TF-D（オムロン製、固定用ネジ付き）
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2-3 ハードウェアの設定と配線
ここでは、取付や配線などの、ハードウェアに関する作業手順について説明します。

マスタユニットの設定と取付

■設定
CS ／ CJ シリーズに装着できるマスタユニット（形 CS1W-DRM21（-V1）、形 CJ1W-
DRM21）の各部の名称と機能、設定例を以下に示します。
設定方法については、各マスタユニットのマニュアルを参照してください。

■形CS1W-DRM21（-V1）

■形CJ1W-DRM21

UNIT
No.

NODE
ADR

ON

DRM21 CSCS
MSMS

NSNS

4
3
2
1 DR0

DR1
ESTP
HOLD

X101
9 87654321

0  

X100
9 8765432

1 0  

FEDCBA9876543
210 

1
2

3
4

表示部

ユニット番号設定スイッチ
　DeviceNetユニットのPLC本体上でのユニット番号を、
　1桁の16進数で設定します。

ノードアドレス設定スイッチ
　ノードアドレスを、2桁の10進数で設定します。

ディップスイッチ
　各スイッチ（SW1～4）で以下の設定を行います。
　SW1、2 ： 通信速度
　SW3 ： 通信異常時リモートI/O通信継続／停止（マスタ機能時）
　SW4 ： 通信異常時I/O保持／クリア（スレーブ機能時）

通信コネクタ
　ネットワークの通信ケーブルを接続します。
　通信電源もこのコネクタを介して供給されます。
　ノード接続用コネクタとして、ネジ付き平行型コネクタ
   （形XW4B-05C1-H1-D）が付属しています。

1 1
2

3
4

2
3
4 HOLD

ON

ESTP
DR1
DR0

DRM21

MS
NS

NO.
UNIT

01
23

456789ABCDEF 

0
12

3456
789 

0
12

3456
789 

NODE
ADR
×100×101

O
N

表示部

ユニット番号設定スイッチ
　DeviceNetユニットのPLC本体上でのユニット番号を、
　1桁の16進数で設定します。

ノードアドレス設定スイッチ
　ノードアドレスを、2桁の10進数で設定します。

ディップスイッチ
　各スイッチ（SW1～4）で以下の設定を行います。
　SW1、2 ： 通信速度
　SW3 ： 通信異常時リモートI/O通信継続／停止（マスタ機能時）
　SW4 ： 通信異常時I/O保持／クリア（スレーブ機能時）
通信コネクタ
　ネットワークの通信ケーブルを接続します。
　通信電源もこのコネクタを介して供給されます。
　ノード接続用コネクタとして、ネジ付き平行型コネクタ
   （形XW4B-05C1-H1-D）が付属しています。
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■取付
CSシリーズ用マスタユニットは、PLC本体のベースに取付けて使用します。PLC本体への
取付方法は、通常のユニットと同じです。CJ シリーズ用マスタユニットはベースレスのた
め、ユニット同士をそれぞれのコネクタにかみ合わせて接続します。
具体的なPLC本体への取付方法や、PLC本体の制御盤への取付方法については、PLC本体
のユーザーズマニュアルを参照してください。

スレーブの設定と取付

■設定
各スレーブの設定を行います。設定方法については、第4～ 6章の各スレーブの解説を参照
してください。
リモート I/Oターミナル（トランジスタ入力タイプ）　形DRT2-ID16
ノードアドレス：1
リモート I/Oターミナル（トランジスタ出力タイプ）　形DRT2-OD16
ノードアドレス：2
リモート I/Oターミナル（トランジスタ入力タイプ）　形DRT2-ID16
リモート I/Oターミナル拡張ユニット　　　　　　　  形 XWT-ID08
ノードアドレス：3
リモート I/Oターミナル（トランジスタ出力タイプ）　形DRT2-OD16
リモート I/Oターミナル拡張ユニット　　　　　　　  形 XWT-OD08
ノードアドレス：4

■取付
リモート I/Oターミナルは以下のようにDINレールに固定して取付けます。
スレーブの底面で、DIN35mmレールに確実に取付けてください。また、スレーブの左右に
エンドプレートを挟んで固定してください。

取付例
PLC本体以外のノードをDINレールに取付けた状態を、下図に示します。

マスタ リモートI/O
ターミナル（入力）

リモートI/O
ターミナル（出力）
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ユニット背面のDINレール取付け部には下図に示す突起部があります。この突起部はユニッ
トをDINレールに取付ける際に押しつぶされて、ユニットの横滑りを防止する機能がありま
す。

この機能をもつユニットは以下の形式です。
　デジタル I/O スレーブ MIL コネクタタイプ 形 DRT2- □ D□□ML(X)(-1)

例：形DRT2-ID32ML の場合

接続関連機器の取付
取付が必要な接続関連機器には、以下のものがあります。
T 分岐タップ（制御盤へのネジ止め、またはDIN レール取付）
端子台型終端抵抗（制御盤へのネジ止め）

 注 意
リレー出力をもつユニットは、常に振動が発生する場所に設置しない
でください。故障や誤動作の原因となります。

突起物
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ケーブルの接続

■通信ケーブルの接続
マスタユニット－ T 分岐タップ間、T 分岐タップ－ T 分岐タップ間、T 分岐タップ－各ス
レーブユニット間を、DeviceNet通信ケーブル（細いケーブル）で、下図のように接続します。

接続は、以下の手順で行います。詳細は、5-3 ページの「一般スレーブへの通信ケーブルの
接続」を参照してください。
1． 通信ケーブルの加工
通信ケーブルを加工して、ケーブルにコネクタを取付けます。

2． 通信ケーブルのノードへの接続
通信ケーブル側コネクタとノード（マスタユニット、T分岐タップ、各スレーブユニット）
側コネクタを接続します。

■ I/O電源の配線
リモート I/O ターミナルに、必要に応じて入出力機器用の電源（I/O 電源）を接続します。
M3用の圧着端子を電源ケーブルに取付けて、端子台に接続します。

■入出力の配線
リモート I/Oターミナルに入出力の配線をします。
M3用の圧着端子を信号線に取付けて、端子台に接続します。

T分岐タップに終端抵抗を取付ける場合は、最遠端のT分岐タップに取付けます。
ただし、T分岐タップは、最遠端のノードから6ｍ以内にある必要があります。

端子台型終端抵抗を使用する場合は、最遠端のノードからさらに1ｍ以内のケーブルを引出し、
そのケーブルの先に取付けます。

CS装置 DC24V電源

T分岐タップ

T分岐タップ T分岐タップ

リモートI/O
ターミナル

リモートI/O
ターミナル

リモートI/O
ターミナル

リモートI/O
ターミナル

終端抵抗
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2-4 通信の開始
ハードウェアの設定・配線が完了したら、通信電源や、各ノードの内部電源、I/O電源をON
にして、通信を開始させます。
次の手順で通信を開始させてください。

マスタユニットの I/Oテーブルの作成
PLC 本体では、装着されているユニットを正しく識別するために、「I/O テーブル」が必要
です。マスタユニットが装着されている PLC 本体では、いったん電源を ON にして、PLC
本体用周辺ツールを接続し、I/O テーブルを作成してください。I/O テーブル作成後は、再
びPLC本体の電源をOFFにしてください。
以下に、プログラミングコンソールによる I/O テーブルの作成手順を示します。I/O テーブ
ルの作成方法の詳細については、ご使用の周辺ツールの取扱説明書を参照してください。

マスタユニット電源投入

PLC本体をプログラム
モードに切替

PROGRAM

<ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ>
ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ!

クリア モニタ クリア

000000  CT00

FUN シフト CH
＊DM

000000I/Oﾃｰﾌﾞﾙ?
 

変更

000000I/Oﾃｰﾌﾞﾙ
ｻｸｾｲ       ????

7

000000I/Oﾃｰﾌﾞﾙ
ｻｸｾｲOK

書込

000000CPUｺｳｷﾉｳ ?
0:ｸﾘｱ　　1:ﾎｼﾞ

0 クリア

9 3

書込

1
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システムの起動
次の順で、通信電源とノードの電源をONにしてください。
1． 通信電源
2． スレーブの電源
3． マスタの電源

すべての電源を同時にONにしても構いません。また、外部入出力用の電源は、いつONに
しても構いません。

スキャンリストの作成・登録
スキャンリストとは、マスタと通信するスレーブの情報が登録されているリストです。
マスタユニットは、現在のスレーブの状態とスキャンリストを比較することで、スレーブと
正常に通信できていることを常にチェックします。
スキャンリストやリモート I/O 通信の詳細については、各マスタユニットのマニュアルを参
照してください。

スキャンリスト無効モードでは、DeviceNet 上で正常に動作しているすべてのスレーブと
固定割付の状態で通信できますが、スキャンリストがないため、スレーブで異常が発生し
ていても、マスタユニットが異常を認識できなくなります。
通常の運転時には、必ずスキャンリスト有効モードで使用してください。

リモート I/Oを自由割付で使用する場合
自由割付の場合は、マスタ上の DeviceNet の入出力用のエリア（IN エリア、OUT エリ
ア）内で、スレーブの入出力を自由に割付けることができます。
この場合は、DeviceNet コンフィグレータによってスキャンリスト（マスタパラメータ）
を作成し、マスタユニットに登録する必要があります（登録と同時にスキャンリストが有
効となり、スキャンリストに従ったリモート I/O通信が開始されます）。
詳細は、各マスタユニットのマニュアルと DeviceNet コンフィグレータのマニュアルを
参照してください。
リモート I/Oを固定割付で使用する場合
固定割付の場合は、マスタ上の DeviceNet の入出力用のエリア（IN エリア、OUT エリ
ア）内で、スレーブのノードアドレス順に決められている位置に、スレーブの入出力が固
定的に割付けられます。
この場合は、マスタユニットのソフトスイッチを操作することで、スキャンリストを自動
作成させて登録します（登録と同時にスキャンリストが有効となり、スキャンリストに従っ
たリモート I/O 通信が開始されます）。このようにスキャンリストが有効な状態を「スキャ
ンリスト有効モード」といいます。
登録されているスキャンリストは、マスタユニットのソフトスイッチを操作することでク
リアできます。このようにスキャンリストがクリアされている（無効な）状態を「スキャ
ンリスト無効モード」といいます。
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■固定割付でのスキャンリストの作成・登録方法
ここでは、プログラミングコンソールを使用して、固定割付でのスキャンリストを作成・登
録する方法を CS ／ CJ シリーズ マスタユニットを例に示します。PLC 本体用周辺ツール
の操作方法についての詳細は、ご使用の周辺ツールのマニュアルを、スキャンリストについ
ての詳細は、各マスタユニットのマニュアルを参照してください。

作成・登録方法
以下の手順でスキャンリストを作成・登録し、スキャンリスト有効モードにします。
なお、以下の nは 1500＋（25×ユニット番号）とします。

スキャンリストのクリア／作成
マスタのPLC本体を「プログラム」モードにします。
マスタ機能を有効（マスタ機能有効スイッチ（nCHビット06）をOFF からON）にします。
スキャンリストをいったんクリア（スキャンリストクリアスイッチ（nCH ビット 01）を
OFF からON）にします。
固定割付エリア 1 ～ 3 を選択（マスタ固定割付エリア 1 ～ 3 設定スイッチ（nCH ビット
00）をOFF からON）にします。
スキャンリスト有効モード（スキャンリスト有効スイッチ（nCH ビット 00）を OFF から
ON）にします。
マスタのPLC本体を「運転」または「モニタ」モードにします。

正常スレーブテーブルの確認
正常スレーブ情報テーブルをモニタし、対応ビットが ON になっていることを確認します。
正常スレーブテーブルでは、正常に通信できているノードに対応するビットがONになりま
す。
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2-5 動作の確認
正常にリモート I/O通信が実行されていることを確認します。

ユニットの LEDの確認
全ノードのMS、NS LEDが緑色点灯し、マスタユニット前面の7セグメント LEDが下図
のようにマスタユニットのノードアドレスを表示していれば、スキャンリスト有効モードで
リモート I/O通信が正常動作しています。

例：マスタユニットのノードアドレスが0の場合

データの読書きによる確認
マスタに PLC 本体用周辺ツールを接続し、マスタユニットの OUT エリア、IN エリアを読
書きして、正しくスレーブに反映されることを確認します。
OUTエリア・INエリアの位置、スレーブの入出力の割付けられ方については、マスタユニッ
トのマニュアルを参照してください。

リモート I/O ターミナル間での入出力
マスタ上で下図のようなラダープログラムを作成し、形DRT2-ID16上のスイッチのONに
より、形DRT2-OD16上のランプが点灯することを確認します。

マスタユニット表示部

消灯：スキャンリスト有効モード
マスタユニット　ノードアドレス00
異常時は異常コードと異常ノードアドレスを交互に表示

消灯：スレーブ機能動作中

マスタ

リモートI/Oターミナル
形DRT2-OD16
（ノードアドレス2）

リモートI/Oターミナル
形DRT2-ID16
（ノードアドレス1）

ランプ（接点0）

330100

SW1（接点0）

320200
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この章のシステム構成例の、固定割付のリモート I/O通信の場合は、マスタのリレーエリアに、
スレーブの入出力が次のように割付けられています。

OUTエリア

未使用3200 CH

未使用3201 CH

形DRT2-OD163202 CH

3203 CH

3204 CH

3205 CH

3206 CH

3207 CH

3208 CH

3209 CH

INエリア

未使用3300 CH

形DRT2-ID163301 CH

未使用3302 CH

3303 CH

3304 CH

3305 CH

3306 CH

3307 CH

3308 CH

未使用3309 CH

未使用
形DRT2-OD16
未使用 形XWT-OD08

未使用 形XWT-ID08

形DRT2-ID16
2-13
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3スレーブ共通の仕様

3-1 スレーブ共通の仕様

通信仕様

項目 仕様

通信プロトコル DeviceNet 準拠

サポートするコネク
ション（通信機能）

リモート I/O機能：Master ／ Slave コネクション
                           （Poll ／ Bit-Strobe ／ COS／Cyclic）
デバイスネット（DeviceNet）通信規約準拠

接続形態 マルチドロップ方式、T分岐方式の組合わせが可能
（幹線および支線に対して）

通信速度 500k ／ 250k ／ 125k ビット /s

通信媒体 専用ケーブル　5線（信号系2本、電源系2本、シールド1本）

通信距離

通信速度 ネットワーク最大長 支線長 総支線長

500kビット /s 100m以下（100m以下） 6m以下 39m以下

250kビット /s 250m以下（100m以下） 6m以下 78m以下

125kビット /s 500m以下（100m以下） 6m以下 156m以下

（  ）内は、細いケーブル使用時

通信用電源 DC11～25V

最大接続ノード数 64台（コンフィグレータ接続時は、コンフィグレータを含む）

最大接続スレーブ数 63台

通信サイクルタイム
コンフィグレータなし時：入力スレーブ（16点）16台、出力スレーブ
                                   （16点）16台、通信速度500kビット /sの場合
                                    9.3ms

誤り制御 CRCエラー
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MS、NS LED表示
ここでは、スレーブで共通のMS、NS LED表示の意味について説明します。
MS（Module Status） LEDは、ノード自体の状態を表示します。
NS（Network Status） LEDは、ネットワークの状態を表示します。

MS LED と NS LED は、共に 2色発光（緑と赤）の LED です。この 2つの LED の色と
点灯／点滅／消灯の意味は、次のとおりです。

LED名称 色 状態 状態定義 意味（主な異常）

MS

緑 正常状態 ユニット正常状態

赤
致命的な故障 ユニットハード異常

（ウォッチドッグタイマ異常）

軽微な故障 スイッチ設定ミスなど

－ 電源供給なし
スレーブユニット電源供給なし
初期処理開始待ち
リセット中

NS

緑
オンライン／通信接続完 ネットワーク正常状態（通信確立）

オンライン／通信未接続 ネットワークは正常だが、通信未確立

赤
致命的な通信異常

以下の通信異常（ネットワーク上で通
信不可能な状態を示す異常をユニット
が検知）
・ノードアドレス重複
・Busoff 検知

軽微な通信異常 通信タイムアウト

－ オフライン／電源OFF状態

マスタでのノードアドレス重複チェッ
ク完了待ち
スイッチ設定不正
電源OFF

MS

MS

MS

MS

NS

NS

NS

NS

NS
3-2



3-2 DeviceNet リモート I/O通信

ス
レ
l
ブ
共
通
の
仕
様

 ３
3-2 DeviceNetリモート I/O通信
ここでは、DRT2 シリーズ スマートスレーブをリモート I/O 通信によって、マスタに割付
ける場合の割付内容について説明します。

スマートスレーブのリモート I/O割付の概要
スマートスレーブは、DRT1 シリーズのスレーブと異なり、内部にデータを持っています。
従って、I/O 割付する場合に「どのデータ」をマスタへ割付けるかを指定する必要がありま
す（ただし、デフォルトのデータを割付ける場合は不要）。

データの指定のしかたには、以下の2つがあります。

スレーブの「デフォルトコネクションパス」によ
るデータパターン（組合わせ固定）から選択する
方法

マスタの「コネクション」から個々のデータを
任意に選択する方法

固定割付、自由割付ともに可能。
自由割付のみ。
しかもマスタがCS／CJ DeviceNet ユニッ
トの場合のみ可能。

マスタ

スマートスレーブ

内部にデータを
もっている

どのデータを
どこへ割付けるかを設定 A

B

C

スマートスレーブ

マスタ

あらかじめ
決められた
データパターン
から選択

指定データ
パターンを割付

A
B

A
B

C
A

C
B

マスタ

スマートスレーブ

任意のデータを
選択

指定データを割付 A

A

B

C

C
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■スマートスレーブの割付方法の種類
スマートスレーブは、以下のいずれかの方法でマスタに割付けてリモート I/O 通信を行うこ
とができます。

固定割付での割付

種類 デフォルトの I/Oデータを割付ける場合 I/Oデータ（パターン）を選択して
割付ける場合

内容 I/Oデータをノードアドレス順にマスタ
の固定アドレスに割付ける。

I/Oデータ（パターン）を選択して、ノードア
ドレス順にマスタの固定アドレスに割付ける。

方法 コンフィグレータは使用しません。 コンフィグレータを使用して I/Oデータ（パ
ターン）を選択します。

説明図

コン
フィグ
レータ
での設
定方法

なし

スレーブの「デバイスパラメータの編集」画面
にて、スマートスレーブ内データを「デフォル
トコネクションパス」のプルダウンリストから
選択して、ダウンロードを実行します。

B
A

マスタ装着CPUユニット
I/Oメモリ

ノードアドレス順

割付

B
A

スマートスレーブ

I/Oデータ

マスタ装着CPUユニット
I/Oメモリ

ノードアドレス順

割付 スマートスレーブ
I/Oデータ（パターン）

I/Oデータパターン選択
（組合わせは固定）

（デフォルト）

C
A

C

D
E

A

B
A

コンフィグレータの
スレーブのパラメータ
編集画面にて選択
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自由割付での割付

種類 デフォルトの I/Oデータを割付ける場合 I/Oデータ（パターン）を選択して
割付ける場合

内容 I/Oデータをマスタの任意のアドレスに
割付ける。

I/Oデータ（パターン）を選択してマスタの任
意のアドレスに割付ける。

方法 コンフィグレータを使用して、任意のア
ドレスに割付けます。

1. コンフィグレータを使用して、I/Oデータ
（パターン）を選択します。

2. 選択した I/Oデータを任意のアドレスに割
付けます。

説明図

コン
フィグ
レータ
での設
定方法

マスタのパラメータ編集画面にて、ス
レーブの I/O割付を行います。

1. スレーブの「デバイスパラメータの編集」画
面にて、スマートスレーブ内のデータを
「デフォルトコネクションパス」のプルダウ
ンリストから選択して、ダウンロードを実
行します。

2. マスタのパラメータ編集画面にて、スレーブ
の I/O割付を行います。

マスタ装着CPUユニット
I/Oメモリ

任意のアドレスへ割付

割付
スマートスレーブ

I/Oデータ

B
A

B
A

コンフィグレータで
任意のアドレスへI/O割付

マスタ装着CPUユニット
I/Oメモリ

2.任意アドレスへI/O割付

割付 スマートスレーブ
I/Oデータ（パターン）

1.I/Oデータパターン選択
（組合わせは固定）

（デフォルト）

C
A

C

D
E

A

B
A

コンフィグレータの
スレーブのパラメータ
編集画面にて選択し、
任意のアドレスへI/O割付
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注：この方法は、マスタが CS／ CJ DeviceNet ユニット使用時のみ割付可能です。CVM1／
CV用DeviceNetマスタユニット、SYSMAC α／C200HS用DeviceNetマスタユニッ
ト、または他社製マスタユニットをご使用の際はスレーブの「デバイスパラメータの編集」
－「デフォルトコネクションパス」からデータを選択して割付を行ってください。

種類 各 I/Oデータを選択し、任意のアドレスに割付ける場合

内容 各 I/Oデータを最大2つ選択して、マスタの任意のアドレスに割付ける。

方法
1. コンフィグレータを使用して、各 I/Oのデータを最大2つ選択します。

2. 選択した I/Oデータをマスタの任意のアドレスに割付けます。

説明図

コン
フィグ
レータ
での設
定方法

1. マスタのパラメータ編集画面にて対象スマートスレーブを選択し、「詳細設定」にて、コ
ネクションを指定します。さらにコネクションパス設定にて各 I/Oデータ（パターン）
を選択します。

2. マスタのパラメータ編集画面にて、スレーブの I/O割付をします。

マスタ装着CPUユニット

注 ： CS／CJマスタユニットから設定できるコネクションは最大2つです。

I/Oメモリ

任意アドレスへ割付

任意アドレスへ割付

割付

スマートスレーブ
データ

2.各コネクション
　パスを指定

1.2つのコネクションを指定

A

C

D

E

E

B

A

コンフィグレータで、
コネクションごとに、
データを選択し、各々を
任意のアドレスへI/O割付
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スマートスレーブの I/O割付

■一般スレーブ・耐環境スレーブの割付
以下のいずれかの方法でマスタに割付けてリモート I/O 通信を行います。
① 実入出力データのみをマスタに割付ける方法（デフォルト）
②「実入出力データ」+「汎用ステータスフラグ」をセットでマスタに割付ける方法
③「実入出力データ」、「汎用ステータスフラグ」を個別にマスタに割付ける方法

②はコンフィグレータを使用して、スレーブ側の「デフォルトコネクションパス」のプルダ
ウンメニューからの選択により設定を行えます。
③はコンフィグレータを使用して、マスタ側の「コネクションパス」による設定にて、「実入
出力データ」と「汎用ステータスフラグ」を個別に割付けます。（CS／ CJマスタユニット
使用時のみ可）

②の場合のマスタへの割付例

汎用ステータスフラグは、以下のとおりです。

ビット 内容

0
基本ユニットの I/O電源電圧状態フラグ

*1参照
0： I/O電源ON、1： I/O 電源OFF

1
拡張ユニットの I/O電源電圧状態フラグ

0： I/O電源ON、1： I/O 電源OFF

2

ネットワーク電源電圧監視異常フラグ

0：正常（監視設定値より大きいとき）

1：異常（監視設定値以下）

3

ユニットメンテナンスフラグ

0：範囲内（監視設定値未満）

1：範囲外（監視設定値以上のとき）

マスタCPUユニット
INエリア

実入力
16点

ステータス
8点

ノードアドレス1

07815

ステータス

DRT2シリーズ

01131415

実入力（例16点）
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*1：ビット0、1（I/O電源電圧状態1/2）は、次表のシステムの電源の状態を反映します。

4

センサ未接続検知フラグ
（スクリューレスクランプ入力／入出力ターミナル、耐環境入力ターミナル）

外部負荷断線検知フラグ（スクリューレスクランプ出力／入出力ターミナル）

0：接続（入力全点が接続）

1：断線（入力1点でも断線のとき）

積分値監視フラグ（アナログ入力ターミナル／温度入力ターミナル）

0：正常

1：異常（監視設定値オーバ）

5

センサ電源短絡検知フラグ
（センサコネクタターミナル、スクリューレスクランプ入力／入出力ターミナル、耐環境入
力ターミナル）

外部負荷短絡検知フラグ
（耐環境出力ターミナル、センサコネクタターミナル入出力ユニット）

0：正常（入出力全点が正常）入出力

1：短絡（入出力1点でも短絡のとき）入出力

ユニットエラーフラグ（アナログ入力ターミナル／温度入力ターミナル）

0：正常

1：異常（ユニットで発生しているエラーによりデータ変換が停止している場合）

6

動作時間モニタ監視異常フラグ

0：範囲内（出力→入力の全セットが監視設定値未満）

1：範囲外（出力→入力の1セットでも監視設定値以上のとき）

7

接続機器メンテナンスフラグ

0：範囲内（入出力全点が監視設定値未満）

1：範囲外（入出力1点でも監視設定値以上のとき）

冷接点補償器断線検知フラグ（温度入力ターミナル　形DRT2-TS04Tのみ）

0：正常

1：異常（断線検知）

ビット 名称

システム構成

基本ユニット
のみ（拡張ユ
ニットなしの
場合）

基本ユニット
入力＋拡張ユ
ニット入力の
場合

基本ユニット 
出力または入力
＋拡張ユニット
出力の場合

基本ユニット出力
＋拡張ユニット入
力の場合

0
基本ユニットの
I/O電源電圧状態
フラグ

基本ユニット I/O電源 基本ユニット
I/O電源

基本ユニット
出力電源

1
拡張ユニットの
I/O電源電圧状態
フラグ

－（未使用） 拡張ユニット
出力電源

拡張ユニット
入力電源

ビット 内容
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① 実入出力データのみをマスタに割付ける場合（デフォルト）
例1）入力16点の場合

例2）出力16点の場合

例3）入力32点の場合

例4）入力16点＋入力8点（拡張ユニット）の場合

例5）出力16点＋入力8点（拡張ユニット）の場合

INエリア

15 0

アドレス先頭 入力16点で占有

OUTエリア

15 0

アドレス先頭 出力16点で占有

INエリア

15 0

アドレス先頭 入力32点で占有

アドレス先頭＋1

INエリア

15 0

アドレス先頭 入力16点で占有

アドレス先頭＋1 入力8点で占有

OUTエリア

15 0

アドレス先頭 出力16点で占有

INエリア

7 0

アドレス先頭 入力8点で占有
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②「実入出力データ」+「汎用ステータスフラグ」をセットで割付ける場合
「汎用ステータスフラグ」はスマートスレーブのステータスを上位に通知するためのエリア
で、マスタの INエリアに割付きます。8ビットで構成されています。

例1）入力16点の場合

例2）出力16点の場合

例3）入力32点の場合

例4）入力16点＋入力8点（拡張ユニット）の場合

例5）出力16点＋入力8点（拡張ユニット）の場合

INエリア

15 0

アドレス先頭 入力16点で占有

アドレス先頭＋1 汎用ステータスフラグ

OUTエリア

15 0

アドレス先頭 出力16点で占有

INエリア

7 0

アドレス先頭 汎用ステータスフラグ

INエリア

15 0

アドレス先頭 入力32点で占有

アドレス先頭＋1

アドレス先頭＋2 汎用ステータスフラグ

INエリア

15 0

アドレス先頭 入力16点で占有

アドレス先頭＋1 汎用ステータスフラグ 入力8点で占有

OUTエリア

15 0

アドレス先頭 出力16点で占有

INエリア

15 8 7 0

アドレス先頭 汎用ステータスフラグ 入力8点で占有
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③「実入出力データ」、「汎用ステータスフラグ」を個別に割付ける場合
スレーブごとの実入力データと汎用ステータスフラグをセットで（連結して）割付けず、個々
に自由なエリアへ割付けることができます。
ただし、これが可能な条件は、CS／ CJシリーズDeviceNet ユニットをマスタとした場合
でかつコンフィグレータを使用する場合に限ります。
（例）

■アナログスレーブの割付
以下のいずれかの方法でマスタに割付けるデータを選択してリモート I/O通信を行います。

① アナログ値、または温度入力値のみ（デフォルトの I/O データ）をマスタに割付ける
② I/O データ（パターン）を選択して割付ける（I/Oデータの組合わせ固定）
③ I/O データを自由に選択して割付ける（I/Oデータの組合わせ自由）

②および③はコンフィグレータにより、マスタに割付ける I/O データを選択します。選択方
法の概要は以下のとおりです。

● I/Oデータ（パターン）を選択して割付ける（I/O データの組合わせ固定）
I/O データには 11 種類のパターンがあります。コンフィグレータを使用して、スレーブの
「デバイスパラメータの編集」画面にて、「デフォルトコネクションパス」のプルダウンリス
トから I/Oデータ（パターン）を選択します。

● 各 I/O データを自由に選択して割付ける（I/Oデータの組合わせ自由）
コンフィグレータを使用して、マスタ側の「コネクション」に、自由な組合わせでデータを
割付けます。マスタ側の「デバイスパラメータの編集」画面により、使用したい「コネクショ
ン」を選択します。選択した「コネクション」の「コネクションパス」により、割付けたい
各 I/O データを11種類のうちから、最大2つ選択します。
注：  アナログデータをCOSコネクションに割付けると、アナログ変換サイクルごとに上位にフ

レームが流れます。フレームが頻繁に流れると、ネットワークトラフィックをアップさせ、
通信サイクルタイムに影響が出る可能性があります。

15 0

I/O エリア アドレス00

I/O エリア アドレス01

：

ステータスエリア アドレス00

ステータスエリア アドレス01
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割付けられる汎用ステータスフラグの各ビットの説明は以下のとおりです。

アナログターミナル

温度入力ターミナル

割付けられるデータは次の 11 種類のいずれかです。これらのデータをデフォルト設定、ま
たはコンフィグレータによりマスタに割付けます。

ビット 名称 説明

0 － 未サポート（0固定）

1 － 未サポート（0固定）

2 ネットワーク電源電圧監視フラグ ネットワーク電源が監視設定値を下回っている間
ONします。

3 ユニットメンテナンスフラグ ユニット本体の通電時間が監視設定値を上回った
らONします。

4 アナログ積分値監視フラグ いずれかの積算値が監視設定値をオーバした場合
ONします。

5 ユニットエラー
ユニットで発生したエラーにより、アナログ変換
が停止しているときにONします。
（形DRT2-DA02のみ）

6 － 未サポート（0固定）

7 － 未サポート（0固定）

ビット 名称 説明

0 － 未サポート（0固定）

1 － 未サポート（0固定）

2 ネットワーク電源電圧監視フラグ ネットワーク電源が監視設定値を下回っている間
ONします。

3 ユニットメンテナンスフラグ ユニット本体の通電時間が監視設定値を上回った
らONします。

4 温度データ積分値監視フラグ いずれかの積算値が監視設定値をオーバした場合
ONします。

5 ユニットエラー ユニットで発生したエラーにより、温度変換が停
止しているときにONします。

6 － 未サポート（0固定）

7 冷接点補償器断線検知フラグ 冷接点補償器が断線している場合ONします。
（形DRT2-TS04Tのみ）
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アナログ入力ターミナル（形DRT2-AD04／ AD04H）の I/Oデータ一覧

温度入力ターミナル（形DRT2-TS04T／ TS04P）の I/Oデータ一覧

データ（パターン）

① アナログデータ1（入力8バイト）（デフォルト）

② アナログデータ2（入力8バイト）

③ 汎用ステータスフラグ（入力1バイト）

④ Top／ Valley 検出タイミングフラグ（入力2バイト）

⑤ アナログステータスフラグ（入力4バイト）

⑥ アナログデータ1＋アナログデータ2（入力16バイト）

⑦ Top／ Valley 検出タイミングフラグ＋汎用ステータスフラグ（入力3バイト）

⑧ アナログステータスフラグ＋汎用ステータスフラグ（入力5バイト）

⑨ アナログデータ1＋ Top／ Valley 検出タイミングフラグ（入力10バイト）

⑩ アナログデータ1＋ Top／ Valley 検出タイミングフラグ＋汎用ステータスフラグ
（入力11バイト）

⑪HOLDフラグ（出力1バイト）

データ（パターン）

① 温度データ1（入力8バイト）（デフォルト）

② 温度データ1　1/100表示（入力16バイト）

③ 温度データ2（入力8バイト）

④ 温度データ2　1/100表示（入力16バイト）

⑤ 汎用ステータスフラグ（入力1バイト）

⑥ Top／ Valley 検出タイミングフラグ（入力2バイト）

⑦ アナログステータスフラグ（入力4バイト）

⑧ 温度データ1＋温度データ2（入力16バイト）

⑨ 温度データ1＋温度データ2　1/100表示（入力32バイト）

⑩ Top／ Valley 検出タイミングフラグ＋汎用ステータスフラグ（入力3バイト）

⑪ アナログステータスフラグ＋汎用ステータスフラグ（入力5バイト）

⑫ 温度データ1＋ Top／ Valley 検出タイミングフラグ（入力10バイト）

⑬ 温度データ1（1/100表示）＋Top／ Valley 検出タイミングフラグ（入力18バイト）

⑭ 温度データ1＋ Top／ Valley 検出タイミングフラグ＋汎用ステータスフラグ
（入力11バイト）

⑮ 温度データ1（1/100表示）＋Top／ Valley 検出タイミングフラグ＋汎用ステータスフラグ
（入力19バイト）

⑯HOLDフラグ（出力1バイト）
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コンフィグレータ（Ver2. □以降）による I/O割付

アナログスレーブにおけるコンフィグレータによる I/O 割付の詳細は、第7章「アナログス
レーブ」を参照してください。

■ I/Oデータ（パターン）を選択して割付ける場合
1． コンフィグレータのスレーブの「デバイスパラメータの編集」画面にて、スマー
トスレーブ内のデータをプルダウンリストから選択（デフォルトコネクションパ
ス設定）して、ダウンロードを実行します。

2． 自由割付をする場合は、その上で、マスタの「デバイスパラメータの編集」画面
にて、スレーブの I/O割付を行います。

注：マスタが CVM1 ／ CV 用 DeviceNet マスタユニット、SYSMAC α ／ C200HS 用
DeviceNet マスタユニット、または他社製マスタユニットの場合はこの方法で割付を行って
ください。

以下の設定例では一般スレーブでの、「I/Oデータ」＋「汎用ステータスフラグ」の割付方法
を示します。アナログスレーブでの設定方法の詳細は、7-42 ページの「各 I/O データと割
付方法」を参照してください。

操作手順
コンフィグレータから対象スマートスレーブの「デバイスパラメータの編集」にて、「デフォ
ルトコネクションパス」の設定を行います。
スマートスレーブが接続されている PLC 本体の電源を ON にし、PLC 本体をプログラム
モードにしておきます。
①DRT2シリーズ スマートスレーブの電源をONにします。
②「ネットワーク構成ウィンドウ」内の設定対象の DRT2 シリーズ スマートスレーブのア
イコンを右クリック「パラメータ」－「編集」で「デバイスパラメ－タの編集」ウィンド
ウを表示させます。

③「全般」タブを選択し、「デフォルトコネクションパス」をクリックし、プルダウンメニュー
から選択して設定してください。

④「ダウンロード」を実行した後に「リセット」ボタンをクリックします。
⑤ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了してください。
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デフォルトコネクションパス（一般スレーブの場合）

■各 I/Oデータを自由に選択して割付ける場合
 （CS／ CJシリーズDeviceNet ユニット使用時、かつ自由割付のみ）

1． マスタのパラメータ編集画面にて、対象スマートスレーブを選択し、詳細設定に
てコネクションを指定して、コネクションパス設定にて個々のデータを選択しま
す。

2． マスタのパラメータ編集画面にて、スレーブの I/O割付を行います。
注：コネクションおよびコネクションパスの詳細は、「CS ／ CJ シリーズ DeviceNet ユ
ニット　ユーザーズマニュアル」（SBCD-314）の「付 -2　DeviceNet のコネクショ
ンについて」を参照してください。

マスタでの設定が優先されるため、スレーブの「デフォルトコネクションパス」の設定は不
要です。

以下の設定例では一般スレーブにて、「入力 16 点」＋「出力 8 点」＋「汎用ステータスフ
ラグ」のデータを割付ける設定方法を説明します。アナログスレーブでの設定方法の詳細は、
7-42 ページの「各 I/Oデータと割付方法」を参照してください。

（設定例）「入力16点」＋「出力8点」＋「ステータス情報」

選択 IN／OUT 入力ユニットの
場合

出力ユニットの
場合

入出力ユニットの
場合

設定1（I/Oデータのみ）
（デフォルト設定）

INデータ 実入力データ なし 実入力データ

OUTデータ なし 実出力データ 実出力データ

設定2
（I/Oデータ＋ステータス）

INデータ 実入力データ＋
ステータス情報 ステータス情報 実入力データ＋

ステータス情報

OUTデータ なし 実出力データ 実出力データ

アドレス 15 0

3200CH 出力8点

：

3300CH 入力16点

：

3500CH 汎用ステータスフラグ
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操作手順
① ネットワーク構成ウィンドウ上のマスタを選択し、ダブルクリック、または右クリック－
「パラメータ」－「編集」－「デバイスパラメータの編集」画面の、「マスタ全般」にて対
象スマートスレーブを選択します。

②「詳細設定」ボタンをクリックし、「コネクション」タブにて、「コネクションユーザ設定」
をチェックします。「Poll コネクションを使用」チェックボックスと「COS コネクショ
ンを使用」チェックボックスにチェックを入れ、それぞれのコネクションパスに「output
data」、「input data」、「generic status」を設定します。この例では、COS コネク
ションの IN サイズに「generic status」、Poll コネクションの IN サイズに「input
data」、OUTサイズに「output data」をそれぞれ選択しています。

③「OK」ボタンをクリックします。
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チェックボックスにチェックを入れて、コネクションパスを空欄にしておくと、自動的に以
下の設定が割付きます。

出力（OUTサイズ）を持つスレーブでPollとCOSを同時に使用する場合は、PollとCOSの
OUTサイズを同じにする必要があります。必ず、下記の方法でコンフィグレータにより設
定を行ってください。（初期設定では COS の OUT サイズは 0 になっています。）設定対
象のスレーブを右クリック－「プロパティ」－「I/O 情報」タブを開き、「編集」ボタンを
クリックします。「I/O サイズ変更」画面でPoll と COSの I/O サイズを同じに設定します。

④「マスタ I/O 割付（IN）」タブにて、I/O 割付を編集します。
対象スマートスレーブを選択し、｢編集｣ボタンをクリックして｢ I/O 割付の編集｣画面を表
示します。
Poll（input data を表します）の設定を｢メモリブロック：1 ｣「割付チャネル：3300
（任意）」にします。
COS（generic status を表します）の設定を｢メモリブロック：2 ｣「割付チャネル：
3500（任意）」にします。

IN（スマートスレーブ→マスタ） OUT（マスタ→スマートスレーブ）

Poll input data output data

Bit-Strobe input data 割付きません

COS generic status 割付きません

Cyclic generic status 割付きません
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⑤「OK」ボタンをクリックします。

⑥ 同様に「マスタ I/O 割付（OUT）」にて「メモリブロック：1」「割付チャネル：3200
（任意）」に設定します。

⑦「マスタ全般」タブに戻り、「ダウンロード」を実行します。

「マスタ全般」タブにて、「登録と同時に自動割付を行う」チェックボックスにチェックが
入っている場合、コネクションパスの設定を行うたびに、「コネクションが変更されたため、
現在の I/O 割付を解除しました」というメッセージが出ます。コネクションパスの設定を
行う場合は、あらかじめ「登録と同時に自動割付を行う」チェックボックスのチェックを
外した状態でスレーブ登録を行ってください。
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4各種機能の説明

4-1 DeviceNetコンフィグレータの画面説明
オムロン製 DeviceNet コンフィグレータ（Ver2.20 以降）には、「通常画面」と「メンテ
ナンスモード画面」の2種類のネットワーク表示画面があります。これらは アイコン、ま
たは「表示」－「大きいアイコン（メンテナンスモード）」で容易に切替えることができます。

通常画面
通常画面は、DeviceNet コンフィグレータ起動時に表示される、背景色が白の画面です。通
常、パラメータなどの各種設定などはこの画面にて行います。通常画面で任意のスレーブを
選択し、ダブルクリックするだけで各スレーブの設定・編集（デバイスパラメータの編集）
を行うことができます。各スレーブにおける機能の設定・編集についての詳細は、4-5 ペー
ジの「全スレーブ共通の機能」、および各スレーブで記載されている各種機能の設定方法を参
照してください。

通常画面表示

デバイスパラメータの編集画面
各種機能の設定、編集を行う画面です。任意のスレーブをダブルクリック、または「右クリッ
ク」－「パラメータ」－「編集」で表示できます。
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メンテナンスモード画面
メンテナンスモード画面は通常画面と異なり、各種スマートスレーブの情報を容易にモニタ
リングができる画面です。通常画面との切替は アイコン、または「表示」－「大きいア
イコン（メンテナンスモード）」で容易に切替えることができます。背景色は水色で表示され
ます。
メンテナンスモード画面では「メンテナンス情報ウィンドウ」により各種スマートスレーブ
の情報を表示します。各種スマートスレーブの状態を知りたいときに開いてください。
また、「ネットワーク構成ウィンドウ」では、各種設定に対して異常を検知したスレーブに
は、スレーブアイコンの横に異常内容を示す黄色の警告表示アイコンが表示されます。これ
により、各種デバイスの状態、メンテナンス時期、異常検知箇所を知ることができます。

メンテナンスモード画面は常時通信を行わず、ネットワークアップロード時に読込んだデー
タを表示します。最新のスマートスレーブの状態を知りたい場合はメンテナンスモード画
面内にある「更新」ボタンでデータの読込みを行うか、または最新のスマートスレーブの
状態を随時更新している「デバイスモニタ画面」にて確認してください。(4-4 ページの
「デバイスモニタ画面」参照 )

メンテナンスモード画面表示

警告表示アイコン

メンテナンス情報更新アイコン
現在のメンテナンス情報を再読込みします

ネットワーク構成ウィンドウ
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メンテナンス情報画面
警告アイコンが表示されているスマートスレーブのアイコンをダブルクリックすると、ス
レーブごとのメンテナンス情報画面が表示されます。表示内容の詳細については、各スレー
ブの「メンテナンス情報画面」の項を参照してください。

 ｢ OUT」タブ、「IN」タブ
発生しているメンテナンス情報に応じて「OUT」タブ、「IN」タブ、「動作時間」タブを開く
と、さらに詳細な情報を見ることができます。

メンテナンス情報
発生しているメンテナンス情報を
表示します。

現在のスレーブの
メンテナンス情報を更新します。

スマートスレーブのメンテナンスカウンタを
フラッシュメモリに記憶できます。
通常、接点動作回数は6分後ごとに記憶しますので、
電源OFFするタイミングによっては、
その間の動作回数が正常に記憶されません。

監視値をオーバしている
箇所に警告表示アイコンが
表示されるので、
メンテナンスが必要な箇所が
一目でわかります。 メンテナンスカウンタ

の読込値を表示します。
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デバイスモニタ画面
デバイスモニタ画面とは、各種スマートスレーブの情報を容易にモニタリングができる画面
です。表示内容はメンテナンスモード画面と同じですが、スレーブとコンフィグレータとが
Explicit メッセージにより、常時情報をリフレッシュし、オンラインでデータを更新してい
る点が異なります。よって、最新のスマートスレーブの情報を確認したい場合はデバイスモ
ニタ画面を使用してください。
コンフィグレータをオンラインした状態で「右クリック」―「モニタ」により表示されます。
表示内容の詳細については、各スレーブの「メンテナンス情報画面」の項を参照してください。

デバイスモニタ画面

 デバイスモニタ機能はスレーブとコンフィグレータが常時最新のデータを大量にデータ交
換しているため、コンフィグレータをツールバス接続している場合、1 回のリフレッシュ
時間がスレーブによっては非常に長くなる可能性があります。よって、デバイスモニタ機
能を使用する場合、コンフィグレータの接続はDeviceNet 専用ボード（PCMCIA ／ PCI
／ ISAボードのいずれか）による接続を推奨します。
詳細はコンフィグレータのマニュアル（SBCD-316）「第 2 章 インストール」を参照し
てください。
ツールバス接続とは、マスタユニットに形CS1W-DRM21、または形CJ1W-DRM21を
使用している場合にRS-232C経由でコンフィグレータを接続する方法です。
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4-2 全スレーブ共通の機能
この節では、全DRT2シリーズに共通の機能の説明とその使用手順について説明します。

通信速度自動認識

■機能説明
スマートスレーブの通信速度は、自動的にマスタの通信速度に合わせて設定されます。従来、
ディップスイッチで設定していたユニットごとの通信速度の設定が不要です。
電源立上がり後、マスタとの通信が確立した時点で通信速度が設定され、電源が再投入され
るまで設定を記憶します。

マスタの通信速度を変更する場合は、必ずスレーブのネットワーク電源を再投入してくださ
い。
マスタ不在時にコンフィグレータなどで、スマートスレーブを設定する場合でも、コンフィ
グレータの通信速度にスレーブの通信速度が設定されるため、通信速度を変更する場合は
スマートスレーブのネットワーク電源を再投入してください。

ネットワーク電源電圧モニタ

■機能説明
ネットワーク電源電圧の現在値／最小値／最大値をスレーブ内部に記憶することができま
す。さらに、スレーブ内部に監視電圧（工場出荷時は11V）を持っておき、監視電圧未満に
下降したら、ステータスビットの「ネットワーク電源電圧監視異常フラグ」がONとなりま
す。「ネットワーク電源電圧の現在値、最大値、最小値」および「ネットワーク電源電圧監視
異常フラグ」を、コンフィグレータで読出すことが可能です。また、監視電圧をコンフィグ
レータで設定することができます。
注 1： DeviceNet 自体の通信電源電圧は最小 11V であるため、11V 未満のときに、コンフィ

グレータでの測定値の読出し動作の保証はできません。
注2：ネットワーク電源電圧の最大、最小値はネットワーク電源をOFF した時点でクリアされま

す。
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■DeviceNet コンフィグレータによる設定方法
DeviceNet コンフィグレータ（Ver2.20 以降）での設定方法を以下に示します。

① DRT2シリーズ スマートスレーブの電源をONにします。
② 通常画面では、「ネットワーク構成ウィンドウ」内の設定対象の DRT2 シリーズ スマー
トスレーブのアイコンをダブルクリックまたは右クリック「パラメータ」－「編集」で
「デバイスパラメータの編集」ウィンドウを表示させます。
メンテナンスモード画面では設定対象DRT2シリーズ スマートスレーブのアイコンを右
クリック「パラメータ」－「編集」で「デバイスパラメータの編集」ウィンドウを表示さ
せます。

③ 「全般」タブを選択します。

④ 「ネットワーク電源電圧監視値」に任意の値を入力します。（デフォルト値は11V）
⑤ 「ダウンロード」ボタンをクリックした後、「リセット」ボタンをクリックして、ユニッ
トをリセットします。

⑥ 最後に「OK」ボタンをクリックします。
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ユニット通電時間モニタ

■機能説明
スレーブ内部にスレーブ自体の内部回路電源の通電時間（単位：0.1 時間）を積算し記憶で
きます。（コンフィグレータまたは Explicit メッセージで読出可能）
さらに、スレーブ内部に監視設定値を持っておき、積算時間が設定値に達したら、ステータ
スビットの「ユニットメンテナンスフラグ」がONとなります。通電積算時間は、コンフィ
グレータまたはExplicit メッセージで読出すことができます。
計測時間：0～429496729時間（格納データ：00000000～ FFFFFFFF Hex)
計測単位：0.1 時間

注 1：ユニット通電時間モニタ機能は、スマートスレーブネットワーク電源を ON している時間
を積算します。電源OFF のときは積算しません。

注 2：通電時間が 87672 時間（10 年）に達すると、ユニット内の不揮発メモリへの通電時間
の記憶を停止します。

注3：通電時間が87672時間（10年）に達すると、通電中は通電時間の積算を継続しますが、
電源を再投入すると、再び87671時間から積算を行います。

スレーブ
スレーブ内に記憶

通電積算時間

通電積算時間

内部回路電源

DeviceNet

ON

OFF

ON

OFF

87671時間

通電積算時間

内部回路電源
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■DeviceNet コンフィグレータによる設定方法
DeviceNet コンフィグレータ（Ver2.20 以降）での設定方法を以下に示します。

①DRT2シリーズ スマートスレーブの電源をONにします。
②「通常画面」では、「ネットワーク構成ウィンドウ」内の設定対象の DRT2 シリーズ ス
マートスレーブのアイコンをダブルクリックまたは右クリック「パラメータ」－「編集」
で「デバイスパラメータの編集」ウィンドウを表示させます。
「メンテナンスモード画面」では設定対象の DRT2 シリーズ スマートスレーブのアイコ
ンを右クリック「パラメータ」－「編集」で「デバイスパラメータの編集」ウィンドウを
表示させます。

③「全般」タブを選択します。

④「ユニット通電時間監視値」に任意の値を入力します。
⑤「ダウンロード」ボタンをクリックした後、「リセット」ボタンをクリックして、ユニット
をリセットします。

⑥ 最後に「OK」ボタンをクリックします。
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ユニットコメント機能

■機能説明
ユニットごとにユーザが任意の名称（最大 32 文字）をユニット内部に記憶することができ
ます。コンフィグレータまたは Explicit メッセージで、その名称（ユニットコメント）の読
出／書込を行うことが可能です。

■DeviceNet コンフィグレータによる設定方法
DeviceNet コンフィグレータ（Ver2.20 以降）での設定方法を以下に示します。
設定方法には以下の2つの方法があり、どちらでも設定が可能です。

設定方法 1
①DRT2シリーズ スマートスレーブの電源をONにします。
②「通常画面」では、「ネットワーク構成ウィンドウ」内の設定対象の DRT2 シリーズ ス
マートスレーブのアイコンをダブルクリックまたは右クリック「パラメータ」－「編集」
で「デバイスパラメータの編集」ウィンドウを表示させます。
「メンテナンスモード画面」では設定対象の DRT2 シリーズ スマートスレーブのアイコ
ンを右クリック「パラメータ」－「編集」で「デバイスパラメータの編集」ウィンドウを
表示させます。

③「全般」タブを選択します。

④「説明」に任意の名称を入力します。
⑤「ダウンロード」ボタンをクリックした後、「リセット」ボタンをクリックして、ユニット
をリセットします。

⑥ 最後に「OK」ボタンをクリックします。

コンフィグレータ

ユニットコメント

ユニット内に記憶

このユニット、
何用だったかな？

スレーブ

DeviceNet ネットワーク

ユニットコメント
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設定方法 2
この設定方法は通常画面、メンテナンスモード画面とも同じ設定方法です。

① DRT2シリーズ スマートスレーブの電源をONにします。
②「ネットワーク構成ウィンドウ」内の設定対象の DRT2 シリーズ スマートスレーブのア
イコンを右クリックし、「説明の変更」を選択します。

③ 次のような画面が表示されますので、任意の名称を入力します。

④「OK」ボタンをクリックします。
⑤ DRT2シリーズ スマートスレーブのアイコンを右クリックし、「パラメータ」－「ダウン
ロード」を選択します。
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接続機器コメント機能

■機能説明
ユニットの入出力接点ごとに任意の名称（最大 32 文字）を、ユニット内部に記憶すること
ができます。入出力接点ごとに接続機器を確認することができるため、リモートメンテナン
スなどでの異常機器の特定などに利用できます。コンフィグレータまたはExplicit メッセー
ジで、その名称（接続機器コメント）の読出／書込を行うことが可能です。

コンフィグレータ

接続機器コメント

接続機器

スレーブ内に記憶

この接続機器、
何用だったかな？

スレーブ

DeviceNet ネットワーク

接続機器コメント
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■DeviceNet コンフィグレータによる設定方法
設定方法には以下の2つの方法があり、どちらでも設定が可能です。

設定方法 1
①DRT2シリーズ スマートスレーブの電源をONにします。
②「通常画面」では、「ネットワーク構成ウィンドウ」内の設定対象の DRT2 シリーズ ス
マートスレーブのアイコンをダブルクリックまたは右クリック「パラメータ」－「編集」
で「デバイスパラメータの編集」ウィンドウを表示させます。
「メンテナンスモード画面」では設定対象の DRT2 シリーズ スマートスレーブのアイコ
ンを右クリック「パラメータ」－「編集」で「デバイスパラメータの編集」ウィンドウを
表示させます。

③「IN」または「OUT」タブを選択します。（下の画面では「IN」タブを選択したものとします。）

④ コメントを付けたい接続機器の「I/Oコメント」部をダブルクリックします。次のような
画面が表示されますので、任意の名称を入力し、「OK」ボタンをクリックします。

⑤ 「全般」タブを選択し、「ダウンロード」ボタンをクリックした後、「リセット」ボタンを
クリックして、ユニットをリセットします。

⑥ 最後に「OK」ボタンをクリックします。
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設定方法 2
この設定方法は通常画面、メンテナンスモード画面とも同じです。

①DRT2シリーズ スマートスレーブの電源をONにします。
②「ネットワーク構成ウィンドウ」内の設定対象の DRT2 シリーズ スマートスレーブのア
イコンを右クリックし、「I/Oコメント編集」を選択します。

③ 次のような画面が表示されますので、コメントを挿入したい端子を選択します。

アナログターミナルの場合、「設定方法1」で入力したコメントはこの画面に自動的に
反映されません。I/O コメントファイルに落とす場合には「設定方法2」で設定を行っ
てください。
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④ 設定対象の端子の「Comment」をダブルクリックし、任意の名称を入力します。

⑤「OK」ボタンをクリックします。
⑥DRT2シリーズ スマートスレーブのアイコンを右クリックし、「パラメータ」－「ダウン
ロード」を選択します。
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4-2 全スレーブ共通の機能

各
種
機
能
の
説
明

 ４
通信異常履歴モニタ

■機能説明
通信異常時のエラー（通信異常コード、そのときの通信電源電圧値）を過去 4 回分までス
レーブ内部に蓄積することができます。
その通信異常履歴をコンフィグレータで読出可能です。

DeviceNet ネットワーク

スレーブ

スレーブ内に記憶

通信異常発生時の状態

1回目
2回目
3回目
4回目

通信異常時に
何が発生したのかな？
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4-2 全スレーブ共通の機能

各
種
機
能
の
説
明

　４
■DeviceNet コンフィグレータによる確認方法
DeviceNet コンフィグレータ（Ver2.20 以降）での確認方法を以下に示します。

①DRT2シリーズ スマートスレーブの電源をONにします。
②「ネットワーク構成ウィンドウ」内の設定対象の DRT2 シリーズ スマートスレーブのア
イコンを右クリックし、「モニタ」を選択します。

③「デバイスモニタ」画面の中から「異常履歴」タブを選択します。下記ウィンドウのよう
に過去 4 回分の通信異常履歴が表示されます。最新の異常履歴を表示したい場合は「更
新」ボタンを、すべての異常履歴をリセットしたい場合は「クリア」ボタンをクリックし
ます。

注：メンテナンスモード画面では、スレーブアイコンをダブルクリックして「メンテナンス情報」
画面から「異常履歴」タブを選択して確認することもできます。
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4-2 全スレーブ共通の機能

各
種
機
能
の
説
明

 ４
ラストメンテナンスデイト機能

■機能説明
最後にメンテナンスした日時をユニット内に書込むことができます。これにより次回メンテ
ナンス時期の判断が容易に行えます。コンフィグレータにより書込可能です。

■DeviceNet コンフィグレータによる設定方法

①「通常画面」で設定対象のスマートスレーブのアイコンをダブルクリックし、「デバイスパ
ラメータの編集」画面を開きます。（「メンテナンスモード画面」では、右クリック－「パ
ラメータ」－「編集」）

②「全般」タブを選択し、「最終メンテナンス日」のプルダウンリストから、任意の日付を選
択します。（今日の日付を入れたい場合は一番下の「今日」をクリックすると今日の日付
が選択されます。）

③「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックして、ユニットをリセット
します。

④ 最後に「OK」ボタンをクリックします。
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4-3 一般スレーブ、耐環境スレーブの機能

各
種
機
能
の
説
明

　４
4-3 一般スレーブ、耐環境スレーブの機能

I/O 電源モニタ

■機能説明
I/O 電源が入っているかどうかを検知することができます。
I/O 電源がOFF すると、ステータスビットの「基本ユニットの I/O 電源電圧状態フラグ」ま
たは「拡張ユニットの I/O 電源電圧状態フラグ」がONとなります。コンフィグレータまた
はExplicit メッセージで読出すことが可能です。

注：I/O電源の検出電圧値の設定はできません。

■DeviceNet コンフィグレータによる確認方法
DeviceNet コンフィグレータ（Ver2.20 以降）での確認方法を以下に示します。

①DRT2シリーズ スマートスレーブの電源をONにします。
②「メンテナンスモード画面」で、「ネットワーク構成ウィンドウ」内の設定対象の DRT2
シリーズ スマートスレーブのアイコンをダブルクリックして、「メンテナンス情報」ウィ
ンドウを表示させます。「入力用 I/O 電源異常」、「出力用 I/O 電源異常」にチェックが付
いていると、I/O電源未供給を意味します。

スレーブ

I/O電源電圧

センサ

I/O電源

I/O電源が
入っているかを監視
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4-3 一般スレーブ、耐環境スレーブの機能

各
種
機
能
の
説
明

 ４
入力フィルタ（入力ユニットのみ）

■機能説明
設定時間間隔の間に複数回入力値を読出し、それらがすべて一致している場合のみ、入力値
を有効とすることが可能です。この機能は、1ユニットの入力全点に対して、一括で働きます。

ON応答時間（0～ 100ms 可変）
入力データが OFF → ON となったとき、設定時間（ON 応答時間設定の 1/4）間隔をあけ
て、入力データを複数回（4回）読出して、値がすべてONのときにONとします。ONす
るタイミングはON応答時間分遅れます。
なお、この機能を使用して ONディレー動作をさせることもできます（有効のときにON応
答時間分遅れが発生することを利用）。

OFF応答時間（0～ 65535ms 可変）
入力データがON→OFFとなったとき、設定時間（OFF応答時間設定の1/5）間隔をあけ
て、入力データを複数回（5回）読出して、値がすべてOFF のときにOFFとします。OFF
するタイミングはOFF 応答時間分遅れます。
なお、この機能を使用して OFF ディレー動作をさせることもできます。
通信サイクルタイムより短いパルスを取込む場合、OFF応答時間を通信サイクルタイムより
長く設定することでパルスを取込むことが可能です。（入力パルスの間隔が短い場合はONし
続ける場合があるため注意してください。）

1 2 3 4

ON

ON ON

OFF

OFF OFF

ON

OFF

入力とするデータ

4回のうち
すべてONでないので、
OFFとみなす

ON

OFF

OFF

ON

1 2 3 4

ON ON ON ON 4回のうち
すべてONなので、
ONとみなす

入力とするデータ

ONディレー時間
（=入力フィルタ時間）

ON

OFF

1 2 3 4 5

ON ONOFF OFF OFF

ON

OFF

入力とするデータ

5回のうち
すべてOFFでないので、
ONのままとみなす

ON

ON

OFF

OFF OFF OFF OFF OFF

OFF

1 2 3 4 5

入力とするデータ

5回のうち
すべてOFFなので、
OFFとみなす

OFFディレー時間
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4-3 一般スレーブ、耐環境スレーブの機能

各
種
機
能
の
説
明

　４
■DeviceNet コンフィグレータによる設定方法
DeviceNet コンフィグレータ（Ver2.20 以降）での設定方法を以下に示します。

①DRT2シリーズ スマートスレーブの電源をONにします。
②「通常画面」では、「ネットワーク構成ウィンドウ」内の設定対象の DRT2 シリーズ ス
マートスレーブのアイコンをダブルクリックまたは右クリック「パラメータ」－「編集」
で「デバイスパラメータの編集」ウィンドウを表示させます。
「メンテナンスモード画面」では設定対象の DRT2 シリーズ スマートスレーブのアイコ
ンを右クリック「パラメータ」－「編集」で「デバイスパラメータの編集」ウィンドウを
表示させます。

③「IN」タブを選択します。
「ON応答時間」、「OFF応答時間」に任意の値を入力し、「OK」ボタンをクリックします。

④ 「全般」タブを選択し、「ダウンロード」ボタンをクリックした後に「リセット」をクリッ
クします。

⑤ 最後に「OK」ボタンをクリックします。
4-20



4-3 一般スレーブ、耐環境スレーブの機能

各
種
機
能
の
説
明

 ４
I/O 電源投入時の突入電流による誤動作防止機能（入力ユニットのみ）

■機能説明
I/O 電源がOFF のときと、I/O電源がOFF→ ONになってから100msの間は入力を取込
まないようにし、電源投入から安定するまでの間待機する機能です。これにより、I/O 電源
の立上がり時の接続機器の突入電流による誤入力を取込まないようにすることができます。
コンフィグレータまたは Explicit メッセージで、本機能を有効にするか無効にするかを設定
できます。

■DeviceNet コンフィグレータによる設定方法
DeviceNet コンフィグレータ（Ver2.20 以降）での設定方法を以下に示します。

①DRT2シリーズ スマートスレーブの電源をONにします。
②「通常画面」では、「ネットワーク構成ウィンドウ」内の設定対象の DRT2 シリーズ ス
マートスレーブのアイコンをダブルクリックまたは右クリック「パラメータ」－「編集」
で「デバイスパラメータの編集」ウィンドウを表示させます。
「メンテナンスモード画面」では設定対象の DRT2 シリーズ スマートスレーブのアイコ
ンを右クリック「パラメータ」－「編集」で「デバイスパラメータの編集」ウィンドウを
表示させます。

③「IN」タブを選択します。
「電源投入時の突入電流による誤動作防止機能」のチェックを「あり」にして、「OK」ボ
タンをクリックします。

④ 「全般」タブを選択し、「ダウンロード」ボタンをクリックした後に「リセット」ボタン
をクリックします。

⑤ 最後に「OK」ボタンをクリックします。
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4-3 一般スレーブ、耐環境スレーブの機能

各
種
機
能
の
説
明

　４
接点動作回数モニタ

■機能説明
各入力接点／出力接点ごとに OFF → ON した回数を積算カウントし（分解能最大 50Hz）、
スレーブ内部に記憶することができます。（コンフィグレータまたは Explicit メッセージで
読出可能）
スレーブ内部に監視設定値を設定でき、設定回数に達したら、ステータスビットの「接続機
器メンテナンスフラグ」が ON となります。「接続機器メンテナンスフラグ」は、コンフィ
グレータまたはExplicit メッセージで読出すことが可能です。

計測回数：0～ 4294967295回（格納データ：00000000～ FFFFFFFF Hex）
計測単位：回

注 1：1 つの接点における接点動作回数モニタ機能と、ON 積算時間モニタ機能との同時使用は
できません。「動作監視モード」でいずれかを選択します。

注2：本機能は、I/O電源が入っていない状態では動作しません。

OFF ON

1 2 3

スレーブ

スレーブ内に記憶
回数

I/O電源

出力機器
(リレーなど）

出力接点OFF ONカウント回数 ：
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4-3 一般スレーブ、耐環境スレーブの機能

各
種
機
能
の
説
明

 ４
■DeviceNet コンフィグレータによる設定方法
DeviceNet コンフィグレータ（Ver2.20 以降）での設定方法を以下に示します。

①DRT2シリーズ スマートスレーブの電源をONにします。
②「通常画面」では、「ネットワーク構成ウィンドウ」内の設定対象の DRT2 シリーズ ス
マートスレーブのアイコンをダブルクリックまたは右クリック「パラメータ」－「編集」
で「デバイスパラメータの編集」ウィンドウを表示させます。
「メンテナンスモード画面」では設定対象の DRT2 シリーズ スマートスレーブのアイコ
ンを右クリック「パラメータ」－「編集」で「デバイスパラメータの編集」ウィンドウを
表示させます。

③「IN」タブを選択します。

④ 設定対象の「I/O コメント」をダブルクリックすると次のような画面が表示されます。「監
視モード」の「動作回数」を選択し、「監視設定値」を入力した後、「OK」ボタンをクリッ
クします。

⑤「デバイスパラメータの編集」ウィンドウで「監視設定値」に設定値が反映されているこ
とを確認した後、「全般」タブを選択して「ダウンロード」ボタンをクリックします。

⑥ 最後に「OK」ボタンをクリックします。
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4-3 一般スレーブ、耐環境スレーブの機能

各
種
機
能
の
説
明

　４
ON積算時間モニタ

■機能説明
各入力／出力接点ごとにONしている時間を積算（単位：秒）し、スレーブ内部に記憶する
ことができます。（コンフィグレータまたは Explicit メッセージで読出可能）
スレーブ内部に監視設定値を設定でき、設定積算時間に達したら、ステータスビットの「接
続機器メンテナンスフラグ」が ON となります。「接続機器メンテナンスフラグ」は、コン
フィグレータまたは Explicit メッセージで読出すことが可能です。

計測時間：0～ 4294967295秒（格納データ：00000000～ FFFFFFFF Hex）
計測単位：秒

注 1：1 つの接点における ON 積算時間モニタ機能と、接点動作回数モニタ機能との同時使用は
できません。「動作監視モード」でいずれかを選択します。

注2：本機能は I/O 電源がONしていない状態では動作しません。
注3： 本機能は約1秒ごとに接続機器がONしているかどうか確認しています。

1秒単位以下のON積算時間の計測時にはご注意ください。

スレーブ内に記憶
スレーブ

ON積算時間

I/O電源

ON積算時間

接続機器

センサ

ON

OFF
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4-3 一般スレーブ、耐環境スレーブの機能

各
種
機
能
の
説
明

 ４
0.5 秒の ON時間計測の場合
図 A の場合、実際に ON している時間は 0.5 秒 ×3 ＝ 1.5 秒となりますが、計測タイミン
グ時にONしているのは1回なので、ON積算時間は1秒と計測されます。　

　　　　　図A

図 B の場合、実際に ON している時間は 0.5 秒 ×3 ＝ 1.5 秒となりますが、計測タイミン
グ時にONしているのは2回なので、ON積算時間は2秒と計測されます。

　　　　　図B

1.5 秒の ON時間計測の場合
図 C の場合、実際に ON している時間は 1.5 秒 ×2 ＝ 3 秒となりますが、計測タイミング
時にONしているのは4回なので、ON積算時間は4秒と計測されます。

　　　　　図C

約1秒ごとに計測

0.5秒

ON

OFF

約1秒ごとに計測

0.5秒

ON

OFF

約1秒ごとに計測

1.5秒

ON

OFF
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4-3 一般スレーブ、耐環境スレーブの機能

各
種
機
能
の
説
明

　４
■DeviceNet コンフィグレータによる設定方法
DeviceNet コンフィグレータ（Ver2.20 以降）での設定方法を以下に示します。

①DRT2シリーズ スマートスレーブの電源をONにします。
②「通常画面」では、「ネットワーク構成ウィンドウ」内の設定対象の DRT2 シリーズ ス
マートスレーブのアイコンをダブルクリックまたは右クリック「パラメータ」－「編集」
で「デバイスパラメータの編集」ウィンドウを表示させます。
「メンテナンスモード画面」では設定対象の DRT2 シリーズ スマートスレーブのアイコ
ンを右クリック「パラメータ」－「編集」で「デバイスパラメータの編集」ウィンドウを
表示させます。

③「IN」タブを選択します。

④ 設定対象の「I/Oコメント」をダブルクリックすると次のような画面が表示されます。「監
視モード」の「通電時間」を選択し、「監視設定値」を入力した後、「OK」ボタンをクリッ
クします。

⑤「デバイスパラメータの編集」ウィンドウで「監視設定値」に設定値が反映されているの
を確認した後、「全般」タブを選択して「ダウンロード」ボタンをクリックします。

⑥ 最後に「OK」ボタンをクリックします。
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4-3 一般スレーブ、耐環境スレーブの機能

各
種
機
能
の
説
明

 ４
動作時間モニタ

■機能説明

リモートI/Oターミナル入出力ユニット／基本I/Oユニット+拡張ユニット／センサコネ
　　 クタ入出力ターミナル／耐環境入出力ターミナルの場合

スレーブ内で出力接点がOFF → ONしてから、入力接点がOFF → ONするまでの時間を計
測（単位：ms）し、スレーブ内部に記憶することができます。（コンフィグレータまたは
Explicit メッセージで読出可能）
この機能により、通信サイクルの影響を受けずに、動作時間を高精度に計測することができ
ます。さらにスレーブ内に監視設定値を設定でき、設定した監視時間を超えた場合、ステー
タスビットの「動作時間監視フラグ」がONとなります。
「動作時間監視フラグ」は、コンフィグレータまたは Explicit メッセージで読出すことが可
能です。
注：この機能は「基本 I/O ユニット」＋「拡張ユニット」など、入出力の組合わせを持つスレー

ブでのみ使用できます（形DRT2- □ D08（-1）は拡張ユニット増設不可のため、使用でき
ません）。同一 No. の入力と出力（例：入力 No.1 と出力 No.1、入力 No.8 と出力 No.8）
の組合わせでの、出力OFF→ ONから入力OFF→ ONまでの時間を計測します。

3 段端子台ターミナル／耐環境ターミナル（形DRT2- □ D04CL（-1）のみ）／MIL コネク
       タターミナル／スクリューレスクランプターミナルの場合

接点の入出力（ON／OFF）のタイミングで動作時間を計測する点は従来と同様ですが、こ
れらのターミナルはスレーブ内のどの接点との組合わせでも（IN － OUT、IN － IN、OUT
－OUT）動作時間を監視できます。
また、トリガエッジを ON → OFF、または OFF → ON のどちらにも設定することができ、
さらに入力No.、出力No. の組合わせも自由に行え、フレキシブルな設定が可能です。
注：入出力タイプのモニタ機能では、動作時間が更新されると、前回ステータスが ON していた

場合でも、次回OFFになってしまう場合がありましたが、これらのターミナルでは動作時間
が更新されても、ステータスをONし続けることができます。

注：計測時間の精度は、ON ディレー0のときで、±6ms となり、ON ディレー時間が加算され
ていきます。（ON ディレー10ms 時：±16ms）計測時間の表示分解能は、ON ディレー
2ms以下のときは 2ms単位で表示され、3ms以上のときには、設定したONディレー時
間単位で表示されます。（5msとした場合、5,10,15,20msと表示されます。）

センサコネクタ入出力ターミナル

動作時間計測時間

計測時間

スレーブ内に記憶

入力接点B（例：センサ）

入力接点B（例：センサ）

出力接点A（例：シリンダ）

出力接点A（例：シリンダ）
ON

ON

OFF

OFF

・計測時間：0～65535ms（格納データ：0000～FFFF Hex）
・計測単位：ms
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4-3 一般スレーブ、耐環境スレーブの機能

各
種
機
能
の
説
明

　４
基本 I/Oユニット+拡張ユニット／センサコネクタ入出力ターミナル／耐環境入出力ターミ
ナルをご使用の場合は、以下の点に注意して設定を行ってください。

動作時間監視フラグはリアルタイムに更新されるため、いったん監視値オーバが発生して動
作時間監視フラグがONしても、次回の出力OFF→ ONから入力OFF → ONまでの時間
が監視値の範囲内であれば、動作時間監視フラグは保持されずにOFF します。
監視値オーバが発生したことを確実にモニタするには、ラダープログラム等でフラグの情
報を保持するようにしてください。

動作時間モニタが使用可能なユニット（基本 I/O ユニット+拡張ユニット／センサコネクタ
入出力ターミナル／3段端子台ターミナル／MILコネクタターミナル／スクリューレスクラ
ンプターミナル）をご使用の場合は以下の点に注意して設定を行ってください。

・出力OFF→ ONから入力OFF→ ONまでの時間を計測した時点で、動作時間が記憶され
ますが、次の出力がOFF → ONするまで内部では計測が続いており、次の出力がOFF →
ON する前に入力が再び OFF → ON すると測定値が更新されます。（シリンダのような往
復動作のもので動作範囲の途中に入力をつけた場合、動作時（往路）の計測値が、復帰時
（復路）に更新される場合がありますのでご注意ください。）
また、出力が2回連続でOFF → ONし、その後、入力がOFF → ONした場合は、2回目
の出力OFF → ONから入力OFF → ONまでの時間を計測します。

出力

入力
ON

ON

OFF

OFF

ON

OFF
動作時間監視フラグ

t1（監視値オーバ） t2（監視値範囲内）

出力

入力

動作時間モニタ
（以前の値）

出力

入力

この時間を計測します。

ON

ON

OFF

OFF

ON

ON

OFF

OFF
t1

t3

t2

t1 t2 t3
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 ４
■DeviceNet コンフィグレータによる設定方法
DeviceNet コンフィグレータ（Ver2.20 以降）での設定方法を以下に示します。

基本I/Oユニット+拡張ユニット／センサコネクタ入出力ターミナル／耐環境入出力ター
       ミナルの場合

①DRT2シリーズ スマートスレーブの電源をONにします。
②「通常画面」では、「ネットワーク構成ウィンドウ」内の設定対象の DRT2 シリーズ ス
マートスレーブのアイコンをダブルクリックまたは右クリック「パラメータ」－「編集」
で「デバイスパラメータの編集」ウィンドウを表示させます。
「メンテナンスモード画面」では設定対象の DRT2 シリーズ スマートスレーブのアイコ
ンを右クリック「パラメータ」－「編集」で「デバイスパラメータの編集」ウィンドウを
表示させます。

③「動作時間」タブを選択します。

④ 設定対象の「監視対象装置名」をダブルクリックすると、次のような画面が表示されます。
「動作監視時間」に設定値を入力し、「OK」ボタンをクリックします。

⑤「デバイスパラメータの編集」ウィンドウで「動作監視時間」に設定値が反映されている
ことを確認します。
「全般」タブを選択し、「ダウンロード」ボタンをクリックした後に「リセット」ボタンを
クリックします。

⑥ 最後に「OK」ボタンをクリックします。
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　４
3段端子台ターミナル／MILコネクタターミナル／スクリューレスクランプターミナルの
       場合

①DRT2シリーズ スマートスレーブの電源をONにします。
②「通常画面」では、「ネットワーク構成ウィンドウ」内の設定対象の DRT2 シリーズ ス
マートスレーブのアイコンをダブルクリックまたは右クリック「パラメータ」－「編集」
で「デバイスパラメータの編集」ウィンドウを表示させます。
「メンテナンスモード画面」では設定対象の DRT2 シリーズ スマートスレーブのアイコ
ンを右クリック「パラメータ」－「編集」で「デバイスパラメータの編集」ウィンドウを
表示させます。

③「動作時間」タブを選択します。

④ 設定対象の「監視対象装置名」をダブルクリックすると、次のような画面が表示されます。
「動作監視時間」に任意の設定値を入力し、「開始ポイント」、「終了ポイント」で監視接点
番号をプルダウンメニューより選択します。また、「エッジパターン」により、ON エッ
ジ、OFFエッジのどちらで監視を行うかを設定します。 最後に「OK」ボタンをクリック
します。

⑤「デバイスパラメータの編集」ウィンドウで「動作監視時間」に設定値が反映されている
ことを確認します。
「全般」タブを選択し、「ダウンロード」ボタンをクリックした後に「リセット」ボタンを
クリックします。

⑥ 最後に「OK」ボタンをクリックします。
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センサ未接続検知
対象形式：形DRT2-ID □□ C（-1）、形DRT2-ID □□ SLH（-1）、形DRT2-MD32SLH（-1）

■機能説明
I/O 電源部の電流を監視し、スクリューレスクランプターミナルでは入力用接点あたり
0.3mA 以下、耐環境 16点入力ターミナルでは 2接点／コネクタが 0.5mA 以下になった
とき、「センサ未接続（開放）」として検知することができます。スレーブ本体の LED 表示
により、未接続が検知された接点を確認できます。（下記参照）
未接続が検知された場合、ステータスビットの「センサ未接続検知フラグ」がONとなりま
す。「センサ未接続検知フラグ」は、コンフィグレータまたは Explicit メッセージで読出す
ことが可能です。また未接続の接点も読出すことが可能です。
コンフィグレータまたは Explicit メッセージにより、本機能を有効にするか無効にするかの
切替を接点ごとに設定できます。（工場出荷時は無効）
ただし本機能は3線式センサの信号線の未接続は検知できません。（電源線は可能）
また、0.3mA以下の消費電流（耐環境ターミナルの場合は0.5mA以下）のセンサ（リミッ
トスイッチ、リレーなどのドライ接点、および一部の2線式近接センサ）は未接続と誤検知
されるため、本機能は無効にしてください。

未接続を検知した場合の I/O LED表示
耐環境ターミナルの場合

□には、それぞれ該当するコネクタ番号が入ります。

注1：実際の LEDの位置は第6章「耐環境スレーブ」を参照してください。
注2：16点入力ユニットの場合、同一コネクタ内の設定を有効、無効と個別に設定できません。
注 3：センサ未接続を検知してから、「センサ未接続検知フラグ」が ON になるまで、最大 1.2

秒の遅延が発生します。

スクリューレスクランプターミナルの場合

未接続

耐環境ターミナル、スクリューレスクランプターミナル

センサ

センサの接続はOKかな？

赤点滅 消灯

□-A □-B

赤点滅

0~15
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■DeviceNet コンフィグレータによる設定方法
DeviceNet コンフィグレータ（Ver2.20 以降）での設定方法を以下に示します。

①DRT2シリーズ スマートスレーブの電源をONにします。
②「通常画面」では、「ネットワーク構成ウィンドウ」内の設定対象の DRT2 シリーズ ス
マートスレーブのアイコンをダブルクリックまたは右クリック「パラメータ」－「編集」
で「デバイスパラメータの編集」ウィンドウを表示させます。
「メンテナンスモード画面」では設定対象の DRT2 シリーズ スマートスレーブのアイコ
ンを右クリック「パラメータ」－「編集」で「デバイスパラメータの編集」ウィンドウを
表示させます。

③「IN」タブを選択します。

④ 設定対象の「端子名」をダブルクリックすると次のような画面が表示されます。
「未接続検知」を「あり」にし、「OK」ボタンをクリックします。

⑤「全般」タブを選択し「ダウンロード」ボタンをクリックした後に、「リセット」ボタンを
クリックします。

⑥ 最後に「OK」ボタンをクリックします。
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センサ電源短絡検知
対象形式：形DRT2-ID□□C（-1）、形DRT2-ID16S（-1）、形DRT2-MD16S（-1）　　　　

形DRT2-ID □□ SLH（-1） 、形DRT2-MD32SLH（-1）

■機能説明
センサ用電源部の電流を監視し、入力接点あたり（耐環境 16 点入力ターミナルの場合、2
接点／コネクタ）100mA 以上の電流が流れた場合、「センサ電源短絡」として検知するこ
とができます。
耐環境ターミナル、スクリューレスクランプターミナルの場合は、センサ電源短絡を検知し
た場合、センサ電源出力を接点単位で強制的にOFF にします。（短絡が発生している接点以
外の入力接点は正常に動作します。）スレーブ本体の LED表示により、センサ電源短絡が検
知された接点を確認できます。（次ページ参照）
センサコネクタターミナルの場合は、使用している接点のうち、どれか1つでも短絡を検知
すると、短絡検知回路単位（2接点1組）で I/O電源をOFFします。スレーブ本体の LED
表示により、センサ電源短絡が検知されたかどうかを確認できます。
センサ電源短絡が検知された場合、ステータスビットの「センサ電源短絡検知フラグ」がON
となります。「センサ電源短絡検知フラグ」はコンフィグレータまたは Explicit メッセージ
で読出すことができます。短絡要因が除去されると自動復帰し、短絡を検知していたコネク
タへの電源出力がONになります。

通信電源およびI/O電源には、定格50W以上の電源供給装置をご使用ください。ユニットの
センサ電源出力に、コネクタあたり100mA以上の電流が流れた場合に短絡検知を行いま
す。また、短絡発生時に通信電源および I/O 電源が一時的に遮断されることがあります。短
絡検知後は自動復帰しますが、遮断されている間はシステムが安全側に働くように外部で
回路を構成してください。
通信電源容量は以下の計算式を目安にしてください。
・ネットワーク総電流＝ユニット総消費電流＋センサ総消費電流
・ご使用の通信電源容量≧ [ ネットワーク総電流+短絡検知電流（=100mA）]×
　（ご使用のDeviceNet のネットワーク電圧）

短絡

耐環境ターミナル、センサコネクタターミナル、
またはスクリューレスクランプターミナル

センサ

センサの電源が短絡している？
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短絡を検知した場合の I/O LED表示（耐環境ターミナル入力ユニット）

□には、それぞれ該当するコネクタ番号が入ります。

注1：実際の LEDの位置は第6章「耐環境スレーブ」を参照してください。
注 2：センサ電源短絡を検知してから、「センサ電源短絡検知フラグ」が ON になるまで、最大

1.2秒の遅延が発生します。

短絡を検知した場合のSHT0 LED表示（センサコネクタターミナル入力／入出力ユニット）
短絡異常が検知された場合、赤点灯します。

短絡を検知した場合の I/O LED表示（スクリューレスクランプ入力／入出力ユニット）
短絡異常が検知された場合、赤点灯します。

赤点灯 消灯

□-A □-B

赤点灯

0~15
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■DeviceNet コンフィグレータによる確認方法
DeviceNet コンフィグレータ（Ver2.20 以降）での確認方法を以下に示します。

①DRT2シリーズ スマートスレーブの電源をONにします。
②「ネットワーク構成ウィンドウ」内の設定対象の DRT2 シリーズ スマートスレーブのア
イコンを右クリックし、「モニタ」を選択します。

③「デバイスモニタ」画面の中から「IN」タブを選択します。短絡が検知された場合、下記
ウィンドウのように「電源短絡」に「短絡」と表示されます。

耐環境ターミナルの場合の画面表示

センサコネクタターミナルの場合の画面表示
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外部負荷短絡検知
対象形式：形DRT2-OD□□ C（-1）、形DRT2-MD16S（-1）、形DRT2-OD16SLH（-1）、

形DRT2-OD32SLH-1、形DRT2-MD32SLH-1

■機能説明
出力部の負荷電流を監視し、接点（またはコモン）あたりの電流が一定以上になったとき、
「外部負荷短絡」として検知することが可能です。外部負荷短絡を検知した場合、ユニット出
力回路の破壊防止のため出力をOFFします。
耐環境ターミナルの場合は短絡を検知していない出力接点は正常に動作します。スレーブ本
体の LED 表示により、外部負荷短絡が検知された接点を確認できます。（下記参照）また、
外部負荷短絡している接点をコンフィグレータまたはExplicitメッセージで読出すこともで
きます。短絡要因が除去された場合の復帰方法は「自動復帰」と「手動復帰」があり、コン
フィグレータまたは、Explicit メッセージにより、ユニットに対して設定できます。（工場出
荷時は「手動復帰」に設定）
センサコネクタターミナルの場合は、使用している接点のうち、どれか1つでも短絡を検知
すると、ユニット単位で I/O電源をOFFします。スレーブ本体の LED表示により、外部負
荷短絡が検知されたかどうかを確認できます。
外部負荷短絡が検知された場合、ステータスビットの「外部負荷短絡検知フラグ」がONと
なります。短絡要因が除去された場合の復帰方法は「手動復帰」のみです。
「外部負荷短絡検知フラグ」はコンフィグレータまたは Explicit メッセージで読出すことも
可能です。

注：5-155 ページの「スクリューレスクランプターミナル（16点出力トランジスタタイプ）」の
「■形DRT2-OD16SLH（-1）の負荷短絡保護機能について」、6-25 ページの「耐環境ター
ミナル（8点出力トランジスタタイプ、IP67）」の「■形DRT2-OD08C／OD08C-1 の
負荷短絡保護機能について」も合わせてご参照ください。

耐環境ターミナルの場合
I/O 電源にはオムロン製 形 S8 □□の電源供給装置を推奨します。負荷短絡検知機能は小
容量定格、または瞬時遮断型過電流保護特性の電源供給装置では負荷短絡を検知しない恐
れがあります。過電流保護特性が垂下形の電源供給装置の場合は定格100W以上のものを
ご使用ください。また過電流保護特性が間欠動作形の電源供給装置の場合は定格150W以
上のものをご使用ください。短絡を検知しない場合でも電流制限機能によりトランジスタ
は保護されます。
センサコネクタターミナルの場合
I/O 電源にはオムロン製 形 S8 □□の電源供給装置を推奨します。過電流保護特性が垂下
形の電源供給装置では負荷短絡を検知しない恐れがあります。過電流保護特性が垂下形の
電源供給装置の場合は定格100W以上のものをご使用ください。また過電流保護特性が間
欠動作形の電源供給装置の場合は定格150W以上のものをご使用ください。短絡を検知し
ない場合でも電流制限機能によりトランジスタは保護されます。

短絡

耐環境ターミナル／センサコネクタターミナル／
スクリューレスクランプターミナル

出力強制OFF

外部負荷

外部負荷が短絡している？
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短絡を検知した場合の I/O LED表示（耐環境ターミナル出力ユニット）
自動復帰モード
短絡箇所を除去し、正しく配線し直すことで、自動的に短絡保護状態を解除します。また、
短絡検知の後で出力をOFFすることでも短絡保護状態を自動的に解除します。ステータスや
LEDを確認する際は、出力をONで保持したままにする必要があります。

□には、それぞれ該当するコネクタ番号が入ります。
注：実際の LEDの位置は第6章「耐環境スレーブ」を参照してください。

手動復帰モード
短絡箇所を除去し、正しく配線し直した上で、I/O 電源の再投入、または通信電源の再投入
により短絡保護状態を解除します。I/O 電源 OFF 時、および出力 OFF 時も短絡保護状態を
保持しているため、現場でのメンテナンス時に、LEDの状態によって短絡箇所を容易に特定
できます。

□には、それぞれ該当するコネクタ番号が入ります。
注：実際の LEDの位置は第6章「耐環境スレーブ」を参照してください。

短絡を検知した場合のSHT1 LED表示（センサコネクタターミナル入出力ユニット）
短絡異常が検知された場合、赤点灯します。

短絡を検知した場合の I/O LED表示（スクリューレスクランプターミナル出力ユニット）
自動復帰モード
短絡箇所を除去し、正しく配線し直すことで、自動的に短絡保護状態を解除します。また、
短絡検知の後で出力をOFFすることでも短絡保護状態を自動的に解除します。ステータスや
LEDを確認する際は、出力をONで保持したままにする必要があります。

手動復帰モード
短絡箇所を除去し、正しく配線し直した上で、I/O 電源の再投入、または通信電源の再投入
により短絡保護状態を解除します。I/O 電源 OFF 時、および出力 OFF 時も短絡保護状態を
保持しているため、現場でのメンテナンス時に、LEDの状態によって短絡箇所を容易に特定
できます。

黄点灯 赤点灯

□-A □-B

赤点灯消灯

□-A □-B

黄点灯 赤点灯

0～15 0～15

赤点灯消灯

0～15 0～15
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■DeviceNet コンフィグレータによる確認方法
DeviceNet コンフィグレータ（Ver2.20 以降）での確認方法を以下に示します。

短絡箇所の確認方法
この確認方法は通常画面、メンテナンスモード画面とも同じです。
①DRT2シリーズ スマートスレーブの電源をONにします。
②「ネットワーク構成ウィンドウ」内の対象の DRT2 シリーズ スマートスレーブのアイコ
ンを右クリックし、「モニタ」を選択します。

③「デバイスモニタ」画面の中から「全般」タブを選択します。「出力負荷短絡検知」にチェッ
クが付いていると、短絡が検知されたことを意味します。

④ 短絡検知が確認された場合、「OUT」タブにより、どの箇所が短絡しているかを判別でき
ます。
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自動復帰モード／手動復帰モードの設定（耐環境ターミナルのみ）
①DRT2シリーズ スマートスレーブの電源をONにします。
②「通常画面」では、「ネットワーク構成ウィンドウ」内の設定対象の DRT2 シリーズ ス
マートスレーブのアイコンをダブルクリックまたは右クリック「パラメータ」－「編集」
で「デバイスパラメータの編集」ウィンドウを表示させます。
「メンテナンスモード画面」では設定対象の DRT2 シリーズ スマートスレーブのアイコ
ンを右クリック「パラメータ」－「編集」で「デバイスパラメータの編集」ウィンドウを
表示させます。

③「OUT」タブを選択します。
「外部出力負荷短絡復帰」の「手動」、「自動」のどちらかを選択して、「OK」ボタンをク
リックします。

④ 「全般」タブを選択し「ダウンロード」ボタンをクリックした後に「リセット」ボタンを
クリックします。

⑤ 最後に「OK」ボタンをクリックします。
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外部負荷断線検知
対象形式：形DRT2-OD□□SLH（-1）、形DRT2-MD32SLH（-1）

■機能説明
外部負荷への消費電流を監視し、ある一定量の電流が流れていない場合は「外部負荷断線」
として検知します。（注1）
スレーブ本体の LED表示により、断線が検知された接点を確認できます。（下記参照）
断線が検知された場合、ステータスビットの「外部負荷断線検知フラグ」がONとなり「外
部負荷断線検知フラグ」は、コンフィグレータまたは Explicit メッセージで読出すことが可
能です。また断線の接点を読出すことも可能です。
コンフィグレータまたは Explicit メッセージにより、本機能を有効にするか無効にするかの
切替を接点ごとに設定できます。（工場出荷時は無効）
断線検知された場合の復帰方法は「自動復帰」と「手動復帰」があり、コンフィグレータま
たは、Explicit メッセージにより、ユニットに対して設定できます。（工場出荷時は「手動復
帰」に設定）

注 1：消費電流の少ない外部負荷を接続している場合、誤検知の可能性があります。出力電流が
3mA以下の場合は、本機能を無効にしてください。

自動復帰モード
正しく配線し直すことで、自動的に復帰します。

手動復帰モード
正しく配線し直し、かつ I/O 電源を再投入することで復帰します。
断線を検知した場合の I/O LED表示

断線

スクリューレスクランプターミナル

バルブなど

外部負荷の接続はOKかな？

赤点滅

0~15
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■DeviceNet コンフィグレータによる設定方法
DeviceNet コンフィグレータ（Ver2.20 以降）での設定方法を以下に示します。

①DRT2シリーズ スマートスレーブの電源をONにします。
②「通常画面」では、「ネットワーク構成ウィンドウ」内の設定対象の DRT2 シリーズ ス
マートスレーブのアイコンをダブルクリックまたは右クリック「パラメータ」－「編集」
で「デバイスパラメータの編集」ウィンドウを表示させます。
「メンテナンスモード画面」では設定対象の DRT2 シリーズ スマートスレーブのアイコ
ンを右クリック「パラメータ」－「編集」で「デバイスパラメータの編集」ウィンドウを
表示させます。

③ タブを選択します。

④ 設定対象の「端子名」をダブルクリックすると次のような画面が表示されます。「負荷断
線検知」を「あり」にし、「OK」ボタンをクリックします。

⑤「全般」タブを選択し「ダウンロード」ボタンをクリックした後に、「リセット」ボタンを
クリックします。

⑥ 最後に「OK」ボタンをクリックします。
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5-1 一般スレーブの共通仕様
ここでは、一般スレーブで共通の仕様を示します。スレーブごとに異なる点については、各
スレーブの解説ページで示します。

*形 DRT2-ROS16（リレー出力ユニット）は仕様が異なる項目があります。5-41 ページ
の「リモート I/Oターミナル（16点リレー出力タイプ）」を参照してください。

消費電流質量一覧
以下に、一般スレーブの消費電流と質量の一覧を示します。

項目 一般スレーブの仕様
通信電源電圧 DC11～ 25V（通信コネクタより供給）
I/O電源電圧 DC20.4 ～ 26.4V（DC24V － 15～＋10%）
耐ノイズ性 IEC61000-4-4 に準拠　2kV（電源ライン）

耐振動 10～60Hz　複振幅0.7mm、60～150Hz　50m/s2　
X、Y、Z各方向　80min

耐衝撃 150m/s2　3軸 6方向各3回
耐電圧 AC500V（絶縁されている回路間）
絶縁抵抗 20MΩ以上（絶縁されている回路間）
使用周囲温度 －10～＋55℃
使用周囲湿度 25～85%（結露なきこと）
使用周囲雰囲気 腐食性ガスのないこと
保存周囲温度 －20～＋65℃
取付方法 DIN35mmレール取付、M4ネジ取付

取付強度 50N
10N（レール方向）

ネジ締付トルク
M2（通信コネクタ固定用ネジ）：0.26～ 0.3N ･ m
M3（結線用ネジ）：0.5N ･ m
M3（取付用ネジ）：0.5N ･ m
M4（ユニット取付用）：0.6 ～ 0.98N ･ m

形式 通信電源消費電流 質量

形DRT2-ID08(-1) 40mA以下（DC24V時）
70mA以下（DC11V時） 135g以下

形DRT2-OD08 40mA以下（DC24V時）
60mA以下（DC11V時） 135g以下

形DRT2-OD08-1 35mA以下（DC24V時）
55mA以下（DC11V時） 135g以下

形DRT2-ID16(-1) 40mA以下（DC24V時）
65mA以下（DC11V時） 140g以下

形DRT2-OD16(-1) 35mA以下（DC24V時）
60mA以下（DC11V時） 140g以下

形DRT2-MD16(-1) 40mA以下（DC24V時）
65mA以下（DC11V時） 145g以下

形DRT2-ROS16 215mA以下（DC24V時）
395mA以下（DC11V時） 260g以下

形XWT-ID08(-1)* 5mA以下（DC24V時）
5mA以下（DC11V時） 80g以下

形XWT-ID16(-1)* 10mA以下（DC24V時）
15mA以下（DC11V時） 120g以下

形XWT-OD08(-1)* 5mA以下（DC24V時）
5mA以下（DC11V時） 80g以下

形XWT-OD16(-1)* 10mA以下（DC24V時）
15mA以下（DC11V時） 120g以下

形DRT2-ID16TA(-1) 45mA以下（DC24V時）
80mA以下（DC11V時） 300g以下

形DRT2-OD16TA(-1) 45mA以下（DC24V時）
80mA以下（DC11V時） 300g以下
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* 拡張ユニットの通信電源消費電流は、基本ユニットと接続した際に増える消費電流です。例
えば、形DRT2-ID16＋形XWT-OD16の組合わせの場合の消費電流は、40＋10=50mA
（DC24V時）、65＋ 15=80mA（DC11V時）となります。

形DRT2-MD16TA(-1) 45mA以下（DC24V時）
80mA以下（DC11V時） 300g以下

形DRT2-ID16S(-1) 45mA以下（DC24V時）
80mA以下（DC11V時） 90g以下

形DRT2-MD16S(-1) 45mA以下（DC24V時）
80mA以下（DC11V時） 95g以下

形DRT2-ID16ML(-1) 40mA以下（DC24V時）
60mA以下（DC11V時） 85g以下

形DRT2-ID16MLX(-1) 40mA以下（DC24V時）
60mA以下（DC11V時） 95g以下

形DRT2-OD16ML(-1) 45mA以下（DC24V時）
75mA以下（DC11V時） 105g以下

形DRT2-OD16MLX(-1) 45mA以下（DC24V時）
75mA以下（DC11V時） 115g以下

形DRT2-ID16SL(-1) 30mA以下（DC24V時）
55mA以下（DC11V時） 270g以下

形DRT2-OD16SL(-1) 35mA以下（DC24V時）
65mA以下（DC11V時） 270g以下

形DRT2-ID16SLH(-1) 35mA以下（DC24V時）
65mA以下（DC11V時） 280g以下

形DRT2-OD16SLH(-1) 35mA以下（DC24V時）
70mA以下（DC11V時） 270g以下

形DRT2-ID32ML(-1) 55mA以下（DC24V時）
100mA以下（DC11V時） 120g以下

形DRT2-OD32ML(-1) 70mA以下（DC24V時）
120mA以下（DC11V時） 100g以下

形DRT2-MD32ML(-1) 60mA以下（DC24V時）
110mA以下（DC11V時） 120g以下

形DRT2-ID32B(-1) 45mA以下（DC24V時）
100mA以下（DC11V時） 50g以下

形DRT2-OD32B(-1) 55mA以下（DC24V時）
120mA以下（DC11V時） 50g以下

形DRT2-MD32B(-1) 50mA以下（DC24V時）
110mA以下（DC11V時） 50g以下

形DRT2-ID32BV(-1) 45mA以下（DC24V時）
100mA以下（DC11V時） 50g以下

形DRT2-OD32BV(-1) 55mA以下（DC24V時）
120mA以下（DC11V時） 50g以下

形DRT2-MD32BV(-1) 50mA以下（DC24V時）
110mA以下（DC11V時） 50g以下

形DRT2-ID32SL 55mA以下（DC24V時）
100mA以下（DC11V時） 480g以下

形DRT2-ID32SL-1 55mA以下（DC24V時）
90mA以下（DC11V時） 480g以下

形DRT2-OD32SL 50mA以下（DC24V時）
80mA以下（DC11V時） 480g以下

形DRT2-OD32SL-1 50mA以下（DC24V時）
75mA以下（DC11V時） 480g以下

形DRT2-MD32SL(-1） 50mA以下（DC24V時）
80mA以下（DC11V時） 480g以下

形DRT2-ID32SLH 65mA以下（DC24V時）
100mA以下（DC11V時） 510g以下

形DRT2-ID32SLH-1 65mA以下（DC24V時）
105mA以下（DC11V時） 510g以下

形DRT2-OD32SLH 55mA以下（DC24V時）
80mA以下（DC11V時） 500g以下

形DRT2-OD32SLH-1 55mA以下（DC24V時）
85mA以下（DC11V時） 500g以下

形DRT2-MD32SLH(-1） 60mA以下（DC24V時）
90mA以下（DC11V時） 510g以下

形式 通信電源消費電流 質量
5-2



5-2 一般スレーブへの通信ケーブルの接続

一
般
ス
レ
l
ブ

 ５
5-2 一般スレーブへの通信ケーブルの接続
リモート I/O ターミナルなど一般スレーブの場合、通常の角型コネクタを使用して、通信ケー
ブルを配線します。

通信ケーブルの加工
以下の手順に従って、通信ケーブルを加工し、コネクタを取付けてください。コネクタには、
コネクタ固定用のネジがあるタイプ、ネジがないタイプの2種類がありますが、どちらの場
合でも通信ケーブルへの取付方法は同じです。

① シールドの網をあまり傷つけないように注意しながら、ケーブルの被覆を30～ 80mm
ほどむいてください。ただし、短絡などの原因となりますので、あまり余分にむきすぎな
いでください。

② シールドの網を丁寧にほぐします。信号線と電源線の他に、より合わせたむき出しのシー
ルド線が1本あります。（網の部分よりも少し硬いので触れればわかります。）

③ 余分なシールドの網を切取り、信号線と電源線を包むアルミテープをはがしてから、信号
線と電源線の被覆を圧着端子に合わせてむきます。むき出した信号線と電源線は、それぞ
れしっかり撚合わせてください。

④ ケーブルの被覆をむいた部分に圧着端子を装着してから、ビニールテープや熱収縮チュー
ブで処理します。
次に、コネクタの向きに気を付けながら、信号線、電源線、シールド線をコネクタの各穴
に差込みます。図のように、上から赤、白、シールド、青、黒の順で穴に差込みます。
クランプ式の通信コネクタでは、従来のコネクタのようなネジ止めは不要です。オレンジ
色の突起を押下げたまま、各穴にそれぞれの線を奥まで差込みます。

約30～80mm
（できるだけ短くしてください）

シールド線

圧着端子に
合わせた長さ
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その後、オレンジ色の突起を離し、各線とコネクタが正しく接続されているかどうかを軽
く引張って確認します。

マスタ、スレーブ側のユニットには、ケーブルの色に対応したシールが貼られています。
ケーブルの色を、ユニットのシールの色と合わせることで、配線が合っているか確認する
ことができます。

ケーブルの色は、以下のとおりです。

ユニットのコネクタ部に応力がかからないように、DeviceNet ケーブルはユニットの近く
で固定してください。

ケーブルの圧着端子として、以下の製品を推奨します。
フエニックスコンタクト社製　A／ AI シリーズ

色 信号種別

赤 電源ケーブル＋側（V＋）

白 通信データHigh 側（CAN H）

－ シールド

青 通信データ Low側（CAN L）

黒 電源ケーブル－側（V－）

黒（V-）

青（CAN L）

シールド

白（CAN H）
赤（V+）

ケーブルの種類

コネクタの種類

専用工具

形XW4B-05C1-
H1-D
形 XW4B-05C1-
V1R-D
MSTB2.5 ／
5-ST-5.08AU

形 XW4B-05C4-
TF-D
形 XW4B-05C4-
T-D

形 XW4G-05C1-
H1-D
形 XW4G-05C4-
TF-D

細い
ケーブル

信号
線 AI 0.25-6YE AI 0.25-8YE AI 0.25-8YE

CRIMPFOX
ZA3

電源
線 AI 0.5-6WH AI 0.5-10WH AI 0.5-10WH

太い
ケーブル

信号
線 A1-6 A1-10 A1-10

電源
線 AI 2.5-8BU AI 2.5-10BU AI 2.5-10BU
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コネクタのケーブル固定用ネジの専用のドライバとして、以下の製品があります。
オムロン製 形 XW4Z-00C
先端の形状：

T 分岐タップを介して通信電源を供給する方法
通信ケーブルと同様に、電源ケーブルのV＋、V－をコネクタに取付けます。通信電源が1
箇所の場合は、シールド線を同時にコネクタに取付け、下図のように D 種接地（第 3 種接
地）を行います。

3.5mm0.6mm

側面 正面

CAN  L
V-

V+

シールド
CAN  H

T分岐タップまたは電源供給用タップ

D種接地（第3種接地）

通信
ケーブル

接地する電源供給装置（1箇所のみ）

通信電源
V+ V-FG

D種接地
（第3種接地）

FG

通信電源
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通信ケーブルのノードへの接続
ノード側のコネクタと、ケーブル側のコネクタの向きを合わせ、ケーブル側コネクタの出張っ
た部分が、ノードのコネクタに入りきるまで差込んでください。
スレーブによって、コネクタをネジで固定するタイプと固定具がないタイプがあります。コ
ネクタをネジで固定するタイプのスレーブでは、必ずコネクタを固定してご使用ください。
適正締付トルクは0.25～ 0.3N ･ mです。

ユニット添付のコネクタを使用して、マルチドロップ方式で接続する場合
        （細いケーブルの場合）

細いケーブルをマルチドロップ方式で接続する場合は、次図のように1つの穴に同じ色の2
本の線を差込むことも可能です。
例：固定用ネジなしコネクタの場合

同じ穴に差込む2本の線は、下図のように専用の圧着端子にいっしょに装着してください。

0

NSMS NODE ADDRESS 0  1  2  3  4  5  6  7 8  9  10  11  12  13  14  15 

×10 ×1×10 ×1

NSMS NODE ADDRESS 0  1  2  3  4  5  6  7 8  9  10  11  12  13  14  15 

マスタ
リモートI/O

ターミナル（出力）
リモートI/O

ターミナル（入力）

ケーブル

2本電線差込用

圧着端子
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 ５
2本の線を1つの圧着端子で圧着する場合は、以下の圧着端子、圧着工具を推奨します。

詳細につきましては各メーカへお問い合わせください。
*1： 次の製品に標準付属されます。

・形3G8B3-DRM21 ・形DRT1-ID08（-1） ・形DRT1-ID16X（-1）
・形3G8E2-DRM21-V1 ・形DRT1-OD08（-1） ・形DRT1-OD16X（-1）

・形DRT1-ID16（-1） ・形DRT1-HD16S
・形DRT1-OD16（-1） ・形DRT1-ND16S
・形DRT1-MD16

*2： T 分岐タップ（形DCN1-1NC/3NC）とDRT2 シリーズ製品に標準付属されます。

マルチドロップ用の配線用コネクタ（別売）を使用して、マルチドロップ方式で接続する
　　　場合（細いケーブル／太いケーブルの場合）

太いケーブルの場合、ユニット添付のコネクタでは1つの穴に2本の線が入らないため、マ
ルチドロップ方式での接続はできません。
スレーブで、太いケーブルをマルチドロップ方式で接続する場合には、別途マルチドロップ
用の配線用コネクタをご購入ください。
ただし、マスタユニットでは、隣のスロットのユニットにコネクタが当たることがあるため、
マルチドロップ用のコネクタを使わずに、T分岐方式で配線してください。

コネクタ外観 コネクタ形式 圧着端子 専用工具

形XW4B-05C1-H1-D

AI-TWIN2× 0.5-8WH
フエニックス・コンタクト社製

CRIMPFOX UD6
または
CRIMPFOX ZA3

形MSTB2.5/5-ST-5.08

形 XW4B-05C1-V1R-D 
*1

形 XW4G-05C1-H1-D 
*2

AI-TWIN2× 0.5-10WH
フエニックス・コンタクト社製

H0.5/16.5 ZH
ワイドミュラー社製

挿入方向

配線方向

固定用
ネジ

挿入方向

配線方向

挿入方向

配線方向

固定用
ネジ

挿入方向固定用
ネジ

配線方向
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　５
5-3 終端抵抗の取付
幹線の両端には、終端抵抗が必要です。
T 分岐タップに終端抵抗を取付けるか、またはノードから通信ケーブルを引出して端子台型
終端抵抗を取付けます。

■ T分岐タップに取付ける方法
T 分岐タップには、終端抵抗が付属しています。
終端抵抗を、次図のように T分岐タップに取付けてください。終端抵抗の向きは関係ありま
せん。

■端子台型終端抵抗の取付方法
端子台型終端抵抗（形DRS1-T）には、終端抵抗が内蔵されています。通常の端子台と同様
に、通信ケーブルに圧着端子を取付け、端子台型終端抵抗にネジでしっかりと固定してくだ
さい。
接続には、次図のM3用の圧着端子を使用してください。
適正締付トルクは、0.3 ～ 0.5N ･ mです。

6.0mm以下 6.0mm以下
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5-4 メンテナンス情報画面
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 ５
5-4 メンテナンス情報画面
ここでは、各種一般スレーブの状態を確認することができるメンテナンス情報画面について
説明します。同じくスレーブの状態を確認することができるデバイスモニタ画面もあります
が、ここではメンテナンス情報画面を例として説明します。メンテナンス情報画面とデバイ
スモニタ画面の相違点については4-4 ページの「デバイスモニタ画面」を参照してください。

メンテナンス情報の確認方法
DeviceNet コンフィグレータの〔通常画面〕から「右クリック」－「メンテナンス情報」を
選択します。または、〔メンテナンスモード画面〕からスレーブを選択してダブルクリックし
ます。

■全般画面

パラメータの編集・設定を行ったときは必ず更新を行ってください。

ステータス
チェックボックス

項目 説明

説明 ユニットコメントで設定した32文字（全角は16文字）の内容が
表示されます。

最終メンテナンス日 最終メンテナンス設定した日付を表示します。

ユニット通電時間 ユニットが過去に稼動した通電時間のトータル時間を表示します。

ネットワーク電源電圧現在値 現在のネットワーク電源電圧を表示します。

ネットワーク電源電圧最大値 現在までのネットワーク電源電圧の最大値を表示します。

ネットワーク電源電圧最小値 現在までのネットワーク電源電圧の最小値を表示します。

更新ボタン メンテナンス情報を更新するボタンです。

メンテナンスカウンタセーブ メンテナンスカウンタをユニット内にセーブする機能です。この機
能を使用すると電源再投入時に前回の値を保持します。
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ステータスチェックボックスの説明
異常が発生するとチェックボックスがONします。

項目 説明

ユニットメンテナンス
時期 ユニット通電時間が設定値をオーバするとONします。

ネットワーク電源電圧
低下 ネットワーク電源電圧が設定値を下回るとONします。

接続機器メンテナンス
時期

各 I/OのいずれかでON積算時間または接点動作回数の値が監視設定値
をオーバするとONします。

外部負荷断線検知／
センサ未接続検知

各 I/Oのいずれかで外部負荷断線検知、またはセンサ未接続検知機能が働
くとONします。

外部負荷断線検知をサポートしている機種（出力対応）

スクリューレスクランプタイプ：形DRT2-OD□□SLH（-1）／
                                             　 MD32SLH（-1）

センサ未接続検知をサポートしている機種（入力対応）

スクリューレスクランプタイプ：形DRT2-ID □□ SLH（-1）／
                                                 MD32SLH（-1）

センサ電源短絡検知／
外部負荷短絡検知

各 I/Oのいずれかで外部負荷短絡検知、またはセンサ電源短絡検知機能が
働くとONします。

以下の機種が対応しています。（入力対応）

スクリューレスクランプタイプ：形DRT2-ID □□ SLH（-1）／
                                                 MD32SLH（-1）／
                                                 OD32SLH-1

センサコネクタタイプ：形DRT2-ID16S（-1）／MD16S（-1）

（センサコネクタタイプの場合は使用している接点のうち、どれか1つで
も短絡を検知するとユニット単位で I/O電源をOFFします。）

動作時間オーバ

測定された動作時間が監視設定値を超えるとONします。

以下の機種が対応しています。

スタンダードタイプ *：形DRT2- MD16（-1）／ ID16（-1）／
                                    OD16（-1）

リレー出力タイプ：形DRT2-ROS16*

センサコネクタタイプ：形DRT2-MD16S（-1）

3段端子台タイプ：形DRT2- □ D16TA（-1）

MIL コネクタタイプ：形DRT2- □ D16ML（X）（-1）／□D32ML
　　　　　　　　　　    （-1） ／□D32B（-1）／□D32BV（-1）

スクリューレスクランプタイプ：形DRT2- □ D□□SL（-1）／
                                                 □ D□□SLH（-1）

*：拡張ユニットが装着され入出力ユニットとなった場合のみ機能します。
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入力用 I/O電源異常

入力電源がOFFしているとONします。

以下の機種が対応しています。

スタンダードタイプ *：形DRT2- ID08（-1）／MD16（-1）／
                                    ID16（-1）

リレー出力タイプ：形DRT2-ROS16*

3段端子台タイプ：形DRT2-ID16TA（-1）／MD16TA（-1）

MIL コネクタタイプ：形DRT2-ID16ML（X）（-1）／ ID32ML（-1）
　　　　　　　　　    　／MD32ML（-1）／ ID32B（-1）／MD32B
　　　　　　　　　    　（-1）／ ID32BV（-1）／MD32BV（-1）

スクリューレスクランプタイプ：形DRT2-ID □□SL（-1）／
                                                 ID □□ SLH（-1）／MD32SL（-1）／
                                                 MD32SLH（-1）

*：出力タイプについては拡張ユニットが装着され入出力ユニットとなっ
た場合のみ機能します。

出力用 I/O電源異常

出力電源がOFFしているとONします。

以下の機種が対応しています。

スタンダードタイプ *：形DRT2- OD08（-1）／MD16（-1）／
                                    OD16（-1）

リレー出力タイプ：形DRT2-ROS16

3段端子台タイプ：形DRT2-OD16TA（-1）／MD16TA（-1）

MIL コネクタタイプ：形DRT2-OD16ML（X）（-1）／OD32ML
　　　　　　　　　　    （-1） ／ MD32ML（-1）／OD32B（-1）／
                                  MD32B（-1）／OD32BV（-1）／MD32BV
                                  （-1）

スクリューレスクランプタイプ：形DRT2-OD□□SL（-1）／
                                                 OD□□SLH（-1）／
                                                 MD32SL（-1）／MD32SLH（-1）

*：入力タイプについては拡張ユニットが装着され入出力ユニットとなっ
た場合のみ機能します。

項目 説明
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■各入力別画面

OUT画面
No. の順番が端子の並びに対応しています。

*負荷断線検知／履歴機能は以下の機種が対応しています。
  スクリューレスクランプタイプ：形DRT2-OD□□SLH（-1）／MD32SLH（-1）
* 負荷短絡検知／履歴機能は以下の機種が対応しています。
  センサコネクタタイプ：形DRT2-MD16S（-1）
  スクリューレスクランプタイプ：形DRT2-OD16SLH（-1）

項目 説明

I/Oコメント 各入力別に32文字（全角16文字）までのコメントを表示します。

メンテナンスカウンタ

各入力別のメンテナンスカウンタを表示します。メンテナンスカウン
タが閾値をオーバすると、No. の左横に警告用アイコンが表示されま
す。
ON積算時間モニタの場合：単位「秒」
動作回数モニタの場合：単位「回」

負荷断線検知
負荷断線検知機能を「あり」にした場合に「断線なし」「断線」が表示
されます。
負荷断線検知を行わない場合は「---」で表示されます。

負荷短絡検知
負荷短絡検知機能を「あり」にした場合に「短絡なし」「短絡」が表示
されます。
負荷短絡検知を行わない場合は「---」で表示されます。

負荷断線検知履歴 一度断線検知した情報を記憶するステータスです。
負荷断線検知を行わない場合は「---」で表示されます。

負荷短絡検知履歴 一度短絡検知した情報を記憶するステータスです。
負荷短絡検知を行わない場合は「---」で表示されます。
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IN 画面
No. の順番が端子の並びに対応しています。

*センサ未接続検知機能は以下の機種が対応しています。
スクリューレスクランプタイプ：形DRT2-ID □□ SLH（-1）／MD32SLH（-1）

*センサ電源短絡機能は以下の機種が対応しています。
スクリューレスクランプタイプ：形DRT2-ID □□ SLH（-1）／MD32SLH（-1）
センサコネクタタイプ：形DRT2-ID16S（-1）／MD16S（-1）

項目 説明

I/Oコメント 各入力別に32文字（全角16文字）までのコメントを表示します。

メンテナンスカウンタ

各入力別のメンテナンスカウンタを表示します。メンテナンスカウン
タが閾値をオーバすると、No. の左横に警告用アイコンが表示されま
す。
ON積算時間モニタの場合：単位「秒」
動作回数モニタの場合：単位「回」

電源短絡 各入力別にセンサ電源短絡検知がONした場合に「短絡有り」と表示
されます。

未接続検知
各入力別にセンサ未接続検知機能を「あり」にした場合に「接続」「未
接続」が表示されます。
センサ未接続検知機能を使用しない場合は「---」で表示されます。

電源短絡履歴 一度短絡検知した情報を記憶するステータスです。

未接続検知履歴 一度未接続検知した情報を記憶するステータスです。
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動作時間画面
No. の順番が端子の並びに対応しています。

*動作時間モニタは以下の機種が対応しています。
スタンダードタイプ：形DRT2-MD16（-1） ／ ID16（-1）／OD16（-1）
リレー出力タイプ：形DRT2-ROS16（拡張ユニットが装着され , 入出力ユニットとなる場合
                          のみ）
センサコネクタタイプ：形DRT2-MD16S（-1）
3段端子台タイプ：形DRT2- □ D16TA（-1）
MIL コネクタタイプ：形DRT2- □ D16ML（X）（-1）／□D32ML（-1）／
　　　　　　　　　　□D32B（-1）／□D32BV（-1）
スクリューレスクランプタイプ：形DRT2- □ D□□SL（-1）／□D□□SLH（-1）

*「動作時間ピーク値」と「異常履歴」については以下の機種が対応しています。
 3段端子台タイプ：形DRT2- □ D16TA（-1）
 MIL コネクタタイプ：形DRT2- □ D16ML（X）（-1）／□D32ML（-1）／
　　　　　　　　　　 □ D32B（-1）／□D32BV（-1）
 スクリューレスクランプタイプ：形DRT2- □ D□□SL（-1）／□D□□SLH（-1）

項目 説明

監視対象装置名 監視対象別に16文字（全角8文字）までのコメントを表示します。

動作時間
各監視対象の動作時間を表示します（単位ms）。
動作時間が閾値をオーバすると、No. 左横に警告用アイコンが表示さ
れます。

動作時間ピーク値 過去に発生した動作時間の最大値を表示します。

異常履歴 過去に一度でも動作時間オーバが発生した場合に「閾値オーバー」を
表示します。
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異常履歴画面

* ユニット通電時間の表示機能は以下の機種が対応しています。
3段端子台タイプ：形DRT2- □ D16TA（-1）
MIL コネクタタイプ：形DRT2- □ D16ML（X）（-1）／□D32ML（-1）／
　　　　　　　　　　□D32B（-1）／□D32BV（-1）
スクリューレスクランプタイプ：形DRT2- □ D□□SL（-1）／□D□□SLH（-1）

項目 説明

内容 発生した通信異常の内容を表示します。

ネットワーク電源電圧 異常発生時のネットワーク電源電圧を表示します。

ユニット通電時間 異常発生時のネットワーク通電時間を表示します。

クリアボタン 異常履歴をクリアします。
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5-5 リモート I/Oターミナル

ノードアドレス、通信速度、出力保持／クリアの設定
ここでは、リモート I/O ターミナルで共通のノードアドレス設定と、通信速度設定、通信異
常時の出力保持／クリア設定（出力にのみ有効）について説明します。これらの設定は、次
のようになっています。

ノードアドレス設定：ロータリスイッチ
通信速度設定：自動追従
出力保持／クリア設定：ソフトスイッチ

■ノードアドレスの設定
リモート I/Oターミナルでは、ノードアドレス（10進数）の10の桁を左のロータリスイッ
チで、1の桁を右のロータリスイッチで設定します。（最大63）
また、64 ～ 99 に設定すると、コンフィグレータによりノードアドレスを設定することが
可能です。下記にその設定方法を示します。
注1：ロータリスイッチの設定は電源投入時に読込みます。
注2：DRT2- □ D□□ML（X）（-1）のロータリスイッチはユニット上面にあります。詳細は、
5-96 ページの「各部の名称と機能（形DRT2-ID32ML／ID32ML-1共通）」を参照してください。

DRT2- □ D□□ML(X)(-1) のロータリスイッチのカバーをはずす時は、カバーを落とさないた
めに、カバーを指で押さえて、ドライバではずしてください。

01

2
3

4 5 6

7
8

9 01

2
3

4 5 6

7
8

9

ノードアドレス設定（×10）
ノードアドレス設定（×1）
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 ５
DeviceNet コンフィグレータによるノードアドレス設定方法
① メニューバーの「ツール」－「ノードアドレス／通信速度設定」を選択します。

② 次のような画面が表示されますので、設定対象のユニットのノードアドレスと新しいノー
ドアドレスを入力し「変更」ボタンをクリックします。

 ネットワーク内の他のノード（マスタ、スレーブ）とノードアドレスが重複しない限り、
ノードアドレスは範囲内で自由に設定することができます。ノードアドレスが他のノード
と重複すると、ノードアドレス重複が発生し、通信に加入できません。

■通信速度の設定
マスタユニットの通信速度を決定すれば、システム全体の通信速度が決定されるためユニッ
ト個別の設定は不要です。
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　５
■出力保持／クリアの設定
コンフィグレータにより出力の保持／クリアを設定します。工場出荷時はクリアとなってい
ます。
OFF（クリア）：通信異常時に、マスタからの出力データをすべて0にクリアする。
ON（保持）：通信異常時は、マスタからの出力データを直前の状態で保持する。
下記に設定方法を示します。

DeviceNet コンフィグレータによる出力保持／クリアの設定方法
① 通常画面では「ネットワーク構成ウィンドウ」内の設定対象のDRT2シリーズ スマート
スレーブのアイコンをダブルクリックまたは右クリック「パラメータ」－「編集」で「デ
バイスパラメ－タの編集」ウィンドウを表示させます。
メンテナンスモード画面では「ネットワーク構成ウィンドウ」内の設定対象の DRT2 シ
リーズ スマートスレーブのアイコン右クリック「パラメータ」－「編集」で「デバイス
パラメ－タの編集」ウィンドウを表示させます。

②「OUT」タブを選択します。

③ 設定対象の「端子名」をダブルクリックすると、次のような画面が表示されます。
「通信異常時出力」のクリア／保持のどちらかをチェックします。最後に「OK」ボタンを
クリックします。

④「デバイスパラメータの編集」ウィンドウで「通信異常時出力」に設定内容が反映されて
いるのを確認した後、「全般」タブを選択して「ダウンロード」ボタンをクリックします。
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 ５
拡張ユニットによる I/O点数の拡張
1台の基本ユニットに対し、1台の拡張ユニットを組合わせることができます。

■拡張ユニットの組合わせ

拡張ユニットの取付方法
1. 基本ユニットの右側面に付いているカバーを取外します。

2. コネクタ同士がかみ合うように拡張ユニットを基本ユニットに取付けます。

3. コネクタ同士が確実に嵌合するように、拡張ユニットを基本ユニットに押付けてくださ
い。

基本ユニット 拡張ユニット 入力点数 出力点数

DRT2-ID16

なし 16 0

XWT-ID08（-1） 24 0

XWT-OD08（-1） 16 8

XWT-ID16（-1） 32 0

XWT-OD16（-1） 16 16

DRT2-OD16

なし 0 16

XWT-ID08（-1） 8 16

XWT-OD08（-1） 0 24

XWT-ID16（-1） 16 16

XWT-OD16（-1） 0 32

DRT2-ROS16

なし 0 16

XWT-ID08（-1） 8 16

XWT-OD08（-1） 0 24

XWT-ID16（-1） 16 16

XWT-OD16（-1） 0 32
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　５
■ I/O電源の供給方法
拡張ユニットを取付けた際の I/O 電源の供給方法について、入力ユニット同士（基本ユニッ
ト入力＋拡張ユニット入力）を組合わせた場合は、I/O電源の供給は基本ユニットのみです。
基本ユニット入力タイプと拡張ユニット出力タイプ、基本ユニット出力タイプと拡張ユニッ
ト入力タイプまたは、出力ユニット同士（基本ユニット出力＋拡張ユニット出力）の組合わ
せの場合には、基本ユニット、拡張ユニットの双方に I/O 電源の供給が必要です。
次表を参照し、組合わせ時には配線にご注意ください。

*1：基本ユニット入力（NPN ／ PNP）＋拡張ユニット（NPN）の場合は基本ユニットと拡張
ユニットのV端子が内部で接続されています。（例：形DRT2-ID16（-1）+形 XWT-ID16）
基本ユニット入力（NPN／ PNP）＋拡張ユニット（PNP）の場合は基本ユニットと拡張ユ
ニットのG端子が内部で接続されています。（例：形DRT2-ID16（-1）+形 XWT-ID16-1）

電源を投入したままユニットの拡張を行わないでください。

組合わせ 拡張ユニットへの I/O電源供給
の要／不要

基本ユニット入力（IN）＋拡張ユニット入力（IN）の場合 供給不要
（基本ユニットの I/O電源と

共用）*1（例） 形 DRT2-ID16＋形XWT-ID16

基本ユニット入力（IN）＋拡張ユニット出力（OUT）の場合 供給必要
（両ユニットに I/O電源の供給

が必要）（例） 形DRT2-ID16＋形 XWT-OD16

基本ユニット出力（OUT）＋拡張ユニット入力（IN）の場合 供給必要
（両ユニットに I/O電源の供給

が必要）（例） 形DRT2-OD16＋形XWT-ID16

基本ユニット出力（OUT）＋拡張ユニット出力（OUT）の場合 供給必要
（両ユニットに I/O電源の供給

が必要）（例） 形 DRT2-OD16＋形XWT-OD16

基本ユニット出力（OUT）＋拡張ユニット入力（IN）の場合 供給必要
（拡張ユニットのみ I/O電源の

供給が必要）（例） 形DRT2-ROS16＋形XWT-ID16

基本ユニット出力（OUT）＋拡張ユニット出力（OUT）の場合 供給必要
（拡張ユニットのみ I/O電源の

供給が必要）（例） 形 DRT2-ROS16＋形XWT-OD16
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 ５
リモート I/Oターミナル（8点入力トランジスタタイプ）

■入力部仕様

■各部の名称と機能（形DRT2-ID08 ／ ID08-1 共通）

項目 仕様

形式 形DRT2-ID08 形 DRT2-ID08-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

入出力点数 入力8点

ON電圧 DC15V以上（各入力端子とV間） DC15V以上（各入力端子とG間）

OFF電圧 DC5V以下（各入力端子とV間） DC5V以下（各入力端子とG間）

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 8点／コモン

DRT2-ID08
REMOTE TERMINAL

5

X1

432 1098
765

X10

432 1098
76

MS  NS

IN

NODE ADDRESS 0 7654321

各接点の入力状況を表示します。

通信コネクタ

DeviceNet表示部

脱着式端子台

ロータリスイッチ
ノードアドレスを設定します。

動作表示部
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　５
■内部回路

形DRT2-ID08（NPN対応）

形DRT2-ID08-1（PNP対応）

フォト
カプラ

フォト
カプラ

内 

部 

回 

路

V  24VDC
0

1

G

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

V+
CAN H
DRAIN
CAN L
V-

フォト
カプラ

フォト
カプラ

内 

部 

回 

路

V  24VDC
0
1

G

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

V+
CAN H
DRAIN
CAN L
V-
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 ５
■配線

形DRT2-ID08（NPN対応）

形DRT2-ID08-1（PNP対応）

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（　）内は旧芯線色です。

I/O電源

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチ）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

青
黒

（
　
）

黒
白

（
　
）

茶
赤

（
　
）

青
黒

（
　
）

茶
白

（
　
）

NC

NC

NC

NC

NC

NC

NC

NC

V
10

1
11

3
12

5
13

7
14 15

G 0 2
3

4
4

6
5 6

24VDC
16 17 18

7 8 91 2

I/O電源

PNP出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチ）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

青
黒

（
　
）

黒
白

（
　
）

茶
赤

（
　
）

青
黒

（
　
）

茶
白

（
　
）

NC

NC

NC

NC

NC

NC

NC

NC

V
10

1
11

3
12

5
13

7
14 15

G 0 2
3

4
4

6
5 6

24VDC
16 17 18

7 8 91 2
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■外形寸法（形DRT2-ID08 ／ ID08-1 共通）

 115

50
3.

1

43.8

29.8

49.6 （mm）
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リモート I/Oターミナル（8点出力トランジスタタイプ）

■出力部仕様

■各部の名称と機能（形DRT2-OD08 ／ OD08-1 共通）

項目 仕様

形式 形DRT2-OD08 形DRT2-OD08-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

入出力点数 出力8点

定格出力電流 0.5A／点　4.0A／コモン

残留電圧 1.2V以下
（DC0.5A、各出力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.5A、各出力端子とV間）

漏れ電流 0.1mA以下

ON遅延時間 0.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 8点／コモン

DRT2-OD08
REMOTE TERMINAL

5

X1

432 1098
765

X10

432 1098
76

MS  NS

OUT

NODE ADDRESS 0 7654321

通信コネクタ

ロータリスイッチ
ノードアドレスを設定します。

DeviceNet表示部 動作表示部
各接点の出力状況を表示します。

脱着式端子台
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■内部回路

形DRT2-OD08（NPN対応）

形DRT2-OD08-1（PNP対応）

フォト
カプラ

内 

部 

回 

路

0
1

G

フォト
カプラ

V  24VDC物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

V+

DRAIN
CAN L
V-

降
圧

CAN H

フォト
カプラ

内 

部 

回 

路

0
1

G

フォト
カプラ

V  24VDC

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

V+

DRAIN
CAN L
V-

降
圧

CAN H
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■配線

形DRT2-OD08（NPN対応）

形DRT2-OD08-1（PNP対応）

誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合は、逆起電力吸収用ダイオードの内蔵品
を使用するか、外部にダイオードを付けてください。（「付 -7 外部出力信号線の配線」参照）

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（　）内は旧芯線色です。

I/O電源

ソレノイド
バルブなど

NC

NC

NC

NC

NC

NC

NC

NC

V
10

1
11

3
12

5
13

7
14 15

G 0 2
3

4
4

6
5 6

24VDC
16 17 18

7 8 91 2

ソレノイド
バルブなど

I/O電源

ソレノイド
バルブなど

ソレノイド
バルブなど

NC

NC

NC

NC

NC

NC

NC

NC

V
10

1
11

3
12

5
13

7
14 15

G 0 2
3

4
4

6
5 6

24VDC
16 17 18

7 8 91 2
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■外形寸法（形DRT2-OD08 ／ OD08-1 共通）

 115
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3.

1

43.8

29.8

49.6 （mm）
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 ５
リモート I/Oターミナル（16 点入力トランジスタタイプ）

■入力部仕様

■各部の名称と機能（形DRT2-ID16 ／ ID16-1 共通）

項目 仕様

形式 形DRT2-ID16 形 DRT2-ID16-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

入出力点数 入力16点

ON電圧 DC15V以上（各入力端子とV間） DC15V以上（各入力端子とG間）

OFF電圧 DC5V以下（各入力端子とV間） DC5V以下（各入力端子とG間）

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 16点／コモン

DRT2-ID16
REMOTE TERMINAL

5

X1

432 1098
765

X10

432 1098
76

MS  NS NODE ADDRESS 0 14 1513121110987654321

IN

通信コネクタ

ロータリスイッチ
ノードアドレスを設定します。

DeviceNet表示部 動作表示部
各接点の入力状況を表示します。

脱着式端子台
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■内部回路

形DRT2-ID16（NPN対応）

形DRT2-ID16-1（PNP対応）

フォト
カプラ

フォト
カプラ

内 

部 

回 

路

V  24VDC
0

1

G

物理層

DC-DC
コンバータ
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V+
CAN H
DRAIN
CAN L
V-
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■配線

形DRT2-ID16（NPN対応）

形DRT2-ID16-1（PNP対応）

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（　）内は旧芯線色です。

I/O電源

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチ）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

青
黒

（
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黒
白
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）

茶
赤
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）
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）
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I/O電源

PNP出力3線式センサ
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近接スイッチ）
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■外形寸法（形DRT2-ID16 ／ ID16-1 共通）

MS NS NODE  ADDRESS 0 1 2 3 4 5 6 7

10 1

8 9 10 11 12 13 14 15

115

50
3.

1

43.9

29.9

49.7 （mm）
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 ５
リモート I/Oターミナル（16 点出力トランジスタタイプ）

■出力部仕様

■各部の名称と機能（形DRT2-OD16 ／ OD16-1 共通）

項目 仕様

形式 形DRT2-OD16 形DRT2-OD16-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

入出力点数 出力16点

定格出力電流 0.5A／点　4.0A／コモン

残留電圧 1.2V以下
（DC0.5A、各出力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.5A、各出力端子とV間）

漏れ電流 0.1mA以下 0.1mA以下

ON遅延時間 0.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 16点／コモン

DRT2-OD16
REMOTE TERMINAL

5

X1

432 1098
765

X10

432 1098
76

MS  NS

OUT

NODE ADDRESS 0 14 1513121110987654321

通信コネクタ

ロータリスイッチ
ノードアドレスを設定します。

DeviceNet表示部 動作表示部
各接点の出力状況を表示します。

脱着式端子台
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■内部回路

形DRT2-OD16（NPN対応）

形DRT2-OD16-1（PNP対応）

フォト
カプラ

内 

部 

回 

路
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V  24VDC物理層
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5-34



5-5 リモート I/Oターミナル

一
般
ス
レ
l
ブ

 ５
■配線

形DRT2-OD16（NPN対応）

形DRT2-OD16-1（PNP対応）

誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合は、逆起電力吸収用ダイオードの内蔵品
を使用するか、外部にダイオードを付けてください。（「付 -7 外部出力信号線の配線」参照）

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（　）内は旧芯線色です。

I/O電源
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バルブなど
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バルブなど

9

8

11

10

13

12

15

14

V
10

1
11

3
12

5
13

7
14 15

G 0 2
3

4
4

6
5 6

24VDC
16 17 18

7 8 91 2

I/O電源

ソレノイド
バルブなど

ソレノイド
バルブなど

9

8

11

10

13

12

15

14

V
10

1
11

3
12

5
13

7
14 15

G 0 2
3

4
4

6
5 6

24VDC
16 17 18

7 8 91 2
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5-5 リモート I/Oターミナル
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　５
■外形寸法（形DRT2-OD16 ／ OD16-1 共通）

MS NS NODE  ADDRESS 0 1 2 3 4 5 6 7

10 1

8 9 10 11 12 13 14 15

115

50
3.

1

43.9

29.9

49.7 （mm）
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5-5 リモート I/Oターミナル
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 ５
リモート I/Oターミナル（8点入力／ 8点出力トランジスタタイプ）

■入力部仕様

■出力部仕様

項目 仕様

形式 形DRT2-MD16 形DRT2-MD16-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

入出力点数 入力8点

ON電圧 DC15V以上（各入力端子とV間） DC15V以上（各入力端子とG間）

OFF電圧 DC5V以下（各入力端子とV間） DC5V以下（各入力端子とG間）

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 8点／コモン

項目 仕様

形式 形DRT2-MD16 形DRT2-MD16-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

入出力点数 出力8点

定格出力電流 0.5A／点　4.0A／コモン

残留電圧 1.2V以下
（DC0.5A、各出力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.5A、各出力端子とV間）

漏れ電流 0.1mA以下 0.1mA以下

ON遅延時間 0.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 8点／コモン
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5-5 リモート I/Oターミナル
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　５
■各部の名称と機能（形DRT2-MD16 ／MD16-1 共通）

■内部回路

形DRT2-MD16（NPN対応）

形DRT2-MD16-1（PNP対応）

DRT2-MD16
REMOTE TERMINAL

5

X1

432 1098
765

X10

432 1098
76

MS  NS NODE ADDRESS 0 7654321

IN

0 7654321

OUT

通信コネクタ

ロータリスイッチ
ノードアドレスを設定します。

DeviceNet表示部 動作表示部
各接点の入力状況を表示します。

脱着式端子台

フォト
カプラ

0
1

G2

フォト
カプラ

V1  24VDC降
圧

フォト
カプラ

フォト
カプラ

内 

部 

回 

路

V1  24VDC
0
1

G1物理層

通信用
コネクタ

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

V+
CAN H
DRAIN
CAN L
V-

フォト
カプラ 0

1

G2

フォト
カプラ

V1  24VDC

降
圧

フォト
カプラ

フォト
カプラ

内 

部 

回 

路

V1  24VDC
0
1

G1
物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

V+
CAN H
DRAIN
CAN L
V-

通信用
コネクタ
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5-5 リモート I/Oターミナル
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 ５
■配線

形DRT2-MD16（NPN対応）

形DRT2-MD16-1（PNP対応）

誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合は、逆起電力吸収用ダイオードの内蔵品
を使用するか、外部にダイオードを付けてください。（「付 -7 外部出力信号線の配線」参照）

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（　）内は旧芯線色です。

I/O電源

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチ）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

青
黒

（
　
）

黒
白

（
　
）

茶
赤

（
　
）

青
黒

（
　
）

茶
白

（
　
）

V1 1 3 5 7

G1 0 2 4 6

24VDC

I/O電源

ソレノイド
バルブなど

ソレノイド
バルブなど

V2 1 3 5 7

G2 0 2 4 6

NC

NC

I/O電源

PNP出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチ）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

青
黒

（
　
）

黒
白

（
　
）

茶
赤

（
　
）

青
黒

（
　
）

茶
白

（
　
）

V1 1 3 5 7

G1 0 2 4 6

24VDC

I/O電源

ソレノイド
バルブなど

ソレノイド
バルブなど

NC

NC

V2 1 3 5 7

G2 0 2 4 6
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5-5 リモート I/Oターミナル
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　５
■外形寸法（形DRT2-MD16 ／MD16-1 共通）

 

MS NS NODE  ADDRESS 0 1 2 3 4 5 6 7 0 1 2 3 4 5 6 7

10 1

115

50
3.

1

43.8

29.8

49.6 (mm)
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5-5 リモート I/Oターミナル
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 ５
リモート I/Oターミナル（16 点リレー出力タイプ）

■共通仕様

■出力部仕様（リレー 1点あたり）

*：同時 ON 点数が 1 コモンあたり 4 点以下、または周囲温度が 45 ℃以下の場合は 3A（コモ
ン10A）まで流せます。

搭載リレーの寿命

項目 仕様

形式 形DRT2-ROS16

通信電源電圧 DC11～ 25V（通信コネクタから供給）

耐ノイズ性 IEC61000-4-4 に準拠　2kV（電源ライン）

耐振動 10～ 55 Hz　複振幅0.7mm

耐衝撃 100 m/s2

耐電圧 AC500V（絶縁されている回路間）

絶縁抵抗 20MΩ以上

使用周囲温度 －10～＋55℃

使用周囲湿度 25～ 85%（結露のないこと）

使用周囲雰囲気 腐食性ガスのないこと

保存周囲温度 －25～＋65℃

取付方法 DIN35mmレール取付

ネジ締付トルク
M2（通信コネクタ固定用ネジ）：0.26～ 0.3N・m
M3（結線用ネジ）：0.5N ･ m
M3（取付用ネジ）：0.5N ･ m

項目 仕様

搭載リレー 形DRTA-NY5W-K

定格負荷
抵抗負荷
AC250V 2A　コモン8A
DC30V 2A　コモン8A

定格通電電流 3A*

接点電圧の最大値 AC250V、 DC125V

接点電流の最大値 3A

開閉容量の最大値 AC750VA、DC90V

最小適用負荷（参考値） DC5V　1.0mA

項目 寿命

機械的寿命 2000万回以上

電気的寿命 10万回以上
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　５
■各部の名称と機能

■内部回路

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

MS NS

OUT

NODE
ADR

×10

×1

通信コネクタ ロータリスイッチ
ノードアドレスを設定します。

着脱式端子台

動作表示部
各接点の出力状態を表示します。DeviceNet表示部

拡張ユニット接続用
コネクタ

出力リレー

内
部
回
路

V+
CAN H
DRAIN
CAN L
V-

物
理
層

内部回路用
DC-DCコンバータ
（非絶縁型）

リレー駆動用
DC-DCコンバータ
（非絶縁型）

フォトカプラ

フォトカプラ

フォトカプラ

フォトカプラ

DRTA-NY5W-K

0

1

COM 0

8

9

COM 1

   DC5V

DRTA-NY5W-K
   DC5V
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 ５
■配線

■外形寸法

OUT0

OUT1

OUT2

OUT3

OUT4

OUT5

OUT6

OUT7

COM0

OUT8

OUT9

OUT10

OUT11

OUT12

OUT13

OUT14

OUT15

COM1

AC電源

（DC電源も可）
負荷

負荷負荷

負荷

負荷

負荷

負荷

負荷

負荷

負荷

負荷

負荷

負荷

負荷

負荷

負荷

50

125

48
.8

51
.8

3.
1

(mm)
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5-5 リモート I/Oターミナル
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　５
参考データ
次の参考データは生産ラインの中からサンプリングした実測値を表したものです。リレーの
特性には多少のばらつきがありますので、あくまで参考としてください。

2A～3A（コモン8～10A）通電時はコモンあたりの同時ON点数を4点以下とするか、も
しくは、周囲温度45度以下での使用としてください。2A以下（コモン8A以下）通電時
の制限はありません。
定格電流値はユニットの正常動作を保証する値であり、リレー自体の耐久性を保証するもの
ではありません。リレーの寿命は、使用温度、負荷の種類、開閉条件などにより大きく異
なるため、必ず実使用条件での実機確認を行ってください。

リレーの交換方法
出力部のリレーを交換する際は、下記の手順でカバーを取外してから交換を行ってください。

 注 意
リレー出力をもつユニットは、常に振動が発生する場所に設置しない
でください。故障や誤動作の原因となります。

DC30V,t=40ms

DC30V/AC240V
抵抗負荷

AC240V、COSφ＝0.4

0.1 0.3 0.5 1 3 5

2
3
5

10

20

30

50

100

200
300

500

接点電流（A）

耐久性曲線

動
作
回
数（
×　

 

回
）

104

DC抵抗負荷

AC抵抗負荷

接
点
電
流（　

）
A

0.1

0.3

0.5

1

3

5

接点電圧（V）
10 20 200 500 1000

開閉容量の最大値

30 30050 100

0.2

2

0.2 4

DC100～200V
t=7～40ms

AC120V抵抗負荷

AC120V、COSφ＝0.4

DC30V,t=7ms

0.4

4

①取手に指を引掛けて上の方向に反らすようにします。

②側面が矢印の
   方向にたわんで
　フックが外れます。

③リレーソケットのレバーを矢印の方向に
　ドライバなどで押下げます。リレーが
　ソケットから持上がり、取外せます。
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 ５
リモート I/Oターミナル　拡張ユニット（8点入力トランジスタタイプ）

■入力部仕様

■各部の名称と機能（形XWT-ID08 ／ ID08-1 共通）

項目 仕様

形式 形XWT-ID08 形 XWT-ID08-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

入出力点数 入力8点

ON電圧 DC15V以上（各入力端子とV間） DC15V以上（各入力端子とG間）

OFF電圧 DC5V以下 （各入力端子とV間） DC5V以下 （各入力端子とG間）

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 8点／コモン

IN

動作表示部

脱着式端子台

各接点の入力状況を表示します。
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5-5 リモート I/Oターミナル
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　５
■動作表示部
各 I/Oの入力状態を表示します。

■内部回路

形XWT-ID08（NPN対応）

形 XWT-ID08-1（PNP対応）

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～7
黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

V  24VDC
0
1

G

フォト
カプラ

フォト
カプラ

内 

部 

回 

路

V  24VDC
0
1

G

フォト
カプラ

フォト
カプラ

内 

部 

回 

路
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 ５
■配線

形XWT-ID08（NPN対応）

形 XWT-ID08-1（PNP対応）

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（　）内は旧芯線色です。

V
6

1
7

3
8

5
9

7
10

G
1

0
2

2
3

4
4

6
5

24VDC

I/O電源

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、近接スイッチ）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

青

黒

（
　
）

黒

白

（
　
）

茶

赤

（
　
）

青

黒

（
　
）

茶

白

（
　
）

V
6

1
7

3
8

5
9

7
10

G
1

0
2

2
3

4
4

6
5

24VDC

I/O電源

PNP出力3線式センサ
（光電スイッチ、近接スイッチ）

青

黒

（
　
）

黒

白

（
　
）

茶

赤

（
　
）

青

黒

（
　
）

茶

白

（
　
）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）
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　５
■外形寸法（形XWT-ID08 ／ ID08-1 共通）

43.9

50

6613 49.7

29.9

3.
1

(mm)
5-48



5-5 リモート I/Oターミナル
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 ５
リモート I/Oターミナル　拡張ユニット（16 点入力トランジスタタイプ）

■入力部仕様

■各部の名称と機能（形XWT-ID16 ／ ID16-1 共通）

■動作表示部
各 I/O の入力状態を表示します。

項目 仕様

形式 形XWT-ID16 形 XWT-ID16-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

入出力点数 入力16点

ON電圧 DC15V以上（各入力端子とV間） DC15V以上（各入力端子とG間）

OFF電圧 DC5V以下 （各入力端子とV間） DC5V以下 （各入力端子とG間）

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 16点／コモン

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～15
黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

IN

動作表示部
各接点の入力状況を表示します。

脱着式端子台
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　５
■内部回路

形XWT-ID16（NPN対応）

形 XWT-ID16-1（PNP対応）

V  24VDC
0
1

G

フォト
カプラ

フォト
カプラ

内 

部 

回 

路

V  24VDC
0
1

G

フォト
カプラ

フォト
カプラ

内 
部 
回 

路

5-50



5-5 リモート I/Oターミナル
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 ５
■配線

形XWT-ID16（NPN対応）

形 XWT-ID16-1（PNP対応）

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（　）内は旧芯線色です。

V
10

1
11

3
12

5
13

7
14

9
15

G 0 2
3

4
4

6
5

8
6

24VDC

11
16

13
17

15
18

10
7

12
8

14 
91 2

I/O電源

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、近接スイッチ）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

青

黒

（
　
）

黒

白

（
　
）

茶

赤

（
　
）

青

黒

（
　
）

茶

白

（
　
）

V
10

1
11

3
12

5
13

7
14

9
15

G
1

0
2

2
3

4
4

6
5

8
6

24VDC

11
16

13
17

15
18

10
7

12
8

14 
9

I/O電源

PNP出力3線式センサ
（光電スイッチ、近接スイッチ）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

青

黒

（
　
）

黒

白

（
　
）

茶

赤

（
　
）

青

黒

（
　
）

茶

白

（
　
）
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　５
■外形寸法（形XWT-ID16 ／ ID16-1 共通）

0  1  2  3  4  5  6  70  1  2  3  4  5  6  7 8  9  10 11 12 13 14 158  9  10 11 12 13 14 15

12 94

43.9

50

49.7

29.9

3.
1

(mm)
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 ５
リモート I/Oターミナル　拡張ユニット（8点出力トランジスタタイプ）

■出力部仕様

■各部の名称と機能（形XWT-OD08 ／ OD08-1 共通）

■動作表示部
各 I/O の出力状態を表示します。

項目 仕様

形式 形XWT-OD08 形 XWT-OD08-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

入出力点数 出力8点

定格出力電流 0.5A／点　2.0A／コモン

残留電圧 1.2V以下
（DC0.5A、各出力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.5A、各出力端子とV間）

漏れ電流 0.1mA以下 0.1mA以下

ON遅延時間 0.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 8点／コモン

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～7
黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

0UT

脱着式端子台

動作表示部
各接点の出力状況を表示します。
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■内部回路

形XWT-OD08（NPN対応）

形 XWT-OD08-1（PNP対応）

0
1

G

V  24VDC

フォト
カプラ

内 

部 

回 

路 フォト
カプラ

降
圧

0
1

G

V  24VDCフォト
カプラ

内 

部 

回 

路 フォト
カプラ

降
圧
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 ５
■配線

形XWT-OD08（NPN対応）

形 XWT-OD08-1（PNP対応）

誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合は、逆起電力吸収用ダイオードの内蔵品
を使用するか、外部にダイオードを付けてください。（「付 -7 外部出力信号線の配線」参照）
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5
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4
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6
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24VDC

I/O電源

ソレノイドバルブなど ソレノイドバルブなど
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3
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5
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7
10

G
1

0
2

2
3

4
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24VDC

I/O電源
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5-5 リモート I/Oターミナル

一
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　５
■外形寸法（形XWT-OD08 ／ OD08-1 共通）
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5-5 リモート I/Oターミナル

一
般
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 ５
リモート I/Oターミナル　拡張ユニット（16 点出力トランジスタタイプ）

■出力部仕様

■各部の名称と機能（形XWT-OD16 ／ OD16-1 共通）

■動作表示部
各 I/O の出力状態を表示します。

項目 仕様

形式 形XWT-OD16 形 XWT-OD16-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

入出力点数 出力16点

定格出力電流 0.5A／点、4.0A／コモン

残留電圧 1.2V以下
（DC0.5A、各出力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.5A、各出力端子とV間）

漏れ電流 0.1mA以下 0.1mA以下

ON遅延時間 0.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 16点／コモン

LED名称 LED状態 状態定義 意味

0～15
黄点灯　 接点ON 接点ON状態

消灯　　 接点OFF 接点OFF状態

OUT

脱着式端子台

動作表示部
各接点の出力状況を表示します。
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5-5 リモート I/Oターミナル

一
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　５
■内部回路

形XWT-OD16（NPN対応）

形 XWT-OD16-1（PNP対応）

0
1

G

V  24VDC

フォト
カプラ

内 

部 

回 

路 フォト
カプラ

降
圧

0
1

G

V  24VDCフォト
カプラ

内 

部 

回 

路 フォト
カプラ

降
圧
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5-5 リモート I/Oターミナル

一
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 ５
■配線

形XWT-OD16（NPN対応）

形 XWT-OD16-1（PNP対応）

誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合は、逆起電力吸収用ダイオードの内蔵品
を使用するか、外部にダイオードを付けてください。（「付 -7 外部出力信号線の配線」参照）
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5-5 リモート I/Oターミナル

一
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　５
■外形寸法（形XWT-OD16 ／ OD16-1 共通）

0  1  2  3  4  5  6  70  1  2  3  4  5  6  7 8  9  10 11 12 13 14 158  9  10 11 12 13 14 15
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5-5 リモート I/Oターミナル

一
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 ５
リモート I/Oターミナル　3段端子台（16 点入力トランジスタタイプ）

■入力部仕様

■各部の名称と機能（形DRT2-ID16TA ／ ID16TA-1 共通）

項目 仕様

形式 形DRT2-ID16TA 形DRT2-ID16TA-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

入出力点数 入力16点

ON電圧 DC15V以上（各入力端子とV間） DC15V以上（各入力端子とG間）

OFF電圧 DC5V以下（各入力端子とV間） DC5V以下（各入力端子とG間）

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 8点／コモン

入力接続機器供給電流 100mA／点

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15DRT2-ID16TA
REMOTE TERMINAL DC24V

NSMS

DeviceNet表示部

DINレール取付フック

通信コネクタ

ロータリスイッチ
ノードアドレスを設定します。 各接点の入力状態を表示します。

入力ON時に点灯します。

端子台

回路部脱着用ネジ

予備端子

入力表示部

(X10) (X1)
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5-5 リモート I/Oターミナル

一
般
ス
レ
l
ブ

　５
■内部回路

形DRT2-ID16TA（NPN対応）

形DRT2-ID16TA-1（PNP対応）

V1   24VDC

V+

CAN H
DRAIN
CAN L

V-

G1

V1

0~7

V2   24VDC

G2

G2

V2

8~15

G1

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

内部
回路

フォト
カプラ

フォト
カプラ

V+

CAN H
DRAIN
CAN L

V-

V1   24VDC

G1

V1
0~7

V2   24VDC

G2

G2

V2

8~15

G1

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

内部
回路

フォト
カプラ

フォト
カプラ
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5-5 リモート I/Oターミナル
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 ５
■配線

形DRT2-ID16TA（NPN対応）

形DRT2-ID16TA-1（PNP対応）

I/O 電源のV1端子とV2端子、G1端子とG2端子は、内部で接続されていません。
V1-G1間、V2-G2 間にはそれぞれ別々に電源を供給してください。
予備端子には配線しないでください。

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（　）内は旧芯線色です。
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5-5 リモート I/Oターミナル

一
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ブ

　５
■外形寸法（形DRT2-ID16TA ／ ID16TA-1 共通）

回路部脱着用ネジ（「各部の名称と機能」参照）をゆるめることにより、回路部のみを取外
して交換できます。
回路部の脱着・交換の際は、通信電源、内部電源、I/O 電源などの電源がすべて OFF に
なっていることを確認してから行ってください。

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

IN

DRT2-ID16TA
REMOTE TERMINAL DC24V

NSMS

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

58
(83)

180

50

（
54
）

170±0.2

2-φ4.2またはM4

取付穴加工寸法

40
±0

.2

（ ）内は参考寸法です。

(mm)
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5-5 リモート I/Oターミナル

一
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 ５
リモート I/Oターミナル　3段端子台（16 点出力トランジスタタイプ）

■出力部仕様

■各部の名称と機能（形DRT2-OD16TA ／ OD16TA-1 共通）

項目 仕様

形式 形DRT2-OD16TA 形 DRT2-OD16TA-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

入出力点数 出力16点

定格出力電流 0.5A／点

残留電圧 1.2V以下
（DC0.5A、各出力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.5A、各出力端子とV間）

漏れ電流 0.1mA以下 0.1mA以下

ON遅延時間 0.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 8点／コモン

出力接続機器供給電流 100mA／点

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

OUT

DRT2-OD16TA
REMOTE TERMINAL DC24V

NSMS

DeviceNet表示部

DINレール取付フック

通信コネクタ

ロータリスイッチ
ノードアドレスを設定します。

各接点の出力状態を表示します。
出力ON時に点灯します。

端子台

回路部脱着用ネジ

予備端子

出力表示部

(X10) (X1)
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5-5 リモート I/Oターミナル

一
般
ス
レ
l
ブ

　５
■内部回路

形DRT2-OD16TA（NPN対応）

形DRT2-OD16TA-1（PNP対応）

フォトカプラ

V2  24VDC

G2

V2

出力(8～15)

G2

フォトカプラ

V1  24VDC

G1

V1

出力(0～7)

G1内部
回路

降
圧

降
圧

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

V+

CAN H
DRAIN

CAN L

V-

フォトカプラ

V2  24VDC

G2

V2

出力(8～15)

G2

降
圧

フォトカプラ

V1  24VDC

G1

V1

出力(0～7)

G1

降
圧

内部
回路

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

V+

CAN H

DRAIN

CAN L
V-
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5-5 リモート I/Oターミナル
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 ５
■配線

形DRT2-OD16TA（NPN対応）

形DRT2-OD16TA-1（PNP対応）

I/O 電源のV1端子とV2端子、G1端子とG2端子は、内部で接続されていません。
V1-G1間、V2-G2 間にはそれぞれ別々に電源を供給してください。
誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合は、逆起電力吸収用ダイオードの内蔵品
を使用するか、外部にダイオードを付けてください。（「付 -7 外部出力信号線の配線」参照）
予備端子には配線しないでください。
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5-5 リモート I/Oターミナル

一
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　５
■外形寸法（DRT2-OD16TA ／OD16TA-1 共通）

回路部脱着用ネジ（「各部の名称と機能」参照）をゆるめることにより、回路部のみを取外
して交換できます。
回路部の脱着・交換の際は、通信電源、内部電源、I/O 電源などの電源がすべて OFF に
なっていることを確認してから行ってください。

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

OUT
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REMOTE TERMINAL DC24V

NSMS
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取付穴加工寸法
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(  )内は参考寸法です。
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5-5 リモート I/Oターミナル
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 ５
リモートI/Oターミナル　3段端子台（8点入力／8点出力トランジスタタイプ）

■入力部仕様

■出力部仕様

項目 仕様

形式 形DRT2-MD16TA 形DRT2-MD16TA-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

入出力点数 入力8点

ON電圧 DC15V以上（各入力端子とV間） DC15V以上（各入力端子とG間）

OFF電圧 DC5V以下（各入力端子とV間） DC5V以下（各入力端子とG間）

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 8点／コモン

入力接続機器供給電流 100mA／点

項目 仕様

形式 形DRT2-MD16TA 形DRT2-MD16TA-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

入出力点数 出力8点

定格出力電流 0.5A／点

残留電圧 1.2V以下
（DC0.5A、各出力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.5A、各出力端子とV間）

漏れ電流 0.1mA以下 0.1mA以下

ON遅延時間 0.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 8点／コモン

出力接続機器供給電流 100mA／点
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5-5 リモート I/Oターミナル
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　５
■各部の名称と機能（形DRT2-MD16TA ／MD16TA-1 共通）

■内部回路

形DRT2-MD16TA（NPN対応）

形DRT2-MD16TA-1（PNP対応）

0 1 2 3 4 5 6 7 0 1 2 3 4 5 6 7

OUTIN

DRT2-MD16TA
REMOTE TERMINAL DC24V

NSMS

DeviceNet表示部

DINレール取付フック通信コネクタ

ロータリスイッチ
ノードアドレスを設定します。

各接点の出力状態を表示します。
出力ON時に点灯します。

出力用端子台入力用端子台

各接点の入力状態を表示します。
入力ON時に点灯します。

回路部脱着用ネジ

予備端子

入力表示部
出力表示部

(X10) (X1)

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

内部
回路

フォト
カプラ

フォト
カプラ

降
圧

V+

CAN H

CAN L

V-

DRAIN

V1   24VDC
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V1
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コンバータ
（非絶縁型）
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回路

フォト
カプラ

フォト
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圧

V+
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V-

V1   24VDC

G1
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G2

V2

0～7
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5-5 リモート I/Oターミナル
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 ５
■配線

形DRT2-MD16TA（NPN対応）

形DRT2-MD16TA-1（PNP対応）

I/O 電源のV1端子とV2端子、G1端子とG2端子は、内部で接続されていません。
V1-G1間、V2-G2 間にはそれぞれ別々に電源を供給してください。
誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合は、逆起電力吸収用ダイオードの内蔵品
を使用するか、外部にダイオードを付けてください。（「付 -7 外部出力信号線の配線」参照）
予備端子には配線しないでください。

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（　）内は旧芯線色です。
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■外形寸法（形DRT2-MD16TA ／MD16TA-1 共通）

回路部脱着用ネジ（「各部の名称と機能」参照）をゆるめることにより、回路部のみを取外
して交換できます。
回路部の脱着・交換の際は、通信電源、内部電源、I/O 電源などの電源がすべて OFF に
なっていることを確認してから行ってください。

0 1 2 3 4 5 6 7 0 1 2 3 4 5 6 7

OUTIN

DRT2-MD16TA
REMOTE TERMINAL DC24V

NSMS

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

40
±0

.2

170±0.2

(5
4)

180

50

58
(83)

(  )内は参考寸法です。取付穴加工寸法

2-φ4.2またはM4

(mm)
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制御盤への取付
リモート I/O ターミナル（基本ユニットまたは拡張ユニット）は、次の方法で制御盤に取付
けることができます。

■DINレールに取付ける方法
スレーブの背面で、DIN35mmレールに取付けてください。このとき、背面にあるDIN レー
ル取付フックをドライバで引下げながら、DIN レールをスレーブの背面にはめ込み、確実に
固定してください。また、スレーブの左右をエンドプレートで挟んで固定してください。

エンドプレートの取付方法
エンドプレートは、下側を引掛けてから（次図①）、上側を引掛けて下に引降ろします。（次
図②）

必ず2個のエンドプレートで両側からスレーブを挟込んで固定してください。

■取付方向
特にスレーブの解説の中で記述されていない場合は、取付には方向の制約はありません。以
下の6方向すべての方向に取付けることができます。

エンドプレート
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I/O 電源、入出力の配線
I/O 電源、入出力の配線はいずれもM3のネジ端子で行います。
以下に示す、M3用の圧着端子を取付けて端子台に接続します。
適正締付トルクは、0.5N ･ mです。

■ I/O電源の配線
端子台の端子配置については、各スレーブの解説の「配線」を参照してください。
拡張ユニットへの I/O 電源供給は必要に応じて行ってください。（5-19 ページの「拡張ユ
ニットによる I/O点数の拡張」参照）

例：リモート I/Oターミナル 形 DRT2-ID16への I/O電源供給

■入出力の配線
端子台の端子配置や外部入出力の配線については、各スレーブの解説の「配線」を参照して
ください。

例：リモート I/Oターミナル 形 DRT2-ID16の入力0への配線

6.0mm以下 6.0mm以下

DRT2-ID16
REMOTE TERMINAL

5

X1

432 1098
765

X10

432 1098
76

MS  NS NODE ADDRESS 0 14 1513121110987654321

IN

DRT2-ID16
REMOTE TERMINAL

5

X1

432 1098
765

X10

432 1098
76

MS  NS NODE ADDRESS 0 14 1513121110987654321

IN
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 ５
5-6 コネクタターミナル

ノードアドレス、通信速度、出力保持／クリアの設定
これらの設定方法は、リモート I/O ターミナル（トランジスタタイプ）と同じです。5-16
ページの「ノードアドレス、通信速度、出力保持／クリアの設定」を参照してください。

業界標準センサコネクタの組立・配線・取付
センサコネクタターミナル（形 DRT2- □ D16S（-1））は業界標準センサコネクタを搭載
しています。センサ、または外部機器をセンサコネクタターミナルと接続する際は、センサ、
または外部機器のケーブルに専用のコネクタを取付ける必要があります。

以下の手順で、ケーブル接続用コネクタをセンサまたは外部機器のケーブルに取付けてくだ
さい。

1． ケーブル接続用コネクタとケーブル芯線サイズの確認
ケーブル接続用コネクタは、メーカや芯線サイズによって適合コネクタが異なります。下表
で、使用するケーブル接続用コネクタと、センサ、または外部機器のケーブルの芯線サイズ
が合っていることを確認してください。

タイコエレクトロニクスアンプ社製

形式 ハウジング色 適合電線範囲

3-1473562-4 オレンジ 被覆外径φ0.6～ 0.9mm

断面積：0.08～ 0.5mm2
1-1473562-4 赤 被覆外径φ0.9～ 1.0mm

1473562-4 黄 被覆外径φ1.0～ 1.15mm

2-1473562-4 青 被覆外径φ1.15～ 1.35mm

4-1473562-4 緑 被覆外径φ1.35～ 1.60mm

オムロン製 ケーブル接続用コネクタ
形XN2A-1470
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　５
住友3M社製

オムロン製

2． センサ・外部機器のケーブルの加工
（1）タイコエレクトロニクスアンプ社製／住友3M社製のコネクタを使用する場合

センサや、コネクタ出力トランジスタタイプ用の外部機器のケーブルは、通常は次図のよう
に、セミストリップ仕様またはストリップ仕様でカットされています。

この状態では、ケーブル接続用コネクタは取付けられないので、いったん先端をカットし、
次図のようにケーブルの被覆をむいてください（芯線はむかないでください）。

（2）オムロン製のコネクタを使用する場合
コネクタの側面に記載されている「STRIP GAUGE」に合わせ、芯線の被覆を 7 ～ 8mm
むき、撚り線を数回撚ってください。

3． ケーブル接続用コネクタへの芯線の差込（結線手順）
（1）タイコエレクトロニクスアンプ社製／住友3M社製のコネクタを使用の場合
1）ケーブル接続用コネクタのカバーに芯線を差込みます。端子番号と芯線の色が合っている
ことを確認して、奥まで差込んでください。

2） カバーとプラグコネクタを組合わせます。プライヤなどで最後まで押込んでください。こ
のとき、カバーが曲がらないようにカバーの中心部を真っ直ぐ押込んでください。

形式 ハウジング色 適合電線範囲

37104-3101-000FL 赤 AWG26（0.14mm2）～AWG24（0.2mm2）
被覆外径φ0.8～ 1.0mm

37104-3122-000FL 黄 AWG26（0.14mm2）～AWG24（0.2mm2）
被覆外径φ1.0～ 1.2mm

37104-3163-000FL オレンジ AWG26（0.14mm2）～AWG24（0.2mm2）
被覆外径φ1.2～ 1.6mm

37104-2124-000FL 緑 AWG22（0.3mm2）～AWG20（0.5mm2）
被覆外径φ1.0～ 1.2mm

37104-2165-000FL 青 AWG22（0.3mm2）～AWG20（0.5mm2）
被覆外径φ1.2～ 1.6mm

37104-2206-000FL グレー AWG22（0.3mm2）～AWG20（0.5mm2）
被覆外径φ1.6～ 2.0mm

形式 仕様 適合電線範囲

形XN2A-1470 スプリング
クランプ式

AWG28（0.08mm2）～AWG20（0.5mm2）
被覆外径φ1.5mm以下

セミストリップ仕様 ストリップ仕様

20mm以上

7～8mm
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 ５
（2）オムロン製のコネクタを使用する場合
1）下図のように、マイナスドライバを使って、コネクタの操作口内にある操作レバーをロッ
クするまで押込みます。

2） 電線挿入口より、電線を奥まで差込みます。電線の被覆部が電線挿入口に入っていること、
また導線部先端が結線部を通過していることを確認してください。

3） 解除口にマイナスドライバを入れ、レバーを軽く引戻します。「パチッ」という音がして操
作レバーが復帰します。

4） 最後に操作レバーが復帰していることを確認してください。電線を軽く引張り、抵抗があ
れば結線されています。

マイナスドライバ

操作口

電線挿入口電線被覆部結線部

解除口操作レバー（白）
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センサを接続する場合は以下の表に従って、カバーに刻印されている端子番号とセンサの芯
線の色を合わせて差込んでください。

注：光電スイッチと近接スイッチの JIS規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（　）は旧芯線色です。

芯線を引抜く場合は、操作レバーを押込み、操作レバーがロックされていることを確認して
から引抜いてください。引抜いた後は、必ず操作レバーを復帰させてください。

端子番号

形DRT2-ID16Ｓ／32S使用時 形DRT2-ID16Ｓ-1／ 32S-1使用時

3線式センサ
（自己診断出力機能
なし）

2線式センサ
（自己診断出力機能
なし）

3線式センサ
（自己診断出力機能
なし）

2線式センサ
（自己診断出力
機能なし）

1 茶（赤） － 茶（赤） 茶（白）

2 － － － －

3 青（黒） 青（黒） 青（黒） －

4 黒（白） 茶（白） 黒（白） 青（黒）
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 ５
コネクタターミナル（16 点入力センサコネクタタイプ）

■入力部仕様

■各部の名称と機能（形DRT2-ID16S ／ ID16S-1 共通）

LEDの意味

項目 仕様

形式 形DRT2-ID16S 形 DRT2-ID16S-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

入出力点数 入力16点

ON電圧 DC9V以上（各入力端子とV間） DC9V以上（各入力端子とG間）

OFF電圧 DC5V以下（各入力端子とV間） DC5V以下（各入力端子とG間）

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 11.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

11.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 16点／コモン

センサ短絡検知電流 100mA以上（2点あたり）
センサ電源短絡検知は次の入力接点の組合せの合計電流を監視します。
IN0/IN1　IN2/IN3　IN4/IN5　IN6/IN7　IN8/IN9　IN10/IN11　
IN12/IN13　IN14/IN15

入力接続機器供給電流 50mA／点

LED名称 色 状態 意味

SHT0 赤 点灯 センサ電源短絡

IN 0-7

MS

NODE ADDRESS

NS

SHT 0 0

8

1

9

2

10

3

11

4

12

5

13

6

14

7

15

IN 8-15

×10 ×1

IN

ノードアドレス設定SW

DeviceNet
通信コネクタ

DeviceNet表示部
SHT0 LED

動作表示部

I/Oコネクタ
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■内部回路

形DRT2-ID16S（NPN対応）

形DRT2-ID16S-1（PNP対応）

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

短絡検知回路

内
部
回
路

V+
CAN H
DRAIN
CAN L
V-

V
NC
G1
IN0

V
NC
G1
IN1

物理層

内
部
回
路

短絡検知回路

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

V+
CAN H
DRAIN
CAN L
V-

V1
NC
G

IN0

V1
NC
G

IN1
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■配線

形DRT2-ID16S（NPN対応）

形DRT2-ID16S-1（PNP対応）

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（　）内は旧芯線色です。

■外形寸法（形DRT2-ID16S ／ ID16S-1 共通）

V

NC

IN
0

V

NC

G1

IN
1

V

NC

G2

IN
2

V

NC

G2

IN
3

V

NC

G3

IN
4

V

NC

G3

IN
5

V

NC

G4

IN
6

V

NC

G4

IN
7

V

NC

G5

IN
8

1

2

V

NC

G5

IN
9

V

NC

G6

IN
10

V

NC

G6

IN
11

V

NC

G7

IN
12

V

NC

G7

IN
13

V

NC

G8

IN
14

V

NC

G8

IN
15

3

4

1

2

3

4

G1

青（
黒
）

茶（
白
）

青（
黒
）

黒（
白
）

茶（
赤
）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、近接スイッチ）

V1

NC

G

IN
0

V1

NC

G

IN
1

V2

NC

G

IN
2

V2

NC

G

IN
3

V3

NC

G

IN
4

V3

NC

G

IN
5

V4

NC

G

IN
6

V4

NC

G

IN
7

V5

NC

G

IN
8

V5

NC

G

IN
9

V6

NC

G

IN
10

V6

NC

G

IN
11

V7

NC

G

IN
12

V7

NC

G

IN
13

V8

NC

G

IN
14

V8

NC

G

IN
15

1

2

3

4

1

2

3

4

青（
黒
）

茶（
白
）

青（
黒
）

黒（
白
）

茶（
赤
）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

PNP出力3線式センサ
（光電スイッチ、近接スイッチ）

IN 0-7

MS NS

0

8

1

9

2

10

3

11

4

12

5

13

6

14

7

15

IN 8-15

SHT 0

×10 ×1
NODE ADDRESS

I N

95

50

88±0.2

2-φ4.2またはM4

33.3

(mm)
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コネクタターミナル（8点入力／ 8点出力センサコネクタタイプ）

■入力部仕様

■出力部仕様

項目 仕様

形式 DRT2-MD16S 形DRT2-MD16S-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

入出力点数 入力8点

ON電圧 DC9V以上（各入力端子とV間） DC9V以上（各入力端子とG間）

OFF電圧 DC5V以下（各入力端子とV間） DC5V以下（各入力端子とG間）

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 11.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 8点／コモン

センサ短絡検知電流
100mA以上（2点あたり）
センサ電源短絡検知は次の入力接点の組合せの合計電流を監視します。
IN0/IN1　IN2/IN3　IN4/IN5　IN6/IN7

入力接続機器供給電流 50mA／点

項目 仕様

形式 形DRT2-MD16S 形DRT2-MD16S-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

入出力点数 出力8点

定格出力電流 0.3A／点　2.4A／コモン 0.3A／点　1.6A／コモン

残留電圧 1.2V以下
（DC0.3A、各出力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.3A、各出力端子とV間）

漏れ電流 0.1mA以下

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 8点／コモン

外部負荷短絡検知電流 2.4A以上／コモン 1.6A以上／コモン

出力接続機器供給電流 100mA／点
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■各部の名称と機能（形DRT2-MD16S ／MD16S-1 共通）

LEDの意味

■内部回路

形DRT2-MD16S（NPN対応）

形DRT2-MD16S-1（PNP対応）

LED名称 色 状態 意味

SHT0 赤 点灯 センサ電源短絡

SHT1 赤 点灯 外部負荷短絡

MS NS

SHT 0 0

0

1

1

2

2

3

3

4

4

5

5

6

6

7

7 

IN

SHT 1 OUT

NODE ADDRESS

I N 0-7
 OUT 0- 7

×10 ×1

動作表示部DeviceNet表示部
SHT0/1 LEDノードアドレス設定SW

DeviceNet
通信コネクタ

I/Oコネクタ

出力I/O電源用コネクタ

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

短絡検知回路

内
部
回
路

検知回路

V+
CAN H
DRAIN
CAN L
V-

V
NC
G1
IN0

V2
NC
NC
OUT0

V0

G0
G0

V0

降圧

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

短絡検知回路

内
部
回
路 検知回路

降圧

V+
CAN H
DRAIN
CAN L
V-

V1
NC
G

IN0

V0
V0
G0
G0

NC
NC

G2
OUT0
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■配線

形DRT2-MD16S（NPN対応）

形DRT2-MD16S-1（PNP対応）

 出力部の I/O 電源用端子として、V0 端子、G0 端子を各々2 つづつ用意しています。片
方は本ユニットの I/O 電源供給用として、もう片方は次のユニットへの I/O 電源供給用と
してご使用ください。また、各端子の電流は3A 以下でご使用ください。
誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合は、逆起電力吸収用ダイオードの内蔵品
を使用するか、外部にダイオードを付けてください。（「付 -7 外部出力信号線の配線」参照）

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（　）内は旧芯線色です。

V1

NC

G1

IN
0

V1

NC

IN
1

V1

NC

IN
2

V1

NC

IN
3

V1

NC

IN
4

V1

NC

IN
5

V1

NC

IN
6

V1

NC

IN
7

V2

NC

NC

OUT
0

1

2

NC

NC

OUT
1

NC

NC

OUT
2

NC

NC

OUT
3

NC

NC

OUT
4

NC

NC

OUT
5

NC

NC

OUT
6

NC

NC

OUT
7

3

4

1

2

3

4

G1 G2 G2 G3 G3 G4 G4

V2 V2 V2 V2 V2 V2 V2

G0

G0

V0

V0

青（
黒
）

茶（
白
）

青（
黒
）

黒（
白
）

茶（
赤
）

ソレノイド
バルブなど

ソレノイド
バルブなど

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、近接スイッチ）

どちらのV0端子にも
接続できます。

どちらのG0端子にも
接続できます。

V1
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G1
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0

V1

NC
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NC
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V2

NC
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V3
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NC
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5

V4

NC
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6

V4

NC

IN
7

NC

NC

G2
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0

1

2

NC

G2

OUT
1

NC

G2

OUT
2

NC

G2

OUT
3

NC

G2

OUT
4

NC

G2

OUT
5

NC

G2

OUT
6

NC

G2

OUT
7

3

4

1

2

3

4

G1 G1 G1 G1 G1 G1 G1

NC NC NC NC NC NC NC

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

PNP出力3線式センサ
（光電スイッチ、近接スイッチ）

ソレノイド
バルブなど

ソレノイド
バルブなど

青（
黒
）

茶（
白
）

青（
黒
）

黒（
白
）

茶（
赤
）

G0

G0

V0

V0

どちらのV0端子にも
接続できます。

どちらのG0端子にも
接続できます。
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 ５
■外形寸法（形DRT2-MD16S ／MD16S-1 共通）

MS NS

SHT 0 0

0

1

1

2

2

3

3

4

4

5

5

6

6

7

7

IN

SHT 1 OUT

NODE ADDRESS

IN 0-7

OUT 0-7

×10 ×1

95
50

88±0.2

2-φ4.2またはM4
36.8

3

33.3

（mm）
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5-6 コネクタターミナル
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　５
コネクタターミナル（16 点入力MIL コネクタタイプ）

■入力部仕様

*1：  リモート I/O ターミナルを上向きに取付けた場合、16点すべてがONとなる可能性がある
ときは、周囲温度に応じて、ユニット間に距離をとってください。（「■外形寸法」参照）

項目 仕様

形式 形DRT2-ID16ML（X） 形DRT2-ID16ML（X）-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

入出力点数 入力16点

ON電圧 DC17V以上（各入力端子とV間） DC17V以上（各入力端子とG間）

OFF電圧 DC5V以下（各入力端子とV間） DC5V以下（各入力端子とG間）

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

最大同時入力点数 16点 *1

コモン当たりの回路数 16点／コモン
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5-6 コネクタターミナル

一
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 ５
■各部の名称と機能（形DRT2-ID16ML（X）／ ID16ML（X）-1 共通）

入力表示部

mCH：リモート I/O ターミナルの割付先頭チャネル

［上面］ ［正面］ ［下面］

ロータリスイッチ
ノードアドレスを設定します。

入力コネクタ（MILコネクタ）
通信コネクタ

DeviceNet表示部、入力表示部
スレーブの状態や、通信の状態、各接点の入力
状態（入力ON時に点灯）を表示します。

DINレール
取付フック

入力16点を、MILコネクタで接続します。
MLXタイプのみコネクタ付きケーブル（10cm）が付属しています。

(X10)

(X1)

［コネクタ付きケーブル］（MLXタイプのみ）

緑色

LED名称 意味

0～15 ｍCHの接点0～15の状態を表示（点灯：入力ON、消灯：入力OFF）
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5-6 コネクタターミナル

一
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　５
■内部回路

形DRT2-ID16ML（X）（NPN対応）

形DRT2-ID16ML（X）-1（PNP対応）

■配線

形DRT2-ID16ML（X）（NPN対応）

内部
回路

V

入力
Gフォトカプラ

入力
フォトカプラ

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

V+

CAN H
DRAIN

CAN L

V-

内部
回路

G

Vフォトカプラ

入力
フォトカプラ

入力

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

V+

CAN H
DRAIN

CAN L

V-

DC24V

1920

V V

G G

1718

1516

1314

11

10

12

9

8 7

6 5

4 3

2 1

mch
03

mch
11

mch
02

mch
10

mch
01

mch
09

mch
00

mch
08

mch
04

mch
12

mch
05

mch
13

mch
06

mch
14

mch
07

mch
15
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5-6 コネクタターミナル
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 ５
形DRT2-ID16ML（X）-1（PNP対応）

V端子同士、G端子同士は、それぞれ内部で接続されています。

以下の機能を正しく動作させるために、V端子、およびG端子は正しく配線してください。
・I/O 電源モニタ
・接点動作回数モニタ
・ON積算時間モニタ
・電源投入時の突入電流による誤動作防止機能
これらの機能を使用しない場合は、形DRT2-ID16ML（X）のG端子、および形DRT2-
ID16ML（X）-1の V端子を接続しなくても、入力信号は正しく取込めます。

■ I/O割付
マスタユニットに割付けられた、リモート I/O ターミナル（16 点トランジスタ入力、コネ
クタタイプ）の先頭チャネルをmCHとしたとき、MIL コネクタのピン番号と、割付チャネ
ル・接点（ビット）の対応は、下図のようになります。

DC24V

1920

V V

G G

1718

1516

1314

11

10

12

9

8 7

6 5

4 3

2 1

mch
03

mch
11

mch
02

mch
10

mch
01

mch
09

mch
00

mch
08

mch
04

mch
12

mch
05

mch
13

mch
06

mch
14

mch
07

mch
15

15 ビット14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

5mCH 7 9 11 13 15 17 19 6 8 10 12 14 16 18 20 …入力16点
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5-6 コネクタターミナル

一
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　５
■外形寸法（形DRT2-ID16ML（X）／ ID16ML（X）-1 共通）

16点入力トランジスタ・コネクタタイプのリモートI/Oターミナルを複数台並べて使用する
場合は、使用周囲温度により以下の制限があります。
［ユニットを上向き以外で取付ける場合］
ユニット間を密着させて取付けることができます。（使用周囲温度 55 ℃、16 点同時 ON
可能）
［ユニットを上向きに取付ける場合］
16 点が同時に ON することがある場合は、ユニット間距離は使用周囲温度によって、下
図のグラフのように制限されます。
例えば、使用周囲温度が 55 ℃の場合は、ユニット間に 10mm 以上の間隔が必要となり
ます。

63
60

80

52
.7

5

35
(  )内は参考寸法です。

(mm)

(120)

(83)

30

20

10

0
40 45 50 55

ユ
ニ
ッ
ト
間
距
離
L

（mm）

L L

使用周囲温度 （℃）
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5-6 コネクタターミナル
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 ５
コネクタターミナル（16 点出力MIL コネクタタイプ）

■出力部仕様

*1： 総外部負荷電流が、2Aを超えないようにご使用ください。
V端子とG端子は、1端子当たりで1Aを超えないようにご使用ください。

項目 仕様

形式 形DRT2-OD16ML（X） 形DRT2-OD16ML（X）-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

入出力点数 出力16点

定格出力電流 0.3A／点　2A／コモン *1

残留電圧 1.2V以下
（DC0.3A、各出力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.3A、各出力端子とV間）

漏れ電流 0.1mA以下

ON遅延時間 0.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 16点／コモン
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5-6 コネクタターミナル
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　５
■各部の名称と機能（形DRT2-OD16ML（X）／OD16ML（X）-1 共通）

出力表示部

mCH：リモート I/Oターミナルの割付先頭チャネル

LED名称 意味

Ⅰ　0～15 mCHの接点0～15の状態を表示（点灯：出力ON、消灯：出力OFF）

ロータリスイッチ
ノードアドレスを設定します。

［上面］

DeviceNet表示部、出力表示部

通信コネクタ

スレーブの状態や、通信の状態、各接点の出力
状態（出力ON時に点灯）を表示します。

DINレール
取付フック

［正面］ ［下面］

出力16点を、MILコネクタで接続します。
MLXタイプのみコネクタ付きケーブル（10cm）が付属しています。

出力コネクタ（MILコネクタ）

(X10)

(X1)

［コネクタ付きケーブル］（MLXタイプのみ）

緑色
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5-6 コネクタターミナル
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 ５
■内部回路

形DRT2-OD16ML（X）（NPN対応）

形DRT2-OD16ML（X）-1（PNP対応）

フォト
カプラ

フォト
カプラ

V1

出力（0～7）

G

出力（8～15）

降
圧物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

V+

CAN H

CAN L

DRAIN

V- 内部
回路

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

V+

CAN H

CAN L

DRAIN

V- 内部
回路

出力（0～7）

出力（8～15）

フォト
カプラ

フォト
カプラ

V

G降
圧
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5-6 コネクタターミナル

一
般
ス
レ
l
ブ

　５
■配線

形DRT2-OD16ML（X）（NPN対応）

形DRT2-OD16ML（X）-1（PNP対応）

V端子同士、G端子同士は、それぞれ内部で接続されています。ただし、1端子当たり1A以
上の通電となる場合や、外部負荷の総電流が 2A 以上の通電となる場合には、出力用の電
源を端子から取らずに外部から供給してください。
誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合には、逆起電力吸収用のダイオードを内
蔵したものを使用するか、外部にダイオードを付けてください。（「付 -7 外部出力信号線の
配線」参照）
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L

L

L
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L
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 ５
■ I/O割付
マスタユニットに割付けられた、リモート I/O ターミナル（16 点トランジスタ出力、コネ
クタタイプ）の先頭チャネルをmCHとしたとき、MIL コネクタのピン番号と、割付チャネ
ル・接点（ビット）の対応は、下図のようになります。

■外形寸法（形DRT2-OD16ML（X）／OD16ML（X）-1 共通）

15 ビット14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

5mCH 7 9 11 13 15 17 19 6 8 10 12 14 16 18 20 …出力16点
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35
(  )内は参考寸法です。

(mm)

(120)

(83)
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　５
コネクタターミナル（32 点入力MIL コネクタタイプ）

■入力部仕様

*1： リモート I/Oターミナルを上向きに取付けた場合、32点すべてがONとなる可能性がある
ときは、周囲温度に応じて、ユニット間に距離をとってください。（「■外形寸法」参照）

■各部の名称と機能（形DRT2-ID32ML ／ ID32ML-1 共通）

入力表示部

mCH：リモート I/Oターミナルの割付先頭チャネル

項目 仕様

形式 形DRT2-ID32ML 形 DRT2-ID32ML-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

入出力点数 入力32点

ON電圧 DC17V以上（各入力端子とV間） DC17V以上（各入力端子とG間）

OFF電圧 DC5V以下 （各入力端子とV間） DC5V以下（各入力端子とG間）

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

最大同時入力点数 32点 *1

コモン当たりの回路数 32点／コモン

2

通信コネクタ

ロータリスイッチ
ノードアドレスを設定します。

DeviceNet表示部、入力表示部
スレーブの状態や、通信の状態、各接点の入力
状態（入力ON時に点灯）を表示します。

DINレール
取付フック

入力コネクタ（MILコネクタ）
入力32点を、MILコネクタで接続します。
MIL対応ケーブルは、別売です。

［上面］ ［正面］ ［下面］

(X10)

(X1)

LED名称 意味

Ⅰ　0～15 mCHの接点0～15の状態を表示（点灯：入力ON、消灯：入力OFF）

Ⅱ　0～15 m＋1CHの接点0～15の状態を表示（点灯：入力ON、消灯：入力OFF）
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 ５
■内部回路

形DRT2-ID32ML（NPN対応）

形DRT2-ID32ML-1（PNP対応）

■配線

形DRT2-ID32ML（NPN対応）

内部
回路

V

入力
Gフォトカプラ

入力
フォトカプラ

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

V+

CAN H
DRAIN

CAN L

V-

内部
回路

G

Vフォトカプラ

入力
フォトカプラ

入力

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

V+

CAN H
DRAIN

CAN L

V-
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　５
形DRT2-ID32ML-1（PNP対応）

V端子同士、G端子同士は、それぞれ内部で接続されています。

以下の機能を正しく動作させるために、V端子、およびG端子は正しく配線してください。
・I/O 電源モニタ
・接点動作回数モニタ
・ON積算時間モニタ
・電源投入時の突入電流による誤動作防止機能
これらの機能を使用しない場合は、形DRT2-ID32MLのG端子、および形DRT2-ID32ML-
1 の V端子を接続しなくても、入力信号は正しく取込めます。

■ I/O割付
マスタユニットに割付けられた、リモート I/O ターミナル（32 点トランジスタ入力、コネ
クタタイプ）の先頭チャネルをmCHとしたとき、MIL コネクタのピン番号と、割付チャネ
ル・接点（ビット）の対応は、下図のようになります。
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 ５
■外形寸法（形DRT2-ID32ML ／ ID32ML-1 共通）

32点入力トランジスタ・コネクタタイプのリモートI/Oターミナルを複数台並べて使用する
場合は、使用周囲温度により以下の制限があります。
［ユニットを上向き以外で取付ける場合］
ユニット間を密着させて取付けることができます。（使用周囲温度 55 ℃、32 点同時 ON
可能）
［ユニットを上向きに取付ける場合］
32 点が同時に ON することがある場合は、ユニット間距離は使用周囲温度によって、下
図のグラフのように制限されます。
例えば、使用周囲温度が 55 ℃の場合は、ユニット間に 10mm 以上の間隔が必要となり
ます。
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　５
コネクタターミナル（32 点出力MIL コネクタタイプ）

■出力部仕様

*1：総外部負荷電流が、4Aを超えないようにご使用ください。
V端子とG端子は、1端子当たりで1Aを超えないようにご使用ください。

■各部の名称と機能（形DRT2-OD32ML ／ OD32ML-1 共通）

出力表示部

mCH：リモート I/Oターミナルの割付先頭チャネル

項目 仕様

形式 形DRT2-OD32ML 形DRT2-OD32ML-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

入出力点数 出力32点

定格出力電流 0.3A／点　4A／コモン *1

残留電圧 1.2V以下
（DC0.3A、各出力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.3A、各出力端子とV間）

漏れ電流 0.1mA以下 0.1mA以下

ON遅延時間 0.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 32点／コモン

LED名称 意味

Ⅰ　0～15 mCHの接点0～15の状態を表示（点灯：出力ON、消灯：出力OFF）

Ⅱ　0～15 m＋1CHの接点0～15の状態を表示（点灯：出力ON、消灯：出力OFF）

2

通信コネクタ

ロータリスイッチ
ノードアドレスを設定します。 DINレール

取付フック

出力コネクタ（MILコネクタ）
出力32点を、MILコネクタで接続します。
MIL対応ケーブルは、別売です。

［上面］ ［正面］ ［下面］

DeviceNet表示部、出力表示部
スレーブの状態や、通信の状態、各接点の出力
状態(出力ＯＮ時に点灯）を表示します。

(X10)

(X1)
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■内部回路

形DRT2-OD32ML（NPN対応）

形DRT2-OD32ML-1（PNP対応）

■配線

形DRT2-OD32ML（NPN対応）

フォト
カプラ

フォト
カプラ

V1

出力（0～7）

G

出力（8～15）

降
圧物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

V+

CAN H

CAN L

DRAIN

V- 内部
回路

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

V+

CAN H

CAN L

DRAIN

V- 内部
回路

出力（0～7）

出力（8～15）

フォト
カプラ

フォト
カプラ

V

G降
圧

DC24V

39

38 37

36 35

34 33

32 31

30 29

28 27

26 25

24 23
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14 13
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8 7
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mch
 10

mch
 09

mch
 11

mch
 04

mch
 03

mch
 12

mch
 05
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形DRT2-OD32ML-1（PNP対応）

V端子同士、G端子同士は、それぞれ内部で接続されています。ただし、1端子当たり1A以
上の通電となる場合や、外部負荷の総電流が 4A 以上の通電となる場合には、出力用の電
源を端子から取らずに外部から供給してください。
誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合には、逆起電力吸収用のダイオードを内
蔵したものを使用するか、外部にダイオードを付けてください。（「付 -7 外部出力信号線の
配線」参照）

DC24V
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 ch 
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 ch 
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m+1
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 12
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■ I/O割付
マスタユニットに割付けられた、リモート I/O ターミナル（32 点トランジスタ出力、コネ
クタタイプ）の先頭チャネルをmCHとしたとき、MIL コネクタのピン番号と、割付チャネ
ル・接点（ビット）の対応は、下図のようになります。

■外形寸法（形DRT2-OD32ML ／OD32ML-1 共通）

ビット
・・・出力16点

・・・出力16点

0123456789101112131415
m    CH

m+1CH 5 7 9 11 13 15 17 19 6 8 10 12 14 16 18 20

25 27 29 31 33 35 37 26 2839 30 32 34 36 38 40

2

60

27.8

80
5

35 (  )内は参考寸法です。

(mm)

(120)

(83)
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コネクタターミナル（16 点入力／ 16 点出力MIL コネクタタイプ）

■入力部仕様

■出力部仕様

*1：総外部負荷電流が、2Aを超えないようにご使用ください。
V端子とG端子は、1端子当たりで1Aを超えないようにご使用ください。

項目 仕様

形式 形DRT2-MD32ML 形 DRT2-MD32ML-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

入出力点数 入力16点

ON電圧 DC17V以上（各入力端子とV間） DC17V以上（各入力端子とG間）

OFF電圧 DC5V以下（各入力端子とV間） DC5V以下 （各入力端子とG間）

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

最大同時入力点数 16点

コモン当たりの回路数 16点／コモン

項目 仕様

形式 形DRT2-MD32ML 形 DRT2-MD32ML-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

入出力点数 出力16点

定格出力電流 0.3A／点　2A／コモン *1

残留電圧 1.2V以下
（DC0.3A、各出力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.3A、各出力端子とV間）

漏れ電流 0.1mA以下 0.1mA以下

ON遅延時間 0.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 16点／コモン
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■各部の名称と機能（形DRT2-MD32ML ／MD32ML-1 共通）

入出力表示部

mCH ：リモート I/Oターミナルの INエリアでの割付チャネル
nCH ： リモート I/O ターミナルのOUTエリアでの割付チャネル

2

通信コネクタ

ロータリスイッチ
ノードアドレスを設定します。

DeviceNet表示部、入出力表示部
スレーブの状態や、通信の状態、各接点の入出力状態
（Ⅰは入力ON時に、Ⅱは出力ON時に点灯）を表示します。

DINレール
取付フック

入出力コネクタ（MILコネクタ）
入力16点と出力16点を、MILコネクタで接続します。
MIL対応ケーブルは、別売です。

［上面］ ［正面］ ［下面］

(X10)

(X1)

LED名称 意味

Ⅰ　0～15 mCHの接点0～15の状態を表示（点灯：入力ON、消灯：入力OFF）

Ⅱ　0～15 ｎCHの接点0～15の状態を表示（点灯：出力ON、消灯：出力OFF）
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■内部回路

形DRT2-MD32ML（NPN対応）

形DRT2-MD32ML-1（PNP対応）

■配線

形DRT2-MD32ML（NPN対応）

V1

入力
G1フォトカプラ

内部
回路

フォト
カプラ

降
圧 V2

出力
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物理層
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形DRT2-MD32ML-1（PNP対応）

V1端子同士、V2端子同士、G1端子同士、G2端子同士は、それぞれ内部で接続されてい
ます。（V1－ V2間やG1－G2間は接続されていません）ただし出力部で、1端子当た
り 1A 以上の通電となる場合や、外部負荷の総電源が 2A 以上の通電となる場合には、出
力用の電源を端子から取らずに外部から供給してください。
誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合には、逆起電力吸収用のダイオードを内
蔵したものを使用するか、外部にダイオードを付けてください。（「付 -7 外部出力信号線の
配線」参照）

以下の機能を正しく動作させるために、G1端子、およびV1端子は正しく配線してください。
・I/O 電源モニタ
・接点動作回数モニタ
・ON積算時間モニタ
・電源投入時の突入電流による誤動作防止機能
これらの機能を使用しない場合は、形 DRT2-MD32ML の G1 端子、および形 DRT2-
MD32ML-1 の V1端子を接続しなくても、入力信号は正しく取込めます。

■ I/O割付
マスタユニットに割付けられた、リモート I/O ターミナル（16 点入力／ 16 点出力トラン
ジスタ、コネクタタイプ）の IN エリアでのチャネルを mCH、OUT エリアでのチャネルを
nCHとしたとき、MIL コネクタのピン番号と、割付チャネル・接点（ビット）の対応は、下
図のようになります。
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　５
■外形寸法（形DRT2-MD32ML ／MD32ML-1 共通）

16点入力／16点出力トランジスタ・コネクタタイプのリモートI/Oターミナルを複数台並
べて使用する場合は、使用周囲温度により以下の制限があります。
［ユニットを上向き以外で取付ける場合］
ユニット間を密着させて取付けることができます。（使用周囲温度55℃、入力16点同時
ON可能）
［ユニットを上向きに取付ける場合］
16 点が同時に ON することがある場合は、ユニット間距離は使用周囲温度によって、下
図のグラフのように制限されます。
例えば、使用周囲温度が 55 ℃の場合は、ユニット間に 10mm 以上の間隔が必要となり
ます。

2

60

27.8

80
5

35 (  )内は参考寸法です。
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■制御盤への取付
コネクタタイプのリモート I/Oターミナルは、次の3通りの方法で制御盤に取付けることが
できます。
DIN レールに取付ける方法
取付金具を用いて壁に垂直方向に取付ける方法
取付金具を用いて壁に水平方向に取付ける方法

32点入力トランジスタ・コネクタタイプや、16点入力／16点出力トランジスタ・コネク
タタイプのリモート I/O ターミナルを複数台並べて使用する場合は、使用周囲温度により
以下の制限があります。
［ユニットを上向き以外で取付ける場合］
ユニット間を密着させて取付けることができます。（使用周囲温度 55 ℃、入力全点同時
ON可能）
［ユニットを上向きに取付ける場合］
入力全点が同時にONすることがある場合は、ユニット間距離は使用周囲温度によって、下
図のグラフのように制限されます。
例えば、使用周囲温度が 55 ℃の場合は、ユニット間に 10mm 以上の間隔が必要となり
ます。

コネクタタイプのリモート I/Oターミナルは、制御盤に直接ネジで固定することはできませ
ん。ネジで固定する場合は、必ず別売の取付金具B（形SRT2-ATT02）を使用してください。
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■DINレールに取付ける方法
スレーブの背面で、DIN35mmレールに取付けてください。このとき、背面にあるDINレー
ル取付フックをドライバで引下げながら、DINレールをスレーブの背面にはめ込み、確実に
固定してください。また、スレーブの左右をエンドプレートで挟んで固定してください。

エンドプレートの取付方法
エンドプレートは、下側を引掛けてから（次図①）、上側を引掛けて下に引降ろします。（次
図②）

必ず2個のエンドプレートで両側からスレーブを挟込んで固定してください。

エンドプレート
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■取付金具を用いて壁に垂直方向に取付ける方法
別売の取付金具B（形SRT2-ATT02）を使用すると、コネクタタイプのリモート I/O ター
ミナルを、制御盤などの壁面（パネル面）に垂直方向に取付けることができます。

取付方法
以下の手順で、リモート I/O ターミナルを取付けます。

1． 取付金具 B（形 SRT2-ATT02）を、2個のプラスネジで、下図のように壁（パネ
ル）に取付けます。
取付金具Bの取付加工穴寸法については、「■取付金具寸法」を参照してください。

2． 取付金具 Bにリモート I/Oターミナルを取付けます。
取付金具 B は DIN レールと同じ形状になっていますので、DIN レールに取付け
る場合と同様の手順で取付けてください。

取付穴とスレーブ中心との位置関係

パネル面（壁面）

壁（パネル）
面に垂直

取付金具B

2-φ3.2またはM3

取付穴の中心

スレーブの上下の中心

516
±0

.2

(mm)
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■取付金具を用いて壁に水平方向に取付ける方法
別売の取付金具B（形SRT2-ATT02）を使用すると、コネクタタイプのリモート I/Oター
ミナルを、制御盤などの壁面（パネル面）に水平方向に取付けることができます。

取付方法
以下の手順で、リモート I/O ターミナルを取付けます。

1． 取付金具 B（形 SRT2-ATT02）を、2個のプラスネジで、下図のように壁（パネ
ル）に取付けます。

2． 取付金具 Bにリモート I/Oターミナルを取付けます。
取付金具 B は DIN レールと同じ形状になっていますので、DIN レールに取付け
る場合と同様の手順で取付けてください。

壁面（パネル面）に水平方向に取付けた場合は、マルチドロップ配線用DeviceNet コネク
タは使用できませんのでご注意ください。

壁（パネル）面

取付金具B

壁（パネル）面に水平
（側面取付）
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取付穴とスレーブ中心との位置関係

■取付方向
特にスレーブの解説の中で記述されていない場合は、取付には方向の制約はありません。以
下の6方向すべての方向に取付けることができます。

2-φ3.2またはM3

取付穴の中心

スレーブの上下の中心
516
±0

.2

(mm)

鉛直方向
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　５
■取付寸法
DIN レールに取付ける場合

壁に垂直方向に取付ける場合

壁に水平方向に取付ける場合

■取付金具寸法
取付金具B（形SRT2-ATT02）

■内部電源、I/O電源、入出力の配線
内部電源（内部回路用電源）は、通信電源と共用のため個別の配線は不要です。
I/O 電源と入出力の配線は、入出力用MIL コネクタで接続します。

DINレール

4

35
45

（mm）

取付金具B

3.3

35
45

（mm）

0.1

35
45取付金具B

（mm）

32.5

35

7.3 取付穴加工寸法

16
±0

.2

2-φ3.2またはM3

（mm)
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 ５
■オムロン製MIL 対応ケーブルを使用して、リレーターミナルおよびコネクタ端子台変
換ユニットと接続する場合

オムロン製リレーターミナルおよびコネクタ端子台変換ユニットと接続するためのMIL対応
ケーブルが、下表の通り用意されています。ご使用のリモート I/O ターミナルと、接続する
リレーターミナルおよびコネクタ端子台変換ユニットの組合わせに合ったMIL対応ケーブル
を選択して使用してください。

□D16ML(-1)の場合 □D32ML(-1)の場合

スレーブ形式 MIL 対応ケーブル形式 接続商品形式 備考

形DRT2-ID16ML 形 XW2Z-RI □ C 形G7TC-ID16
形G7TC-IA16

リレー
ターミナル

形DRT2-ID16ML-1 － －

リレー
ターミナル
で該当機種
なし

形DRT2-OD16ML 形 XW2Z-RO□ C

形G7TC-OC16/OC08
形G70D-SOC16/VSOC16
形G70D-FOM16/VFOM16
形G70A-ZOC16-3
形 G70D-SOC08
形G70R-SOC08

リレー
ターミナル

形DRT2-OD16ML-1

形 XW2Z-RI □ C 形G7TC-OC16-1
リレー
ターミナル形XW2Z-RO□ C

形G70D-SOC16-1
形 G70D-FOM16-1
形 G70A-ZOC16-4

形 DRT2-ID16ML
形 DRT2-ID16ML-1
形 DRT2-OD16ML
形 DRT2-OD16ML-1

形 XW2Z-RO□ C

形XW2D-20G6
形 XW2B-20G5
形 XW2B-20G4
形 XW2C-20G6-IO16

コネクタ
端子台変換
ユニット

形DRT2-ID32ML

形 XW2Z-RI50-25-D1
(50cm）
形XW2Z-RI75-50-D1
(75cm）

形G7TC-ID16
形G7TC-IA16

リレー
ターミナル
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　５
リモート I/Oターミナル側がMIL コネクタに、もう片側がバラ線になっている、下表のケー
ブルも用意されています。必要に応じてご使用ください。

形DRT2-OD32ML

形 XW2Z-RO50-25-D1
（50cm）
形XW2Z-RO75-50-D1
（75cm）

形G7TC-OC16/OC08
形G70D-SOC16/VSOC16
形G70D-FOM16/VFOM16
形G70A-ZOC16-3
形 G70D-SOC08
形G70R-SOC08

リレー
ターミナル

形DRT2-MD32ML

形XW2Z-RM50-25-D1
（50cm）
形XW2Z-RM75-50-D1
(75cm）

入力側チューブ：赤色
出力側チューブ：黄色

入力側：形G7TC-ID16
形G7TC-IA16

出力側：形G7TC-OC16/OC08
形G70D-SOC16/VSOC16
形 G70A-ZOC16-3
形 G70D-SOC08
形G70R-SOC08

リレー
ターミナル

形DRT2-OD32ML-1

形 XW2Z-RI50-25-D1
(50cm）
形XW2Z-RI75-50-D1
(75cm）

形G70D-SOC16-1
形 G70D-FOM16-1
形 G70A-ZOC16-4

リレー
ターミナル形XW2Z-RI50-25-D1

(50cm）
形XW2Z-RI75-50-D1
(75cm）

形G7TC-OC16-1

形 DRT2-MD32ML-1

形 XW2Z-RM50-25-D1
（50cm）
形XW2Z-RM75-50-D1
(75cm）

入力側チューブ：赤色
出力側チューブ：黄色

入力側：形G70A-ZIM16-5
出力側：形G70D-SOC16-1

形 G70D-FOM16-1
形 G70A-ZOC16-4

リレー
ターミナル

形DRT2-ID32ML
形 DRT2-ID32ML-1
形 DRT2-OD32ML
形 DRT2-OD32ML-1
形 DRT2-MD32ML
形DRT2-MD32ML-1

コネクタ付ケーブル
（１対２）
形XW2Z- □□□N

形XW2D-20G6（2台）
形XW2B-20G5（2台）
形XW2B-20G4（2台）
形XW2B-20G-IO16（2台）

コネクタ
端子台変換
ユニット
（20極）

コネクタ付ケーブル
（１対１）
形XW2Z- □□□N

形XW2D-40G6
形 XW2B-40G5
形 XW2B-40G4

コネクタ
端子台変換
ユニット
（40極）

スレーブ形式 MIL対応ケーブル形式 接続商品形式 備考

MIL対応ケーブル形式 備考

形XW2Z-RA200C（20 極、2m）
形XW2Z-RA500C（20 極、5m）
形XW2Z-RA200C-D1（40 極、2m）
形XW2Z-RA500C-D1（40 極、5m）

バラ線径：AWG28
バラ線は切断状態

形XW2Z-RY100C（20 極、1m）
形XW2Z-RY200C（20 極、2m）
形XW2Z-RY500C（20 極、5m）
形XW2Z-RY100C-D1（40 極、1m）
形XW2Z-RY200C-D1（40 極、2m）
形XW2Z-RY500C-D1（40 極、5m）

各バラ線にフォーク端子が装着済み
フォーク端子：161071-M2（日本端子製）
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MIL コネクタのピン番号と、各バラ線の芯線色、ドットマーク、ドット色は、下表のように
対応しています。

ピン番号 芯線色 ドット
マーク ドット色 ピン番号 芯線色 ドット

マーク ドット色

1
薄茶

■ 黒 21
薄茶

■■■ 黒

2 赤 22 赤

3
黄

黒 23
黄

黒

4 赤 24 赤

5
若草

黒 25
若草

黒

6 赤 26 赤

7
灰

黒 27
灰

黒

8 赤 28 赤

9
白

黒 29
白

黒

10 赤 30 赤

11
薄茶

■■ 黒 31
薄茶

■■■■ 黒

12 赤 32 赤

13
黄

黒 33
黄

黒

14 赤 34 赤

15
若草

黒 35
若草

黒

16 赤 36 赤

17
灰

黒 37
灰

黒

18 赤 38 赤

19
白

黒 39
白

黒

20 赤 40 赤
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■フラットケーブル圧接タイプコネクタを使用する場合
MIL コネクタ（形 XG4M-4030-T）を使用して、フラットケーブルによる接続ケーブルを
自作する場合は、以下のように行います。

① 精密マイナスドライバを使用して、両端のフックを開き、MIL タイプソケットをコンタク
ト側とカバー側に分けます。
ソケット（コンタクト側）の両端には、それぞれ 2 個ずつツメがあります。片側だけを
一気に外そうとしないで、両側のツメを1個分ずつ順番にずらすようにしてください。

② 手順①で分けたソケットの間にフラットケーブルを挟み、コンタクトと位置を合わせた上
で、コネクタ側とカバー側を組合わせてロックします。
万力などを使用して、奥のツメに噛み合わさるまでしっかりと押込んでください。

圧接用適合電線：1.27mmピッチフラットケーブルAWG28（7本より線）
UL2651（標準ケーブル）
UL20012（スダレケーブル）
UL20028（カラーコードケーブル）

③ 必要に応じてケーブルを折返し、ストレインリリーフをはめ込み、ロックします。

④ 作成したMIL コネクタを、コネクタタイプのリモート I/Oターミナルに取付けます。
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 ５
■バラ線圧接タイプコネクタを使用する場合
バラ線による接続ケーブルを自作する場合は、ケーブルの線径に応じて、下表に示す部品で
コネクタを組立ててください。

*1：コネクタ1個につき、セミカバーが2個必要です。
*2：フードカバーを使用した場合は、マルチドロップ配線用DeviceNet コネクタは使用できま
      せん。

部品 ケーブル線径AWG24 ケーブル線径AWG28～26

ソケット 形XG5M-4032-N 形 XG5M-4035-N

セミカバー *1 形 XG5S-2001

フードカバー *2 形 XG5S-4022
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ボードターミナル（32 点入力MIL コネクタタイプ）

■入力部仕様

■各部の名称と機能

    形 DRT2-ID32B ／ ID32B-1 共通　　　　形DRT2-ID32BV ／ ID32BV-1 共通

入力表示部

mCH：リモート I/Oターミナルの割付先頭チャネル

項目 仕様

形式 形DRT2-ID32B
形 DRT2-ID32BV

形DRT2-ID32B-1
形 DRT2-ID32BV-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

入出力点数 入力32点

ON電圧 DC17V以上（各入力端子とV間） DC17V以上（各入力端子とG間）

OFF電圧 DC5V以下（各入力端子とV間） DC5V以下（各入力端子とG間）

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

最大同時入力点数 32点

コモン当たりの回路数 32点／コモン

MS

Ⅰ
0 2 4 6 8 101214

0 2 4 6 8 101214
Ⅱ

NS MS

0 2 4 6 8 101214
Ⅰ

0 2 4 6 8 101214
Ⅱ

NS

I/O動作表示
LED

DeviceNet
通信コネクタ

ノードアドレス
設定スイッチ DeviceNet

動作表示LED

I/O動作表示
LED

I/Oコネクタ（MIL）

DeviceNet
通信コネクタ

基板取付穴 基板取付穴

ノードアドレス
設定スイッチ DeviceNet

動作表示LED

I/Oコネクタ

基板取付穴

ユーザカスタマイズ
ボード取付穴

ユーザカスタマイズ
ボード取付穴

(X10)
(X1)

(X10)
(X1)

LED名称 意味

Ⅰ　0～15 mCHの接点0～15の状態を表示（点灯：入力ON、消灯：入力OFF）

Ⅱ　0～15 m＋1CHの接点0～15の状態を表示（点灯：入力ON、消灯：入力OFF）
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■内部回路

形DRT2-ID32B ／ ID32BV（NPN対応）

形DRT2-ID32B-1 ／ ID32BV-1（PNP対応）

■配線

形DRT2-ID32B ／ ID32BV（NPN対応）

内部
回路

V

入力
Gフォトカプラ

入力
フォトカプラ

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

V+

CAN H
DRAIN

CAN L

V-

内部
回路

G

Vフォトカプラ

入力
フォトカプラ

入力

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

V+

CAN H
DRAIN

CAN L

V-

DC24V

40 mch
00

mch
08 39

38 mch
01

mch
02

mch
03

mch
04

mch
05

mch
06

mch
07

mch
09

mch
10

mch
11

mch
12

mch
13

mch
14

mch
15

37

36 35

3334

3132

2930

2728

2526

m+1
ch
00

m+1
ch
01

m+1
ch
02

m+1
ch
03

m+1
ch
04

m+1
ch
05

m+1
ch
06

m+1
ch
07

m+1
ch
15

m+1
ch
14

m+1
ch
13

m+1
ch
12

m+1
ch
11

m+1
ch
10

m+1
ch
09

m+1
ch
08

2324

2122 V V

1920

G G

V V

G G

1718

1516

1314

11

10

12

9

8 7

6 5

4 3

2 1
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形DRT2-ID32B-1 ／ ID32BV-1（PNP対応）

V端子同士、G端子同士は、それぞれ内部で接続されています。正しく接続を行ってください。

以下の機能を正しく動作させるために、V端子、およびG端子は正しく配線してください。
・I/O 電源モニタ
・接点動作回数モニタ
・ON積算時間モニタ
・電源投入時の突入電流による誤動作防止機能
これらの機能を使用しない場合は、形 DRT2-ID32B ／ ID32BV の G 端子、および形
DRT2-ID32B-1／ID32BV-1のV端子を接続しなくても、入力信号は正しく取込めます。

DC24V

40

V V

39

38

G G

37

36 35

34

m+1
ch
09

m+1
ch
01

m+1
ch
08

m+1
ch
00

33

32

m+1
ch
02

m+1
ch
10

31

30

m+1
ch
03

m+1
ch
11

29

28

m+1
ch
04

m+1
ch
12

27

26

m+1
ch
05

m+1
ch
13

25

24

m+1
ch
06

m+1
ch
14

23

22

m+1
ch
07

m+1
ch
15

21

20

V V

19

18

G G

17

16 15

14

mch
01

mch
09

mch
00

mch
08

13

12

mch
02

mch
10

11

10

mch
03

mch
11

9

8

mch
04

mch
12

7

6

mch
05

mch
13

5

4

mch
06

mch
14

3

2

mch
07

mch
15

1

5-122



5-6 コネクタターミナル

一
般
ス
レ
l
ブ

 ５
■ I/O割付
マスタユニットに割付けられた、リモート I/O ターミナル（32 点トランジスタ入力、コネ
クタタイプ）の先頭チャネルをmCHとしたとき、MIL コネクタのピン番号と、割付チャネ
ル・接点（ビット）の対応は、下図のようになります。

■外形寸法

  形 DRT2-ID32B ／ ID32B-1 共通　　　　   形 DRT2-ID32BV ／ ID32BV-1 共通

ビット
・・・入力16点

・・・入力16点

0123456789101112131415
m    CH

m+1CH 5 7 9 11 13 15 17 19 6 8 10 12 14 16 18 20

25 27 29 31 33 35 37 26 2839 30 32 34 36 38 40

MS

0 2 4 6 8 101214
Ⅰ

0 2 4 6 8 101214
Ⅱ

NS MS

0 2 4 6 8 101214
Ⅰ

0 2 4 6 8 101214
Ⅱ

NS

20

4.
25

7
44

.7
5±

0.
1

71.5±0.1
80 17

76
±0

.1
9.

8
10

0

20

76
±0

.1
10

0

7
44

.7
5±

0.
1

71.5±0.1
80

4.
25

6-f 4.5 6-f 4.5

（mm）

17
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ボードターミナル（32 点出力MIL コネクタタイプ）

■出力部仕様

*1： 総外部負荷電流が、4Aを超えないようにご使用ください。
V端子とG端子は、1端子当たりで1Aを超えないようにご使用ください。

■各部の名称と機能

    形 DRT2-OD32B ／ OD32B-1 共通　　　形DRT2-OD32BV ／ OD32BV-1 共通

出力表示部

mCH：リモート I/Oターミナルの割付先頭チャネル

項目 仕様

形式 形DRT2-OD32B
形DRT2-OD32BV

形DRT2-OD32B-1
形 DRT2-OD32BV-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

入出力点数 出力32点

定格出力電流 0.3A／点　4A／コモン *１

残留電圧 1.2V以下
（DC0.3A、各出力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.3A、各出力端子とV間）

漏れ電流 0.1mA以下 0.1mA以下

ON遅延時間 0.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 32点／コモン

LED名称 意味

Ⅰ　0～15 mCHの接点0～15の状態を表示（点灯：出力ON、消灯：出力OFF）

Ⅱ　0～15 m＋1CHの接点0～15の状態を表示（点灯：出力ON、消灯：出力OFF）

MS

Ⅰ
0 2 4 6 8 101214

0 2 4 6 8 101214
Ⅱ

NS MS

0 2 4 6 8 101214
Ⅰ

0 2 4 6 8 101214
Ⅱ

NS

I/O動作表示
LED

DeviceNet
通信コネクタ

ノードアドレス
設定スイッチ DeviceNet

動作表示LED

I/O動作表示
LED

I/Oコネクタ（MIL）

DeviceNet
通信コネクタ

基板取付穴 基板取付穴

ノードアドレス
設定スイッチ DeviceNet

動作表示LED

I/Oコネクタ

基板取付穴

ユーザカスタマイズ
ボード取付穴

ユーザカスタマイズ
ボード取付穴

(X10)
(X1)

(X10)
(X1)
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 ５
■内部回路

形DRT2-OD32B ／ OD32BV（NPN対応）

形DRT2-OD32B-1 ／ OD32BV-1（PNP対応）

■配線

形DRT2-OD32B ／ OD32BV（NPN対応）

フォト
カプラ

フォト
カプラ

V1

出力（0～7）

G

出力（8～15）

降
圧物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

V+

CAN H

CAN L

DRAIN

V- 内部
回路

物理層

DC-DC
コンバータ
（非絶縁型）

V+

CAN H

CAN L

DRAIN

V- 内部
回路

出力（0～7）

出力（8～15）

フォト
カプラ

フォト
カプラ

V

G降
圧

DC24V

39

38 37

36 35

34 33

32 31

30 29

28 27

26 25

24 23

21

20

18 17

16 15

14 13

1112

10 9

8 7

6 5

4 3

2 1

mch
 00

mch
 08

mch
 02

mch
 01

mch
 10

mch
 09

mch
 11

mch
 04

mch
 03

mch
 12

mch
 05

mch
 13

mch
 07

mch
 06

mch
 14
mch
 15

G

VV

G

m+1
 ch 
 00

m+1
 ch 
 08

m+1
 ch 
 01
m+1
 ch 
 02

m+1
 ch 
 10

m+1
 ch 
 09

m+1
 ch 
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形DRT2-OD32B-1 ／ OD32BV-1（PNP対応）

V端子同士、G端子同士は、それぞれ内部で接続されています。ただし、1端子当たり1A以
上の通電となる場合や、外部負荷の総電流が 4A 以上の通電となる場合には、出力用の電
源を端子から取らずに外部から供給してください。
誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合には、逆起電力吸収用のダイオードを内
蔵したものを使用するか、外部にダイオードを付けてください。（「付 -7 外部出力信号線の
配線」参照）
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■ I/O割付
マスタユニットに割付けられた、リモート I/O ターミナル（32 点トランジスタ出力、コネ
クタタイプ）の先頭チャネルをmCHとしたとき、MIL コネクタのピン番号と、割付チャネ
ル・接点（ビット）の対応は、下図のようになります。

■外形寸法

  形 DRT2-OD32B ／ OD32B-1 共通　　　　  形 DRT2-OD32BV／ OD32BV-1 共通

ビット
・・・出力16点

・・・出力16点
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　５
ボードターミナル（16 点入力／ 16 点出力MIL コネクタタイプ）

■入力部仕様

■出力部仕様

*1：総外部負荷電流が、2Aを超えないようにご使用ください。
V端子とG端子は、1端子当たりで1Aを超えないようにご使用ください。

項目 仕様

形式 形DRT2-MD32B
形DRT2-MD32BV

形DRT2-MD32B-1
形 DRT2-MD32BV-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

入出力点数 入力16点

ON電圧 DC17V以上（各入力端子とV間） DC17V以上（各入力端子とG間）

OFF電圧 DC5V以下（各入力端子とV間） DC5V以下（各入力端子とG間）

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

最大同時入力点数 16点

コモン当たりの回路数 16点／コモン

項目 仕様

形式 形DRT2-MD32B
形DRT2-MD32BV

形DRT2-MD32B-1
形 DRT2-MD32BV-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

入出力点数 出力16点

定格出力電流 0.3A／点　2Ａ／コモン *１

残留電圧 1.2V以下
（DC0.3A、各出力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.3A、各出力端子とV間）

漏れ電流 0.1mA以下 0.1mA以下

ON遅延時間 0.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 16点／コモン
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■各部の名称と機能

    形 DRT2-MD32B ／MD32B-1 共通　　　形DRT2-MD32BV／MD32BV-1 共通

入出力表示部

mCH ：リモート I/Oターミナルの INエリアでの割付チャネル
nCH ：リモート I/O ターミナルのOUTエリアでの割付チャネル

MS

Ⅰ
0 2 4 6 8 101214

0 2 4 6 8 101214
Ⅱ

NS MS

0 2 4 6 8 101214
Ⅰ

0 2 4 6 8 101214
Ⅱ

NS

I/O動作表示
LED

DeviceNet
通信コネクタ

ノードアドレス
設定スイッチ DeviceNet

動作表示LED

I/O動作表示
LED

I/Oコネクタ（MIL）

DeviceNet
通信コネクタ

基板取付穴 基板取付穴

ノードアドレス
設定スイッチ DeviceNet

動作表示LED

I/Oコネクタ

基板取付穴

ユーザカスタマイズ
ボード取付穴

ユーザカスタマイズ
ボード取付穴

(X10)
(X1)

(X10)
(X1)

LED名称 意味

Ⅰ　0～15 mCHの接点0～15の状態を表示（点灯：入力ON、消灯：入力OFF）

Ⅱ　0～15 ｎCHの接点0～15の状態を表示（点灯：出力ON、消灯：出力OFF）
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　５
■内部回路

形DRT2-MD32B ／MD32BV（NPN対応）

形DRT2-MD32B-1 ／ MD32BV-1（PNP対応）

■配線

形DRT2-MD32B ／MD32BV（NPN対応）
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入力
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物理層
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 ５
形DRT2-MD32B-1 ／ MD32BV-1（PNP対応）

V1端子同士、V2端子同士、G1端子同士、G2端子同士は、それぞれ内部で接続されてい
ます。（V1－ V2間やG1－G2間は接続されていません）ただし出力部で、1端子当た
り 1A 以上の通電となる場合や、外部負荷の総電源が 2A 以上の通電となる場合には、出
力用の電源を端子から取らずに外部から供給してください。
誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合には、逆起電力吸収用のダイオードを内
蔵したものを使用するか、外部にダイオードを付けてください。（「付 -7 外部出力信号線の
配線」参照）

以下の機能を正しく動作させるために、G1端子、およびV1端子は正しく配線してください。
・I/O 電源モニタ
・接点動作回数モニタ
・ON積算時間モニタ
・電源投入時の突入電流による誤動作防止機能
これらの機能を使用しない場合は、形 DRT2-MD32B ／ MD32BV の G1 端子、および
形DRT2-MD32B-1 ／ MD32BV-1 の V1端子を接続しなくても、入力信号は正しく取
込めます。
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■ I/O割付
マスタユニットに割付けられた、リモート I/O ターミナル（16 点入力／ 16 点出力トラン
ジスタ、コネクタタイプ）の IN エリアでのチャネルを mCH、OUT エリアでのチャネルを
nCHとしたとき、MIL コネクタのピン番号と、割付チャネル・接点（ビット）の対応は、下
図のようになります。

■外形寸法

形DRT2-MD32B ／MD32B-1 共通　　　　  形 DRT2-MD32BV／MD32BV-1 共通

15 ビット14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
25 27 29 31 33 35 37 39 26 28 30 32 34 36 38 40
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■ユーザカスタマイズボードの使用方法
ユーザカスタマイズボードとは、形 DRT2- □ D32BV（-1）に実装するため、ユーザに任
意で作成していただくオリジナル基板です。ユーザカスタマイズボード上に I/O 用コネクタ、
またはリレーなどを任意に配置し、ボードターミナルに取付けることで任意の I/O 形態を実
現できます。
下記の要領で形DRT2- □ D32BV（-1）に取付けます。

ユーザカスタマイズボード カット寸法
下記寸法に合わせて基板をカットしてください。

形DRT2-□D32BV(-1)

MILコネクタ部が合うように取付けます。

推奨形式：形XG4H-4031-1（オムロン製）

ユーザカスタマイズボード（ユーザが任意に作成）M4ネジ

ユーザカスタマイズボード用取付穴

スタッドは以下を推奨
・長さ10mm
・直径4.6～8.5mm

62
±0

.2

19.93

44.75±0.2

4.25±0.2

55±0.2

80±0.2

71
.5

±0
.2

80
±0

.2

(mm)

4-φ4.5
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　５
■取付
形DRT2- □ D32B／ BVの制御盤への取付はネジ止めにて行います。DIN レールへの取付
はできません。基板の取付はスペーサを介して、M4の取付ネジを使用してください。

取付寸法

取付方向
取付方向に制約はありません。以下の6方向すべての方向に取付けることができます。
下図は形DRT2- □ D32BV（-1）を例に説明しています。

■内部電源、I/O電源、入出力の配線
内部電源（内部回路用電源）は、通信電源と共用のため個別の配線は不要です。
I/O 電源と入出力の配線は、入出力用MIL コネクタで接続します。

71.5±0.5
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■オムロン製MIL 対応ケーブルを使用してリレーターミナルと接続する場合
オムロン製リレーターミナルと接続するためのMIL 対応ケーブルが、下表のように用意され
ています。ご使用のリモート I/Oターミナルと、接続するリレーターミナルの組合わせに合っ
たMIL 対応ケーブルを選択して使用してください。

スレーブ形式 MIL 対応ケーブル形式 接続するリレーターミナル 備考

形DRT2-ID32B

形 XW2Z-RI50-25-D1
（50cm）
形XW2Z-RI75-50-D1
（75cm）

形G7TC-ID16
形 G7TC-IA16

形 DRT2-OD32B

形 XW2Z-RO50-25-D1
（50cm）
形XW2Z-RO75-50-D1
（75cm）

形G7TC-OC08／OC16
形G70D-SOC16／ VSOC16
形G70A-ZOC16-3
形 G70D-FOM16／VFOM16

形DRT2-MD32B

形 XW2Z-RM50-25-D1
（50cm）
形XW2Z-RM75-50-D1
（75cm）

入力側：形G7TC-ID16／ IA16
出力側：形G7TC-OC08／OC16
            形 G70D-SOC16／
                VSOC16
            形 G70A-ZOC16-3

入出力を
区別する
ため、色
分けされ
ています。
入力側
チューブ
色：赤
出力側
チューブ
色：黄

形DRT2-ID32B-1

形 XW2Z-RI50-25-D2
（50cm）
形XW2Z-RI75-50-D2
（75cm）

形G70A-ZIM16-5

形 DRT2-OD32B-1

形 XW2Z-RO50-25-D1
（50cm）
形XW2Z-RO75-50-D1
（75cm）

形G70A-ZOC16-4
形 G70D-SOC16-1

形 XW2Z-RI50-25-D1
（50cm）
形XW2Z-RI75-50-D1
（75cm）

形G7TC-OC16-4
形M7F
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リモート I/Oターミナル側がMIL コネクタに、もう片側がバラ線になっている、下表のケー
ブルも用意されています。必要に応じてご使用ください。

MIL コネクタのピン番号と、各バラ線の芯線色、ドットマーク、ドット色は、下表のように
対応しています。

形DRT2-MD32B-1

形 XW2Z-RM50-25-D2
（50cm）
形XW2Z-RM75-50-D2
（75cm）

入力側：形G70A-ZIM16-5
出力側：形G70A-ZOC16-4 
            形 G70D-SOC16-1

入出力を
区別する
ため、色
分けされ
ています。
入力側
チューブ
色：赤
出力側
チューブ
色：黄

スレーブ形式 MIL 対応ケーブル形式 接続するリレーターミナル 備考

MIL 対応ケーブル形式 備考

形XW2Z-RA200C-D1（2m）
形XW2Z-RA500C-D1（5m）

バラ線径：AWG28
バラ線は切断状態

形XW2Z-RY100C-D1（1m）
形XW2Z-RY200C-D1（2m）
形XW2Z-RY500C-D1（5m）

各バラ線にフォーク端子が装着済み
フォーク端子：161071-M2（日本端子製）

ピン番号 芯線色 ドット
マーク ドット色 ピン番号 芯線色 ドット

マーク ドット色

1
薄茶

■ 黒 21
薄茶

■■■ 黒

2 赤 22 赤

3
黄

黒 23
黄

黒

4 赤 24 赤

5
若草

黒 25
若草

黒

6 赤 26 赤

7
灰

黒 27
灰

黒

8 赤 28 赤

9
白

黒 29
白

黒

10 赤 30 赤

11
薄茶

■■ 黒 31
薄茶

■■■■ 黒

12 赤 32 赤

13
黄

黒 33
黄

黒

14 赤 34 赤

15
若草

黒 35
若草

黒

16 赤 36 赤

17
灰

黒 37
灰

黒

18 赤 38 赤

19
白

黒 39
白

黒

20 赤 40 赤
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 ５
■フラットケーブル圧接タイプコネクタを使用する場合
MIL コネクタ（形 XG4M-4030-T）を使用して、フラットケーブルによる接続ケーブルを
自作する場合は、以下のように行います。

① 精密マイナスドライバを使用して、両端のフックを開き、MIL タイプソケットをコンタク
ト側とカバー側に分けます。
ソケット（コンタクト側）の両端には、それぞれ 2 個ずつツメがあります。片側だけを
一気に外そうとしないで、両側のツメを1個分ずつ順番にずらすようにしてください。

② 手順①で分けたソケットの間にフラットケーブルを挟み、コンタクトと位置を合わせた上
で、コネクタ側とカバー側を組合わせてロックします。
万力などを使用して、奥のツメに噛み合わさるまでしっかりと押込んでください。  

圧接用適合電線：1.27mmピッチフラットケーブルAWG28（7本より線）
UL2651（標準ケーブル）
UL20012（スダレケーブル）
UL20028（カラーコードケーブル）

③ 必要に応じてケーブルを折返し、ストレインリリーフをはめ込み、ロックします。 

④ 作成したMIL コネクタを、コネクタタイプのリモート I/O ターミナルに取付けます。
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　５
■バラ線圧接タイプコネクタを使用する場合
バラ線による接続ケーブルを自作する場合は、ケーブルの線径に応じて、下表に示す部品で
コネクタを組立ててください。

*1 ：コネクタ1個につき、セミカバーが2個必要です。
*2 ：フードカバーを使用した場合は、マルチドロップ配線用DeviceNet コネクタは使用できま

せん。

部品 ケーブル線径AWG24 ケーブル線径AWG28～26

ソケット 形XG5M-4032-N 形 XG5M-4035-N

セミカバー *1 形 XG5S-2001

フードカバー *2 形 XG5S-4022
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 ５
5-7 スクリューレスクランプターミナル
本ターミナルは端子台にクランプ式の形状を持ち、棒端子（スリーブ）を差込むだけで、簡
単に配線ができる省工数・省配線スレーブです。また、ユニット部と端子台部は脱着可能で
すので、ユニットの故障などにより、ユニットを交換する場合も配線を外さずにユニットの
交換ができます。
本ターミナルは大きく分類して2タイプあり、センサなどの短絡・未接続などの検知機能を
持つタイプと持たないタイプがあります。

検知機能なしタイプ

検知機能ありタイプ

ノードアドレス、通信速度、出力保持／クリアの設定
これらの設定方法は、リモート I/O ターミナル（トランジスタタイプ）と同じです。5-16
ページの「ノードアドレス、通信速度、出力保持／クリアの設定」を参照してください。

形式 仕様

DRT2-ID16SL（-1） 16点入力

DRT2-ID32SL（-1） 32点入力

DRT2-MD32SL（-1） 16点入力／16点出力

DRT2-OD16SL（-1） 16点出力

DRT2-OD32SL（-1） 32点出力

形式 仕様

DRT2-ID16SLH（-1） 16点入力

DRT2-ID32SLH（-1） 32点入力

DRT2-MD32SLH（-1） 16点入力／16点出力

DRT2-OD16SLH（-1） 16点出力

DRT2-OD32SLH（-1） 32点出力
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　５
スクリューレスクランプ端子台への配線
スクリューレスクランプターミナルはネジ止めなしで配線できるクランプ式の端子台を搭載
しています。センサ、または外部機器と接続する際は、センサまたは外部機器のケーブルに
専用の棒端子を取付ける必要があります。
適合棒端子は以下のとおりです。

電源の配線について
形DRT2- □ D32SL（-1）／形DRT2- □ D32SLH（-1）には、端子ブロック間の電源渡
り配線用として、ケーブルV用、G用の2本を付属品として用意しています。ブロックごと
に電源を分ける必要がない場合は本ケーブルを使用してください。定格電流は 10A 以下で
す。

メーカ 形式 適合電線

フエニックス・コンタクト（株）

AI0.5-10 0.5mm2 （AWG20）

AI0.75-10 0.75mm2 （AWG18）

AI1.5-10 1.25mm2 （AWG16）

日本ワイドミュラー（株）

H 0.5 ／ 16 D 0.5mm2 （AWG20）

H 0.75／ 16 D 0.75mm2 （AWG18）

H 1.5 ／ 16 D 1.25mm2 （AWG16）
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 ５
■クランプ端子台への配線方法

差込み方
棒端子を任意の端子穴に最後まで差込んでください。

取外し方
端子穴の上にあるリリースボタンを小型のマイナスドライバで押込んだ状態で電線を引抜い
てください。

取外し時に使用するドライバとして、以下の製品があります。

・推奨ドライバ形式

形式 メーカ

SZF1 フエニックスコンタクト

08
07

06
05

04
03

02

+V
+V

+V
+V

+V
+V

+VNC

4
3

2
1

小型マイナスドライバ

リリースボタン

3.5mm0.6mm

側面 正面
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　５
■端子台の取外し、取付

クランプ端子台の取外し方
クランプ端子台上面にある4箇所の固定ネジを、マイナスドライバでゆるめた後、両サイド
面にある取手部を握り取外してください。

クランプ端子台の取付け方
両サイド面にある取手部を握り、しっかりとクランプ端子台にはめ込み、クランプ端子台上
面にある4箇所の固定ネジを、マイナスドライバでしっかりと締付けてください。

※適正締付トルクは、0.2 ～ 0.25 Ｎ ･ m

I/O LED表示
入出力のON／OFF や、接続機器の異常を表示します。

LED名称 状態 色 意味（主な異常）

0～15
（各接点ごとに表示）

黄点灯 入出力がONしているときに点灯します。

赤点滅

異常検出時に点滅します。
出力の場合：外部負荷断線発生中
入力の場合：センサ未接続発生中
以下の方法で解除します。
出力の場合：手動復帰→異常解除後 I/O電源再投入に
                  より復帰
                  自動復帰→異常解除により復帰
入力の場合：異常解除すると復帰

赤点灯

異常検出時に点灯します。
出力の場合：外部負荷短絡発生中（形DRT2-　
                  OD16SLH（-1）のみ）　
入力の場合：センサ電源短絡発生中
以下の方法で解除します。
出力の場合：手動復帰→異常解除後 I/O電源再投入に
                  より復帰
                  自動復帰→異常解除により復帰
入力の場合：異常解除すると復帰

消灯 入出力がOFFしているときに消灯します。

I/O
緑点灯 I/O電源が供給されています。

消灯 I/O電源が供給されていません。

マイナス平小ネジ2.6×6
（4箇所）

両サイドの取手部を指で挟みます。

クランプ端子台を引出します。
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 ５
スクリューレスクランプターミナル（16 点入力トランジスタタイプ）

■入力部仕様

■各部の名称と機能（DRT2-ID16SL（-1）／ ID16SLH（-1）共通）    

項目 仕様

形式 DRT2-
ID16SL

DRT2-
ID16SL-1

DRT2-
ID16SLH

DRT2-
ID16SLH-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応 NPN対応 PNP対応

入力点数 入力16点

I/O電源電圧 DC20.4 ～ 26.4V（DC24V　－15～＋10％）

入力電流 6.0mA以下／点　（DC24V時）
3.0mA以上／点　（DC17V時）

入力抵抗 4kΩ

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

ON電圧
DC15V以上
（各入力端子と
V間）

DC15V以上
（各入力端子と
G間）

DC15V以上
（各入力端子と
V間）

DC15V以上
（各入力端子と
G間）

OFF電圧
DC5V以下
（各入力端子と
V間）

DC5V以下
（各入力端子と
G間）

DC5V以下
（各入力端子と
V間）

DC5V以下
（各入力端子と
G間）

ON電流 3.0mA以上

OFF電流 1.0mA以下

コモン当たりの回路数 16点／コモン

電源短絡保護 － 50mA／点以上で動作

未接続検知 － 0.3mA／点以下で動作

入力接続機器供給電流 100mA／点 50mA／点

ロータリスイッチ
ノードアドレスを設定します。

DeviceNet表示部

I/O電源表示部
I/O電源の供給状態を
確認できます。

入力表示部
各接点の入力状態、検知結果を
確認できます。

通信コネクタ 入力用端子台

このボタンを押下げたまま、
棒端子を引張り取外します。

リリースボタン
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　５
■内部回路

DRT2-ID16SL（NPN対応）

DRT2-ID16SL-1（PNP対応）

内 

部 

回 

路

物理層

DC-DC
コンバータ V

0～15

G

フォト
カプラ

G

V

V

G

V+
CAN H
DRAIN
CAN L
V-

内 

部 

回 

路

物理層

DC-DC
コンバータ G

0～15

V

フォト
カプラ

V

G

G

V

V+
CAN H
DRAIN
CAN L
V-
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 ５
DRT2-ID16SLH（NPN対応）

DRT2-ID16SLH-1（PNP対応）

V+
CAN H
DRAIN
CAN L
V-

V

0～15

G

G

V

V

G0～G15短絡未接続
検知回路フォト

カプラ

物理層

DC-DC
コンバータ

内 

部 

回 

路

入力
回路

V+
CAN H
DRAIN
CAN L
V-

G

0～15

V

V

G

G

V0～V15短絡未接続
検知回路フォト

カプラ

物理層

DC-DC
コンバータ

内 

部 

回 

路

入力
回路
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　５
■配線

DRT2-ID16SL（NPN対応）

DRT2-ID16SL-1（PNP対応）

15

V

G

1

V

G

0

V

G

V

G

NC

V

G

NC

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチなど）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

青（
黒
）

茶（
白
）

黒（
白
）

茶（
赤
）

青（
黒
）

15

V

G

1

V

G

0

V

G

V

G

NC

V

G

PNP出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチなど）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

青（
黒
）

茶（
白
）

黒（
白
）

茶（
赤
）

青（
黒
）

NC
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 ５
DRT2-ID16SLH（NPN対応）

DRT2-ID16SLH-1（PNP対応）

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（　）内は旧芯線色です。

15

V

G

1

V

G

0

V

G

V

G

NC

V

G

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチなど）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

青（
黒
）

茶（
白
）

黒（
白
）

茶（
赤
）

青（
黒
）

NC

15

V

G

1

V

G

0

V

G

V

G

NC

V

G

PNP出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチなど）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

青（
黒
）

茶（
白
）

黒（
白
）

茶（
赤
）

青（
黒
）

NC
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　５
■外形寸法（DRT2-ID16SL（-1）／ ID16SLH（-1）共通）

52

3.
14

50

132
57

.8

（mm)
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 ５
スクリューレスクランプターミナル（32 点入力トランジスタタイプ）

■入力部仕様

■各部の名称と機能（DRT2-ID32SL（-1）／ ID32SLH（-1）共通）

項目 仕様

形式 DRT2-
ID32SL

DRT2-
ID32SL-1

DRT2-
ID32SLH

DRT2-
ID32SLH-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応 NPN対応 PNP対応

入力点数 入力32点

I/O電源電圧 DC20.4 ～ 26.4V（DC24V　－15～＋10％）

入力電流 6.0mA以下／点　（DC24V時）
3.0mA以上／点　（DC17V時）

入力抵抗 4kΩ

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

ON電圧
DC15V以上
（各入力端子と
V間）

DC15V以上
（各入力端子と
G間）

DC15V以上
（各入力端子と
V間）

DC15V以上
（各入力端子と
G間）

OFF電圧
DC5V以下
（各入力端子と
V間）

DC5V以下
（各入力端子と
G間）

DC5V以下
（各入力端子と
V間）

DC5V以下
（各入力端子と
G間）

ON電流 3.0mA以上

OFF電流 1.0mA以下

コモン当たりの回路数 16点／コモン

電源短絡保護 － 50mA／点以上で動作

未接続検知 － 0.3mA／点以下で動作

入力接続機器供給電流 100mA／点 50mA／点

MS

NS

I/O I/O I/O I/O

ロータリスイッチ
ノードアドレスを設定します。

DeviceNet表示部

I/O電源表示部
I/O電源の供給状態を確認できます。

入力表示部
各接点の入力状態、検知結果を
確認できます。

通信コネクタ 入力用端子台

このボタンを押下げたまま、
棒端子を引張り取外します。

リリースボタン

(X10) (X1)
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　５
■内部回路

DRT2-ID32SL（NPN対応）

DRT2-ID32SL-1（PNP対応）

内 

部 

回 

路

物理層

DC-DC
コンバータ

V

0～15

G

フォト
カプラ

G

V

V

G

V

0～15

G

フォト
カプラ

G

V

V

G

左側

右側

V+
CAN H
DRAIN
CAN L
V-

V

0～15

G

G

V

V

G

V

0～15

G

G

V

V

G

V+
CAN H
DRAIN
CAN L
V-

物理層

DC-DC
コンバータ

フォト
カプラ

フォト
カプラ

左側

右側

内 

部 

回 

路
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 ５
DRT2-ID32SLH（NPN対応）

DRT2-ID32SLH-1（PNP対応）

V+
CAN H
DRAIN
CAN L
V- V

0～15

G

G

V

V

G0～G15短絡未接続
検知回路

左側

右側

フォト
カプラ

V

0～15

G

G

V

V

G0～G15短絡未接続
検知回路フォト

カプラ

物理層

DC-DC
コンバータ

内 

部 

回 

路

V

0～15

G

G

V

G

V0～V15

V

0～15

G

G

V

G

V0～V15

V+
CAN H
DRAIN
CAN L
V-

短絡未接続
検知回路

左側

右側

フォト
カプラ

短絡未接続
検知回路フォト

カプラ

物理層

DC-DC
コンバータ

内 

部 

回 

路
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　５
■配線

DRT2-ID32SL（NPN対応）

DRT2-ID32SL-1（PNP対応）

 （　
）

 （　
）

 （　
）

 （
　
）

 （　
）

青
　
黒
茶
　
赤
黒
　
白

茶
　
白

青
　
黒

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチなど）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

 （　
）

 （　
）

 （　
）

 （
　
）

 （　
）

青
　
黒
茶
　
赤
黒
　
白

茶
　
白

青
　
黒

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチなど）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

左側 右側

15

V

G

1

V

G

0

V

G

V

G

NC

V

G

15

V

G

1

V

G

0

V

G

V

G

NC

V

G

NCNC

 （　
）

 （　
）

 （　
）

 （
　
）

 （　
）

青
　
黒
茶
　
赤
黒
　
白

茶
　
白

青
　
黒

PNP出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチなど）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

 （　
）

 （　
）

 （　
）

 （
　
）

 （　
）

青
　
黒
茶
　
赤
黒
　
白

茶
　
白

青
　
黒

PNP出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチなど）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

左側 右側

15

V

G

1

V

G

0

V

G

V

G

NC

V

G

15

V

G

1

V

G

0

V

G

V

G

NC

V

G

NC NC
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 ５
DRT2-ID32SLH（NPN対応）

DRT2-ID32SLH-1（PNP対応）

I/O電源の左側のV端子と右側のV端子、左側のG端子と右側のG端子は、内部で接続されて
いません。左側と右側のV-G間はそれぞれ別々に電源を供給してください。

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（　）内は旧芯線色です。

 （　
）

 （　
）

 （　
）

 （
　
）

 （　
）

青
　
黒
茶
　
赤
黒
　
白

茶
　
白

青
　
黒

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチなど）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

 （　
）

 （　
）

 （　
）

 （
　
）

 （　
）

青
　
黒
茶
　
赤
黒
　
白

茶
　
白

青
　
黒

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチなど）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

左側 右側

15

V

G15

1

V

G1

0

V

G0

V

G

NC

V

G

15

V

G15

1

V

G1
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　５
■外形寸法（DRT2-ID32SL（-1）／ ID32SLH（-1）共通）
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 ５
スクリューレスクランプターミナル（16 点出力トランジスタタイプ）

■出力部仕様

*1: 外部負荷断線を検出するために、出力OFFでも負荷に0.1mA以下の微小電流を流して
います。この微小電流で負荷が動作しないことを確認の上ご使用ください。

*2: 断線検知は ON 時の負荷電流が 3mA 以上の場合に使用可能です。負荷電流 3mA 以下
で使用すると断線を誤検知する場合があります。

■各部の名称と機能（DRT2-OD16SL（-1）／OD16SLH（-1）共通）

項目 仕様

形式 DRT2-
OD16SL

DRT2-
OD16SL-1

DRT2-
OD16SLH

DRT2-
OD16SLH-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応 NPN対応 PNP対応

出力点数 出力16点

I/O電源電圧 DC20.4 ～ 26.4V（DC24V　－15～＋10％）

出力電流 0.5A／点　4.0A／コモン

残留電圧 1.2V以下

漏れ電流 0.1mA以下 0.1mA以下 *1

ON遅延時間 0.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

断線検知 － あり *2

出力接続機器供給電流 100mA／点

異常時の出力 異常時HOLD／ CLEAR設定に従う（工場出荷時はクリア設定）

ロータリスイッチ
ノードアドレスを設定します。

DeviceNet表示部

I/O電源表示部
I/O電源の供給状態を
確認できます。

出力表示部
各接点の出力状態、検知結果を
確認できます。

通信コネクタ 出力用端子台

このボタンを押下げたまま、
棒端子を引張り取外します。

リリースボタン
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■内部回路

DRT2-OD16SL（NPN対応）

DRT2-OD16SL-1（PNP対応）

G

フォト
カプラ

物理層

DC-DC
コンバータ

降圧

V

0～15

G

G

V

V

内
部
回
路

V+

CAN H
DRAIN

CAN L

V-

V
フォト
カプラ

物理層

DC-DC
コンバータ

降圧 G

0～15

V

V

G

G

内
部
回
路

V+

CAN H
DRAIN

CAN L

V-
5-156



5-7 スクリューレスクランプターミナル

一
般
ス
レ
l
ブ

 ５
DRT2-OD16SLH（NPN対応）

DRT2-OD16SLH-1（PNP対応）
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■配線

DRT2-OD16SL（NPN対応）

DRT2-OD16SL-1（PNP対応）
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 ５
DRT2-OD16SLH（NPN対応）

DRT2-OD16SLH-1（PNP対応）

誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合は、逆起電力吸収用ダイオードの内蔵品
を使用するか、外部にダイオードを付けてください。（「付 -7 外部出力信号線の配線」参照）
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■外形寸法（DRT2-OD16SL（-1）／OD16SLH（-1）共通）
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 ５
■形DRT2-OD16SLH（-1）の負荷短絡保護機能について
通常は図 1 のように、出力接点（OUT）が ON のとき、トランジスタが ON し出力電流
（Iout）が流れます。
出力電流（Iout）が過負荷、負荷短絡時には、図 2、図 3 のように検知電流（Ilim）を超え
ると、出力電流（Iout）を制限し、その後出力トランジスタのジャンクション温度（Tj）が
サーマルシャットダウン温度（Tstd）に達すると、トランジスタの破壊防止のため出力を
OFF し、ステータスの短絡検知ビットをONし、LEDが「赤」点灯します。
自動復帰モード（図2）でトランジスタのジャンクション温度（Tj）が、リセット温度（Tr）
まで下がると短絡保護状態は自動的に解除され、出力電流も流れます。
手動復帰モード（図 3）では、トランジスタのジャンクション温度（Tj）がリセット温度
（Tr）まで下がっても短絡保護状態を保持し、I/O 電源または、本体電源の電断リセットによ
り復帰します。

図1. 通常時 

図 2. 過負荷・短絡時（自動復帰モード）

図3　過負荷・短絡時（手動復帰モード）
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■ 自動復帰モードご使用上の制限
本ユニットは負荷短絡保護機能を持っていますが、自動復帰モードはあくまで短時間の負荷
短絡に対して、内部回路を保護するものです。
本ユニットの負荷短絡保護機能は自動復帰モードでは、図 2のように、Tj ＝ Tr になると自
動的に解除されるため、短絡の原因を取除かない限り、出力のON／OFF動作を繰返します。
短絡状態のまま放置されますと、内部温度が上昇し、故障の原因となります。外部で負荷短
絡が発生したときは、すみやかに原因を取除いてください。

外部で負荷短絡を検知すると、ユニットのステータス情報の外部負荷短絡検知フラグがON
し、その短絡出力接点に応じた LEDが ONします。外部負荷短絡検知フラグは、各接点の
ORを出力します。
負荷短絡検知フラグがONしたときは、ユーザープログラムでフラグを自己保持し、ユニッ
トの全体の出力をOFFするか、Explicit メッセージで読出した該当する出力Noの出力を
必ずOFFにしてください。負荷短絡検知フラグは、ユニットのステータス情報の5ビット
目に割当てられています。

7 6 5 4 3 2 1 0

外部負荷短絡検知フラグ
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 ５
スクリューレスクランプターミナル（32 点出力トランジスタタイプ）

■出力部仕様

■各部の名称と機能（DRT2-OD32SL（-1）／OD32SLH（-1）共通）

項目 仕様

形式 DRT2-
OD32SL

DRT2-
OD32SL-1

DRT2-
OD32SLH

DRT2-
OD32SLH-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応 NPN対応 PNP対応

出力点数 出力32点

I/O電源電圧 DC20.4 ～ 26.4V（DC24V　－15～＋10％）

出力電流 0.5A／点　4.0A／コモン

残留電圧 1.2V以下

漏れ電流 0.1mA以下

ON遅延時間 0.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

断線検知 － 消費電流3ｍＡ／点以下で動作
（3mA以上では検知しない）

異常時の出力 異常時HOLD／ CLEAR設定に従う（工場出荷時はクリア設定）

出力接続機器供給電流 100mA／点

外部負荷短絡検知電流 － 4.0A以上／
コモン

MS

NS

I/O I/O I/O I/O

(X10) (X1)

ロータリスイッチ
ノードアドレスを設定します。

DeviceNet表示部
I/O電源表示部
I/O電源の供給状態を確認できます。

出力表示部
各接点の出力状態、検知結果を
確認できます。

通信コネクタ 出力用端子台

リリースボタン
このボタンを押下げたまま、
棒端子を引張り取外します。
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■内部回路

DRT2-OD32SL（NPN対応）

DRT2-OD32SL-1（PNP対応）
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 ５
DRT2-OD32SLH（NPN対応）

DRT2-OD32SLH-1（PNP対応）
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■配線

DRT2-OD32SL（NPN対応）

DRT2-OD32SL-1（PNP対応）

ソレノイド
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 ５
DRT2-OD32SLH（NPN対応）

DRT2-OD32SLH-1（PNP対応）

I/O電源の左側のV端子と右側のV端子、左側のG端子と右側のG端子は、内部で接続されて
いません。左側と右側のV-G間はそれぞれ別々に電源を供給してください。
誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合は、逆起電力吸収用ダイオードの内蔵品
を使用するか、外部にダイオードを付けてください。（「付 -7 外部出力信号線の配線」参照）
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■外形寸法（DRT2-OD32SL（-1）／OD32SLH（-1）共通）
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 ５
スクリューレスクランプターミナル（16点入力／16点出力トランジスタタイプ）

■入力部仕様
項目 仕様

形式 DRT2-
MD32SL

DRT2-
MD32SL-1

DRT2-
MD32SLH

DRT2-
MD32SLH-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応 NPN対応 PNP対応

入力点数 入力16点

I/O電源電圧 DC20.4 ～ 26.4V（DC24V　－15～＋10％）

入力電流 6.0mA以下／点　（DC24V時）
3.0mA以上／点　（DC17V時）

入力抵抗 4kΩ

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

ON電圧
DC15V以上
（各入力端子と
V間）

DC15V以上
（各入力端子と
G間）

DC15V以上
（各入力端子と
V間）

DC15V以上
（各入力端子と
G間）

OFF電圧
DC5V以下
（各入力端子と
V間）

DC5V以下
（各入力端子と
G間）

DC5V以下
（各入力端子と
V間）

DC5V以下
（各入力端子と
G間）

ON電流 3.0mA以上

OFF電流 1.0mA以下

コモン当たりの回路数 16点／コモン

電源短絡保護 － 50mA／点以上で動作

未接続検知 － 0.3mA／点以下で動作

入力接続機器供給電流 100mA／点 50mA／点
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■出力部仕様

■各部の名称と機能（DRT2-MD32SL（-1）／MD32SLH（-1）共通）

項目 仕様

形式 DRT2-
MD32SL

DRT2-
MD32SL-1

DRT2-
MD32SLH

DRT2-
MD32SLH-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応 NPN対応 PNP対応

出力点数 出力16点

I/O電源電圧 DC20.4 ～ 26.4V（DC24V　－15～＋10％）

出力電流 0.5A／点　4.0A／コモン

残留電圧 1.2V以下

漏れ電流 0.1mA以下

ON遅延時間 0.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

断線検知 － 消費電流3ｍＡ／点以下で動作
（3mA以上では検知しない）

出力接続機器供給電流 100mA／点

異常時の出力 異常時HOLD／ CLEAR設定に従う（工場出荷時はクリア設定）

外部負荷短絡検知電流 － 4.0A以上／
コモン

MS

NS

I/O I/O I/O I/O

(X10) (X1)

ロータリスイッチ
ノードアドレスを設定します。

DeviceNet表示部

I/O電源表示部
I/O電源の供給状態を確認できます。

入力表示部

通信コネクタ 入力用端子台

出力表示部
各接点の入力状態、検知結果を
確認できます。

出力用端子台

リリースボタン
このボタンを押下げたまま、
棒端子を引張り取外します。

各接点の入力状態、検知結果を
確認できます。
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■内部回路

DRT2-MD32SL（NPN対応）

DRT2-MD32SL-1（PNP対応）
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DRT2-MD32SLH（NPN対応）

DRT2-MD32SLH-1（PNP対応）
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■配線

DRT2-MD32SL（NPN対応）

DRT2-MD32SL-1（PNP対応）

 （　
）

 （　
）

 （　
）

 （
　
）

 （　
）

青
　
黒
茶
　
赤
黒
　
白

茶
　
白

青
　
黒

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチなど）

2線式センサ
（リミットスイッチなど）

ソレノイド
バルブなど

ソレノイド
バルブなど

左側 右側
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DRT2-MD32SLH（NPN対応）

DRT2-MD32SLH-1（PNP対応）

I/O電源の左側のV端子と右側のV端子、左側のG端子と右側のG端子は、内部で接続されて
いません。左側と右側のV-G間はそれぞれ別々に電源を供給してください。
誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合は、逆起電力吸収用ダイオードの内蔵品
を使用するか、外部にダイオードを付けてください。（「付 -7 外部出力信号線の配線」参照）

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（　）内は旧芯線色です。
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■外形寸法（形DRT2-MD32SL（-1）／MD32SLH（-1）共通）

245

(mm)

50
56

.4
(3

)
25
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制御盤への取付け
リモート I/O ターミナル（基本ユニットまたは拡張ユニット）は、次の方法で制御盤に取付
けることができます。

■DINレールに取付ける方法
スレーブの背面で、DIN35mmレールに取付けてください。このとき、背面にあるDINレー
ル取付フックをドライバで引下げながら、DINレールをスレーブの背面にはめ込み、確実に
固定してください。また、スレーブの左右をエンドプレートで挟んで固定してください。

エンドプレートの取付方法
エンドプレートは、下側を引掛けてから（次図①）、上側を引掛けて下に引降ろします。（次
図②）

必ず2個のエンドプレートで両側からスレーブを挟込んで固定してください。

■取付方向
特にスレーブの解説の中で記述されていない場合は、取付には方向の制約はありません。以
下の6方向すべての方向に取付けることができます。

エンドプレート
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6耐環境スレーブ

6-1 耐環境スレーブの共通仕様
ここでは、耐環境スレーブで共通の仕様を示します。スレーブごとに異なる点については、
各スレーブの解説ページで示します。

項目 耐環境スレーブの仕様

通信電源電圧 DC11～ 25V（通信コネクタより供給）

I/O電源電圧 DC20.4 ～ 26.4V（DC24V － 15～＋10%）

耐ノイズ性 IEC61000-4-4 に準拠　2kV（電源ライン）

耐振動 10～ 60Hz　複振幅0.7mm、60～150Hz　50m/s2 
X、Y、Z各方向80min

耐衝撃 150m/s2　3軸 6方向各3回

耐電圧 AC500V（絶縁されている回路間）

絶縁抵抗 20MΩ以上（絶縁されている回路間）

使用周囲温度 －10～＋55℃

使用周囲湿度 25～ 85%（結露なきこと）

使用周囲雰囲気 腐食性ガスのないこと

保存周囲温度 －20～＋65℃

保護構造 IP67

取付方法 M5ネジ取付（正面、背面とも）

取付強度 100N

通信コネクタ強度 30N

コネクタ種類
DeviceNet 通信コネクタ：M12
外部電源供給用コネクタ：7/8－ 16UN
I/O 用コネクタ：M12

ネジの締付トルク
丸型コネクタ（通信コネクタ、電源、I/O）：0.39～ 0.49N・m
M5（前面からのユニット取付）：1.47～ 1.96N・m
ノードアドレス設定SW用カバー：0.4 ～ 0.6N・m
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消費電流・質量・保護構造一覧
以下に、耐環境スレーブの消費電流と質量、保護構造の一覧を示します。

形式 通信電源消費電流 質量 保護構造

形DRT2-ID08C(-1) 115mA以下（DC24V時）
90mA以下（DC11V時） 340g以下

IP67

形 DRT2-HD16C(-1) 200mA以下（DC24V時）
130mA以下（DC11V時） 340g以下

形DRT2-OD08C(-1) 35mA以下（DC24V時）
60mA以下（DC11V時） 390g以下

形DRT2-ID04CL(-1) 35mA以下（DC24V時）
55mA以下（DC11V時） 275g以下

形DRT2-OD04CL(-1) 35mA以下（DC24V時）
55mA以下（DC11V時） 275g以下

形DRT2-ID08CL(-1) 35mA以下（DC24V時）
50mA以下（DC11V時） 390g以下

形DRT2-HD16CL(-1) 40mA以下（DC24V時）
55mA以下（DC11V時） 390g以下

形DRT2-OD08CL(-1) 35mA以下（DC24V時）
50mA以下（DC11V時） 390g以下

形DRT2-WD16CL(-1) 35mA以下（DC24V時）
55mA以下（DC11V時） 390g以下

形DRT2-MD16CL(-1) 40mA以下（DC24V時）
55mA以下（DC11V時） 390g以下
6-2



6-1 耐環境スレーブの共通仕様

耐
環
境
ス
レ
l
ブ

 ６
I/O LED表示

■高機能タイプ（形DRT2- □ D□□C（-1））
以下に高機能タイプ耐環境スレーブ特有の I/O LED 表示について示します。I/O LED は各
コネクタごとに「□ -A」と「□ -B」の 2つの LEDがあります。

□には、それぞれ該当するコネクタ番号が入ります。

■標準タイプ（形DRT2- □ D□□CL（-1））
以下に標準タイプ耐環境スレーブ特有の I/O LED 表示について示します。I/O LED は各コ
ネクタごとに「□ -A」と「□ -B」の2つの LEDがあります。

□には、それぞれ該当するコネクタ番号が入ります。

LED名称 色 状態 状態定義 意味（主な異常）

□ -A

黄 点灯 正常状態 入力オン／出力オン

赤
点灯 致命的な故障 センサ電源短絡

点滅 軽微な故障 センサ未接続

－ 消灯 正常状態 入力オフ／出力オフ ／ 入力電源オフ

□ -B

黄 点灯 正常状態 入力オン

赤 点灯 致命的な故障 出力負荷短絡

－ 消灯 正常状態 入力オフ ／ 入力電源オフ

LED名称 色 状態 状態定義 意味（主な異常）

□ -A
黄 点灯 正常状態 入力オン／出力オン

－ 消灯 正常状態 入力オフ／出力オフ ／ 入力電源オフ

□ -B
黄 点灯 正常状態 入力オン

－ 消灯 正常状態 入力オフ ／ 入力電源オフ
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6-2 耐環境スレーブへの通信ケーブルの接続
耐環境スレーブでは、丸型の通信コネクタで通信ケーブルを接続します。
丸型通信コネクタの通信ケーブルには「細いケーブル」と「太いケーブル」の2種類があり
ますので、用途に応じて使い分けてください。また、通常の角型の通信コネクタを使用する
スレーブや、マスタユニットとは、T分岐タップを介して接続することができます。

耐環境スレーブの配線例を以下に示します。

幹線が「太いケーブル」、支線が「細いケーブル」で構成されるシステムの場合

幹線および支線が「細いケーブル」で構成されるシステムの場合

通信電源

電源

CS/CJ DeviceNet
マスタユニット

T分岐タップ

シールド型
片側コネクタ付きケーブル 
（太いケーブル）
形DCA2-5CN□□□1

T分岐コネクタ
形DCN3-12 （ミニサイズ）

T字形ジョイント
形XS4R-D424-5

耐環境出力
ターミナル

片側ケーブル付きコネクタ
ソケット／プラグ
形XS4F-D421-1□□-A

シールド型
両端コネクタ付きケーブル
（太いケーブル）
形DCA2-5CN□□W1

ケーブル付きコネクタ
ソケット／プラグ両側
形XS2W-D42□-□81-A

コネクタ直出しタイプセンサ

終端抵抗付きコネクタ
形DRS2-□
形DRS3-1 （ミニサイズ）

コネクタ中継タイプセンサ

耐環境入力
ターミナル

入出力 入出力

I/O用電源ケーブル

T分岐コネクタ
形DCN3-12 （ミニサイズ）

T分岐コネクタ
形DCN3-12 （ミニサイズ）

両側ケーブルコネクタ付き
ケーブル
形XS4W-D421-1□□-A

耐環境出力
ターミナル

シールド型
両端コネクタ付きケーブル 
（細いケーブル）
形DCA1-5CN□□W1

通信電源

電源

CS/CJ DeviceNet
マスタユニット

T分岐タップ

シールド型
片側コネクタ付きケーブル
（細いケーブル）
形DCA1-5CN□□□1 

T分岐コネクタ
形DCN2-1 (マイクロサイズ）

T字形ジョイント
形XS4R-D424-5

耐環境出力
ターミナル

片側ケーブル付きコネクタ
ソケット／プラグ
形XS4F-D421-1□□-A

シールド型
両端コネクタ付きケーブル
（細いケーブル）
形DCA1-5CN□□W1

ケーブル付きコネクタ
ソケット／プラグ両側
形XS2W-D42□-□81-A

コネクタ直出しタイプセンサ

終端抵抗付きコネクタ
形DRS2-□ （マイクロサイズ）

コネクタ中継タイプセンサ

耐環境入力
ターミナル

入出力 入出力

I/O用電源ケーブル

T分岐コネクタ
形DCN2-1 (マイクロサイズ）

T分岐コネクタ
形DCN2-1 (マイクロサイズ）

両側ケーブルコネクタ付き
ケーブル
形XS4W-D421-1□□-A

耐環境出力
ターミナル
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耐環境ターミナルの配線時に使用する通信ケーブル
耐環境ターミナルの配線時に使用する通信ケーブルには、必ず下記のコネクタ付きケーブル
を使用してください。

■細いケーブル　コネクタ形状：マイクロサイズ（従来のM12）
形式 内容

形DCA1-5CN□□W1 シールド型両端コネクタ付きケーブル

形DCA1-5CN□□ F1 シールド型片側コネクタ付きケーブル
（ソケット：メス）

形DCA1-5CN□□H1 シールド型片側コネクタ付きケーブル
（プラグ：オス）

形DCA1-5CN□□W5
シールド型両側コネクタ付きケーブル
（ミニサイズ側プラグ：オス、マイクロサイズ側ソ
ケット：メス）

形DCN2-1 シールド型 T分岐コネクタ（1分岐）
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■太いケーブル　コネクタ形状：ミニサイズ

注：形式の□の部分には、ケーブル長をm単位で表す数値が入ります。ただし、0.5mの場合は
「C5」となります。
太いケーブルは耐環境ターミナルに直接接続できません。

ケーブルはDeviceNet の標準的なケーブルを使用しているため、そのままではスパッタ環
境で使用できません。スパッタ環境でのご使用時は、ケーブル部分に必ず耐環境保護を施
してください。

終端抵抗が内蔵されたコネクタも、以下のように用意されています。T 分岐コネクタに終端
抵抗を付けることができます。

形式 内容

形DCA2-5CN□□W1 シールド型両端コネクタ付きケーブル

形DCA2-5CN□□ F1 シールド型片側コネクタ付きケーブル
（ソケット：メス）

形DCA2-5CN□□H1 シールド型片側コネクタ付きケーブル
（プラグ：オス）

形DCN3-11 シールド型 T分岐コネクタ（1分岐）

形DCN3-12 シールド型 T分岐コネクタ（1分岐）
支線引出しコネクタはM12タイプ

形式 内容

形DRS2-1 終端抵抗付きコネクタ　マイクロサイズ用　（プラグ：オス）

形DRS2-2 終端抵抗付きコネクタ　マイクロサイズ用　（ソケット：メス）

形DRS3-1 終端抵抗付きコネクタ　ミニサイズ用　（プラグ：オス）
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シールド型コネクタ付きケーブルの許容電流は、細いケーブルでは3A、太いケーブルでは
8Aとなります。
丸型通信コネクタの場合は、マルチドロップ配線はできません。シールド型両端コネクタ付
きケーブルと T分岐コネクタを用いて、T分岐で配線してください。
T 分岐コネクタの通信電源ピンの定格電流は電流は3Aです。
片側コネクタ付きケーブル（ソケット）を使用して、通常の T分岐タップ（形DCN1- □ C）
に接続することができます。また、片側コネクタ付きケーブル（ソケット）を使用して、T
分岐コネクタから通信電源へ接続することもできます。

組合わせ例

コネクタの固定具は手で十分締付けてください（締付トルク0.39 ～ 0.49N・m）。
締付が不十分ですと、保護構造が保てなかったり、振動でゆるむことがあります。
また、プライヤなどで締付けると破損の原因となりますので、使用しないでください。

通信電源

電源専用1分岐
タップ

シールド型
片側コネクタ付き
ケーブル（太線）
形DCA2-5CN��H1

シールド型両端コネクタ付き
ケーブル（細線）
形DCA1-5CN��W1

T分岐コネクタ
形DCN3-12

オス

メス メス メス シールド型片側コネクタ付き
ケーブル
形DCA1-5CN��F1

T分岐タップ
（終端抵抗付き）

終端抵抗付き

オス オス

オス

オス メス
メス オス

メス オス

オス メス
メス オス

メス

シールド型両端コネクタ付き
ケーブル（太線）
形DCA2-5CN��W1

シールド型
片側コネクタ付き
ケーブル（太線）
形DCA2-5CN��F1
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6-3 メンテナンス情報画面
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6-3 メンテナンス情報画面
ここでは、耐環境スレーブの状態を確認することができるメンテナンス情報画面について説
明します。同じくスレーブの状態を確認することができるデバイスモニタ画面もありますが、
ここではメンテナンス情報画面を例として説明します。メンテナンス情報画面とデバイスモ
ニタ画面の相違点については4-4 ページの「デバイスモニタ画面」を参照してください。

メンテナンス情報の確認方法
DeviceNet コンフィグレータの〔通常画面〕から「右クリック」－「メンテナンス情報」を
選択します。または、〔メンテナンスモード画面〕からスレーブを選択してダブルクリックし
ます。

■全般画面

形DRT2-HD16C（-1）／ ID08C（-1）の画面

形DRT2-OD08C（-1）の画面

ステータス
チェックボックス

ステータス
チェックボックス
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6-3 メンテナンス情報画面
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形DRT2-HD16CL（-1）／ ID08CL（-1）／ ID04CL（-1）の画面

形DRT2-WD16CL（-1）／OD08CL（-1）／OD04CL（-1）の画面

形DRT2-MD16CL（-1）の画面

ステータス
チェックボックス

ステータス
チェックボックス

ステータス
チェックボックス
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6-3 メンテナンス情報画面
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　６

パラメータの編集・設定を行ったときは必ず更新を行ってください。

ステータスチェックボックスの説明
異常が発生すると下記のチェックボックスがONします。

項目 説明

説明 ユニットコメントで設定した32文字（全角は16文字）の内容が
表示されます。

最終メンテナンス日 最終メンテナンス設定した日付を表示します。

ユニット通電時間 ユニットが過去に稼動した通電時間のトータル時間を表示します。

ネットワーク電源電圧現在値 現在のネットワーク電源電圧を表示します。

ネットワーク電源電圧最大値 現在までのネットワーク電源電圧の最大値を表示します。

ネットワーク電源電圧最小値 現在までのネットワーク電源電圧の最小値を表示します。

更新ボタン メンテナンス情報を更新するボタンです。

メンテナンスカウンタセーブ メンテナンスカウンタをユニット内にセーブする機能です。この機
能を使用すると電源再投入時に前回の値を保持します。

項目 説明

ユニットメンテナンス時期 ユニット通電時間が設定値をオーバするとONします。

ネットワーク電源電圧低下 ネットワーク電源電圧が設定値を下回るとONします。

接続機器メンテナンス時期 各 I/OのいずれかでON積算時間または接点動作回数の値が監視設
定値をオーバするとONします。

センサ未接続検知
（高機能タイプのみ）

各 I/Oのいずれかで負荷断線またはセンサ未接続検知機能が働くと
ONします。

センサ電源短絡
（高機能タイプのみ） 各 I/Oのいずれかでセンサ電源短絡検知機能が働くとONします。

出力負荷短絡
（高機能タイプのみ） 各 I/Oのいずれかで出力負荷短絡検知機能が働くとONします。

出力用 I/O電源異常 出力電源がOFFしているとONします。

入力用 I/O電源異常 入力電源がOFFしているとONします。
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6-3 メンテナンス情報画面

耐
環
境
ス
レ
l
ブ

 ６
■各入力別画面

IN画面
No. の順番が端子の並びに対応しています。

*：電源短絡と未接続検知履歴は高機能タイプのみです。

項目 説明

I/Oコメント 各入力別に32文字（全角16文字）までのコメントを表示します。

メンテナンスカウンタ

各入力別のメンテナンスカウンタを表示します。メンテナンスカウン
タが閾値をオーバすると、No. の左横に警告用アイコンが表示されま
す。
・ON積算時間モニタの場合：「秒」
・動作回数モニタの場合：「回」

電源短絡 各入力別にセンサ電源短絡検知がONした場合に「短絡有り」と表示
されます。

未接続検知履歴 一度未接続検知した情報を記憶するステータスです。
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6-3 メンテナンス情報画面

耐
環
境
ス
レ
l
ブ

　６
OUT画面　
No. の順番が端子の並びに対応しています。

*：負荷短絡検知は高機能タイプのみです。

項目 説明

I/Oコメント 各入力別に32文字（全角16文字）までのコメントを表示します。

メンテナンスカウンタ

各入力別のメンテナンスカウンタを表示します。メンテナンスカウン
タが閾値をオーバすると、No. の左横に警告用アイコンが表示されま
す。
・ON積算時間モニタの場合：「秒」
・動作回数モニタの場合：「回」

負荷短絡検知 負荷短絡を検知すると「短絡」が表示されます。
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6-3 メンテナンス情報画面
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異常履歴画面

項目 説明

内容 発生した通信異常の内容を表示します。

ネットワーク電源電圧 異常発生時のネットワーク電源電圧を表示します。

クリアボタン 異常履歴をクリアします。
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6-4 耐環境ターミナル（高機能タイプ）
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6-4 耐環境ターミナル（高機能タイプ）

ノードアドレス、通信速度の設定、出力保持／クリアの設定
ここでは、耐環境ターミナルで共通のノードアドレス設定、通信速度設定、通信異常時の出
力保持／クリア設定（出力にのみ有効）について説明します。これらの設定は、次のように
なっています。

ノードアドレス設定：ロータリスイッチ
通信速度設定：自動追従
出力保持／クリア設定：ソフトスイッチ

■ノードアドレスの設定
耐環境ターミナルでは、ノードアドレス（10進数）の10の桁を上のロータリスイッチで、
1の桁を下のロータリスイッチで設定します。
ネットワーク内の他のノード（マスタ、スレーブ）とノードアドレスが重複しない限り、ノー
ドアドレスは範囲内で自由に設定することができます。
コンフィグレータによる設定方法は、5-16 ページの「ノードアドレス、通信速度、出力保
持／クリアの設定」を参照してください。

ノードアドレスが他のノードと重複すると、ノードアドレス重複が発生し、通信に加入でき
ません。

設定は、必ずスレーブの電源（通信電源も含む）がOFFの状態で行ってください。

■通信速度の設定
マスタユニットの通信速度を決定すれば、システム全体の通信速度が決定されるためユニッ
ト個別の設定は不要です。

■出力保持／クリアの設定
コンフィグレータにより出力の保持／クリアを設定します。工場出荷時はクリアとなってい
ます。設定方法は 5-16 ページの「ノードアドレス、通信速度、出力保持／クリアの設定」
を参照してください。

0
1 2 345

6789
0

12 345
6789

NODNOD
ADRADR
X  10X  10

X  1X  1
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耐環境ターミナル（8点入力トランジスタタイプ、IP67）

■入力部仕様

■ I/O状態 LEDの表示と意味
下表に I/O 状態 LED の表示内容を示します。I/O 状態 LED の位置に関しては、次ページ
「■各部の名称と機能」を参照してください。なお、「LED 名称」の「1 － A」の 1 はコネ
クタ番号を、Aは I/O状態 LEDを意味します。

項目 仕様

形式 形DRT2-ID08C 形 DRT2-ID08C-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

入出力点数 入力8点

ON電圧 DC9V以上（各入力端子とV間） DC9V以上（各入力端子とG間）

OFF電圧 DC5V以下（各入力端子とV間） DC5V以下（各入力端子とG間）

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 3.0mA以上／点（DC11V）
11.0mA以下／点（DC24V）

センサ供給用電源電圧 通信電源電圧＋0V（Max）
通信電源電圧－1.5V（Min）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 8点／コモン

LED名称 色 状態 意味（主な異常）

1－A

黄 点灯 入力0　ON

赤 点灯 コネクタ1センサ電源短絡

赤 点滅 コネクタ1センサ未接続

2－A

黄 点灯 入力1　ON

赤 点灯 コネクタ2センサ電源短絡

赤 点滅 コネクタ2センサ未接続

3－A

黄 点灯 入力2　ON

赤 点灯 コネクタ3センサ電源短絡

赤 点滅 コネクタ3センサ未接続

4－A

黄 点灯 入力3　ON

赤 点灯 コネクタ4センサ電源短絡

赤 点滅 コネクタ4センサ未接続

5－A

黄 点灯 入力4　ON

赤 点灯 コネクタ5センサ電源短絡

赤 点滅 コネクタ5センサ未接続
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注1：8点入力タイプでは I/O 状態 LED「B」は使用しません。
注2：コネクタ番号は1～8で表示していますが、入力ビットのNo. はコンフィグレータの表示

も含め、0～7で表示していますのでご注意ください。

■各部の名称と機能（形DRT2-ID08C ／ ID08C-1 共通）

6－ A

黄 点灯 入力5　ON

赤 点灯 コネクタ6センサ電源短絡

赤 点滅 コネクタ6センサ未接続

7－A

黄 点灯 入力6　ON

赤 点灯 コネクタ7センサ電源短絡

赤 点滅 コネクタ7センサ未接続

8－A

黄 点灯 入力7　ON

赤 点灯 コネクタ8センサ電源短絡

赤 点滅 コネクタ8センサ未接続

LED名称 色 状態 意味（主な異常）

543
210987 6 543
210987 6

A
1

B

2
AB

A
3

B

4
AB

A
5

B

6
AB

A
7

B

8
AB

IN

NO
D

ADR
X 10

X 1

DeviceNet通信コネクタ

DeviceNet表示部
上段：MS LED
下段：NS LED

ロータリスイッチ

入力用コネクタ

I/O状態LED
短絡などを検知した場合、点灯・点滅します。

コネクタ1 コネクタ3 コネクタ5 コネクタ7

コネクタ2 コネクタ4 コネクタ6 コネクタ8

ノードアドレスを設定します。
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■内部回路

形DRT2-ID08C（NPN対応）

形DRT2-ID08C-1（PNP対応）

4

2
3 1

4

2
3 1

CAN H

V+

V-

DRAIN

入力0

入力1

VG

VG

4
5
2

1 3

CAN L 短
絡
未
接
続

検
知
回
路

短
絡
未
接
続

検
知
回
路

内
部
回
路

4

2
3 1

4

2
3 1

CAN H

V+

V-

DRAIN

入力0

入力1

VG

VG

4
5
2

1 3

CAN L
短
絡
未
接
続

検
知
回
路

短
絡
未
接
続

検
知
回
路

内
部
回
路
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6-4 耐環境ターミナル（高機能タイプ）
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■配線

形DRT2-ID08C（NPN対応）

形DRT2-ID08C-1（PNP対応）

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（　）内は旧芯線色です。
センサ供給用電源電圧は最小で通信電源電圧－1.5Vとなります。接続するセンサの定格電
源電圧を確認の上、ご使用ください。また、付 -104 ページの「直流2線式センサとの接
続の留意点」を参照の上、通信電源電圧の設定を行ってください。

12

43

VNC

入力0

12

43

VNC

入力4

12

43

VNC

入力2

12

43

VNC

G 入力6

2 3

1 4

NC

V

G

入力1

2 3

1 4

NC

V

G

入力5

2 3

1 4

NC

V

G

入力3

2 3

1 4

NC

V

G

入力7

1 2

4

V+

CAN H

CAN L

35 V-

DRAIN

GGG

 （　
）

青　黒

 （　
）

茶　白

 （　
）

青　黒

 （　
）

黒　白

 （　
）

茶　赤

2線式センサ
（リミットスイッチ）

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、近接スイッチ）

12

43

VNC

入力0

12

43

VNC

入力4

12

43

VNC

入力2

12

43

VNC

G 入力6

2 3

1 4

NC

V

G

入力1

2 3

1 4

NC

V

G

入力5

2 3

1 4

NC

V

G

入力3

2 3

1 4

NC

V

G

入力7

1 2

4

V+

CAN H

CAN L

35 V-

DRAIN

GGG

 （　
）

青　黒

 （　
）

茶　白

 （　
）

青　黒

 （　
）

黒　白

 （　
）

茶　赤

2線式センサ
（リミットスイッチ）

PNP出力3線式センサ
（光電スイッチ、近接スイッチ）
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■外形寸法（形DRT2-ID08C／ ID08C-1 共通）

2

I
N

1

3

B A
AB

4

52

1

3

4

52

1

3

4

52

1

3

4

52

1

3

2

AB

4

4
1

B A
3

AB

6

B A
5

AB

8

B A
7

5

2 1

3

45

2 1

3

45

2 1

3

45

54

32

10987 6 54

32

10987 6

N
O

D
AD

R
X 10

X 1

60

175

37
.7

27
.3

165±0.2

2-φ5.3またはM5

（mm）

取付穴加工寸法

26
.6

24
.3
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耐環境ターミナル（16 点入力トランジスタタイプ、IP67）

■入力部仕様

■ I/O状態 LEDの表示と意味
下表に I/O 状態 LED の表示内容を示します。I/O 状態 LED の位置に関しては、次ページ
「■各部の名称と機能」を参照してください。なお、「LED名称」の「1-A」の 1はコネクタ
番号を、Aは I/O 状態 LEDを意味します。

項目 仕様

形式 形DRT2-HD16C 形DRT2-HD16C-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

入出力点数 入力16点

ON電圧 DC9V以上（各入力端子とV間） DC9V以上（各入力端子とG間）

OFF電圧 DC5V以下（各入力端子とV間） DC5V以下（各入力端子とG間）

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 3.0mA以上／点（DC17V時）
11.0mA以下／点（DC24V時）

センサ供給用電源電圧 通信電源電圧＋0V（Max）
通信電源電圧－1.5V（Min）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 16点／コモン

LED名称 色 状態 意味（主な異常）

1－A

黄 点灯 入力0　ON

赤 点灯 コネクタ1センサ電源短絡

赤 点滅 コネクタ1センサ未接続

1－B 黄 点灯 入力1　ON

2－A

黄 点灯 入力2　ON

赤 点灯 コネクタ2センサ電源短絡

赤 点滅 コネクタ2センサ未接続

2－B 黄 点灯 入力3　ON

3－A

黄 点灯 入力4　ON

赤 点灯 コネクタ3センサ電源短絡

赤 点滅 コネクタ3センサ未接続

3－B 黄 点灯 入力5　ON

4－A

黄 点灯 入力6　ON

赤 点灯 コネクタ4センサ電源短絡

赤 点滅 コネクタ4センサ未接続

4－B 黄 点灯 入力7　ON
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 ６
注：コネクタ番号は 1 ～ 8 で表示していますが入力ビット No. はコンフィグレータの表示も含
め、0～7で表示しています。

■各部の名称と機能（形DRT2-HD16C／ HD16C-1 共通）

5－ A

黄 点灯 入力8　ON

赤 点灯 コネクタ5センサ電源短絡

赤 点滅 コネクタ5センサ未接続

5－B 黄 点灯 入力9　ON

6－ A

黄 点灯 入力10　ON

赤 点灯 コネクタ6センサ電源短絡

赤 点滅 コネクタ6センサ未接続

6－B 黄 点灯 入力11　ON

7－ A

黄 点灯 入力12　ON

赤 点灯 コネクタ7センサ電源短絡

赤 点滅 コネクタ7センサ未接続

7－B 黄 点灯 入力13　ON

8－ A

黄 点灯 入力14　ON

赤 点灯 コネクタ8センサ電源短絡

赤 点滅 コネクタ8センサ未接続

8－B 黄 点灯 入力15　ON

LED名称 色 状態 意味（主な異常）

543
210987 6 543
210987 6

A
1

B

2
AB

A
3

B

4
AB

A
5

B

6
AB

A
7

B

8
AB

IN

NO
D

ADR
X 10

X 1

DeviceNet通信コネクタ

DeviceNet表示部
上段：MS LED
下段：NS LED

ロータリスイッチ

入力用コネクタ

I/O状態LED
短絡などを検知した場合、点灯・点滅します。

コネクタ1 コネクタ3 コネクタ5 コネクタ7

コネクタ2 コネクタ4 コネクタ6 コネクタ8

ノードアドレスを設定します。
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■内部回路

形DRT2-HD16C（NPN対応）

形DRT2-HD16C-1（PNP対応）

内 

部 

回 

路

2

13

4

2

31
4 5

DRAIN V-

V+

CAN LCAN H

CN1
（通信用コネクタ）

入力0

入力1
VG

フォト
カプラ

フォト
カプラ

短
絡
未
接
続

検
知
回
路

内 

部 

回 

路

2

13

4

2

31
4 5

DRAIN V-

V+

CAN LCAN H

CN1
（通信用コネクタ）

入力0

入力1
VG

フォト
カプラ

フォト
カプラ

短
絡
未
接
続

検
知
回
路
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 ６
■配線

形DRT2-HD16C（NPN対応）

形DRT2-HD16C-1（PNP対応）

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（　）内は旧芯線色です。
センサ供給用電源電圧は最小で通信電源電圧－1.5Vとなります。接続するセンサの定格電
源電圧を確認の上、ご使用ください。また、付 -104 ページの「直流2線式センサとの接
続の留意点」を参照の上、通信電源電圧の設定を行ってください。

12

43

V

入力0

12

43

V

入力8

12

43

V

入力4

12

43

V

G 入力12

2 3

1 4
V

G

入力2

入力1 入力5

入力7

入力11
入力9 入力13

入力15

入力3

2 3

1 4
V

G

入力10

2 3

1 4
V

G

入力6

2 3

1 4
V

G

入力14

1 2

4

V+

CAN H

CAN L

35 V-

DRAIN

GGG

 （　
）

青　黒

 （　
）

茶　白

 （　
）

青　黒

 （　
）

黒　白

 （　
）

茶　赤

2線式センサ
（リミットスイッチ）

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチ）

 （　
）

青　黒

 （　
）

黒　白
 （　
）

茶　赤

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチ）

12

43

V

入力0

12

43

V

入力8

12

43

V

入力4

12

43

V

G 入力12

入力13入力9
入力15入力11

入力7
入力3

入力5入力1

2 3

1 4
V

G

入力2

2 3

1 4
V

G

入力10

2 3

1 4
V

G

入力6

2 3

1 4
V

G

入力14

1 2

4

V+

CAN H

CAN L

35 V-

DRAIN

GGG

 （　
）

青　黒

 （　
）

茶　白

 （　
）

青　黒

 （　
）

黒　白

 （　
）

茶　赤

2線式センサ
（リミットスイッチ）

PNP出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチ）

 （　
）

青　黒

 （　
）

黒　白

 （　
）

茶　赤

PNP出力3線式センサ
（光電スイッチ、
近接スイッチ）
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■外形寸法（形DRT2-HD16C／ HD16C-1 共通）

2

I
N

1

3

B A
AB

4

52

1

3

4

52

1

3

4

52

1

3

4

52

1

3

2

AB

4

4
1

B A
3

AB

6

B A
5

AB

8

B A
7

5

2 1

3

45

2 1

3

45

2 1

3

45

54

32

10987 6 54

32

10987 6

N
O

D
AD

R
X 10

X 1

60

175

37
.7

27
.3

165±0.2

2-φ5.3またはM5

（mm）

取付穴加工寸法

26
.6

24
.3
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 ６
耐環境ターミナル（8点出力トランジスタタイプ、IP67）

■出力部仕様

■ LEDの表示と意味

I/O状態 LED
下表に I/O 状態 LED の表示内容を示します。I/O 状態 LED の位置に関しては、次ページ
「■各部の名称と機能」を参照してください。なお、「LED 名称」の「1 － A」の 1 はコネ
クタ番号を、Aは I/O状態 LEDを意味します。

注：コネクタ番号は1～8で表示していますが、入力ビットのNo. はコンフィグレータの表示も
含め、0～7で表示しています。

項目 仕様

形式 形DRT2-OD08C 形DRT2-OD08C-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

入出力点数 出力8点

定格出力電流 1.5A／点　8.0A／コモン

残留電圧 1.2V以下
（DC1.5A、各出力端子とG間）

1.2V以下
（DC1.5A、各出力端子とV間）

漏れ電流 0.1mA以下

I/O電源電圧 DC20.4 ～ 26.4V（DC24V － 15～＋10%）

ON遅延時間 0.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 8点／コモン

LED名称 色 状態 意味（主な異常）

1－A 黄 点灯 出力0　ON

1－B 赤 点灯 出力0負荷短絡

2－A 黄 点灯 出力1　ON

2－B 赤 点灯 出力1負荷短絡

3－A 黄 点灯 出力2　ON

3－B 赤 点灯 出力2負荷短絡

4－A 黄 点灯 出力3　ON

4－B 赤 点灯 出力3負荷短絡

5－A 黄 点灯 出力4　ON

5－B 赤 点灯 出力4負荷短絡

6－A 黄 点灯 出力5　ON

6－B 赤 点灯 出力5負荷短絡

7－A 黄 点灯 出力6　ON

7－B 赤 点灯 出力6負荷短絡

8－A 黄 点灯 出力7　ON

8－B 赤 点灯 出力7負荷短絡
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I/O 電源状態 LED

■各部の名称と機能（形DRT2-OD08C／ OD08C-1）

LED名称 色 状態 意味

AUX PWR 緑 点灯 I/O電源が供給されている

543
210987 6 543
210987 6

A
1

B

2
AB

A
3

B

4
AB

A
5

B

6
AB

A
7

B

8
AB

O
U

T

NO
D

ADR
X 10

X 1

ロータリスイッチ

出力用コネクタ

I/O状態LED
短絡などを検知した場合、点灯・点滅します。

外部電源供給用コネクタ

コネクタ1 コネクタ3 コネクタ5 コネクタ7

コネクタ2 コネクタ4 コネクタ6 コネクタ8

ノードアドレスを設定します。

DeviceNet通信コネクタ

DeviceNet表示部
上段：MS LED
下段：NS LED

I/O電源状態LED
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■内部回路

形DRT2-OD08C（NPN対応）

形DRT2-OD08C-1（PNP対応）

短
絡
保
護
回
路

降
圧

短
絡
保
護
回
路

4

2
3 1

4

2
3 1

31
4

2

G V

出力0

出力1
VG

V

4
5
2

1 3

CAN L
CAN H

V+

DRAIN

内
部
回
路

V-

短
絡
保
護
回
路

降
圧

短
絡
保
護
回
路

31
4

2

4

2
3 1

4

2
3 1

G V

出力0

出力1
VG

VG
4
5
2

1 3

CAN L
CAN H

V+

V-

DRAIN

内
部
回
路
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　６
■配線

形DRT2-OD08C（NPN対応）

出力用コネクタの「G」から出力機器への電源供給は行えません。出力機器への電源供給は
外部から供給してください。
誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合は、逆起電力吸収用ダイオードの内蔵品
を使用するか、外部にダイオードを付けてください。（「外部出力信号線の配線」参照）

形DRT2-OD08C-1（PNP対応）

出力用コネクタの「V」から出力機器への電源供給は行えません。出力機器への電源供給は
外部から供給してください。
誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合は、逆起電力吸収用ダイオードの内蔵品
を使用するか、外部にダイオードを付けてください。（「外部出力信号線の配線」参照）

12

43
1

2

4

3

VNC
NC

NC
出力0

12

43

VNC

NC 出力4

12

43

VNC

NCNC 出力2

12

43

VNC

NC 出力6

2 3

1 4

NC

V

0V24V

出力1

2 3

1 4

NCNC

V 出力5

2 3

1 4

NCNC

V 出力3

2 3

1 4

NCNC

V

NC

出力7

1 2

4

V+

CAN H

CAN L

35 V-

DRAIN

ソレノイドバルブなどソレノイドバルブなどI/O電源

12

43
1

2

4

3

NC NC
NC

NC
出力0

12

43

NCNC

G 出力4

12

43

NC

GG 出力2

12

43

NCNC NC
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2 3

1 4

NC

NC

0V24V

出力1

2 3

1 4

NC

出力5

2 3

1 4

NCG

NC

G

出力3

2 3

1 4

NC

NCNC

G G

出力7

1 2

4

V+

CAN H

CAN L

35 V-
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ソレノイドバルブなどソレノイドバルブなどI/O電源
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■外形寸法（形DRT2-OD08C／ OD08C-1 共通）
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■形DRT2-OD08C／ OD08C-1 の負荷短絡保護機能について
通常は図 1 のように、出力接点（OUT）が ON のとき、トランジスタが ON し出力電流
（Iout）が流れます。
出力電流（Iout）が過負荷、負荷短絡時には、図 2、図 3 のように検知電流（Ilim）を超え
ると、出力電流（Iout）を制限し、その後出力トランジスタのジャンクション温度（Tj）が
サーマルシャットダウン温度（Tstd）に達すると、トランジスタの破壊防止のため出力を
OFFし、ステータスの短絡検知ビットをONし、LEDが「赤」点灯します。
自動復帰モード（図2）でトランジスタのジャンクション温度（Tj）が、リセット温度（Tr）
まで下がると短絡保護状態は自動的に解除され、出力電流も流れます。
手動復帰モード（図 3）では、トランジスタのジャンクション温度（Tj）がリセット温度
（Tr）まで下がっても短絡保護状態を保持し、I/O電源または、本体電源の電断リセットによ
り復帰します。

図1. 通常時 

図 2. 過負荷・短絡時（自動復帰モード）

図3　過負荷・短絡時（手動復帰モード）

OUT

Iout

LED
ステータス

ON

OFF

ON

OFF

ON

OFF

OUT：出力接点

Iout：出力電流

ERR：アラーム出力、ERR LED

Ilim：検知電流

Tj：トランジスタのジャンクション温度

Tstd：サーマルシャットダウン温度

Tr：リセット温度

Ilim

Tj=Tstd Tj =Tr

OUT

Iout

ERR
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OFF
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OFF
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OFF
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OFF
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OFF
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OFF
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■ 自動復帰モードご使用上の制限
本ユニットは負荷短絡保護機能を持っていますが、自動復帰モードはあくまで短時間の負荷
短絡に対して、内部回路を保護するものです。
本ユニットの負荷短絡保護機能は自動復帰モードでは、図 2のように、Tj ＝ Tr になると自
動的に解除されるため、短絡の原因を取除かない限り、出力のON／OFF動作を繰返します。
短絡状態のまま放置されますと、内部温度が上昇し、故障の原因となります。外部で負荷短
絡が発生したときは、すみやかに原因を取除いてください。

外部で負荷短絡を検知すると、ユニットのステータス情報の外部負荷短絡検知フラグがON
し、その短絡出力接点に応じた LEDがONします。外部負荷短絡検知フラグは、各接点の
ORを出力します。
負荷短絡検知フラグがONしたときは、ユーザープログラムでフラグを自己保持し、ユニッ
トの全体の出力をOFFするか、Explicit メッセージで読出した該当する出力Noの出力を
必ずOFF にしてください。負荷短絡検知フラグは、ユニットのステータス情報の5ビット
目に割当てられています。

プログラム例
出力接点320000～ 320007は、330005（負荷短絡検知フラグ）が一度ONすると、
すぐにOFF にし、原因を取除いて内部補助リレー（W00001）でリセットするまで、再び
ONしないようにするプログラムの例です。

設定状態
DRT2-OD08C
ノードアドレス00、I/O割付 3200ch、ステータス割付3300ch

7 6 5 4 3 2 1 0

外部負荷短絡検知フラグ

A

320000

W00000

B

320001

W00000

H

320007

W00000

330005

W00000

W00001

W00000
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6-5 耐環境ターミナル（標準タイプ）

ノードアドレス、通信速度の設定、出力保持／クリアの設定
ここでは、耐環境ターミナルで共通のノードアドレス設定、通信速度設定、通信異常時の出
力保持／クリア設定（出力にのみ有効）について説明します。これらの設定は、次のように
なっています。

ノードアドレス設定：ロータリスイッチ
通信速度設定：自動追従
出力保持／クリア設定：ソフトスイッチ

■ノードアドレスの設定
耐環境ターミナルでは、ノードアドレス（10進数）の10の桁を上のロータリスイッチで、
1の桁を下のロータリスイッチで設定します。
ネットワーク内の他のノード（マスタ、スレーブ）とノードアドレスが重複しない限り、ノー
ドアドレスは範囲内で自由に設定することができます。
コンフィグレータによる設定方法は、5-16 ページの「ノードアドレス、通信速度、出力保
持／クリアの設定」を参照してください。

ノードアドレスが他のノードと重複すると、ノードアドレス重複が発生し、通信に加入でき
ません。

設定は、必ずスレーブの電源（通信電源も含む）がOFFの状態で行ってください。

■通信速度の設定
マスタユニットの通信速度を決定すれば、システム全体の通信速度が決定されるためユニッ
ト個別の設定は不要です。

■出力保持／クリアの設定
コンフィグレータにより出力の保持／クリアを設定します。工場出荷時はクリアとなってい
ます。設定方法は 5-16 ページの「ノードアドレス、通信速度、出力保持／クリアの設定」
を参照してください。

0
1 2 345

6789
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12 345
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ADRADR
X  10X  10

X  1X  1
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6-5 耐環境ターミナル（標準タイプ）

耐
環
境
ス
レ
l
ブ

 ６
耐環境ターミナル（4点入力トランジスタタイプ、IP67）

■入力部仕様

■ LEDの表示と意味

I/O状態 LED
下表に I/O 状態 LED の表示内容を示します。I/O 状態 LED の位置に関しては、次ページ
「■各部の名称と機能」を参照してください。なお、「LED 名称」の「1 － A」の 1 はコネ
クタ番号を、Aは I/O状態 LEDを意味します。

注1：4点入力タイプでは I/O状態 LED「B」は使用しません。
注2：コネクタ番号は1～4で表示していますが、入力ビットのNo. はコンフィグレータの表示

も含め、0～3で表示していますのでご注意ください。

I/O 電源状態 LED

項目 仕様

形式 形DRT2-ID04CL 形 DRT2-ID04CL-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

入出力点数 入力4点

ON電圧 DC15V以上（各入力端子とV間） DC15V以上（各入力端子とG間）

OFF電圧 DC5V以下（各入力端子とV間） DC5V以下（各入力端子とG間）

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

I/O電源電圧 DC20.4V～ 26.4V（DC24V　－15～+10%）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 4点／コモン

LED名称 色 状態 意味

1－A 黄 点灯 入力0　ON

2－A 黄 点灯 入力1　ON

3－A 黄 点灯 入力2　ON

4－A 黄 点灯 入力3　ON

LED名称 色 状態 意味

AUX PWR 緑 点灯 I/O電源が供給されている
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6-5 耐環境ターミナル（標準タイプ）

耐
環
境
ス
レ
l
ブ

　６
■各部の名称と機能（形DRT2-ID04CL ／ ID04CL-1 共通）

■内部回路

形DRT2-ID04CL（NPN対応）

形DRT2-ID04CL-1（PNP対応）
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210987 6
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DeviceNet通信コネクタ

DeviceNet表示部
上段：MS LED
下段：NS LED

ロータリスイッチ

入力用コネクタ

I/O状態LED

コネクタ1 コネクタ3

コネクタ2 コネクタ4

外部電源供給用コネクタ

I/O電源状態表示部
ノードアドレスを設定します。
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6-5 耐環境ターミナル（標準タイプ）

耐
環
境
ス
レ
l
ブ

 ６
■配線

形DRT2-ID04CL（NPN対応）

形DRT2-ID04CL-1（PNP対応）

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（　）内は旧芯線色です。
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6-5 耐環境ターミナル（標準タイプ）

耐
環
境
ス
レ
l
ブ

　６
■外形寸法（形DRT2-ID04CL ／ ID04CL-1 共通）
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6-5 耐環境ターミナル（標準タイプ）

耐
環
境
ス
レ
l
ブ

 ６
耐環境ターミナル（8点入力トランジスタタイプ、IP67）

■入力部仕様

■ LEDの表示と意味

I/O状態 LED
下表に I/O 状態 LED の表示内容を示します。I/O 状態 LED の位置に関しては、次ページ
「■各部の名称と機能」を参照してください。なお、「LED 名称」の「1 － A」の 1 はコネ
クタ番号を、Aは I/O状態 LEDを意味します。

注1：8点入力タイプでは I/O状態 LED「B」は使用しません。
注2：コネクタ番号は1～8で表示していますが、入力ビットのNo. はコンフィグレータの表示

も含め、0～7で表示していますのでご注意ください。

I/O 電源状態 LED

項目 仕様

形式 形DRT2-ID08CL DRT2-ID08CL-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

入出力点数 入力8点

ON電圧 DC15V以上（各入力端子とV間） DC15V以上（各入力端子とG間）

OFF電圧 DC5V以下（各入力端子とV間） DC5V以下（各入力端子とG間）

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

I/O電源電圧 DC20.4V～ 26.4V（DC24V　－15～+10%）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 8点／コモン

LED名称 色 状態 意味

1－A 黄 点灯 入力0　ON

2－A 黄 点灯 入力1　ON

3－A 黄 点灯 入力2　ON

4－A 黄 点灯 入力3　ON

5－A 黄 点灯 入力4　ON

6－A 黄 点灯 入力5　ON

7－A 黄 点灯 入力6　ON

8－A 黄 点灯 入力7　ON

LED名称 色 状態 意味

AUX PWR 緑 点灯 I/O電源が供給されている
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6-5 耐環境ターミナル（標準タイプ）

耐
環
境
ス
レ
l
ブ

　６
■各部の名称と機能（形DRT2-ID08CL ／ ID08CL-1 共通）

■内部回路

形DRT2-ID08CL（NPN対応）

形DRT2-ID08CL-1（PNP対応）
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210987 6
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DeviceNet表示部
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下段：NS LED

ロータリスイッチ

入力用コネクタ

I/O状態LED

コネクタ1 コネクタ3 コネクタ5 コネクタ7

コネクタ2 コネクタ4 コネクタ6 コネクタ8

外部電源供給用コネクタ

I/O電源状態表示部
ノードアドレスを設定します。
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6-5 耐環境ターミナル（標準タイプ）

耐
環
境
ス
レ
l
ブ

 ６
■配線

形DRT2-ID08CL（NPN対応）

形DRT2-ID08CL-1（PNP対応）

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（　）内は旧芯線色です。
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6-5 耐環境ターミナル（標準タイプ）

耐
環
境
ス
レ
l
ブ

　６
■外形寸法（形DRT2-ID08CL ／ ID08CL-1 共通）
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6-5 耐環境ターミナル（標準タイプ）

耐
環
境
ス
レ
l
ブ

 ６
耐環境ターミナル（16 点入力トランジスタタイプ、IP67）

■入力部仕様

■ LEDの表示と意味

I/O状態 LED
下表に I/O 状態 LED の表示内容を示します。I/O 状態 LED の位置に関しては、次ページ
「■各部の名称と機能」を参照してください。なお、「LED 名称」の「1 － A」の 1 はコネ
クタ番号を、Aは I/O状態 LEDを意味します。

項目 仕様

形式 形DRT2-HD16CL 形 DRT2-HD16CL-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

入出力点数 入力16点

ON電圧 DC15V以上（各入力端子とV間） DC15V以上（各入力端子とG間）

OFF電圧 DC5V以下（各入力端子とV間） DC5V以下（各入力端子とG間）

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

I/O電源電圧 DC20.4V～ 26.4V（DC24V　－15～+10%）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 16点／コモン

LED名称 色 状態 意味

1－A 黄 点灯 入力0　ON

1－B 黄 点灯 入力1　ON

2－A 黄 点灯 入力2　ON

2－B 黄 点灯 入力3　ON

3－A 黄 点灯 入力4　ON

3－B 黄 点灯 入力5　ON

4－A 黄 点灯 入力6　ON

4－B 黄 点灯 入力7　ON

5－A 黄 点灯 入力8　ON

5－B 黄 点灯 入力9　ON

6－A 黄 点灯 入力10　ON

6－B 黄 点灯 入力11　ON

7－A 黄 点灯 入力12　ON

7－B 黄 点灯 入力13　ON
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6-5 耐環境ターミナル（標準タイプ）

耐
環
境
ス
レ
l
ブ

　６
注：コネクタ番号は1～8で表示していますが、入力ビットのNo. はコンフィグレータの表示も
含め、0～15で表示しています。

I/O 電源状態 LED

■各部の名称と機能（形DRT2-HD16CL ／ HD16CL-1 共通）

8－ A 黄 点灯 入力14　ON

8－ B 黄 点灯 入力15　ON

LED名称 色 状態 意味

LED名称 色 状態 意味

AUX PWR 緑 点灯 I/O電源が供給されている
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I/O状態LED

コネクタ1 コネクタ3 コネクタ5 コネクタ7

コネクタ2 コネクタ4 コネクタ6 コネクタ8

外部電源供給用コネクタ

I/O電源状態表示部
ノードアドレスを設定します。
6-42



6-5 耐環境ターミナル（標準タイプ）

耐
環
境
ス
レ
l
ブ

 ６
■内部回路

形DRT2-HD16CL（NPN対応）

形DRT2-HD16CL-1（PNP対応）
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6-5 耐環境ターミナル（標準タイプ）

耐
環
境
ス
レ
l
ブ

　６
■配線

形DRT2-HD16CL（NPN対応）

形DRT2-HD16CL-1（PNP対応）

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（　）内は旧芯線色です。
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6-5 耐環境ターミナル（標準タイプ）

耐
環
境
ス
レ
l
ブ

 ６
■外形寸法（形DRT2-HD16CL ／ HD16CL-1 共通）
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6-5 耐環境ターミナル（標準タイプ）

耐
環
境
ス
レ
l
ブ

　６
耐環境ターミナル（4点出力トランジスタタイプ、IP67）

■出力部仕様

■ LEDの表示と意味

I/O状態 LED
下表に I/O 状態 LED の表示内容を示します。I/O 状態 LED の位置に関しては、次ページ
「■各部の名称と機能」を参照してください。なお、「LED 名称」の「1 － A」の 1 はコネ
クタ番号を、Aは I/O状態 LEDを意味します。

注：コネクタ番号は1～4で表示していますが、入力ビットのNo. はコンフィグレータの表示も
含め、0～3で表示しています。

I/O 電源状態 LED

項目 仕様

形式 形DRT2-OD04CL 形DRT2-OD04CL-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

入出力点数 出力4点

定格出力電流 0.5A／点　2.0A／コモン

残留電圧 1.2V以下
（DC0.5A、各出力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.5A、各出力端子とV間）

漏れ電流 0.1mA以下

I/O電源電圧 DC20.4 ～ 26.4V（DC24V － 15～＋10%）

ON遅延時間 0.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 4点／コモン

LED名称 色 状態 意味

1－A 黄 点灯 出力0　ON

2－ A 黄 点灯 出力1　ON

3－ A 黄 点灯 出力2　ON

4－ A 黄 点灯 出力3　ON

LED名称 色 状態 意味

AUX PWR 緑 点灯 I/O電源が供給されている
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6-5 耐環境ターミナル（標準タイプ）

耐
環
境
ス
レ
l
ブ

 ６
■各部の名称と機能（形DRT2-OD04CL ／ OD04CL-1 共通）

■内部回路

形DRT2-OD04CL（NPN対応）

形DRT2-OD04CL-1（PNP対応）
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コネクタ2 コネクタ4

外部電源供給用コネクタ

I/O電源状態表示部
ノードアドレスを設定します。
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6-5 耐環境ターミナル（標準タイプ）

耐
環
境
ス
レ
l
ブ

　６
■配線

形DRT2-OD04CL（NPN対応）

形DRT2-OD04CL-1（PNP対応）

誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合は、逆起電力吸収用ダイオードの内蔵品
を使用するか、外部にダイオードを付けてください。（「外部出力信号線の配線」参照）
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6-5 耐環境ターミナル（標準タイプ）

耐
環
境
ス
レ
l
ブ

 ６
■外形寸法（形DRT2-OD04CL ／ OD04CL-1 共通）
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6-5 耐環境ターミナル（標準タイプ）

耐
環
境
ス
レ
l
ブ

　６
耐環境ターミナル（8点出力トランジスタタイプ、IP67）

■出力部仕様

■ LEDの表示と意味

I/O状態 LED
下表に I/O 状態 LED の表示内容を示します。I/O 状態 LED の位置に関しては、次ページ
「■各部の名称と機能」を参照してください。なお、「LED 名称」の「1 － A」の 1 はコネ
クタ番号を、Aは I/O状態 LEDを意味します。

注：コネクタ番号は1～8で表示していますが、入力ビットのNo. はコンフィグレータの表示も
含め、0～7で表示しています。

I/O 電源状態 LED

項目 仕様

形式 形DRT2-OD08CL 形DRT2-OD08CL-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

入出力点数 出力8点

定格出力電流 0.5A／点　4.0A／コモン

残留電圧 1.2V以下
（DC0.5A、各出力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.5A、各出力端子とV間）

漏れ電流 0.1mA以下

I/O電源電圧 DC20.4 ～ 26.4V（DC24V － 15～＋10%）

ON遅延時間 0.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 8点／コモン

LED名称 色 状態 意味

1－A 黄 点灯 出力0　ON

2－ A 黄 点灯 出力1　ON

3－ A 黄 点灯 出力2　ON

4－ A 黄 点灯 出力3　ON

5－ A 黄 点灯 出力4　ON

6－ A 黄 点灯 出力5　ON

7－ A 黄 点灯 出力6　ON

8－ A 黄 点灯 出力7　ON

LED名称 色 状態 意味

AUX PWR 緑 点灯 I/O電源が供給されている
6-50



6-5 耐環境ターミナル（標準タイプ）

耐
環
境
ス
レ
l
ブ

 ６
■各部の名称と機能（形DRT2-OD08CL ／ OD08CL-1 共通）

■内部回路

形DRT2-OD08CL（NPN対応）

形DRT2-OD08CL-1（PNP対応）
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I/O電源状態表示部
ノードアドレスを設定します。
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6-5 耐環境ターミナル（標準タイプ）

耐
環
境
ス
レ
l
ブ

　６
■配線

形DRT2-OD08CL（NPN対応）

形DRT2-OD08CL-1（PNP対応）

誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合は、逆起電力吸収用ダイオードの内蔵品
を使用するか、外部にダイオードを付けてください。（「外部出力信号線の配線」参照）
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6-5 耐環境ターミナル（標準タイプ）

耐
環
境
ス
レ
l
ブ

 ６
■外形寸法（形DRT2-OD08CL ／ OD08CL-1 共通）
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6-5 耐環境ターミナル（標準タイプ）

耐
環
境
ス
レ
l
ブ

　６
耐環境ターミナル（16 点出力トランジスタタイプ、IP67）

■出力部仕様

■ LEDの表示と意味

I/O状態 LED
下表に I/O 状態 LED の表示内容を示します。I/O 状態 LED の位置に関しては、次ページ
「■各部の名称と機能」を参照してください。なお、「LED 名称」の「1 － A」の 1 はコネ
クタ番号を、Aは I/O状態 LEDを意味します。

項目 仕様

形式 形DRT2-WD16CL 形DRT2-WD16CL-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

入出力点数 出力16点

定格出力電流 0.5A／点　4.0A／コモン

残留電圧 1.2V以下
（DC0.5A、各出力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.5A、各出力端子とV間）

漏れ電流 0.1mA以下

I/O電源電圧 DC20.4 ～ 26.4V（DC24V － 15～＋10%）

ON遅延時間 0.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 16点／コモン

LED名称 色 状態 意味

1－A 黄 点灯 出力0　ON

1－ B 黄 点灯 出力1　ON

2－ A 黄 点灯 出力2　ON

2－ B 黄 点灯 出力3　ON

3－ A 黄 点灯 出力4　ON

3－ B 黄 点灯 出力5　ON

4－ A 黄 点灯 出力6　ON

4－ B 黄 点灯 出力7　ON

5－ A 黄 点灯 出力8　ON

5－ B 黄 点灯 出力9　ON

6－ A 黄 点灯 出力10　ON

6－ B 黄 点灯 出力11　ON

7－ A 黄 点灯 出力12　ON

7－ B 黄 点灯 出力13　ON

8－ A 黄 点灯 出力14　ON
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6-5 耐環境ターミナル（標準タイプ）

耐
環
境
ス
レ
l
ブ

 ６
注：コネクタ番号は1～8で表示していますが、入力ビットのNo. はコンフィグレータの表示も
含め、0～15 で表示しています。

I/O 電源状態 LED

■各部の名称と機能（形DRT2-WD16CL ／WD16CL-1 共通）

8－ B 黄 点灯 出力15　ON

LED名称 色 状態 意味

LED名称 色 状態 意味

AUX PWR 緑 点灯 I/O電源が供給されている
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コネクタ2 コネクタ4 コネクタ6 コネクタ8

外部電源供給用コネクタ

A
U

X
P

W
R

I/O電源状態表示部
ノードアドレスを設定します。
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6-5 耐環境ターミナル（標準タイプ）

耐
環
境
ス
レ
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ブ

　６
■内部回路

形DRT2-WD16CL（NPN対応）

形DRT2-WD16CL-1（PNP対応）
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6-5 耐環境ターミナル（標準タイプ）

耐
環
境
ス
レ
l
ブ

 ６
■配線

形DRT2-WD16CL（NPN対応）

形DRT2-WD16CL-1（PNP対応）

誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合は、逆起電力吸収用ダイオードの内蔵品
を使用するか、外部にダイオードを付けてください。（「外部出力信号線の配線」参照）
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6-5 耐環境ターミナル（標準タイプ）

耐
環
境
ス
レ
l
ブ

　６
■外形寸法（形DRT2-WD16C／WD16CL-1 共通）
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6-5 耐環境ターミナル（標準タイプ）

耐
環
境
ス
レ
l
ブ

 ６
耐環境ターミナル（8点入力 /8 点出力トランジスタタイプ、IP67）

■入力部仕様

■出力部仕様

項目 仕様

形式 形DRT2-MD16CL DRT2-MD16CL-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

入出力点数 入力8点

ON電圧 DC15V以上（各入力端子とV間） DC15V以上（各入力端子とG間）

OFF電圧 DC5V以下（各入力端子とV間） DC5V以下（各入力端子とG間）

OFF電流 1.0mA以下

入力電流 6.0mA以下／点（DC24V時）
3.0mA以上／点（DC17V時）

I/O電源電圧 DC20.4V～ 26.4V（DC24V　－15～＋10%）

ON遅延時間 1.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 8点／コモン

項目 仕様

形式 形DRT2-MD16CL 形DRT2-MD16CL-1

内部 I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応

入出力点数 出力8点

定格出力電流 0.5A／点　4.0A／コモン

残留電圧 1.2V以下
（DC0.5A、各出力端子とG間）

1.2V以下
（DC0.5A、各出力端子とV間）

漏れ電流 0.1mA以下

I/O電源電圧 DC20.4 ～ 26.4V（DC24V　－15～＋10%）

ON遅延時間 0.5ms以下

OFF遅延時間 1.5ms以下

コモン当たりの回路数 8点／コモン
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6-5 耐環境ターミナル（標準タイプ）

耐
環
境
ス
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ブ

　６
■ LEDの表示と意味

I/O状態 LED
下表に I/O 状態 LED の表示内容を示します。I/O 状態 LED の位置に関しては、次ページ
「■各部の名称と機能」を参照してください。なお、「LED 名称」の「1 － A」の 1 はコネ
クタ番号を、Aは I/O状態 LEDを意味します。

注：コネクタ番号は1～8で表示していますが、入力ビットのNo. はコンフィグレータの表示も
含め、0～7で表示しています。

I/O 電源状態 LED

LED名称 色 状態 意味

1－A 黄 点灯 入力0　ON

1－ B 黄 点灯 入力1　ON

2－ A 黄 点灯 入力2　ON

2－ B 黄 点灯 入力3　ON

3－ A 黄 点灯 入力4　ON

3－ B 黄 点灯 入力5　ON

4－ A 黄 点灯 入力6　ON

4－ B 黄 点灯 入力7　ON

5－ A 黄 点灯 出力0　ON

5－ B 黄 点灯 出力1　ON

6－ A 黄 点灯 出力2　ON

6－ B 黄 点灯 出力3　ON

7－ A 黄 点灯 出力4　ON

7－ B 黄 点灯 出力5　ON

8－ A 黄 点灯 出力6　ON

8－ B 黄 点灯 出力7　ON

LED名称 色 状態 意味（主な異常）

IN AUX 緑 点灯 IN電源が供給されている

OUT AUX 緑 点灯 OUT電源が供給されている
6-60
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■各部の名称と機能（形DRT2-MD16CL ／MD16CL-1 共通）

■内部回路

形DRT2-MD16CL（NPN対応）

543
210987 6 543
210987 6

A
1

B

2
AB

A
3

B

4
AB

A
5

B

6
AB

A
7

B

8
AB

IN

NOD
ADR

X 10

X 1

O
U

T PW
R

IN
 PW

R

DeviceNet通信コネクタ

DeviceNet表示部
上段：MS LED
下段：NS LED

ロータリスイッチ

入力／出力用コネクタ

I/O状態LED

コネクタ1 コネクタ3 コネクタ5 コネクタ7

コネクタ2 コネクタ4 コネクタ6 コネクタ8

外部電源供給用コネクタ

I/O電源状態表示部ノードアドレスを設定します。

降
圧

4

2
3 1

OUT0

OUT1

V

4
5
2

1 3

CAN L
CAN H

V+

V-

DRAIN

4

2
3 1

G1

V1

IN0

IN1

VG

31
4

2

内
部
回
路

V2G2
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形DRT2-MD16CL-1（PNP対応）

■配線

形DRT2-MD16CL（NPN対応）

4

2
3 1

OUT0

OUT1

G

4
5
2

1 3

CAN L
CAN H

V＋

V－

DRAIN

降
圧

G1

V1

IN0

IN1

VG 4

2
3 1

31
4

2

内
部
回
路

V2G2

12

43
1

2

4

3

V1入力1
V1

G1
入力0

12

43

V2

NC 出力0

12

43

V1

G1G1 入力4

12

43

V2

NC 出力4

2 3

1 4

入力3
入力5
入力7

出力1
出力3

出力5
出力7

V1

G2V2

入力2

2 3

1 4

G1

V2 出力2

2 3

1 4

G1

V1 入力6

2 3

1 4

NC

V2

NC

出力6

1 2

4

V+

CAN H

CAN L

35 V-

DRAIN

ソレノイドバルブなどソレノイドバルブなど
I/O電源
IN用24V

OUT用24V

 （　
）

青　黒

 （　
）

茶　白

2線式センサ
（リミットスイッチ）

 （　
）

青　黒

 （　
）

黒　白

 （　
）

茶　赤

NPN出力3線式センサ
（光電スイッチ、近接スイッチ）
6-62



6-5 耐環境ターミナル（標準タイプ）

耐
環
境
ス
レ
l
ブ

 ６
形DRT2-MD16CL-1（PNP対応）

誘導負荷（ソレノイドバルブなど）を使用する場合は、逆起電力吸収用ダイオードの内蔵品
を使用するか、外部にダイオードを付けてください。（「外部出力信号線の配線」参照）

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（　）内は旧芯線色です。

■外形寸法（形DRT2-MD16CL ／MD16CL-1 共通）
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3
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入力2

2 3

1 4
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V1 出力2

2 3

1 4

G1

V1 入力6

2 3

1 4

G2

NC

G2

出力6

1 2

4

V+

CAN H

CAN L

35 V-

DRAIN

ソレノイドバルブなどソレノイドバルブなど
I/O電源
IN用24V

OUT用24V

 （　
）

青　黒

 （　
）

茶　白

2線式センサ
（リミットスイッチ）

 （　
）

青　黒

 （　
）

黒　白
 （　
）

茶　赤

PNP出力3線式センサ
（光電スイッチ、近接スイッチ）
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6-6 耐環境スレーブの取付と配線

制御盤への取付
耐環境ターミナルは、ネジで制御盤に取付けます。DIN レールへの取付はできません。
各スレーブの「■外形寸法」の「取付穴加工寸法」を参照して、制御盤に取付穴をあけ、M5
ネジで固定してください。
適正締付トルクは、1.47～ 1.96N・mです。

■取付方向
取付には方向の制約はありません。以下の6方向すべての方向に取付けることができます。

鉛直方向
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内部電源、I/O電源、入出力の配線

■内部電源、I/O電源の配線

形DRT2-ID08C（-1）、形DRT2-HD16C（-1）の場合
内部電源および I/O 電源は、通信電源と共用のため、外部供給用の電源を配線する必要はあ
りません。

形DRT2-ID04CL（-1）、形 DRT2-OD04CL（-1）、形DRT2-OD08C（-1）、DRT2-ID08CL
      （-1）、形 DRT2-OD08CL（-1）、形 DRT2-HD16CL（-1）、形DRT2-WD16CL（-1）、
        形 DRT2-MD16CL（-1）の場合

内部電源は通信電源と共用ですが、I/O 電源は外部供給電源用コネクタから供給する必要が
あります。I/O電源供給用ケーブル付きコネクタはDRT1シリーズの耐環境ターミナルで使
用していたコネクタ（形XS2W-D42□ - □ 8□ - □）はコネクタの形状が異なるため使用
できませんので、必ず、下記の適合コネクタで電源供給してください。

適合コネクタ

種別 形式

ケーブル付きコネクタ
（ソケット／プラグ両側） 形XS4W-D421-1 □□ -A

ケーブル付きコネクタ
（ソケット（メス）片側） 形XS4F-D421-1 □□ -A

ケーブル付きコネクタ
（プラグ（オス）片側） 形XS4H-D421-1 □□ -A

T字型ジョイント 形XS4R-D424-5
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組合わせ例

コネクタの固定具は手で十分締付けてください。（締付トルク0.39～ 0.49N・m）
締付が不十分ですと、保護構造が保てなかったり、振動でゆるむことがあります。
また、プライヤなどで締付けると破損の原因となりますので、使用しないでください。
I/O 電源にはオムロン製 形 S8□□の電源供給装置を推奨します。負荷短絡検知機能はトラ
ンジスタのサーマルシャットダウン機能を利用していますので、小容量定格、または瞬時
遮断型過電流保護特性の電源供給装置では負荷短絡を検知しない恐れがあります。過電流
保護特性が垂下形の電源供給装置の場合は、定格 50W 以上のものをご使用ください。ま
た過電流保護特性が間欠動作形の電源供給装置の場合は、定格150W以上のものをご使用
ください。短絡を検知しない場合でも電流制限機能によりトランジスタは保護されます。

OUT 電源

IN 電源

T字形ジョイント
形XS4R-D424-5

T字形ジョイント
形XS4R-D424-5

丸型防水コネクタ付きケーブル
ソケット片側
形XS4F-D421-1□□-A

丸型防水コネクタ付きケーブル
ソケット／プラグ両側
形XS4W-D421-1□□-A

丸型防水コネクタ付きケーブル
ソケット／プラグ両側
形XS4W-D421-1□□-A

I/O電源

形DRT2-OD08CL形DRT2-ID08CL
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■入出力の配線
入出力の配線は、下表のオムロン製 形 XS2（丸型防水コネクタ）シリーズのコネクタで接
続します。

適合コネクタ

コネクタ中継タイプのセンサを直接つなげることもできます。

接続機器に関しては、カタログなどでピン配置を確認した上で接続してください。

コネクタタイプのセンサの詳細については、「センシングコンポ総合カタログ」（カタログ番
号SAOO-210）を参照してください。
丸型防水コネクタ（センサ I/O コネクタ）の詳細については、「センシングコンポ総合カタロ
グ」（カタログ番号SAOO-210）の「コネクタ」の項を参照してください。

16点入力タイプの形DRT2-HD16C（-1）／HD16CL（-1）／MD16CL（-1）／WD16CL
（-1）にセンサ、リミットスイッチを接続する場合は、下記のオムロン製 Y 字形ジョイント
が必要です。（ただし、診断出力付きセンサなどではY字形ジョイントは不要です。）

形XS2G組立式コネクタのL型タイプ、および形XS2WシリーズのL型プラグタイプは隣の
コネクタと干渉するため、取付けることはできません。

種別 形式

ケーブル付きコネクタ（プラグ（オス）片側） 形XS2H-D421- □ 80-A

ケーブル付きコネクタ（ソケット／プラグ両側） 形XS2W-D42□ - □ 81-A

組立式コネクタ プラグ（オス）
（圧着タイプ／はんだタイプ） 形XS2G-D4□□

種別 形式

Y字形ジョイントプラグ／ソケット（両側コネクタ） 形XS2R-D426- □ 11-F

Y 字形ジョイントプラグ／ソケット（ケーブルなし） 形XS2R-D426-1

スマートクリックコネクタ（両側コネクタ：ケーブルつき） 形XS5R-D426- □ 11-F

スマートクリックコネクタ（両側コネクタ：ケーブルなし） 形XS5R-D426-1

丸型防水コネクタ付きケーブル
ソケット／プラグ両側
形XS2W-D42□-□81-A

丸型防水コネクタ付きケーブル
プラグ片側
形XS2H-D421-□80-A

コネクタ直出しタイプセンサ

形XS2G-D4□□

中継コネクタタイプセンサ コード引出しタイプセンサ

Y字形ジョイントプラグ／ソケット
両端コネクタ
形XS2R-D426-□11-F

16点入力

Y字形ジョイントプラグ／ソケット
ケーブルなし
形XS2R-D426-1
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形 XS2R-D426- □ 11-F：Y字形ジョイント プラグ／ソケット 両側コネクタ

形 XS2R-D426-1：Y字形ジョイント プラグ／ソケット ケーブルなし

コネクタの固定具は手で十分締付けてください。（締付トルク0.39～ 0.49N ･ m）
締付が不十分ですと、　保護構造が保てなかったり、振動でゆるむことがあります。
また、プライヤなどで締付けると破損の原因となりますので、使用しないでください。
未使用のコネクタには、下図の防水カバー（形XS2Z-22）またはダストカバー（形XS2Z-
15）を、必ず取付けてください。

［防水カバー（形XS2Z-22）］ ［ダストカバー（形XS2Z-15）］

防水カバーを取付けると、保護構造 IP67を保
つことができます。コネクタに装着するときに
は、必ず手で十分締付けてください。
（締付トルク0.39～ 0.49N ･ m）

コネクタに装着するときは、コネクタの取付部
に十分押込んでください。ダストカバーは防塵
用です。保護構造は IP67ではありません。

青色のマーキング
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保護構造について

コンタクトブロックとカバーの接合部に外力がかかる状態でのご使用は、保護構造 IP67に
適合しなくなりますので行わないでください。
保護構造 IP67は、水密型（完全防水）とは異なります。水没状態では使用しないでください。
本体は樹脂成形品ですので、足場にしたり、物を載せないでください。
スイッチカバーのねじは規定のトルクで締め付けてください（0.4 ～ 0.6N・m）
締め付けが不十分な場合、保護構造が保てない場合があります。
また、保護構造を保つため、スイッチカバーはOリングをはめて使用してください。

オムロンの有極性2線式近接センサ（コネクタ中継タイプ）には、IECピン配置（M1GJタ
イプ）と、オムロンピン配置（M1Jタイプ）の2種類があります。これらのピン配置に適
合している耐環境ターミナルを、以下に示します。

2線式センサ（コネクタ中継タイプ） 適合する耐環境ターミナル形式

IECピン配置（M1GJタイプ） 形DRT2-ID08C-1
形 DRT2-HD16C-1

オムロンピン配置（M1Jタイプ） 形DRT2-ID08C
形DRT2-HD16C
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7アナログスレーブ

7-1 アナログスレーブの概要
ここでは、アナログスレーブの概要について説明します。機能の詳細、設定方法については
各スレーブの解説ページで示します。

DRT2 アナログスレーブとは
DRT2 アナログスレーブでは、従来のDRT1 アナログスレーブと比較して、DRT2 スレー
ブ特有のメンテナンス機能（ネットワーク電源電圧モニタ機能、ユニット通電時間モニタ機
能など）に加え、アナログスレーブ特有の様々な機能（スケーリング機能、ピークボトムホー
ルド機能など）が使用できます。特に、アナログ入力ターミナル、温度入力ターミナルでは、
従来マスタ局の CPU ユニットでラダープログラム上で処理しなければならなかったアナロ
グ入力値に対する各種演算をスレーブ内で処理することができます。
また、これらの機能により演算処理された最大 6 種類のデータを「アナログデータ」、また
は「温度データ」として選択し、「汎用ステータスフラグ」などのステータス情報と組合わせ
てマスタに割付けることが可能です。（ステータス情報のみを割付けることもできます。）こ
れらのステータス情報のマスタへの割付、モニタ／アナログスレーブ特有の機能の設定、お
よびモニタはコンフィグレータ、または Explicit メッセージにより容易に行えます。
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従来機種との比較

■アナログ入力ターミナル

スレーブ DRT1シリーズ DRT2シリーズ

形式 形DRT1-AD04 形DRT1-AD04H 形DRT2-AD04 形DRT2-AD04H

アナログ入力点数 4点

入力レンジ
（信号）

0～5V、1～
5V、0～ 10V、
－10～+10V、
0～20mA、4
～20mA

0～5V、1～
5V、0～10V、
0～20mA、4～
20mA（－10～
+10Vはなし）

0～5V、1～
5V、0～ 10V、
－10～ +10V、
0～20mA、4
～20mA

0～5V、1～
5V、0～10V、
0～20mA、4～
20mA（－10～
+10Vはなし）

AD変換サイクル 2ms／点
（8ms／ 4点
または
4ms／2点）

250ms／ 4点 変換点数（1～
4点）の設定を
行うことにより、
変換サイクルを
短くすることが
できます。
（4点使用時：
4ms以下）
注：演算処理機
能を使用してい
る場合では変換
サイクルは微妙
に異なってきま
す。

250ms／ 4点

AD変換データ 0～5V、1～
5V、0～ 10V、
0～20mA、4
～20mA：
0000～
1770Hex、
－10～
+10V：8BB8
～ 0BB8Hex
注：符号付きバ
イナリ 

0～ 5V、1～
5V、0～10V、
0～20mA、4～
20mA：0000～
7530Hex
注：2の補数

0～5V、1～
5V、0～ 10V、
0～20mA、4
～20mA： 
0000～
1770Hex、
－10～
+10V：F448
～ 0BB8Hex
注：2の補数

0～5V、1～
5V、0～10V、
0～20mA、4～
20mA：
0000～
7530Hex
注：2の補数

分解能
（フルスケール）

1/6000 1/30000 1/6000 1/30000

ユニット電源 ローカルで電源端子より供給 通信電源より供給

通信電源消費電流 30mA以下 90mA以下 70mA以下

総合精度 25℃の場合　電圧入力時 ±0.3%FS、電流入力時 ±0.4%FS

0～ 55℃の場合　
電圧入力時 ±0.6%FS　
電流入力時 ±0.8%FS

－ 10～ 55℃の場合　
電圧入力時 ±0.6%FS　
電流入力時 ±0.8%FS

マスタへの割付
データ

4点分の入力アナログ値のみ デフォルト：4点分の入力アナログ値
コンフィグレータからの設定により、
以下のデータが割付可能　
ピーク値、ボトム値、トップ値、バレ
－値、変化率値、コンパレート結果、
汎用ステータスなど
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入力点数切替
（AD変換点数
設定）

あり
（ディップスイッ
チ設定による：
使用点数4点／
2点切替）

なし あり
（コンフィグレー
タからの設定に
よる：使用点数
1～4点）

なし

入力レンジ切替 ロータリスイッチ設定による：入力0、
2共通、入力1、3共通

・ディップスイッチ設定による場合：
  入力 0、1共通、入力2、3共通

・コンフィグレータからの設定による
  場合：入力0～3個別設定可

ノードアドレス
設定

ディップスイッチ設定による ロータリスイッチ、
またはコンフィグレータによる設定

通信速度設定 ディップスイッチ設定による マスタの設定に自動追従

平均化処理機能 あり
（ディップスイッ
チ設定による）

なし　 あり
（コンフィグレータからの設定による）

断線検知機能 あり

スケーリング機能 なし あり
（コンフィグレータからの設定による）オフセット補正

機能

ピークボトム
ホールド機能

トップバレー
ホールド機能

変化率演算機能

コンパレート機能

ユーザー校正機能
（メンテナンス機
能）

積分機能（メンテ
ナンス機能）

ラストメンテナン
スデイト機能（メ
ンテナンス機能）

スレーブ DRT1シリーズ DRT2シリーズ

形式 形DRT1-AD04 形DRT1-AD04H 形DRT2-AD04 形DRT2-AD04H
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■アナログ出力ターミナル

スレーブ DRT1シリーズ DRT2シリーズ

形式 形DRT1-DA02 形DRT2-DA02

アナログ出力点数 2点

出力レンジ
（信号）

1～5V、0～10V、－10～
+10V、0～20mA、4～20mA
（0～5Vはなし）

0～5V、1～5V、0～10V、－10
～+10V、0～20mA、4～ 20mA

変換データ 4ms／2点 2ms／ 2点

AD変換データ 0～5V、1～5V、0～10V、0
～20mA、4～20mA： 0000～
1770Hex
－ 10～ +10V：8BB8～
0BB8Hex
注：符号付きバイナリ

0～5V、1～5V、0～10V、0～
20mA、4～ 20mA： 0000～
1770Hex
－ 10～+10V：F448～ 0BB8Hex
注：2の補数

分解能
（フルスケール） 1/6000

ユニット電源 ローカルで電源端子より供給 通信電源より供給

通信電源消費電流 30mA以下 120mA以下

総合精度 25℃の場合　電圧出力時 ±0.3%FS、電流出力時 ±0.4%FS

0～ 55℃の場合
電圧出力時 ±0.6%FS　
電流出力時 ±0.8%FS

－ 10～55℃の場合
電圧出力時 ±0.6%FS
電流出力時 ±0.8%FS

マスタへの割付
データ

2点分の出力アナログ値のみ デフォルト：2点分の出力アナログ値
コンフィグレータからの設定により、
以下のデータを入力に割付可能　
「汎用ステータス」

出力レンジ切替 ロータリスイッチ設定による ディップスイッチ設定、または
コンフィグレータからの設定による

ノードアドレス
設定

ディップスイッチ設定による ロータリスイッチ、または
コンフィグレータによる設定

通信速度設定 ディップスイッチ設定による マスタの設定に自動追従

通信異常時の出力 ディップスイッチ設定による コンフィグレータからの設定による

スケーリング機能 なし あり
（コンフィグレータからの設定による）ユーザー校正機能

（メンテナンス機
能）

積分機能（メンテ
ナンス機能）

ラストメンテナン
スデイト機能（メ
ンテナンス機能）
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■温度入力ターミナル

スレーブ DRT1シリーズ DRT2シリーズ

形式 形DRT1-TS04T 形 DRT1-TS04P 形DRT2-TS04T 形DRT2-TS04P

入力種類 熱電対入力 測温抵抗体入力 熱電対入力 測温抵抗体入力

形状 W150×H40×D50 W115×H49.7×D50

メンテナンス
方法

ユニットごとの交換 端子台のみの取外し可能

入力種別設定
方法

ロータリスイッチ設定 ディップスイッチ（ハード）設定、
またはコンフィグレータ（ソフト）に
より設定

入力種別設定 4点一括設定 入力接点別に設定可能
（ただし、ディップスイッチの設定によ
りハード設定を選択した場合は全点同
じ入力となる。また、断線表示設定
モード・表示桁数設定モード・℃／
ﾟＦ設定モードの接点別の設定は不可）

入力種別
（センサ種別）

R、S、K1、K2、
J1、J2、T、 B、
L1 、L2、E 、U、
N、W、PLⅡ

PT、JPT R、S、K1、K2、
J1、J2、T、 B、
L1 、L2、E、U、
N、W、PLⅡ

PT、JPT、PT2、
JPT2

指示精度 （指示値の ±0.5%
と ±2℃の大きい
方）±1ディジッ
ト以下

（指示値の ±0.5%
と ±1℃の大きい
方）±1ディジッ
ト以下

（指示値の ±0.3%
と ±1℃の大きい
方）±1ディジッ
ト以下*1

入力レンジ
－200～ 850
℃で使用の場合：
（指示値の ±0.3%
と ±0.8 ℃の大き
い方）±1ディ
ジット以下
入力レンジ
－200～ 200
℃で使用の場合：
（指示値の ±0.3%
と ±0.5 ℃の大き
い方）±1ディ
ジット以下

変換サイクル 250ms／ 4点

1/100表示
モード

温度データを100倍して、符号付き
16進数6桁のバイナリデータとして
マスタに通知。その際、バイナリデー
タは2つのデータに分割され、
125msごとに交互に通知
（それぞれのデータは1CHで構成）

温度データを100倍して、バイナリ
8桁のデータをデータとしてマスタに
通知。
（それぞれのデータは2CHで構成）

DRT1互換用
1/100
表示モード －

温度データを100倍して、符号付き
16進数6桁のバイナリデータとして
マスタに通知。その際、バイナリデー
タは2つのデータに分割され、
125msごとに交互に通知
（それぞれのデータは1CHで構成）

ユニット電源 ローカルで電源端子より供給 通信電源より供給

通信電源消費
電流

30mA以下 70mA以下

コネクション Poll、Bitstrobe Poll、Bitstrobe、COS／ cyclic
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*1：取付方向、指示精度に関する例外規定があります。詳細は 7-108 ページの「温度入力ター
ミナル」の「■性能仕様」を参照してください。

マスタへの割付
データ

4点分の温度データのみ デフォルト：4点分の温度データ
コンフィグレータからの設定により、
以下のデータが割付可能
ピーク値、ボトム値、トップ値、バレ
－値、変化率値、コンパレート結果、
汎用ステータスなど

ノードアドレス
設定

ディップスイッチ設定による ロータリスイッチ、または
コンフィグレータによる設定

通信速度設定 ディップスイッチ設定による マスタの設定に自動追従

平均化処理機能 なし あり
（コンフィグレータからの設定による）

断線検知機能 あり

スケーリング
機能

なし あり
（コンフィグレータからの設定による）

オフセット補正
機能

ピークボトム
ホールド機能

トップバレー
ホールド機能

変化率演算機能

コンパレート
機能

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
機
能

ユーザー校正
機能

積分機能

ラストメンテ
ナンスデイト
機能

入力CH間温
度差検出機能

温度積分機能

トップバレー
カウント機能

設定温度範囲
内時間カウン
ト機能

スレーブ DRT1シリーズ DRT2シリーズ

形式 形DRT1-TS04T 形 DRT1-TS04P 形 DRT2-TS04T 形DRT2-TS04P
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データ処理機能一覧
以下にアナログスレーブで使用できるデータ処理機能の一覧を示します。機能の詳細、設定
方法については、7-56 ページの「各機能の説明と設定方法」を参照してください。

■アナログ入力ターミナル（形DRT2-AD04 ／ AD04H）の機能
機能名 内容 デフォルト

移動平均処理機能 入力アナログ値の過去8回分の平均化処理を行いま
す。入力が揺れる場合、滑らかな入力値にします。 移動平均なし

AD変換点数の設定
（形DRT2-AD04
のみ）

入力変換する点数を少なくすることにより、 変換サ
イクルを速くすることができます。詳細に関して
は、7-82 ページの「変換サイクルの計算（形
DRT2-AD04のみ）」を参照してください。

4点変換

スケーリング機能

スケーリング演算します。
0～6000（形DRT2-AD04Hの場合は0～
30000）の値をユーザで取扱う工業単位の値に変
換することができ、マスタPLCのラダープログラ
ムによる演算を軽減します。またセンサ等の取付誤
差を補正するオフセット機能も付いています。

0～6000
（形DRT2-AD04）
0～28000
（形DRT2-AD04H）

ピークボトム
ホールド機能 入力アナログ値の最大値、最小値を保持します。 なし

トップバレー
ホールド機能

入力アナログ値の " 山の頂上 "" 谷の底 " の値を保持
します。 なし

変化率演算機能 入力アナログ値の変化率を演算します。 なし

コンパレート機能

入力アナログ値または演算後のアナログ値（Peak
値、Bottom値、Top値、Valley 値、変化率）を
HH、H、L、LLの 4種類の設定値と比較し、結果
をアナログステータスフラグに立てます。

なし

断線検知機能 アナログ入力の断線を検知します。（入力レンジ：4
～20mA、1～5Vの場合のみ有効） あり

ユーザー校正機能 入力電圧、電流に「ずれ」が生じた場合、入力を調
整することができます。 なし

積分機能 入力アナログ値の時間積分を行います。 なし

ラストメンテナン
スデイト機能

最後にメンテナンスした日付をユニット内に記憶で
きます。

2002/1/1
（形DRT2-AD04）
2004/1/1
（形DRT2-AD04H）
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■アナログ出力ターミナル（形DRT2-DA02）の機能

■温度入力ターミナル（形DRT2-TS04T ／ TS04P）の機能

機能名 内容 デフォルト

スケーリング機能

スケーリング演算します。
0～6000の値をユーザで取扱う工業単位の値に
変換することができマスタ側のラダープログラムに
よる演算を軽減します。

なし（0～6000）

ユーザー校正機能 出力電圧、電流に「ずれ」が生じた場合、出力を調
整することができます。 なし

積分機能（メンテ
ナンス機能） 出力アナログ値の時間積分を行います。 なし

異常時の出力値設
定機能

通信異常時の出力値をチャネルごとに設定できま
す。 Low Limit

ラストメンテナン
スデイト機能

最後にメンテナンスした日付をユニット内に記憶で
きます。 2002/1/1

機能名 内容 デフォルト

移動平均処理機能 温度入力値の過去8回分の平均化処理を行います。入
力が揺れる場合、滑らかな入力値にします。 移動平均なし

スケーリング機能

スケーリング演算します。
ユニットそれぞれのデフォルトの上下限値に変換する
ことができ、マスタPLCのラダープログラムによる演
算を軽減します。またセンサ等の取付誤差を補正する
オフセット機能も付いています。

なし
0～28000

ピークボトム
ホールド機能 温度入力値の最大値、最小値を保持します。 なし

トップバレー
ホールド機能 温度入力値の " 山の頂上 "" 谷の底 " の値を保持します。 なし

変化率演算機能 温度入力値の変化率を演算します。 なし

コンパレート機能

温度入力値、または演算後のデータ（Peak 値、
Bottom値、Top値、Valley 値、変化率）をHH、
H、L、LLの 4種類の設定値と比較し、結果をアナロ
グステータスフラグに立てます。

なし

断線検知機能 センサの断線を検知します。 あり

ユーザー校正機能 ハードウェアによる誤差などから生じる「ずれ」を
ユーザ任意の入力値に調整することができます。 なし

ラストメンテナン
スデイト機能

最後にメンテナンスした日付をユニット内に記憶でき
ます。 2004/1/1

入力CH間温度差
検出機能

各入力間の温度差を検出し、相対比較することができ
ます。 なし

交
換
目
安
機
能

温度積分機能 温度 ×測定時間により、装置またはセンサのトータル
の熱量を換算します。 なし

トップバレー
カウント機能

一定の温度変化サイクルを持つ装置、またはアプリ
ケーションにおけるサイクル数をカウントします。 なし

設定温度範囲
内時間カウン
ト機能

ユーザ任意の温度、または温度範囲を設定し、その温
度範囲に達している時間を測定します。 なし
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データの演算処理の流れ（アナログ／温度入力ターミナル）

入力アナログ値／温度入力値
外部からのアナログ／温度入力値に対して、以下の演算処理を行うことができます。その処
理後の値（入力アナログ値／温度入力値）をマスタへ I/O割付することができます。
ユーザ任意の工業単位へのスケーリング
移動平均処理（形DRT2-AD04Hは行えません）

他演算結果
移動平均処理とスケーリング後の「入力アナログ値」、または「温度入力値」に対して、以下
の演算処理を行うことができます。その演算後の値を「Peak 値」、「Bottom値」、「Top 値」、
「Valley 値」、「変化率値」、「積算値」と呼びます。
ピーク／ボトム演算
トップ／バレー演算
変化率演算
積算演算（メンテナンス機能）

データの処理の流れは次のフロー図のとおりです。

入力

移動平均 スケーリング

Peak／Bottom Top／Valley 変化率演算 積分演算

入力アナログ値／
温度入力値①

Peak値② Top値④

Bottom値③ Valley値⑤

変化率値⑥ 積分値

HOLD
フラグ

Top／Valley検出タイミング
（I/O割付データ）

データの流れ
選択

変換処理 I/O割付
データ

演算結果
データ

A

A
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データの選択（アナログ／温度入力ターミナル）
各演算処理を行った後、マスタに割付けるデータを「入力アナログ値／温度入力値」、「Peak
値」、「Bottom値」、「Top値」、「Valley 値」、「変化率」の6種類のデータから最大2種類
のデータを選択します。選択されたデータは、「アナログデータ」、「温度データ」と呼ばれ、
単独またはステータスフラグと組合わせてマスタに割付けることができます。選択処理はコ
ンフィグレータ、またはExplict メッセージにより行います。
さらに、「アナログデータ１」、「温度データ1」に対しては、4種類の警報設定値との比較演
算をすることができます。（コンパレート機能）

アナログ入力ターミナルの場合のデータの流れ

注： デフォルトでは入力アナログ値がそのままマスタに割付きます。

以下のように入力0～3に対して、アナログデータ1、2は別々に選択することができます。

6種類のデータ
アナログデータ1、2各々に、6種類のデータから
1種類を選択して割付けます。

移動平均、スケーリング機能
あり／なし

マスタに割付く

アナログデータ1に割付けた値に対して
コンパレータ機能を使用可能

入力アナログ値
①

Peak値②

Top値④

Bottom値③

Valley値⑤

変化率値⑥

アナログデータ1
（I/O割付データ）

アナログデータ2
（I/O割付データ）

コンパレータ

アナログステータスフラグ
（I/O割付データ）

入力0

入力1

入力3

入力2

演算処理

演算処理

演算処理

演算処理

入力値

入力値

入力値

入力値

他演算結果

他演算結果

他演算結果

他演算結果

アナログデータ1

アナログデータ2

アナログデータ1

アナログデータ2

アナログデータ1

アナログデータ2

アナログデータ1

アナログデータ2

選
択
処
理

選
択
処
理

選
択
処
理

選
択
処
理
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温度入力ターミナルの場合のデータの流れ
温度入力ターミナルでは、6 種類の中から選択したデータの表示モードを切替えることがで
きます。「通常表示モード」と「1/100 表示モード」があり、それぞれ「温度データ 1」、
または「温度データ2」として割付けることができます。

*：「DRT1 互換用 1/100 表示モード」による 1/100 表示を行う場合は、必ず「温度データ
1」、もしくは「温度データ 2」の通常表示のデータを使用してください。「DRT1 互換用 1/
100 表示モード」に関する詳細は 7-117 ページの「温度入力ターミナルの表示モード」の
項を参照ください。

以下のように入力 0～ 3に対して、温度データ 1と温度データ2は別々に選択することが
できます。

6種類のデータ
表示モード切替SW表示モード切替SW 1/100表示（1入力当たり 2CH占有）1/100表示（1入力当たり 2CH占有）

1/100表示（1入力当たり 2CH占有）1/100表示（1入力当たり 2CH占有）

通常表示（1入力当たり 1CH占有）通常表示（1入力当たり 1CH占有）

通常表示（1入力当たり 1CH占有）通常表示（1入力当たり 1CH占有）

移動平均、スケーリング機能
あり／なし

温度データ1に割付けた値に対してのみ
コンパレータ機能を使用可能

温度入力値
①

Peak値②

Top値④

Bottom値③

Valley値⑤

変化率値⑥

コンパレータ

アナログステータスフラグ
（I/O割付データ）

どちらかが
「温度データ2」
としてマスタに
割付きます。温度データ2

（I/O割付データ）

温度データ2
（I/O割付データ）

温度データ1
（I/O割付データ）

温度データ1
（I/O割付データ） どちらかが

「温度データ1」
としてマスタに
割付きます。

表示モード切替SW表示モード切替SW

入力0

入力1

入力3

入力2

演算処理

演算処理

演算処理

演算処理

入力値

入力値

入力値

入力値

他演算結果

他演算結果

他演算結果

他演算結果

温度データ1

温度データ2

温度データ1

温度データ2

温度データ1

温度データ2

温度データ1

温度データ2

選
択
処
理

選
択
処
理

選
択
処
理

選
択
処
理
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マスタに割付ける I/Oデータの種類

■アナログ入力ターミナル／温度入力ターミナル
アナログ入力ターミナル、または温度入力ターミナルは以下の5種類の入力データ（うち3
つはステータスフラグ）と1種類の出力データを持っています。必要なデータを単独または
組合わせてマスタ局に割付けて使用することができます。

単独の I/Oデータ（入力）

I/O データの種類 説明 Assembly 
Instance No.

アナログデータ１
（入力8バイト）                           
温度データ1
（通常表示：入力8バイト）
（1/100表示：入力16バイト）

・アナログデータ、温度データをモニタした
いときに割付けて使用します。

104
108
（温度データの
1/100表示の
場合）*1

・入力アナログ値または温度入力値、Peak
値、Bottom値、Top値、Valley 値、変
化率値の中からデータをひとつ選択して割
付けます。（デフォルトでは入力アナログ値
または温度入力値が割付いています。）

注：アナログ（温度）データ１に割付けた値に
対してはコンパレート機能を使うことができ
ます。

アナログデータ2
（入力8バイト）                           
温度データ2
（通常表示：入力8バイト）
（1/100表示：入力16バイト）

・アナログデータ１、温度データ1に加えて
同時に他のデータをモニタしたいとき、ア
ナログデータ2、温度データ2を割付けて
使用します。 114

118
（温度データの
1/100表示の
場合）*1

・入力アナログ値または温度入力値、Peak 
値、Bottom 値、Top 値、Valley 値、変
化率値の中からデータをひとつ選択して割
付けます。

注：温度データ2に割付けた値に対しては入力
CH間温度差検出機能を使うことができま
す。

汎用ステータスフラグ
（入力1バイト）

ネットワーク電圧の監視ビット、本体通電時
間の監視ビット、積分値監視ビットが割付き
ます。

121

Top ／ Valley 検出タイミング
フラグ
（入力2バイト）

Top およびValley の検出タイミングが1CH
に割付きます。Top値、またはValley 値と
同時に割付けて、マスタ側でホールド値の取
込みタイミングの検出に使用します。

122

アナログステータスフラグ
（入力4バイト）

コンパレート結果、Top／ Valley 検出タイ
ミング、断線検知フラグの各ビットが割付い
ています。それぞれ次のように使用します。

134

・コンパレート結果：アナログ値を割付けな
くても判定結果のみで制御することができ
ます。

・Top 、Valley の検出タイミング：Top値ま
たはValley 値と同時に割付けてデータの取
込みタイミングに使います。

・断線検知ビット：アナログ値を割付けてい
ない場合でも断線を検知することができま
す。
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単独の I/Oデータ（出力）

組合わせ固定の I/Oデータ（形DRT2-AD04 ／ AD04H）

組合わせ固定の I/Oデータ（形DRT2-TS04T ／ TS04P）

I/O データの種類 説明 Assembly 
Instance No.

HOLDフラグ（出力1バイト）

各種ホールド機能（Peak 、Bottom 、Top 、
Valley）とあわせて使用し、マスタ側で
Hold 機能の実行タイミングを制御するのに
使用します。

190

I/Oデータの種類 説明 Assembly 
Instance No.

アナログデータ１＋アナログ
データ2（入力16バイト）

アナログデータ1の後ろにアナログデータ2
が割付いたもの 144

Top ／ Valley 検出タイミングフ
ラグ＋汎用ステータスフラグ
（入力3バイト）

Top 、Valley の検出タイミングフラグの後ろ
に汎用ステータスフラグが割付いたもの 151

アナログステータスフラグ＋汎
用ステータスフラグ（入力5バ
イト）

アナログステータスフラグの後ろに汎用ス
テータスフラグが割付いたもの 164

アナログデータ1＋ Top／
Valley 検出タイミングフラグ
（入力10バイト）

アナログデータ1の後ろにTop／ Valley の
検出タイミングフラグが割付いたもの 174

アナログデータ1＋ Top／
Valley 検出タイミングフラグ＋
汎用ステータスフラグ（入力11
バイト）

アナログデータ1の後ろにTop／ Valley の
検出タイミングフラグが付き、さらにその後
に汎用ステータスフラグが割付いたもの

184

I/Oデータの種類 説明 Assembly 
Instance No.

温度データ１＋温度データ2
入力16バイト（通常表示）
入力32バイト（1/100表示）

温度データ1の後ろに温度データ2が割付い
たもの

144
（通常表示）
148
（1/100表示）

Top／ Valley 検出タイミングフ
ラグ＋汎用ステータスフラグ
（入力3バイト）

Top／ Valley の検出タイミングフラグの後
ろに汎用ステータスフラグが割付いたもの 151

アナログステータスフラグ＋汎
用ステータスフラグ
（入力5バイト）

アナログステータスフラグの後ろに汎用ス
テータスフラグが割付いたもの 164

温度データ1＋ Top／ Valley
検出タイミングフラグ
入力10バイト（通常表示）
入力18バイト（1/100表示）

温度データ1の後ろにTop／ Valley の検出
タイミングフラグが割付いたもの

174
（通常表示）
178
（1/100表示）

温度データ1＋ Top／ Valley
検出タイミングフラグ＋汎用ス
テータスフラグ
入力11バイト（通常表示）
入力19バイト（1/100表示）

温度データ1の後ろにTop／ Valley の検出
タイミングフラグが付き、さらにその後に汎
用ステータスフラグが割付いたもの

184
（通常表示）
188
（1/100表示）
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*1：ユニット本体のディップスイッチにより、表示モードを「1/100 表示」に設定している場
合は、コンフィグレータによるコネクションパスの設定も必ず行ってください。コンフィグ
レータにより「通常表示」の I/O データが選択されている場合は、I/O データ上に割付けら
れている温度データが0となります。

これらの組合わせ以外の組合わせも割付けることは可能ですが、マスタ側による設定でオム
ロン製CS／ CJマスタユニットを使用している場合に限ります。

■アナログ出力ターミナル
アナログ出力ターミナルは入力データと出力データを1種類ずつ持っています。必要なデー
タを割付けて使用します。

I/O データ（入力）

I/Oデータ（出力）

データの種類 説明 Assembly 
Instance No.

汎用ステータスフラグ
（入力1バイト）

ネットワーク電圧の監視ビット、本体通電時
間の監視ビット、積分値監視ビットが割付き
ます。

121

データの種類 説明 Assembly 
Instance No.

出力データ（出力4バイト） アナログ出力データが割付きます。 192
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マスタへの I/Oデータ割付方法一覧
マスタへの I/O 割付には、マスタへの割付エリアが「固定割付」か、「自由割付」か、および
I/O 割付データが「デフォルトの I/Oデータ」か、「選択した組合わせデータ」か「任意の各
データ」かによって以下のような方法があります。

方法
マスタへ割付けられる I/Oデータマスタへの割付エ

リア（どこへ） I/O割付データ（何を）

1）固定割付

①デフォルトの I/Oデータを割
付ける

入力アナログ値、または温度入力値のみが4
点分（入力8バイト）割付けられます。

② I/Oデータ（パターン）を選
択する場合、コンフィグレー
タを使用し、スレーブの「デ
バイスパラメータの編集」に
より選択する（I/Oデータの
組合わせ固定）
注：マスタより設定する場合
はCS／ CJ DeviceNet ユ
ニット使用時のみ可能

以下の11種の割付 I/Oデータがスレーブの
「デフォルトコネクションパス」のプルダウ
ンリストから選択できます。

・アナログデータ1または温度データ1

・アナログデータ2または温度データ2

・汎用ステータスフラグ

・Top／ Valley 検出タイミングフラグ

・アナログステータスフラグ

・アナログデータ1＋アナログデータ2、ま
たは温度データ1+温度データ2

・Top／ Valley 検出タイミングフラグ＋汎
用ステータスフラグ

・アナログステータスフラグ＋汎用ステータ
スフラグ

・アナログデータ1または温度データ1＋
Top／ Valley 検出タイミングフラグ

・アナログデータ1または温度データ1＋
Top／ Valley 検出タイミングフラグ＋汎
用ステータスフラグ

・HOLDフラグ
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*：割付パターン、割付け方の詳細は「各 I/Oデータの使用方法」を参照してください。

2）自由割付

①デフォルトの I/Oデータを割
付ける （固定割付と同じ）

② I/Oデータ（パターン）を選
択する場合、コンフィグレー
タを使用し、スレーブの「デ
バイスパラメータの編集」に
より選択する（I/Oデータの
組合わせ固定）

（固定割付と同じ）

③各 I/Oデータを選択する場
合、コンフィグレータを使用
し、マスタ側の「デバイスパ
ラメータの編集」によりコネ
クションごとに I/Oデータを
選択して、各々を任意のアド
レスに割付ける場合（I/O
データの組合わせ自由）
注：CS／CJ DeviceNet
ユニット使用時のみ可能

以下の11種の割付 I/Oデータがマスタの
「コネクションパス」のプルダウンリストか
ら最大2つ選択できます。

・アナログデータ1または温度データ1

・アナログデータ2または温度データ2

・汎用ステータスフラグ

・Top／ Valley 検出タイミングフラグ

・アナログステータスフラグ

・アナログデータ1または温度データ1＋ア
ナログデータ2

・Top／ Valley 検出タイミングフラグ＋汎
用ステータスフラグ

・アナログステータスフラグ＋汎用ステータ
スフラグ

・アナログデータ1または温度データ1＋
Top／ Valley 検出タイミングフラグ

・アナログデータ1または温度データ1＋
Top／ Valley 検出タイミングフラグ＋汎
用ステータスフラグ

・HOLDフラグ

方法
マスタへ割付けられる I/Oデータマスタへの割付エ

リア（どこへ） I/O割付データ（何を）
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マスタへの割付操作手順

方法

手順1 手順2 手順3
（どのデータをどこへ？）

機能の有無設定 データの選択
1）I/Oデータを決
まった組合わせで割
付ける

2）任意のデータを
任意のエリアに割
付ける

コンフィグレー
タの本スレーブ
の「デバイスパ
ラメータ編集」
画面にて設定

コンフィグレー
タの本スレーブ
の「デバイスパ
ラメータ編集」
画面にて設定

コンフィグレータの
本スレーブの「デバ
イスパラメータ編
集」画面で、「デ
フォルトコネクショ
ンパス」にて設定

コンフィグレータ
のマスタの「デバ
イスパラメータ編
集」画面で、「コネ
クション」にて設
定

入力値
のみを
マスタ
に割付
けたい

デフォルトの値を
割付けたい 不要 不要 不要 －

ユーザ任意の工業
単位でのスケーリ
ングをしたい

スケーリング機
能を設定 不要 不要 －

外部からの入力値
に対して平均化処
理をしたい

移動平均演算処
理機能を設定 不要 不要 －

入力値
以外を
マスタ
に割付
けたい

最大（Peak）値
または
最小（Bottom）値
をマスタに割付け
たい

ピークボトム
ホールド機能を
設定

最大（Peak）値
または
最小（Bottom）
値をアナログ／
温度データ1ま
たは2として割
付けます。

割付けたアナログ／
温度データ1
または2を含む I/O
データ（パターン）
を選択、および
HOLDフラグを選
択します。

割付けたアナログ
／温度データ1
または2、および
HOLDフラグを指
定します。

山（Top）値
または
谷（Valley）値
をマスタに割付け
たい

トップバレー
ホールド機能を
設定

山（Top）値
または谷
（Valley）値を
アナログ／温度
データ1または
2として割付け
ます。

割付けたアナログ／
温度データ1
または2を含む I/O
データ（パターン）
を選択、および
HOLDフラグを選
択します。

割付けたアナログ
／温度データ1
または2、および
HOLDフラグを指
定します。

山（Top）または
谷（Valley）のタ
イミングをマスタ
に割付けたい

トップバレー
ホールド機能を
設定

不要

Top／ Valley 検出
タイミングフラグを
含む I/Oデータ（パ
ターン）を選択、お
よびHOLDフラグ
を選択します。

Top／ Valley 検出
タイミングフラグ、
およびHOLDフラ
グを指定します。

変化率値をマスタ
に割付けたい

変化率演算機能
を設定

変化率値をアナ
ログ／温度デー
タ1または2に
割付けます。

割付けたアナログ／
温度データ1
または2を含む I/O
データ（パターン）
を選択します。

割付けたアナログ
／温度データ1
または2を指定し
ます。

入力値の最大（Peak）値また
は最小（Bottom）値、山
（Top）値または谷（Valley）
値、または変化率値の警報出
力をマスタに割付けたい

コンパレート機
能
HH、H、L、LL
警報を設定

いずれかのデー
タをアナログ／
温度データ1に
割付けます。

アナログステータス
フラグを含む I/O
データ（パターン）
を選択します。

アナログステータ
スフラグを指定し
ます。

積算値をコンフィグレータで
監視したい 積分機能を設定 不要 不要 不要
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使用手順フロー

■アナログ入力ターミナル

通信ケーブルの接続

ノードアドレス（ロータリスイッチまたはコンフィグレータ）の
設定（設定後は電源再投入、またはコンフィグレータによる
リセットを行ってください。）

入力0、1の入力レンジ共通で使用
入力2、3の入力レンジ共通で使用

はい

はい

いいえ

はい

いいえ

いいえ

はい

いいえ

ディップスイッチで入力レンジを設定（SW8=ON）
入力レンジに応じてSW1～3（入力0、1）、SW4～6（入力2、3）を
設定（設定後は電源再投入、またはコンフィグレータによる
リセットを行ってください。）

入力4点すべてを使用する。
（形DRT2-AD04Hの場合は
入力接点の変更は行えません。）

コンフィグレータをオンライン接続して、本スレーブの
「デバイスパラメータ編集画面」にて、入力レンジを設定して、
本スレーブへダウンロード→リセット

コンフィグレータをオンライン接続して、本スレーブの
「デバイスパラメータ編集画面」にて、AD変換チャネル数を
設定して、本スレーブへダウンロード→リセット

アナログスレーブ特有の機能
またはメンテナンス機能を使用する。

コンフィグレータをオンライン接続して、本スレーブの
「デバイスパラメータ編集画面」にて、使用する機能に
チェックをして、ダウンロード→リセット

デフォルトで入力アナログ値のみを
マスタへ割付ける。

I/Oデータ（パターン）をマスタへ割付ける。

コンフィグレータをオンライン接続して、
本スレーブの「デバイスパラメータ編集画面」にて、
「デフォルトコネクションパス」にてプルダウンからI/Oデータ
（パターン）を選択して、本スレーブへダウンロード→リセット
（「各I/Oデータと割付方法」を参照してください。）

コンフィグレータをオンライン接続して、マスタの
「デバイスパラメータ編集画面」にて対象スレーブを選択し、
「詳細設定」にて、コネクションを指定。さらにコネクション
パス設定にてI/Oデータを選択→I/O割付の編集をして
ダウンロード（「I/Oデータと割付方法」を参照してください。）

（マスタの固定エリアに割付）

固定割付

（マスタの任意エリアに割付）

自由割付

（マスタの任意エリアに割付）

自由割付
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■アナログ出力ターミナル

通信ケーブルの接続

ノードアドレス（ロータリスイッチまたはコンフィグレータ）の
設定（設定後は電源再投入、またはコンフィグレータによる
リセットを行ってください。）

出力レンジをディップスイッチにて設定

いいえ

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

はい

いいえ

ディップスイッチで出力レンジを設定（SW8=ON）
入力レンジに応じてSW1～3（出力0）、SW4～6（出力1）を設定
（設定後は電源再投入、またはコンフィグレータによる
リセットを行ってください。）

アナログ出力ターミナルで
出力異常時の出力を変更する。

コンフィグレータをオンライン接続して、本スレーブの
「デバイスパラメータ編集画面」にて、出力レンジを設定して、
本スレーブへダウンロード→リセット

コンフィグレータをオンライン接続して、本スレーブの
「デバイスパラメータ編集画面」にて、通信異常時出力を
保持にて、ダウンロード→リセット

アナログスレーブ特有の機能
またはメンテナンス機能を使用する。

コンフィグレータをオンライン接続して、本スレーブの
「デバイスパラメータ編集画面」にて、使用する機能に
チェックをして、ダウンロード→リセット

デフォルトで出力アナログ値のみを
マスタへ割付ける。

I/Oデータ（パターン）をマスタへ割付ける。

コンフィグレータをオンライン接続して、
本スレーブの「デバイスパラメータ編集画面」にて、
「デフォルトコネクションパス」にてプルダウンからI/Oデータ
（パターン）を選択して、本スレーブへダウンロード→リセット
（「各I/Oデータと割付方法」を参照してください。）

コンフィグレータをオンライン接続して、マスタの
「デバイスパラメータ編集画面」にて対象スレーブを選択し、
「詳細設定」にて、コネクションを指定。さらにコネクション
パス設定にてI/Oデータを選択→I/O割付の編集をして
ダウンロード（「I/Oデータと割付方法」を参照してください。）

（マスタの固定エリアに割付）

固定割付

（マスタの任意エリアに割付）

自由割付

（マスタの任意エリアに割付）

自由割付
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■温度入力ターミナル

通信ケーブルの接続

ノードアドレス（ロータリスイッチまたはコンフィグレータ）の
設定（設定後は電源再投入、またはコンフィグレータによる
リセットを行ってください。）

入力種別を各接点ごとに設定、
または温度単位を変更する。

いいえ

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

はい

いいえ

ディップスイッチの設定により、ソフト設定（SW8=ON）にし、
コンフィグレータをオンライン接続して接点ごとにセンサを
選定します。
温度単位を変更する場合はディップスイッチのSW6により
行ってください。（これらの設定後は電源再投入、または
コンフィグレータによるリセットを行ってください。）　　　　　

表示形式を「1/100表示」で使用する。

アナログスレーブ特有の機能
またはメンテナンス機能を使用する。

コンフィグレータをオンライン接続して、本スレーブの
「デバイスパラメータ編集画面」にて、使用する機能に
チェックをして、ダウンロード→リセット

デフォルトで温度データのみを
マスタへ割付ける。

I/Oデータを固定の組合わせパターン
でマスタへ割付ける。

コンフィグレータをオンライン接続して、本スレーブの
「デバイスパラメータ編集画面」の「デフォルトコネクション
パス」にてプルダウンからI/Oデータ（パターン）を選択して、
本スレーブへダウンロード→リセット
（「各I/Oデータと割付方法」を参照してください。）

コンフィグレータをオンライン接続して、マスタの
「デバイスパラメータ編集画面」にて対象スレーブを選択し、
「詳細設定」にて、コネクションを指定。さらにコネクション
パス設定にてI/Oデータを選択→I/O割付の編集をして
ダウンロード（「I/Oデータと割付方法」を参照してください。）

（マスタの固定エリアに割付）

固定割付

（マスタの任意エリアに割付）

自由割付

（マスタの任意エリアに割付）

自由割付

ディップスイッチの設定により、ハード設定（SW8=ON）にし、
SW1～4で共通のセンサを選定します。ディップスイッチに
よる設定の場合は全点同一のセンサ入力となります。

ディップスイッチの設定によりモードを「1/100表示」
（SW5=ON)にし（設定後は電源再投入、またはコンフィグ
レータによるリセットを行ってください。）かつ、コンフィグ
レータによるコネクションパスの設定を必ず行ってくださ
い。選択するデータは「Teperature Date1（1/100display）」、
あるいは「Teperature Date2（1/100display）」です。
なお、「DRT1互換モード」（SW7=ON）により、1/100表示と
して使用する場合は、特にコンフィグレータでの設定を行
う必要はありません。デフォルトでご使用ください。
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7-2 アナログスレーブ共通の説明

通信ケーブルの接続
通信ケーブルの接続に関しては、一般スレーブと同様のため、5-3 ページの「一般スレーブ
への通信ケーブルの接続」を参照してください。

ノードアドレス、通信速度の設定
ここでは、アナログスレーブでのノードアドレス設定と、通信速度設定について説明します。

ノードアドレス設定：ロータリスイッチまたはコンフィグレータによる
通信速度設定：マスタに自動追従

■ノードアドレスの設定
アナログスレーブでは、ノードアドレス（10進数）の10の桁を左のロータリスイッチで、
1の桁を右のロータリスイッチで設定します。（最大63）
また、64 ～ 99 に設定すると、コンフィグレータによりノードアドレスを設定することが
可能です。下記にその設定方法を示します。

注：ロータリスイッチの設定は電源投入時に読込みます。

01

2
3

4 5 6

7
8

9 01

2
3

4 5 6

7
8

9

ノードアドレス設定（×10）
ノードアドレス設定（×1）
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DeviceNet コンフィグレータによるノードアドレス設定方法
① 「ネットワーク構成ウィンドウ」内の設定対象のDRT2シリーズ アナログスレーブのア
イコンを右クリックし、「ノードアドレスの変更」を選択します。

② 次のような画面が表示されますので、任意のノードアドレスを入力します。

③「OK」ボタンをクリックします。

 ネットワーク内の他のノード（マスタ、スレーブ）とノードアドレスが重複しない限り、
ノードアドレスは範囲内で自由に設定することができます。ノードアドレスが他のノード
と重複すると、ノードアドレス重複が発生し、通信に加入できません。

■通信速度の設定
マスタユニットの通信速度を決定すれば、システム全体の通信速度が決定されるためユニッ
ト個別の設定は不要です。
7-22



7-2 アナログスレーブ共通の説明

ア
ナ
ロ
グ
ス
レ
l
ブ

 ７
制御盤への取付
アナログスレーブは、次の方法で制御盤に取付けることができます。

■DINレールに取付ける方法
スレーブの背面で、DIN35mmレールに取付けてください。このとき、背面にあるDIN レー
ル取付フックをドライバで引下げながら、DIN レールをスレーブの背面にはめ込み、確実に
固定してください。また、スレーブの左右をエンドプレートで挟んで固定してください。

エンドプレートの取付方法
エンドプレートは、下側を引掛けてから（次図①）、上側を引掛けて下に引降ろします。
（次図②）

必ず2個のエンドプレートで両側からスレーブを挟込んで固定してください。

■取付方向
特にスレーブの解説の中で記述されていない場合は、取付には方向の制約はありません。以
下の6方向すべての方向に取付けることができます。
ただし、形 DRT2-TS04T に限り、条件 *1 によっては精度の保障ができませんのでご注意
ください。
*1：形DRT2-TS04Tの故障などにより、端子台部はそのままでユニット部のみ交換したものを

取付ける場合。詳細は 7-108 ページの「温度入力ターミナル」の「■性能仕様」の「取付
方向による精度規定」を参照してください。

エンドプレート
7-23



7-2 アナログスレーブ共通の説明

ア
ナ
ロ
グ
ス
レ
l
ブ

　７
入出力の配線
入出力の配線はいずれもM3のネジ端子で行います。
以下に示す、M3用の圧着端子を取付けて端子台に接続します。
適正締付トルクは、0.5N ･ mです。

6.0mm以下 6.0mm以下
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7-3 メンテナンス情報画面
ここでは、アナログスレーブの状態を確認することができるメンテナンス情報画面について
説明します。同じくスレーブの状態を確認することができるデバイスモニタ画面もあります
が、ここではメンテナンス情報画面を例として説明します。メンテナンス情報画面とデバイ
スモニタ画面の相違点については4-4 ページの「デバイスモニタ画面」を参照してください。

メンテナンス情報の確認方法
DeviceNet コンフィグレータの〔通常画面〕から「右クリック」－「メンテナンス情報」を
選択します。または、〔メンテナンスモード画面〕からスレーブを選択してダブルクリックし
ます。

■全般画面

*：ここでは温度入力ターミナルのメンテナンス情報画面を例に説明しています。アナログターミ
ナルの場合はタブ名が「アナログ入力□」、「アナログ出力□」となります。

項目 説明

説明 ユニットコメントで設定した32文字（全角は16文字）の内容
が表示されます。

最終メンテナンス日 最終メンテナンス設定した日付を表示します。

ユニット通電時間 ユニットが過去に稼動した通電時間のトータル時間を表示します。

ネットワーク電源電圧現在値 現在のネットワーク電源電圧を表示します。

ネットワーク電源電圧最大値 現在までのネットワーク電源電圧の最大値を表示します。

ネットワーク電源電圧最小値 現在までのネットワーク電源電圧の最小値を表示します。

更新ボタン メンテナンス情報を更新するボタンです。

メンテナンスカウンタセーブ メンテナンスカウンタをユニット内にセーブする機能です。この
機能を使用すると電源再投入時に前回の値を保持します。

ステータス
チェックボックス
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パラメータの編集・設定を行ったときは必ず更新を行ってください。

ステータスチェックボックスの説明
異常が発生すると下記のチェックボックスがONします。

項目 説明

ユニットメンテナンス時期 ユニット通電時間が設定値をオーバするとONします。

ネットワーク電源電圧低下 ネットワーク電源電圧が設定値を下回るとONします。

積分値オーバ 各 chのいずれかで積分値が設定値を上回るとONします。

ユニットエラー アナログユニットでユニットエラーが発生した場合にONします。

冷接点補償器異常
（DRT2-TS04Tのみ） 冷接点補償器に異常があるとONします。
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■各入力別画面

表示エリアの説明

項目 説明

入力種別 現在の入力種別（センサ種別）を表示します。
（形DRT2-TS04□のみ）

表示モード

表示桁数を示します。 （形DRT2-TS04□のみ）
0000：小数点はありません。
0000.0：小数点0.1まで表示します。
0000.00：小数点0.01まで表示します。

I/Oコメント 各入力別に32文字（全角16文字）までのコメントを表示しま
す。

最終メンテナンス日 最後にメンテナンスした日時を表示します。（全機種共通）

現在値

現在のアナログ値を表示します。（全機種共通）
「ピーク値／ボトム値／トップ値／バレー値／変化率」　
（形DRT2-AD04□／DRT2-TS04□のみ）
「設定温度範囲トータル時間／トップバレーカウント数」
（形DRT2-TS04□のみ）
「積分カウンタ」アナログ値から得られる各種データを表示しま
す。詳細は各機能の説明と設定方法を参照してください。

ステータス
チェックボックス
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ステータスチェックボックスの説明
アナログスレーブ全機種

形DRT2-AD04□／ TS04□のみ

形DRT2-TS04□のみ

項目 説明

積分値設定値オーバー 積分値が設定値を超えるとONします。

積分値オーバーフロー 積分値がオーバフローするとONします。

積分値アンダーフロー 積分値がアンダフローするとONします。

項目 説明

オーバー／アンダーレンジ アナログデータが表示可能範囲を超えた場合にONします。

アラーム／ワーニングオー
バー コンパレータ機能で設定した監視設定値を超えるとONします。

断線
断線時にONします。
（ただしアナログ入力ターミナルは1～5Vレンジ、4～20mAレン
ジのみ）

項目 説明

設定温度範囲トータル時間
オーバー

設定範囲内でカウントしている現在値が監視設定値を超えるとONし
ます。

トップバレー回数設定値
オーバー トップバレー回数が監視設定値を超えるとONします。

ユーザー校正有り ユーザー校正状態で動作しているときにONします。
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■CH間データ比較（形DRT2-TS04 □のみ）
No. は比較内容の対象に対応しています。

*：演算結果が設定監視値をオーバしている場合、「No」の左横に警告用赤色アイコンが表示され
ます。

*：演算を行う対象のうち、どちらかが断線している場合は演算結果は「0.00」となり、「No.」
の左横に警告用黄色アイコンが表示されます。

項目 説明

比較内容 誤差を演算する対象を示します。

演算結果 演算結果を示します。
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■異常履歴画面

項目 説明

内容 発生した通信異常の内容を表示します。

ネットワーク電源電圧 異常発生時のネットワーク電源電圧を表示します。

ユニット通電時間 異常発生時のネットワーク通電時間を表示します。
（形DRT2-TS04□のみ）

クリアボタン 異常履歴をクリアします。
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7-4 アナログ入力ターミナル

アナログ入力ターミナル

■一般仕様
項目 仕様

形式 形DRT2-AD04
形DRT2-AD04H

通信電源電圧 DC11～ 25V（通信コネクタより供給）

消費電流

形DRT2-AD04：90mA以下（DC24V時）、
150mA以下（DC11V時）

形DRT2-AD04H ：70mA以下（DC24V時）、
110mA以下（DC11V時）

耐ノイズ性 IEC61000-4-4 に準拠　2.0kV（電源ライン）

耐振動 10～150Hz　複振幅0.7mm

耐衝撃 150 m/s2

耐電圧 絶縁されている回路間　AC500V　1分間  検出電流1mA

使用周囲温度 －10～55℃（ただし、氷結、結露のないこと）

使用周囲湿度 相対湿度25～85％

使用周囲雰囲気 腐食性ガスのないこと

保存周囲温度 －20～＋65℃

取付方法 DIN35mmレール取付

取付強度 50N
10N（レール方向）

ネジ締付トルク M3（電源、I/O端子）：0.5N ･ m

質量 形DRT2-AD04：170g以下
形DRT2-AD04H：160g以下
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■性能仕様

形DRT2-AD04

項目
仕様

電圧入力 電流入力

入力点数 4点（入力0～3）

入力レンジ（信号）

0～5V
1～ 5V
0～ 10V
－ 10～ +10V

0～ 20mA
4～20mA

入力レンジ設定方法
・ディップスイッチによる設定：入力0、1共通、入力2、3共通

・コンフィグレータによる設定：入力0～3を個別に設定可

最大信号入力 ±15V ±30mA

入力インピーダンス 1MΩ以上 約250Ω

分解能 1／6000（フルスケール）

総
合
精
度

25℃ ±0.3％FS ±0.4％FS

－ 10～ 55℃ ±0.6％FS ±0.8％FS

アナログ変換サイクル 4点使用時：4ms以下
注：DeviceNet の通信サイクル4ms、かつ演算機能なしの場合

AD変換データ

±10V以外　フルスケール：0000Hex ～ 1770Hex（0～ 6000）
±10V　       フルスケール：F448Hex ～ 0BB8Hex
                                       （－ 3000～＋3000）
AD変換の範囲はレンジの ±5％FS

絶縁方式 フォトカプラ絶縁（入力と通信ライン間）
ただし、各入力信号間は非絶縁

I/O接続方法 端子台接続

付属品 電流入力用　短絡金具4つ
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形DRT2-AD04H

■各部の名称と機能（形DRT2-AD04 ／ AD04H共通）

項目
仕様

電圧入力 電流入力

入力点数 4点（入力0～3）

入力レンジ（信号）
0～5V
1～ 5V
0～ 10V

0～20mA
4～20mA

入力レンジ設定方法
・ディップスイッチによる設定：入力0、1共通、入力2、3共通

・コンフィグレータによる設定：入力0～3を個別に設定可

最大信号入力 ±15V ±30mA

入力インピーダンス 1MΩ以上 約250Ω

分解能 1／ 30000（フルスケール）

総
合
精
度

25℃ ±0.3％FS ±0.4％FS

－ 10～55℃ ±0.6％FS ±0.8％FS

アナログ変換サイクル 4点／250ms以下

AD変換データ フルスケール　0000～ 7530Hex
AD変換の範囲はレンジの ±5％FS

絶縁方式 フォトカプラ絶縁（入力と通信ライン間、および各入力信号間）

I/O接続方法 端子台接続

付属品 電流入力用　短絡金具4つ

脱着式端子台

通信コネクタ

ロータリスイッチ

DeviceNet表示部
ディップスイッチ

ノードアドレスを設定します。

入力レンジを設定します。
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■入力レンジ設定

ディップスイッチでの設定
入力レンジの設定はディップスイッチ、またはコンフィグレータにより行います。

各スイッチの設定内容は以下のとおりです。

形DRT2-AD04Hをご使用の場合、SW7は必ずデフォルト（OFF）で使用してください。
ディップスイッチにより設定する場合は必ずSW8はONにしてください。OFF にすると
ディップスイッチの設定は反映されません。
ディップスイッチの設定は電源投入時に読込みます。

入力レンジ設定
入力0、1のレンジ（共通）

入力2、3のレンジ（共通）

1 2 3 5 6 7 84

SW名 設定 仕様

SW1
入力ターミナル：入力レンジ0、
1の共通設定 出荷時設定はすべてOFFSW2

SW3

SW4
入力ターミナル：入力レンジ2、
3の共通設定 出荷時設定はすべてOFFSW5

SW6

SW7 AD変換データ形式の設定 ON：符号付きバイナリ
OFF：2の補数

SW8 入力レンジの設定方法

OFF：コンフィグレータによる設定
ON：ディップスイッチによる設定
*：「コンフィグレータによる設定」時は
    ディップスイッチの設定は無効です。
*： 出荷時設定はOFF

入力レンジ SW1 SW2 SW3

0～ 5V OFF OFF OFF

1～ 5V ON OFF OFF

0～ 10V OFF ON OFF

　－10～＋10V
（形DRT2-AD04Hは設定不可） ON ON OFF

4～ 20mA OFF OFF ON

0～20mA ON OFF ON

上記以外は設定不可 － － －

入力レンジ SW4 SW5 SW6

0～5V OFF OFF OFF

1～ 5V ON OFF OFF
7-34



7-4 アナログ入力ターミナル

ア
ナ
ロ
グ
ス
レ
l
ブ

 ７
ディップスイッチで設定する場合（SW8=ON）、入力0と入力1、入力2と入力3は必ず同
一の入力レンジ（信号）となります。入力0～3を個別の入力レンジ（信号）で設定した
い場合はコンフィグレータを使用して設定を行ってください。
SW8（コンフィグレータによる設定）を OFF にしている場合、ディップスイッチの設定
は無効となります。

形DRT2-AD04では、入力0～3の4点すべてを使用しない場合は、1点当たりの変換サイ
クルを速めるため、AD変換点数をコンフィグレータで設定することができます。
設定方法などの詳細は7-56 ページの「各機能の説明と設定方法」、7-82 ページの「変換
サイクルの計算（形DRT2-AD04のみ）」を参照してください。

DeviceNet コンフィグレータによる設定
コンフィグレータにより、チャネルごとに入力レンジの設定を行います。
以下に設定方法を示します。

①「通常画面」で設定対象のスレーブをダブルクリックし、「デバイスパラメータの編集」画
面を開きます。（「メンテナンスモード画面」では、右クリック－「パラメータ」－「編集」）

② レンジを変更したいチャネルのタブを選択します。
③「Input Range」をクリックし、任意の設定範囲を選択します。

④ 「全般」タブに戻り、「ダウンロード」を実行した後 、「リセット」ボタンをクリックし
てユニットをリセットします。

⑤ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。

0～10V OFF ON OFF

　－10～＋10V
（形DRT2-AD04Hは設定不可） ON ON OFF

4～ 20mA OFF OFF ON

0～ 20mA ON OFF ON

上記以外は設定不可 － － －

入力レンジ SW4 SW5 SW6
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■内部回路（形DRT2-AD04 のみ）

DRT2-ADO4Hは入力間を絶縁しているため、内部回路を意識する必要はありません。

■配線
アナログ入力ターミナルの接続端子には、電圧入力か、電流入力かによって入力ユニットご
とに次図のように接続します。

形DRT2-AD04

形 DRT2-AD04H

V+

I+

AG

V-

アナログGND

250Ω

510kΩ

510kΩ

AG NC

I0
＋

I1
＋

I2
＋

V3
＋

V1
＋

V2
＋

V2
－

V1
－AG

V0
＋

V0
－ AG V3

－AG

I3
＋ NC

短絡

電圧入力

0V

0V

電流入力
電流入力時は「V＋」端子と「I＋」端子を短絡してください。
短絡する際には、付属の短絡金具を使用してください。

NC NC

I0
＋

I1
＋

V2
＋

V3
＋

V1
＋

V1
－NC

V0
＋

V0
－ NC V3

－

I3
＋

短絡

電圧入力

0V

0V

電流入力
電流入力時は「V＋」端子と「I＋」端子を短絡してください。
短絡する際には、付属の短絡金具を使用してください。

NC

NC

V2
－

I2
＋
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■入力レンジと変換データ
入力されたアナログデータは、入力レンジによって次のようにデジタル値に変換されます。
入力範囲を超えた場合、AD変換データは上限値または下限値で固定されます。

形DRT2-AD04 の場合

0～ 5V時
0～ 5Vの電圧が、0000～ 1770 Hex（0～ 6000）に対応します。
変換可能なデータ範囲は FED4～ 189C Hex（－ 300～＋ 6300）です。
負電圧のときは2の補数（16ビット）で表現されます。
断線時には0Vの入力と同じデータ（0000 Hex）になります。

1 ～ 5V時
1～ 5Vの電圧が、0000～ 1770 Hex（0～ 6000）に対応します。
変換可能なデータ範囲は FED4～ 189C Hex（－ 300～＋ 6300）です。
さらに入力範囲を下回ると（入力電圧が 0.76V 未満になると）断線検知機能が働き、デー
タは7FFF Hex になります。

0 ～ 10V 時
0～ 10Vの電圧が、0000～ 1770 Hex（0～ 6000）に対応します。
変換可能なデータ範囲は FED4～ 189C Hex（－ 300～＋ 6300）です。
負電圧のときは2の補数（16ビット）で表現されます。
断線時には0Vの入力と同じデータ（0000 Hex）になります。

189C(6300)
1770(6000)

0000(0)

0VFED4(-300)

-0.25V
5V 5.25V

変換データ
16進数（10進数）

電圧

189C(6300)
1770(6000)

FED4(-300)

0000(0)
1V0.8V 5V  5.2V

7FFF

（0.76Vより以下は断線）

変換データ
16進数（10進数）

電圧

0.76V

5.2V以上でクランプ

189C(6300)
1770(6000)

0000(0)

0VFED4(-300)

-0.5V

10V 10.5V

変換データ
16進数（10進数）

電圧
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－ 10 ～＋ 10V時
－10～＋ 10Vの電圧が、F448～ 0BB8 Hex（－ 3000～＋3000）に対応します。
変換可能なデータ範囲は F31C～ 0CE4 Hex（－ 3300～＋3300）です。
負電圧のときは2の補数（16ビット）で表現されます。
断線時には0Vの入力と同じデータ（0000 Hex）になります。

0 ～ 20mA時
0～ 20mAの電流が、0000～ 1770 Hex（0～ 6000）に対応します。
変換可能なデータ範囲は FED4～ 189C Hex（－ 300～＋ 6300）です。
負電流のときは2の補数（16ビット）で表現されます。
断線時には0mAの入力と同じデータ（0000 Hex）になります。

4 ～ 20mA時
4～ 20mAの電流が、0000～ 1770 Hex（0～ 6000）に対応します。
変換可能なデータ範囲は FED4～ 189C Hex（－ 300～＋ 6300）です。
さらに入力範囲を下回ると（入力電流が3.04mA未満になると）、断線検知機能が働き、デー
タは7FFF Hex になります。

0CE4(3300)
0BB8(3000)

F448(-3000)
F31C(-3300)

0000(0)
0V

-11V -10V
10V  11V

変換データ
16進数（10進数）

電圧

189C(6300)
1770(6000)

0000(0)

0mA
FED4(-300)

-1mA
20mA 21mA

変換データ
16進数（10進数）

電流

189C(6300)
1770(6000)

FED4(-300)
0000(0)

4mA3.2mA 20mA   20.8mA

7FFF

変換データ
16進数（10進数）

電流

3.04mA
（3.04mAより以下は断線）

20.8mA以上でクランプ
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形DRT2-AD04Hの場合

0～ 10V 時
0～ 10Vの電圧が、16進数の0000～ 7530（0～ 30000）に対応します。
変換可能なデータ範囲は、FA24～ 7B0C（－ 1500～＋31500）です。
負電圧のときは、負数が2の補数で表現されます。

0 ～ 5V時
0～ 5Vの電圧が、16進数の0000～ 7530（0～ 30000）に対応します。
変換可能なデータ範囲は、FA24～ 7B0C（－ 1500～＋31500）です。
負電圧のときは、負数が2の補数で表現されます。

1 ～ 5V時
1～ 5Vの電圧が、16進数の0000～ 7530（0～ 30000）に対応します。
変換可能なデータ範囲は、FA24～ 7B0C（－ 1500～＋31500）です。
0.8 ～ 1Vは、16進数の FA24～ 0000（－ 1500～ 0）に対応します。
さらに入力範囲を下回ると（入力電圧が0.76V未満になると）、断線検知機能が働き、デー
タは7FFF になります。

変換データ
16進数（10進数）

7B0C(31500)
7530(30000)

0000(0)

0VFA24(-1500)

-0.5V
10V  10.5V

電圧

変換データ
16進数（10進数）

7B0C(31500)
7530(30000)

0000(0)

0VFA24(-1500)

-0.25V
5V  5.25V

電圧

変換データ
16進数(10進数)

7B0C(31500)
7530(30000)

0000(0)
1VFA24(-1500) 0.8V 5V  5.2V

電圧

7FFF

0.76V
（0.76Vより以下は断線）

5.2V以上でクランプ
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0 ～ 20mA時
0～ 20mAの電流が、16進数の0000～ 7530（0～ 30000）に対応します。
変換可能なデータ範囲は、FA24～ 7B0C（－1500～＋31500）です。
負電流のときは、負数が2の補数で表現されます。

4 ～ 20mA時
4～ 20mAの電流が、16進数の0000～ 7530（0～ 30000）に対応します。
変換可能なデータ範囲は、FA24～ 7B0C（－1500～＋31500）です。
3.2 ～ 4mAは、16進数の FA24～ 0000（－1500～ 0）に対応します。
さらに入力範囲を下回ると（入力電流が3.04mA未満になると）、断線検知機能が働き、デー
タは7FFF になります。

■AD変換データ
AD 変換データが負数になると、AD 変換データは 2 の補数で表現されます。なお、この 2
の補数から絶対値を得るには、NEG（2の補数変換）命令を使用すると便利です。
ディップスイッチの SW7 を ON にしている場合は、AD変換データは符号付きバイナリで
表現されます。

■変換時間

形DRT2-AD04
AD変換データは、4点当たり最大3.82msで更新されます。ただし、各種機能を使用した
り、変換する点数により、変換時間は変わってきます。詳細は7-82 ページの「変換サイク
ルの計算（形DRT2-AD04のみ）」を参照してください。

形DRT2-AD04H
AD変換データは、250msごとに更新されます。ただし、ステップ応答が入力されてから、
その90%の値のAD変換データが通信できる状態になるまでは、最大650msかかること
があります。

変換データ
16進数（10進数）

7B0C(31500)
7530(30000)

0000(0)

0mAFA24(-1500)

-1mA
20mA  21mA

電流

変換データ
16進数（10進数）

7B0C(31500)
7530(30000)

0000(0)
4mAFA24(-1500) 3.2mA 20mA   20.8mA

電流

7FFF

3.04mA
（3.04mAより以下は断線）

20.8mA以上でクランプ

3 02 146 57810 9111214 1315

先頭  　CH

先頭+1 CH

先頭+2 CH

先頭+3 CH

入力0　AD変換データ

入力1　AD変換データ

入力2　AD変換データ

入力3　AD変換データ

接点
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■外形寸法（形DRT2-AD04 ／ AD04H共通）

MSMS NSNS

×1×1

ONON
1 2 3 4 5 6 7 81 2 3 4 5 6 7 8

×10×10

NODE  ADDRESSNODE  ADDRESS

115

3.
1

50

49.7 （mm）
29.9

43.9
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各 I/Oデータと割付方法

■アナログデータの選択方法
各種演算処理により、「入力アナログ値」、「Peak 値」、「Bottom 値」、「Top 値」、「Valley
値」、「変化率」の最大 6 種類のデータから 2 種類のデータ（アナログデータ 1、アナログ
データ 2）を選択することができます。選択されたデータは単独またはステータスフラグと
組合わせてマスタへ割付けます。以下にアナログデータの選択方法を示します。

DeviceNet コンフィグレータによるアナログデータの選択方法
①「通常画面」で設定対象のアナログスレーブをダブルクリックし、「デバイスパラメータの
編集」画面を開きます。（「メンテナンスモード画面」では、右クリック－「パラメータ」
－「編集」）

② アナログデータを選択するチャネルのタブを開き、演算処理が行われたデ－タのうちか
ら、2種類のデ－タをプルダウンリストの中から「アナログデータ1」、「アナログデータ
2」として選択します。

③ 「全般」タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックして、
ユニットをリセットします。

④ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。
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■マスタへの I/Oデータの割付方法
以下のいずれかの方法でマスタに割付けるデータを選択してリモート I/O通信を行います。
1． 入力アナログ値のみ（デフォルトの I/Oデータ）をマスタに割付ける
2． I/O データ（パターン）を選択して割付ける（I/Oデータの組合わせ固定）
3． I/O データを自由に選択して割付ける（I/Oデータの組合わせ自由）

1． 入力アナログ値のみ（デフォルトの I/Oデータ）をマスタに割付ける場合
アナログ入力ターミナルをデフォルトの設定で使用すると、入力アナログ値のみが I/O デー
タとして選択され、以下のようにマスタ局の INエリアに4CH（8バイト）分のデータが割
付けられます。

2． I/O データ（パターン）を選択して割付ける場合（I/Oデータの組合わせ固定）
各種演算処理されたデータから選択した「アナログデータ」を、ステータスフラグなどのデー
タとともに以下のような決まった組合わせでマスタ局に割付けます。
コンフィグレータでの設定により、どの組合わせで割付けるかをプルダウンリストから選択
することができます。

（例）「アナログデータ1」＋「Top／ Valley 検出タイミングフラグ」のマスタの割付例

15 0

入力0の入力アナログ値

入力1の入力アナログ値

入力2の入力アナログ値

入力3の入力アナログ値

15 8 7 0

入力0の入力アナログデータ1

入力1の入力アナログデータ1

入力2の入力アナログデータ1

入力3の入力アナログデータ1

Top 検出タイミングフラグ Valley 検出タイミングフラグ
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以下にコンフィグレータによる割付方法を示します。

DeviceNet コンフィグレータによる設定
①「通常画面」で設定対象のアナログスレーブのアイコンをダブルクリックし、「デバイスパ
ラメータの編集」画面を開きます。（「メンテナンスモード画面」では、右クリック－「パ
ラメータ」－「編集」）

②「全般」タブを選択し、「デフォルトコネクションパス（入力）」のプルダウンリストの中
から I/Oデータ（パターン）を選択します。下記の例では「アナログデータ1」と「アナ
ログデータ2」を同時に割付ける場合を選択しています。

③「ダウンロード」を実行します。「リセット」ボタンをクリックし、ユニットをリセットし
ます。

④ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。
7-44



7-4 アナログ入力ターミナル

ア
ナ
ロ
グ
ス
レ
l
ブ

 ７
3． I/O データを自由に選択して割付ける（I/Oデータの組合わせ自由）
各種演算処理されたデータから選択した「アナログデータ」を、ステータスフラグなどのデー
タとともに、自由な組合わせでマスタ局に割付けます。
コンフィグレータでの設定により、マスタ局に自由な組合わせで2パターンのデータを割付
けることができます。
ただし、この方法はCS／ CJ DeiceNet ユニットをマスタとして使用している場合に限り
ます。

マスタでの設定が優先されるため、スレーブの「デフォルトコネクションパス」の設定は不
要です。

以下にコンフィグレータによる割付方法を示します。

① I/O 割付を行うマスタユニットのアイコンをダブルクリックし、「デバイスパラメータの編
集」画面を開きます。（「メンテナンスモード画面」では、右クリック－「パラメータ」－
「編集」）
②「マスタ全般」タブを選択し、対象のアナログスレーブを選択して、「詳細設定」ボタンを
クリックします。
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③「コネクション」タブにて、「コネクションユーザ設定」をチェックします。「Poll コネク
ションを使用」チェックボックスにチェックを入れ、コネクションパスのプルダウンリス
トから I/O データ（パターン）を選択します。同様に「Cyclic コネクションを使用」に
チェックを入れ、コネクションパスのプルダウンリストから任意の I/O データ（パター
ン）を選択します。

④「OK」ボタンをクリックして終了します
⑤「マスタ I/O 割付（IN）」タブにて、I/O割付を編集します。
対象スマートスレーブを選択し、「編集」ボタンをクリックして「I/O 割付の編集」画面
を表示します。
Poll（この場合、アナログデータ 1 ＋アナログデータ 2 を指します）の設定を「メモリ
ブロック：1」「割付チャネル：3300」にします。
Cyclic（この場合、アナログデータ 1 ＋ Top ／ Valley 検出タイミングフラグ＋汎用ス
テータスフラグを指します）の設定を「メモリブロック：2」「割付チャネル：3500」に
します。
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⑥「OK」ボタンをクリックして、以下の画面で正しく割付けられているかを確認します。

⑦「OK」ボタンをクリックして、「マスタ全般」タブに戻り、「ダウンロード」を実行します。

注：アナログデータ 1、2 は COS コネクションには割付けないでください。アナログデータを
COSコネクションに割付けると1カウントの変化で上位にフレームが流れます。
アナログデータは変化が激しいためフレームが頻繁に流れ、ネットワークトラフィックを
アップさせ通信サイクルタイムに影響が出る可能性があります。
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■各 I/Oデータの説明

アナログデータ 1（Instance 104）
アナログ値をモニタしたいときに割付けて使用します。デフォルトでは「入力アナログ値」
が割付いていますが、「入力アナログ値」、「Peak 値」、「Bottom 値」、「Top 値」、「Valley
値」、「変化率値」 の中からデータをひとつ選択して割付けます。
注：アナログデータ1に割付けた値に対してはコンパレート機能を使うことができます。

マスタ局に割付けたときのデータフォーマットは次のとおりです。データは2の補数形式で
割付きます。（8バイト＝4CH）

アナログデータ 2（Instance 114）
アナログデータ1に加えて、同時に他のデータも見たい場合にアナログデータ2を選択し割
付けます。
「入力アナログ値」、「Peak 値」、「Bottom 値」、「Top 値」、「Valley 値」、「変化率値」 の中
からアナログデータ1で選択した以外のデータをひとつ選択して割付けられます。
注：アナログデータ2に対してコンパレート機能を使うことはできません。

マスタ局に割付けたときのデータフォーマットは次のとおりです。データは2の補数形式で
割付きます。（8バイト＝4CH）

15 0

入力0のアナログデータ1

入力1のアナログデータ1

入力2のアナログデータ1

入力3のアナログデータ1

15 0

入力0のアナログデータ2

入力1のアナログデータ2

入力2のアナログデータ2

入力3のアナログデータ2
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汎用ステータスフラグ（Instance 121）
メンテナンス情報のフラグ（ネットワーク電源電圧監視フラグ、本体通電時間監視フラグ、
アナログ積算値監視フラグ）を見たい場合に割付けます。マスタ局に割付けられたときのデー
タフォーマットは次のとおりです。（1バイト）

各ビットの内容は以下のとおりです。

マスタの下位バイトを先頭に割付けられた場合は以下のように割付きます。

7ビット 6ビット 5ビット 4ビット 3ビット 2ビット 1ビット 0ビット

0 0 MRF CCW RHW NPW 0 0

Bit 略称 名称 説明

0 － － 未サポート（0固定）

1 － － 未サポート（0固定）

2 NPW ネットワーク電源電圧監視フラグ ネットワーク電源が監視設定値を
下回っている間ONします。

3 RHW ユニットメンテナンスフラグ ユニット本体の通電時間が監視設
定値を上回ったらONします。

4 CCW アナログ積分値監視フラグ
いずれかのアナログ積算値が監視
設定値をオーバした場合ONしま
す。

5 MRF ユニットエラー

ユニットで発生したエラーにより、
アナログ変換が停止しているとき
にONします。
（形DRT2-DA02のみ）

6 － － 未サポート（0固定）

7 － － 未サポート（0固定）

CH 15 8 7 0

+0 汎用ステータスフラグ
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Top ／ Valley 検出タイミングフラグ（Instance 132）
トップバレーホールド機能で、トップ（山の頂上）またはバレー（谷の底）を検出するとワ
ンショット時間の間「ON」となるフラグです。
マスタ側でトップまたはバレーホールド値を取込むタイミングを検出したい場合に割付けま
す。マスタに割付けられたときのデータフォーマットは次のとおりです。
（2バイト）

各ビットの内容は以下のとおりです。

注：ワンショット時間は変更することができます。詳しくは「トップバレーホールド機能」のワ
ンショット時間の設定をご覧ください。

マスタの下位バイトを先頭に割付けられた場合は以下のように割付きます。

7ビット 6ビット 5ビット 4ビット 3ビット 2ビット 1ビット 0ビット

+0 0 0 0 0 V_ST3 V_ST2 V_ST1 V_ST0

+1 0 0 0 0 T_ST3 T_ST2 T_ST1 T_ST0

バイト 略称 名称 説明

＋0 V_STx Valley 検出タイミングフラグ

バレーホールド機能で、谷（Valley）を検
出したタイミングで1（ON）となり、ワ
ンショット時間経過後0（OFF）となりま
す。

＋1 T_STx Top 検出タイミングフラグ

トップホールド機能で、山（Top）を検出
したタイミングで1（ON）となり、ワン
ショット時間経過後0（OFF）となりま
す。

CH 15 12 11 8 7 4 3 0

＋ 0 Top 検出タイミング Valley 検出タイミング
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アナログステータスフラグ（Instance 134）
「コンパレート結果フラグ」、「Top／ Valley 検出タイミングフラグ」、「断線検知フラグ」そ
れぞれのビットが割付けられています。これらの検知および監視をしたい場合に割付けます。
マスタ局に割付けられたときのバイト単位のデータフォーマットは次のとおりです。
（4バイト）

各ビットの内容は以下のとおりです。

マスタの下位バイトが先頭に割付けられた場合は、以下のように割付きます。

7ビット 6ビット 5ビット 4ビット 3ビット 2ビット 1ビット 0ビット

+0 BW0 T_ST0 V_ST0 HH0 H0 PS0 L0 LL0 入力0

+1 BW1 T_ST1 V_ST1 HH1 H1 PS1 L1 LL1 入力1

+2 BW2 T_ST2 V_ST2 HH2 H2 PS2 L2 LL2 入力2

+3 BW3 T_ST3 V_ST3 HH3 H3 PS3 L3 LL3 入力3

ビット 略称 名称 説明

0 LLx

コ
ン
パ
レ
｜
ト
結
果

下下限警報フラグ 「アナログデータ1」に割付けた値が下下限警報設
定値を下回っている間、1（ON）となります。

1 Lx 下限警報フラグ 「アナログデータ1」に割付けた値が下限警報設定
値を下回っている間、1（ON）となります。

2 PSx 正常フラグ
（Pass 信号）

上上限、上限、下下限、下限のいずれの警報も出て
いない場合のみ、1（ON）となります。

3 Hx 上限警報フラグ 「アナログデータ1」に割付けた値が上限警報設定
値を上回っている間、1（ON）となります。

4 HHx 上上限警報フラグ 「アナログデータ1」に割付けた値が上上限警報設
定値を上回っている間、1（ON）となります。

5 V_STx
Ｔ
ｏ
ｐ
／
V
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｙ
検
出
タ
イ
ミ
ン
グ

Valley 検出
タイミングフラグ

バレーホールド機能で、谷（Valley）を検出したタ
イミングでONし、ワンショット時間経過後、0
（OFF）となります。

6 T_STx Top 検出
タイミングフラグ

トップホールド機能で、山（Top）を検出したタイ
ミングでONしワンショット時間経過後、
0（OFF）となります。

7 BWx 断線検知フラグ 断線を検出している間ONします。

CH 15 8 7 0

+0 入力1用 入力0用

+1 入力3用 入力2用
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アナログデータ 1＋アナログデータ 2（Instance 144）
「アナログデータ1」の後に「アナログデータ2」のデータが割付いたものです。
マスタに割付けられたときのデータフォーマットは次のとおりです。なお、マイナスのデー
タは2の補数形式で割付きます。（16バイト＝8CH）

Top ／ Valley 検出タイミングフラグ＋汎用ステータスフラグ（Instance 151）
Top ／ Valley 検出タイミングフラグの後に汎用ステータスフラグが割付いたものです。
マスタに割付けられたときのバイト単位のデータフォーマットは次のとおりです。
（3バイト）

マスタの下位バイトを先頭に割付けられた場合は、以下のように割付きます。

CH 15 0

＋ 0 入力0のアナログデータ1

＋1 入力1のアナログデータ1

＋2 入力2のアナログデータ1

＋3 入力3のアナログデータ1

＋4 入力0のアナログデータ2

＋5 入力1のアナログデータ2

＋6 入力2のアナログデータ2

＋7 入力3のアナログデータ2

7ビット 6ビット 5ビット 4ビット 3ビット 2ビット 1ビット 0ビット

＋0 0 0 0 0 V_ST3 V_ST2 V_ST1 V_ST0

＋ 1 0 0 0 0 T_ST3 T_ST2 T_ST1 T_ST0

＋ 2 0 0 MRF CCW RHW NPW 0 0

CH 15 8 7 0

＋ 0 Top 検出
タイミングフラグ

Valley 検出
タイミングフラグ

＋1 汎用ステータスフラグ
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アナログステータスフラグ＋汎用ステータスフラグ（Instance 164）
アナログステータスフラグの後に汎用ステータスフラグが割付いたものです。マスタに割付
けられたときのバイト単位のデータフォーマットは次のとおりです。（5バイト）

マスタの下位バイトを先頭に割付けられた場合は、以下のように割付きます。

アナログデータ 1＋ Top ／ Valley 検出タイミングフラグ（Instance 174）
アナログデータ1の後に Top／ Valley 検出タイミングフラグが割付いたものです。
マスタに割付けられたときのデータフォーマットは次のとおりです。（10バイト）

マスタの下位バイトを先頭に割付けられた場合は、以下のように割付きます。

7ビット 6ビット 5ビット 4ビット 3ビット 2ビット 1ビット 0ビット

+0 BD0 T_ST0 V_ST0 HH0 H0 PS0 LL0 L0 入力0

+1 BD1 T_ST1 V_ST1 HH1 H1 PS1 LL1 L1 入力1

+2 BD2 T_ST2 V_ST2 HH2 H2 PS2 LL2 L2 入力2

+3 BD3 T_ST3 V_ST3 HH3 H3 PS3 LL3 L3 入力3

+4 0 0 MRF CCW RHW NPW 0 0

CH 15 8 7 0

+0 入力1用 入力0用

+1 入力3用 入力2用

+2 汎用ステータスフラグ

7ビット 6ビット 5ビット 4ビット 3ビット 2ビット 1ビット 0ビット

＋0
入力0 アナログデータ1

＋1

＋2
入力1 アナログデータ1

＋3

＋4
入力2 アナログデータ1

＋5

＋6
入力3 アナログデータ1

＋7

＋8 0 0 0 0 V_ST3 V_ST2 V_ST1 V_ST0

＋ 9 0 0 0 0 T_ST3 T_ST2 T_ST1 T_ST0

CH 15 8 7 0

＋ 0 入力0 アナログデータ1

＋1 入力1 アナログデータ1

＋2 入力2 アナログデータ1

＋3 入力3 アナログデータ1

＋4 Top 検出
タイミングフラグ

Valley 検出
タイミングフラグ
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アナログデータ 1＋ Top ／ Valley 検出タイミングフラグ＋汎用ステータスフラグ
       （Instance 184）

アナログデータ1の後に Top ／ Valley 検出タイミングフラグが割付き、さらにその後ろに
汎用ステータスフラグが割付いたものです。
マスタに割付けられたときのバイト単位のデータフォーマットは次のとおりです。
（11バイト）

マスタの下位バイトを先頭にして割付けられた場合は、以下のように割付きます。

7ビット 6ビット 5ビット 4ビット 3ビット 2ビット 1ビット 0ビット

＋0
入力0 アナログデータ1

＋1

＋2
入力1 アナログデータ1

＋3

＋4
入力2 アナログデータ1

＋5

＋6
入力3 アナログデータ1

＋7

＋8 0 0 0 0 V_ST3 V_ST2 V_ST1 V_ST0

＋ 9 0 0 0 0 T_ST3 T_ST2 T_ST1 T_ST0

＋ 10 0 0 MRF CCW RHW NPW 0 0

CH 15 8 7 0

＋ 0 入力0 アナログデータ1

＋1 入力1 アナログデータ1

＋2 入力2 アナログデータ1

＋3 入力3 アナログデータ1

＋4 Top 検出
タイミングフラグ

Valley 検出
タイミングフラグ

汎用ステータスフラグ
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HOLDフラグ（出力）　（Instance 190）
ピークボトムホールド機能、トップバレーホールド機能と合わせて使用し、ホールド機能の
実行タイミングをマスタ側から制御するために割付けます。
マスタに割付けたときのデータフォーマットは次のとおりです。（1バイト）
注：HOLDビットはマスタ局でONしてから、スレーブ内に通知されるまで伝送遅延時間が発生
しますのでご注意ください。

各ビットの内容は以下の通りです。

マスタの下位バイトを先頭に割付けられた場合は、以下のように割付きます。

7ビット 6ビット 5ビット 4ビット 3ビット 2ビット 1ビット 0ビット

＋0 HD3 HD2 HD1 HD0

Bit 略称 名称 説明

0 HD0 入力0用HOLDフラグ

ONの間、アナログ入力0のホールド機能を
実行します。1（ON）→0（OFF）になる
と、ホールド機能は停止しますが、最後の値
は保持されます。

1 HD1 入力1用HOLDフラグ

ONの間、アナログ入力1のホールド機能を
実行します。1（ON）→0（OFF）になる
と、ホールド機能は停止しますが、最後の値
は保持されます。

2 HD2 入力2用HOLDフラグ

ONの間、アナログ入力2のホールド機能を
実行します。1（ON）→0（OFF）になる
と、ホールド機能は停止しますが、最後の値
は保持されます。

3 HD3 入力3用HOLDフラグ

ONの間、アナログ入力3のホールド機能を
実行します。1（ON）→0（OFF）になる
と、ホールド機能は停止しますが、最後の値
は保持されます。

CH 15 8 7 0

＋ 0 HOLDフラグ
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各機能の説明と設定方法

■AD変換点数（変換サイクル）の設定（形DRT2-AD04 のみ）
通常、本ユニットは4点入力ユニットとして4点分の入力値を順次変換していますが、使用
しないチャネルを変換しないように設定することができます。これにより、変換する点数が
減るため、変換サイクルを速めることができます。変換サイクル時間の詳細に関しては7-82
ページの「変換サイクルの計算（形DRT2-AD04のみ）」を参照してください。

変換点数 説明

4点
（デフォルト）

入力0～3が変換されます。

3点

入力0～2が変換されます。

2点

入力0～1が変換されます。

1点

入力0のみ変換されます。

すべて使用

0 1 2 3

DRT2-AD

使用

0 1 2 3

DRT2-AD

使用

0 1 2 3

DRT2-AD

使用

0 1 2 3

DRT2-AD
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DeviceNet コンフィグレータによる設定方法（形DRT2-AD04 のみ）
①「通常画面」で設定対象のアナログスレーブのアイコンをダブルクリックし、「デバイスパ
ラメータの編集」画面を開きます。（「メンテナンスモード画面」では、右クリック－「パ
ラメータ」－「編集」）

②「全般」タブを選択し、「アナログチャネル数」のプルダウンリストの中から変換点数を選
択します。下記の例では４点すべてを変換する場合を示します。

③「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックして、ユニットをリセット
します。

④ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。
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■移動平均処理機能
この機能は過去8回分の入力の平均値（移動平均）を演算し、変換データとして生成します。
下図のように、入力が細かく変動しているような場合には平均化処理を行うことにより、滑
らかな入力値を得ることができます。

DeviceNet コンフィグレータによる設定方法
①「通常画面」で設定対象のアナログスレーブのアイコンをダブルクリックし、「デバイスパ
ラメータの編集」画面を開きます。（「メンテナンスモード画面」では、右クリック－「パ
ラメータ」－「編集」）

② 移動平均処理を行いたいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「移動平均」をチェッ
クします。

③ 「全般」タブに戻り、「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックして、
ユニットをリセットします。

④ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。

実際の入力
平均化処理後の入力

時間

アナログ入力値
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■スケーリング機能
デフォルトでは、入力アナログ値はAD変換され、0～ 6000（形DRT2-AD04Hでは 0
～ 30000）カウントにスケーリングされます。この機能を使用することにより、入力レン
ジ（信号）に対するスケーリングの値をユーザで取扱う任意の値（工業単位の値）に変更す
ることができます。このスケーリング機能を使用することにより、マスタでのラダープログ
ラム上の演算処理を省くことができます。入力スケーリング機能には次の2つがあります。

デフォルトスケーリング
入力アナログ値（カウント値）を元の電圧、電流値に変換します。単位は（ｍV）または
（μA）となります。デフォルトスケーリングを選択すると、各レンジによって次のようにス
ケーリングされます。

ユーザスケーリング
入力アナログ値（カウント値）をユーザ任意の値にスケーリングします。100％、0％のと
きの変換値をコンフィグレータにより設定します。

注：0%スケーリング値＞100％スケーリング値とすること（逆スケーリング）も可能です。

入力レンジ 0～5V 0～ 10V 1～ 5V ±10V
（AD04のみ）

0～20mA 4～ 20mA

100% 5000mV 10000mV 5000mV ＋ 10000mV 20000
μA

20000
μA

0% 0000mV 0000mV 1000mV － 10000mV 0000μA 4000μA

断線時の値 － － 7FFF(Hex） － － 7FFF(Hex)

入力レンジ 0～5V 0～ 10V 1～ 5V ±10V
（AD04のみ）

0～20mA 4～ 20mA

100% コンフィグレータで設定（－28000～＋28000）

0% コンフィグレータで設定（－28000～＋28000）

断線時の値 － － 7FFF(Hex） － － 7FFF(Hex）

スケーリング値

100%時の値をユーザで設定
（スケーリングポイント2）

0%時の値をユーザで設定
（スケーリングポイント1）

変換

入力レンジ（信号）

0% 100%
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オフセット補正
リニアセンサなどの入力アナログ値を「距離」にスケーリングした場合、センサの取付誤差
が発生します。本機能はスケーリング時の誤差を補正することができます。下図のようにス
ケーリングした直線を誤差の分だけ加算して演算します。オフセット（誤差）の値は ±28000
の範囲で入力可能ですが、アンダフロー、オーバフローにご注意ください。 上限は 7FFE
Hex、下限は8000 Hex です。
注：デフォルトスケーリング使用時でも、オフセット値を設定することは可能です。

DeviceNet コンフィグレータによる設定方法
①「通常画面」で設定対象のアナログスレーブのアイコンをダブルクリックし、「デバイスパ
ラメータの編集」画面を開きます。（「メンテナンスモード画面」では、右クリック－「パ
ラメータ」－「編集」）

② スケーリングを行いたいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「スケーリング」を
チェックします。

③ スケーリングタイプを選択します。「スケーリング」タブを選択し、「デフォルトスケーリ
ング」、「ユーザスケーリング」のどちらかを選択します。

上限値

100%スケーリング値

0%スケーリング値

下限値

スケーリング直線

オフセット値
-28000～
+28000

入力レンジ（信号）

7FFEHex(32766)

8000Hex(-32768)
0% 100%
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下記の画面では、「ユーザスケーリング」を選択しています。

④「ユーザスケーリング」を選択した場合は、0%時の値を「Scaling point1」に、100%
時の値を「Scaling point2」にそれぞれ設定します。
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⑤「オフセット補正」を行う場合は、オフセット値を「Scaling Offset」に入力します。
「デフォルトスケーリング」、「ユーザスケーリング」どちらのタイプでも設定可能です。

⑥ 「全般」タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックして、
ユニットをリセットします。

⑦ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。
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■ピークボトムホールド機能
アナログ入力値の最大（Peak）値、最小（Bottom）値を保持する機能です。
OUT エリアに割付けられた HOLD フラグ（出力）のビットが ON になった時点で HOLD
機能がスタートし、OFF になるまでの間「Peak 値」または「Bottom値」をサーチします。
（HOLDフラグがOFF したときに値が更新されます）
また「アナログデータ」に割付けた「Peak 値」、「Bottom 値」はコンパレート機能で比較
判定することもできます。（コンパレート機能参照）
ボトムホールドの動作例

注：HOLD フラグをマスタ側のラダープログラム上で ON（または OFF）にしてから スレーブ
側に実際に送られるまでネットワーク上の伝送遅延時間が発生します。このため、PLC本体
の電源立上げ時の１回目のアナログデータは、マスタ側のラダープログラムでHOLDフラグ
＝ONとしていても HOLDフラグ＝OFFの状態のデータがマスタ側へ伝送されることがあ
ります。従って、マスタ側でHOLDフラグを使用したピークボトムホールドデータを収集す
る場合、この伝送遅延時間を考慮して HOLD フラグを ON にした後、一定時間後のピーク
ボトムホールド値を有効とするようなラダープログラムを組むようにしてください。

ON OFF

ホールド値

前回値

HOLDフラグ

HOLD機能スタート HOLD機能ストップ

アナログ入力値
今回のBottom値で
更新されます

ボトムホールド値
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DeviceNet コンフィグレータによる設定方法
①「通常画面」で設定対象のアナログスレーブのアイコンをダブルクリックし、「デバイスパ
ラメータの編集」画面を開きます。（「メンテナンスモード画面」では、右クリック－「パ
ラメータ」－「編集」）

② ピークボトムホールド機能を設定したいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「ピー
クボトムホールド」をチェックします。

③ HOLDフラグ（出力）の割付はデフォルトコネクションパスの設定にて行います。「全般」
タブの「デフォルトコネクションパス（出力）」のプルダウンリストより「Holding Value」
を選択します。

④「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックして、ユニットをリセット
します。

⑤ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。
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■トップバレーホールド機能
アナログ入力値の山の頂上（Top）、谷の底（Valley）の値を保持する機能です。
ヒステリシス値の2倍以上のアナログ値のアップダウンをモニタし、Top（山）またはValley
（谷）の値を保持します。「Top値」あるいは「Valley 値」と同時に「Top ／ Valley 検出タ
イミングフラグ」を割付け、ホールドしたタイミングを確認することができます。
本機能はOUTエリアに割付けられたHOLDフラグ（出力）のビットがONになった時点で
HOLD機能がスタートし、OFFになるまでの間「Top 値」または「Valley 値」が次々に更
新されます。（HOLD フラグが OFF すると、最後の値が保持されますが、次に HOLD フラ
グがONとなり、TopまたはValley が現れた時点でHOLD値は初期化されます。）
また「アナログデータ」に割付けた「Top値」、「Valley 値」はコンパレート機能で比較判定
することもできます。（コンパレート機能参照）

バレーホールドの動作例

注 1：HOLD フラグをマスタ側のラダープログラム上で ON（または OFF）にしてから スレー
ブ側に実際に送られるまでネットワーク上の伝送遅延時間が発生します。このため、PLC
本体の電源立上げ時の１回目のアナログデータは、マスタ側のラダープログラムでHOLD
フラグ＝ONとしていても HOLDフラグ＝OFFの状態のデータがマスタ側へ伝送される
ことがあります。従って、マスタ側でHOLDフラグを使用したトップバレーホールドデー
タを収集する場合、この伝送遅延時間を考慮して HOLD フラグを ON にした後、一定時
間後のトップバレーホールド値を有効とするようなラダープログラムを組むようにして
ください。 

注 2：「Top／ Valley 検出タイミングフラグ」のON幅は「ワンショット時間」の設定により調
節できます。ワンショット時間の設定はコンフィグレータで行えます。（設定可能範囲は
1～65535ms）

注3：「Top ／ Valley 検出タイミングフラグ」はON中にHOLDフラグがOFF になると、同時
にOFFとなります。

ホールド値

HOLDフラグ

アナログ入力値 バレーホールド値 最後の値が
保持されます

HOLD機能
スタート

HOLD機能
ストップ

ワンショット時間

Top／Valley検出
タイミングフラグ
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DeviceNet コンフィグレータによる設定方法
①「通常画面」で設定対象のアナログスレーブのアイコンをダブルクリックし、「デバイスパ
ラメータの編集」画面を開きます。（「メンテナンスモード画面」では、右クリック－「パ
ラメータ」－「編集」）

② トップバレーホールド機能を設定したいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「トッ
プバレーホールド」をチェックします。

③ HOLDフラグ（出力）の割付けはデフォルトコネクションパスの設定にて行います。「全
般」タブの「デフォルトコネクションパス（出力）」のプルダウンリストより「Holding
Value」を選択します。

④「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックして、ユニットをリセット
します。
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ヒステリシスの設定
アナログ入力値の小さな変動によって Top（山）またはValley（谷）を検知しないようにヒ
ステリシス値をコンフィグレータにより設定することができます。従って、データのホール
ドタイミングは図のように実際の山の頂上から遅れます。

データ設定の詳細タイミング

DeviceNet コンフィグレータによるヒステリシスの設定
①「機能選択」内にある「トップバレーホールド」タブの「Hysteresis」に任意のヒステリ
シス値を入力します。

② 「全般」タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックして、
ユニットをリセットします。

③ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。

トップバレーホールド機能の「Hysteresis」の値はコンパレータ機能の「Hysteresis」の
値と連動しています。

アナログ入力値

バレーホールド値

Top／Valley検出
タイミングフラグ

遅れ

設定ヒステリシス値×2
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ワンショット時間の設定
①「機能選択」内の「トップバレーホールド」タブの「SHOT Off Delay」に任意の値を入
力します。

② 「全般」タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックして、
ユニットをリセットします。

③ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。
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■変化率演算機能
アナログ入力値のデータを設定サンプリング周期ごとに変化率を求めることができ、設定サ
ンプリング周期ごとに前回値との差を演算します。サンプリング周期はデフォルトでは
100msに設定されていますが、形式により、サンプリング周期の設定範囲は異なります。

サンプリング周期を小さく設定すると、小さな変化に対しても変化率は敏感に反応します。
アナログ値に細かい揺れがある場合、サンプリング周期が揺れの周期よりも短いと、揺れ
自体を変化率として拾ってしまいます。このような場合はサンプリング周期を長めに設定
する「移動平均処理機能」を使用してください。

形式 サンプリング周期の設定範囲

形DRT2-AD04 10～ 65530ms（10ms単位）

形DRT2-AD04H 250～ 65500ms（250ms単位）

0

アナログ入力値

変換率

アナログデータ

微分データ

時間

アナログ値の揺れ

とりたい傾き

サンプリング周期が短い サンプリング周期が長い
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DeviceNet コンフィグレータによる設定方法
①「通常画面」で設定対象のアナログスレーブのアイコンをダブルクリックし、「デバイスパ
ラメータの編集」画面を開きます。（「メンテナンスモード画面」では、右クリック－「パ
ラメータ」－「編集」）

② 変化率演算機能を設定したいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「変化率」をチェッ
クします。

③ サンプリング周期の設定は「変化率」タブの「Sampling Rate」に任意の値を入力します。

④ 「全般」タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックして、
ユニットをリセットします。

⑤ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。
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■コンパレート機能
スレーブ内に上上限値、上限値、下下限値、下限値を設定しておき、設定範囲を超えた場合
に判定フラグがONする機能です。
設定値には「上上限値（HH）」、「上限値（H）」、「下下限値（LL）」、「下限値（L）」の4種類
があり、「アナログデータ 1」に対して比較演算することができます。（ただし、「アナログ
データ 2」に対しては行えません。）各設定値を超えた場合には「アナログステータスフラ
グ」内のコンパレート結果のビットがONします。警報が出ていない場合は正常フラグ（Pass
信号）がONします。

変換サイクルよりも早く入力アナログ値が変化した場合、下限警報から正常フラグ（Pass
信号）が ON せずに上限警報が ON する場合があります。ラダープログラムを組む場合に
はご注意ください。

ヒステリシスの設定
コンパレート結果フラグは図のようにヒステリシス幅を下回った（上限／上上限警報時）ま
たは上回った（下限／下下限警報時）ときOFFします。閾値近辺でアナログ値が揺れてON
／OFFを繰返すような場合、ヒステリシスを設定するとフラグの動作が安定します。

上上限(HH)

上限(H)

下限（L）

下下限（LL）

上上限警報

上限警報

正常フラグ
（Pass信号）

下限警報

下下限警報

設定値

コンパレータ結果
（アナログステータスフラグ内）
のビットON/OFF

上上限設定値
または
上限設定値

上上限警報フラグ
または
上限警報フラグ

下下限設定値
または
下限設定値

下下限警報フラグ
または
下限警報フラグ

ヒステリシス幅

ヒステリシス幅
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OFFディレー機能
コンパレート結果フラグがOFF となるまでの時間を延ばして調節することができます。たと
え、ONが一瞬の場合でもOFF ディレーを設定しておくと、マスタ局でフラグを確実にとら
えることができます。

DeviceNet コンフィグレータによる設定方法
①「通常画面」で設定対象のアナログスレーブのアイコンをダブルクリックし、「デバイスパ
ラメータの編集」画面を開きます。（「メンテナンスモード画面」では、右クリック－「パ
ラメータ」－「編集」）

② コンパレート機能を設定したいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「コンパレート
機能」をチェックします。

上上限設定値

上上限警報フラグ

OFFディレー

ヒステリシス幅
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③「コンパレート機能」タブを選択し、それぞれのアラーム値を設定します。下記の設定例
では、「Alarm Trip Point High」（上上限値）の設定を示しています。

④「ヒステリシス値」を設定する場合は「Hysteresis」に任意の値を入力します。

コンパレータ機能の「Hysteresis」の値はトップバレーホールド機能の「Hysteresis」の
値と連動しています。
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⑤「OFFディレー機能」を設定する場合は「Comparator Off Delay」に任意の値を入力し
ます。

⑥ 「全般」タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックして、
ユニットをリセットします。

⑦ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。
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■断線検知機能
AD変換点数の設定で有効となっているチャネルのアナログ入力配線（電圧入力、電流入力）
が断線している場合、チャネルごとの断線検知フラグがONとなります。断線検知フラグは
「アナログステータスフラグ」の中に含まれます。
断線検知機能が働くと、AD変換データは7FFF Hex となります。入力が再び変換できる範
囲に戻ると、断線検知機能は自動的に解除され、通常の変換データに戻ります。
本機能は入力レンジが「1 ～ 5V」または、「4 ～ 20mA」のみ有効となります。断線を検
知する条件は「1～5V」に設定されている場合は0.76V以下（6％以下）、「4～20mA」
に設定されている場合は3.04mA以下で断線検知と判断します。

■ユーザー校正機能
本機能は入力機器の特性や接続方法などにより、入力電圧や電流にずれが生じるような場合
に「ずれ」を補正し、入力を調整することができる機能です。下図のように0％および100
％の 2点で変換直線を補正します。

調整可能範囲は次のとおりです。

変換データ

電圧／電流

調整前

調整後

0%
100%

レンジ 下限 上限

0～5V －0.25～＋0.25V 4.75～ 5.25V

1～ 5V 0.8 ～ 1.2V 4.8 ～ 5.2V

0～ 10V － 0.5 ～＋0.5V 9.5 ～ 10.5V

±10V － 11～－9.0V 9.0 ～ 11V

4～ 20mA 3.2 ～ 4.8mA 19.2 ～ 20.8ｍA

0～ 20mA －1.0 ～ 1.0mA 19～ 21mA
7-75



7-4 アナログ入力ターミナル

ア
ナ
ロ
グ
ス
レ
l
ブ

　７
DeviceNet コンフィグレータによる設定方法
①「通常画面」で設定対象のアナログスレーブのアイコンをダブルクリックし、「デバイスパ
ラメータの編集」画面を開きます。（「メンテナンスモード画面」では、右クリック－「パ
ラメータ」－「編集」）

② 校正したいチャネルのタブを選択し、「校正」ボタンをクリックします。（このとき、入力
レンジはあらかじめ設定しておきます。）

③ ユニットの入力端子に接続機器から100%に相当する電圧（または電流）を入力します。
④「上限校正値書込」ボタンをクリックし、校正値の書込を行います。

⑤ ユニットの入力端子に接続機器から0%に相当する電圧（または電流）を入力します。
⑥ 上限値同様、「下限校正値書込」ボタンをクリックし、校正値の書込を行います。

⑦ 一度、設定した補正値をデフォルトに戻したい場合は「出荷時設定に戻す」ボタンをク
リックします。

⑧「ユーザー校正」画面を閉じ、 「全般」タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リ
セット」ボタンをクリックして、ユニットをリセットします。

⑨ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。
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■積分機能
本機能はアナログ入力値の時間積分を演算する機能です。単位は「時間」（カウント ×時間）
または「分」（カウント ×分）のどちらかを選択することができます。カウントはスケーリン
グ後の工業単位です。
例えば、100.0（カウント ×時間）は「100カウント相当のアナログ値が1時間続いた量」
を意味します。4バイト（2CH）のエリアで、カウント ×時間、またはカウント ×分の数値
範囲は－ 214,748,364.8 ～ +214,748,364.7 です。データは 0.1 単位でコンフィグ
レータに表示されます。
またユニット内に監視値を設定することができ、積分値が監視設定値を超えた場合、汎用ス
テータスフラグの「積分値監視ビット」がONします。

*1積分の分割幅は次のとおりです。
形DRT2-AD04

形DRT2-AD04H

単位 分割幅

時間 3.6秒（1／1000時間）

分 60ms（1／ 1000分）

単位 分割幅

時間 15秒（1／240時間）

分 250ms（1／240分）

アナログ入力値 積分値
（カウント×時間、またはカウント×分）

時間 t

分割幅*1
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DeviceNet コンフィグレータによる設定方法
①「通常画面」で設定対象のアナログスレーブのアイコンをダブルクリックし、「デバイスパ
ラメータの編集」画面を開きます。（「メンテナンスモード画面」では、右クリック－「パ
ラメータ」－「編集」）

② 積分機能を設定したいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「積分カウント」をチェッ
クします。

③ 単位の設定を行う場合は「積分カウント」タブの「Cumulated Timer」で、プルダウン
リストから「時間」か「分」を選択します。
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④ 監視値の設定を行う場合は「積分カウント」タブの「Threshold Cumulated Counter」
に任意の設定値を入力します。

⑤ 「全般」タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックして、
ユニットをリセットします。

⑥ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。
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■ラストメンテナンスデイト機能
本機能はメンテナンスした日時をユニット、接続機器個別にユニット内に書込むことができ
ます。これにより次回メンテナンス時の判断が容易に行えます。コンフィグレータにより書
込可能です。

DeviceNet コンフィグレータによる設定方法
ユニット自体のラストメンテナンスデイトを設定する場合
①「通常画面」で設定対象のアナログスレーブのアイコンをダブルクリックし、「デバイスパ
ラメータの編集」画面を開きます。（「メンテナンスモード画面」では、右クリック－「パ
ラメータ」－「編集」）

② 「全般」タブを選択し、「最終メンテナンス日」のプルダウンリストから、任意の日付を
選択します。（今日の日付を入れたい場合は一番下の「今日」をクリックすると今日の日
付が選択されます。）

③「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックして、ユニットをリセット
します。

④ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。
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接続機器のラストメンテナンスデイトを設定する場合
①「通常画面」で設定対象のアナログスレーブのアイコンをダブルクリックし、「デバイスパ
ラメータの編集」画面を開きます。（「メンテナンスモード画面」では、右クリック－「パ
ラメータ」－「編集」）

② ラストメンテナンスデイトを設定したい接続機器が接続されているチャネルのタブを選
択し、「最終メンテナンス日」のプルダウンリストから、任意の日付を選択します。（今日
の日付を入れたい場合は一番下の「今日」をクリックすると今日の日付が選択されます。）

③ 「全般」タブに戻り、「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックして、
ユニットをリセットします。

④ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。
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変換サイクルの計算（形DRT2-AD04 のみ）
AD 変換点数を設定することにより、変換サイクルを速めることが可能ですが、各種演算機
能を使用することにより、変換サイクルタイムは異なってきます。
正確な変換サイクルタイムを求めたい場合は以下の表と計算式を参考に算出してください。

計算式
AD変換サイクルタイム＝ADベース変換時間＋Σ（機能別加算時間）

ADベース変換時間（単位：ms）

注：DeviceNet の通信サイクルは4msとする。

機能別加算時間（単位：ms）

計算例
3 点使用時、1、2CH は「スケーリング機能」を使用、3CH は「積分機能」を使用した場
合のAD変換サイクルタイムのMax 値は以下の計算式で求められます。

計算式　3.21＋ 0.055×2＋ 0.035＝ 3.355ms

形DRT2-AD04Hの場合は、すべての機能を使用した場合でも変換サイクルは250ms内で
処理されます。

ADベース変換時間 ＝ 演算機能を全く使用しない場合のサイクルタイム。変換点数1～4に
よりそれぞれ違う値になる。

機能別加算時間　　＝ 演算機能を使用している場合に発生する加算時間。

1点 2点 3点 4点

Max 1.66 2.42 3.21 3.82

Min 0.68 0.81 1.47 2.03

Average 0.88 1.60 2.32 3.07

機能名称 1点あたりの加算時間

移動平均処理機能 0.045

スケーリング機能 0.055

ピークボトムホールド機能 0.025

トップバレーホールド機能 0.070 

コンパレート機能 0.065

変化率演算機能 0.030 

積分機能 0.035
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7-5 アナログ出力ターミナル

アナログ出力ターミナル

■一般仕様
項目 仕様

形式 形DRT2-DA02

通信電源電圧 DC11～25V（通信コネクタより供給）

消費電流 120mA以下（DC24V時）
220mA以下（DC11V時）

耐ノイズ性 IEC61000-4-4 に準拠　2.0kV　（電源ライン）

耐振動 10～ 150Hz　複振幅0.7mm

耐衝撃 150 m/s2

耐電圧 通信部－アナログ回路間　AC500V　1分間  検出電流1mA

使用周囲温度 －10～55℃（ただし、氷結、結露のないこと）

使用周囲湿度 相対湿度　25～ 85％

使用周囲雰囲気 腐食性ガスのないこと

保存周囲温度 －20～＋65℃

取付方法 DIN35mmレール取付

取付強度 50N
10N（レール方向）

ネジの締付トルク M3（電源、I/O端子）：0.5N ･ m

質量 150g以下
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■性能仕様

■各部の名称と機能

項目
仕様

電圧出力 電流出力

出力点数 2点（出力0、1）

出力種別

0～5V
1～ 5V
0～ 10V
－ 10～ 10V

0～20mA
4～20mA

出力レンジ設定方法
・ディップスイッチによる設定：出力0、1個別

・コンフィグレータによる設定：出力0、1個別

外部出力許容負荷抵抗 1kΩ以上 600Ω以下

分解能 1／6000（フルスケール）

総
合
精
度

25℃ ±0.4％FS ±0.4％FS

－ 10～＋55℃ ±0.8％FS ±0.8％FS

変換時間 2ms／2点

DA変換データ

±10V以外　フルスケール：0000Hex ～ 1770Hex　（0～ 6000）
±10V    　   フルスケール：F448Hex ～ 0BB8Hex
　　　　　　　　　　　　  （－ 3000～＋3000）
DA変換の範囲はレンジの ±5％FS

絶縁方式 フォトカプラ絶縁（出力と通信ライン間）
ただし、各出力信号間は非絶縁

I/O接続方法 端子台接続

付属品 なし

脱着式端子台

通信コネクタ

ロータリスイッチ

DeviceNet表示部
ディップスイッチ

ノードアドレスを設定します。

出力レンジを設定します。
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■出力レンジの設定

ディップスイッチでの設定
出力レンジの設定はディップスイッチ、またはコンフィグレータにより行います。

各スイッチの設定内容は以下のとおりです。

ディップスイッチにより設定する場合は必ずSW8はONにしてください。OFF にすると
ディップスイッチの設定は反映されません。
ディップスイッチの設定は電源投入時に読込みます。

出力レンジ設定
出力0のレンジ

出力1のレンジ

SW名 設定 仕様

SW1

出力ターミナル：出力レンジ0の設定 出荷時設定はすべてOFFSW2

SW3

SW4

出力ターミナル：出力レンジ1の共通設定 出荷時設定はすべてOFFSW5

SW6

SW7 DA変換データ形式の設定 ON：符号付きバイナリ
OFF：2の補数

SW8 レンジの設定方法
OFF：コンフィグレータによる設定
ON：ディップスイッチによる設定
出荷時設定はOFF

出力レンジ SW1 SW2 SW3

0～ 5V OFF OFF OFF

1～ 5V ON OFF OFF

0～ 10V OFF ON OFF

－ 10～＋10V ON ON OFF

4～ 20mA OFF OFF ON

0～ 20mA ON OFF ON

1 2 3 5 6 7 84

出力レンジ SW4 SW5 SW6

0～ 5V OFF OFF OFF

1～ 5V ON OFF OFF

0～ 10V OFF ON OFF

－ 10～＋10V ON ON OFF
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DeviceNet コンフィグレータによる設定
コンフィグレータにより、チャネルごとに出力レンジの設定を行います。
以下に設定方法を示します。

①「通常画面」で設定対象のアナログスレーブをダブルクリックし、「デバイスパラメータの
編集」画面を開きます。（「メンテナンスモード画面」では、右クリック－「パラメータ」
－「編集」）

② レンジを変更したいチャネルのタブを選択します。
③ 出力レンジをクリックし、設定します。

④ 「全般」タブに戻り「ダウンロード」を実行した後 、「リセット」をクリックしてユニッ
トをリセットします。

⑤ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。

4～20mA OFF OFF ON

0～ 20mA ON OFF ON

出力レンジ SW4 SW5 SW6
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内部回路

配線
電圧出力か電流出力かによって、配線する端子が以下のように異なります。

V +
I +

アナログGND

出力0と出力1の－端子は内部で接続されています。

外部
機器

出力0電圧出力時 出力1電流出力時

NC

I0
＋

V1
＋

I1
＋

1
－NC

V0
＋

0
－ NC

NC

外部
機器

注： 電圧、電流の各出力レンジ（信号）は、ディップスイッチ設定、
    またはコンフィグレータの設定によります。
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■出力レンジと変換データ
出力されたデジタル値は、出力レンジによって次のようにアナログデータに変換されます。
出力範囲を超えた場合、DA変換データは上限値、または下限値で固定されます。

0 ～ 5V時
0000～ 1770 Hex（0～ 6000）が0～ 5Vの電圧に対応します。
出力範囲は－0.25～＋ 5.25Vです。

1 ～ 5V時
0000～ 1770 Hex（0～ 6000）が1～ 5Vの電圧に対応します。
出力範囲は0.8 ～ 5.2Vです。

0 ～ 10V 時
0000～ 1770 Hex（0～ 6000）が0～ 10Vの電圧に対応します。
出力範囲は－0.5 ～＋ 10.5Vです。

FED4(-300)
189C
(6300)

1770
(6000)0000(0)

0V

-0.25V

5.25V
5V

8000

7FFF

変換データ
16進数（10進数）

電圧

  FED4
  (-300)

189C
(6300)

1770
(6000)

0000(0)

1V

0V
0.8V

5.2V
5V

8000 7FFF

変換データ
16進数（10進数）

電圧

FED4(-300)
189C
(6300)

1770
(6000)0000(0)

0V

-0.5V

10.5V
10V

8000

7FFF
変換データ
16進数（10進数）

電圧
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－ 10 ～＋ 10V時
F448～ 0BB8 Hex（－ 3000～＋3000）が－10～＋10Vの電圧に対応します。
出力範囲は－11～＋11Vです。
負電圧は2の補数（16ビット）で指定します。

4 ～ 20mA時
0000～ 1770 Hex（0～ 6000）が 4～ 20mAの電流に対応します。
出力範囲は3.2 ～ 20.8mAです。

0 ～ 20mA時
0000～ 1770 Hex（0～ 6000）が 0～ 20mAの電圧に対応します。
出力範囲は0～21mAです。

■DA変換データ
マスタではDA変換データを次のように出力してください。

負電圧を出力するときは、DA変換データを 2の補数で指定してください。なお、絶対値か
ら2の補数を得るには、NEG命令を使用すると便利です。SW7をご使用の場合は、DA変
換データは符号付きバイナリで表現されます。

F31C
(-3300)

F448
(-3000)

0CE4
(3300)

0BB8
(3000)

0000(0)
0V

11V
10V

-10V
-11V

8000

7FFF

変換データ
16進数（10進数）

電圧

  FED4
  (-300)

189C
(6300)

1770
(6000)

0000(0)

4mA

0mA
3.2mA

20.8mA
20mA

8000 7FFF
変換データ
16進数（10進数）

電流

189C
(6300)

1770
(6000)

0000(0)
0mA

21mA
20mA

FFFF 7FFF

変換データ
16進数（10進数）

電流

3 02 146 57810 9111214 1315

先頭     CH

先頭+1 CH

出力0　DA変換データ

出力1　DA変換データ

接点
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■外形寸法

MSMS NSNS

×1×1

ONON
1 2 3 4 5 6 7 81 2 3 4 5 6 7 8

×10×10

NODE  ADDRESSNODE  ADDRESS

115

3.
1

50

49.7 （mm）
29.9

43.9
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各 I/Oデータと割付方法

■マスタへの I/Oデータの割付方法
アナログ出力ターミナルは出力データと入力データ（汎用ステータスフラグ）を1種類ずつ
持っています。データをマスタに割付ける方法は以下の3つがあります。
1． 出力アナログ値のみ（デフォルトの I/Oデータ）をマスタに割付ける。
2． I/O データを選択して割付ける。
3． I/O データを自由に選択して割付ける。

1． 出力アナログ値のみ（デフォルトの I/Oデータ）を割付ける場合
アナログ出力ターミナルをデフォルトの設定で使用すると、アナログ出力値のみが I/O デー
タとして、マスタ局に割付きます。マスタのOUTエリアに2CH（4バイト分）のデータが
割付きます。
コンフィグレータを使用すれば任意のアドレスに上記データを割付けることもできます。（自
由割付）

2． I/O データを選択して割付ける場合
各種演算処理されたデータから選択した「アナログデータ」と、ステータスフラグ（入力）
をマスタ局に割付けることができます。
コンフィグレータでの設定により、プルダウンリストから選択することができます。

15 8 7 0

出力0のアナログ出力値

出力1のアナログ出力値
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以下にコンフィグレータによる割付方法を示します。

DeviceNet コンフィグレータによる設定
①「通常画面」で設定対象のアナログスレーブのアイコンをダブルクリックし、「デバイスパ
ラメータの編集」画面を開きます。（「メンテナンスモード画面」では、右クリック－「パ
ラメータ」－「編集」）

②「全般」タブを選択し、「デフォルトコネクションパス（出力）」のプルダウンリストの中
から「Analog Data」を選択します。「ステータスフラグ」を同時に割付ける場合は「デ
フォルトコネクションパス（入力）」より、「Generic Status」を選択します。

③　「ダウンロード」を実行した後 、「リセット」をクリックしてユニットをリセットします。
④　最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。
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3． I/O データを自由に選択して割付ける（I/Oデータの組合わせ自由）
各種演算処理されたデータから選択した「アナログデータ」とステータスフラグを自由に選
択してマスタ局に割付けます。
コンフィグレータでの設定により、マスタ局に自由な組合わせでデータを割付けることがで
きます。
ただし、この方法は CS ／ CJ DeviceNet ユニットをマスタとして使用している場合に限
ります。
以下にコンフィグレータによる割付方法を示します。

マスタでの設定が優先されるため、スレーブの「デフォルトコネクションパス」の設定は不
要です。

DeviceNet コンフィグレータによる設定
① I/O 割付を行うマスタユニットのアイコンをダブルクリックし、「デバイスパラメータの編
集」画面を開きます。（「メンテナンスモード画面」では、右クリック－「パラメータ」－
「編集」）
②「マスタ全般」タブを選択し、対象のアナログスレーブを選択して、「詳細設定」ボタンを
クリックします。
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③「コネクション」タブにて、「コネクションユーザ設定」をチェックします。「Poll コネク
ションを使用」チェックボックスにチェックを入れ、OUT の「コネクションパス」のプ
ルダウンリストから「Analog Data」を選択します。同様に「Bit-Strobe コネクション
を使用」にチェックを入れ、INの「コネクションパス」のプルダウンリストから「Generic
Status」を選択します。

④「OK」ボタンをクリックします。
⑤「マスタ I/O 割付（IN／ OUT）」タブにて、I/O 割付を編集します。
対象スマートスレーブを選択し、「編集」ボタンをクリックして「I/O 割付の編集」画面
を表示します。
下図の設定例は「マスタ I/O 割付（OUT）」タブにより、アナログデータの割付を行って
います。（「メモリブロック：1」「割付チャネル：3202」に割付）
「マスタ I/O割付 （IN）」もステータスフラグの割付を同じ要領で設定します。
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⑥「OK」ボタンをクリックして、以下の画面で正しく割付けられているかを確認します。

⑦「マスタ全般」タブに戻り、「ダウンロード」を実行します。
⑧ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。
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■各 I/Oデータ（パターン）の説明

アナログ出力データ（Instance 192）
2CH（4バイト分）の出力データがマスタに割付きます。
マスタ局に割付けたときのデータフォーマットは次のとおりです。データは2の補数形式で
割付きます。

汎用ステータスフラグ（Instance 121）
メンテナンス情報のフラグ（ネットワーク電源電圧監視フラグ、本体通電時間監視フラグ、
アナログ積算値監視フラグ）を見たい場合に割付けます。マスタ局に割付けたときのデータ
フォーマットは次のとおりです。（入力1バイト）

各ビットの内容は以下のとおりです。

マスタの下位バイトを先頭に割付けられた場合は以下のように割付きます。

15 0

出力0のアナログ出力データ

出力1のアナログ出力データ

7ビット 6ビット 5ビット 4ビット 3ビット 2ビット 1ビット 0ビット

0 0 MRF CCW RHW NPW 0 0

Bit 略称 名称 説明

0 － － 未サポート（0固定）

1 － － 未サポート（0固定）

2 NPW ネットワーク電源電圧監視フラグ ネットワーク電源が監視設定値を下
回っている間ONします。

3 RHW 本体通電時間監視フラグ ユニット本体通電時間が監視設定値
を上回ったらONします。

4 CCW アナログ積算値監視フラグ
出力0、1のいずれかのアナログ積
算値が監視設定値をオーバした場合
ONします。

5 MRF ユニットエラー
ユニットで発生したエラーにより、
アナログ変換が停止しているときに
ONします。

6 － － 未サポート（0固定）

7 － － 未サポート（0固定）

CH 15 8 7 0

+1 汎用ステータスフラグ
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各機能の説明と設定方法

■スケーリング機能
デフォルトでは、0 ～ 6000 カウントにスケーリングされた出力アナログ値が出力レンジ
（信号）にDA変換されます。この機能を使うことにより、出力レンジ（信号）に対応するス
ケーリングの値をユーザで取扱う任意の値（工業単位の値）に変更することができます。こ
のスケーリング機能を使用することにより、マスタ局でのラダープログラム上の演算処理を
省くことができます。スケーリング機能には次の2つがあります。

デフォルトスケーリング
出力アナログ値を電圧、電流値に変換します。単位は（ｍV）または（μA）となります。デ
フォルトスケーリングを選択すると、各レンジによって次のようにスケーリングされます。

ユーザスケーリング
出力アナログ値をユーザ任意の値にスケーリングします。100％、0％のときの変換値をコ
ンフィグレータにより設定します。

注：0%スケーリング値＞100%スケーリング値とすること（逆スケーリング）も可能です。

出力レンジ 0～5V 0～10V 1～ 5V ±10V 0～ 20mA 4～ 20mA

100% 5000mV 10000mV 5000mV ＋ 10000mV 20000μA 20000μA

0% 0000mV 0000mV 1000mV － 10000mV 0000μA 4000μA

出力レンジ 0～5V 0～10V 1～ 5V ±10V 0～ 20mA 4～ 20mA

100% コンフィグレータで設定（－28000～＋28000）

0% コンフィグレータで設定（ー28000～＋28000）

スケーリング値

100%時の値をユーザで設定
（スケーリングポイント2）

0%時の値をユーザで設定
（スケーリングポイント1）

出力変換

出力レンジ（信号）

0% 100%
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オフセット補正
本機能はスケーリング時の誤差を補正することができます。下図のようにスケーリングした
直線を誤差の分だけ加算して演算します。オフセット（誤差）の値は ±28000 の範囲で入
力可能ですが、スケーリング直線がアンダフロー、オーバフローするような設定をした場合
100%（または0%）の出力を行えない場合がありますのでご注意ください。 上限は7FFE
Hex、下限は8000 Hex です。
注：デフォルトスケーリング使用時でもオフセット値を設定することは可能です。

DeviceNet コンフィグレータによる設定方法
①「通常画面」で設定対象のアナログスレーブのアイコンをダブルクリックし、「デバイスパ
ラメータの編集」画面を開きます。（「メンテナンスモード画面」では、右クリック－「パ
ラメータ」－「編集」）

② スケーリングを行いたいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「スケーリング」を
チェックします。

③ スケーリングタイプを選択します。「スケーリング」タブを選択し、「デフォルトスケーリ
ング」、「ユーザスケーリング」のどちらかを選択します。

上限値

100%スケーリング値

0%スケーリング値

下限値

スケーリング直線

オフセット値
-28000～
+28000

出力レンジ（信号）

7FFFにしても
100%まで出せない

7FFEHex(32766)

8000Hex(-32768)
0% 100%
7-98



7-5 アナログ出力ターミナル

ア
ナ
ロ
グ
ス
レ
l
ブ

 ７
下記の画面では、「ユーザスケーリング」を選択しています。

④「ユーザスケーリング」を選択した場合は、0%時の値を「Scaling point1」に、100%
時の値を「Scaling point2」にそれぞれ設定します。

⑤ オフセット補正機能を使用する場合は、オフセット値を「Scaling Offset」に入力します。
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「デフォルトスケーリング」、「ユーザスケーリング」どちらのタイプでも設定可能です。

⑥ 「全般」タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックして、
ユニットをリセットします。

⑦ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。
7-100



7-5 アナログ出力ターミナル

ア
ナ
ロ
グ
ス
レ
l
ブ

 ７
■ユーザー校正機能
本機能は出力機器の特性や接続方法などにより、最終的な出力量にずれが生じるような場合
に「ずれ」を補正し、出力を調整することができる機能です。下図のように0％および100
％の 2点で変換直線を補正します。

調整可能範囲（－ 5％～ 5%）は次のとおりです。下記の範囲で調整できない場合は出力機
器との接続方法を見直してください。

DeviceNet コンフィグレータによる設定方法
①「通常画面」で設定対象のアナログスレーブのアイコンをダブルクリックし、「デバイスパ
ラメータの編集」画面を開きます。（「メンテナンスモード画面」では、右クリック－「パ
ラメータ」－「編集」）

② 校正したいチャネルのタブを選択し、「校正」ボタンをクリックします。（このとき、出力
レンジはあらかじめ設定しておきます。）

レンジ 下限 上限

0～5V － 0.25～＋ 0.25V 4.75～ 5.25V

1～ 5V 0.8 ～ 1.2V 4.8 ～ 5.2V

0～ 10V － 0.5 ～＋ 0.5V 9.5 ～ 10.5V

±10V － 11～－9.0V 9.0 ～ 11V

4～ 20mA 3.2 ～ 4.8mA 19.2 ～ 20.8ｍA

0～ 20mA 0.2 ～ 1.0mA 19～ 21mA

変換データ

電圧／電流

調整前

調整後

0%
100%
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下限の校正
③ マスタユニットから0％に相当する値を出力します。必ず0%値で校正してください。
④ 下図のように下限校正スライドバーにて、端子から出力しているアナログ値を調節しま
す。出力機器から0%が正しく出力されるように調節を繰返してください。
補正後、「下限校正値書込」ボタンをクリックします。

⑤ 一度設定した補正値をデフォルトに戻したい場合は「出荷時設定に戻す」ボタンをクリッ
クします。

⑥「ユーザー校正」画面を「閉じる」ボタンで閉じ、 「全般」タブに戻り「ダウンロード」を
実行した後、「リセット」ボタンをクリックして、ユニットをリセットします。

⑦ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。
上限の校正
⑧ マスタユニットから出力ユニットの最大値に相当する値を出力します。
100%で校正するのが望ましいですが、必ずしも100%でなくても校正は行えます。

⑨ 下図のように上限校正スライドバーにて、端子から出力しているアナログ値を調節しま
す。出力機器から100%が正しく出力されるように調節を繰返してください。
補正後、「上限校正値書込」ボタンをクリックします。

上限の校正を100%で行っていないと、下限の校正を行う際、ずれが生じますので、出力
ターミナルでは必ず下限の校正を先に行ってください。
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■積分機能
本機能は出力しているアナログ出力値の時間積分を演算する機能です。単位は「時間」（カウ
ント × 時間）または「分」（カウント × 分）のどちらかを選択することができます。カウン
トはスケーリング後の工業単位です。
例えば、100.0（カウント ×時間）は「100カウント相当のアナログ値が1時間続いた量」
を意味します。積分値は2CH（4バイト）のエリアで、カウント ×時間、またはカウント ×
分の数値範囲は－ 214,748,364.8 ～ 214,748,364.7 カウントです。データは 0.1 単
位でコンフィグレータに表示されます。
また、ユニット内に監視値を設定することができ、積分値が監視設定値を超えた場合、汎用
ステータスフラグの「積分値監視ビット」がONします。

*1：積分の分割幅は次のとおりです。

単位 分割幅

時間 3.6秒（1／ 1000時間）

分 60ms（1／ 1000分）

アナログ出力値 積分値
(カウント×時間、またはカウント×分）

時間 t

分割幅*1
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DeviceNet コンフィグレータによる設定方法
①「通常画面」で設定対象のアナログスレーブのアイコンをダブルクリックし、「デバイスパ
ラメータの編集」画面を開きます。（「メンテナンスモード画面」では、右クリック－「パ
ラメータ」－「編集」）

② 積分機能を設定したいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「積分カウント機能」を
チェックします。

③ 単位の設定を行う場合は「積分カウント」タブの「Cumulated Timer」で、プルダウン
リストから「時間」か「分」を選択します。
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④ 監視値の設定を行う場合は「積分カウント」タブの「Threshold Cumulated Counter」
に任意の設定値を入力します。

⑤ 「全般」タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックして、
ユニットをリセットします。

⑥ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。
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■異常時の出力値設定機能
通信異常（タイムアウトおよび Busoff）が発生した場合に出力ユニットの出力値をチャネ
ル単位で設定することができます。出力値の設定は4とおりの設定をコンフィグレータによ
り行えます。

設定パターン

出力レンジと出力値

注 : ノードアドレスの重複、本体の異常の場合は、この設定に関わらず電流出力は0mA、電圧出
力は0Vが出力されます。

Low Limit 出力レンジによって、下表の値を出力します。

High Limit 出力レンジによって、下表の値を出力します。

Hold last state 異常が発生した寸前の値を保持し、出力します。

Zero Count 上位から0を書込んだときの値を出力します。よって、スケーリング機能
をご使用の場合はご注意ください。

出力レンジ Low limit High limit Hold last state

0～ 5V － 0.25V 5.25V 保持する

1～5V 0.8V 5.2V 保持する

0～10V －0.5V 10.5V 保持する

±10V － 11V 11V 保持する

4～20mA 3.2ｍA 20.8ｍA 保持する

0～20ｍA 0ｍA 21mA 保持する
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DeviceNet コンフィグレータによる設定方法
①「通常画面」で設定対象のアナログスレーブのアイコンをダブルクリックし、「デバイスパ
ラメータの編集」画面を開きます。（「メンテナンスモード画面」では、右クリック－「パ
ラメータ」－「編集」）

② 異常時の出力値の設定を行いたいチャネルのタブを選択し、「Fault State」のプルダウ
ンリストから任意の項目を選択します。

③ 「全般」タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックして、
ユニットをリセットします。

④ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。
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7-6 温度入力ターミナル

温度入力ターミナル

■一般仕様
項目 仕様

形式 形DRT2-TS04T 形 DRT2-TS04P

入力種類 熱電対入力 測温抵抗体入力

入出力点数 入力4点　マスタ上では入力4CHを占有
（1/100表示モード選択時は8CH占有）

通信電源電圧 DC11～ 25V（通信コネクタより供給）

消費電流 70mA以下（DC24V時）
110mA以下（DC11V時）

耐ノイズ性 IEC61000-4-4 に準拠　2.0kV

耐振動 10～ 150Hz　複振幅0.7mm

耐衝撃 150m/s2

耐電圧 絶縁されている回路間　AC500V

絶縁抵抗 20MΩ以上（初期値）　DC100Vメガ

使用周囲温度 －10～＋55℃（ただし、氷結、結露のないこと）

使用周囲湿度 相対湿度25～85％

使用周囲雰囲気 腐食性ガスのないこと

保存周囲温度 －25～＋65℃

取付方法 DIN35mmレール取付

取付強度 50N　
10N（レール方向）

ネジの締付トルク M3：0.5N ･ m

端子強度 引張り：50N

質量 160g以下 160g以下
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■性能仕様

*1：形DRT2-TS04Pタイプに接続するセンサに流れる電流は0.35mAです。
*2：取付方向、指示精度に関する例外規定があります。下記を参照してください。

項目 仕様

形式 形DRT2-TS04T 形 DRT2-TS04P*1

入力種別

R、S、K1、K2、J1、J2、T、E、B、
N、L1、L2、U、W、PLⅡ切替可
コンフィグレータ設定の場合：入力接点
別に設定可能
ディップスイッチ設定の場合：4点一括
設定

PT、JPT、PT2、JPT2切替可
コンフィグレータ設定の場合：入力接
点別に設定可能
ディップスイッチ設定の場合：4点
一括設定

指示精度

（指示値の ±0.3%と ±1℃の大きい方）
±1ディジット以下 *2
例外規定は以下のとおりです。

入力レンジ－200～ 850℃で使用
の場合：（指示値の ±0.3%と ±0.8
℃の大きい方）±1ディジット以下
入力レンジ－200～ 200℃で使用
の場合：（指示値の ±0.3%と ±0.5
℃の大きい方）±1ディジット以下

変換周期 250ms／ 4点

温度変換データ バイナリデータ（16進4桁、1/100表示の場合は16進 8桁）

絶縁方式 入力と通信ライン間 ：フォトカプラ絶縁
各温度入力信号間 ：フォトカプラ絶縁

入力種別
K1、K2、T、Nの
－100℃以下
U、L1、L2

W

PLⅡ

R、Sの200℃以下
Bの400℃以下

±2℃±1ディジット以下

±2℃±1ディジット以下
±3℃±1ディジット以下

±0.3%と±3℃の大きい方
±1ディジット以下
±0.3%と±2℃の大きい方
±1ディジット以下

規定なし

指示精度
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ユニット部のみ、または端子台部のみ交換した場合の精度規定
形DRT2-TS04Tには端子台に冷接点補償器が付属しているため、ユニット部のみの交換を
行った場合、端子台とユニットの Lot No. およびシリアルNo. が一致していないと、取付方
向により指示精度が異なりますのでご注意ください。それぞれの Lot No. およびシリアル
No. は以下のように製品に貼付けてあるラベルで確認できます。

端子台とユニットのLot No.およびシリアルNo.が一致している場合は取付方向に関わらず
基本性能仕様となりますが、一致していない場合は以下の指示制度となります。

取付方向 指示精度

正面取付① 性能仕様の指示精度通り

下記①以外の取付方向の場合 （指示値の ±0.3%と ±2℃の大きい方）±1ディジット以下。
例外規定は以下のとおりです。

ユニット部のラベル 端子台部のラベル

SER No.
0001

LOT No.
11540

ユニット上面に以下のようなラベルが貼ってあります。 端子台部の左側面に以下のようなラベルが
貼ってあります。

±0.3%と±4℃の大きい方
±1ディジット以下

入力種別
K1、K2、T、Nの－100℃以下 ±3℃±1ディジット以下

±3℃±1ディジット以下

±0.3%と±3℃の大きい方

±4℃±1ディジット以下
規定なし

U、L1、L2
R、Sの200℃以下
Bの400℃以下
W

PLⅡ

指示精度
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■各部の名称と機能（形DRT2-TS04T ／ TS04P 共通）

■入力種別の設定

ディップスイッチでの設定
入力種別の設定はディップスイッチ、またはコンフィグレータにより行います。

各スイッチの設定内容は以下のとおりです。

SW名 説明 仕様

SW1
入力種別（入力レンジ）の選定を
SW1～ SW4の組合わせにて行
います。（次ページの表参照）

SW8=ONの場合のみ有効
出荷時設定はすべてOFF

SW2

SW3

SW4

SW5 温度データの桁数を1/100（小
数点2桁）で表示します。

ON：1/100表示
OFF：通常表示
出荷時設定はOFF

SW6 ℃とﾟＦの表示の切替を行いま
す。

OFF：℃変換
ON：ﾟＦ変換
出荷時設定はOFF

SW7

温度データの桁数を「DRT1互換
用1/100表示モード」により
1/100（小数点2桁）で表示し
ます。

ON：1/100表示
OFF：未使用
SW7がONの場合はSW5の設定がON／OFFに
関わらず「DRT1互換用1/100表示モード」で
1/100表示します。
出荷時設定はOFF

通信コネクタ

DeviceNet表示部

ロータリスイッチ
ノードアドレスを設定します。

ディップスイッチ
入力レンジを設定します。

冷接点補償器（DRT2-TS04Tのみ）
入力温度を補正します。
触れたり、はずしたりしないでください。

脱着式端子台
DRT2-TS04Tは取付方向、指示精度に関する例外規定があります。
詳細は「温度入力ターミナル」の性能仕様を参照ください。

1 2 3 5 6 7 84
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形DRT2-TS04T

*：正しく設定されていない場合はMSが赤点滅し動作しません。再設定後、電源リセットしてく
ださい。

形DRT2-TS04P

*：正しく設定されていない場合はMSが赤点滅し動作しません。再設定後、電源リセットしてく
ださい。

ディップスイッチにより設定する場合は必ずSW8をONにしてください。OFFになってい
るとディップスイッチの設定は無効となります。
ディップスイッチの設定は電源投入時に読込みます。
1/100表示切替、℃／ﾟＦ表示切替を入力接点ごとに設定することはできません。

SW8

入力種別の設定方法の選択を行い
ます。
ディップスイッチによる設定の場
合は全点同じ入力種別となりま
す。
接点ごとに入力種別を設定したい
場合は、コンフィグレータによる
設定を行ってください。

OFF：コンフィグレータによる設定
ON：ディップスイッチによる設定
*「コンフィグレータによる設定」時はディップス
  イッチの設定は無効です。 
* 出荷時設定はOFF

SW1 SW2 SW3 SW4 入力種別

OFF OFF OFF OFF R

ON OFF OFF OFF S

OFF ON OFF OFF K1

ON ON OFF OFF K2

OFF OFF ON OFF J1

ON OFF ON OFF J2

OFF ON ON OFF T

ON ON ON OFF E

OFF OFF OFF ON L1

ON OFF OFF ON L2

OFF ON OFF ON U

ON ON OFF ON N

OFF OFF ON ON W

ON OFF ON ON B

OFF ON ON ON PLⅡ

ON ON ON ON 設定不可

SW1 SW2 SW3 SW4 入力種別

OFF OFF

OFF 固定

PT

ON OFF JPT

OFF ON PT2

ON ON JPT2

SW名 説明 仕様
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ディップスイッチで、表示モードを「1/100表示」に設定している場合（SW5=ON）は、
コンフィグレータによるコネクションパスの設定も必ず行ってください。（7-117 ページ
の「温度入力ターミナルの表示モード」参照）
コンフィグレータによるコネクションパスの設定で I/O データに「1/100 display」を選
択していない場合は、温度データは0となります。

DRT1シリーズ温度入力ターミナル（DRT1-TS04Ｔ／P）からの置換えで本スレーブの表
示桁数切替（1/100表示）を使用する場合は下表を参照し、設定を行ってください。

DeviceNet コンフィグレータによる設定
コンフィグレータにより、チャネルごとに入力種別の設定を行います。
以下に設定方法を示します。

①「通常画面」で設定対象のスレーブをダブルクリックし、「デバイスパラメータの編集」画
面を開きます。（「メンテナンスモード画面」では、右クリック－「パラメータ」－「編集」）

② センサの設定を行いたいチャネルのタブを選択します
③ プルダウンリストより任意のセンサをクリックし、センサを選択します。

④ 「全般」タブに戻り、「ダウンロード」を実行した後 、「リセット」をクリックしてユニッ
トをリセットします。

⑤ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。

SW7 SW5 説明

OFF OFF 通常表示

OFF ON 1/100表示

ON 未使用 DRT1互換モードによる1/100表示
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■入力種別のレンジ
ディップスイッチ、またはコンフィグレータにより入力種別の設定を行います。

形DRT2-TS04T

形 DRT2-TS04P

*：上表の範囲は、精度保証範囲です。

仕様 入力種別 レンジ（℃） レンジ（ﾟＦ）

R R 0～1700 0～ 3000

S S 0～ 1700 0～ 3000

K
K1 － 200～ 1300 － 300～ 2300

K2 0.0 ～ 500.0 0.0 ～ 900.0

J
J1 － 100～ 850 － 100～ 1500

J2 0.0 ～ 400.0 0.0 ～ 750.0

T T － 200.0 ～ 400.0 － 300.0 ～ 700.0

E E 0～ 600 0～ 1100

L
L1 － 100～ 850 － 100～ 1500

L2 0.0 ～ 400.0 0.0 ～ 750.0

U U － 200.0 ～ 400.0 － 300.0 ～ 700.0

N N － 200～ 1300 － 300～ 2300

W W 0～2300 0～ 4100

B B 100～ 1800 300～ 3200

PL Ⅱ PLⅡ 0～1300 0～ 2300

仕様 入力種別 レンジ（℃） レンジ（ﾟＦ）

Pt100 PT － 200.0 ～ 850.0 － 300.0 ～ 1500.0

JPt100 JPT － 200.0 ～ 650.0 － 300.0 ～ 1200.0

Pt100 PT2 － 200.0 ～ 200.0 － 300.0 ～ 380.0

JPt100 JPT2 － 200.0 ～ 200.0 － 300.0 ～ 380.0
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■温度変換可能範囲
変換可能なデータ範囲は選択するセンサによって以下のようになります。

形DRT2-TS04T

*： 表示範囲を超えて断線が検知されるまでの間の表示データは、表示範囲両端で固定とします。
*： 断線を検知した場合の表示データは、「7FFF」となります。（1/100表示時は7FFFFFFF）

形DRT2-TS04P

急激な温度変化があった場合、製品内部に結露が発生し、正常な指示値を示さなくなります
のでご注意ください。
結露が発生した場合は、一定温度で1時間ほど放置してから使用してください。

 入力温度が変換可能な範囲を超えた場合、温度データは上限値または下限値で固定されま
す。入力温度がある一定値以上変換可能な範囲から外れると、入力配線が断線したものと
判断され、断線検知機能が働いて温度データは7FFF Hex となります。また、冷接点補償
器に異常がある場合にも、断線検知機能が働きます。
入力温度が、変換可能な範囲に戻ると、断線検知機能は自動的に解除され、通常の変換デー
タに戻ります。

種別 ℃ 表示 ﾟＦ 表示

R －20～ 1720 FFEC～ 06B8 － 20～3020 FFEC～ 0BCC

S － 20～ 1720 FFEC～ 06B8 － 20～3020 FFEC～ 0BCC

K1 － 220～ 1320 FF24～ 0528 － 320～ 2320 FEC0～ 0910

K2 － 20.0 ～ 520.0 FF38～ 1450 － 20.0 ～ 920.0 FF38～ 23F0

J1 － 120～ 870 FF88～ 0366 － 120～ 1520 FF88～ 05F0

J2 － 20.0 ～ 420.0 FF38～ 1068 － 20.0 ～ 770.0 FF38～ 1E14

T － 220.0 ～ 420.0 F768～ 1068 － 320.0 ～ 720.0 F380～ 1C20

E － 20～ 620 FFEC～ 026C － 20～1120 FFEC～ 0460

L1 － 120～ 870 FF88～ 0366 － 120～ 1520 FF88～ 05F0

L2 － 20.0 ～ 420.0 FF38～ 1068 － 20.0 ～ 770.0 FF38～ 1E14

U －220.0 ～ 420.0 F768～ 1068 － 320.0 ～ 720.0 F380～ 1C20

N － 220～ 1320 FF24～ 0528 － 320～ 2320 FEC0～ 0910

W －20～ 2320 FFEC～ 0910 － 20～4120 FFEC～ 1018

B 80～ 1820 0050～ 071C 280～ 3220 0118～ 0C94

PLⅡ －20～ 1320 FFEC～ 0528 － 20～2320 FFEC～ 0910

種別 ℃ 表示 ﾟＦ 表示

PT － 220.0 ～ 870.0 F768～ 21FC － 320.0 ～ 1520.0 F380～ 3B60

JPT － 220.0 ～ 670.0 F768～ 1A2C － 320.0 ～ 1220.0 F380～ 2FA8

PT2 － 220.0 ～ 220.0 F768～ 0898 － 320.0 ～ 400.0 F380～ 0FA0

JPT2 － 220.0 ～ 220.0 F768～ 0898 － 320.0 ～ 400.0 F380～ 0FA0
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■端子配列

形DRT2-TS04T

形 DRT2-TS04P

■配線

全点使用せず、使用しない未接続端子がある場合は断線を検知してしまいます。断線を検知
させたくない場合は、以下のように未接続端子への配線を行ってください。

NC

NC

NC

NC

NC

NC

NCIN0
＋

IN0
－

NCIN1
＋

IN1
－

IN2
＋

IN2
－

IN3
＋

IN3
－

冷接点補償器
冷接点補償器は触れたり、外したりしないでください。
正常な温度データを示さなくなります。

NC NC NC NC

IN2
b

IN2
B

IN3
b

IN3
B

IN3
A

IN2
ANC

NC

IN0
b

IN0
B

IN1
b

IN1
B

IN1
A

IN0
A

形DRT2-TS04T
熱電対入力

形DRT2-TS04P
測温抵抗体入力

NC IN0
 ＋

IN0
－

IN0
 B

IN0
 b

IN0
 A

短絡させる

50Ω～150Ωの抵抗

形DRT2-TS04T
熱電対入力

形DRT2-TS04P
測温抵抗体入力

NC IN0
＋

IN0
－

IN0
B

IN0
b

IN0
A
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温度入力ターミナルの表示モード

■通常表示モード（デフォルト設定）
入力された温度データは、16 進 4 桁のデジタルデータ（バイナリデータ）に変換されて、
マスタに通知されます。
変換データが負数の場合は、2の補数で表現されます。
入力4点は、次図のようにマスタの4CHを占有します。また、小数点以下1桁までのレン
ジを持つ入力種別では、10倍された値がバイナリデータとして通知されます。

（例）
Rセンサ　1000℃の場合
1000→バイナリ化＝03E8 Hex
Uセンサ　350.0 ℃の場合
350×10＝ 3500→バイナリ化＝0DAC Hex

■ 1/100 表示モード
すべての入力種別で、入力された温度データは、小数点以下2桁までの数値でマスタに通知
されます。
温度データは、100倍された値が16進 8桁のデジタルデータ（倍長のバイナリデータ）に
変換されます。
変換データが負数の場合は、2の補数で表現されます。
入力4点は、下図のようにマスタの8CHを占有します。

先頭  　CH

先頭+1 CH

先頭+2 CH

先頭+3 CH

入力0　温度変換データ

入力1　温度変換データ

入力2　温度変換データ

入力3　温度変換データ

接点3 02 146 57810 9111214 1315

先頭     CH

先頭+1 CH

先頭+2 CH

先頭+3 CH

入力0　温度変換下位データ

入力0　温度変換上位データ

入力1　温度変換下位データ

入力1　温度変換上位データ

接点3 02 146 57810 9111214 1315

先頭+4 CH

先頭+5 CH

先頭+6 CH

先頭+7 CH

入力2　温度変換下位データ

入力2　温度変換上位データ

入力3　温度変換下位データ

入力3　温度変換上位データ
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（例）
850.00℃の場合
850×100＝ 85000→バイナリ化＝00014C08 Hex
下位データ：4C08 Hex、上位データ：0001 Hex
－200.00℃の場合
－200×100＝－20000→バイナリ化＝ FFFFB1E0 Hex
下位データ：B1E0 Hex、上位データ：FFFF Hex

1/100 表示の設定方法
1． スレーブのデフォルトコネクションパスを使用して設定する
① スレーブのディップスイッチのSW5をONにします。（1/100表示モードに設定）
② マスタ、スレーブの電源をONにします。この時点では1/100表示モードにはなりません。
③ コンフィグレータにより、設定対象のスレーブをダブルクリックし、「デバイスパラメー
タの編集」画面を表示させます。

④［デフォルトコネクションパス（入力）］のプルダウンリストにより〔Temperature Data1
（1/100）〕、または〔Temperature Data2（1/100）〕を選択します。「ダウンロード」
ボタンを押した後、「リセット」ボタンを押します。
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2． マスタのコネクションパスを使用して設定する
① スレーブのディップスイッチのSW5をONにします。（1/100表示モードに設定）
② マスタ、スレーブの電源をONにします。この時点では1/100表示モードにはなりません。
③ コンフィグレータにより、設定対象のマスタユニットをダブルクリックし、「デバイスパ
ラメータの編集」画面を表示させます。

④「登録デバイス」を選択し、「詳細設定」ボタンを押して「詳細設定」ウィンドウを表示さ
せます。

⑤「コネクション」タブを選択し、「コネクションユーザ設定」にチェックをした後、使用す
るコネクションにチェックをします。
IN側のコネクションパスのリストから「Temp. data1（4B/EU）」を選択し、「OK」ボ
タンを押します。
注：Bit-Strobe コネクションでは1/100表示は選択できません。
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⑥「デバイスパラメータの編集」画面に戻り、「マスタ I/O割付（IN）」のタブを選択します。
「編集」ボタンをクリックし、「I/O割付の編集」ウィンドウを表示させます。

⑦「I/O割付の編集」画面にて、割付チャネルの設定を行います。

⑧「デバイスパラメータの編集」画面の「マスタ全般」タブにてダウンロードを実行します。
マスタがリセットされ、指定されたコネクション種別と I/Oデータ、割付エリアで再起動
します。
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「1/100表示モード」への切替は、ディップスイッチで表示モードを「1/100表示」に設
定し（SW5=ON）、コンフィグレータによりコネクションパスの設定を行うことにより有
効となります。
コンフィグレータにより通常表示の I/O データが選択されている場合は温度データは 0と
なります。

1/100表示モードでは、温度データは小数点以下2桁まで変換されますが、通常モードで
表示される以上の、0.1 ℃（゜F）や 0.01 ℃（゜F）の桁では、揺れや飛びが発生するこ
とがありますので、参考データとして扱ってください。
通常モードで表示されるセンサの桁数については7-114ページを参照してください。
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■DRT1 互換用 1/100 表示モード
すべての入力種別で、入力された温度データは、小数点以下2桁までの数値でマスタに通知
されます。
DRT1 互換用 1/100 表示モード時には、1 つの温度データ（整数部 4 桁＋小数部 2 桁）
が、100 倍されて符号付き 16 進 6 桁のバイナリデータでマスタに通知されます。このと
き、温度データは、2 つのデータに分割され、125ms ごとに交互に通知されます。（それ
ぞれのデータは1CHで構成されています。）
入力4点は、次図のようにマスタの4CHを占有します。

温度データの分割方法と、データの構成を下図に示します。

上位 3 桁データと下位 3 桁データの 1CH ずつが、次のように 125ms ごとに、交互にマ
スタに通知されます。

先頭  　CH

先頭+1 CH

先頭+2 CH

先頭+3 CH

入力0　温度変換データ

入力1　温度変換データ

入力2　温度変換データ

入力3　温度変換データ

接点3 02 146 57810 9111214 1315

接点3 02 146 57810 91115

×165 ×164 ×163

×162 ×161 ×160

上位下位
判別ビット
0：上位
1：下位

14
温度単位
判別ビット

13
断線判別
ビット
0：正常
1：エラー

12

0固定

データ部符号/判別部

・上位3桁データ通知フォーマット

接点3 02 146 57810 91115
上位下位
判別ビット
0：上位
1：下位

14
温度単位
判別ビット

13
断線判別
ビット
0：正常
1：エラー

12

符号/判別部

・下位3桁データ通知フォーマット

・温度データ（実際の温度×100のバイナリデータ）

□□□□□□

上位下位判別ビット ： 上位3桁のデータか/下位3桁のデータかを表します。
温度単位判別ビット ： 温度の単位が ℃か ˚Fかを表します。
断線判別ビット　　 ： 断線検知時に1となります。このとき、上位3桁のデータは「7FF」
　　　　　　　　     に、下位3桁のデータは「FFF」になります。

データ部

未使用

0固定

未使用

0:℃
1：̊F

0:℃
1：̊F

上位3桁データ

125ms

下位3桁データ

125ms

上位3桁データ

125ms

データ更新 データ更新 時間
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例 1：「1130.25 ℃」の場合
100倍された値：113025
通知される値　：01B981（113025の 16進表現）

例 2：「－ 100.12 ℃」の場合
100倍された値：－10012
通知される値　：FFD8E4（－ 10012の 16進表現）

例 3：「－ 200.12 ℃」の場合
100倍された値：－20012
通知される値　：FFB1D4（－20012の 16進表現）

×165 ×164 ×163

×162 ×161 ×160

15
符号／判別

上位3桁データの内容

接点
データ 0

14
0

13
0

12
0

11～8
0

7～4
1

3～0
B

正常上位

0 0 1 B
温度変換データ

データ部
符号／判別部

15
符号／判別

下位3桁データの内容

接点
データ 1

14
0

13
0

12
0

11～8
9

7～4
8

3～0
1 8 9 8 1

温度変換データ

データ部
符号／判別部

℃

正常下位℃

×165 ×164 ×163

×162 ×161 ×160

15
符号／判別

上位3桁データの内容

接点
データ 0

14
0

13
0

12
0

11～8
F

7～4
F

3～0
D

正常上位

0 F F D
温度変換データ

データ部
符号／判別部

15
符号／判別

下位3桁データの内容

接点
データ 1

14
0

13
0

12
0

11～8
8

7～4
E

3～0
4 8 8 E 4

温度変換データ

データ部
符号／判別部

℃

正常下位℃

×165 ×164 ×163

×162 ×161 ×160

15
符号／判別

上位3桁データの内容

接点
データ 0

14
1

13
0

12
0

11～8
F

7～4
F

3～0
B

正常上位

4 F F B
温度変換データ

データ部
符号／判別部

15
符号／判別

下位3桁データの内容

接点
データ 1

14
1

13
0

12
0

11～8
1

7～4
D

3～0
4 C 1 D 4

温度変換データ

データ部
符号／判別部

˚F

正常下位˚F
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例 4：入力異常（断線）の場合（単位：゜F）
通知される値　：7FFFFF

データは上位→下位の順に通知されます。プログラムで温度データを読出すときは、必ず上
位データ→下位データの順で読出してください。
PC本体のサイクルタイムや通信時間を考慮して、データの読出し周期が125ms以下にな
るようにしてください。読出し周期が 125ms を超える場合は、正常なデータを読出せな
くなります。

×165 ×164 ×163

×162 ×161 ×160

15
符号／判別

上位3桁データの内容

接点
データ 0

14
1

13
1

12
0

11～8
7

7～4
F

3～0
F

エラー上位

6 7 F F
温度変換データ

データ部
符号／判別部

15
符号／判別

下位3桁データの内容

接点
データ 1

14
1

13
1

12
0

11～8
F

7～4
F

3～0
F E F F F

温度変換データ

データ部
符号／判別部

˚F

エラー下位 ˚F
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サンプルプログラム（形DRT2-TS04T ／ TS04P 共通）
DRT1互換用1/100表示モードの温度入力ターミナル使用時の、CS1のプログラム例を、
以下に示します。

設定状態
温度入力ターミナルの割付チャネル：3300～ 3303CH
温度入力ターミナルのモード：DRT1互換用1/100表示モード

動作
温度入力ターミナルの入力 0 の温度データを、100 倍されたバイナリデータで、以下のよ
うに30～ 32CHに格納します。

30CH、31CHで、BIN32ビットデータとして扱えます。

プログラム例

接点3 02 14781115 12

30CH

温度単位ビット　0： ℃ 　 1：°F 
断線判別ビット　0：正常　1：エラー

～ ～ ～

×163 ×162 ×161 ×160

×167 ×166 ×165 ×164

0
断
線
判
別

　
　
　

ビ
ッ
ト

温
度
単
位

　
　
　

ビ
ッ
ト

32CH 0

31CH

（0固定） （0固定） （0固定）

データが負のとき、031CHの上位2桁に「FF」を格納

MOVD
3300
#0020
030

330015

上位3桁のデータを内部補助リレー040CHに格納MOV
3300
040

330015

上位3桁の通知

下位3桁の通知
MOVD
040
#0300
030

MOVD
040
#0011
031

MOVD
#00FF
#0210
031

データが正のとき、031CHの上位2桁に「00」を格納
MOVD
#0000
#0210
031

温度単位、断線判別ビットの状態を032CHに転送
XFRB
#021D
040
032

04011

データが負のとき
04011

データが正のとき

下位3桁のデータ（160 ～162 のデータ）を030CHに転送

164 、165 のデータを031CHの接点0～7に転送

163 のデータを030CHの接点12～15に転送
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■外形寸法（形DRT2-TS04T ／ TS04P 共通）

MSMS NSNS

×1×1

ONON
1 2 3 4 5 6 7 81 2 3 4 5 6 7 8

×10×10

NODE  ADDRESSNODE  ADDRESS

115

3.
1

50

49.7 （mm）
29.9

43.9
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各 I/Oデータの詳細と割付方法

■温度データの選択方法
各種演算処理により、「温度入力値」、「Peak 値」、「Bottom 値」、「Top 値」、「Valley 値」、
「変化率」の最大 6種類のデータから 2種類のデータ（温度データ 1、温度データ 2）を選
択することができます。選択されたデータは単独または、ステータスフラグと組合わせてマ
スタへ割付けます。以下に温度データの選択方法を示します。

DeviceNet コンフィグレータによる温度データの選択方法
①「通常画面」で設定対象の温度入力ターミナルをダブルクリックし、「デバイスパラメータ
の編集」画面を開きます。（「メンテナンスモード画面」では、右クリック－「パラメー
タ」－「編集」）

② 温度データを選択するチャネルのタブを開き、演算処理が行われたデ－タのうちから、2
種類のデ－タをプルダウンリストの中から「温度データ1」、「温度データ2」として選択
します。

③ 「全般」タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リセット」をクリックして、ユニッ
トをリセットします。

④ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。
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■マスタへの I/Oデータの割付方法
以下のいずれかの方法でマスタに割付けるデータを選択してリモート I/O通信を行います。
1． 温度入力値のみ（デフォルトの I/Oデータ）をマスタに割付ける
2． I/O データ（パターン）を選択して割付ける（I/Oデータの組合わせ固定）
3． I/O データを自由に選択して割付ける（I/Oデータの組合わせ自由）

1． 温度入力値のみ（デフォルトの I/Oデータ）をマスタに割付ける場合
温度入力ターミナルをデフォルトの設定で使用すると、温度入力値のみが I/O データとして
選択され、以下のようにマスタ局の INエリアに4CH（8バイト）分のデータが割付けられ
ます。ディップスイッチにより温度入力値が「DRT1互換用1/100表示モード」による1/
100表示に設定されている場合も同様の4CH分のデータが割付けられます。

コンフィグレータにより温度入力値が「1/100表示モード」に設定された場合は INエリア
に8CH（16バイト）分のデータが割付けられます。

15 0

入力0の温度入力値

入力1の温度入力値

入力2の温度入力値

入力3の温度入力値

15 0

入力0の温度入力値

入力0の温度入力値

入力1の温度入力値

入力1の温度入力値

入力2の温度入力値

入力2の温度入力値

入力3の温度入力値

入力3の温度入力値
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2． I/O データ（パターン）を選択して割付ける場合（I/Oデータの組合わせ固定）
各種演算処理されたデータから選択した「温度データ」をステータスフラグなどのデータと
以下のように決まった組合わせでマスタ局に割付けます。
コンフィグレータでの設定により、どの組合わせで割付けるかをプルダウンリストから選択
して割付けます。
（例）「温度データ 1」＋「Top ／ Valley 検出タイミングフラグ」を通常表示でマスタ

　に割付けた場合の割付例

以下にコンフィグレータによる割付方法を示します。

DeviceNet コンフィグレータによる設定
①「通常画面」で設定対象の温度入力ターミナルのアイコンをダブルクリックし、「デバイス
パラメータの編集」画面を開きます。（「メンテナンスモード画面」では、右クリック－
「パラメータ」－「編集」）
②「全般」タブを選択し、「デフォルトコネクションパス（入力）」のプルダウンリストの中
から I/O データ（パターン）を選択します。下記の例では「汎用ステータスフラグ」を割
付ける場合を示しています。

③「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックし , ユニットをリセットし
ます。

④ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。

15 8 7 0

入力0の温度データ1

入力1の温度データ1

入力2の温度データ1

入力3の温度データ1

Top 検出タイミングフラグ Valley 検出タイミングフラグ
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3． I/O データを自由に選択して割付ける（I/Oデータの組合わせ自由）
各種演算処理されたデータから選択した「温度データ」をステータスフラグなどのデータと
自由な組合わせでマスタ局に割付けます。
コンフィグレータでの設定により、マスタ局に自由な組合わせで2パターンのデータを割付
けることができます。
ただし、この方法は CS ／ CJ DeviceNet ユニットをマスタとして使用している場合に限
ります。

マスタでの設定が優先されるため、スレーブの「デフォルトコネクションパス」の設定は不
要です。

以下にコンフィグレータによる割付方法を示します。

DeviceNet コンフィグレータによる設定
① I/O割付を行うマスタユニットのアイコンをダブルクリックし、「デバイスパラメータの編
集」画面を開きます。（「メンテナンスモード画面」では、右クリック－「パラメータ」－
「編集」）
②「マスタ全般」タブを選択し、対象の温度入力ターミナルを選択して、「詳細設定」ボタン
をクリックします。
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③「コネクション」タブにて、「コネクションユーザ設定」をチェックします。「Poll コネク
ションを使用」チェックボックスにチェックを入れ、コネクションパスのプルダウンリス
トから I/O データ（パターン）を選択します。同様に「Cyclic コネクションを使用」に
チェックを入れ、コネクションパスのプルダウンリストから任意の I/O データ（パター
ン）を選択します。

④「OK」ボタンをクリックして終了します。
⑤「マスタ I/O 割付（IN）」タブにて、I/O 割付を編集します。
対象スマートスレーブを選択し、「編集」ボタンをクリックして「I/O 割付の編集」画面
を表示します。
Poll の設定を「メモリブロック：1」「割付チャネル：3300」にします。
Cyclic の設定を「メモリブロック：2」「割付チャネル：3500」にします。
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⑥「OK」ボタンをクリックして、以下の画面で正しく割付けられているかを確認します。

⑦「OK」ボタンをクリックして、「マスタ全般」タブに戻り、「ダウンロード」を実行します。
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■各 I/Oデータの説明

温度データ 1（Instance104　Instance108）
温度入力値をモニタしたいときに割付けて使用します。デフォルトでは「温度入力値」が割
付いていますが、「温度入力値」、「Peak 値」、「Bottom 値」、「Top 値」、「Valley 値」、「変
化率値」 の中からデータをひとつ選択して割付けられます。
注：温度データ1に割付けた値に対しては「コンパレート機能」を使うことができます。

マスタ局に割付けたときのデータフォーマットは次のとおりです。データは2の補数形式で
割付きます。

通常表示（Instance 104）

*： DRT1互換用1/100表示モードによる1/100表示の場合も4CH（8バイト）占有となります。

1/100表示モード（Instance 108）

15 0

入力0の温度データ1

入力1の温度データ1

入力2の温度データ1

入力3の温度データ1

15 0

入力0の温度データ1

入力0の温度データ1

入力1の温度データ1

入力1の温度データ1

入力2の温度データ1

入力2の温度データ1

入力3の温度データ1

入力3の温度データ1
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温度データ 2（Instance114　Instance118）
温度データ1に加えて、同時に他のデータも見たい場合に温度データ2を選択し割付けます。
「温度入力値」、「Peak 値」、「Bottom 値」、「Top 値」、「Valley 値」、「変化率値」 の中から
温度データ1で選択した以外のデータをひとつ選択して割付けられます。
注：温度データ2に割付けた値に対しては「入力CH間温度差検出機能」を使うことができます。

マスタ局に割付けたときのデータフォーマットは次のとおりです。データは2の補数形式で
割付きます。

通常表示（Instance 114）

*： DRT1互換用1/100表示モードによる1/100表示の場合も4CH（8バイト）占有となります。

1/100表示モード（Instance 118）

15 0

入力0の温度データ2

入力1の温度データ2

入力2の温度データ2

入力3の温度データ2

15 0

入力0の温度データ2

入力0の温度データ2

入力1の温度データ2

入力1の温度データ2

入力2の温度データ2

入力2の温度データ2

入力3の温度データ2

入力3の温度データ2
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汎用ステータスフラグ（Instance 121）
メンテナンス情報のフラグ（ネットワーク電源電圧監視フラグ、本体通電時間監視フラグ、
温度データ積算値監視フラグ）を見たい場合に割付けます。マスタ局に割付けられたときの
データフォーマットは次のとおりです。（1バイト）

各ビットの内容は以下のとおりです。

マスタの下位バイトを先頭に割付けられた場合は以下のように割付きます。

7ビット 6ビット 5ビット 4ビット 3ビット 2ビット 1ビット 0ビット

CCB 0 MRF CCW RHW NPW 0 0

Bit 略称 名称 説明

0 － － 未サポート（0固定）

1 － － 未サポート（0固定）

2 NPW ネットワーク電源電圧監視フラグ ネットワーク電源が監視設定値を下回ってい
る間ONします。

3 RHW ユニットメンテナンスフラグ ユニット本体の通電時間が監視設定値を上
回ったらONします。

4 CCW 温度データ積分値監視フラグ いずれかの積算値が監視設定値をオーバした
場合ONします。

5 MRF ユニットエラー ユニットで発生したエラーにより、アナログ
変換が停止しているときにONします。

6 － － 未サポート（0固定）

7 CCB 冷接点補償器断線検知フラグ 冷接点補償器が断線している場合、ONしま
す。（形DRT2-TS04Tのみ）

CH 15 8 7 0

+0 汎用ステータスフラグ
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Top ／ Valley 検出タイミングフラグ（Instance 122）
トップバレーホールド機能で、トップ（山の頂上）またはバレー（谷の底）を検出すると、
ワンショット時間の間「ON」となるフラグです。
マスタ側でトップまたはバレーホールド値を取込むタイミングを検出したい場合に割付けま
す。マスタに割付けられたときのデータフォーマットは次のとおりです。
（2バイト）

各ビットの内容は以下のとおりです。

注：ワンショット時間は変更することができます。詳しくは「トップバレーホールド機能」のワ
ンショット時間の設定をご覧ください。

マスタの下位バイトを先頭に割付けられた場合は以下のように割付きます。

7ビット 6ビット 5ビット 4ビット 3ビット 2ビット 1ビット 0ビット

+0 0 0 0 0 V_ST3 V_ST2 V_ST1 V_ST0

+1 0 0 0 0 T_ST3 T_ST2 T_ST1 T_ST0

バイト 略称 名称 説明

＋0 V_STx Valley 検出タイミングフラグ

バレーホールド機能で、谷（Valley）を検
出したタイミングで1（ON）となり、ワ
ンショット時間経過後0（OFF）となりま
す。

＋1 T_STx Top 検出タイミングフラグ

トップホールド機能で、山（Top）を検出
したタイミングで1（ON）となり、ワン
ショット時間経過後0（OFF）となりま
す。

CH 15 12 11 8 7 4 3 0

＋ 0 Top 検出タイミング Valley 検出タイミング
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アナログステータスフラグ（Instance 134）
「コンパレート結果フラグ」、「Top／ Valley 検出タイミングフラグ」、「断線検知フラグ」そ
れぞれのビットが割付けられています。これらの検知および監視をしたい場合に割付けます。
マスタ局に割付けられたときのバイト単位のデータフォーマットは次のとおりです。
（4バイト）

各ビットの内容は以下のとおりです。

マスタの下位バイトを先頭に割付けられた場合は、以下のように割付きます。

7ビット 6ビット 5ビット 4ビット 3ビット 2ビット 1ビット 0ビット

+0 BW0 T_ST0 V_ST0 HH0 H0 PS0 L0 LL0 入力 0

+1 BW1 T_ST1 V_ST1 HH1 H1 PS1 L1 LL1 入力 1

+2 BW2 T_ST2 V_ST2 HH2 H2 PS2 L2 LL2 入力 2

+3 BW3 T_ST3 V_ST3 HH3 H3 PS3 L3 LL3 入力 3

ビット 略称 名称 説明

0 LLx

コ
ン
パ
レ
ｌ
ト
結
果

下下限警報フラグ 「温度データ1」に割付けた値が下下限警報設定値を
下回っている間、1（ON）となります。

1 Lx 下限警報フラグ 「温度データ1」に割付けた値が下限警報設定値を下
回っている間、1（ON）となります。

2 PSx 正常フラグ
(Pass 信号 )

上上限、上限、下下限、下限のいずれの警報も出てい
ない場合のみ、1（ON）となります。

3 Hx 上限警報フラグ 「温度データ1」に割付けた値が上限警報設定値を上
回っている間、1（ON）となります。

4 HHx 上上限警報フラグ 「温度データ1」に割付けた値が上上限警報設定値を
上回っている間、1（ON）となります。

5 V_STx
T
o
p
／
V
a  
l  
l 
e 
y
検
出
タ
イ
ミ
ン
グ

Valley 検出
タイミングフラグ

バレーホールド機能で、谷（Valley）を検出したタ
イミングでONし、ワンショット時間経過後、0
（OFF）となります。

6 T_STx Top 検出
タイミングフラグ

トップホールド機能で、山（Top）を検出したタイミ
ングでONし、ワンショット時間経過後、0（OFF）
となります。

7 BWx 断線検知フラグ 断線を検出している間ONします。

CH 15 8 7 0

＋ 0 入力1用 入力0用

＋1 入力3用 入力2用
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温度データ 1＋温度データ 2（Instance 144　Instance148）
「温度データ1」の後に「温度データ2」のデータが割付いたものです。
マスタに割付けられたときのデータフォーマットは次のとおりです。なお、マイナスのデー
タは2の補数形式で割付きます。

通常表示（Instance144）

1/100表示モード（Instance148）

CH 15 0

＋ 0 入力0の温度データ1

＋1 入力1の温度データ1

＋2 入力2の温度データ1

＋3 入力3の温度データ1

＋4 入力0の温度データ2

＋5 入力1の温度データ2

＋6 入力2の温度データ2

＋7 入力3の温度データ2

CH 15 0

＋ 0 入力0の温度データ1

＋1 入力0の温度データ1

＋2 入力1の温度データ1

＋3 入力1の温度データ1

＋4 入力2の温度データ1

＋5 入力2の温度データ1

＋6 入力3の温度データ1

＋7 入力3の温度データ1

＋8 入力0の温度データ2

＋9 入力0の温度データ2

＋10 入力1の温度データ2

＋11 入力1の温度データ2

＋12 入力2の温度データ2

＋13 入力2の温度データ2

＋14 入力3の温度データ2

＋15 入力3の温度データ2
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Top ／ Valley 検出タイミングフラグ＋汎用ステータスフラグ（Instance 151）
Top ／ Valley 検出タイミングフラグの後に汎用ステータスフラグが割付いたものです。
マスタに割付けられたときのバイト単位のデータフォーマットは次のとおりです。（3 バイ
ト）

マスタの下位バイトを先頭に割付けられた場合は、以下のように割付きます。

アナログステータスフラグ＋汎用ステータスフラグ（Instance 164）
アナログステータスフラグの後に汎用ステータスフラグが割付いたものです。マスタに割付
けられたときのバイト単位のデータフォーマットは次のとおりです。（5バイト）

マスタの下位バイトを先頭に割付けられた場合は、以下のように割付きます。

7ビット 6ビット 5ビット 4ビット 3ビット 2ビット 1ビット 0ビット

+0 0 0 0 0 V_ST3 V_ST2 V_ST1 V_ST0

+1 0 0 0 0 T_ST3 T_ST2 T_ST1 T_ST0

+2 CCB 0 MRF CCW RHW NPW 0 0

CH 15 8 7 0

+0 Top 検出
タイミングフラグ

Valley 検出
タイミングフラグ

+1 汎用ステータスフラグ

7ビット 6ビット 5ビット 4ビット 3ビット 2ビット 1ビット 0ビット

+0 BD0 T_ST0 V_ST0 HH0 H0 PS0 LL0 L0 入力0

+1 BD1 T_ST1 V_ST1 HH1 H1 PS1 LL1 L1 入力1

+2 BD2 T_ST2 V_ST2 HH2 H2 PS2 LL2 L2 入力2

+3 BD3 T_ST3 V_ST3 HH3 H3 PS3 LL3 L3 入力3

+4 CCB 0 MRF CCW RHW NPW 0 0

CH 15 8 7 0

+0 入力1用 入力0用

+1 入力3用 入力2用

+2 汎用ステータスフラグ
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温度データ 1＋ Top ／ Valley 検出タイミングフラグ（Instance174　Instance178）
温度データ1の後に Top／ Valley 検出タイミングフラグが割付いたものです。
マスタに割付けられたときのデータフォーマットは次のとおりです。

通常表示（Instance 174）

マスタの下位バイトを先頭に割付けられた場合は、以下のように割付きます。

7ビット 6ビット 5ビット 4ビット 3ビット 2ビット 1ビット 0ビット

＋0
入力0 温度データ1

＋1

＋2
入力1 温度データ1

＋3

＋4
入力2 温度データ1

＋5

＋6
入力3 温度データ1

＋7

＋8 0 0 0 0 V_ST3 V_ST2 V_ST1 V_ST0

＋ 9 0 0 0 0 T_ST3 T_ST2 T_ST1 T_ST0

CH 15 8 7 0

＋ 0 入力0 温度データ1

＋1 入力1 温度データ1

＋2 入力2 温度データ1

＋3 入力3 温度データ1

＋4 Top検出
タイミングフラグ

Valley 検出
タイミングフラグ
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1/100表示（Instance 178）

マスタの下位バイトを先頭に割付けられた場合は、以下のように割付きます。

7ビット 6ビット 5ビット 4ビット 3ビット 2ビット 1ビット 0ビット

＋0
入力0 温度データ1

＋1

＋2
入力0 温度データ1

＋3

＋4
入力1 温度データ1

＋5

＋6
入力1 温度データ1

＋7

＋8
入力2 温度データ1

＋9

＋10
入力2 温度データ1

＋11

＋12
入力3 温度データ1

＋13

＋14
入力3 温度データ1

＋15

＋16 0 0 0 0 V_ST3 V_ST2 V_ST1 V_ST0

＋ 17 0 0 0 0 T_ST3 T_ST2 T_ST1 T_ST0

CH 15 8 7 0

＋ 0 入力0 温度データ1

＋1 入力0 温度データ1

＋2 入力1 温度データ1

＋3 入力1 温度データ1

＋4 入力2 温度データ1

＋5 入力2 温度データ1

＋6 入力3 温度データ1

＋7 入力3 温度データ1

＋8 Top 検出
タイミングフラグ

Valley 検出
タイミングフラグ
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温度データ 1＋ Top ／ Valley 検出タイミングフラグ＋汎用ステータス（Instance184
     　Instance188）

温度データ1の後に Top／ Valley 検出タイミングフラグが割付き、さらにその後ろに汎用
ステータスフラグが割付いたものです。
マスタに割付けられたときのバイト単位のデータフォーマットは次のとおりです。

通常表示（Instance184）

マスタの下位バイトを先頭にして割付けられた場合は、以下のように割付きます。

7ビット 6ビット 5ビット 4ビット 3ビット 2ビット 1ビット 0ビット

＋0
入力0 温度データ1

＋1

＋2
入力1 温度データ1

＋3

＋4
入力2 温度データ1

＋5

＋6
入力3 温度データ1

＋7

＋8 0 0 0 0 V_ST3 V_ST2 V_ST1 V_ST0

＋ 9 0 0 0 0 T_ST3 T_ST2 T_ST1 T_ST0

＋ 10 CCB 0 MRF CCW RHW NPW 0 0

CH 15 8 7 0

＋ 0 入力0 温度データ1

＋1 入力1 温度データ1

＋2 入力2 温度データ1

＋3 入力3 温度データ1

＋4 Top 検出
タイミングフラグ

Valley 検出
タイミングフラグ

汎用ステータスフラグ
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1/100表示（Instance188）

マスタの下位バイトを先頭にして割付けられた場合は、以下のように割付きます。

7ビット 6ビット 5ビット 4ビット 3ビット 2ビット 1ビット 0ビット

＋0
入力0 温度データ1

＋1

＋ 2
入力0 温度データ1

＋3

＋ 4
入力1 温度データ1

＋5

＋ 6
入力1 温度データ1

＋7

＋ 8
入力2 温度データ1

＋9

＋ 10
入力2 温度データ1

＋11

＋ 12
入力3 温度データ1

＋13

＋ 14
入力3 温度データ1

＋15

＋ 16 0 0 0 0 V_ST3 V_ST2 V_ST1 V_ST0

＋ 17 0 0 0 0 T_ST3 T_ST2 T_ST1 T_ST0

＋ 18 CCB 0 MRF CCW RHW NPW 0 0

CH 15 8 7 0

＋ 0 入力0 温度データ1

＋1 入力0 温度データ1

＋2 入力1 温度データ1

＋3 入力1 温度データ1

＋4 入力2 温度データ1

＋5 入力2 温度データ1

＋6 入力3 温度データ1

＋7 入力3 温度データ1

＋8 Top 検出
タイミングフラグ

Valley 検出
タイミングフラグ

＋9 汎用ステータスフラグ
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HOLDフラグ（出力）　（Instance 190）
ピークボトムホールド機能、トップバレーホールド機能と合わせて使用し、ホールド機能の
実行タイミングをマスタ側から制御するために割付けます。
マスタに割付けたときのデータフォーマットは次のとおりです。（1バイト）
注：HOLDビットはマスタ局でONしてから、スレーブ内に通知されるまで伝送遅延時間が発生
しますのでご注意ください。

各ビットの内容は以下のとおりです。

マスタの下位バイトを先頭に割付けられた場合は、以下のように割付きます。

7ビット 6ビット 5ビット 4ビット 3ビット 2ビット 1ビット 0ビット

＋0 HD3 HD2 HD1 HD0

Bit 略称 名称 説明

0 HD0 入力0用 HOLDフラグ

ONの間、温度入力0のホールド機能を実行し
ます。1（ON）→0（OFF）になると、ホール
ド機能は停止しますが、最後の値は保持されま
す。

1 HD1 入力1用 HOLDフラグ

ONの間、温度入力1のホールド機能を実行し
ます。1（ON）→0（OFF）になると、ホール
ド機能は停止しますが、最後の値は保持されま
す。

2 HD2 入力2用 HOLDフラグ

ONの間、温度入力2のホールド機能を実行し
ます。1（ON）→0（OFF）になると、ホール
ド機能は停止しますが、最後の値は保持されま
す。

3 HD3 入力3用 HOLDフラグ

ONの間、温度入力3のホールド機能を実行し
ます。1（ON）→0（OFF）になると、ホール
ド機能は停止しますが、最後の値は保持されま
す。

CH 15 8 7 0

＋ 0 HOLDフラグ
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各機能の説明と設定方法

■移動平均処理機能
この機能は過去8回分の入力の平均値（移動平均）を演算し、変換データとして生成します。
下図のように、入力が細かく変動しているような場合には平均化処理を行うことにより、滑
らかな入力値を得ることができます。

DeviceNet コンフィグレータによる設定方法
①「通常画面」で設定対象の温度スレーブのアイコンをダブルクリックし、「デバイスパラ
メータの編集」画面を開きます。（「メンテナンスモード画面」では、右クリック－「パラ
メータ」－「編集」）

② 移動平均処理を行いたいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「移動平均」をチェッ
クします。

③ 「全般」タブに戻り、「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックして、
ユニットをリセットします。

④ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。

温度入力値

実際の入力
平均化処理後の入力

時間
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■スケーリング機能
スケーリング機能とは、温度入力値（測定値）に対する表示値をユーザで取扱う任意の値に
変更することができる機能です。このスケーリング機能を使用することにより、マスタでの
ラダープログラム上の演算処理を省くことができます。
温度入力値（測定値）をユーザ任意の値にスケーリングするには、2つのポイント（100％
時、0％時）の変換値（－28000～＋28000）をコンフィグレータにより設定します。

注：デフォルトの値は、0～＋28000です。
注：0%スケーリング値＞100％スケーリング値とすること（逆スケーリング）も可能です。

オフセット補正
スケーリング時の誤差を補正することができます。下図のようにスケーリングした直線を誤
差の分だけ加算して演算します。オフセット（誤差）の値は ±28000 の範囲で入力可能で
すが、アンダフロー、オーバフローにご注意ください。 上限は 7FFE Hex、下限は 8000
Hex です。

スケーリング値

100%時の値をユーザで設定
（スケーリングポイント2）

0%時の値をユーザで設定
（スケーリングポイント1）

変換

入力レンジ（信号）

0% 100%

上限値

100%スケーリング値

0%スケーリング値

下限値

スケーリング直線

オフセット値
-28000～
+28000

入力レンジ（信号）

7FFEHex(32766)

8000Hex(-32768)
0% 100%
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DeviceNet コンフィグレータによる設定方法
①「通常画面」で設定対象の温度入力ターミナルのアイコンをダブルクリックし、「デバイス
パラメータの編集」画面を開きます。（「メンテナンスモード画面」では、右クリック－
「パラメータ」－「編集」）
② スケーリングを行いたいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「スケーリング」を
チェックします。

③ 0%時の値を「Scaling point1」に、100%時の値を「Scaling point2」にそれぞれ
設定します。
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④「オフセット補正」を行う場合は、オフセット値を「Scaling Offset」に入力します。

⑤ 「全般」タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックして、
ユニットをリセットします。

⑥ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。
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■ピークボトムホールド機能
温度入力値の最大（Peak）値、最小（Bottom）値を保持する機能です。
OUT エリアに割付けられた HOLD フラグ（出力）のビットが ON になった時点で HOLD
機能がスタートし、OFF になるまでの間「Peak 値」または「Bottom値」をサーチします。
（HOLDフラグがOFF した時に値が更新されます。）
また、「温度データ1」に割付けた「Peak 値」、「Bottom値」はコンパレート機能で比較判
定することもできます。（コンパレート機能参照）
ボトムホールドの動作例

注：HOLD フラグをマスタ側のラダープログラム上で ON（または OFF）にしてから スレーブ
側に実際に送られるまでネットワーク上の伝送遅延時間が発生します。このため、PLC本体
の電源立上げ時の１回目の温度データは、マスタ側のラダープログラムで HOLD フラグ＝
ONとしていても HOLDフラグ＝OFFの状態のデータがマスタ側へ伝送されることがあり
ます。従って、マスタ側でHOLDフラグを使用したピークボトムホールドデータを収集する
場合、この伝送遅延時間を考慮して HOLD フラグを ON にした後、一定時間後のピークボ
トムホールド値を有効とするようなラダープログラムを組むようにしてください。

ON OFF

ホールド値

前回値

HOLDフラグ

HOLD機能スタート HOLD機能ストップ

温度入力値
今回のBottom値で
更新されます

ボトムホールド値
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DeviceNet コンフィグレータによる設定方法
①「通常画面」で設定対象の温度入力ターミナルのアイコンをダブルクリックし、「デバイス
パラメータの編集」画面を開きます。（「メンテナンスモード画面」では、右クリック－
「パラメータ」－「編集」）
② ピークボトムホールド機能を設定したいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「ピー
クボトムホールド」をチェックします。

③ HOLDフラグ（出力）の割付けはデフォルトコネクションパスの設定にて行います。
「全般」タブの「デフォルトコネクションパス（出力）」のプルダウンリストより「Holding
Value」を選択します。

④「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックして、ユニットをリセット
します。

⑤ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。
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■トップバレーホールド機能
温度入力値の山の頂上（Top）、谷の底（Valley）の値を保持する機能です。
ヒステリシス値の 2 倍以上の温度値のアップダウンをモニタし、Top（山）または Valley
（谷）の値を保持します。「Top値」あるいは「Valley 値」と同時に「Top ／ Valley 検出タ
イミングフラグ」を割付け、ホールドしたタイミングを確認することができます。
本機能はOUTエリアに割付けられたHOLDフラグ（出力）のビットがONになった時点で
HOLD機能がスタートし、OFFになるまでの間「Top 値」または「Valley 値」が次々に更
新されます。（HOLD フラグが OFF すると、最後の値が保持されますが、次に HOLD フラ
グがONとなり、TopまたはValley が現れた時点でHOLD値は初期化されます。）
また「温度データ1」に割付けた「Top値」、「Valley 値」はコンパレート機能で比較判定す
ることもできます。（コンパレート機能参照）

バレーホールドの動作例

注 1：HOLD フラグをマスタ側のラダープログラム上で ON（または OFF）にしてから スレー
ブ側に実際に送られるまでネットワーク上の伝送遅延時間が発生します。このため、PLC
本体の電源立上げ時の１回目の温度データは、マスタ側のラダープログラムでHOLDフラ
グ＝ ON としていても HOLD フラグ＝ OFF の状態のデータがマスタ側へ伝送されること
があります。従って、マスタ側でHOLDフラグを使用したトップバレーホールドデータを
収集する場合、この伝送遅延時間を考慮してHOLDフラグをONにした後、一定時間後の
トップバレーホールド値を有効とするようなラダープログラムを組むようにしてください。 

注 2：「Top／ Valley 検出タイミングフラグ」のON幅は「ワンショット時間」の設定により調
節できます。ワンショット時間の設定はコンフィグレータで行えます。（設定可能範囲は 1
～65535ms）

注3：「Top ／ Valley 検出タイミングフラグ」はON中にHOLDフラグがOFF になると、同時
にOFF となります。

ホールド値

HOLDフラグ

温度入力値 バレーホールド値 最後の値が
保持されます

HOLD機能
スタート

HOLD機能
ストップ

ワンショット時間

Top／Valley検出
タイミングフラグ
7-151



7-6 温度入力ターミナル

ア
ナ
ロ
グ
ス
レ
l
ブ

　７
DeviceNet コンフィグレータによる設定方法
①「通常画面」で設定対象の温度入力ターミナルのアイコンをダブルクリックし、「デバイス
パラメータの編集」画面を開きます。（「メンテナンスモード画面」では、右クリック－
「パラメータ」－「編集」）
② トップバレーホールド機能を設定したいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「トッ
プバレーホールド」をチェックします。

③ HOLDフラグ（出力）の割付けはデフォルトコネクションパスの設定にて行います。
「全般」タブの「デフォルトコネクションパス（出力）」のプルダウンリストより「Holding
Value」を選択します。

④「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックして、ユニットをリセット
します。
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ヒステリシスの設定
温度入力値の小さな変動によって Top（山）またはValley（谷）を検知しないようにヒステ
リシス値をコンフィグレータにより設定することができます。従って、データのホールドタ
イミングは図のように実際の山の頂上から遅れます。

データ設定の詳細タイミング

DeviceNet コンフィグレータによるヒステリシスの設定
①「機能選択」内にある「トップバレーホールド」タブの「Hysteresis」に任意のヒステリ
シス値を入力します。

② 「全般」タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックして、
ユニットをリセットします。

③ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。

トップバレーホールド機能の「Hysteresis」の値はコンパレータ機能の「Hysteresis」の
値と連動しています。

温度入力値

バレーホールド値

Top／Valley検出
タイミングフラグ

遅れ

設定ヒステリシス値×2
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ワンショット時間の設定
①「機能選択」内の「トップバレーホールド」タブの「SHOT Off Delay」に任意の値を入
力します。

② 「全般」タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックして、
ユニットをリセットします。

③ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。

■トップバレーカウント機能
本機能は一定の温度上昇（下降）変化を繰返すような装置、またはアプリケーションで、温
度上昇（下降）した山の数をカウントします。これにより、カウント数に対して閾値を設定
することで、ユニットまたはセンサのメンテナンス時期を知ることができます。
閾値超えのステータスはメンテナンス情報画面、あるいは Explicit メッセージにて読出すこ
とができます。
バレーカウントの動作

ホールド値

HOLDフラグ

温度入力値 バレーホールド値 最後の値が
保持されます

HOLD機能
スタート

HOLD機能
ストップ

バレーカウントは温度下降時の谷の数をカウントする。
7-154



7-6 温度入力ターミナル

ア
ナ
ロ
グ
ス
レ
l
ブ

 ７
DeviceNet コンフィグレータによる設定方法
①「通常画面」で設定対象の温度入力ターミナルのアイコンをダブルクリックし、「デバイス
パラメータの編集」画面を開きます。（「メンテナンスモード画面」では、右クリック－
「パラメータ」－「編集」）
② トップバレーカウント機能を使用したいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「トッ
プバレーホールド」をチェックします。

③「トップバレーホールド」タブを開き、トップ、またはバレーのどちらをカウントするか
の選択を「Count Type」のプルダウンメニューにより行います。

④「Threshold Top ／ Valley Counter」により、カウント数に対する閾値を任意に設定し
ます。

⑤ 「全般」タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックして、
ユニットをリセットします。

⑥ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。
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■変化率演算機能
温度入力値に対して、任意に設定したサンプリング周期ごとの変化率を求めることができま
す。設定サンプリング周期（250 ～ 65500ms の範囲で 250ms 単位）ごとに前回値と
の差を演算します。サンプリング周期はデフォルトでは250msに設定されています。

サンプリング周期を小さく設定すると、小さな変化に対しても変化率は敏感に反応します。
温度データに細かい揺れがある場合、サンプリング周期が揺れの周期よりも短いと、揺れ
自体を変化率として拾ってしまいます。このような場合はサンプリング周期を長めに設定
する「移動平均処理機能」を使用してください。

0

温度入力値

変換率

温度データ

微分データ

時間

温度入力値の揺れ

とりたい傾き

サンプリング周期が短い サンプリング周期が長い
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DeviceNet コンフィグレータによる設定方法
①「通常画面」で設定対象の温度入力ターミナルのアイコンをダブルクリックし、「デバイス
パラメータの編集」画面を開きます。（「メンテナンスモード画面」では、右クリック－
「パラメータ」－「編集」）
② 変化率演算機能を設定したいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「変化率」をチェッ
クします。

③ サンプリング周期の設定は「変化率」タブの「Sampling Rate」に任意の値を入力します。

④ 「全般」タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックして、
ユニットをリセットします。

⑤ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。
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■コンパレート機能
スレーブ内に上上限値、上限値、下下限値、下限値を設定しておき、設定範囲を超えた場合
にステータスフラグがONする機能です。
設定値には「上上限値（HH）」、「上限値（H）」、「下下限値（LL）」、「下限値（L）」の4種類
があり、「温度データ 1」に対して比較演算することができます。（ただし、「温度データ 2」
に対しては行えません。）
設定できる範囲は－31500～ 415000までです。
各設定値を超えた場合には「アナログステータスフラグ」内のコンパレート結果のビットが
ONします。警報が出ていない場合は正常フラグ（Pass 信号）がONします。

変換サイクルよりも早く入力温度値が変化した場合、下限警報から正常フラグ（Pass 信号）
が ON せずに上限警報が ON する場合があります。ラダープログラムを組む場合にはご注
意ください。

ヒステリシスの設定
コンパレート結果フラグは図のようにヒステリシス幅を下回った（上限／上上限警報時）ま
たは上回った（下限／下下限警報時）とき OFF します。閾値近辺で温度値が揺れて ON ／
OFFを繰返すような場合、ヒステリシスを設定するとフラグの動作が安定します。設定でき
る範囲は0～ 16383までです。

ヒステリシスの設定は各入力の小数点位置、および1/100表示モードの値に注意して設定
を行ってください。表示モード変更、または小数点位置の違う入力に変更した場合は必ず
ヒステリシスの設定をやり直してください。
（例）10℃をヒステリシスとして設定する場合
        R センサ（通常表示）では　0010（10進）に設定
        T センサ（通常表示）では　0100（10進）に設定
        1/100表示ではすべての入力を1000（10進）に設定

上上限(HH)

上限(H)

下限（L）

下下限（LL）

上上限警報

上限警報

正常フラグ
（Pass信号）

下限警報

下下限警報

設定値

コンパレータ結果
（アナログステータスフラグ内）
のビットON/OFF

上上限設定値
または
上限設定値

上上限警報フラグ
または
上限警報フラグ

下下限設定値
または
下限設定値

下下限警報フラグ
または
下限警報フラグ

ヒステリシス幅

ヒステリシス幅
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OFFディレー機能
コンパレート結果フラグがOFF となるまでの時間を延ばして調節することができます。たと
え、ONが一瞬の場合でもOFFディレーを設定しておくと、マスタ局でフラグを確実にとら
えることができます。

DeviceNet コンフィグレータによる設定方法
①「通常画面」で設定対象の温度スレーブのアイコンをダブルクリックし、「デバイスパラ
メータの編集」画面を開きます。（「メンテナンスモード画面」では、右クリック－「パラ
メータ」－「編集」）

② コンパレート機能を設定したいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「コンパレート
機能」をチェックします。

上上限設定値

上上限警報フラグ

OFFディレー

ヒステリシス幅
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③「コンパレート機能」タブを選択し、それぞれのアラーム値を設定します。下記の設定例
では、「Alarm Trip Point High」（上上限値）の設定を示しています。

Trip Point の設定は各入力の小数点位置、および1/100表示モードの値に注意して設定を
行ってください。表示モード変更、または小数点位置の違う入力に変更した場合は必ず Trip
Point の設定をやり直してください。
（例）250℃を Trip Point として設定する場合
      R センサ（通常表示）では　00250（10進）に設定
      T センサ（通常表示）では　02500（10進）に設定 
      1/100表示ではすべての入力を25000（10進）に設定

④「ヒステリシス値」を設定する場合は「Hysteresis」に任意の値を入力します。

コンパレート機能の「Hysteresis」の値はトップバレーホールド機能の「Hysteresis」の
値と連動しています。
7-160



7-6 温度入力ターミナル

ア
ナ
ロ
グ
ス
レ
l
ブ

 ７
⑤「OFFディレー機能」を設定する場合は「Comparator Off Delay」に任意の値を入力し
ます。

⑥ 「全般」タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックして、
ユニットをリセットします。

⑦ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。
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■設定温度範囲内時間カウント機能（Zone Count）
温度入力値がユーザが任意に設定した温度範囲内に入っている時間を1秒単位で計測するこ
とができる機能です。これにより、ある設定温度条件が一定時間続くと、劣化につながるよ
うな装置、またはアプリケーションでの故障予知、メンテナンス時期を確認することができ
ます。
温度範囲の設定はコンパレート機能のタブで選択します。「上上限値」「上限値」「下下限値」
「下限値」を設定値とし、設定した温度範囲に入っている時間が任意の閾値の時間を超えた場
合、閾値超えとします。
閾値超えのステータスはメンテナンス情報画面、または Explicit メッセージにて読出すこと
ができます。

DeviceNet コンフィグレータによる設定方法
①「通常画面」で設定対象の温度入力ターミナルのアイコンをダブルクリックし、「デバイス
パラメータの編集」画面を開きます。（「メンテナンスモード画面」では、右クリック－
「パラメータ」－「編集」）
② Zone Count したいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「コンパレート機能」を
チェックします。

この温度を超えた時点で計測開始。
設定温度を超えてからの温度範囲を
10℃（95℃まで）に設定した場合、
温度範囲内にある時間をカウントする。

温度

10℃
85℃

時間

カウント開始 カウント開始カウント終了
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③「コンパレート機能」タブを選択し、「Zone Type」からカウントしたい温度範囲を選択
します。

④「Threshold Zone Counter」により、「Zone Type」で設定した温度範囲に入っている
時間の閾値を任意に設定します。

⑤ 「全般」タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックして、
ユニットをリセットします。

⑥ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。
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■入力CH間温度差検出機能
本機能を使用することにより、各入力間（0～3）の温度差を相対比較することができます。
各入力間の温度差を比較し、検出した温度差の値に対して閾値を設定することで、温度差が
大幅にある装置を特定化し、故障などの原因となるトラブルの予兆管理が行えます。
比較演算結果や閾値超えのステータスはメンテナンス情報画面、または Explicit メッセージ
にて読出すことができます。

注1：比較演算が行えるのは「温度データ2」に設定されているデータのみです。
注 2：「温度データ 2」に割付けられているデータの比較演算を行う場合、温度データを「Peak

　値」や「Bottom値」に選択していると、その値で演算を行いますのでご注意ください。
注3：演算結果は設定に関わらず常に小数点2桁まで読出されます。

比較 比較

比較

装置Bだけ、他の装置に比べ
温度差が激しいな･･･異常？

装置A 装置B 装置C 装置D

540℃ 543℃580580℃ ？ 538℃

温度入力ターミナル

入力間ごとに温度差をそれぞれ検出
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DeviceNet コンフィグレータによる設定方法
①「通常画面」で設定対象の温度入力ターミナルのアイコンをダブルクリックし、「デバイス
パラメータの編集」画面を開きます。（「メンテナンスモード画面」では、右クリック－
「パラメータ」－「編集」）
②「チャネル間データ比較」のタブを選択します。

③「演算データ1」、「演算データ2」のいずれかのセルをダブルクリックし、「演算データ設
定」ウィンドウを表示させます。比較を行いたい入力間を「演算データ1」、「演算データ
2」からそれぞれプルダウンリストより選択します。
同時に監視設定値を設定します。監視設定値は必ず小数点2桁まで入力してください。
（例：10℃の場合→10.00℃となり1000と入力）
「OK」ボタンをクリックし、ウィンドウを閉じます。

④ 「全般」タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックして、
ユニットをリセットします。

⑤ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。
⑥ 比較演算結果は「メンテナンス情報」画面の「チャネル間データ比較」タブにて確認する
ことができます。
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■断線検知機能
入力センサが断線している場合、チャネルごとの断線検知フラグがONとなります。
断線検知フラグは「アナログステータスフラグ」の中に含まれます。
断線検知機能が働くと、変換データは7FFF Hex（1/100表示の場合は7FFFFFFF）とな
ります。入力が再び変換できる範囲に戻ると、断線検知機能は自動的に解除され、通常の変
換データに戻ります。

■ラストメンテナンスデイト機能
本機能はメンテナンスした日時をユニット、接続機器個別にユニット内に書込むことができ
ます。これにより次回メンテナンス時の判断が容易に行えます。コンフィグレータにより書
込可能です。

DeviceNet コンフィグレータによる設定方法
ユニット自体のラストメンテナンスデイトを設定する場合
①「通常画面」で設定対象の温度スレーブのアイコンをダブルクリックし、「デバイスパラ
メータの編集」画面を開きます。（「メンテナンスモード画面」では、右クリック－「パラ
メータ」－「編集」）

② 「全般」タブを選択し、「最終メンテナンス日」のプルダウンリストから、任意の日付を
選択します。（今日の日付を入れたい場合は一番下の「今日」をクリックすると今日の日
付が選択されます。）

③「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックして、ユニットをリセット
します。

④ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。
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接続機器のラストメンテナンスデイトを設定する場合
①「通常画面」で設定対象の温度スレーブのアイコンをダブルクリックし、「デバイスパラ
メータの編集」画面を開きます。（「メンテナンスモード画面」では、右クリック－「パラ
メータ」－「編集」）

② ラストメンテナンスデイトを設定したい接続機器が接続されているチャネルのタブを選
択し、「最終メンテナンス日」のプルダウンリストから、任意の日付を選択します。（今日
の日付を入れたい場合は一番下の「今日」をクリックすると今日の日付が選択されます。）

③ 「全般」タブに戻り、「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックして、
ユニットをリセットします。

④ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。
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■温度積分機能
本機能は温度入力値の時間積分を演算し、センサまたは装置の熱量を換算する機能です。単
位は「時間」（℃（゜Ｆ）× 時間）、または「分」（℃（ﾟ Ｆ）× 分）のどちらかを選択するこ
とができます。
例えば、積分値が100の場合は「100℃（ﾟＦ）相当の温度値が1時間続いた量」を意味
します。（単位に「時間」を選択した場合）
4バイト（2CH）のエリアに格納される値は分割幅の300回分の積分値です。データは設
定された条件（注1、2）に従って表示されます。
またユニット内に監視値を設定することができ、積分値が監視設定値を超えた場合、汎用ス
テータスフラグの「積分値監視ビット」がONします。

注1：単位が゜Ｆに設定されている場合は゜Ｆのまま積分演算を行います。
注2：1/100表示に設定されている場合も100倍されたバイナリデータで積分演算を行います。
注3：積分値の値の意味は小数点の位置によって異なってきます。

*1：積分の分割幅と積分回数は次のとおりです。

単位 分割幅 積分回数

時間 12秒 300回

分 200ｍｓ 300回

温度入力値 積分値
(℃×時間、または℃×分）

時間 t

分割幅*1
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DeviceNet コンフィグレータによる設定方法
①「通常画面」で設定対象の温度入力ターミナルのアイコンをダブルクリックし、「デバイス
パラメータの編集」画面を開きます。（「メンテナンスモード画面」では、右クリック－
「パラメータ」－「編集」）
② 積分機能を設定したいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「積分カウント」をチェッ
クします。

③ 単位の設定を行う場合は「積分カウント」タブの「Cumulated Timer」で、プルダウン
リストから「時間」か「分」を選択します。
7-169



7-6 温度入力ターミナル

ア
ナ
ロ
グ
ス
レ
l
ブ

　７
④ 監視値の設定を行う場合は「積分カウント」タブの「Threshold Cumulated Counter」
に任意の設定値を入力します。

⑤ 「全般」タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックして、
ユニットをリセットします。

⑥ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。
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■ユーザー校正機能
本機能は入力センサの特性や接続方法などにより、入力値にずれが生じるような場合に「ず
れ」を補正し、入力を調整することができる機能です。

温度入力ユニットは、工場出荷時に正しく校正されているので、通常は校正は不要です。必
要な場合のみユーザー校正機能をご使用ください。校正に失敗した場合は校正データをク
リアし、工場出荷時に戻すことが可能です。なお、ユーザー校正の結果については当社で
は保証しかねますのでご了承ください。

温度入力ユニットは校正後も温度変換動作を続けます。校正を行いますと、今まで測定して
いた温度データ値が突然変わる可能性がありますので、校正を行う場合は、必ずご使用の
環境を考慮した状態で行ってください。

変換データ

温度入力値
調整前

調整後

0%
100%
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形DRT2-TS04T の校正手順フロー
温度入力ターミナルの校正は以下の手順で行います。以下のフローチャートに従って、正し
く校正作業を行ってください。

校正できるセンサは電源ON中に動作しているセンサのみとなります。現在使用していない
センサも同時に校正を行う場合は、入力種別を切替え、電源再投入またはコンフィグレー
タのリセットを行い、最初から校正を行ってください。

校正に必要な機器を準備します。

校正に必要な機器を接続します。
上下限校正をする場合、冷接点補償器（ゼロコンなど）の
先端は開放（無効）にしておいてください。

最初の校正？

関連システムの機器の電源をONします。
形DRT2-TS04Tについては、温度入力ユニットの
内部温度が安定するまで30分以上待ちます。

補正したい入力CHの下限校正をします。
補正したい入力CHの上限校正をします。

バイアス補正のための準備をします。
冷接点補償器（ゼロコンなど）の先端を短絡し、
温度が安定するまで40分待ちます。
※校正対象の熱電対に対応した冷接点補償器
　（ゼロコンなど）と補償導線が必要です。

補正したい入力のバイアス補正を行います。

他の入力校正する？

ユーザー校正後の指示検査を行います。

終了

ここでの安定時間とは、初期電源ON後の時間です。
2度目の入力時以降の校正においては、
この項目は無視できます。
※当ユニット以外の機器の安定時間については、
　その機器の取扱説明書を参照の上判断してください。

初回校正の場合は、すでに30分の安定時間を
経過しているので、残り10分待ちます。

Yes

No

Yes

No
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形DRT2-TS04T の校正に必要な機器との接続
校正に必要な機器と温度入力ユニットとの接続について説明します。
校正を行う際は以下の機器を正しく配線してください。

基準電圧電流発生器（STV）／精密デジタルマルチメータ（DMM）
上限・下限の校正を行うために使用します。
正確な0mV、20mV、50mVが発生できるものを用意してください。もし、電圧電流発
生器が正確な電圧を出力できていない場合は出力電圧を測定できる精密デジタルマルチ
メータを使用してください。
冷接点補償器（ゼロコンなど）／補償導線
バイアス補正値を補正するために使用します。
冷接点補償器（以下ゼロコンを例として説明します）とは熱電対タイプのセンサで測定す
る温度を正確な 0 ℃／ 32゜F にするための機器です。校正対象のセンサに対応したもの
を使用してください。
*：R、S、E、B、W タイプの場合は K タイプのもので代用可能です。ゼロコンは 0 ℃／ 32
゜Fにセットしておいてください。

DeviceNet コンフィグレータ（Ver.2.40 以上）
実際の校正作業はコンフィグレータの画面上にて行います。コンフィグレータのバージョ
ンが古いものでは形DRT2-TS04Tの校正は行えませんので必ずバージョンの確認をして
ください。
コンフィグレータの詳細については、DeviceNet コンフィグレータ　オペレーションマ
ニュアル（SBCD-316□）を参照してください。
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校正機器との接続図
入力端子に基準電流電圧発生器（以下STV）、精密デジタルマルチメータ（以下DMM）、ゼ
ロコンを接続します。
以下の接続例は入力 1 に接続した図を示していますが、入力 2 ～ 4 の校正を行う場合は該
当する入力端子に接続してください。

上図ではDeviceNet 上に、PC（コンフィグレータ）を接続していますが、マスタユニット
に形CS1W-DRM21、または形CJ1W-DRM21をご使用の場合は、ツールバス接続によ
りマスタユニット経由で温度入力ユニットを校正することも可能です。詳細はコンフィグ
レータのマニュアル（SBCD-316）「5-1 オンライン／オフラインの切り替え」を参照し
てください。

入力端子への接続

DeviceNetDeviceNet

形DRT2-TS04T

基準電圧電流発生器（STV）基準電圧電流発生器（STV）
バイアス補正を行う際は外してください。

精密デジタルマルチメータ（DMM）精密デジタルマルチメータ（DMM）
STVで正確な電圧が得られているかどうかを確認する場合に使用します。

冷接点補償器（ゼロコンなど）冷接点補償器（ゼロコンなど）
バイアス補正を行うまでは開放（無効）にしてください。

DeviceNet コンフィグレータ
Ver.2.40

補
償
導
線

補
償
導
線

STVSTV

DMMDMM

NC

NC NC NC

NC NC NC NC

IN0
－

IN1
－

IN2
－

IN3
－

IN1
＋

IN0
＋

IN2
＋

IN3
＋

冷接点補償器

補償導線

ゼロコンゼロコン
上下限校正時：開放

バイアス補正時：短絡
INPUT OUTPUT

0℃／32̊F
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配線の確認と校正手順
形DRT2-TS04Tの上限値・下限値の校正手順
① ゼロコンの先端部分は必ず「開放」にしておいてください。
② 使用しているセンサと入力種別の確認を行ってください。

R、S、B、E、Wのセンサを使用している場合はK熱電対の補償導線をご使用ください。さ
らに、R、S、Bタイプのセンサをご使用の場合は K2タイプ（0.0 ～ 500.0 ℃）のセン
サを、E、Wタイプのセンサをご使用の場合は K1 タイプ（－ 200 ～ 1300 ℃）のセン
サをそれぞれ入力種別として設定してください。

③ DeviceNet ネットワーク上にコンフィグレータを接続し、オンラインにします。
④ コンフィグレータのアップロードを行います。
⑤ 校正対象の温度入力ユニットを含む、すべてのユニットの電源をONにします。
温度入力ユニットの内部温度が安定するまで、約30分待ってください。

⑥ コンフィグレータの「通常画面」で設定対象の温度スレーブのアイコンをダブルクリック
し、「デバイスパラメータの編集」画面を開きます。（「メンテナンスモード画面」では、
右クリック－「パラメータ」－「編集」）

⑦ 校正したいCHのタブを選択し、「校正」ボタンをクリックすると、「ユーザー校正」画面
が表示されます。

⑧ 下限値を校正します。温度入力ユニットの入力端子に基準電圧電流発生器（STV）から
0mVを入力します。入力が安定するまで1分以上待ちます。

⑨「下限校正値書込」ボタンを押します。
下限校正値がユニット内部に格納されます。
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⑩ 上限値を校正します。上限値の校正をしたい入力端子に、基準電圧電流発生器から電圧を
入力します。下表より入力種別に応じた電圧を入力してください。入力が安定するまで1
分以上待ちます。

⑪「上限校正値書込」ボタンを押します。
上限校正値がユニット内部に格納されます。

⑫ ユーザー校正が受付けられ、工場出荷時と異なった校正値で動作しているかを確認するに
は、設定対象のスレーブを「右クリック」－「メンテナンス情報」で「メンテナンス情報
画面」を開きます。
校正対象の入力のタブを開き、「ユーザー校正あり」の項目にチェックが付いていればユー
ザー校正した値で動作しています。

ユーザー校正が正しく行われているかの確認をする場合は、「メンテナンス情報」画面の「全
般」タブにある「更新」ボタン、もしくは再アップロードにより必ずデータの更新を行っ
てください。メンテナンス情報画面の詳細は 7-25 ページの「メンテナンス情報画面」を
参照してください。

正確な電圧が入力されていない場合は、校正を受付けない場合があります。

種別 入力電圧

K1 50ｍV

K2 20ｍV

J1 50ｍV

J2 20ｍV

T 20ｍV

L1 50ｍV

L2 20ｍV

U 20ｍV

N 50ｍV

PLⅡ 50ｍV
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形DRT2-TS04Tのバイアス補正の手順
① 基準電圧電流発生器（STV）を切離し、温度入力ユニットに接続しているゼロコンの先端
を短絡させて有効にします。

② 配線作業を終えてから、40分以上経っていることを確認し、「補正値書込」ボタンを押し
てください。バイアス補正値がユニット内部に格納されます。

校正をリセットしたい場合
上下限校正、またはバイアス補正値をリセットしたい場合は、「出荷時設定に戻す」ボタ
ンを押してください。工場出荷時の設定に戻ります。上下限、バイアス補正はまとめて初
期化されます。

 端子台温度とゼロコンとの温度差が大きい場合はバイアス補正を受付けない場合がありま
す。このような現象が起きた場合は校正システムの見直し（対象センサに対応したゼロコ
ンを使用しているかなど）を行ってください。

校正実行後は必ず指示精度の検査を行い、正しく校正されたことを確認してください。
指示精度の検査は必ず下限値、中間値、上限値の3点で行ってください。
①外部機器を以下のように接続します。
②ゼロコンが 0 ℃にセットされていることを確認してから STV の出力電圧を検査値の起
電力に相当する電圧にセットしてください。
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*：ゼロコンと入力端子間は必ず校正対象のセンサに対応した補償導線で接続してください。

STVSTV

ゼロコン

OUTPUT INPUT

補償導線
形DRT2-TS04T形DRT2-TS04T

入力＋

入力－
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校正作業を正しく行うため、以下に示す安定時間は必ず守ってください。
また、STV、DMM、ゼロコン等の安定時間も正しく確保してください。各機器について
の詳細は取扱説明書を参照してください。

作業手順と安定時間の関係
すべての入力（4点）を校正した場合の必要な待ち時間を示します。

*入力2以降の配線を変更した後の上下限校正作業は端子台温度の安定時間に関係ないため、
温度入力ユニットがONしてから30分間経過すればすぐに校正することができます。

タイムチャートタイムチャート 安定時間内容安定時間内容作業内容作業内容

入力ユニット電源ON
入力1校正用配線

入力1バイアス補正
入力2校正配線変更
入力2上下限校正

入力2バイアス補正
入力3校正配線変更
入力3上下限校正

入力3バイアス補正
入力4校正配線変更
入力4上下限校正

入力4バイアス補正
（終了）

入力1上下限校正

30分以上
※STV、DMM、ゼロコン等の
　待ち時間は別途確認して
　ください。

10分

40分

40分

40分

温度入力
ユニット
安定時間

配線後の端子台温度
安定時間1

配線変更後の端子台温度
安定時間2

配線変更後の端子台温度
安定時間3

配線変更後の端子台温度
安定時間4
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形DRT2-TS04P の校正手順フロー

校正できるセンサは電源ON中に動作しているセンサのみとなります。現在使用していない
センサも同時に校正を行う場合は、入力種別を切替えて、最初から校正を行ってください。

校正に必要な機器を準備します。

校正機器を接続します。
上下限校正をするため、6ダイヤル抵抗計を校正対象の
温度入力ユニットに接続します。

関連システム機器の電源をすべてONにします。
内部温度が安定するまで30分以上待ちます。

補正したい入力CHの下限校正をします。
補正したい入力CHの上限校正をします。

他の入力校正する？

ユーザー校正後の指示検査を行います。

終了

Yes

No
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形DRT2-TS04P の校正に必要な機器との接続
校正に必要な機器と温度入力ユニットとの接続について説明します。
校正を行う際は以下の機器を正しく配線してください。

6ダイヤル抵抗計／精密デジタルマルチメータ
上限・下限の校正を行うために使用します。
正確な抵抗値が発生できるものを用意してください。もし、6 ダイヤル抵抗計が正確な抵
抗値を出力できていない場合は抵抗値を測定できる精密デジタルマルチメータを使用して
ください。
DeviceNet コンフィグレータ（Ver.2.40 以上）
実際の校正作業はコンフィグレータの画面上にて行います。コンフィグレータのバージョ
ンが古いものでは形DRT2-TS04Pの校正は行えませんので必ずバージョンの確認をして
ください。
コンフィグレータの詳細については、DeviceNet コンフィグレータ　オペレーションマ
ニュアル（SBCD-316□）を参照してください。

校正機器との接続図
入力端子に6ダイヤル抵抗計を接続します。
以下の接続例は入力 1 に接続した図を示していますが、入力 2 ～ 4 の校正を行う場合は該
当する入力端子に接続してください。

6ダイヤル抵抗計の接続に使用するケーブルは、通常使用しているものと同じ太さのケーブ
ルをご使用ください。

上図ではDeviceNet 上に、PC（コンフィグレータ）を接続していますが、マスタユニット
に形CS1W-DRM21、または形CJ1W-DRM21をご使用の場合は、ツールバス接続によ
りマスタユニット経由で温度入力ユニットを校正することも可能です。詳細はコンフィグ
レータのマニュアル（SBCD-316）「5-1 オンライン／オフラインの切り替え」を参照し
てください。

DeviceNetDeviceNet

形DRT2-TS04P

6ダイヤル抵抗計6ダイヤル抵抗計
校正したい入力端子（CH）に接続します。

精密デジタルマルチメータ（DMM）精密デジタルマルチメータ（DMM）
6ダイヤル抵抗計で正確な抵抗値が得られているかどうかを

確認する場合に使用します。

DeviceNet コンフィグレータ
Ver.2.40
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入力端子への接続

IN0
A

IN1
A

NC NC NC NC NC

NC

IN0
B

IN1
B

IN2
B

IN3
B

IN1
b

IN0
b

IN2
b

IN2
A

IN3
A

IN3
b

DMMDMM6ダイヤル抵抗計ダイヤル抵抗計
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配線の確認と校正手順
形DRT2-TS04Pの上限値・下限値の校正手順
① 6ダイヤル抵抗計を検査値に相当する抵抗値にセットし、入力ユニットの設定対象の入力
CHに正しく配線します。

② 正しい抵抗値が得られない場合はデジタルマルチメータを6ダイヤル抵抗計に正しく配線
し、抵抗値を測定します。

③ DeviceNet ネットワーク上にコンフィグレータを接続し、オンラインにします。
④ コンフィグレータのアップロードを行います。
⑤ 校正対象の温度入力ユニットを含む、すべてユニットの電源をONにします。
温度入力ユニットの内部温度が安定するまで、約30分待ってください。

⑥ コンフィグレータの「通常画面」で設定対象のスレーブのアイコンをダブルクリックし、
「デバイスパラメータの編集」画面を開きます。（「メンテナンスモード画面」では、右ク
リック－「パラメータ」－「編集」）

⑦ 校正したいCHのタブを選択し、「校正」ボタンをクリックすると、「ユーザー校正」画面
が表示されます。

⑧ 下限値を校正します。温度入力ユニットの入力端子に 6 ダイヤル抵抗計から 18Ω を入
力します。入力が安定するまで1分以上待ちます。

⑨「下限校正値書込」ボタンを押します。
下限校正値がユニット内部に格納されます。
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⑩ 上限値を校正します。上限値の校正をしたい入力端子に、6ダイヤル抵抗計から390Ω、
または180Ωを入力します。下表より入力種別に応じた抵抗を入力してください。入力
が安定するまで1分以上待ちます。

⑪「上限校正値書込」ボタンを押します。
上限校正値がユニット内部に格納されます。

⑫ 上下限校正値を元に戻したい場合は「出荷時設定に戻す」ボタンを押してください。
上下限校正値が工場出荷時の設定に戻ります。

⑬ ユーザー校正が受付けられ、工場出荷時と異なった校正値で動作しているかを確認するに
は、設定対象のスレーブを「右クリック」－「メンテナンス情報」で「メンテナンス情報
画面」を開きます。
校正対象の入力のタブを開き、「ユーザー校正あり」の項目にチェックが付いていればユー
ザー校正した値で動作しています。

ユーザー校正が正しく行われているかどうかの確認をする場合は、「メンテナンス情報」画
面の「全般」タブにある「更新」ボタン、もしくは再アップロードにより必ずデータの更
新を行ってください。メンテナンス情報画面の詳細は 7-25 ページの「メンテナンス情報
画面」を参照してください。

種別 上限校正入力電圧

PT 390Ω

JPT 390Ω

PT2 180Ω

JPT2 180Ω
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校正実行後は必ず指示精度の検査を行い、正しく校正されたことを確認してください。
指示精度の検査は必ず下限値、中間値、上限値の3点で行ってください。   
①外部機器を以下のように接続します。
②ユニットの電源 ON後 30 分以上待ち、6ダイヤル抵抗計を検査値に相当する抵抗に設
定してください。
*：校正後、電源をOFF せず続けて検査を行う場合は、30分の待ち時間は不要です。

6ダイヤル抵抗計ダイヤル抵抗計

形DRT2-TS04P形DRT2-TS04P

入力A

入力ｂ

入力B
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8通信タイミング

8-1 リモート I/O通信の性能
ここでは、オムロン製マスタユニットとオムロン製スレーブを使用した場合の、リモート I/
O 通信の性能について説明します。厳密な入出力のタイミングが要求される場合などに参考
としてください。
なお、ここで示す計算では、次の条件を満たしていることを前提としています。
マスタユニットがスキャンリスト有効モードで動作していること
必要なすべてのスレーブが加入していること
マスタユニットで異常が表示されていないこと
ネットワーク上に他社製コンフィグレータなどからのメッセージが発生していないこと

他社製マスタを使用している場合、または他社製スレーブが混在している場合は、ここで示
す計算結果と一致しない場合があります。
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入出力応答時間
入出力応答時間とは、入力スレーブでの入力がマスタに通知され、PLC本体のラダープログ
ラムで処理されて、出力スレーブで出力されるまでの時間のことです。

■CVM1／ CVシリーズ用の場合（PLC本体　非同期処理運転モード時）

最小入出力応答時間
最小入出力応答時間は、マスタに入力が取込まれた直後に、DeviceNet ユニットのリフレッ
シュが実行され、1 周辺処理系サイクルタイム内で命令の実行が行われた場合の入出力応答
時間です。

TIN       ：入力スレーブON（OFF）遅延時間（最小値として「0」とする）
TOUT    ：出力スレーブON（OFF）遅延時間（最小値として「0」とする）
TRT-IN   ：入力スレーブの1スレーブ通信時間（8-9 ページ参照）
TRT-OUT：出力スレーブの1スレーブ通信時間（8-9 ページ参照）
TPLC2   ：PLC本体での周辺処理系サイクルタイム

入力スレーブON（OFF）遅延時間や出力スレーブON（OFF）遅延時間については、第5
～ 7 章の各スレーブの説明を、PLC 本体での周辺処理系サイクルタイムについては、「リ
フレッシュ処理時間」（8-10 ページ参照）と、使用している PLC 本体のマニュアルを参
照してください。

最小入出力応答時間（TMIN）は、次の式で求めることができます。
TMIN ＝ TIN ＋ TRT-IN ＋ TPLC2 ＋ TRT-OUT ＋ TOUT

PLC
（命令実行系）

命令実行

命令実行系
サイクルタイム

PLC
（周辺処理系）

周辺処理系
サイクルタイム

マスタユニット

入力

出力

TPLC2 TRT-OUT TOUTTIN TRT-IN
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最大入出力応答時間
最大入出力応答時間は、次図のような場合の入出力応答時間です。

TIN    ：入力スレーブON（OFF）遅延時間
TOUT ：出力スレーブON（OFF）遅延時間
TRM   ：ネットワーク全体の通信サイクルタイム（8-8 ページ参照）
TPLC1：PLC本体での命令実行系サイクルタイム
TPLC2：PLC本体での周辺処理系サイクルタイム

入力スレーブON（OFF）遅延時間や出力スレーブON（OFF）遅延時間については、第5
～7章の各スレーブの説明を、PLC本体での命令実行系サイクルタイムと周辺処理系サイ
クルタイムについては、「リフレッシュ処理時間」（8-10 ページ参照）と、使用している
PLC本体のマニュアルを参照してください。

最大入出力応答時間（TMAX）は、次の式で求めることができます。
TMAX ＝ TIN ＋ 2×TRM ＋ TPLC1 ＋ 2×TPLC2 ＋ TOUT

PLC
（命令実行系）

命令実行

命令実行系
サイクルタイム

PLC
（周辺処理系）

マスタユニット

入力

出力

TPLC2 TRM TOUTTIN TRM

命令実行

周辺処理系
サイクル
タイム

TPLC1 TPLC2
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■CVM1／ CVシリーズ用の場合（PLC本体　同期処理運転モード時）

最小入出力応答時間
最小入出力応答時間は、次図のような場合の入出力応答時間です。

TIN       ：入力スレーブON（OFF）遅延時間（最小値として「0」とする）
TOUT    ：出力スレーブON（OFF）遅延時間（最小値として「0」とする）
TRT-IN   ：入力スレーブの1スレーブ通信時間（8-9 ページ参照）
TRT-OUT：出力スレーブの1スレーブ通信時間（8-9 ページ参照）
TPLC0   ：PLC本体でのサイクルタイム（命令実行＋周辺処理）

入力スレーブON（OFF）遅延時間や出力スレーブON（OFF）遅延時間については、第5
～ 7 章の各スレーブの説明を、PLC 本体でのサイクルタイムについては、「リフレッシュ
処理時間」（8-10ページ参照）と、使用しているPLC本体のマニュアルを参照してください。

最小入出力応答時間（TMIN）は、次の式で求めることができます。
TMIN ＝ TIN ＋ TRT-IN ＋ 2×TPLC0 ＋ TRT-OUT ＋ TOUT

PLC 命令実行

サイクルタイム

マスタユニット

入力

出力

TPLC0 TRT-OUT TOUTTIN TRT-IN+TPLC0

周辺系
サービス

周辺系
サービス

命令実行 周辺系
サービス

命令実行
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最大入出力応答時間
最大入出力応答時間は、次図のような場合の入出力応答時間です。

TIN    ：入力スレーブON（OFF）遅延時間
TOUT ：出力スレーブON（OFF）遅延時間
TRM   ：ネットワーク全体の通信サイクルタイム（8-8 ページ参照）
TPLC0：PLC本体でのサイクルタイム（命令実行＋周辺処理）

入力スレーブON（OFF）遅延時間や出力スレーブON（OFF）遅延時間については、第5
～7章の各スレーブの説明を、PLC本体での命令実行系サイクルタイムと周辺処理系サイ
クルタイムについては、「リフレッシュ処理時間」（8-10 ページ参照）と、使用している
PLC本体のマニュアルを参照してください。

最大入出力応答時間（TMAX）は、次の式で求めることができます。
TMAX ＝ TIN ＋ 2×TRM ＋ 3×TPLC0 ＋ TOUT

PLC 命令実行

サイクルタイム

マスタユニット

入力

出力

TPLC0 TOUTTIN TRM+TPLC0

周辺系
サービス

周辺系
サービス

命令実行 周辺系
サービス

命令実行 周辺系
サービス

命令実行

TRMTPLC0
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■CS／ CJ 用、C200HX／ HG／ HE（-Z）、C200HS用の場合

最小入出力応答時間
最小入出力応答時間は、マスタに入力が取込まれた直後に、そのスレーブの I/Oリフレッシュ
が実行され、すぐ次の I/O リフレッシュの先頭でスレーブに出力された場合の入出力応答時
間です。

TIN       ：入力スレーブON（OFF）遅延時間（最小値として「0」とする）
TOUT    ：出力スレーブON（OFF）遅延時間（最小値として「0」とする）
TRT-IN   ：入力スレーブの1スレーブ通信時間（8-9 ページ参照）
TRT-OUT：出力スレーブの1スレーブ通信時間（8-9 ページ参照）
TPLC     ：PLC本体でのサイクルタイム
TRF       ：PLC本体でのDeviceNet ユニットリフレッシュ時間（8-10ページ参照）

入力スレーブON（OFF）遅延時間や出力スレーブON（OFF）遅延時間については、第5
～ 7 章の各スレーブの説明を、PLC 本体でのサイクルタイムについては、「リフレッシュ
処理時間」（8-10ページ参照）と、使用しているPLC本体のマニュアルを参照してください。

最小入出力応答時間（TMIN）は、次の式で求めることができます。
TMIN ＝ TIN ＋ TRT-IN ＋（TPLC － TRF）＋ TRT-OUT ＋ TOUT

PLC

マスタユニット

入力

出力

TOUTTIN （TPLC-TRF） TRT-OUTTRT-IN

命令実行

TRF

TPLC
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最大入出力応答時間
最大入出力応答時間は、次図のような場合の入出力応答時間です。

TIN   ：入力スレーブON（OFF）遅延時間
TOUT：出力スレーブON（OFF）遅延時間
TRM  ：ネットワーク全体の通信サイクルタイム（8-8 ページ参照）
TPLC：PLC本体でのサイクルタイム
TRF  ：PLC本体でのDeviceNet ユニットリフレッシュ時間（8-10ページ参照）

入力スレーブON（OFF）遅延時間や出力スレーブON（OFF）遅延時間については、第5
～ 7 章の各スレーブの説明を、PLC 本体でのサイクルタイムについては、「リフレッシュ
処理時間」（8-10ページ参照）と、使用しているPLC本体のマニュアルを参照してください。

最大入出力応答時間（TMAX）は、次の式で求めることができます。
TMAX ＝ TIN ＋ 2×TRM ＋ 2×TPLC ＋ TRF ＋ TOUT

PLC 命令実行

マスタユニット

入力

出力

TPLC TOUTTIN TRM TRFTPLC

命令実行 命令実行

TRM
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通信サイクルタイムとリフレッシュ処理時間
ここでは、DeviceNet の様々な処理時間を計算するために必要となる、通信サイクルタイ
ムと、1スレーブ通信時間、リフレッシュ処理時間について説明します。

■通信サイクルタイム
通信サイクルタイムとは、あるスレーブへの I/Oデータ通信を処理してから、再び同じスレー
ブへの I/O データ通信を処理するまでの時間のことです。通信サイクルタイムは、最大入出
力応答時間を算出するためにも使用されます。
通信サイクルタイムは、ネットワーク中にマスタが 1 台のみか／複数台存在するか、メッ
セージ通信が行われたかなど、様々な要因によって変化します。ここでは、マスタが1台の
場合について説明します。マスタが複数台の場合は、8-11 ページの「ネットワーク内にマ
スタが複数台の場合」を参照してください。
1ネットワーク内にマスタが1台の場合の、通信サイクルタイム（TRM）の計算式を以下に
示します。
ただし、計算結果が2ms未満の場合は、TRM＝ 2msとして動作します。

TRM＝Σ（1スレーブ通信時間）
   ＋多点ユニット処理時間
   ＋ Explicit メッセージ通信時間
   ＋ COS／ Cyclic コネクション通信時間［ms］
   ＋ 0.01×N＋ 1.0　［ms］

1スレーブ通信時間：
1つのスレーブの通信に要する時間（P.8-8 参照）
「Σ（1スレーブ通信時間）」は、ネットワーク内の全スレーブの1スレーブ通信時間の合計
を表します。
多点ユニット処理時間：
3.5　［ms］
IN／ OUTの片方または両方が8バイトを超えるスレーブが1台でもある場合のみ加算
Explicit メッセージ通信時間：
0.11×TB ＋ 0.6　［ms］
Explicit メッセージ通信（送信または受信）の発生による遅延時間として加算
TB：定数（500k ビット /s 時＝ 2、250k ビット /s時＝ 4、125k ビット /s 時＝ 8）
COS／ Cyclic コネクション通信時間：
｛（0.05+0.008×S）×TB｝×n［ms］
COS／ Cyclic 通信の発生による遅延時間として加算
S：COS／ Cyclic コネクションの IN、およびOUTの合計サイズ（バイト数）
n：1通信サイクルタイム時間内で同時に発生するCOS／ Cyclic コネクションの対象ノー
ド数

N：スレーブの台数
8-8
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■ 1スレーブ通信時間
1スレーブ通信時間とは、1つのスレーブとの通信に要する時間のことです。
スレーブのタイプ別の1スレーブ通信時間（TRT）の計算式を以下に示します。
なお、本項目はコネクションタイプに関係なく全スレーブが対象となります。

OUTが 8バイト以内の出力スレーブ
TRT ＝ 0.016×TB×SOUT1 ＋ 0.11×TB ＋ 0.07　［ms］
SOUT1：出力スレーブのOUTチャネル数
TB：500k ビット /s=2、250k ビット /s=4、125k ビット /s=8

IN が 8 バイト以内の入力スレーブ
TRT ＝ 0.016×TB×SIN1 ＋ 0.06×TB ＋ 0.05　［ms］
SIN1：入力スレーブの INチャネル数
TB：500k ビット /s=2、250k ビット /s=4、125k ビット /s=8

IN と OUTのどちらも 8バイト以内の入出力混在スレーブ
TRT ＝ 0.016×TB×（SOUT2 ＋ SIN2）＋ 0.11×TB ＋ 0.07　［ms］
SOUT2：入出力混在スレーブのOUTチャネル数
SIN2：入出力混在スレーブの INチャネル数
TB：500k ビット /s=2、250k ビット /s=4、125k ビット /s=8

IN ／ OUTの片方または両方が 8バイトを超えるスレーブ
TRT ＝ TOH＋ TBYTE-IN×BIN ＋ TBYTE-OUT×BOUT　［ms］
TOH：プロトコルオーバヘッド
TBYTE-IN：IN のバイト伝送時間
BIN：IN のバイト数
TBYTE-OUT：OUTのバイト伝送時間
BOUT：OUTバイト数

INのみのスレーブの場合はBOUT を 0として計算し、OUTのみのスレーブの場合はBIN を
0として計算してください。

通信速度 TOH TBYTE-IN TBYTE-OUT
500k ビット /s 0.306ms 0.040ms 0.036ms

250k ビット /s 0.542ms 0.073ms 0.069ms

125k ビット /s 1.014ms 0.139ms 0.135ms
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■リフレッシュ処理時間
リフレッシュ処理時間とは、PLC 本体（CPU ユニット）と DeviceNet マスタユニットと
の間での入出力情報のやり取りに要する時間のことです。マスタユニットを装着することに
より、PLC本体サイクルタイムが以下に示すように影響されます。

リフレッシュ処理時間や、PLC本体サイクルタイムについての詳細は、使用しているPLC
本体のマニュアルを参照してください。

CVM1 ／ CVシリーズ用マスタユニットの場合
マスタユニットを装着することにより、PLC本体サイクルタイム（CPU高機能ユニットサー
ビス）に、以下の処理時間が加算されます。

CS／ CJ用、C200HX／ HG／ HE（-Z）、C200HS用マスタユニットの場合
マスタユニットを装着することにより、PLC 本体サイクルタイム（I/O リフレッシュ）に、
以下の処理時間が加算されます。

*1：占有CH数は、全スレーブが占有する I/O エリアのCH数です。途中にある空きエリアも含
みます。
例えば、ノードアドレス1（IN 1CH）とノードアドレス5（IN 1CH）のスレーブだけが接
続されている場合でも、占有CH数は5CHとなります。
メッセージ通信を行う場合は、メッセージ処理がされたときだけ、上記占有CH数にメッセー
ジ通信チャネル数を加算して、処理時間を求めます。

処理項目 処理時間

CPU高機能ユニットサービス DeviceNet ユニットリフレッシュ処理：1.1［ms］

処理項目 処理時間

I/Oリフレッシュ

DeviceNet ユニット I/Oリフレッシュ処理：
CS／ CJ、C200HX／HG／HE（-Z）の場合
1.72 ＋ 0.022×占有CH数 *1　［ms］
C200HSの場合
2.27 ＋ 0.077×占有CH数 *1　［ms］
8-10
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ネットワーク内にマスタが複数台の場合
1 ネットワーク内にマスタが複数台ある場合は、通信サイクルタイム（TRM）は以下のよう
になります。
ここでは、マスタが2台の場合を例に、説明していきます。
はじめに、下図のように、マスタAとリモート I/O通信しているグループと、マスタBとリ
モート I/O通信しているグループに、ノードをグループ分けします。

注：上図では、便宜上スレーブの位置もマスタごとに分けてありますが、実際のスレーブの物理
的な位置は無関係です。

次に、8-8 ページの「通信サイクルタイムとリフレッシュ処理時間」を参照して、それぞれ
のグループが別々のネットワークだった場合の、それぞれの通信サイクルタイムを計算しま
す。

マスタが2台あるネットワークでは、ネットワーク全体の通信サイクルタイムは、以下のよ
うになります。

TRM＝ TRM-A ＋ TRM-B

ここでは、マスタが2台あるネットワークを例に示しましたが、マスタが複数台あるネット
ワークでも同様に、リモート I/O通信ごとにグループ分けし、それぞれが独立したネットワー
クだった場合の通信サイクルタイムの合計が、ネットワーク全体の通信サイクルタイムとな
ります。

グループA

マスタAとリモートI/O通信するスレーブ マスタBとリモートI/O通信するスレーブ

マスタA

スレーブa スレーブb スレーブc

グループB

マスタB

スレーブd スレーブe スレーブf

グループA

グループAの通信サイクルタイム:TRM-A グループBの通信サイクルタイム:TRM-B

マスタA

スレーブa スレーブb スレーブc

グループB

マスタB

スレーブd スレーブe スレーブf
8-11



8-1 リモート I/O通信の性能

通
信
タ
イ
ミ
ン
グ

　８
システム立上り時間
ここでは、マスタへの電源投入またはリスタートから、リモート I/O通信が起動するまでの、
システム立上がり時間を示します（スキャンリスト有効モードで、自動起動でリモート I/O
通信を開始するものとします）。
全スレーブの電源が投入された直後にマスタユニットを立上げた場合と、通信中にマスタの
み再立上げする場合とでは、次のように異なります。

上記のシステム立上り時間は、あくまでも目安であり、最大値を示すものではありません。
システム立上り時間は、接続スレーブ台数や接続しているスレーブの立上り時間などシス
テム構成やモードで変動します。

■プログラム例
DeviceNet システムが立上がるまでは、上記のように時間がかかります。ここでは、マス
タステータスエリアを利用して、マスタが立上がり、リモート I/O 通信が起動するまで、ス
レーブの I/O処理を行わないようにするプログラム例を示します。

マスタステータスエリアについての詳細は、各マスタユニットのマニュアルを参照してくだ
さい。

このプログラム例の条件は、次のようになっています。
PLC 本体　　　　　　　　　　：CSシリーズPLC
マスタユニットのユニット番号 ：00

状況 スレーブの LED表示 システム立上がり時間

スレーブ立上げ直後 NS LEDが消灯または緑色点滅 6秒

マスタのみ再立上げ NS LEDが赤色点滅
（マスタ電断中のみ） 8秒

スレーブのみ再立上げ － 10秒

（004）
JMP  #0001

（005）
JME  #0001

2001
15

2001
14

「I/Oデータ通信
動作中」フラグ

「異常発生中/異常
により通信停止中」
フラグ

スレーブの
I/O処理
8-12
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8-2 メッセージ通信の性能

メッセージ通信時間
あるノードから他のノードへメッセージ（SEND／ RECV命令時はデータ、CMND、IOWR
命令時は FINS コマンド）を発行する場合、マスタユニットからネットワーク上にメッセー
ジを出し始めてから、メッセージを出し終わるまでの時間を「メッセージ通信時間」と呼び
ます。

この「メッセージ通信時間」より短い時間内に、PLC本体（CPUユニット）が他のメッセー
ジを実行（メッセージ発行）したり、他ノードから自ノード宛てにメッセージ通信を実行
される（メッセージを受信する）と、送信しようとしていたレスポンスメッセージが破棄
されたり、受信したメッセージが破棄されたりすることがあります。そこで、メッセージ
通信を行う場合は、メッセージ通信時間よりも長い間隔で、通信用の命令（SEND／RECV、
CMND、IOWR命令）を実行してください。また、同一ノードへのメッセージ送信の間隔
も、メッセージ通信時間より長くしてください。 
なお、送信および受信メッセージを破棄するエラーが発生した場合には、マスタユニット
の異常履歴に、該当するエラーが記録されます。FINSコマンドの発行によって、マスタユ
ニット内の異常履歴を読み出すか、コンフィグレータからモニタしてください。

メッセージ通信時間は、以下の式を目安としてください。

メッセージ通信時間＝通信サイクルタイム ×｛（メッセージバイト数＋15）÷6＋ 1｝

メッセージバイト数とは「FINS コマンドのコマンドコードより後のデータのバイト数」で
す。通信サイクルタイムは、リモート I/O通信の実行の有無によって、次のようになります。

■メッセージ通信のみを実行するとき（リモート I/O通信停止中のとき）
通信サイクルタイム＝2 （注）＋0.11×TB ＋ 0.6　［ms］
TB：500k ビット /s 時 =2、250k ビット /s 時 =4、125k ビット /s 時 =8
（通信速度によって異なる）

注：リモート I/O通信停止時の通信サイクルタイムは2msです。

■リモート I/O通信実行中にメッセージ通信を実行するとき
通信サイクルタイム＝（リモート I/O通信のみ実行時の通信サイクルタイム）

              ＋ 0.11×TB ＋ 0.6［ms］
TB：500k ビット /s 時 =2、250k ビット /s 時 =4、125k ビット /s 時 =8
（通信速度によって異なる）

上記のメッセージ通信時間は、あくまでも目安であり、最大値を示すものではありません。
メッセージ通信時間は、発生するメッセージの頻度や、相手ノードの負荷状況、通信サイ
クル時間などの要因によって変化します。特定のマスタユニットに負荷がかかると、上記
の計算式で求めた値よりも長くなることがありますので、注意してください。
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9異常時の処置とメンテナンス

9-1 LED表示の意味と異常時の処置
MS/NS LED 内容 備考

緑点灯 リモート I/O通信中
または
メッセージ通信中

リモート I/O通信実行中
またはメッセージ通信実行
中

リモート I/O通信、メッセージ通信のど
ちらか、または両方が実行中の状態で
す。
正常な状態です。緑点灯

緑点灯 ノードアドレス重複
チェック中

マスタでのノードアドレス
重複チェック完了待ち

特定スレーブのみがこの状態の場合は、
通信速度が同一か確認後、スレーブを再
起動してください。消灯

緑点灯 コネクション待ち マスタからのコネクション
確立待ち状態   －

緑点滅

赤点灯 ウォッチドッグタイ
マ異常

スレーブでウォッチドッグ
タイマ異常が発生

スレーブを交換してください。

消灯

赤点滅 スイッチ設定不正 ディップスイッチなどのス
イッチの設定が不正

スイッチ設定を確認後、スレーブを再起
動してください。

消灯

緑点灯 ノードアドレス重複 マスタユニットとノードア
ドレスが重複

ノードアドレスが重複しないように再設
定後、スレーブを再起動してください。

赤点灯

緑点灯 Busoff 検知 Busoff（データ異常多発
による通信停止）状態

以下の項目を検討後、スレーブを再起動
してください。
マスタ／スレーブの通信速度が同一か
ケーブル長（幹線／支線）は適切か
ケーブルの断線ゆるみがないか
終端抵抗が幹線の両端のみにあるか
ノイズが多くないか

赤点灯

緑点灯 通信タイムアウト

―

以下の項目を検討後、スレーブを再起動
してください。
マスタ／スレーブの通信速度が同一か
ケーブル長（幹線／支線）は適切か
ケーブルの断線ゆるみがないか
終端抵抗が幹線の両端のみにあるか
ノイズが多くないか

赤点滅

MS

NS

MS

NS

MS

NS

MS

NS

MS

NS

MS

NS

MS

NS

MS

NS
9-1



9-2 トラブルシューティング

異
常
時
の
処
置
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

　９
9-2 トラブルシューティング

LED で確認できる場合のトラブルシューティング

■ LEDが赤色点灯または赤色点滅する
現象 原因と対策

MS LEDが赤色点灯する。 ・スレーブが故障しています。スレーブを交換してください。

・拡張ユニットが外れています。確認してください。

MS LEDが赤色点滅する。 ・スレーブ内部の不揮発性メモリのデータに異常があります。コンフィグレー
タ上で、対象スレーブのアイコンをダブルクリックし、「デバイスパラメータ
の編集」ウィンドウを開き、「出荷時設定に戻す」をクリックして、「リセッ
ト」ボタンをクリックしてください。データを出荷状態に戻したにもかかわ
らずMS LEDが赤色点滅する場合は、スレーブを交換してください。

・ディップスイッチなどの設定に不正があります。スイッチ設定を確認後、ス
レーブを再起動してください。

・冷接点補償器が外れています。（形DRT2-TS04Tのみ）冷接点補償器の確
認を行ってください。

MS LED緑色点灯後、NS 
LEDが緑色点滅せずにすぐ赤
色点灯する。

以下の項目を点検後、異常スレーブを再起動してください。

・ノードアドレスが重複しています。全ノードのノードアドレスを確認して、
重複しないよう設定してください。

・「NS LEDが緑色点灯するが、しばらくすると赤色点灯になる」の項目を参照
してください。

・特定のスレーブのNS LEDが常に赤色点灯する場合は、そのスレーブを交換
してください。

NS LEDが緑色点灯するが、し
ばらくすると赤色点灯になる。
または、NS LEDが緑色点灯す
るが、しばらくすると赤色点滅
になる。

以下の項目を点検後、異常スレーブを再起動してください。

・ネットワーク幹線の両端に終端抵抗（121Ω）が接続されているか確認して
ください。正しい終端抵抗が接続されていない場合は、121Ωの終端抵抗を
接続してください。

・すべてのスレーブが正しく設定されているか確認してください。

・通信ケーブルが正しく配線されているか確認してください。

・電源ケーブルおよび電源が正しく配線、設定されているか確認してください。

・すべてのノードについて、コネクタへの配線部で、通信ケーブル、電源ケー
ブルが断線していないか確認してください。

・通信電源が正しく供給されているか確認してください。

・周囲にノイズを発生させる機器がある場合は、マスタやスレーブ、通信ケー
ブルにノイズ対策を行ってください。

・オムロン製マスタユニットを使用している場合で、マスタユニットに異常が
発生しているときは、各マスタユニットのマニュアルを参照してください。
他社製マスタユニットを使用している場合で、マスタユニットに異常が発生
しているときは、その商品の取扱説明書を参照してください。

・特定のスレーブのNS LEDが常に赤色点灯する場合は、そのスレーブを交換
してください。
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■ネットワークに加入できない
現象 原因と対策

NS LEDが消灯したまま変化
しない。

スレーブのコネクタが正しく接続されているか確認してください。
マスタが正しく動作しているか確認してください。
オムロン製マスタユニットを使用している場合は、各マスタユニットのマニュア
ルを参照してください。
他社製マスタの場合は、その商品の取扱説明書を参照してください。
通信ケーブルが正しく配線されているか確認してください。
電源ケーブルおよび電源が正しく配線、設定されているか確認してください。
コネクタへの配線部で、通信ケーブル、電源ケーブルが断線していないか確認し
てください。

NS LEDが緑色点滅したまま
変化しない。

マスタが正しく動作しているか確認してください。
オムロン製マスタユニットを使用している場合は、各マスタユニットのマニュア
ルを参照してください。
他社製マスタの場合は、その商品の取扱説明書を参照してください。
スレーブが、マスタのスキャンリストに登録されているか確認してください。
オムロン製マスタユニットを使用している場合、マスタユニットがスキャンリス
ト有効モードで動作していると、新たなスレーブを追加しても加入できません。
「スキャンリストクリア」操作を行った後、追加したスレーブの加入を確認し、
「スキャンリスト作成」操作を行ってください。
他社製マスタの場合、スキャンリストへの登録方法はその商品の取扱説明書を参
照してください。

NS LEDが緑色点滅と緑色点
灯を繰返す。または、NS 
LEDが赤色点滅と緑色点滅を
繰返す。

オムロン製マスタユニットを使用している場合、以下の項目の確認と、マスタユ
ニットの LED表示によりその処置をしてください。
→スキャンリストの再登録をしてください。
「スキャンリストクリア」操作を行った後、スレーブの加入を確認し、「スキャン
リスト作成」操作を行ってください。
→スレーブの I/Oエリアが他のスレーブと重複していないか確認してください。
重複している場合は、重複しないようノードアドレスを設定してください。
→スレーブの I/Oエリアが、マスタユニットで許可されたエリアをオーバしてい
ないか確認してください。オーバしている場合は、オーバしないようノードアド
レスを設定してください。

他社製マスタを使用している場合は、そのマスタに登録されているスキャンリス
トの I/Oサイズと、スレーブの I/Oサイズが一致しているか確認してください。
I/Oサイズは、Connection オブジェクトの以下のアトリビュートに記載されて
います。

　インスタンス2 （Polled I/O Connection）

　インスタンス4 （cos ／ cyclic Connction）

　　Produced Connection Size （入力サイズ）

　　Consumed Connection Size （出力サイズ）

　または、

　インスタンス3 （ビット Strobed I/O Connection）

　　Produced Connection Size （入力サイズ）

付 -2「他社製マスタと接続する場合」を参照して、マスタのスキャンリストに
正しい値を登録してください。
登録方法はマスタの取扱説明書を参照してください。
9-3



9-2 トラブルシューティング

異
常
時
の
処
置
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

　９
各スレーブ特有のトラブルシューティング

機種 現象 原因 対策

全スレーブ共通

MS LED、NS LED
が緑点灯していない。

9-2 ページの「LEDで
確認できる場合のトラ
ブルシューティング」
を参照してください。

－

ネットワーク電源電圧
が低下しても「ネット
ワーク電源電圧低下」
フラグがONしない。

ネットワーク電源電圧
の監視値が小さく設定
されています。

ネットワーク電源電圧
監視値を上げてくださ
い。

＊デフォルトは「11V
以下検知」となって
います。

適正なネットワーク電
源電圧だが「ネット
ワーク電源電圧低下」
ステータスがONして
いる。

ネットワーク電源電圧
の監視値が大きく設定
されています。

ネットワーク電源電圧
監視値を下げてくださ
い。

ネットワーク電源電圧
監視値が設定できな
い。

11～ 25Vの設定範囲
を越えています。

11～25Vの範囲で
設定してください。

I/Oコメント、または
ユニットコメントが設
定できない。

32文字以上を設定して
います。
（全角の場合16文字）

32文字以内の設定と
してください。（全角
文字の場合は16文字
以内。）

「ユニットメンテナン
ス時期」、「接続機器メ
ンテナンス時期」のス
テータスがONしな
い。

監視値が0の場合は無
条件にステータスは
OFFとなります。
（実行しない）

監視値を0以外の値に
設定してください。

ユニットの電源を再投
入したら以下の値が電
源OFF直後の値にな
らなかった。
「一般スレーブ」：ユ
ニット通電時間、メン
テナンスカウンタ
「温度入力ターミナ
ル」：設定温度範囲
トータル時間、トップ
バレー回数

電源ON中は6分に1
度、内部の不揮発性メ
モリに格納しています。
「メンテナンスカウンタ
セーブ」を行うと、そ
の場で格納できますが、
行わずに電源OFFしま
すと内部には前回（最
大6分前）に格納され
た値が読出されます。

コンフィグレータのメ
ンテナンス情報にある
「メンテナンスカウン
タセーブ」を行ってか
ら電源OFFしてくだ
さい。
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 ９
アナログ I/Oスレーブを除く
すべての機種

「メンテナンスカウン
タ」が0に戻った。

・リセットを行った場合
は0に戻ります。

－
・メンテナンスカウンタ
の設定を「ON積算時
間モニタ」⇔「接点
動作回数モニタ」に
切替えたときは必ず
0に戻ります。

パラメータの編集・設
定を行ったが、変更さ
れない機能がある。

電源再立上げ時のみに
有効な機能を変更した。

本体の電源再投入、ま
たはコンフィグレータ
をリセットしてくださ
い。

出力をONさせている
のに、メンテナンスカ
ウンタがカウントされ
ない。

I/O電源がOFFしてい
る。

I/O電源が入力されて
いるか確認してくださ
い。

拡張ユニットが装着可能なスレーブ
形DRT2-ID16（-1）
形DRT2-OD16（-1）
形DRT2-ROS16

拡張ユニットを着脱し
て電源を立上げたら I/
O通信できなくなっ
た。

拡張ユニットを着脱す
ると I/O点数が増える
（減る）ため、マスタの
スキャンリストと一致
していない可能性があ
ります。

マスタのスキャンリス
トを設定し直してくだ
さい。

オンラインで拡張ユ
ニットを着脱したら
MS LEDが赤点灯し
た。

拡張ユニットはオンラ
インで着脱できません。

拡張ユニットの着脱は
電源OFF時に行って
ください。

動作時間のモニタがで
きない。

INユニットとOUTユ
ニットが混在する場合
のみ有効な機能です。

－

①形DRT2-ID16（-1）
の場合：
形XWT-0D08（-1）
／16（-1）が装着さ
れた場合のみ有効

②形DRT2-OD16（-
1）／ROS16の場
合：
形XWT-ID08（-1）
／16（-1）が装着さ
れた場合のみ有効
以下の形式は動作時
間モニタは行えませ
ん。
・形DRT2-ID08（-
  1）／OD08（-1）
・形DRT2-ID16S
・形DRT2-HD16C
  ／ ID08C／
  OD08C

機種 現象 原因 対策
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動作時間モニタ機能を持つスレーブ
形DRT2-ID16（-1）*
形 DRT2-OD16（-1）*
形 DRT2-ROS16*
形 DRT2-MD16（-1）
形DRT2-MD16S（-1）
形DRT2- □ D16-TA（-1）
形DRT2- □ D16ML（X）（-1）
形DRT2- □ D32ML（-1）
形DRT2- □ D32B／ BV（-1）
形DRT2- □ D□□SL／ SLH（-
1）
形DRT2- □ D04CL（-1）
形DRT2-MD16CL（-1）　
＊増設ユニットが装着され、入出力
　ユニットとして使用できる場合の
　み

動作時間モニタが期待
する値にならない。

・入力フィルタが設定さ
れている場合、ONま
たはOFF時間にディ
レーが発生します。
　　

・フィルタ設定を考慮
した時間モニタを行
うかもしくはフィル
タ定数を0msに設
定してください。　

・スタンダードタイプ／
センサコネクタタイ
プ／耐環境スレーブ
を除くスレーブでは
動作時間のON、OFF
エッジが選択できま
す。意図する設定に
なっていない可能性
があります。

・動作時間のエッジ設
定ができるスレーブ
においては組合わせ
設定を再度確認して
ください。

・スタンダードタイプ／
センサコネクタタイ
プを除くスレーブで
は動作時間の組合わ
せを選択できます。
期待する値にならな
い場合、意図する設
定になっていない可
能性があります。精
度は ±6msです。

動作時間の監視値超え
のステータスがONし
たりOFFしたりする。

動作時間のフラグは1
回の測定ごとに監視値
との比較を行い、更新
するため、一度ONし
ても再度更新時に監視
値を下回ればOFFしま
す。なお、スタンダー
ドタイプ／センサコネ
クタタイプを除くス
レーブ監視値超えのフ
ラグを保持するフラグ
があります。

－

出力を持つスレーブ　
形DRT2-OD08（-1）
形DRT2-OD16（-1）
形DRT2-MD16（-1）
形DRT2-ROS16
形DRT2-MD16S（-1）
形DRT2-OD16TA（-1）
形DRT2-MD16TA（-1）
形DRT2-OD16ML（X）（-1）
形DRT2-OD32ML（-1）
形DRT2-MD32ML（-1）
形DRT2-OD32B／ BV（-1）
形DRT2-MD32B／ BV（-1）
形DRT2-OD16SL／ SLH（-1）
形DRT2-OD32SL／ SLH（-1）
形DRT2-MD32SL／ SLH（-1）
形DRT2-OD04CL（-1）
形DRT2-OD08C（-1）
形DRT2-OD08CL（-1）
形DRT2-WD16CL（-1）
形DRT2-MD16CL（-1）

通信異常になったとき
に出力を保持できな
い。

通信異常時出力クリア
モードになっています。

通信異常時出力保持
モードに設定してくだ
さい。

通信異常になったとき
に出力をクリアできな
い。

通信異常時出力保持
モードになっています。

通信異常時出力クリア
モードに設定してくだ
さい。

機種 現象 原因 対策
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入力を持つスレーブ　
形DRT2-ID08（-1）
形DRT2-ID16（-1）
形DRT2-MD16（-1）
形DRT2-MD16S（-1）
形DRT2-ID16TA（-1）
形DRT2-MD16TA（-1）
形DRT2-ID16ML（X）（-1）
形DRT2-ID32ML（-1）
形DRT2-MD32ML（-1）
形DRT2-ID32B／ BV（-1）
形DRT2-MD32B／ BV（-1）
形DRT2-ID16SL／ SLH（-1）
形DRT2-ID32SL／ SLH（-1）
形DRT2-MD32SL／ SLH（-1）
形DRT2-ID08C（-1）
形DRT2-HD16C（-1）
形DRT2-ID04CL（-1）
形DRT2-ID08CL（-1）
形DRT2-HD16CL（-1）
形DRT2-MD16CL（-1）

入力値のOＮ、OFF
のタイミングにディ
レーが発生する。

入力フィルタが設定さ
れている可能性があり
ます。

入力フィルタ値を0に
してください。または
入力フィルタ値を適正
な値に設定してくださ
い。

センサ未接続検知機能を持つ
スレーブ
形DRT2-HD16C（-1）
形DRT2-ID08C（-1）
形DRT2-ID16SLH（-1）
形DRT2-ID32SLH（-1）
形DRT2-MD32SLH（-1）

使用していない入力に
対して未接続検知ス
テータスがONする。

使用していない入力に
対して未接続検知禁止
処理を入れていない可
能性があります。

対象となる入力に対し
て未接続検知禁止処理
を設定してください。

外部負荷短絡検知機能を持つ
スレーブ
形DRT2-OD08C（-1）
形DRT2-MD16S（-1）
形DRT2-OD16SLH（-1）
形DRT2-OD32SLH-1
形 DRT2-MD32SLH-1

外部負荷短絡を検知
後、異常箇所を復帰さ
せたが短絡検知ステー
タスがOFFしない。

「手動復帰」となってい
る。（デフォルトは「手
動復帰」です。）

異常箇所復帰後 I/O電
源を再投入してくださ
い。

外部負荷断線検知機能を持つ
スレーブ
形DRT2-OD16SLH（-1）
形DRT2-OD32SLH（-1）
形DRT2-MD32SLH（-1）

使用していない出力に
対して断線検知ステー
タスがONする。

使用していない出力に
対して断線検知禁止処
理を入れていない可能
性があります。

対象となる出力に対し
て断線検知禁止処理を
設定してください。

外部負荷を接続してい
るのに断線検知ステー
タスがONする。

消費電流が小さい。
（出力電流3mＡ以下）

本機能を無効とする設
定を行ってください。
（断線検知できませ
ん。）

外部負荷断線検知後、
異常箇所を復帰させた
が断線検知ステータス
がOFFしない。

「手動復帰」となってい
る。（デフォルトは「手
動復帰」です。）

異常箇所復帰後 I/O電
源を再投入してくださ
い。

機種 現象 原因 対策
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アナログ I/Oスレーブ共通

監視値を超えてもス
テータスがONしな
い。　

・対象となるアナログス
マート機能を有効に
していない。

・該当する機能を有効
にしてください。　

・監視値が0の場合は
無条件にステータス
はOFFとなります。

・監視設定値を0以外
の値に設定してくだ
さい。　

・入力の小数点位置を間
違えて監視値の設定
を行っている。
（形DRT2-TS04□
のみ）

・小数点位置を確認し
た上で監視値を再設
定してください。

・入力種別・表示モー
ド・単位を変更して
も期待通りのアナロ
グ入力値とならな
い。または期待通り
のアナログ出力が出
ない。

・設定変更後、電源を再
投入もしくはコン
フィグレータ上にて
リセットを行わない
と反映されません。

・本体の電源再投入も
しくはコンフィグ
レータ上でリセット
をしてください。

・I/Oデータへの割付
けデータ変更、機能
有効ビットを変更し
ても期待通りの動き
をしない。

機種 現象 原因 対策
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アナログ I/Oスレーブ共通

・アナログデータが期
待値と異なる、また
はアナログデータの
誤差が大きい。

・I/Oデータへの機能割
付けが正しくありま
せん。　　

・設定するアナログ
データの種類が正し
く I/Oデータへ割付
いているか再度確認
してください。

・断線していないのに
断線を検知する。

・スケーリングを行って
いる。

・スケーリングしてい
る場合はスケーリン
グしている値が正し
いかどうか再度確認
してください。　

・誤ってスケーリング
機能が割付いていた
場合はスケーリング
機能を削除してくだ
さい。　

・接続センサと入力種別
が異なっている。

・入力種別を再度確認
してください。

・ユーザー校正の誤差が
大きい。

・再度ユーザー校正を
してください。

以下、温度入力ターミ
ナルのみ

以下、温度入力ターミ
ナルのみ

・1／100表示と通常
表示モードの設定に
誤りがある。

・通常表示モードは表
示値 ×1、もしくは
表示値 ×10であり、
選択する入力種別に
より異なります。

・センサの小数点位置の
読み違いがある。

・1／100表示は選
択する入力種別によ
らず表示値 ×100で
す。設定、入力種別
を再度確認してくだ
さい。

以下、形DRT2-
TS04Tのみ

・取付方向が縦置き、ま
たは下向きになって
いる。

･取付方向を確認して
ください。

・ユニットは交換したが
端子台は変えなかっ
た。（精度保証範囲が
大きくなります。）

外部SWで設定できな
い。

・SW8がOFFとなっ
ている。（デフォル
ト）

・SW8をONさせて
ください。

ユーザー校正、バイア
ス補正（形DRT2-
TS04Tのみ）が受付
けられない。

・設定範囲外の入力で校
正しようとした。

・正しい入力電圧（電
流）を入れて再校正
してください。　

・校正のシステムを再
度見直してくださ
い。

機種 現象 原因 対策
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アナログ I/Oスレーブ（入力）
形DRT2-AD04
形DRT2-AD04H
形DRT2-TS04□

断線表示が消えない。 ・センサが断線してい
る。

・センサの断線を復旧
してください。　

・冷接点補償器が外れて
いる（形DRT2-
TS04Tのみ）

・接続センサおよび入
力種別を再度確認し
てください。

・センサの測定温度範囲
を大きく超えている。

・測定している温度に対
して入力種別が異
なっている。

断線表示しない。 ・アナログ入力ターミナ
ルの場合1～5Vレ
ンジ、4～20mAレ
ンジ以外では断線表
示できません。

－

トップバレーのステー
タスがONしない。

・ヒステリシスが大きす
ぎる。

・ヒステリシスの調整
をしてください。

トップバレーの回数が
ONしない。（形
DRT2-TS04□のみ）

・ヒステリシスが0に
なっている。

・トップバレーのス
テータスが頻繁に
ONする。

・ヒステリシスが小さす
ぎる。

・ヒステリシスの調整
をしてください。

・トップバレーの回数
が期待以上に多くカ
ウントする。（形
DRT2-TS04□の
み）

アナログ入力ターミナル
形DRT2-AD04のみ

変換サイクルが長い。 ・AD変換点数がMax
（４点）です。　

・不必要な入力があれ
ば点数を減らして実
行してください。　

・機能を追加するごとに
処理時間が加算され
ます。

・使用しない機能があ
れば機能を削除して
実行してください。

アナログ出力ターミナル
形DRT2-DA02のみ

通信異常時、期待する
値が保持されない。

・通信異常時の出力値設
定が間違っています。

・通信異常時の出力値
設定の内容を再度確
認してください。

機種 現象 原因 対策
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温度入力ターミナル
形DRT2-TS04□のみ

1/100表示に設定し
たが I/Oデータが0
のままである。

・割付CHが 1CHの通
常表示エリアとなっ
ています。

デフォルトコネクショ
ンパスを1/100用の
エリアに変更するか、
マスタでコネクション
のパスを1/100表示
用エリアに選択してく
ださい。

CH間の温度誤差が正
しく上がらない。

・アナログデータ2に
温度値以外の値が割
付いています。

・アナログデータ2に
温度値を割付けてく
ださい。

*CH間の温度誤差表示
は1/100表示固定
です。

ZoneCounter 機能で
カウント条件に温度値
が入っているのにカウ
ントしない。

コンパレータ機能が機
能種別として有効と
なっていない。

・コンパレータ機能を
有効にしてくださ
い。（電源再投入が
必要）

トップバレーの回数が
ONしない。

・トップバレー機能が機
能種別として有効と
なっていない。

・トップバレー機能を
有効にしてくださ
い。（電源再投入が
必要）

・ヒステリシスが大きす
ぎる。

・ヒステリシスの調整
をしてください。

・ヒステリシスが0に
なっている。

コンパレータ機能やヒ
ステリシスの値を設定
しても、期待通りに動
作しない。

・温度表示の設定を切替
えている。（℃⇔゜F）

入力種別／表示モード
による小数点位置、℃
と゜Fの表示の切替を
再度確認してくださ
い。また、途中でこれ
らの設定を切替えた場
合には、コンパレータ
機能やヒステリシスの
設定も再度確認してく
ださい。

・小数点位置の読み違
い。

機種 現象 原因 対策
9-11



9-3 機器のメンテナンス

異
常
時
の
処
置
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

　９
9-3 機器のメンテナンス
ここでは、日常の機器のメンテナンスとして、清掃方法と点検方法、およびユニット交換時
の取扱方法について説明します。

清掃方法
ネットワークを常に最良の状態で使用するために、次のように定期的に清掃を行ってくださ
い。

日常の清掃時には、乾いたやわらかい布で乾拭きしてください。
 乾拭きでも汚れが落ちないときは、布を十分に薄めた中性洗剤（2%）で湿らせて、固く
絞ってから拭いてください。
ユニットにゴムやビニール製品、テープなどを長時間付着させておくとシミが付くことがあ
ります。付着している場合は清掃時に取除いてください。

 ベンジンや、シンナーなどの揮発性の溶剤や化学雑巾などは、絶対に使用しないでくださ
い。ユニットの塗装が変質する恐れがあります。

点検方法
最良の状態でご使用いただくためにも定期点検を欠かさず行ってください。
点検は、通常は6ヶ月～1年に1回の間隔で実施してください。ただし、極端に高温多湿の
環境やほこりの多い環境などで使用する場合は、点検間隔を短くしてください。

■点検に必要な機材
点検をする前に以下の機材を準備します。

日常的に必要なもの
プラスドライバ、マイナスドライバ
通信コネクタ用ドライバ
テスタ（またはデジタルボルトメータ）
工業用アルコールと純綿布

場合により必要なもの
シンクロスコープ
ペン書きオシロスコープ
温度計、湿度計
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■点検項目
以下の項目について、判定基準から外れていないかどうかを点検します。判定基準から外れ
ているときは、基準内に入るように周囲の環境を改善するか、本体を調整してください。

ノード交換時の取扱方法
DeviceNet の各ノード（マスタ、スレーブ）は、ネットワークを構成する機器です。ノー
ドが故障した場合、ネットワーク全体に影響を及ぼすことがありますので、すみやかに修復
作業を行ってください。ネットワーク機能の修復をできるだけ早く行うために、交換用の予
備の機器を用意されるようお勧めします。

■ノード交換時のお願い
点検などで不良を発見して本体を交換するときは、次の点に注意してください。
交換後、新しい機器にも異常がないか確認してください。
不良機器を修理のために返却される場合は、不良の内容についてできるだけ詳細に記載した
用紙を機器に添付して、巻末記載の当社支店または営業所へお送りください。
接触不良の場合は、接点をきれいな純綿布に工業用アルコールを染込ませたもので拭いてく
ださい。

■ノード交換後の設定
ノード交換後は、スイッチなどを交換前のユニットと同じ状態に設定し直してください。

点検項目 点検内容 判定基準 点検手段

環境状態 周囲および盤内温度は適当か 各スレーブの仕様参照 温度計

周囲および盤内湿度は適当か 各スレーブの仕様参照 湿度計

ほこりが積もっていないか ほこりのないこと 目視

取付状態 ユニットはしっかり固定されているか ゆるみのないこと プラスドライバ

通信ケーブルのコネクタは完全に挿入さ
れているか

ゆるみのないこと プラスドライバ

外部配線のネジはゆるんでいないか ゆるみのないこと プラスドライバ

接続ケーブルは切れかかっていないか 外観に異常のないこと 目視
9-13
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付 -1 DeviceNet Explicitメッセージ機能
DeviceNet Explicit メッセージをマスタからスマートスレーブ（DRT2 シリーズ）宛てに
発行することで、指定したスマートスレーブ（DRT2シリーズ）の任意のパラメータの読出、
書込が行えます。
スマートスレーブはマスタから発行されたコマンドに対応する処理を行い、レスポンスを返
信します。

Explicit メッセージの基本フォーマット
各コマンドレスポンスの基本フォーマットを以下に示します。

■コマンドフォーマット

・送信先ノードアドレス
Explicit メッセージ（コマンド）を送付するユニットのノードアドレスを1バイトの16進
数で指定します。

・［ServiceCode］、［Class ID］、［Instance ID］、［Attribute ID］
コマンドの種類や、処理対象、処理の詳細を指定するためのパラメータです。
注：［Class ID］、［Instance ID］、［Attribute ID］はマスタによって指定バイト数が異なること

があります。オムロン製 DeviceNet マスタから発行する場合は、［Class ID］および
［Instance ID］は 2バイト（4桁）、［Attribute ID］は 1バイト（2桁）で指定します。

・［データ］
データは読出コマンドの場合は不要です。

■レスポンスフォーマット

正常時

異常時

・［受信バイト数］
［送信元ノードアドレス］以降の受信データのバイト数が、16 進数で返信されてきます。
Explicit メッセージにエラーレスポンスが返されたときは、常に0004Hex となります。

・［送信元ノードアドレス］
レスポンスを発行したノードのノードアドレスが、16進数で返信されます。

送信先ノード
アドレス

Service
Code

Class
ID

Instance
ID

Attribute
ID データ

受信バイト数 送信元
ノードアドレス Service Code データ

受信バイト数
（0004Hex 固定 )

送信元
ノードアドレス Service Code エラーコード
付 -1
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・［ServiceCode］
正常終了時には、コマンドで指定した［ServiceCode］の最上位ビットが ON になった値
が、次のように格納されます。

Explicit メッセージにエラーメッセージが返信されたときには、常に94Hex となります。

・［データ］
読出コマンドを発行した場合のみ読出データが格納されます。

・［エラーコード］
Explicit メッセージのエラーコードです。詳細は、下表の「エラーコード一覧」を参照して
ください。

エラーコード一覧

機能 コマンドのService Code レスポンスのService Code

データ設定 10 Hex 90 Hex

データ読出 0E Hex 8E Hex

リセット 05 Hex 85 Hex

セーブ 16 Hex 96 Hex

レスポンス
コード エラー名称 原因

08FF Service not
supported Service code に誤りがあります。

09FF Invalid 
attribute value

指定されたAttribute 値はサポートしていません。
書込まれたデータがデータ範囲外です。

16FF Object does not
exist 指定された Instance ID をサポートしていません。

15FF Too much data 指定されたサイズよりもデータが長くなっています。

13FF Not enough 
data 指定されたサイズよりもデータが短くなっています。

0CFF Object state
conflict 指定されたコマンドは内部ハード異常により実行できない状態です。

20FF Invalid 
Parameter 指定された動作指令データはサポートしていません。

0EFF Attribute not
settable

読出しかサポートしていないAttribute ID に対して書込のService 
Code を発行しました。

10FF Device state
conflict 指定されたコマンドは内部ハード異常により実行できません。

14FF Attribute not
supported 指定されたアトリビュートをサポートしていません。

19FF Store operation
failure データをメモリに格納できませんでした。

2AFF
Groupe 2 only
server general
failure

指定されたコマンドまたはアトリビュートをサポートしてないか、
アトリビュートは設定できません。
付 -2
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全スレーブ共通のExplicit メッセージ一覧

■汎用ステータス読出

*：汎用ステータスフラグの各ビットの詳細は3-7 ページの「スマートスレーブの I/O割付」を参照ください。

■ユニット通電時間の設定／モニタ

Explicit 
メッセージ

サ
l
ビ
ス

機能

コマンド

レスポンスService
Code

Class
ID

Instance
ID

Attribute
ID データサイズ

汎用ステータス読出 読
出

スレーブのステー
タスビット（8
ビット）を読出し
ます。

0EHex 95Hex 01Hex 65Hex － 1バイト

Explicit 
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド

レスポンスService 
Code

Class 
ID

Instance 
ID

Attribute 
ID データサイズ

ユニット
メンテナンス設定値

読
出

スレーブ本体の通
電時間（単位：
0.1時間）の設定
値を読出します。

0EHex 95Hex 01Hex 73Hex －

4バイト
00000000～
FFFFFFFFHex
（0～
4294967295）

書
込

スレーブ本体の通
電時間（単位：
0.1時間）の設定
値を書込みます。

10Hex 95Hex 01Hex 73Hex

4バイト
00000000～
FFFFFFFFHex
（0～
4294967295）

－

ユニット
メンテナンス現在値

読
出

スレーブ本体の通
電時間（単位：
0.1時間）の現在
値を読出します。

0EHex 95Hex 01Hex 71Hex －

4バイト
00000000～
FFFFFFFFHex
（0～
4294967295）

ユニット
メンテナンスフラグ

読
出

スレーブ本体の通
電時間監視状態を
読出します。

0EHex 95Hex 01Hex 72Hex －

1バイト
00Hex: 範囲内
01Hex: 範囲外
（監視値オーバ）
付 -3
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一般スレーブ／耐環境スレーブで使用する Explicit メッセージ一覧

■端子の設定／モニタ（入力）

Explicit
 メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド

レスポンスService 
Code

Class 
ID

Instance 
ID

Attribute 
ID データサイズ

端子のメンテナンス
情報の監視モード

読
出

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の入力のメ
ンテナンス情報の
監視モードを読出
します。

0EHex 08Hex 01～
20Hex 65Hex －

1バイト
00Hex：ON積
算時間モード
01Hex：接点動
作回数モード

書
込

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の入力のメ
ンテナンス情報の
監視モードを書込
みます。

10Hex 08Hex 01～
20Hex 65Hex

1バイト
00Hex：ON積
算時間モード
01Hex：接点動
作回数モード

－

ON積算時間または
接点動作回数
（入力）の設定値

読
出

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の入力の
ON積算時間（単
位：秒）または接
点動作回数（単
位：回）の設定値
を読出します。

0EHex 08Hex 01～
20Hex 68Hex －

4バイト
00000000～
FFFFFFFFHex
（0～
4294967295）

書
込

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の入力の
ON積算時間（単
位：秒）または接
点動作回数（単
位：回）の設定値
を書込みます。

10Hex 08Hex 01～
20Hex 68Hex

4バイト
00000000～
FFFFFFFFHex
（0～
4294967295）

－

ON積算時間または
接点動作回数読出
（入力）

読
出

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の入力の
ON積算時間（単
位：秒）または接
点動作回数（単
位：回）を読出し
ます。

0EHex 08Hex 01～
20Hex 66Hex －

4バイト
00000000～
FFFFFFFFHex
（0～
4294967295）

ON積算時間または
接点動作回数の
リセット（入力）

リ
セ
ッ
ト

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の入力の
ON積算時間（単
位 : 秒）または接
点動作回数（単位
: 回）を0に戻し
ます。

05Hex 08Hex 01～
20Hex 66Hex － －

ON積算時間または
接点動作回数の監視
状態読出（入力）

読
出

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の入力の
ON積算時間また
は接点動作回数の
監視状態を読出し
ます。

0EHex 08Hex 01～
20Hex 67Hex －

1バイト
00Hex：範囲内
01Hex：範囲外
（監視値オーバ）
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■端子の設定／モニタ（出力）

Explicit
 メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド

レスポンスService 
Code

Class 
ID

Instance 
ID

Attribute 
ID データサイズ

端子のメンテナンス
情報の監視モード

読
出

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の出力のメ
ンテナンス情報の
監視モードを読出
します。

0EHex 09Hex 01～
20Hex 65Hex －

1バイト
00Hex：ON積
算時間モード
01Hex：接点動
作回数モード

書
込

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の出力のメ
ンテナンス情報の
監視モードを書込
みます。

10Hex 09Hex 01～
20Hex 65Hex

1バイト
00Hex：ON積
算時間モード
01Hex：接点動
作回数モード

－

ON積算時間または
接点動作回数
（出力）の設定値

読
出

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の出力の
ON積算時間（単
位：秒）または接
点動作回数（単
位：回）の設定値
を読出します。

0EHex 09Hex 01～
20Hex 68Hex －

4バイト
00000000～
FFFFFFFFHex
（0～
4294967295）

書
込

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の出力の
ON積算時間（単
位：秒）または接
点動作回数（単
位：回）の設定値
を書込みます。

10Hex 09Hex 01～
20Hex 68Hex

4バイト
00000000～
FFFFFFFFHex
（0～
4294967295）

－

ON積算時間または
接点動作回数読出
（出力）

読
出

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の出力の
ON積算時間（単
位：秒）または接
点動作回数（単
位：回）を読出し
ます。

0EHex 09Hex 01～
20Hex 66Hex －

4バイト
00000000～
FFFFFFFFHex
（0～
4294967295）

ON積算時間または
接点動作回数の
リセット（出力）

リ
セ
ッ
ト

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の出力の
ON積算時間（単
位 : 秒）または接
点動作回数（単位
: 回）を0に戻し
ます。

05Hex 09Hex 01～
20Hex 66Hex － －

ON積算時間または
接点動作回数の監視
状態読出（出力）

読
出

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の出力の
ON積算時間また
は接点動作回数の
監視状態を読出し
ます。

0EHex 09Hex 01～
20Hex 67Hex －

1バイト
00Hex：範囲内
01Hex：範囲外
（監視値オーバ）
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■動作時間の設定／モニタ

基本 I/Oユニット +拡張ユニット／センサコネクタ入出力ターミナルの場合

Explicit 
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド

レスポンスService 
Code

Class 
ID

Instance 
ID

Attribute 
ID データサイズ

動作時間モニタの
設定値

読
出

Instance ID で指
定したNo.（1～
16）の出力ON
→入力ONまでの
時間（単位：ms）
の監視設定値を読
出します。

0EHex 97Hex 01～
10Hex 67Hex －

2バイト
0000～
FFFFHeｘ
(0～ 65535）

書
込

Instance ID で指
定したNo.（1～
16）の出力ON
→入力ONまでの
時間（単位：ms）
の監視設定値を書
込みます。

10Hex 97Hex 01～
10Hex 67Hex

2バイト
0000～
FFFFHeｘ
(0～ 65535）

－

動作時間モニタの
現在値

読
出

Instance ID で指
定したNo.（1～
16）の出力ON
→入力ONまでの
時間（単位：ms）
の現在値を読出し
ます。

0EHex 97Hex 01～
10Hex 65Hex －

2バイト
0000～
FFFFHeｘ
(0～ 65535）

動作時間モニタの
監視状態読出

読
出

Instance ID で指
定したNo.（1～
16）の出力ON
→入力ONまでの
時間（単位：ms）
の監視状態を読出
します。

0EHex 97Hex 01～
10Hex 66Hex －

1バイト
00Hex：範囲内
01Hex：範囲外
（監視値オーバ）
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3段端子台ターミナル／MILコネクタターミナル／ボードターミナル／スクリューレス
クランプターミナルの場合

Explicit 
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド

レスポンスService 
Code

Class 
ID

Instance 
ID

Attribute 
ID データサイズ

動作時間モニタの
ピーク値の読出し

読
出

Instance ID で指
定したNo.（1～
8）のスタートポ
イントのトリガ→
エンドポイントの
トリガまでの時間
（単位：ms）の
ピーク値を読出し
ます。

0EHex 97Hex 01～
08Hex 68Hex －

2バイト
0000～
FFFFHeｘ
(0～ 65535）

動作時間モニタの
ピーク値のリセット

リ
セ
ッ
ト

Instance ID で指
定したNo.（1～
16）のスタート
ポイントのトリガ
→エンドポイント
のトリガまでの時
間（単位：ms）
のピーク値を現在
値に戻します。

05Hex 97Hex 01～
08Hex 68Hex － －

動作時間モニタの
履歴

読
出

Instance ID で指
定したNo.（1～
8）のスタートポ
イントのトリガ→
エンドポイントの
トリガまでの時間
（単位：ms）の監
視状態の履歴を読
出します。

0EHex 97Hex 01～
08Hex 6DHex －

1バイト
00Hex：過去に
閾値超過なし
01Hex：過去に
閾値超過あり

動作時間モニタの
履歴のリセット

読
出

Instance ID で指
定したNo.（1～
8）のスタートポ
イントのトリガ→
エンドポイントの
トリガまでの時間
（単位：ms）の監
視状態の履歴を0
に戻します。

05Hex 97Hex 01～
08Hex 6DHex － －
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■通信異常ホールドクリア設定（出力）

* デフォルトでは全点クリア（0）になっています。

■センサ電源短絡検知の設定／モニタ

*1：レスポンスのデータサイズは耐環境ターミナル：1 バイト、クランプターミナル 16 点入力：2 バイ
ト、クランプターミナル32点入力：4バイト

Explicit 
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド

レスポンスService 
Code

Class 
ID

Instance 
ID

Attribute 
ID データサイズ

通信異常時の出力の
状態（ホールドまた
はクリアモード）の
設定

読
出

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の出力につ
いて通信異常時に
出力状態をホール
ドするか、クリア
するかのモードを
点数別に読出しま
す。

0EHex 09Hex 01～
20Hex 05Hex －

1バイト
00Hex：クリア
モード
01Hex：ホール
ドモード

通信異常時の出力の
状態（ホールドまた
はクリアモード）の
設定

書
込

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の出力につ
いて通信異常時に
出力状態をホール
ドするか、クリア
するかのモードを
点数別に設定しま
す。

10Hex 09Hex 01～
20Hex 05Hex

1バイト
00Hex：クリア
モード
01Hex：ホール
ドモード

－

Explicit 
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド

レスポンスService 
Code

Class 
ID

Instance 
ID

Attribute 
ID データサイズ

センサ電源短絡状態
（耐環境ターミナル
入力ユニット、スク
リューレスクランプ
ターミナル入力／入
出力ユニットのみ）

読
出

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の入力のセ
ンサ電源の短絡状
態を読出します。
注：形DRT2-
HD16C（-1）の
場合、同一コネク
タ内の2つの入力
は同じ情報が読出
せます。

0EHex 08Hex 01～
20Hex 69Hex －

1バイト
00Hex：正常
01Hex：短絡

センサ電源短絡状態
（センサコネクタ
ターミナルのみ）

読
出

センサコネクタ
ターミナルのセン
サ電源短絡の状態
を読出します。

0EHex 95Hex 01Hex 7DHex －
1バイト
00：正常
01：短絡

センサ電源短絡状態
一括読出
（耐環境ターミナル
入力ユニット、スク
リューレスクランプ
ターミナル入力／入
出力ユニットのみ）

読
出

センサ電源の短絡
状態を一括で読出
します。
注：形DRT2-
HD16C（-1）の
場合、入力用コネ
クタ単位で状態が
読出せます。

0EHex 1DHex 01Hex 67Hex －

1バイト、2バイ
ト、4バイト
00Hex：正常
それ以外：該当の
端子がセンサ電源
短絡（コネクタ1
～32：ビット0
～31）*1
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■センサ未接続検知の設定／モニタ

*1：レスポンスのデータサイズは耐環境ターミナル：1 バイト、クランプターミナル 16 点入力：2 バイ
ト、クランプターミナル32点入力：4バイト

Explicit 
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド

レスポンスService 
Code

Class 
ID

Instance 
ID

Attribute 
ID データサイズ

センサ未接続検知
設定
（耐環境ターミナル
入力ユニット、スク
リューレスクランプ
ターミナル入力／入
出力ユニットのみ）

読
出

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の入力のセ
ンサ未接続検知機
能の設定状態を読
出します。
注：形DRT2-
HD16C（-1）の
場合、同一コネク
タ内の2つの入力
で共通の設定にな
ります。

0EHex 08Hex 01～
20Hex 6BHex －

1バイト
00Hex：無効
（使用しない）
01Hex：有効
（使用する）

書
込

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の入力のセ
ンサ未接続検知機
能の設定を書込み
ます。
注：形DRT2-
HD16C（-1）の
場合、同一コネク
タ内の2つの入力
で共通の設定にな
ります。例えば入
力0と入力1は
設定を共有しま
す。入力0と入力
1とで異なる設定
を行った場合は後
から設定を行なっ
た方が有効になり
ます。

10Hex 08Hex 01～
20Hex 6BHex

1バイト
00Hex：無効
（使用しない）
01Hex：有効
（使用する）

－

センサ未接続状態
（耐環境ターミナル
入力ユニット、スク
リューレスクランプ
ターミナル入力／入
出力ユニットのみ）

読
出

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の入力のセ
ンサ接続／未接続
状態を読出しま
す。
注：形DRT2-
HD16C（-1）の
場合、同一コネク
タ内の2つの入力
は同じ情報が読出
せます。

0EHex 08Hex 01～
20Hex 6AHex －

1バイト
00Hex：接続
（または
検知設定なし）
01Hex：未接続

センサ未接続状態
一括読出
（耐環境ターミナル
入力ユニット、スク
リューレスクランプ
ターミナル入力／入
出力ユニットのみ）

読
出

センサの接続／未
接続状態を一括で
読出します。
注：形DRT2-
HD16C（-1）の
場合、入力用コネ
クタ単位で状態を
読出せます。

0EHex 1DHex 01Hex 68Hex －

1バイト、2バイ
ト、4バイト
00Hex：正常
それ以外：該当の
入力コネクタがセ
ンサ未接続（コネ
クタ1～32：
ビット0～31）
*1
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■外部負荷短絡検知のモニタ

*1：レスポンスのデータサイズは耐環境ターミナル：1バイト、クランプターミナル：2バイト

■外部負荷断線検知のモニタ

*1：レスポンスのデータサイズはクランプターミナル 16 点出力：2 バイト、クランプターミナル 32 点
出力：4バイト

■メンテナンスモード情報の書込

Explicit 
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド

レスポンスService 
Code

Class 
ID

Instance 
ID

Attribute 
ID データサイズ

外部負荷短絡検知
状態
（耐環境ターミナル
出力ユニット、スク
リューレスクランプ
ターミナル出力／入
出力ユニットのみ）

読
出

Instance ID で指
定したNo.（1～
16）の出力の外
部負荷短絡状態を
読出します。

0EHex 09Hex 01～
10Hex 69Hex －

1バイト
00Hex：正常
01Hex：短絡

外部負荷短絡検知
状態
（センサコネクタ
ターミナル入出力ユ
ニットのみ）

読
出

センサコネクタ
ターミナルの外部
負荷短絡状態を読
出します。

01Hex 95Hex 01Hex 7DHex －
1バイト
00：異常
10：短絡

外部負荷短絡検知
状態一括読出
（耐環境ターミナル
出力ユニット、スク
リューレスクランプ
ターミナル出力／入
出力ユニットのみ）

読
出
負荷短絡状態を一
括で読出します。 0EHex 1EHex 01Hex 64Hex －

1バイト、2バイ
ト
00Hex：正常
それ以外：該当の
端子が負荷短絡
（出力0～15：
ビット0～15）
*1

Explicit 
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド

レスポンスService 
Code

Class 
ID

Instance 
ID

Attribute 
ID データサイズ

外部負荷断線検知状
態
（スクリューレスク
ランプターミナル出
力／入出力ユニット
のみ）

読
出

Instance ID で指
定したNo.（1～
32）の出力の外
部負荷断線状態を
読出します。

0EHex 09Hex 01～
20Hex 6AHex －

2バイト、4バイ
ト
00Hex：正常
01Hex：断線

外部負荷断線検知状
態一括読出
（スクリューレスク
ランプターミナル出
力／入出力ユニット
のみ）

読
出

出力の外部負荷断
線状態を一括で読
出します。

0EHex 1EHex 01Hex 68Hex －

2バイト、4バイ
ト
00Hex：正常
それ以外：該当の
端子が断線（出力
0～31：ビット
0～31）*1

Explicit 
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド

レスポンスService 
Code

Class 
ID

Instance 
ID

Attribute 
ID データサイズ

メンテナンス
カウンタセーブ

セ
ｌ
ブ

メンテナンスカウ
ンタをスレーブ内
のメモリに記憶さ
せます。

16Hex 95Hex 01Hex 75Hex － －
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■動作時間モニタ、ON積算時間／接点動作回数の一括読出

*1：アトリビュート（7EHex）は Generic Status のビット 6の詳細情報を表します。サイズ 4バイト
固定で、以下のフォーマットで読出すことができます。

*ユニットのサイズ上、使用しないところは未使用
*入出力混在のユニット以外の場合は14FFを返します。

*2：アトリビュート（7FHex）はGeneric Status のビット７の詳細情報を表します。サイズ10バイト
固定とし、以下のフォーマットとします。

*ユニットのサイズ上、使用しないところは未使用

*3： ON積算時間／接点動作回数の監視状態を一括読出する場合は制限事項がありますので、付 -3「ON積
算時間／接点動作回数の一括読出を行う場合の制限事項」を参照してください。

Explicit 
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド

レスポンスService 
Code

Class 
ID

Instance 
ID

Attribute 
ID

データ
サイズ

動作時間モニタの
監視状態一括読出

読
出

スレーブ本体の動
作時間の監視状態
を一括で読出しま
す。

0EHex 95Hex 01Hex 7EHex －

+00 レスポンスサイズ
+01 02Hex 固定
+02 レスポンスエリア1
+03 レスポンスエリア2
*1参照

ON積算時間または
接点動作回数の監視
状態読出

読
出

スレーブ本体の
ON積算時間また
は接点動作回数の
監視状態を一括で
読出します。

0EHex 95Hex 01Hex 7FHex －

+00 レスポンスサイズ
+01 08Hex 固定
+02 レスポンスエリア1
+03 レスポンスエリア2
+04 レスポンスエリア3
+05 レスポンスエリア4
+06 レスポンスエリア5
+07 レスポンスエリア6
+08 レスポンスエリア7
+09 レスポンスエリア8
*2参照

+00
サイズ部　0002 固定

+01

+02 IN+OUTの組合わせ　端子0～端子7
ビットONの条件は設定値を超えた場合

+03 IN+OUTの組合わせ　端子8～端子15

+00
サイズ部　0008 固定

+01

+02 IN エリア　端子７～端子0

ビットONの条件は設定値を超えた場合

+03 IN エリア　端子15～端子8

+04 IN エリア　端子24～端子16

+05 IN エリア　端子31～端子25

+06 OUTエリア　端子７～端子0

+07 OUTエリア　端子15～端子8

+08 OUTエリア　端子24～端子16

+09 OUTエリア　端子31～端子25
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アナログスレーブのExplicit メッセージ一覧

■ディップスイッチの読出

■アナログ入力ターミナルの設定／読出

Explicit 
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド

レスポンスService 
Code

Class 
ID

Instance 
ID

Attribute 
ID データサイズ

ディップスイッチの
状態読出

読
出

入力／出力ターミ
ナルのディップス
イッチの状態を読
出します。

0EHex 94Hex 01Hex 68Hex － 1バイト

Explicit 
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド

レスポンスService 
Code

Class 
ID

Instance 
ID

Attribute 
ID データサイズ

アナログデータ1
の値

読
出

アナログデータ
1の値を読出し
ます。

0EHex 0AHex 01～
04Hex 03Hex － 2バイト

アナログデータ2
の値

読
出

アナログデータ
2の値を読出し
ます。

0EHex 0AHex 01～
04Hex 65Hex － 2バイト

AD変換点数の設
定

書
込
／
読
出

AD変換点数の設
定を行います。

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

0AHex 00Hex 64Hex 2バイト 1バイト

入力レンジ設定

書
込
／
読
出

入力レンジの設定
を行います。
－10～10V＝
0（形DRT2-
AD04のみ）、
0～5V＝1、
0～10V＝ 2、
4～20mA＝
3、
1～5V＝7、
0～20mA＝8

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

0AHex 01～
04Hex 07Hex 1バイト 1バイト

アナログステータ
スフラグの読出

読
出

アナログステータ
スフラグの状態を
読出します。
下下限値＝0、
下限値＝1、
Pass 信号＝2、
上限値＝3、
上上限値＝4、
Valley ショット
＝5、
Topショット＝
6、
断線検知＝７

0EHex 0AHex 01～
04Hex 66Hex － 1バイト

アナログデータ1
への割付データの
選択

書
込
／
読
出

アナログデータ
1に割付ける
データを選択しま
す。
入力アナログ値＝
0、
Peak 値＝1、
Bottom値＝2、
Top値＝3、
Valley 値＝ 4、
変化率値＝5

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

0AHex 01～
04Hex 68Hex 1バイト 1バイト
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アナログデータ2
への割付データの
選択

書
込
／
読
出

アナログデータ
2に割付ける
データを選択しま
す。
入力アナログ値＝
0、
Peak 値＝1、
Bottom値＝2、
Top値＝3、
Valley 値＝ 4、
変化率値＝5

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

0AHex 01～
04Hex 69Hex 1バイト 1バイト

各種機能の設定

書
込
／
読
出

各種機能の設定を
行います。
（ビットON=有
効、ビット
OFF=無効）
移動平均処理機能
＝0
スケーリング機能
＝1
ピークボトムホー
ルド機能＝2、
トップバレーホー
ルド機能＝3、
コンパレータ機能
＝4、
積分機能＝5、
変化率＝6

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

0AHex 01～
04Hex 6EHex 1バイト 1バイト

スケーリングタイ
プの設定

書
込
／
読
出

デフォルトスケー
リング＝0
ユーザスケーリン
グ＝1

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

0AHex 01～
04Hex 6FHex 1バイト 1バイト

スケーリングポイ
ント1の設定

書
込
／
読
出

ユーザスケーリン
グ0%時のアナ
ログ値を設定しま
す。

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

0AHex 01～
04Hex 70Hex

2バイト
（－28000～
+28000）

2バイト
（－28000～
+28000）

スケーリングポイ
ント2の設定

書
込
／
読
出

ユーザスケーリン
グ100%時のア
ナログ値を設定し
ます。

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

0AHex 01～
04Hex 71Hex

2バイト
（－28000～
+28000）

2バイト
（－28000～
+28000）

スケーリング後の
オフセット機能

書
込
／
読
出

スケーリング後の
誤差をオフセット
値にて修正しま
す。

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

0AHex 01～
04Hex 72Hex

2バイト
（－28000～
+28000）

2バイト
（－28000～
+28000）

最大値読出

読
出
／
リ
セ
ッ
ト

電源立上げ時から
の最大値を読出し
ます。

読出＝
0EHex
リセッ
ト＝
35Hex

0AHex 01～
04Hex 73Hex － 2バイト

最小値読出

読
出
／
リ
セ
ッ
ト

電源立上げ時から
の最小値を読出し
ます。

読出＝
0EHex
リセッ
ト＝
35Hex

0AHex 01～
04Hex 74Hex － 2バイト

Explicit 
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド

レスポンスService 
Code

Class 
ID

Instance 
ID

Attribute 
ID データサイズ
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Peak 値読出 読
出

HOLD機能実行
中のPeak 値が
保持され、その値
を読出します。

0EHex 0AHex 01～
04Hex 75Hex － 2バイト

Bottom値読出 読
出

HOLD機能実行
中のBottom値
が保持され、その
値を読出します。

0EHex 0AHex 01～
04Hex 76Hex － 2バイト

Top値読出 読
出

HOLD機能実行
中のTop値が保
持され、その値を
読出します。

0EHex 0AHex 01～
04Hex 77Hex － 2バイト

Top値検出タイミ
ングフラグ読出

読
出

Top値を検出し
たときのタイミン
グを読出します。

0EHex 0AHex 01～
04Hex 78Hex － 1バイト

Valley 値読出 読
出

HOLD機能実行
中のValley 値が
保持され、その値
を読出します。

0EHex 0AHex 01～
04Hex 79Hex － 2バイト

Valley 値検出タイ
ミングフラグ読出

読
出

Valley 値を検出
したときのタイミ
ングを読出しま
す。

0EHex 0AHex 01～
04Hex 7AHex － 1バイト

上上限値の設定

書
込
／
読
出

上上限値の設定を
行います。

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

0AHex 01～
04Hex 7DHex

2バイト
（－32768～
＋32767）

2バイト
（－32768～＋
32767）

下下限値の設定

書
込
／
読
出

下下限値の設定を
行います。

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

0AHex 01～
04Hex 7EHex

2バイト
（－32768～
＋32767）

2バイト
（－32768～＋
32767）

上限値の設定

書
込
／
読
出

上限値の設定を行
います。

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

0AHex 01～
04Hex 7FHex

2バイト
（－32768～
＋32767）

2バイト
（－32768～＋
32767）

下限値の設定

書
込
／
読
出

下限値の設定を行
います。

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

0AHex 01～
04Hex 80Hex

2バイト
（－32768～
＋32767）

2バイト
（－32768～＋
32767）

スケーリング処理
された入力アナロ
グ値の読出

読
出

スケーリング処理
のみされた入力ア
ナログ値を読出し
ます。

0EHex 0AHex 01～
04Hex 8DHex － 2バイト

変化率値の読出 読
出

設定サンプリング
周期ごとの変化率
を読出します。

0EHex 0AHex 01～
04Hex 8EHex － 2バイト

サンプリング周期
の設定

書
込
／
読
出

前回値との変化率
を求めるサンプリ
ング周期を設定し
ます。

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

0AHex 01～
04Hex 90Hex

形 DRT2-
AD04：
2バイト（10
～65535）
形DRT2-
AD04H：
2バイト（250
～ 65500）

形DRT2-AD04：
2バイト
（10～65535）
形DRT2-AD04H：
2バイト
（250～65500）

Explicit 
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド

レスポンスService 
Code

Class 
ID

Instance 
ID

Attribute 
ID データサイズ
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積分値の読出

読
出
／
リ
セ
ッ
ト

アナログ入力値の
時間積分値を読出
します。

読出＝
0EHex
リセッ
ト＝
35Hex

0AHex 01～
04Hex 91Hex －

4バイト
（－214748364.8
～
+214748364.7)

積分値監視ビット
の読出

読
出

汎用ステータスフ
ラグの積分値監視
ビットで積算状態
を読出します。
0＝カウンタ
オーバフロー、
1＝カウンタア
ンダフロー、
7＝設定値オー
バフロー

読出＝
0EHex 0AHex 01～

04Hex 92Hex － 1バイト

積分値の監視設定
値の設定

書
込
／
読
出

積分値の監視値設
定の書込／読出を
行います。

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

0AHex 01～
04Hex 93Hex 4バイト 4バイト

積分値の単位の
設定

書
込
／
読
出

積分値の単位の設
定を行います。
0＝時間（カウ
ント ×時間）
1＝分（カウン
ト ×分）

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

0AHex 01～
04Hex 94Hex 1バイト 1バイト

Explicit 
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド

レスポンスService 
Code

Class 
ID

Instance 
ID

Attribute 
ID データサイズ
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■アナログ出力ターミナルの設定／読出

Explicit 
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド

レスポンスService 
Code

Class 
ID

Instance 
ID

Attribute 
ID データサイズ

出力アナログ値の
読出

読
出
出力アナログ値を
読出します。 0EHex 0BHex 01～

02Hex 03Hex － 2バイト

出力レンジの設定

書
込
／
読
出

出力レンジの設定
を行います。
4～20mA＝
0、
0～10V＝ 1、
0～20mA＝
2、
－10～+10V
＝ 3、
0～5V＝4、
1～5V=6

0EHex 0BHex 01～
02Hex 07Hex － 1バイト

異常時の出力値の
設定

書
込
／
読
出

通信異常時の出力
値をチャネルごと
に設定を行いま
す。
0＝Hold last 
state 
1=Low limit
2=High limit 
3=Zero count

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

0BHex 01～
02Hex 09Hex 1バイト 1バイト

各種機能の設定

書
込
／
読
出

各種機能の設定を
行います。（ビット
ON＝有効、ビッ
トOFF＝無効）
スケーリング機能
＝0   
 積分機能＝1

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

0BHex 01～
02Hex 6EHex 1バイト 1バイト

スケーリングタイ
プの設定

書
込
／
読
出

デフォルトスケー
リング＝0
ユーザスケーリン
グ＝1

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

0BHex 01～
02Hex 6FHex 1バイト －

スケーリングポイ
ント1の設定

書
込
／
読
出

ユーザスケーリン
グ0%時の変化
値を設定します。

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

0BHex 01～
02Hex 70Hex

2バイト
（－28000～
＋28000）

2バイト
（－28000～
＋ 28000）

スケーリングポイ
ント2の設定

書
込
／
読
出

ユーザスケーリン
グ100%時の変
化値を設定しま
す。

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

0BHex 01～
02Hex 71Hex

2バイト
（－28000～
＋28000）

2バイト
（－28000～
＋ 28000）

スケーリング後の
オフセット機能

書
込
／
読
出

スケーリング後の
誤差をオフセット
値にて修正しま
す。

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

0BHex 01～
02Hex 72Hex

2バイト
（－28000～
＋28000）

2バイト
（－28000～
＋ 28000）

積分値の読出

読
出
／
リ
セ
ッ
ト

アナログ入力値の
時間積分値を読出
します。

読出＝
0EHex
リセッ
ト＝
35Hex

0BHex 01～
02Hex 91Hex －

4バイト
（ー214748364.8
～
＋ 214748364.7）
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積分値監視ビット
の読出

読
出

汎用ステータスフ
ラグの積分値監視
ビットで積算状態
を読出します。
0＝カウンタ
オーバフロー、
1＝カウンタア
ンダフロー、
7＝設定値オー
バフロー　

読出＝
0EHex 0BHex 01～

02Hex 92Hex － 1バイト

積分値の監視設定
値の設定

書
込
／
読
出

積分値の監視値設
定の書込／読出を
行います。

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

0BHex 01～
02Hex 93Hex 4バイト 4バイト

積分値の単位の
設定

書
込
／
読
出

積分値の単位の設
定を行います。
0＝時間（カウ
ント ×時間）
1＝分（カウン
ト ×分）

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

0BHex 01～
02Hex 94Hex 1バイト －

Explicit 
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド

レスポンスService 
Code

Class 
ID

Instance 
ID

Attribute 
ID データサイズ
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■温度入力ターミナルの設定／読出

Explicit 
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド

レスポンスService 
Code

Class 
ID

Instance 
ID

Attribute 
ID データサイズ

通常表示と1/
100表示の表示形
式の読出

読
出

表示形式を読み出
します。
通常表示=0
1/100表示=1
DRT1互換1/
100表示=2

0EHex 31Hex 00Hex 64Hex － 1バイト

温度データ1の値
読出（通常表示）

読
出
温度データ1の
値を読出します。 0EHex 31Hex 01～

04Hex A5Hex － 2バイト

温度データ2の値
読出（通常表示）

読
出
温度データ2の
値を読出します。 0EHex 31Hex 01～

04Hex A6Hex － 2バイト

温度データ1の値
読出（1/100表
示）

読
出
温度データ1の
値を読出します。 0EHex 31Hex 01～

04Hex 06Hex － 4バイト

温度データ2の値
読出（1/100表
示）

読
出
温度データ2の
値を読出します。 0EHex 31Hex 01～

04Hex 65Hex － 4バイト

入力種別の設定

書
込
／
読
出

入力種別の設定を
行います。
R=0、S=1、
K1=2、K2=3、
J1=4、J2=5、
T=6、E=7、
L1=8、L2=9、
U=A、N=B、
W=C、B=D、
PLⅡ =E、
PT=F、
JPT=10、
PT2=11、
JPT2=12

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

31Hex 01～
04Hex A2Hex 1バイト 1バイト

ユーザー校正の有
無状態チェック

読
出

温度変換定数が
ユーザー校正され
たかチェックしま
す。
ユーザー校正して
いる＝1
出荷時設定＝0

0EHex 31Hex 01～
04Hex 84Hex － 1バイト

表示単位の読出 読
出

表示単位の読出し
を行います。
℃=1200
゜F=1201

0EHex 31Hex 01～
04Hex 04Hex － 2バイト

アナログステータ
スフラグの読出

読
出

アナログステータ
スフラグの状態を
読出します。
下下限値＝0、
下限値＝1、
Pass 信号＝2、
上限値＝3、
上上限値＝4、
Valley ショット
＝5、
Topショット＝
6、
断線検知＝７

0EHex 31Hex 01～
04Hex 66Hex － 1バイト
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温度データ1への
割付データの選択

書
込
／
読
出

温度データ1に
割付けるデータを
選択します。
温度入力値＝0、
Peak 値＝1、
Bottom値＝2、
Top値＝3、
Valley 値＝ 4、
変化率値＝5

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

31Hex 01～
04Hex 68Hex 1バイト 1バイト

温度データ2への
割付データの選択

書
込
／
読
出

温度データ2に
割付けるデータを
選択します。
入力アナログ値＝
0、
Peak 値＝1、
Bottom値＝2、
Top値＝3、
Valley 値＝ 4、
変化率値＝5

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

31Hex 01～
04Hex 69Hex 1バイト 1バイト

各種機能の設定

書
込
／
読
出

各種機能の設定を
行います。（ビッ
トON=有効、
ビットOFF=無
効）
移動平均処理機能
＝0
スケーリング機能
＝1
ピークボトムホー
ルド機能＝2、
トップバレーホー
ルド機能＝3、
コンパレータ機能
＝4、
積分機能＝5、
変化率＝6

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

31Hex 01～
04Hex 6EHex 2バイト 2バイト

スケーリングポイ
ント1の設定

書
込
／
読
出

ユーザスケーリン
グ0%時の温度
入力値を設定しま
す。

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

31Hex 01～
04Hex 70Hex 2バイト 2バイト

スケーリングポイ
ント2の設定

書
込
／
読
出

ユーザスケーリン
グ100%時の温
度入力値を設定し
ます。

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

31Hex 01～
04Hex 71Hex 2バイト 2バイト

スケーリング後の
オフセット機能

書
込
／
読
出

スケーリング後の
誤差をオフセット
値にて修正しま
す。

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

31Hex 01～
04Hex 72Hex 2バイト 2バイト

最大値読出

読
出
／
リ
セ
ッ
ト

電源立上げ時から
の最大値を読出し
ます。

読出＝
0EHex
リセッ
ト＝
35Hex

31Hex 01～
04Hex 73Hex － 4バイト

最小値読出

読
出
／
リ
セ
ッ
ト

電源立上げ時から
の最小値を読出し
ます。

読出＝
0EHex
リセッ
ト＝
35Hex

31Hex 01～
04Hex 74Hex － 4バイト

Explicit 
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド

レスポンスService 
Code

Class 
ID

Instance 
ID

Attribute 
ID データサイズ
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Peak 値読出 読
出

HOLD機能実行
中のPeak 値が
保持され、その値
を読出します。

0EHex 31Hex 01～
04Hex 75Hex － 4バイト

Bottom値読出 読
出

HOLD機能実行
中のBottom値
が保持され、その
値を読出します。

0EHex 31Hex 01～
04Hex 76Hex － 4バイト

Top値読出 読
出

HOLD機能実行
中のTop値が保
持され、その値を
読出します。

0EHex 31Hex 01～
04Hex 77Hex － 4バイト

Top値検出タイミ
ングフラグ読出

読
出

Top値を検出し
たときのタイミン
グを読出します。

0EHex 31Hex 01～
04Hex 78Hex － 1バイト

Valley 値読出 読
出

HOLD機能実行
中のValley 値が
保持され、その値
を読出します。

0EHex 31Hex 01～
04Hex 79Hex － 4バイト

Valley 値検出タイ
ミングフラグ読出

読
出

Valley 値を検出
したときのタイミ
ングを読出しま
す。

0EHex 31Hex 01～
04Hex 7AHex － 1バイト

上上限値の設定

書
込
／
読
出

上上限値の設定を
行います。

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

31Hex 01～
04Hex 11Hex

4バイト
（－415000
～
＋415000）

4バイト
（－415000～
＋ 415000）

下下限値の設定

書
込
／
読
出

下下限値の設定を
行います。

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

31Hex 01～
04Hex 12Hex

4バイト
（－415000
～
＋415000）

4バイト
（－415000～
＋ 415000）

上限値の設定

書
込
／
読
出

上限値の設定を行
います。

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

31Hex 01～
04Hex 15Hex

4バイト
（－415000
～
＋415000）

4バイト
（－415000～
＋ 415000）

下限値の設定

書
込
／
読
出

下限値の設定を行
います。

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

31Hex 01～
04Hex 16Hex

4バイト
（－415000
～
＋415000）

4バイト
（－415000～
＋ 415000）

スケーリング処理
された温度入力値
の読出

読
出

スケーリング処理
のみされた温度入
力値を読出しま
す。

0EHex 31Hex 01～
04Hex 8DHex －

4バイト
（－415000～
＋ 415000）

変化率値の読出 読
出

設定サンプリング
周期ごとの変化率
を読出します。

0EHex 31Hex 01～
04Hex 8EHex －

4バイト
（－415000～
＋ 415000）

サンプリング周期
の設定

書
込
／
読
出

前回値との変化率
を求めるサンプリ
ング周期を設定し
ます。
250msより
250の倍数で設
定可（デフォルト
250ms）

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

31Hex 01～
04Hex 90Hex

2バイト
（250～
65500）

2バイト
（250～65500）

Explicit 
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド

レスポンスService 
Code

Class 
ID

Instance 
ID

Attribute 
ID データサイズ
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積分値の読出

読
出
／
リ
セ
ッ
ト

温度入力値の時間
積分値を読出しま
す。

読出＝
0EHex
リセッ
ト＝
35Hex

31Hex 01～
04Hex 91Hex －

4バイト
（－214748364.8
～
＋214748364.7)

積分値監視ビット
の読出

読
出

汎用ステータスフ
ラグの積分値監視
ビットで積算状態
を読出します。
0＝カウンタ
オーバフロー、
1＝カウンタア
ンダフロー、
7＝設定値オー
バフロー

読出＝
0EHex 31Hex 01～

04Hex 92Hex － 1バイト

積分値の監視設定
値の設定

書
込
／
読
出

積分値の監視値設
定の書込／読出を
行います。

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

31Hex 01～
04Hex 93Hex 4バイト 4バイト

積分値の単位の設
定

書
込
／
読
出

積分値の単位の設
定を行います。
時間（カウント ×
時間）＝0 　
分（カウント ×
分）＝1

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

31Hex 01～
04Hex 94Hex 1バイト 1バイト

小数点位置の読出 読
出

小数点位置の読出
を行います。
0000=0
0000.0=1
0000.00=2

0EHex 31Hex 01～
04Hex A3Hex － 1バイト

Top／ Valley 回
数のカウント数読
出

読
出
／
リ
セ
ッ
ト

Top（極大）また
はValley（極小）
の回数をカウント
し、読出します。

読出＝
0EHex
リセッ
ト＝
35Hex

31Hex 01～
04Hex A9Hex － 4バイト

Top／ Valley 回
数の閾値超えス
テータス読出

読
出

Top／ Valley 回
数が閾値を超えて
いるかの読出を行
います。
カウンタオーバフ
ロー＝0、
カウンタアンダフ
ロー＝1、
設定値オーバフ
ロー＝7

0EHex 31Hex 01～
04Hex AAHex － 1バイト

TopまたはValley
のカウント種別選
択

書
込
／
読
出

Topまたは
Valley のどちら
をカウントするか
の設定を行いま
す。
Top回数カウン
ト=0
Valley 回数カウ
ント=1 

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

31Hex 01～
04Hex ABHex 1バイト 1バイト

Top／ Valley 回
数の閾値設定

書
込
／
読
出

Top／ Valley 回
数のカウント値と
比較する閾値を設
定します。

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

31Hex 01～
04Hex ACHex 4バイト 4バイト

Explicit 
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド

レスポンスService 
Code

Class 
ID

Instance 
ID

Attribute 
ID データサイズ
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設定温度範囲内の
時間カウントの読
出

読
出
／
リ
セ
ッ
ト

ユーザ任意の温度
範囲内に入ってい
る時間をカウント
します。（単位：
秒）

読出＝
0EHex
リセッ
ト＝
35Hex

31Hex 01～
04Hex ADHex 4バイト 4バイト

設定温度範囲内に
ある閾値超えス
テータス読出

読
出

ユーザ任意の温度
範囲内に入ってい
る時間と、閾値と
の比較を行いま
す。
カウンタオーバフ
ロー＝0、
カウンタアンダフ
ロー＝1、
設定値オーバフ
ロー＝7

0EHex 31Hex 01～
04Hex AEHex － 1バイト

設定温度範囲内に
ある閾値の選択

書
込
／
読
出

カウントする閾値
の種類を選択しま
す。
上上限値より上
=0
上限値～上上限値
=1
PASS=2 
下限値～下下限値
=3
下限値より下=4

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

31Hex 01～
04Hex AFHex 1バイト 1バイト

設定温度範囲内に
ある時間との比較
を行う閾値の設定・
読出

書
込
／
読
出

カウント時間との
比較を行う閾値の
設定を行います。
（単位：秒）

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

31Hex 01～
04Hex B0Hex 4バイト 4バイト

入力CH間の温度
差検出結果の読出

読
出

入力CH間の温
度差検出結果を読
出します。

0EHex 69Hex 01～
06Hex 67Hex － 4バイト

入力CH間の温度
差検出結果と閾値
との比較

読
出

温度差検出結果と
閾値とを比較し、
比較結果を読み出
します。
カウンタオーバフ
ロー=0　
カウンタアンダフ
ロー=1　
データ無効=6
設定値オーバフ
ロー=７

0EHex 69Hex 01～
06Hex 68Hex － 1バイト

入力CH間の温度
差検出結果と比較
を行う閾値の設定

書
込
／
読
出

入力CH間の温
度差検出結果と比
較を行うための閾
値の設定を行いま
す。

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

69Hex 01～
06Hex 6EHex 4バイト 4バイト

Explicit 
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド

レスポンスService 
Code

Class 
ID

Instance 
ID

Attribute 
ID データサイズ
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Explicit メッセージ機能の使用例
形CS1W-DRM21を用いてスマートスレーブに対してExplicitメッセージを発行する例を
以下に示します。

例）動作時間モニタの監視状態読出

■DeviceNet ユニットのノードアドレス 05、ユニット番号 0、号機アドレス FEHex（ま
   たは 10Hex）、スマートスレーブのノードアドレス 11

動作
スマートスレーブの接点No.3 の動作時間計測値（出力No.3 の OFF → ONから入力No.3
の OFF→ ON間の時間）を読出します。
データの読出には、「Explicit メッセージ送信」コマンド（28 01）を使用します。
コマンドデータはPC本体のD01000以降に書込み、レスポンスデータはD02000以降
に格納されます。
コマンドが異常終了した場合は、終了コードをD00006に格納して、コマンド送信を再実
行します。

CMND
C
S
D

Explicitメッセージ発行

ラダープログラム

DeviceNetユニット

DeviceNetネットワーク

スマートスレーブDRT2シリーズ計測時間

計測時間

出力No.3

出力No.3がON 入力No.3がON

入力No.3
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コマンド詳細
［CMND  S  D  C］
S：D01000
D（レスポンス格納先頭CH番号）：D02000
C：D00000

Sの内容：

Cの内容：

レスポンス
Dの内容：

アドレス 設定値 内容説明

D01000 2801 Hex コマンドコード

D01001 0B0E Hex スマートスレーブノードアドレス11、
ServiceCode 0EHex

D01002 0097 Hex ClassID 0097 Hex

D01003 0004 Hex InstanceID 0004 Hex

D01004 66** Hex AttributeID 66** Hex（** は任意）

アドレス 設定値 内容説明

D00000 0009 Hex コマンドバイト数

D00001 0009 Hex レスポンスデータバイト数

D00002 0000 Hex 相手（送信先） DeviceNet ユニットの ネットワークアドレス0

D00003 05FE Hex
相手（送信先）DeviceNet ユニットのノードアドレス5、
相手（送信先） DeviceNet ユニットの号機アドレス FE Hex
（10Hex でも可）

D00004 0000 Hex レスポンス要、通信ポートNo.0、再送回数0 Hex

D00005 003C Hex レスポンス監視時間6秒

アドレス 設定値 内容説明

D02000 2801 Hex

D02001 0000 Hex

D02002 0002 Hex

D02003 0B8E Hex レスポンス元ノードアドレス11（0BHex）
正常終了8EHex

D02004 0000 Hex 

動作時間監視結果（0000：範囲内）
0000

使用しません。

結果が格納されます。
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付 -2 他社製マスタと接続する場合
ここでは、他社製マスタにオムロン製スレーブを接続する場合について説明します。

出力を持っているスレーブに対しては、bit strobe コネクションで通信を行わないようにして
ください。
DeviceNet の I/O 通信には、poll、bit strobe など複数のコネクションタイプがありますが、
DeviceNet 仕様では bit strobe コネクションは入力専用となっています。
オムロン製マスタユニットはこの仕様に従い、出力スレーブとは poll コネクションで通信し
ますが、他社製マスタの中には、出力ユニットと bit strobe コネクションで通信するものも
あります。他社製マスタと接続する際には、仕様を確認の上正しく接続してください。

他社製マスタにオムロン製スレーブを接続する場合は、他社製コンフィグレータにオムロン
製スレーブの EDS ファイルをインストールし、スレーブの情報をマスタに設定する必要が
あります。（設定なしで接続できる他社製マスタもあります。）
コンフィグレータに EDS ファイルをインストールすると、他社製マスタに接続できるよう
になるだけでなく、スレーブによっては、固有のパラメータの設定などをコンフィグレータ
で行えるようになります。

 EDSファイルが入手できない場合や、他社製コンフィグレータが EDSファイルをサポートし
ていない場合は、コネクションタイプ、データサイズなどを直接入力して設定する必要があり
ます。

EDSファイルのインストール
EDSファイルは、メーカによりスレーブごとに用意されており、スレーブの ID や、入出力
のデータサイズ、設定値の情報などが登録されています。EDSファイルをコンフィグレータ
にインストールすると、スレーブの設定値を変更できるようになり、マスタのスキャンリス
ト作成時には I/Oサイズが自動的に入力されるようになります。
このマニュアルに記載されているスレーブの EDSファイルは、下記のWebサイトの製品カ
タログからダウンロードすることができます。

→ http：//www.odva.org/

ダウンロードしたファイルの中から、目的の機種の EDS ファイルをコンフィグレータにイ
ンストールします。具体的なインストール方法については、ご使用のコンフィグレータのマ
ニュアルを参照してください。
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スレーブのさらに詳しいDeviceNet 仕様が必要な場合
スキャンリストの登録の際に、スレーブのさらに詳しい DeviceNet 仕様が必要な場合は、
以下に示すデバイスプロファイルを参照してください。

■一般スレーブ／耐環境スレーブのデバイスプロファイル

一般データ

適合DeviceNet 仕様 Volume Ⅰ -Release 2.0
Volume Ⅱ -Release 2.0

ベンダ名 OMRON Corporation
ベンダ ID=47

デバイスプロファイル名 スレーブ：General purpose Discrete I/O
プロファイルNo.=7

製品カタログNo. マニュアル番号（SBCD-324）

製品レビジョン 1.01

フィジカル
コンフォーマンス
データ

ネットワーク消費電流 「付 -5消費電流一覧」を参照

コネクタタイプ オープンプラグ

物理層の絶縁の有無 なし

サポート LED Module　
Network

MAC ID の設定 ソフト設定またはロータリスイッチ
（ソフト設定No.64～ 99）

デフォルトMAC ID 0

伝送ボーレートの設定 なし（通信速度自動認識）

サポート伝送ボーレート 125k ビット /s、250kビット /s、
500k ビット /s

通信データ

プレデファインドマスタ
／スレーブコネクション
セット

グループ2オンリサーバ

ダイナミックコネクショ
ンのサポート（UCMM） なし

エクシプリシットメッ
セージのフラグメンテー
ションサポート

あり
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■アナログスレーブのデバイスプロファイル

一般データ

適合DeviceNet 仕様 Volume Ⅰ -Release 2.0
Volume Ⅱ -Release 2.0

ベンダ名 OMRON Corporation　
ベンダ ID=47

デバイスプロファイル名 スレーブ：Generic
プロファイルNo.=0

製品カタログNo. マニュアル番号（SBCD-324）

製品レビジョン 1.01

フィジカル
コンフォーマンス
データ

ネットワーク消費電流 「付 -5消費電流一覧」を参照

コネクタタイプ オープンプラグ

物理層の絶縁の有無 あり

サポート LED Module　
Network

MAC ID の設定 ソフト設定またはロータリスイッチ
（ソフト設定No.64～ 99）

デフォルトMAC ID 0

伝送ボーレートの設定 なし（通信速度自動認識）

サポート伝送ボーレート 125k ビット /s、250k ビット /s、
500k ビット /s

通信データ

プレデファインドマスタ
／スレーブコネクション
セット

グループ2オンリサーバ

ダイナミックコネクショ
ンのサポート（UCMM） なし

エクシプリシットメッ
セージのフラグメンテー
ションサポート

あり
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オブジェクトの実装

■ Identity オブジェクト（0x01）

*1 スレーブによって次表のようになります。

オブジェクトクラス アトリビュート 未サポート

サービス 未サポート

オブジェクト
インスタンス

アトリビュート ID 内容 Get Set 値

1 Vendor ○ ｰ 47

2 Devicetype ○ ｰ *1

3 Productcode ○ ｰ *1

4 Revision ○ ｰ 1.1

5 Status（bitssupported） ○ ｰ bit0 のみ

6 Serialnumber ○ ｰ ユニットごと

7 Productname ○ ｰ *1

8 State ｰ ｰ －

サービス DeviceNet サービス パラメータオプション

05 Reset なし

0E Get_Attribute_Single なし

形式
Device Type Product code Product name

基本ユニット 拡張ユニット

形DRT2-ID16

なし 07Hex 700

DRT2-ID16

形 XWT-ID08 07Hex 701

形 XWT-ID16 07Hex 702

形 XWT-OD08 07Hex 703

形 XWT-OD16 07Hex 704

形 XWT-ID08-1 07Hex 705

形 XWT-ID16-1 07Hex 706

形 XWT-OD08-1 07Hex 707

形 XWT-OD16-1 07Hex 708

形DRT2-ID16-1

なし 07Hex 741

DRT2-ID16-1

形 XWT-ID08 07Hex 742

形 XWT-ID16 07Hex 743

形 XWT-OD08 07Hex 744

形 XWT-OD16 07Hex 745

形 XWT-ID08-1 07Hex 746

形 XWT-ID16-1 07Hex 747

形 XWT-OD08-1 07Hex 748

形 XWT-OD16-1 07Hex 749
付 -28



付 -2 他社製マスタと接続する場合

 付

付
録

形DRT2-OD16

なし 07Hex 782

DRT2-OD16

形 XWT-ID08 07Hex 783

形 XWT-ID16 07Hex 784

形 XWT-OD08 07Hex 785

形 XWT-OD16 07Hex 786

形 XWT-ID08-1 07Hex 787

形 XWT-ID16-1 07Hex 788

形 XWT-OD08-1 07Hex 789

形 XWT-OD16-1 07Hex 790

形DRT2-OD16-1

なし 07Hex 823

DRT2-OD16-1

形 XWT-ID08 07Hex 824

形 XWT-ID16 07Hex 825

形 XWT-OD08 07Hex 826

形 XWT-OD16 07Hex 827

形 XWT-ID08-1 07Hex 828

形 XWT-ID16-1 07Hex 829

形 XWT-OD08-1 07Hex 830

形 XWT-OD16-1 07Hex 831

形DRT2-ROS16

なし 07Hex 950

DRT2-ROS16

形 XWT-ID08 07Hex 951

形 XWT-ID16 07Hex 952

形 XWT-OD08 07Hex 953

形 XWT-OD16 07Hex 954

形 XWT-ID08-1 07Hex 955

形 XWT-ID16-1 07Hex 956

形 XWT-OD08-1 07Hex 957

形 XWT-OD16-1 07Hex 958

形DRT2-ID08 07Hex 878 DRT2-ID08

形DRT2-ID08-1 07Hex 879 DRT2-ID08-1

形 DRT2-OD08 07Hex 880 DRT2-OD08

形DRT2-OD08-1 07Hex 881 DRT2-OD08-1

形 DRT2-MD16 07Hex 876 DRT2-MD16

形DRT2-MD16-1 07Hex 877 DRT2-MD16-1

形 DRT2-ID16TA 07Hex 1300 DRT2-ID16TA

形DRT2-ID16TA-1 07Hex 1301 DRT2-ID16TA-1

形 DRT2-OD16TA 07Hex 1302 DRT2-OD16TA

形DRT2-OD16TA-1 07Hex 1303 DRT2-OD16TA-1

形 DRT2-MD16TA 07Hex 1304 DRT2-MD16TA

形DRT2-MD16TA-1 07Hex 1305 DRT2-MD16TA-1

形 DRT2-ID16S 07Hex 870 DRT2-ID16S

形DRT2-ID16S-1 07Hex 871 DRT2-ID16S-1

形 DRT2-MD16S 07Hex 872 DRT2-MD16S

形DRT2-MD16S-1 07Hex 873 DRT2-MD16S-1

形 DRT2-ID16ML（X） 07Hex 1397 DRT2-ID16ML（X）

形式
Device Type Product code Product name

基本ユニット 拡張ユニット
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形DRT2-ID16ML（X）-1 07Hex 1398 DRT2-ID16ML（X）-1

形DRT2-ID32ML 07Hex 1306 DRT2-ID32ML

形DRT2-ID32ML-1 07Hex 1307 DRT2-ID32ML-1

形 DRT2-OD16ML（X） 07Hex 1399 DRT2-OD16ML（X）

形DRT2-OD16ML（X）-1 07Hex 1400 DRT2-OD16ML（X）-1

形DRT2-OD32ML 07Hex 1308 DRT2-OD32ML

形DRT2-OD32ML-1 07Hex 1309 DRT2-OD32ML-1

形 DRT2-MD32ML 07Hex 1310 DRT2-MD32ML

形DRT2-MD32ML-1 07Hex 1311 DRT2-MD32ML-1

形 DRT2-ID32B 07Hex 1315 DRT2-ID32B

形DRT2-ID32B-1 07Hex 1318 DRT2-ID32B-1

形 DRT2-OD32B 07Hex 1316 DRT2-OD32B

形DRT2-OD32B-1 07Hex 1319 DRT2-OD32B-1

形 DRT2-MD32B 07Hex 1317 DRT2-MD32B

形DRT2-MD32B-1 07Hex 1320 DRT2-MD32B-1

形 DRT2-ID32BV 07Hex 1321 DRT2-ID32BV

形DRT2-ID32BV-1 07Hex 1324 DRT2-ID32BV-1

形 DRT2-OD32BV 07Hex 1322 DRT2-OD32BV

形DRT2-OD32BV-1 07Hex 1325 DRT2-OD32BV-1

形 DRT2-MD32BV 07Hex 1323 DRT2-MD32BV

形DRT2-MD32BV-1 07Hex 1326 DRT2-MD32BV-1

形 DRT2-ID16SL 07Hex 1003 DRT2-ID16SL

形DRT2-ID16SL-1 07Hex 1004 DRT2-ID16SL-1

形 DRT2-OD16SL 07Hex 1007 DRT2-OD16SL

形DRT2-OD16SL-1 07Hex 1008 DRT2-OD16SL-1

形 DRT2-ID32SL 07Hex 1009 DRT2-ID32SL

形DRT2-ID32SL-1 07Hex 1010 DRT2-ID32SL-1

形 DRT2-OD32SL 07Hex 1013 DRT2-OD32SL

形DRT2-OD32SL-1 07Hex 1014 DRT2-OD32SL-1

形 DRT2-MD32SL 07Hex 1011 DRT2-MD32SL

形DRT2-MD32SL-1 07Hex 1012 DRT2-MD32SL-1

形 DRT2-ID16SLH 07Hex 991 DRT2-ID16SLH

形DRT2-ID16SLH-1 07Hex 992 DRT2-ID16SLH-1

形 DRT2-OD16SLH 07Hex 995 DRT2-OD16SLH

形DRT2-OD16SLH-1 07Hex 996 DRT2-OD16SLH-1

形 DRT2-ID32SLH 07Hex 997 DRT2-ID32SLH

形DRT2-ID32SLH-1 07Hex 998 DRT2-ID32SLH-1

形 DRT2-OD32SLH 07Hex 1001 DRT2-OD32SLH

形DRT2-OD32SLH-1 07Hex 1002 DRT2-OD32SLH-1

形 DRT2-MD32SLH 07Hex 999 DRT2-MD32SLH

形DRT2-MD32SLH-1 07Hex 1000 DRT2-MD32SLH-1

形 DRT2-HD16C 07Hex 864 DRT2-HD16C

形DRT2-HD16C-1 07Hex 865 DRT2-HD16C-1

形 DRT2-ID08C 07Hex 866 DRT2-ID08C

形式
Device Type Product code Product name

基本ユニット 拡張ユニット
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形DRT2-ID08C-1 07Hex 867 DRT2-ID08C-1

形 DRT2-OD08C 07Hex 868 DRT2-OD08C

形DRT2-OD08C-1 07Hex 869 DRT2-OD08C-1

形 DRT2-ID04CL 07Hex 886 DRT2-ID04CL

形DRT2-ID04CL-1 07Hex 887 DRT2-ID04CL-1

形 DRT2-ID08CL 07Hex 1376 DRT2-ID08CL

形DRT2-ID08CL-1 07Hex 1377 DRT2-ID08CL-1

形 DRT2-HD16CL 07Hex 1378 DRT2-HD16CL

形DRT2-HD16CL-1 07Hex 1379 DRT2-HD16CL-1

形 DRT2-OD04CL 07Hex 888 DRT2-OD04CL

形DRT2-OD04CL-1 07Hex 889 DRT2-OD04CL-1

形 DRT2-OD08CL 07Hex 1380 DRT2-OD08CL

形DRT2-OD08CL-1 07Hex 1381 DRT2-OD08CL-1

形 DRT2-WD16CL 07Hex 1382 DRT2-WD16CL

形DRT2-WD16CL-1 07Hex 1383 DRT2-WD16CL-1

形 DRT2-MD16CL 07Hex 1384 DRT2-MD16CL

形DRT2-MD16CL-1 07Hex 1385 DRT2-MD16CL-1

形 DRT2-AD04 00Hex 313 DRT2-AD04

形DRT2-DA02 00Hex 314 DRT2-DA02

形DRT2-TS04T 00Hex 335 DRT2-TS04T

形DRT2-TS04P 00Hex 336 DRT2-TS04P

形DRT2-AD04H 00Hex 337 DRT2-AD04H

形式
Device Type Product code Product name

基本ユニット 拡張ユニット
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■メッセージルータオブジェクト（0x02）

■ DeviceNet オブジェクト（0x03）

*MACIDの SET条件はMACID No.64 ～ 99です。

オブジェクトクラス アトリビュート 未サポート

サービス 未サポート

オブジェクトインスタンス アトリビュート 未サポート

サービス 未サポート

ベンダ固有仕様の追加 なし

オブジェクトクラス アトリビュート 未サポート

サービス 未サポート

オブジェクトインスタンス アトリビュート ID 内容 Get Set 値

1 MACID ○ ○ －

2 Baudrate ○ ｰ －

3 BOI ○ ｰ 00H

4 Bus-offcounter ○ ｰ －

5 Allocationinformation ○ ｰ －

6 MACIDswitchchanged ｰ ｰ －

7 Baudrateswitchchanged ｰ ｰ －

8 MACIDswitchvalue ｰ ｰ －

9 Baudrateswitchvalue ｰ ｰ －

サービス DeviceNet サービス パラメータオプション

0E Get_Attribute_Single なし

4B Allocate Master ／
Slave_Connection_Set なし

4C Release_Master ／
Slave_Connection_Set なし
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■Assembly オブジェクト（0x04）

DRT2スレーブで示すアセンブリインスタンスを以下に示します。

一般スレーブ（入力）

オブジェクトクラス アトリビュート 未サポート

サービス 未サポート

オブジェクトインスタンス アトリビュート ID 内容 Get Set 値

1 Number of members in list ｰ ｰ －

2 Member list ｰ ｰ －

3 Data ○ ｰ －

サービス DeviceNet サービス パラメータオプション

0E Get_Attribute_Single なし

インスタンスNo タイプ ビット割付 サポート機種

アセンブリインスタンス3
入力4点 入力 7 6 5 4 3 2 1 0 DRT2-ID04CL（-1）

アセンブリインスタンス4
入力8点 入力 7 6 5 4 3 2 1 0

DRT2-ID08（-1）
DRT2-MD16（-1）
DRT2-OD16（-1）+XWT-ID08（-1）
DRT2-ID08C（-1）
DRT2-ID08CL（-1）
DRT2-MD16CL（-1）
DRT2-ROS16+XWT-ID08（-1）
DRT2-MD16TA（-1）
DRT2-MD16S（-1）

アセンブリインスタンス5
入力16点 入力

7 6 5 4 3 2 1 0 DRT2-ID16（-1）
DRT2-ID16（-1）+XWT-OD08（-1）
DRT2-ID16（-1）+XWT-OD16（-1）
DRT2-OD16（-1）＋ XWT-ID16（-1）
DRT2-HD16C（-1）
DRT2-HD16CL（-1）
DRT2-ID16S（-1）
DRT2-ROS16+XWT-ID16（-1）
DRT2-ID16TA（-1）
DRT2-ID16ML（X）（-1）
DRT2-ID16SL（-1）
DRT2-ID16SLH（-1）
DRT2-MD32ML（-1）
DRT2-MD32B（-1）
DRT2-MD32BV（-1）
DRT2-MD32SL（-1）
DRT2-MD32SLH（-1） 

15 14 13 12 11 10 9 8

アセンブリインスタンス6
入力32点 入力

7 6 5 4 3 2 1 0 DRT2-ID16（-1）＋XWT-ID16（-1） 
DRT2-ID32ML（-1） 
DRT2-ID32B（-1）  
DRT2-ID32BV（-1）  
DRT2-ID32SL（-1） 
DRT2-ID32SLH（-1）  

15 14 13 12 11 10 9 8

23 22 21 20 19 18 17 16

31 30 29 28 27 26 25 24

アセンブリインスタンス7
入力24点 入力

7 6 5 4 3 2 1 0

DRT2-ID16（-1）＋XWT-ID08（-1）15 14 13 12 11 10 9 8

23 22 21 20 19 18 17 16

アセンブリインスタンス
100
ステータスフラグ

入力 7 6 5 4 3 2 1 0 全機種サポート
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アセンブリインスタンス
101
入力8点＋ステータスフ
ラグ

入力

7 6 5 4 3 2 1 0 DRT2-ID04CL（-1）
DRT2-ID08（-1）
DRT2-MD16（-1）
DRT2-OD16（-1）+XWT-ID08（-1）
DRT2-ID08C（-1）　
DRT2-ID08CL（-1）
DRT2-MD16CL（-1）
DRT2-ROS16+XWT-ID08（-1）
DRT2-MD16TA（-1）
DRT2-MD16S（-1）

7 6 5 4 3 2 1 0

アセンブリインスタンス
102
入力16点＋ステータスフ
ラグ

入力

7 6 5 4 3 2 1 0 DRT2-ID16（-1）　
DRT2-ID16（-1）+XWT-OD08（-1）
DRT2-ID16（-1）+XWT-OD16（-1）
DRT2-OD16（-1）＋XWT-ID16（-1）
DRT2-HD16C（-1）　
DRT2-HD16CL（-1）　
DRT2-ID16S（-1）　
DRT2-ROS16+XWT-ID16（-1）
DRT2-ID16TA（-1）　
DRT2-ID16ML（X）（-1）　
DRT2-ID16SL（-1）
DRT2-ID16SLH（-1）
DRT2-MD32ML（-1）　
DRT2-MD32B（-1）　
DRT2-MD32BV（-1）　
DRT2-MD32SL（-1）　
DRT2-MD32SLH（-1）

15 14 13 12 11 10 9 8

7 6 5 4 3 2 1 0

アセンブリインスタンス
103
入力24点＋ステータスフ
ラグ

入力

7 6 5 4 3 2 1 0

DRT2-ID16（-1）＋XWT-ID08（-1）
15 14 13 12 11 10 9 8

23 22 21 20 19 18 17 16

7 6 5 4 3 2 1 0

アセンブリインスタンス
104
入力32点＋ステータスフ
ラグ

入力

7 6 5 4 3 2 1 0
DRT2-ID16（-1）＋XWT-ID16（-1）
DRT2-ID32ML（-1）
DRT2-ID32B（-1）
DRT2-ID32BV（-1）
DRT2-ID32SL（-1）
DRT2-ID32SLH（-1）　

15 14 13 12 11 10 9 8

23 22 21 20 19 18 17 16

31 30 29 28 27 26 25 24

7 6 5 4 3 2 1 0

インスタンスNo タイプ ビット割付 サポート機種
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一般スレーブ（出力）

インスタンスNo タイプ ビット割付 サポート機種

アセンブリインスタンス
33 出力 7 6 5 4 3 2 1 0 DRT2-OD04CL（-1）

アセンブリインスタンス
34
出力8点

出力 7 6 5 4 3 2 1 0

DRT2-OD08（-1）
DRT2-MD16（-1）
DRT2-ID16（-1）+XWT-OD08（-1）
DRT2-OD08C（-1）
DRT2-OD08CL（-1）
DRT2-MD16CL（-1）
DRT2-MD16TA（-1）
DRT2-MD16S（-1）

アセンブリインスタンス
35
出力16点

出力

7 6 5 4 3 2 1 0 DRT2-OD16（-1）
DRT2-ID16（-1）＋XWT-OD16（-1）
DRT2-OD16（-1）＋ XWT-ID08（-1）
DRT2-OD16（-1）＋ XWT-ID16（-1）
DRT2-ROS16
DRT2-WD16CL（-1）
DRT2-OD16TA（-1）
DRT2-OD16ML（X）（-1）
DRT2-OD16SL（-1）
DRT2-OD16SLH（-1）
DRT2-MD32ML（-1）
DRT2-MD32B（-1）
DRT2-MD32BV（-1）
DRT2-MD32SL（-1）
DRT2-MD32SLH（-1）

15 14 13 12 11 10 9 8

アセンブリインスタンス
36
出力32点

出力

7 6 5 4 3 2 1 0 DRT2-OD16（-1）＋ XWT-OD16（-1）
DRT2-ROS16+XWT-OD16（-1）
DRT2-OD32ML（-1）
DRT2-OD32B（-1）
DRT2-OD32BV（-1）
DRT2-OD32SL（-1）
DRT2-OD32SLH（-1）

15 14 13 12 11 10 9 8

23 22 21 20 19 18 17 16

31 30 29 28 27 26 25 24

アセンブリインスタンス
37
出力24点

出力

7 6 5 4 3 2 1 0
DRT2-OD16（-1）＋ XWT-OD08（-1）
DRT2-ROS16+XWT-OD08（-1）15 14 13 12 11 10 9 8

23 22 21 20 19 18 17 16
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アナログスレーブ（入力）
インスタンスNo ビット ビット割付 サポート機種

インスタンス104
アナログデータ1
（入力）

＋0
Ch0 Analog Data 1

DRT2-AD04
DRT2-AD04H

＋ 1

＋2
Ch1 Analog Data 1

＋ 3

＋ 4
Ch2 Analog Data 1

＋ 5

＋ 6
Ch3 Analog Data 1

＋ 7

インスタンス114
アナログデータ2
（入力）

＋0
Ch0 Analog Data 2

DRT2-AD04
DRT2-AD04H

＋ 1

＋2
Ch1 Analog Data 2

＋ 3

＋ 4
Ch2 Analog Data 2

＋ 5

＋ 6
Ch3 Analog Data 2

＋ 7

インスタンス121
汎用ステータスフラ
グ

＋0 0 0 MRF CCW RHW NPW 0 0
DRT2-AD04
DRT2-DA02
DRT2-AD04H

インスタンス122
Top/Valley 検出タ
イミングフラグ

＋0 0 0 0 0 V_ST3 V_ST2 V_ST1 V_ST0 DRT2-AD04
DRT2-AD04H＋ 1 0 0 0 0 T_ST3 T_ST2 T_ST1 T_ST0

インスタンス134
アナログステータス
フラグ

＋0 BW0 T_ST0 V_ST0 HH0 H0 PS0 L0 LL0

DRT2-AD04
DRT2-AD04H

＋ 1 BW1 T_ST1 V_ST1 HH1 H1 PS1 L1 LL1

＋ 2 BW2 T_ST2 V_ST2 HH2 H2 PS2 L2 LL2

＋ 3 BW3 T_ST3 V_ST3 HH3 H3 PS3 L3 LL3

インスタンス144
アナログデータ1
＋アナログデータ2

＋0
Ch0 Analog Data 1

DRT2-AD04
DRT2-AD04H

＋ 1

＋2
Ch1 Analog Data 1

＋ 3

＋ 4
Ch2 Analog Data 1

＋ 5

＋ 6
Ch3 Analog Data 1

＋ 7

＋ 8
Ch0 Analog Data 2

＋ 9

＋ 10
Ch1 Analog Data 2

＋ 11

＋ 12
Ch2 Analog Data 2

＋ 13

＋ 14
Ch3 Analog Data 2

＋ 15
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アナログスレーブ（出力）

インスタンス151
Top ／ Valley 検出
タイミングフラグ＋
汎用ステータスフラ
グ

＋0 0 0 0 0 V_ST3 V_ST2 V_ST1 V_ST0

DRT2-AD04
DRT2-AD04H

＋ 1 0 0 0 0 T_ST3 T_ST2 T_ST1 T_ST0

＋ 2 0 0 MRF CCW RHW NPW 0 0

インスタンス164
アナログステータス
フラグ＋汎用ステー
タスフラグ

＋0 BW0 T_ST0 V_ST0 HH0 H0 PS0 L0 LL0

DRT2-AD04
DRT2-AD04H

＋ 1 BW1 T_ST1 V_ST1 HH1 H1 PS1 L1 LL1

＋ 2 BW2 T_ST2 V_ST2 HH2 H2 PS2 L2 LL2

＋ 3 BW3 T_ST3 V_ST3 HH3 H3 PS3 L3 LL3

＋ 4 0 0 MRF CCW RHW NPW 0 0

インスタンス174
アナログデータ1
＋ Top／ Valley 検
出タイミングフラグ

＋0
Ch0 Analog Data 1

DRT2-AD04
DRT2-AD04H

＋ 1

＋2
Ch1 Analog Data 1

＋ 3

＋ 4
Ch2 Analog Data 1

＋ 5

＋ 6
Ch3 Analog Data 1

＋ 7

＋ 8 0 0 0 0 V_ST3 V_ST2 V_ST1 V_ST0

＋ 9 0 0 0 0 T_ST3 T_ST2 T_ST1 T_ST0

インスタンス184
アナログデータ1
＋ Top／ Valley 検
出タイミングフラグ
＋汎用ステータスフ
ラグ

＋0
Ch0 Analog Data 1

DRT2-AD04
DRT2-AD04H

＋ 1

＋2
Ch1 Analog Data 1

＋ 3

＋ 4
Ch2 Analog Data 1

＋ 5

＋ 6
Ch3 Analog Data 1

＋ 7

＋ 8 0 0 0 0 V_ST3 V_ST2 V_ST1 V_ST0

＋ 9 0 0 0 0 T_ST3 T_ST2 T_ST1 T_ST0

＋ 10 0 0 MRF CCW RHW NPW 0 0

インスタンスNo ビット ビット割付 サポート機種

インスタンス190
HOLDフラグ ＋0 － － － － HD3 HD1 HD1 HD0 DRT2-AD04

DRT2-AD04H

インスタンス192
アナログ出力データ

＋0
Ch0 Analog Data

DRT2-DA02
＋ 1

＋2
Ch1 Analog Data

＋ 3

インスタンスNo ビット ビット割付 サポート機種
付 -37



付 -2 他社製マスタと接続する場合

　付

付
録

温度入力ターミナル（入力）
インスタンスNo ビット ビット割付 サポート機種

インスタンス104
温度データ1
（通常表示）

＋0
Ch0 Temperature Data 1

DRT2-TS04T
DRT2-TS04P

＋ 1

＋2
Ch1 Temperature Data 1

＋ 3

＋ 4
Ch2 Temperature Data 1

＋ 5

＋ 6
Ch3 Temperature Data 1

＋ 7

インスタンス108
温度データ1
（1/100表示）

＋0

Ch0 Temperature Data 1

DRT2-TS04T
DRT2-TS04P

＋ 1

＋2

＋3

＋4

Ch1 Temperature Data 1
＋ 5

＋ 6

＋7

＋8

Ch2 Temperature Data 1
＋ 9

＋ 10

＋11

＋12

Ch3 Temperature Data 1
＋ 13

＋ 14

＋15

インスタンス114
温度データ2
（通常表示）

＋0
Ch0 Temperature Data 2

DRT2-TS04T
DRT2-TS04P

＋ 1

＋2
Ch1 Temperature Data 2

＋ 3

＋ 4
Ch2 Temperature Data 2

＋ 5

＋ 6
Ch3 Temperature Data 2

＋ 7
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インスタンス118
温度データ1
（1/100表示）

＋0

Ch0 Temperature Data 2

DRT2-TS04T
DRT2-TS04P

＋ 1

＋2

＋3

＋4

Ch1 Temperature Data 2
＋ 5

＋ 6

＋7

＋8

Ch2 Temperature Data 2
＋ 9

＋ 10

＋11

＋12

Ch3 Temperature Data 2
＋ 13

＋ 14

＋15

インスタンス121
汎用ステータスフラ
グ

＋0 CCB 0 MRF CCW RHW NPW 0 0 DRT2-TS04T
DRT2-TS04P

インスタンス122
Top ／ Valley 検出
タイミングフラグ

＋0 0 0 0 0 V_ST3 V_ST2 V_ST1 V_ST0 DRT2-TS04T
DRT2-TS04P＋ 1 0 0 0 0 T_ST3 T_ST2 T_ST1 T_ST0

インスタンス134
アナログステータス
フラグ

＋0 BW0 T_ST0 V_ST0 HH0 H0 PS0 L0 LL0

DRT2-TS04T
DRT2-TS04P

＋ 1 BW1 T_ST1 V_ST1 HH1 H1 PS1 L1 LL1

＋ 2 BW2 T_ST2 V_ST2 HH2 H2 PS2 L2 LL2

＋ 3 BW3 T_ST3 V_ST3 HH3 H3 PS3 L3 LL3

インスタンス144
温度データ1＋温
度データ2
（通常表示）

＋0
Ch0 Temperature Data 1

DRT2-TS04T
DRT2-TS04P

＋ 1

＋2
Ch1 Temperature Data 1

＋ 3

＋ 4
Ch2 Temperature Data 1

＋ 5

＋ 6
Ch3 Temperature Data 1

＋ 7

＋ 8
Ch0 Temperature Data 2

＋ 9

＋ 10
Ch1 Temperature Data 2

＋ 11

＋ 12
Ch2 Temperature Data 2

＋ 13

＋ 14
Ch3 Temperature Data 2

＋ 15

インスタンスNo ビット ビット割付 サポート機種
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インスタンス148
温度データ1＋温
度データ2
（1/100表示）

＋0

Ch0 Temperature Data 1

DRT2-TS04T
DRT2-TS04P

＋ 1

＋2

＋3

＋4

Ch1 Temperature Data 1
＋ 5

＋ 6

＋7

＋8

Ch2 Temperature Data 1
＋ 9

＋ 10

＋11

＋12

Ch3 Temperature Data 1
＋ 13

＋ 14

＋15

＋16

Ch0 Temperature Data 2
＋ 17

＋ 18

＋19

＋20

Ch1 Temperature Data 2
＋ 21

＋ 22

＋23

＋24

Ch2 Temperature Data 2
＋ 25

＋ 26

＋27

＋28

Ch3 Temperature Data 2
＋ 29

＋ 30

＋31

インスタンス151
Top ／ Valley 検出
タイミングフラグ＋
汎用ステータスフラ
グ

＋0 0 0 0 0 V_ST3 V_ST2 V_ST1 V_ST0

DRT2-TS04T
DRT2-TS04P

＋ 1 0 0 0 0 T_ST3 T_ST2 T_ST1 T_ST0

＋ 2 CCB 0 MRF CCW RHW NPW 0 0

インスタンス164
アナログステータス
フラグ＋汎用ステー
タスフラグ

＋0 BW0 T_ST0 V_ST0 HH0 H0 PS0 L0 LL0

DRT2-TS04T
DRT2-TS04P

＋ 1 BW1 T_ST1 V_ST1 HH1 H1 PS1 L1 LL1

＋ 2 BW2 T_ST2 V_ST2 HH2 H2 PS2 L2 LL2

＋ 3 BW3 T_ST3 V_ST3 HH3 H3 PS3 L3 LL3

＋ 4 CCB － MRF CCW RHW NPW 0 0

インスタンスNo ビット ビット割付 サポート機種
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インスタンス174
温度データ1（通常
表示）＋Top／
Valley 検出タイミ
ングフラグ

＋0
Ch0 Temperature Data 1

DRT2-TS04T
DRT2-TS04P

＋ 1

＋2
Ch1 Temperature Data 1

＋ 3

＋ 4
Ch2 Temperature Data 1

＋ 5

＋ 6
Ch3 Temperature Data 1

＋ 7

＋ 8 0 0 0 0 V_ST3 V_ST2 V_ST1 V_ST0

＋ 9 0 0 0 0 T_ST3 T_ST2 T_ST1 T_ST0

インスタンス178
温度データ1（1/
100表示）＋Top
／ Valley 検出タイ
ミングフラグ

＋0

Ch0 Temperature Data 1

DRT2-TS04T
DRT2-TS04P

＋ 1

＋2

＋3

＋4

Ch1 Temperature Data 1
＋ 5

＋ 6

＋7

＋8

Ch2 Temperature Data 1
＋ 9

＋ 10

＋11

＋12

Ch3 Temperature Data 1
＋ 13

＋ 14

＋15

＋16 0 0 0 0 V_ST3 V_ST2 V_ST1 V_ST0

＋ 17 0 0 0 0 T_ST3 T_ST2 T_ST1 T_ST0

インスタンス184
温度データ1（通常
表示）＋Top／
Valley 検出タイミ
ングフラグ＋汎用ス
テータスフラグ

＋0
Ch0 Temperature Data 1

DRT2-TS04T
DRT2-TS04P

＋ 1

＋2
Ch1 Temperature Data 1

＋ 3

＋ 4
Ch2 Temperature Data 1

＋ 5

＋ 6
Ch3 Temperature Data 1

＋ 7

＋ 8 0 0 0 0 V_ST3 V_ST2 V_ST1 V_ST0

＋ 9 0 0 0 0 T_ST3 T_ST2 T_ST1 T_ST0

＋ 10 CCB 0 MRF CCW RHW NPW 0 0

インスタンスNo ビット ビット割付 サポート機種
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温度入力ターミナル（出力）

インスタンス188
温度データ1（1/
100表示）＋Top
／ Valley 検出タイ
ミングフラグ

＋0

Ch0 Temperature Data 1

DRT2-TS04T
DRT2-TS04P

＋ 1

＋2

＋3

＋4

Ch1 Temperature Data 1
＋ 5

＋ 6

＋7

＋8

Ch2 Temperature Data 1
＋ 9

＋ 10

＋11

＋12

Ch3 Temperature Data 1
＋ 13

＋ 14

＋15

＋16 0 0 0 0 V_ST3 V_ST2 V_ST1 V_ST0

＋ 17 0 0 0 0 T_ST3 T_ST2 T_ST1 T_ST0

＋ 18 CCB 0 MRF CCW RHW NPW 0 0

インスタンスNo ビット ビット割付 サポート機種

インスタンス190
HOLDフラグ ＋0 － － － － HD3 HD1 HD1 HD0 DRT2-TS04T

DRT2-TS04P

インスタンスNo ビット ビット割付 サポート機種
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■Connection オブジェクト（0x05）
オブジェクトクラス アトリビュート 未サポート

サービス 未サポート

最大可能アクティブコネクション数 1

オブジェクトインスタンス
1

セクション 情報 最大インスタンス数

インスタンスタイプ Explicit Message 1

プロダクショントリガ Cyclic

トランスポートタイプ Server

トランスポートクラス 3

アトリビュート ID 内容 Get Set 値

1 State ○ ｰ －

2 Instance type ○ ｰ 00H

3 Transport class trigger ○ ｰ 83H

4 Produced connection ID ○ ｰ －

5 Consumed connection ID ○ ｰ －

6 Initial 
comm.characteristics ○ ｰ 21H

7 Produced connection size ○ ｰ 0026H

8 Consumed connection size ○ ｰ 0026H

9 Expected packet rate ○ ○ －

12 Watchdog time-out action ○ ○ 1 or 3

13 Produced connection path 
length ○ ｰ 0000H

14 Produced connection path ○ ｰ －

15 Consumed connection path 
length ○ ｰ 0000H

16 Consumed connection path ○ ｰ －

17 Production inhibit time ○ ｰ 0000H

サービス DeviceNet サービス パラメータオプション

05 Reset なし

0E Get_Attribute_Single なし

10 Set_Attribute_Single なし
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*1：スレーブによって次ページの表のようになります。

オブジェクトインスタンス
2 セクション 情報 最大インスタンス数

インスタンスタイプ Polled I/O 1

プロダクショントリガ Cyclic

トランスポートタイプ Server

トランスポートクラス 2

アトリビュート ID 内容 Get Set 値

1 State ○ ｰ －

2 Instance type ○ ｰ 01H

3 Transport class trigger ○ ｰ 82H

4 Produced connection ID ○ ｰ －

5 Consumed connection ID ○ ｰ －

6 Initial 
comm.characteristics ○ ｰ 01H

7 Produced connection size ○ ｰ *1

8 Consumed connection size ○ ｰ *1

9 Expected packet rate ○ ○ －

12 Watchdog time-out action ○ ｰ 00

13 Produced connection path 
length ○ ｰ *1

14 Produced connection path ○ ｰ *1

15 Consumed connection path 
length ○ ｰ *1

16 Consumed connection path ○ ｰ *1

17 Production inhibit time ○ ｰ 0000H

サービス DeviceNet サービス パラメータオプション

05 Reset なし

0E Get_Attribute_Single なし

10 Set_Attribute_Single なし
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形式

名称

Produ
ced 
conne
ction 
size

Produ
ced 
conne
ction 
path 
length

Produced 
connection 
path

Consu
med 
conne
ction 
size

Consu
med 
conne
ction 
path 
length

Consumed 
connection 
path基本ユニット 拡張ユニット

形DRT2-ID08（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_

04_30_03 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_
65_30_03 － 0000 －

形DRT2-ID16（-1）

なし

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_

05_30_03 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_
66_30_03 － 0000 －

形XWT-ID08（-1）

Input 
Data 0003 0006 20_04_24_

07_30_03 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0004 0006 20_04_24_
67_30_03 － 0000 －

形XWT-ID16（-1）

Input 
Data 0004 0006 20_04_24_

06_30_03 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0005 0006 20_04_24_
68_30_03 － 0000 －

形XWT-OD08（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_

05_30_03 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_
66_30_03 － 0000 －

Outuput 
Data － 0000 － 0001 0006 20_04_24_

22_30_03

形 XWT-OD16（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_

05_30_03 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_
66_30_03 － 0000 －

Outuput 
Data － 0000 － 0002 0006 20_04_24_

23_30_03
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形DRT2-OD08（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0002 0006 20_04_24_

22_30_03

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － － －

形DRT2-OD16（-1）

なし

Outuput 
Data － 0000 － 0002 0006 20_04_24_

23_30_03

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

形XWT-ID08（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0002 0006 20_04_24_

23_30_03

Input 
Data 0001 0006 20_04_24_

04_30_03 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0002 0006 20_04_24_
65_30_03 － 0000 －

形XWT-ID16（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0002 0006 20_04_24_

23_30_03

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_

05_30_03 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_
66_30_03 － 0000 －

形XWT-OD08（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0003 0006 20_04_24_

25_30_03

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

形XWT-OD16（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0004 0006 20_04_24_

24_30_03

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

形DRT2-MD16（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_

04_30_03 － 0006 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_
65_30_03 － 0006 －

Outuput 
Data － 0000 － 0001 0006 20_04_24_

22_30_03

形式

名称

Produ
ced 
conne
ction 
size

Produ
ced 
conne
ction 
path 
length

Produced 
connection 
path

Consu
med 
conne
ction 
size

Consu
med 
conne
ction 
path 
length

Consumed 
connection 
path基本ユニット 拡張ユニット
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形DRT2-ROS16

なし

Outuput 
Data － 0000 － 0002 0006 20_04_24_

23_30_03

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

形XWT-ID08（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0002 0006 20_04_24_

23_30_03

Input 
Data 0001 0006 20_04_24_

04_30_03 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0002 0006 20_04_24_
65_30_03 － 0000 －

形XWT-ID16（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0002 0006 20_04_24_

23_30_03

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_

05_30_03 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_
66_30_03 － 0000 －

形XWT-OD08（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0003 0006 20_04_24_

25_30_03

Generic 
Status 000 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

形XWT-OD16（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0004 0006 20_04_24_

24_30_03

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

形DRT2-ID16TA（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_

05_30_03 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_
66_30_03 － 0000 －

形DRT2-OD16TA（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0002 0006 20_04_24_

23_30_03

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

形DRT2-MD16TA（-1）

Input 
Data 0001 0006 20_04_24_

04_30_03 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0002 0006 20_04_24_
65_30_03 － 0000 －

Outuput 
Data － 0000 － 0001 0006 20_04_24_

22_30_03

形式

名称

Produ
ced 
conne
ction 
size

Produ
ced 
conne
ction 
path 
length

Produced 
connection 
path

Consu
med 
conne
ction 
size

Consu
med 
conne
ction 
path 
length

Consumed 
connection 
path基本ユニット 拡張ユニット
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　付

付
録

形DRT2-ID16S（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_

05_30_03 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_
66_30_03 － 0000 －

形DRT2-MD16S（-1）

Input 
Data 0001 0006 20_04_24_

04_30_03 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0002 0006 20_04_24_
65_30_03 － 0000 －

Outuput 
Data － 0000 － 0001 0006 20_04_24_

22_30_03

形DRT2-ID16SL（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_

05_30_03 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_
66_30_03 － 0000 －

形DRT2-ID16SLH（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_

05_30_03 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_
66_30_03 － 0000 －

形DRT2-ID16ML（X）（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_

05_30_03 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_
66_30_03 － 0000 －

形DRT2-ID32ML（-1）

Input 
Data 0004 0006 20_04_24_

06_30_03 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0005 0006 20_04_24_
68_30_03 － 0000 －

形DRT2-OD16ML（X）（-1）

Outuput 
Data － 0000 － － － 20_04_24_

23_30_03

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － － －

形式

名称

Produ
ced 
conne
ction 
size

Produ
ced 
conne
ction 
path 
length

Produced 
connection 
path

Consu
med 
conne
ction 
size

Consu
med 
conne
ction 
path 
length

Consumed 
connection 
path基本ユニット 拡張ユニット
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 付

付
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形DRT2-OD16SL（-1）

Outuput 
Data － 0000 － － － 20_04_24_

23_30_03

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － － －

形DRT2-OD16SLH（-1）

Outuput 
Data － 0000 － － － 20_04_24_

23_30_03

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － － －

形DRT2-OD32ML（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0004 0006 20_04_24_

24_30_03

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

形DRT2-MD32ML（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_

05_30_03 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_
66_30_03 － 0000 －

Outuput 
Data － 0000 － 0002 0006 20_04_24_

23_30_03

形DRT2-ID32B（-1）

Input 
Data 0004 0006 20_04_24_

06_30_03 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0005 0006 20_04_24_
68_30_03 － 0000 －

形DRT2-OD32B（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0004 0006 20_04_24_

24_30_03

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

形DRT2-MD32B（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_

05_30_03 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_
66_30_03 － 0000 －

Outuput 
Data － 0000 － 0002 0006 20_04_24_

23_30_03

形DRT2-ID32BV（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_

05_30_03 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_
66_30_03 － 0000 －

形式

名称

Produ
ced 
conne
ction 
size

Produ
ced 
conne
ction 
path 
length

Produced 
connection 
path

Consu
med 
conne
ction 
size

Consu
med 
conne
ction 
path 
length

Consumed 
connection 
path基本ユニット 拡張ユニット
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形DRT2-OD32BV（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0004 0006 20_04_24_

24_30_03

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

形DRT2-MD32BV（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_

05_30_03 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_
66_30_03 － 0000 －

Outuput 
Data － 0000 － 0002 0006 20_04_24_

23_30_03

形DRT2-ID32SL（-1）

Input 
Data 0004 0006 20_04_24_

06_30_03 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0005 0006 20_04_24_
68_30_03 － 0000 －

形DRT2-OD32SL（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0004 0006 20_04_24_

24_30_03

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

形DRT2-MD32SL（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_

05_30_03 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_
66_30_03 － 0000 －

Outuput 
Data － 0000 － 0002 0006 20_04_24_

23_30_03

形DRT2-ID32SLH（-1）

Input 
Data 0004 0006 20_04_24_

06_30_03 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0005 0006 20_04_24_
68_30_03 － 0000 －

形DRT2-OD32SLH（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0004 0006 20_04_24_

24_30_03

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

形式

名称

Produ
ced 
conne
ction 
size

Produ
ced 
conne
ction 
path 
length

Produced 
connection 
path

Consu
med 
conne
ction 
size

Consu
med 
conne
ction 
path 
length

Consumed 
connection 
path基本ユニット 拡張ユニット
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付
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形DRT2-MD32SLH（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_

05_30_03 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_
66_30_03 － 0000 －

Outuput 
Data － 0000 － 0002 0006 20_04_24_

23_30_03

形DRT2-HD16C（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_

05_30_03 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_
66_30_03 － 0000 －

形DRT2-ID08C（-1）

Input 
Data 0001 0006 20_04_24_

04_30_03 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0002 0006 20_04_24_
65_30_03 － 0000 －

形DRT2-OD08C（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0001 0006 20_04_24_

22_30_03

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

形DRT2-ID04CL（-1）

Input 
Data 0001 0006 20_04_24_

03_30_03 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0002 0006 20_04_24_
65_30_03 － 0000 －

形DRT2-HD16CL（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_

05_30_03 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_
66_30_03 － 0000 －

形DRT2-ID08CL（-1）

Input 
Data 0001 0006 20_04_24_

04_30_03 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0001 0006 20_04_24_
04_30_03 － 0000 －

形式

名称

Produ
ced 
conne
ction 
size

Produ
ced 
conne
ction 
path 
length

Produced 
connection 
path

Consu
med 
conne
ction 
size

Consu
med 
conne
ction 
path 
length

Consumed 
connection 
path基本ユニット 拡張ユニット
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形DRT2-OD04CL（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0001 0006 20_04_24_

21_30_03

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

形DRT2-OD08CL（-1）

Outuput 
Data 0001 0006 20_04_24_

04_30_03 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

形DRT2-WD16CL（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0002 0006 20_04_24_

23_30_03

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

形DRT2-MD16CL（-1）

Input 
Data 0001 0006 20_04_24_

04_30_03 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

64_30_03 － 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0002 0006 20_04_24_
65_30_03 － 0000 －

Outuput 
Data － 0000 － 0001 0006 20_04_24_

22_30_03

形式

名称

Produ
ced 
conne
ction 
size

Produ
ced 
conne
ction 
path 
length

Produced 
connection 
path

Consu
med 
conne
ction 
size

Consu
med 
conne
ction 
path 
length

Consumed 
connection 
path基本ユニット 拡張ユニット
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形DRT2-AD04
形DRT2-AD04H

Analog 
Data1 0008 0006 20_04_24_

68_30_03 0000 0000 －

Analog 
Data2 0008 0006 20_04_24_

72_30_03 0000 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

79_30_03 0000 0000 －

Top and 
Valley 
shot

0002 0006 20_04_24_
7A_30_03 0000 0000 －

Analog 
Status 0004 0006 20_04_24_

86_30_03 0000 0000 －

Analog 
data1+
Analog 
data2

0010 0006 20_04_24_
90_30_03 0000 0000 －

Top and 
Valley 
shot + 
Generic 
status

0003 0006 20_04_24_
97_30_03 0000 0000 －

Analog 
Status+ 
Generic 
status

0005 0006 20_04_24_
A4_30_03 0000 0000 －

Analog 
data1+ 
Top and 
valley 
shot

000A 0006 20_04_24_
AE_30_03

0000
H 0000 －

Analog 
data 1+ 
Top and 
valley 
shot+ 
generic 
status

000B 0006 20_04_24_
B8_30_03 0000 0000 －

Hold 
control 0000 0000 － 0001 0006 20_04_24_

BE_30_03

形DRT2-DA02

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

79_30_03 － － －

Analog 
Data － － － 0004 0006 20_04_24_

C0_30_03

形式

名称

Produ
ced 
conne
ction 
size

Produ
ced 
conne
ction 
path 
length

Produced 
connection 
path

Consu
med 
conne
ction 
size

Consu
med 
conne
ction 
path 
length

Consumed 
connection 
path基本ユニット 拡張ユニット
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付
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形DRT2-TS04T
形DRT2-TS04P

Tempera
ture 
Data1
（Norma

l）

0008 0006 20_04_24_
68_30_03 0000 0000 －

Tempera
ture 
Data1
（1/100 
display）

0010 0006 20_04_24_
6C_30_03 0000 0000 －

Tempera
ture 
Data2
（Norma

l）

0008 0006 20_04_24_
72_30_03 0000 0000 －

Tempera
ture 
Data2
（1/100 
display）

0010 0006 20_04_24_
76_30_03 0000 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_

79_30_03 0000 0000 －

Top and 
Valley 
shot

0002 0006 20_04_24_
7A_30_03 0000 0000 －

Analog 
Status 0004 0006 20_04_24_

86_30_03 0000 0000 －

Tempera
ture 
data1+ 
Tempera
ture 
data2
（Norma

l）

0010 0006 20_04_24_
90_30_03 0000 0000 －

Tempera
ture 
data1+ 
Tempera
ture 
data2
（1/100 
display）

0020 0006 20_04_24_
94_30_03 0000 0000 －

Top and 
Valley 
shot + 
Generic 
status

0003 0006 20_04_24_
97_30_03 0000 0000 －

Analog 
Status + 
Generic 
status

0005 0006 20_04_24_
A4_30_03 0000 0000 －

Tempera
ture 
data1 
（Norma
l）+ Top 
and 
valley 
shot

000A 0006 20_04_24_
AE_30_03 0000 0000 －

形式

名称

Produ
ced 
conne
ction 
size

Produ
ced 
conne
ction 
path 
length

Produced 
connection 
path

Consu
med 
conne
ction 
size

Consu
med 
conne
ction 
path 
length

Consumed 
connection 
path基本ユニット 拡張ユニット
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 付

付
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形DRT2-TS04T
形DRT2-TS04P

Tempera
ture 
data1 
（1/100 
display）
+ Top 
and 
valley 
shot

0012 0006 20_04_24_
B2_30_03 0000 0000 －

Tempera
ture 
data 1 
（Norma
l）+ Top 
and 
valley 
shot+ 
generic 
status

000B 0006 20_04_24_
B8_30_03 0000 0000 －

Tempera
ture 
data 1 
（1/100 
display）
+ Top 
and 
valley 
shot+ 
generic 
status

0013 0006 20_04_24_
BC_30_03 0000 0000 －

Hold 
control 0000 0000 － 0001 0006 20_04_24_

BE_30_03

形式

名称

Produ
ced 
conne
ction 
size

Produ
ced 
conne
ction 
path 
length

Produced 
connection 
path

Consu
med 
conne
ction 
size

Consu
med 
conne
ction 
path 
length

Consumed 
connection 
path基本ユニット 拡張ユニット
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*1　スレーブによって次ページの表のようになります。

オブジェクトインスタンス
3 セクション 情報 最大インスタンス数

インスタンスタイプ Bit Strobed I/O 1

プロダクショントリガ Cyclic

トランスポートタイプ Server

トランスポートクラス 2

アトリビュート ID 内容 Get Set 値

1 State ○ ｰ －

2 Instance type ○ ｰ 01H

3 Transport class trigger ○ ｰ 82H

4 Produced connection ID ○ ｰ －

5 Consumed connection ID ○ ｰ －

6 Initial 
comm.characteristics ○ ｰ 02H

7 Produced connection size ○ ｰ *1

8 Consumed connection size ○ ｰ 0800H

9 Expected packet rate ○ ○ －

12 Watchdog time-out action ○ ｰ 00H

13 Produced connection path 
length ○ ｰ *1

14 Produced connection path ○ ｰ *1

15 Consumed connection path 
length ○ ｰ 0000

16 Consumed connection path ○ ｰ *1

サービス DeviceNet サービス パラメータオプション

05 Reset なし

0E Get_Attribute_Single なし

10 Set_Attribute_Single なし
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形式

名称

Produ
ced 
conne
ction 
size

Produ
ced 
conne
ction 
path 
length

Produced connection 
path

Consu
med 
conne
ction 
path 
length

Consu
med 
conne
ction 
path

基本ユニット 拡張ユニット

形DRT2-ID08（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_04_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_65_30_03 0000 －

形DRT2-ID16（-1）

なし

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_66_30_03 0000 －

形XWT-ID08（-1）

Input 
Data 0003 0006 20_04_24_07_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0004 0006 20_04_24_67_30_03 0000 －

形XWT-ID16（-1）

Input 
Data 0004 0006 20_04_24_06_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0005 0006 20_04_24_68_30_03 0000 －

形XWT-OD08（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_66_30_03 0000 －

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

形XWT-OD16（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_66_30_03 0000 －

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －
付 -57



付 -2 他社製マスタと接続する場合

　付

付
録

形DRT2-OD08（-1）

Outuput 
Data － 0000 20_04_24_22_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

形DRT2-OD16（-1）

なし

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

形XWT-ID08（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Input 
Data 0001 0006 20_04_24_04_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0002 0006 20_04_24_65_30_03 0000 －

形XWT-ID16（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_66_30_03 0000 －

形XWT-OD08（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

形XWT-OD16（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

形DRT2-MD16（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_04_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_65_30_03 0000 －

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

形式

名称

Produ
ced 
conne
ction 
size

Produ
ced 
conne
ction 
path 
length

Produced connection 
path

Consu
med 
conne
ction 
path 
length

Consu
med 
conne
ction 
path

基本ユニット 拡張ユニット
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 付

付
録

形DRT2-ROS16

なし

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

形XWT-ID08（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Input 
Data 0001 0006 20_04_24_04_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0002 0006 20_04_24_65_30_03 0000 －

形XWT-ID16（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_66_30_03 0000 －

形XWT-OD08（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

形XWT-OD16（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

形DRT2-ID16TA（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_66_30_03 0000 －

形DRT2-OD16TA（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

形DRT2-MD16TA（-1）

Input 
Data 0001 0006 20_04_24_04_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0002 0006 20_04_24_65_30_03 0000 －

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

形式

名称

Produ
ced 
conne
ction 
size

Produ
ced 
conne
ction 
path 
length

Produced connection 
path

Consu
med 
conne
ction 
path 
length

Consu
med 
conne
ction 
path

基本ユニット 拡張ユニット
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　付

付
録

形DRT2-ID16S（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_66_30_03 0000 －

形DRT2-MD16S（-1）

Input 
Data 0001 0006 20_04_24_04_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0002 0006 20_04_24_65_30_03 0000 －

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

形DRT2-ID16ML（X）（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_66_30_03 0000 －

形DRT2-ID16SL（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_66_30_03 0000 －

形DRT2-ID16SLH（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_66_30_03 0000 －

形DRT2-ID32ML（-1）

Input 
Data 0004 0006 20_04_24_06_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0005 0006 20_04_24_68_30_03 0000 －

形DRT2-OD16ML（X）（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

形式

名称

Produ
ced 
conne
ction 
size

Produ
ced 
conne
ction 
path 
length

Produced connection 
path

Consu
med 
conne
ction 
path 
length

Consu
med 
conne
ction 
path

基本ユニット 拡張ユニット
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 付

付
録

形DRT2-OD16SL（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

形DRT2-OD16SLH（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

形DRT2-OD32ML（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

形DRT2-MD32ML（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_66_30_03 0000 －

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

形DRT2-ID32B（-1）

Input 
Data 0004 0006 20_04_24_06_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0005 0006 20_04_24_68_30_03 0000 －

形DRT2-OD32B（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

形DRT2-MD32B（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_66_30_03 0000 －

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

形DRT2-ID32BV（-1）

Input 
Data 0004 0006 20_04_24_06_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0005 0006 20_04_24_68_30_03 0000 －

形式

名称

Produ
ced 
conne
ction 
size

Produ
ced 
conne
ction 
path 
length

Produced connection 
path

Consu
med 
conne
ction 
path 
length

Consu
med 
conne
ction 
path

基本ユニット 拡張ユニット
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　付

付
録

形DRT2-OD32BV（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

形DRT2-MD32BV（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_66_30_03 0000 －

Outuput 
Data － 0000 － 0000 0006

形DRT2-ID32SL（-1）

Input 
Data 0004 0006 20_04_24_06_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0005 0006 20_04_24_68_30_03 0000 －

形DRT2-OD32SL（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

形DRT2-MD32SL（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_66_30_03 0000 －

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

形DRT2-ID32SLH（-1）

Input 
Data 0004 0006 20_04_24_06_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0005 0006 20_04_24_68_30_03 0000 －

形DRT2-OD32SLH（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

形式

名称

Produ
ced 
conne
ction 
size

Produ
ced 
conne
ction 
path 
length

Produced connection 
path

Consu
med 
conne
ction 
path 
length

Consu
med 
conne
ction 
path

基本ユニット 拡張ユニット
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 付

付
録

形DRT2-MD32SLH（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_66_30_03 0000 －

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

形DRT2-HD16C（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_66_30_03 0000 －

形DRT2-ID08C（-1）

Input 
Data 0001 0006 20_04_24_04_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0002 0006 20_04_24_65_30_03 0000 －

形DRT2-OD08C（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

形DRT2-ID04CL（-1）

Input 
Data 0001 0006 20_04_24_03_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0002 0006 20_04_24_65_30_03 0000 －

形DRT2-HD16CL（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_66_30_03 0000 －

形DRT2-ID08CL（-1）

Input 
Data 0001 0006 20_04_24_04_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0002 0006 20_04_24_65_30_03 0000 －

形式

名称

Produ
ced 
conne
ction 
size

Produ
ced 
conne
ction 
path 
length

Produced connection 
path

Consu
med 
conne
ction 
path 
length

Consu
med 
conne
ction 
path

基本ユニット 拡張ユニット
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　付

付
録

形DRT2-WD16CL（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

形DRT2-OD04CL（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

形DRT2-OD08CL（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

形DRT2-MD16CL（-1）

Input 
Data 0001 0006 20_04_24_04_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0002 0006 20_04_24_65_30_03 0000 －

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

形DRT2-AD04
形DRT2-AD04H

Analog 
Data1 0008 0006 20_04_24_68_30_03 0000 －

Analog 
Data2 0008 0006 20_04_24_72_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_79_30_03 0000 －

Top and 
Valley 
shot

0002 0006 20_04_24_7A_30_03 0000 －

Analog 
Status 0004 0006 20_04_24_86_30_03 0000 －

Top and 
Valley 
shot + 
Generic 
status

0003 0006 20_04_24_97_30_03 0000 －

Analog 
Status+ 
Generic 
status

0005 0006 20_04_24_A4_30_03 0000 －

形DRT2-DA02 Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_79_30_03 0000 －

形式

名称

Produ
ced 
conne
ction 
size

Produ
ced 
conne
ction 
path 
length

Produced connection 
path

Consu
med 
conne
ction 
path 
length

Consu
med 
conne
ction 
path

基本ユニット 拡張ユニット
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 付

付
録

形DRT2-TS04T
形DRT2-TS04P

Temperat
ure 
Data1

（Normal）

0008 0006 20_04_24_68_30_03 0000 －

Temperat
ure 
Data2

（Normal）

0008 0006 20_04_24_72_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_79_30_03 0000 －

Top and 
Valley 
shot

0002 0006 20_04_24_7A_30_03 0000 －

Analog 
Status 0004 0006 20_04_24_86_30_03 0000 －

Top and 
Valley 
shot + 
Generic 
status

0003 0006 20_04_24_97_30_03 0000 －

Analog 
Status + 
Generic 
status

0005 0006 20_04_24_A4_30_03 0000
H －

形式

名称

Produ
ced 
conne
ction 
size

Produ
ced 
conne
ction 
path 
length

Produced connection 
path

Consu
med 
conne
ction 
path 
length

Consu
med 
conne
ction 
path

基本ユニット 拡張ユニット
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　付

付
録

*1：スレーブによって次ページの表のようになります。

オブジェクトインスタンス
4 セクション 情報 最大インスタンス数

インスタンスタイプ COS  Cyclic 1

プロダクショントリガ Cyclic

トランスポートタイプ Server

トランスポートクラス 2

アトリビュート ID 内容 Get Set 値

1 State ○ ｰ －

2 Instance type ○ ｰ 01H

3 Transport class trigger ○ ｰ 12

4 Produced connection ID ○ ｰ －

5 Consumed connection ID ○ ｰ －

6 Initial 
comm.characteristics ○ ｰ 01H

7 Produced connection size ○ ｰ *1

8 Consumed connection size ○ ｰ 00H

9 Expected packet rate ○ ○ 00

12 Watchdog time-out action ○ ｰ 00

13 Produced connection path 
length ○ ｰ *1

14 Produced connection path ○ ｰ *1

15 Consumed connection path 
length ○ ｰ 0004H

16 Consumed connection path ○ ｰ 202B2
401

17 Production inhibit time ○ ｰ 0000H

サービス DeviceNet サービス パラメータオプション

05 Reset なし

0E Get_Attribute_Single なし

10 Set_Attribute_Single なし
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 付

付
録

形式

名称

Produ
ced 
conne
ction 
size

Produ
ced 
conne
ction 
path 
length

Produced connection 
path

Consu
med 
conne
ction 
path 
length

Consu
med 
conne
ction 
path

基本ユニット 拡張ユニット

形DRT2-ID08（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_04_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_65_30_03 0000 －

形DRT2-ID16（-1）

なし

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_66_30_03 0000 －

形XWT-ID08（-1）

Input 
Data 0003 0006 20_04_24_07_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0004 0006 20_04_24_67_30_03 0000 －

形XWT-ID16（-1）

Input 
Data 0004 0006 20_04_24_06_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0005 0006 20_04_24_68_30_03 0000 －

形XWT-OD08（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_66_30_03 0000 －

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

形XWT-OD16（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_66_30_03 0000 －

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －
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　付

付
録

形DRT2-OD08（-1）

Outuput 
Data － 0000 20_04_24_22_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

形DRT2-OD16（-1）

なし

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

形XWT-ID08（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Input 
Data 0001 0006 20_04_24_04_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0002 0006 20_04_24_65_30_03 0000 －

形XWT-ID16（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_66_30_03 0000 －

形XWT-OD08（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

形XWT-OD16（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

形DRT2-MD16（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_04_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_65_30_03 0000 －

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

形式

名称

Produ
ced 
conne
ction 
size

Produ
ced 
conne
ction 
path 
length

Produced connection 
path

Consu
med 
conne
ction 
path 
length

Consu
med 
conne
ction 
path

基本ユニット 拡張ユニット
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 付

付
録

形DRT2-ROS16

なし

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

形XWT-ID08（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Input 
Data 0001 0006 20_04_24_04_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0002 0006 20_04_24_65_30_03 0000 －

形XWT-ID16（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_66_30_03 0000 －

形XWT-OD08（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

形XWT-OD16（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

形DRT2-ID16TA（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_66_30_03 0000 －

形DRT2-OD16TA（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

形DRT2-MD16TA（-1）

Input 
Data 0001 0006 20_04_24_04_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0002 0006 20_04_24_65_30_03 0000 －

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

形式

名称

Produ
ced 
conne
ction 
size

Produ
ced 
conne
ction 
path 
length

Produced connection 
path

Consu
med 
conne
ction 
path 
length

Consu
med 
conne
ction 
path

基本ユニット 拡張ユニット
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形DRT2-ID16S（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_66_30_03 0000 －

形DRT2-MD16S（-1）

Input 
Data 0001 0006 20_04_24_04_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0002 0006 20_04_24_65_30_03 0000 －

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

形DRT2-ID16ML（X）（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_66_30_03 0000 －

形DRT2-ID16SL（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_66_30_03 0000 －

形DRT2-ID16SLH（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_66_30_03 0000 －

形DRT2-ID32ML（-1）

Input 
Data 0004 0006 20_04_24_06_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0005 0006 20_04_24_68_30_03 0000 －

形DRT2-OD16ML（X）（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

形式

名称

Produ
ced 
conne
ction 
size

Produ
ced 
conne
ction 
path 
length

Produced connection 
path

Consu
med 
conne
ction 
path 
length

Consu
med 
conne
ction 
path

基本ユニット 拡張ユニット
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形DRT2-OD16SL（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

形DRT2-OD16SLH（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

形DRT2-OD32ML（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

形DRT2-MD32ML（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_66_30_03 0000 －

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

形DRT2-ID32B（-1）

Input 
Data 0004 0006 20_04_24_06_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0005 0006 20_04_24_68_30_03 0000 －

形DRT2-OD32B（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

形DRT2-MD32B（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_66_30_03 0000 －

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

形DRT2-ID32BV（-1）

Input 
Data 0004 0006 20_04_24_06_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0005 0006 20_04_24_68_30_03 0000 －

形式

名称

Produ
ced 
conne
ction 
size

Produ
ced 
conne
ction 
path 
length

Produced connection 
path

Consu
med 
conne
ction 
path 
length

Consu
med 
conne
ction 
path

基本ユニット 拡張ユニット
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形DRT2-OD32BV（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

形DRT2-MD32BV（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_66_30_03 0000 －

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

形DRT2-ID32SL（-1）

Input 
Data 0004 0006 20_04_24_06_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0005 0006 20_04_24_68_30_03 0000 －

形DRT2-OD32SL（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

形DRT2-MD32SL（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_66_30_03 0000 －

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

形DRT2-ID32SLH（-1）

Input 
Data 0004 0006 20_04_24_06_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0005 0006 20_04_24_68_30_03 0000 －

形DRT2-OD32SLH（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

形式

名称

Produ
ced 
conne
ction 
size

Produ
ced 
conne
ction 
path 
length

Produced connection 
path

Consu
med 
conne
ction 
path 
length

Consu
med 
conne
ction 
path

基本ユニット 拡張ユニット
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形DRT2-MD32SLH（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_66_30_03 0000 －

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

形DRT2-HD16C（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_66_30_03 0000 －

形DRT2-ID08C（-1）

Input 
Data 0001 0006 20_04_24_04_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0002 0006 20_04_24_65_30_03 0000 －

形DRT2-OD08C（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

形DRT2-HD16CL（-1）

Input 
Data 0002 0006 20_04_24_05_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0003 0006 20_04_24_66_30_03 0000 －

形DRT2-ID08CL（-1）

Input 
Data 0001 0006 20_04_24_04_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0002 0006 20_04_24_65_30_03 0000 －

形DRT2-ID04CL（-1）

Input 
Data 0001 0006 20_04_24_03_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0002 0006 20_04_24_65_30_03 0000 －

形式

名称

Produ
ced 
conne
ction 
size

Produ
ced 
conne
ction 
path 
length

Produced connection 
path

Consu
med 
conne
ction 
path 
length

Consu
med 
conne
ction 
path

基本ユニット 拡張ユニット
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形DRT2-WD16CL（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

形DRT2-OD08CL（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

形DRT2-OD04CL（-1）

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

形DRT2-MD16CL（-1）

Input 
Data 0001 0006 20_04_24_04_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_64_30_03 0000 －

Input 
Data+
Generic 
Status

0002 0006 20_04_24_65_30_03 0000 －

Outuput 
Data － 0000 － 0000 －

形DRT2-AD04
形DRT2-AD04H

Analog 
Data1 0008 0006 20_04_24_68_30_03 0000 －

Analog 
Data2 0008 0006 20_04_24_72_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_79_30_03 0000 －

Top and 
Valley 
shot

0002 0006 20_04_24_7A_30_03 0000 －

Analog 
Status 0004 0006 20_04_24_86_30_03 0000 －

Top and 
Valley 
shot + 
Generic 
status

0003 0006 20_04_24_97_30_03 0000 －

Analog 
Status+ 
Generic 
status

0005 0006 20_04_24_A4_30_03 0000 －

形DRT2-DA02 Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_79_30_03 0000 －

形式

名称

Produ
ced 
conne
ction 
size

Produ
ced 
conne
ction 
path 
length

Produced connection 
path

Consu
med 
conne
ction 
path 
length

Consu
med 
conne
ction 
path

基本ユニット 拡張ユニット
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形DRT2-TS04T
形DRT2-TS04P

Temperat
ure 
Data1

（Normal）

0008 0006 20_04_24_68_30_03 0000 －

Temperat
ure 
Data1
（1/100 
display）

0010 0006 20_04_24_6C_30_03 0000 －

Temperat
ure 
Data2

（Normal）

0008 0006 20_04_24_72_30_03 0000 －

Temperat
ure 
Data2
（1/100 
display）

0010 0006 20_04_24_76_30_03 0000 －

Generic 
Status 0001 0006 20_04_24_79_30_03 0000 －

Top and 
Valley 
shot

0002 0006 20_04_24_7A_30_03 0000 －

Analog 
Status 0004 0006 20_04_24_86_30_03 0000 －

Temperat
ure 

Data1+ 
Temperat
ure 
Data2

（Normal）

0010 0006 20_04_24_90_30_03 0000 －

形式

名称

Produ
ced 
conne
ction 
size

Produ
ced 
conne
ction 
path 
length

Produced connection 
path

Consu
med 
conne
ction 
path 
length

Consu
med 
conne
ction 
path

基本ユニット 拡張ユニット
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形DRT2-TS04T
形DRT2-TS04P

Temperat
ure 

Data1+ 
Temperat
ure 
Data2
（1/100 
display）

0020 0006 20_04_24_94_30_03 0000 －

Top and 
Valley 
shot + 
Generic 
status

0003 0006 20_04_24_97_30_03 0000 －

Analog 
Status + 
Generic 
status

0005 0006 20_04_24_A4_30_03 0000 －

Temperat
ure 
Data1 

（Normal）
+ Top 
and 
Valley 
shot

000A 0006 20_04_24_AE_30_03 0000 －

Temperat
ure 
Data1 
（1/100 
display）
+ Top 
and 
Valley 
shot

0012 0006 20_04_24_B2_30_03 0000 －

Temperat
ure Data 
1 

（Normal）
+ Top 
and 
Valley 
shot+ 
Generic 
status

000B 0006 20_04_24_B8_30_03 0000 －

Temperat
ure Data 
1 （1/
100 
display）
+ Top 
and 
Valley 
shot+ 
Generic 
status

0013 0006 20_04_24_BC_30_03 0000 －

形式

名称

Produ
ced 
conne
ction 
size

Produ
ced 
conne
ction 
path 
length

Produced connection 
path

Consu
med 
conne
ction 
path 
length

Consu
med 
conne
ction 
path

基本ユニット 拡張ユニット
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付 -3 ON積算時間／接点動作回数の一括読
出を行う場合の制限事項

制限事項
ON 積算時間／接点動作回数の監視状態一括読み出しコマンドは以下に示す機種で製品レビ
ジョン1.01のものは対応しておりません。
製品レビジョン 1.01 で実行すると、レスポンスエリアのデータが正しい値でない場合があ
ります。

■対象機種一覧

*1　（-1）は PNP形式を示します。
*2　DRT2-ID16（-1）、DRT2-OD16（-1）は拡張ユニットが装着されている場合も同様に読

出コマンドを使用することはできません。
*3　製品レビジョン 1.02 以降（ロット No.1263E 以降）であれば「ON 積算時間、または接

点動作回数の監視状態一括読出」コマンドに対応しています。
「ロットNo. について」
1263Eの場合は「12＝日　6＝月　3＝年　E＝生産工場」を意味しますので2003年
6月 12日生産となります。

*4　上記以外のDRT2製品であれば、一括読出コマンドをサポートしていますので製品レビジョ
ン1.01でも一括読出が可能です。

スレーブ名称 形式

リモート I/Oターミナル　入力16点 形DRT2-ID16（-1）

リモート I/Oターミナル　出力16点 形DRT2-OD16（-1）

耐環境ターミナル　入力8点 形DRT2-ID08C（-1）

耐環境ターミナル　入力16点 形DRT2-HD16C（-1）

耐環境ターミナル　出力8点 形DRT2-OD08C（-1）

センサコネクタターミナル　入力16点 形DRT2-ID16S（-1）
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■製品レビジョン確認方法
製品レビジョンの確認はExplicit メッセージ送信、またはコンフィグレータにより読出が行
えます。

Explicit メッセージ送信コマンド

コンフィグレータによる読出方法
コンフィグレータで、アップロードしたユニットを選択し、「右クリック」－「プロパティ」
を選択します。
プロパティの「リビジョン」に示されている値が Identity ソフトウェアバージョンになりま
す。

Explicit 
メッセージ

サ
ｌ
ビ
ス

機能

コマンド

レスポンスService
Code

Class
ID

Instance
ID

Attribute
ID

データ
サイズ

Identity
レビジョン

読
出

Identity のレビ
ジョンを読出し
ます。

0E 01 01 04 －

2byte
＜例＞
レスポンスデータ
0102：
製品ﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ 1.02
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端子ごとの監視状態読出
一括読出コマンドに対応していない機種による「ON 積算時間、または接点動作回数の監視
状態」の読出を行う場合は、端子ごとに読出を行ってください。

端子ごとの読出方法

端子ごとに読出したデータの一括読出データへの変換
端子ごとに読出したデータをラダープログラムにより自動で一括読出のデータに加工するこ
とができます。製品レビジョン 1.01 にて一括読出を行いたい場合は以下の方法で行ってく
ださい。
以下に端子ごとの読出を複数行い、それらを一括読出のデータに変換する方法を示します。

■ラダープログラムのシステム構成
PLC：マスタ　ノードNo.30　　　スレーブ　ノードNo.00　
* ラダープログラムなので、スレーブ1台分のデータを読取ります。

■動作仕様
今回対象となる機種は以下のとおりです。（製品レビジョン1.01であること）

*1　（-1）は PNP形式を示します。
*2　形DRT2-ID16（-1）、形DRT2-OD16（-1）は拡張ユニットが装着されている場合も同様

に読出コマンドを使用することはできません。
*3　上記以外のDRT2製品で一括読出コマンドをサポートしている機種は、製品レビジョン1.01

でも一括読出が可能なため当ラダープログラムを使用する必要はありません。

入力端子の読出 「端子の設定／モニタ（入力）」に記載のAttributeID 67Hex にて読出を行っ
てください（付 -4ページ参照）

出力端子の読出 「端子の設定／モニタ（出力）」に記載のAttributeID 67Hex にて読出を行っ
てください（付 -5ページ参照）

スレーブ名称 形式

リモート I/Oターミナル　入力16点 形DRT2-ID16（-1）

リモート I/Oターミナル　出力16点 形DRT2-OD16（-1）

耐環境ターミナル　入力8点 形DRT2-ID08C（-1）

耐環境ターミナル　入力16点 形DRT2-HD16C（-1）

耐環境ターミナル　出力8点 形DRT2-OD08C（-1）

センサコネクタターミナル　入力16点 形DRT2-ID16S（-1）
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①ラダープログラム動作仕様
開始接点0.00をONすると、自動で点数分の個別読出を実行し、一括読出データとしてレスポ
ンスをDM00050～DM00055に転送します。
一連の処理が終了すると終了接点0.02が ONします。
再発行の必要がある場合は、終了接点0.02がON後、再度0.00をOFFしてから実行してくだ
さい。
*1　ラダープログラムで機種を自動認識して発行しますので、機種によるラダープログラムの変

更は必要ありません。
*2　後述のラダープログラムは例としてマスタを「ノードNo.30」、スレーブを「ノードNo.00」

としています。
*3　ノードNo. を変更して使用したい場合は次の箇所を修正してください。

マスタのノードNO. を変更する場合：
ラダープログラム上の　【MOV21 ＃ 1FFE 　DM00003】命令の定数部の上位バイト側
を変更してください。
（例）マスタのノードNo. が 63の場合→＃3FFE
スレーブのノードNo. を変更する場合：
ラダープログラム上の　【MOV21 ＃ 000E　 DM00011】命令の定数部の上位バイト側
を変更してください。
（例）スレーブのノードNo. が 15の場合→＃0F0E

②レスポンスエリア
格納エリアはDM00050～ DM00055を使用します。
また、内部処理用にエリアを確保していますので使用エリア一覧を参照してください。

③レスポンス格納仕様
通常の Explicit メッセージのレスポンスと同じフォーマットとしています。

④使用エリア一覧

エリア High 側 LOW側 備考

DM0050 終了コード 終了コード 0000：正常終了
0CFF ：異常終了

DM0051 08 00 0800固定

DM0052 IN0-7 の監視状態 IN8-15の監視状態

DM0053 IN16-23の監視状態 IN31-24の監視状態

DM0054 OUT0-7 の監視状態 OUT8-15の監視状態

DM0055 OUT16-23の監視状態 OUT31-24の監視状態

I/Oエリア 0ch、1ch

DMエリア

DM00000～ 00007、DM00010～ 00014、
DM00020～ 00026、DM00050～ 00055
DM00101～ 00104、DM00120～ 00123、
DM00200～（204+10×n）　n：ユニットの IN点数
（例）n＝32点　DM00200～DM00524
DM00600～（604+10×ｍ）　ｍ：ユニットOUT点数
（例）ｍ＝16点　DM00600～DM00764

タイマ 1、2
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■サンプルラダープログラム

初期データ設定

DIFU
(013)

0.01

BSET
(071)

#0

D0

D999

000000
(000000)

0.00

000001
(000002)

0.01

MOV
(021)

#9

D0

MOV
(021)

#A

D1

MOV
(021)

#0

D2

MOV
(021)

#1EFE

D3

MOV
(021)

#3

D4

MOV
(021)

#64

D5

MOV
(021)

#200

D6

MOV
(021)

#600

D7

初期データ
設定用フラグ
（初期データ
設定）a001

コマンド開始
フラグ

初期データ設定用フラグ
（初期データ設定） a002 

送信データバイト数

送信データバイト数

受信データバイト数

送信先ネットワークアドレス

送信先ノードアドレス、号機アドレス

通信ポート設定

レスポンス監視時間

入力ユニット個別読出レスポンスデータ格納エリア指示ポインタ

出力ユニット個別読出レスポンスデータ格納エリア指示ポインタ
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MOV
(021)

#2801

D10

MOV
(021)

#E

D11

MOV
(021)

#8

D12

MOV
(021)

#1

D13

MOV
(021)

#6700

D14

MOV
(021)

#8

D20

MOV
(021)

#204

D21

MOV
(021)

#364

D22

MOV
(021)

#604

D23

MOV
(021)

#764

D24

MOV
(021)

#201

D25

#601

D26

MOV
(021)
#800

D51

MOV
(021)

#1

1

MOV
(021)

Explicit命令コード

スレーブアドレス、サービスコード

ビット指定

個別読出データ　入力ビット0～15用ポインタ

個別読出データ　入力ビット16～31用ポインタ

個別読出データ　出力ビット0～15用ポイント

個別読出出力ビット16～31用ポインタ

入力個別読出　レスポンス終了コード用ポインタ

出力個別読出　レスポンス終了コード用ポインタ

最終データ入力ビット0～15

処理制御用チャネル

クラス

インスタンス

アトリビュート
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入力ユニット個別読出処理

000000
(000027)

1.00 A202.00 1511.00

000001
(000038)

1.01 A202.00 A219.00

A219.00

=
(300)

&8

D12

>=
(325)

&32

D13

<
(310)

&32

D13

=
(300)

#0000

*D25

<>
(305)

#0000

*D25

CMND
(490)

D10

*D6

D0

ASL
(025)

1

MOV
(021)

#4

1

MOV
(021)

A203

D120

ASR
(026)

1

@+B
(404)

D6

#10

D6

@MOV
(021)

#1

1

000002
(000055)

1.02

@++
(590)

D13

@+B
(404)

D25

#10

D25

MOV
(021)

*D25

D121

MOV
(021)

#9

D12

MOV
(021)

#8

1

MOV
(021)

#1

D13

Explicit命令コード

入力ユニット　個別読出レスポンスデータ格納エリア指示ポインタ

送信データバイト数

処理制御用チャネル

処理制御用チャネル

ネットワーク通信レスポンスコード

入力コマンド　エラーレスポンス

処理制御用チャネル

入力ユニット　個別読出レスポンスデータ格納エリア指示ポインタ

処理制御用チャネル

インスタンス

入力個別読出　レスポンス終了コード用ポインタ

入力個別読出　レスポンス終了コード用ポインタ

入力コマンド　エラーレスポンス

入力ユニット　個別読出レスポンスデータ格納エリア指示ポインタ

入力個別読出　レスポンス終了コード用ポインタ

クラス

処理制御用チャネル

インスタンス
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出力ユニット個別読出処理

000000
(000060)

1.03 A202.00 1511.00
=

(300)

&9

D12

>=
(325)

&32

D13

CMND
(490)

D10

*D7

D0

ASL
(025)

1

<
(310)

&32

D13

MOV
(021)

#20

1

000001
(000071)

1.04 A202.00 A219.00
MOV
(021)

A203

D122

ASR
(026)

1
A219.00

=
(300)

#0000

*D26

@+B
(404)

D7

#10

D7

@MOV
(021)

#8

1

@++
(590)

D13

@+B
(404)

D26

#10

D26

<>
(305)

#0000

*D26

MOV
(021)

*D26

D123

Explicit命令コード

出力ユニット　個別読出レスポンスデータ格納エリア指示ポインタ

送信データバイト数

処理制御用チャネル

処理制御用チャネル

ネットワーク通信レスポンスコード

出力コマンドエラーレスポンス

処理制御用チャネル

出力ユニット個別読出レスポンスデータ格納エリア指示ポインタ

処理制御用チャネル

インスタンス

出力個別読出レスポンス終了コード用ポインタ

出力個別読出レスポンス終了コード用ポインタ

出力個別読出レスポンス終了コード用ポインタ

出力コマンドエラーレスポンス

出力ユニット個別読出レスポンスデータ格納エリア指示ポインタ
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エラーレスポンス時処理

000000
(000089)

1.05 A202.00
<=

(315)

D20

#F08

=
(300)

#16FF

*D21

MOV
(021)

#0

*D21

=
(300)

#16FF

*D22

MOV
(021)

#0

*D22

=
(300)

#16FF

*D23

MOV
(021)

#0

*D23

=
(300)

#16FF

*D24

MOV
(021)

#0

*D24

+
(400)

D20

#100

D20

+B
(404)

D21

#10

D21

+B
(404)

D22

#10

D22

+B
(404)

D23

#10

D23

+B
(404)

D24

#10

D24

個別読出データ入力ビット0～15用ポインタ

個別読出データ入力ビット16～31用ポインタ

個別読出データ出力ビット0～15用ポインタ

個別読出データ出力ビット16～31用ポインタ

ビット指定

ビット指定

個別読出データ入力ビット0～15用ポインタ

個別読出データ入力ビット0～15用ポインタ

個別読出データ入力ビット16～31用ポインタ

個別読出データ入力ビット16～31用ポインタ

個別読出データ出力ビット0～15用ポインタ

個別読出データ出力ビット0～15用ポインタ

個別読出データ出力ビット16～31用ポインタ

個別読出データ出力ビット16～31用ポインタ
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>
(320)

D20

#F08

MOV
(021)

#8

D20

MOV
(021)

#204

D21

MOV
(021)

#364

D22

MOV
(021)

#604

D23

MOV
(021)

#764

D24

MOV
(021)

#40

1

ビット指定

個別読出データ入力ビット0～15用ポインタ

個別読出データ入力ビット16～31用ポインタ

個別読出データ出力ビット0～15用ポインタ

個別読出データ出力ビット16～31用ポインタ

処理制御用チャネル
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データ合成処理

000000
(000120)

1.06 A202.00
<=

(315)

D20

#F08

MOVB
(082)

*D21

D20

D101

MOVB
(082)

*D22

D20

D102

MOVB
(082)

*D23

D20

D103

MOVB
(082)

*D24

D20

D104

+
(400)

D20

#100

D20

+B
(404)

D21

#10

D21

+B
(404)

D22

#10

D22

+B
(404)

D23

#10

D23

+B
(404)

D24

#10

D24

>
(320)

D20

#F08

TIM

0001

#10

個別読出データ入力ビット0～15ポインタ

ビット指定

合成データ入力ビット0～15

個別読出データ入力ビット16～31用ポインタ

ビット指定

合成データ入力ビット16～31

個別読出データ出力ビット0～15用ポインタ

ビット指定

合成データ出力ビット0～15

個別読出データ出力ビット16～31用ポインタ

合成データ出力16～31

ビット指定

ビット指定

個別読出データ入力ビット0～15用ポインタ

個別読出データ入力ビット0～15用ポインタ

個別読出データ入力ビット16～31用ポインタ

個別読出データ入力ビット16～31用ポインタ

個別読出データ出力ビット0～15用ポインタ

個別読出データ出力ビット0～15用ポインタ

個別読出データ出力ビット16～31用ポインタ

個別読出データ出力ビット16～31用ポインタ

ビット指定
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最終データ作成処理

000000
(000137)

T0001
MOVD
(083)

D101

#012

D52

MOVD
(083)

D101

#210

D52

MOVD
(083)

D102

#012

D53

MOVD
(083)

D102

#210

D53

MOVD
(083)

D103

#012

D54

MOVD
(083)

D103

#210

D54

MOVD
(083)

D104

#012

D55

MOVD
(083)

D104

#210

D55

TIM

0002

#10

000001
(000147)

T0002 0.00 0.02

0.02
MOV
(021)

#0

1

合成データ入力ビット0～15

最終データ入力ビット16～31

合成データ入力ビット0～15

最終データ入力ビット16～31

合成データ入力ビット16～31

最終データ出力0～15

合成データ入力ビット16～31

最終データ出力0～15

合成データ出力ビット0～15

最終データ出力ビット16～31

合成データ出力ビット0～15

最終データ出力ビット16～31

合成データ出力ビット16～31

異常時エラーレスポンスコード

合成データ出力ビット16～31

異常時エラーレスポンスコード

処理完了フラグ

処理制御用チャネル

コマンド開始
フラグ

処理完了
フラグ

処理完了フラグ
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異常終了時エラーレスポンス格納処理

END

000000
(000155)

CF113

P_On
<>

(305)

D120

#0000

<>
(305)

D121

#0

<>
(305)

D122

#0000

MOV
(021)

#CFF

D50

MOV
(021)

#0

D51

MOV
(021)

#0

0

<>
(305)

D123

#0000

最終データバイト数

最終データ入力ビット0～15

常時ON
フラグ

000000
(000165)

END
(001)
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付 -4 接続関連機器形式一覧

一般スレーブ

形式 仕様 メーカ名

形DRT2-ID08 リモート I/Oターミナル　トランジスタ入力8点（NPN対応）

オムロン製

形DRT2-ID08-1 リモート I/Oターミナル　トランジスタ入力8点（PNP対応）

形DRT2-ID16 リモート I/Oターミナル　トランジスタ入力16点（NPN対応）

形DRT2-ID16-1 リモート I/Oターミナル　トランジスタ入力16点（PNP対応）

形DRT2-OD08 リモート I/Oターミナル　トランジスタ出力8点（NPN対応）

形DRT2-OD08-1 リモート I/Oターミナル　トランジスタ出力8点（PNP対応）

形DRT2-OD16 リモート I/Oターミナル　トランジスタ出力16点（NPN対応）

形DRT2-OD16-1 リモート I/Oターミナル　トランジスタ出力16点（PNP対応）

形DRT2-MD16 リモート I/Oターミナル　トランジスタ入力8点／出力8点（NPN対応）

形DRT2-MD16-1 リモート I/Oターミナル　トランジスタ入力8点／出力8点（PNP対応）

形DRT2-ROS16 リモート I/Oターミナル　リレー出力16点

形XWT-ID16 リモート I/Oターミナル　拡張ユニット　トランジスタ入力16点（NPN対応）

形XWT-ID16-1 リモート I/Oターミナル　拡張ユニット　トランジスタ入力16点（PNP対応）

形XWT-OD16 リモート I/Oターミナル　拡張ユニット　トランジスタ出力16点（NPN対応）

形XWT-OD16-1 リモート I/Oターミナル　拡張ユニット　トランジスタ出力16点（PNP対応）

形XWT-ID08 リモート I/Oターミナル　拡張ユニット　トランジスタ入力8点（NPN対応）

形XWT-ID08-1 リモート I/Oターミナル　拡張ユニット　トランジスタ入力8点（PNP対応）

形XWT-OD08 リモート I/Oターミナル　拡張ユニット　トランジスタ出力8点（NPN対応）

形XWT-OD08-1 リモート I/Oターミナル　拡張ユニット　トランジスタ出力8点（PNP対応）

形DRT2-ID16TA リモート I/Oターミナル　3段端子台　トランジスタ入力16点（NPN対応）

形DRT2-ID16TA-1 リモート I/Oターミナル　3段端子台　トランジスタ入力16点（PNP対応）

形DRT2-OD16TA リモート I/Oターミナル　3段端子台　トランジスタ出力16点（NPN対応）

形DRT2-OD16TA-1 リモート I/Oターミナル　3段端子台　トランジスタ出力16点（PNP対応）

形DRT2-MD16TA リモート I/Oターミナル　3段端子台　トランジスタ入力8点／出力8点（NPN対応）

形DRT2-MD16TA-1 リモート I/Oターミナル　3段端子台　トランジスタ入力8点／出力8点（PNP対応）

形DRT2-ID16S リモート I/Oターミナル　センサコネクタタイプ　トランジスタ入力16点（NPN対応）

形DRT2-ID16S-1 リモート I/Oターミナル　センサコネクタタイプ　トランジスタ入力16点（PNP対応）

形DRT2-MD16S リモート I/Oターミナル　センサコネクタタイプ　トランジスタ入力8点／出力8点
（NPN対応）

形DRT2-MD16S-1 リモート I/Oターミナル　センサコネクタタイプ　トランジスタ入力8点／出力8点
（PNP対応）

形DRT2-ID16SL リモート I/Oターミナル　スクリューレスクランプタイプ（検知機能なし）
トランジスタ入力16点（NPN対応）

形DRT2-ID16SL-1 リモート I/Oターミナル　スクリューレスクランプタイプ（検知機能なし）
トランジスタ入力16点（PNP対応）

形DRT2-OD16SL リモート I/Oターミナル　スクリューレスクランプタイプ（検知機能なし）
トランジスタ出力16点（NPN対応）

形DRT2-OD16SL-1 リモート I/Oターミナル　スクリューレスクランプタイプ（検知機能なし）
トランジスタ出力16点（PNP対応）
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形DRT2-ID16SLH リモート I/Oターミナル　スクリューレスクランプタイプ（検知機能あり）
トランジスタ入力16点（NPN対応）

オムロン製

形DRT2-ID16SLH-1 リモート I/Oターミナル　スクリューレスクランプタイプ（検知機能あり）
トランジスタ入力16点（PNP対応）

形DRT2-OD16SLH リモート I/Oターミナル　スクリューレスクランプタイプ（検知機能あり）
トランジスタ出力16点（NPN対応）

形DRT2-OD16SLH-1 リモート I/Oターミナル　スクリューレスクランプタイプ（検知機能あり）
トランジスタ出力16点（PNP対応）

形DRT2-ID16ML リモート I/Oターミナル　MIL コネクタタイプ　トランジスタ入力16点（NPN対応）

形DRT2-ID16ML-1 リモート I/Oターミナル　MIL コネクタタイプ　トランジスタ入力16点（PNP対応）

形DRT2-ID16MLX リモート I/Oターミナル　MIL コネクタタイプ　トランジスタ入力16点（NPN対応）
コネクタ付きケーブル付属タイプ

形DRT2-ID16MLX-1 リモート I/Oターミナル　MIL コネクタタイプ　トランジスタ入力16点（PNP対応）
コネクタ付きケーブル付属タイプ

形DRT2-ID32ML リモート I/Oターミナル　MIL コネクタタイプ　トランジスタ入力32点（NPN対応）

形DRT2-ID32ML-1 リモート I/Oターミナル　MIL コネクタタイプ　トランジスタ入力32点（PNP対応）

形DRT2-OD16ML リモート I/Oターミナル　MIL コネクタタイプ　トランジスタ入力16点（NPN対応）

形DRT2-OD16ML-1 リモート I/Oターミナル　MIL コネクタタイプ　トランジスタ入力16点（PNP対応）

形DRT2-OD16MLX リモート I/Oターミナル　MIL コネクタタイプ　トランジスタ入力16点（NPN対応）
コネクタ付きケーブル付属タイプ

形DRT2-OD16MLX-1 リモート I/Oターミナル　MIL コネクタタイプ　トランジスタ入力16点（PNP対応）
コネクタ付きケーブル付属タイプ

形DRT2-OD32ML リモート I/Oターミナル　MIL コネクタタイプ　トランジスタ出力32点（NPN対応）

形DRT2-OD32ML-1 リモート I/Oターミナル　MIL コネクタタイプ　トランジスタ出力32点（PNP対応）

形DRT2-MD32ML リモート I/Oターミナル　MIL コネクタタイプ　トランジスタ入力16点／出力16点
（NPN対応）

形DRT2-MD32ML-1 リモート I/Oターミナル　MIL コネクタタイプ　トランジスタ入力16点／出力16点
（PNP対応）

形DRT2-ID32B ボードターミナル　MIL コネクタ平行方向タイプ　トランジスタ入力32点（NPN対応）

形DRT2-ID32B-1 ボードターミナル　MIL コネクタ平行方向タイプ　トランジスタ入力32点（PNP対応）

形DRT2-OD32B ボードターミナル　MIL コネクタ平行方向タイプ　トランジスタ出力32点（NPN対応）

形DRT2-OD32B-1 ボードターミナル　MIL コネクタ平行方向タイプ　トランジスタ出力32点（PNP対応）

形DRT2-MD32B ボードターミナルMIL コネクタ平行方向タイプ トランジスタ入力16点／出力16点
（NPN対応）

形DRT2-MD32B-1 ボードターミナルMIL コネクタ平行方向タイプ トランジスタ入力16点／出力16点
（PNP対応）

形DRT2-ID32BV ボードターミナル　MIL コネクタ垂直方向タイプ　トランジスタ入力32点（NPN対応）

形DRT2-ID32BV-1 ボードターミナル　MIL コネクタ垂直方向タイプ　トランジスタ入力32点（PNP対応）

形DRT2-OD32BV ボードターミナル　MIL コネクタ垂直方向タイプ　トランジスタ出力32点（NPN対応）

形DRT2-OD32BV-1 ボードターミナル　MIL コネクタ垂直方向タイプ　トランジスタ出力32点（PNP対応）

形DRT2-MD32BV ボードターミナル　MIL コネクタ垂直方向タイプ　トランジスタ入力16／出力16点
（NPN対応）

形DRT2-MD32BV-1 ボードターミナル　MIL コネクタ垂直方向タイプ　トランジスタ入力16／出力16点
（PNP対応）

形DRT2-ID32SL リモート I/Oターミナル　スクリューレスクランプタイプ（検知機能なし）
トランジスタ入力32点（NPN対応）

形DRT2-ID32SL-1 リモート I/Oターミナル　スクリューレスクランプタイプ（検知機能なし）
トランジスタ入力32点（PNP対応）

形DRT2-OD32SL リモート I/Oターミナル　スクリューレスクランプタイプ（検知機能なし）
トランジスタ出力32点（NPN対応）

形式 仕様 メーカ名
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形DRT2-OD32SL-1 リモート I/Oターミナル　スクリューレスクランプタイプ（検知機能なし）
トランジスタ出力32点（PNP対応）

オムロン製

形DRT2-MD32SL リモート I/Oターミナル　スクリューレスクランプタイプ（検知機能なし）
トランジスタ入力16点／出力16点（NPN対応）

形DRT2-MD32SL-1 リモート I/Oターミナル　スクリューレスクランプタイプ（検知機能なし）
トランジスタ入力16点／出力16点（PNP対応）

形DRT2-ID32SLH リモート I/Oターミナル　スクリューレスクランプタイプ（検知機能あり）
トランジスタ入力32点（NPN対応）

形DRT2-ID32SLH-1 リモート I/Oターミナル　スクリューレスクランプタイプ（検知機能あり）
トランジスタ入力32点（PNP対応）

形DRT2-OD32SLH リモート I/Oターミナル　スクリューレスクランプタイプ（検知機能あり）
トランジスタ出力32点（NPN対応）

形DRT2-OD32SLH-1 リモート I/Oターミナル　スクリューレスクランプタイプ（検知機能あり）
トランジスタ出力32点（PNP対応）

形DRT2-MD32SLH リモート I/Oターミナル　スクリューレスクランプタイプ（検知機能あり）
トランジスタ入力16点／出力16点（NPN対応）

形DRT2-MD32SLH-1 リモート I/Oターミナル　スクリューレスクランプタイプ（検知機能あり）
トランジスタ入力16点／出力16点（PNP対応）

形式 仕様 メーカ名
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耐環境スレーブ

形式 仕様 メーカ名

形DRT2-ID08C 耐環境ターミナル（高機能タイプ）　トランジスタ入力8点（NPN対応）　
保護構造：IEC　IP67

オムロン製

形DRT2-ID08C-1 耐環境ターミナル（高機能タイプ）　トランジスタ入力8点（PNP対応）　
保護構造：IEC　IP67

形DRT2-HD16C 耐環境ターミナル（高機能タイプ）　トランジスタ入力16点（NPN対応）　
保護構造：IEC　IP67

形DRT2-HD16C-1 耐環境ターミナル（高機能タイプ）　トランジスタ入力16点（PNP対応）　
保護構造：IEC　IP67

形DRT2-OD08C 耐環境ターミナル（高機能タイプ）　トランジスタ出力8点（NPN対応）　
保護構造：IEC　IP67

形DRT2-OD08C-1 耐環境ターミナル（高機能タイプ）　トランジスタ出力8点（PNP対応）　
保護構造：IEC　IP67

形DRT2-ID04CL 耐環境ターミナル（標準タイプ）　トランジスタ入力4点（NPN対応）　
保護構造：IEC　IP67

形DRT2-ID04CL-1 耐環境ターミナル（標準タイプ）　トランジスタ入力4点（PNP対応）　
保護構造：IEC　IP67

形DRT2-ID08CL 耐環境ターミナル（標準タイプ）　トランジスタ入力8点（NPN対応）　
保護構造：IEC　IP67

形DRT2-ID08CL-1 耐環境ターミナル（標準タイプ）　トランジスタ入力8点（PNP対応）　
保護構造：IEC　IP67

形DRT2-HD16CL 耐環境ターミナル（標準タイプ）　トランジスタ入力16点（NPN対応）　
保護構造：IEC　IP67

形DRT2-HD16CL-1 耐環境ターミナル（標準タイプ）　トランジスタ入力16点（PNP対応）　
保護構造：IEC　IP67

形DRT2-OD04CL 耐環境ターミナル（標準タイプ）　トランジスタ出力4点（NPN対応）　
保護構造：IEC　IP67

形DRT2-OD04CL-1 耐環境ターミナル（標準タイプ）　トランジスタ出力4点（PNP対応）　
保護構造：IEC　IP67

形DRT2-OD08CL 耐環境ターミナル（標準タイプ）　トランジスタ出力8点（NPN対応）　
保護構造：IEC　IP67

形DRT2-OD08CL-1 耐環境ターミナル（標準タイプ）　トランジスタ出力8点（PNP対応）　
保護構造：IEC　IP67

形DRT2-WD16CL 耐環境ターミナル（標準タイプ）　トランジスタ出力16点（NPN対応）　
保護構造：IEC　IP67

形DRT2-WD16CL-1 耐環境ターミナル（標準タイプ）　トランジスタ出力16点（PNP対応）　
保護構造：IEC　IP67

形DRT2-MD16CL 耐環境ターミナル（標準タイプ）　トランジスタ入力8点／出力8点（NPN対応）　
保護構造：IEC　IP67

形DRT2-MD16CL-1 耐環境ターミナル（標準タイプ）　トランジスタ入力8点／出力8点（PNP対応）　
保護構造：IEC　IP67
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アナログスレーブ

通信ケーブル

*1 日本電線工業製ケーブルはオムロンエフエーストア（株）にて販売しております。製品仕様はオムロン
製ケーブルと同一です。

*2 Allen-Bradley 製ケーブルはオムロン製、日本電線工業製と比べてケーブルが固いため、配線にご注意
ください。

形式 仕様 メーカ名

形DRT2-AD04 アナログ入力ターミナル　アナログデータ入力4点（4CH占有）

オムロン製

形DRT2-AD04H アナログ入力ターミナル（高分解能タイプ）　アナログデータ入力4点（4CH占有）

形DRT2-DA02 アナログ出力ターミナル　アナログデータ出力2点（2CH占有）　

形DRT2-TS04T 温度入力ターミナル（熱電対入力タイプ）　温度データ入力4点

形DRT2-TS04P 温度入力ターミナル（測温抵抗体入力タイプ）　温度データ入力4点

形式 仕様 メーカ名

形DCA2-5C10 太いケーブル（THICKケーブル）、5線、100m
オムロン製

形DCA1-5C10 細いケーブル（THINケーブル）、5線、100m

DVN18-10G 太いケーブル（THICKケーブル）、5線、10m

日本電線工業製 *1

DVN18-30G 太いケーブル（THICKケーブル）、5線、30m

DVN18-50G 太いケーブル（THICKケーブル）、5線、50m

DVN18-100G 太いケーブル（THICKケーブル）、5線、100m

DVN18-300G 太いケーブル（THICKケーブル）、5線、300m

DVN18-500G 太いケーブル（THICKケーブル）、5線、500m

DVN24-10G 細いケーブル（THINケーブル）、5線、10m

DVN24-30G 細いケーブル（THINケーブル）、5線、30m

DVN24-50G 細いケーブル（THINケーブル）、5線、50m

DVN24-100G 細いケーブル（THINケーブル）、5線、100m

DVN24-300G 細いケーブル（THINケーブル）、5線、300m

DVN24-500G 細いケーブル（THINケーブル）、5線、500m

1485C-P1-A50 太いケーブル（THICKケーブル）、5線、50m
Allen-Bradley 製 *2

1485C-P1-C150 細いケーブル（THINケーブル）、5線、150m

形DCA1-5CN□□W1 シールド型両端マイクロサイズ（M12）コネクタ付きケーブル
（ソケット：メス、プラグ：オス）

オムロン製

形DCA1-5CN□□ F1 シールド型片側マイクロサイズ（M12）コネクタ付きケーブル
（ソケット：メス）

形DCA1-5CN□□H1 シールド型片側マイクロサイズ（M12）コネクタ付きケーブル
（プラグ：オス）

形DCA1-5CN□□W5 シールド型両側（マイクロサイズ／ミニサイズ）コネクタ付きケーブル
（プラグ／ミニサイズ：オス、ソケット／マイクロサイズ：メス）

形DCA2-5CN□□W1 シールド型両端ミニサイズコネクタ付きケーブル
（ソケット：メス、プラグ：オス）

形DCA2-5CN□□ F1 シールド型片側ミニサイズコネクタ付きケーブル（ソケット：メス）

形DCA2-5CN□□H1 シールド型片側ミニサイズコネクタ付きケーブル（プラグ：オス）
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その他以下のメーカでDeviceNet 通信ケーブルを取扱っています。
詳細はODVAホームページ（http：//www.odva.org/）の製品カタログを参照するか、下
記メーカへお問い合わせください。

日本電線工業株式会社

倉茂電工株式会社

昭和電線ホールディングス株式会社

大電株式会社
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コネクタ

コネクタ（業界標準センサコネクタ）

■タイコエレクトロニクスアンプ社製

■住友 3Ｍ社製

■オムロン製

形式 仕様 メーカ名

形XW4G-05C1-H1-D ノード接続用　
コネクタ固定用ネジ付き

オムロン製形XW4G-05C4-TF-D ノード接続用（マルチドロップ配線用）
コネクタ固定用ネジ付き

形XW4B-05C4-TF-D ノード接続用（マルチドロップ配線用）
コネクタ固定用ネジ付き

形式 ハウジング色 適合電線範囲

3-1473562-4 オレンジ 被覆外径φ0.6～ 0.9mm

断面積：0.08～ 0.5mm2
1-1473562-4 赤 被覆外径φ0.9～ 1.0mm

1473562-4 黄 被覆外径φ1.0～ 1.15mm

2-1473562-4 青 被覆外径φ1.15～ 1.35mm

4-1473562-4 緑 被覆外径φ1.35～ 1.6mm

形式 ハウジング色 適合電線範囲

37104-3101-000FL 赤 AWG26（0.14mm2）～AWG24（0.2mm2）
被覆外径φ0.8～ 1.0mm

37104-3122-000FL 黄 AWG26（0.14mm2）～AWG24（0.2mm2）
被覆外径φ1.0～ 1.2mm

37104-3163-000FL オレンジ AWG26（0.14mm2）～AWG24（0.2mm2）
被覆外径φ1.2～ 1.6mm

37104-3124-000FL 緑 AWG22（0.3mm2）～AWG20（0.5mm2）
被覆外径φ1.0～ 1.2mm

37104-3165-000FL 青 AWG22（0.3mm2）～AWG20（0.5mm2）
被覆外径φ1.2～ 1.6mm

37104-3106-000FL グレー AWG22（0.3mm2）～AWG20（0.5mm2）
被覆外径φ1.6～ 2.0mm

形式 仕様 適合電線範囲

形XN2A-1470 スプリングクランプ式 AWG28（0.08mm2）～AWG20（0.5mm2）
被覆外径φ1.5mm以下
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通信ケーブル用圧着端子

■フエニックスコンタクト社製　A／ AI シリーズ

コネクタ専用ドライバ

終端抵抗

注：上記の他に、T分岐タップを使って終端抵抗を接続することもできます。

T 分岐タップ

T分岐コネクタ

電源供給用タップ

注：電源供給用タップはオムロンエフエーストア（株）にて販売しております。

コネクタの種類 形XW4B-05C1-H1-D
形 XW4B-05C1-V1R-D
MSTB2.5 ／ 5-ST-5.08AU

形 XW4B-05C4-TF-D
形 XW4B-05C4-T-D

形 XW4G-05C1-H1-D
形 XW4G-05C4-TF-D 専用工具

ケーブルの種類

細い
ケーブル

信号線 AI 0.25-6YE AI 0.25-8YE AI 0.25-8YE

CRIMPFOX
ZA3

電源線 AI 0.5-6WH AI 0.5-10WH AI 0.5-10WH

太い
ケーブル

信号線 A1-6 A1-10 A1-10

電源線 AI 2.5-8BU AI 2.5-10BU AI 2.5-10BU

形式 仕様 メーカ名（購入先）

形XW4Z-00C DeviceNet コネクタ専用工具 オムロン製

SZF-1 DeviceNet コネクタ専用工具 オムロンエフエーストア（株）

形式 仕様 メーカ名

形DRS1-T 端子台型終端抵抗、121Ω

オムロン製
形DRS2-1 シールド型終端抵抗（プラグ：オス）マイクロサイズ用

形DRS2-2 シールド型終端抵抗（ソケット：メス）マイクロサイズ用

形DRS3-1 シールド型終端抵抗（プラグ：オス）　ミニサイズ用

形式 仕様 メーカ名

形DCN1-1C コネクタ3個付属（幹線に使用時、支線1本分岐可能）、終端抵抗装着可能
オムロン製

形DCN1-3C コネクタ5個付属（幹線に使用時、支線3本分岐可能）、終端抵抗装着可能

形式 仕様 メーカ名

形DCN2-1 シールド型T分岐コネクタ（1分岐） オムロン製

形式 仕様 メーカ名

1485T-P2T5-T5 通信電源複数台接続時に必要
電源逆流防止機能、接地端子付き Allen-Bradley 製

形DCN1-1P
電源専用1分岐タップ
通信電源、接続時に使用
接続用コネクタ2個、ヒューズ2個が標準装備

オムロン製
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耐環境スレーブ出力ターミナル　I ／ O電源用コネクタ

■形DRT2-OD08C（-1）用

DeviceNet 通信用コネクタには、DeviceNet のコネクタ準拠品をご使用ください。詳しく
は、株式会社アイテクエンジニアリングにお問合わせください。

T 字形ジョイント

Y字形ジョイントプラグ／ソケット

耐環境スレーブ用コネクタカバー

形式 仕様 メーカ名

形XS4W-D421-1 □□ -A ケーブル付きコネクタ　（ソケット／プラグ両側）

オムロン製形XS4F-D421-1 □□ -A ケーブル付きコネクタ　（ソケット（メス）片側）

形XS4H-D421-1 □□ -A ケーブル付きコネクタ　（プラグ（オス）片側）

形式 仕様 メーカ名

形XS4R-D424-5 シールド型T字形ジョイント
耐環境スレーブの I/O電源用ケーブルの分岐に使用 オムロン製

形式 仕様 メーカ名

形XS2R-D426- □ 11-F ケーブル付き

16点入力または16点出力の耐環境ターミナルで使用
（1つのコネクタの信号を2つのコネクタに分岐） オムロン製

形XS2R-D426-1 ケーブルなし

形XS5R-D426- □ 11-F ケーブル付き

形XS5R-D426-1 ケーブルなし

形式 仕様 メーカ名

形XS2Z-22 防水カバー（保護構造 IP67に適合）
オムロン製

形XS2Z-15 ダストカバー
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コネクタターミナル用MIL 対応ケーブル

■両端コネクタ付きケーブル（20ピン ×1 個 － 20 ピン ×1 個）

■両端コネクタ付きケーブル（40ピン ×1 個 － 20 ピン ×2 個）

■片側コネクタ付きケーブル（40ピン ×1 個 － ケーブル芯線）

形式 対応スレーブ 対応リレーターミナル メーカ名

形XW2Z-RI □ C
形DRT2-ID16ML 形G7TC-ID16、形G7TC-IA16 

オムロン製

形DRT2-OD16ML-1 形 G7TC-OC16-1 

形 XW2Z-RO□ C

形DRT2-OD16ML

形G7TC-OC16 ／ OC08  
形 G70D-SOC16 ／ VSOC16  
形 G70D-FOM16 ／ VFOM16   
形 G70A-ZOC16-3、形G70D-SOC08
形G70R-SOC08

形DRT2-OD16ML-1
形 G70D-SOC16-1 
形 G70D-FOM16-1 
形 G70A-ZOC16-4

形式 対応スレーブ 対応リレーターミナル メーカ名

形XW2Z-RI50-25-D1
（50cm）
形XW2Z-RI75-50-D1
（75cm）

形DRT2-ID32ML
形DRT2-ID32B 形G7TC-ID16、形G7TC-IA16 

オムロン製

形DRT2-OD32ML-1
形 DRT2-OD32B-1 形 G7TC-OC16-1 

形 XW2Z-RO50-25-D1
（50cm）
形XW2Z-RO75-50-D1
（75cm）

形DRT2-OD32ML
形DRT2-OD32B

形G7TC-OC16 ／ OC08  
形 G70D-SOC16 ／ VSOC16  
形 G70D-FOM16 ／ VFOM16  
形 G70A-ZOC16-3、形G70D-SOC08
形G70R-SOC08

形DRT2-OD32ML-1
形 DRT2-OD32B-1

形 G70D-SOC16-1 
形 G70D-FOM16-1 
形 G70A-ZOC16-4

形 XW2Z-RM50-25-D1
（50cm）
形XW2Z-RM75-50-D1
（75cm）

形DRT2-MD32ML
形DRT2-MD32B

入力側：形G7TC-ID16　
            形 G7TC-IA16 
出力側：形G7TC-OC16 ／ OC08　
            形 G70D-SOC16 ／　  
            VSOC16　　　　
            形 G70D-FOM16 ／　　
            VFOM16　　　　
            形 G70A-ZOC16-3　　　　
            形 G70D-SOC08　　　　
            形 G70R-SOC08

形 XW2Z-RI50-25-D2
（50cm）
形XW2Z-RI75-50-D2
（75cm）

形DRT2-MD32ML-1
形 DRT2-MD32B-1

入力側：形G70A-ZIM16-5
出力側：形G70D-SOC16-1
　　　　形G70D-FOM16-1　　　　
            形 G70A-ZOC16-4

形式 仕様 メーカ名

形XW2Z-RA200C-D1（2m）
形XW2Z-RA500C-D1（5m）

バラ線径：AWG28
バラ線は切断状態

オムロン製形XW2Z-RY100C-D1（1m）
形XW2Z-RY200C-D1（2m）
形XW2Z-RY500C-D1（5m）

各バラ線にフォーク端子装着済み
フォーク端子：161071-M2
付 -99



付 -4 接続関連機器形式一覧

　付

付
録

■フラットケーブル圧接コネクタ

■バラ線圧接タイプコネクタ

スクリューレスクランプターミナル用棒端子

■適合棒端子

他社製品問合わせ先について
他社製品の詳細につきましては各メーカへお問い合わせください。

形式 仕様 メーカ名

形XG4M-4030-T 対応ケーブル線径AWG28 オムロン製

部品 形式 仕様 メーカ名

ソケット
形XG5M-4032-N 対応ケーブル線径AWG24

オムロン製
形XG5M-4035-N 対応ケーブル線径AWG28～26

セミカバー 形XG5S-2001 コネクタ1個につき、2個必要

フードカバー 形XG5S-4022 マルチドロップ配線用DeviceNet コネクタとの併用は不可

メーカ 形式 適合電線

フエニックスコンタクト（株）

AI0.5-10 0.5mm2 （20AWG）

AI0.75-10 0.75mm2 （18AWG）

AI1.5-10 1.25mm2 （16AWG）

日本ワイドミュラー（株）

H 0.5 ／ 16 D 0.5mm2 （20AWG）

H 0.75／ 16 D 0.75mm2 （18AWG）

H 1.5 ／ 16 D 1.25mm2 （16AWG）
付 -100



付 -5 消費電流一覧

 付

付
録

付 -5 消費電流一覧

一般スレーブ

形式 通信電源消費電流

形DRT2-ID08(-1) 40mA以下（DC24V時）
70mA以下（DC11V時）

形DRT2-OD08 40mA以下（DC24V時）
60mA以下（DC11V時）

形DRT2-OD08-1 35mA以下（DC24V時）
55mA以下（DC11V時）

形DRT2-ID16(-1) 40mA以下（DC24V時）
65mA以下（DC11V時）

形DRT2-OD16(-1) 35mA以下（DC24V時）
60mA以下（DC11V時）

形DRT2-MD16(-1) 40mA以下（DC24V時）
65mA以下（DC11V時）

形DRT2-ROS16 215mA以下（DC24V時）
395mA以下（DC11V時）

形XWT-ID08(-1)* 5mA以下（DC24V時）
5mA以下（DC11V時）

形XWT-ID16(-1)* 10mA以下（DC24V時）
15mA以下（DC11V時）

形XWT-OD08(-1)* 5mA以下（DC24V時）
5mA以下（DC11V時）

形XWT-OD16(-1)* 10mA以下（DC24V時）
15mA以下（DC11V時）

形DRT2-ID16TA(-1) 45mA以下（DC24V時）
80mA以下（DC11V時）

形DRT2-OD16TA(-1) 45mA以下（DC24V時）
80mA以下（DC11V時）

形DRT2-MD16TA(-1) 45mA以下（DC24V時）
80mA以下（DC11V時）

形DRT2-ID16S(-1) 215mA以下（DC24V時）
150mA以下（DC11V時）

形DRT2-MD16S(-1) 135mA以下（DC24V時）
115mA以下（DC11V時）

形DRT2-ID16ML(-1) 40mA以下（DC24V時）
60mA以下（DC11V時）

形DRT2-ID16MLX(-1) 40mA以下（DC24V時）
60mA以下（DC11V時）

形DRT2-OD16ML(-1) 45mA以下（DC24V時）
75mA以下（DC11V時）

形DRT2-OD16MLX(-1) 45mA以下（DC24V時）
75mA以下（DC11V時）

形DRT2-ID16SL(-1) 30mA以下（DC24V時）
55mA以下（DC11V時）
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* 拡張ユニットの通信電源消費電流は、基本ユニットと接続した際に増える消費電流です。
例えば、形 DRT2-ID16 ＋ XWT-OD16 の組合わせの場合の消費電流は、40 ＋ 10=50mA
（DC24V時）、65＋ 15=80mA（DC11V時）となります。

形DRT2-OD16SL(-1) 35mA以下（DC24V時）
65mA以下（DC11V時）

形DRT2-ID16SLH(-1) 35mA以下（DC24V時）
65mA以下（DC11V時）

形DRT2-OD16SLH(-1) 35mA以下（DC24V時）
70mA以下（DC11V時）

形DRT2-ID32ML(-1) 55mA以下（DC24V時）
100mA以下（DC11V時）

形DRT2-OD32ML(-1) 70mA以下（DC24V時）
120mA以下（DC11V時）

形DRT2-MD32ML(-1) 60mA以下（DC24V時）
110mA以下（DC11V時）

形DRT2-ID32B(-1) 45mA以下（DC24V時）
100mA以下（DC11V時）

形DRT2-OD32B(-1) 55mA以下（DC24V時）
120mA以下（DC11V時）

形DRT2-MD32B(-1) 50mA以下（DC24V時）
110mA以下（DC11V時）

形DRT2-ID32BV(-1) 45mA以下（DC24V時）
100mA以下（DC11V時）

形DRT2-OD32BV(-1) 55mA以下（DC24V時）
120mA以下（DC11V時）

形DRT2-MD32BV(-1) 50mA以下（DC24V時）
110mA以下（DC11V時）

形DRT2-ID32SL 55mA以下（DC24V時）
100mA以下（DC11V時）

形DRT2-ID32SL-1 55mA以下（DC24V時）
90mA以下（DC11V時）

形DRT2-OD32SL 50mA以下（DC24V時）
80mA以下（DC11V時）

形DRT2-OD32SL-1 50mA以下（DC24V時）
75mA以下（DC11V時）

形DRT2-MD32SL(-1） 50mA以下（DC24V時）
80mA以下（DC11V時）

形DRT2-ID32SLH 65mA以下（DC24V時）
100mA以下（DC11V時）

形DRT2-ID32SLH-1 65mA以下（DC24V時）
105mA以下（DC11V時）

形DRT2-OD32SLH 55mA以下（DC24V時）
80mA以下（DC11V時）

形DRT2-OD32SLH-1 55mA以下（DC24V時）
85mA以下（DC11V時）

形DRT2-MD32SLH(-1） 60mA以下（DC24V時）
90mA以下（DC11V時）

形式 通信電源消費電流
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耐環境スレーブ

アナログスレーブ

形式 通信電源消費電流

形DRT2-ID08C(-1) 115mA以下

形DRT2-HD16C(-1) 200mA以下

形DRT2-OD08C(-1) 35mA以下

形DRT2-ID04CL(-1) 35mA以下

形DRT2-OD04CL(-1) 35mA以下

形DRT2-ID08CL(-1) 35mA以下

形DRT2-HD16CL(-1) 40mA以下

形DRT2-OD08CL(-1) 35mA以下

形DRT2-WD16CL(-1) 35mA以下

形DRT2-MD16CL(-1) 40mA以下

形式 通信電源消費電流

形DRT2-AD04 90mA以下（DC24V時）
150mA以下（DC11V時）

形DRT2-AD04H 70mA以下（DC24V時）
110mA以下（DC11V時）

形DRT2-DA02 120mA以下（DC24V時）
220mA以下（DC11V時）

形DRT2-TS04T 70mA以下（DC24V時）
110mA以下（DC11V時）

形DRT2-TS04P 70mA以下（DC24V時）
110mA以下（DC11V時）
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付 -6 直流 2線式センサとの接続の留意点
トランジスタ入力タイプのスレーブで、直流2線式センサを使用するときは、下記の条件が
満たされていることを確認してください。
条件が満たされていない場合は誤動作の原因となります。

トランジスタ入力タイプのスレーブのON電圧とセンサの残留電圧の関係
VON≦ VCC－ VR
VCC：I/O電源電圧（電源電圧範囲は20.4 ～ 26.4V ですが、最悪の条件を考えて20.4V
で計算します）
VON：トランジスタ入力タイプのスレーブのON電圧
VR：センサの出力残留電圧

I/O 電源電圧（VCC）を26.4Vに調整することで上式を満足できる場合があります。

トランジスタ入力タイプのスレーブの ON 電流とセンサの制御出力（負荷
電流）の関係

IOUT（min） ≦ ION ≦ IOUT（max）
IOUT：センサの制御出力（負荷電流）
ION：トランジスタ入力タイプのスレーブのON電流
IONは、以下のように求めることができます。
ION＝（VCC－ VR－ VF）／RIN
VF：トランジスタ入力タイプのスレーブの内部残留電圧（1.5V）
RIN：トランジスタ入力タイプのスレーブの入力インピーダンス

IONが IOUT（min）より小さくなるときは、ブリーダ抵抗Rを接続してください。
ブリーダ抵抗の定数は下記の式により求めます。

R ≦（VCC－ VR）／（IOUT（min）－ ION）
電力W ≧（VCC－ VR）2／ R×4［余裕度］

トランジスタ入力タイプのスレーブのOFF電流とセンサの漏れ電流の関係
IOFF ≧ Ileak
IOUT：トランジスタ入力タイプのスレーブのOFF 電流
Ileak：センサの漏れ電流

センサの漏れ電流がトランジスタ入力タイプのスレーブの OFF 電流より大きい場合は、ブ
リーダ抵抗Rを取付けてください。
ブリーダ抵抗の定数は下記の式により求めます。

R ≦（IOFF×RIN ＋ VF）／（Ileak － IOFF）
電力W ≧（VCC－ VR）2／ R×4［余裕度］

R

VCC

VR RIN2線式センサ
トランジスタ
入力タイプの
スレーブ
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付 -7 外部出力信号線の配線
外部出力信号線の配線には、以下を留意してください。
・出力信号に誘導負荷が接続されている場合には、逆起電力を吸収するためにダイオードを
各々誘導負荷の近くに接続してください。

ダイオード
出力

トランジスタ

出力ユニット
（出力トランジスタタイプ）

誘導負荷

DC回路の場合はダイオードを付ける
　出力信号のノイズ対策
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付 -8 用語解説

用語 解説

Busoff 通信ケーブル上でのエラー発生率が、非常に高い状態を表します。内部のエ
ラーカウンタが一定の閾値を超えたとき、異常を検知します。（内部のエラー
カウンタは、マスタユニットの起動時・リスタート時にクリアされます。）

CAN Controller Area Network の略。自動車の車載用 LANとして開発された
通信プロトコルです。
デバイスネット（DeviceNet）は、CAN技術を採用しています。

Configurator
（コンフィグレータ）

システム設定などを行う装置です。ID情報の読出や、パラメータの読出／書
込、ネットワーク構成表示などの機能を持っています。
オムロン製マスタユニット用のコンフィグレータとして、「DeviceNet コン
フィグレータ」があります。

Consumed Connection Size コネクションを通じて受信される、データサイズ（バイト長）を表します。

ODVA Open DeviceNet Vendor Association の略。デバイスネット
（DeviceNet）の普及促進のために設立された、非営利のベンダアソシエー
ションです。

Produced Connection Size コネクションを通じて送信される、データサイズ（バイト長）を表します。

コネクション ノード間で通信を行うための、論理的な通信チャネルです。マスタとスレー
ブの間でコネクションを維持、管理しています。

デバイスプロファイル 装置（デバイス）の構造と、振る舞い（そのデバイスがサポートしなければ
ならない、最小のデータ構造や動作）を、そのデバイスで共通化し、モデル
化したものです。「デバイスモデル」とも呼ばれます。現在プロファイル化が
検討されているデバイスには、センサ、バルブ、表示器、エンコーダなどが
あります。

マスタ／スレーブ データの集配信を管理するノードを「マスタ」、マスタからの要求に基づいて
データを応答するノードを「スレーブ」といいます。オムロン製DeviceNet
では、あらかじめPredefined Master ／ Slave Connection Set という形
で、すべての製品がマスタまたはスレーブ機能を提供しています。
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